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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第五十一条一いち文ぶん

・生徒会の役員は、各かく委員会（または該がい当とう組織）の上じよう位いに位置する。

第五十一条二に文ぶん

・各委員会の長ちようは、担当範はん囲いにおいて生徒会役やく員いんへの進しん言げんを行う権けん利りを有する。
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　丘の上。緑の草が風で揺れる波間に、白い天てん幕まくがある。

　空に翳かざされた影の下では、カップを口につけている女性がいる。金の大きな巻き髪がみを背の後ろに流している彼かの女じよは、

「……武蔵むさしの方向性せいは、あと一時間もあれば決まりますわ。さて、お二人はどうなさいますの？　毛もう利り・輝てる元もと、ルイ・エクシヴとしましては。お二人の麾き下かにある人狼女王レーネ・デ・ガルウは、この後の動きに非常に興味がありますのよ？」

　人狼女王が問いかける先。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ女子夏なつ服ふくに身を包んだ輝元と、夏全ぜん裸らのエクシヴが、視線を返してくる。まず、輝元が眉まゆを立てた笑えみで腕を組み、

「どうするかってーと、そりゃあ羽は柴しば相手に立ち回るしかねえだろ」

「輝元、血けつ気き盛んだが、方策はあるのかい？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と輝元が頷うなずき、東の方角を見た。

　丘を降り、森を通り、そして遙かな麦むぎ畑ばたけの平原と川、再び森があり、

「ずーっと向こうだ。青く掠かすれて見える向こう。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 との国こつ境きよう近くに、前線を任せてる航こう空くう輸ゆ送そう艦かん、鳥とつ取とり城じようがある。これの歴史再さい現げん、知ってるな？」

「Ｔｅｓ．、羽柴による二百日に渡る兵ひよう糧ろう攻ぜめに、城内の兵士達たちの大たい半はんは餓が死し。城じよう主しゆ達は抗こう戦せんを行った後に自じ害がいで生き残り達の助命を願いますの。

　羽柴は、しかし彼らの徹てつ底てい抗戦に感かん銘めいし、その後の支配や交こう渉しようを潤じゆん滑かつにするため、城主の命を救おうとしますが──」

「城主は頑がんとして断り、羽柴は信のぶ長ながに自害を認めていいか問うのだったね。結局、許可は出て、城主の自害を経た鳥取城は羽柴の毛利攻こう略りやく拠きよ点てんとなる……」

　エクシヴの声に、輝元が東の方角を見た。

　午後の光に照らされ、しかし白く霞かすむ遠方。その空には、数十キロに渡る砂すな嵐あらしと、濃こい影かげが浮いている。

「砂さ状じよう防壁を随ずい伴はん艦と展開し、毛利の東の空を守る〝鳥取城〟。輸送艦だから出来る長期の防ぼう壁へき展開もそろそろ終わりだ。──Mouri-01」

　呼び掛けに、天幕の外、やや離れた位置にある露ろ天てん調ちよう理り場じようから声が返る。

「Ｔｅｓ．、姫ひめ様さま、鳥取城の担当、Mouri-32bは、この二百日を楽しく過ごしてましたよ。

　何しろ機械式しきのボディに換かん装そうしてましたから、二百日、何も食べずに働いていられますからね。砂の多い鳥取城の環かん境きようでは、日々御お掃そう除じがやりたい放ほう題だいだったようで。

　東側に構えた羽柴勢ぜいの方が疲ひ弊へいしていたそうなので、麾下の子達と、時とき折おり、出で店みせを出して食しよく糧りようを供きよう出しゆつしていたようですね」

「その二百日も、そろそろ終了する」

　輝てる元もとの声に、人狼女王レーネ・デ・ガルウは首を縦たてに振った。

「……P.A.Odaは大だい艦かん隊たいを所有していますが、K.P.A.Italiaや関かん東とうにまで勢力を拡大したため、領りよう土どは従来の三割ほど広くなり、艦の数が不足してますわ。この六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを攻めるのには、出来れば〝鳥とつ取とり城じよう〟を手に入れ、その輸ゆ送そう力りよくや備び蓄ちく力りよくを有用したい。

　勿もち論ろん、地元の人々の反はん乱らんを防ぐためにも、彼らを守っていた城を、そのまま〝受け継ぐ〟形にしたい、というのもあるでしょうね」

「だからそれを餌えさにする」

　輝元が、人狼女王に視線を向けた。

「鳥取城を羽は柴しば勢ぜいに無む傷きずで与え、引き継がせる代わりに、──人狼女王に極きよく東とう側がわの武ぶ将しようを襲しゆう名めいさせる」

　そうする事で、

「毛もう利り側の戦せん闘とうに、人狼女王が介かい入にゆう出来るようにする。羽柴に対し、六護式仏蘭西と毛利にとって、最大級の牽けん制せい材料だぜ」
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「無む敵てきだね輝元！　朕ちんは君の聡そう明めいさに戦せん慄りつを得たとも！」

「単に腹が冷えただけだそれ。……まあ、テメエが介入出来るようにする手もあるけどな。それはまだ、とっておきゃいい。総そう長ちようより副長の方が戦せん場じように出る……、そのイメージの方が大事だしな」

　言う輝元の台詞せりふに、人狼女王が薄うすく笑った。

「──大体の狙ねらいは解わかりますわ。羽柴を振り回して行くんですのね？」

「真ま面じ目めなヤツには悪いけどな。あたしゃ権力ある者には逆らいたい系けいでさ。

　……だがまあ、気になる情報も入ってきてる」

「それは？　私にとって、……期待ばかりの時間が来ますの？」

　問いかける人狼女王が、笑えみを濃くする。

「私が戦せん闘とうに介入するとなったら、羽柴が空っぽの鳥取城を前線に出す訳わけ、ありませんわよね？　恐らく、Mouri-32bに出で店みせを出させながら、間かん者じやの情報を得ていたのでしょう？」

「狼おおかみは鼻が利くな」

　輝元が苦く笑しようした。彼かの女じよは椅い子すにもたれ掛かり、手を後ろに伸ばす。と、Mouri-02がステップ一つで寄って、輝元の手にホットミルクのカップを載のせていく。

「おう、有あり難がとうな。……で、まあ、要は簡単だ。羽柴が、関かん東とう、江え戸どにて、安土あづち城に物資を搭とう載さいしているんだと。二日前の情報だから、今いま頃ごろは、それを終えているだろうよ。

　つまり羽柴は、安土城を琵び琶わ湖こに戻して信のぶ長ながに返すのを利用して、鳥取城宛あての物資を運んでくるって寸すん法ぽうさ。ただ──」

　ただ、

「それを行う際、羽は柴しばは、柴しば田た勢に補ほ給きゆうをしていくらしい」

　と、輝てる元もとが表示枠シーニヤカドルを開いた。そこには、空があり、しかし、一人の霊れい体たいが映っていた。黒くろ髪かみの鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 女子夏なつ服ふくに身を包んでいるのは、

「巴ともえ御ご前ぜん。──光学確かく認にん出来てる西の羽柴勢と、東の柴田勢はどうだ？」

『Ｔｅｓテスタメント．、羽柴はK.P.A.ItaliaからP.A.Odaが本ほん拠きよとする琵び琶わ湖この安土あづちに戻ったらしい。鳥とつ取とり城じようの城じよう主しゆの自じ害がいを認めるかどうか、信のぶ長ながにお伺うかがいを立てにいったというところだろう。

　そして東の柴しば田た勢だが、こちらはノヴゴロド南方に柴田艦かん隊たいを展開している。

　──契けい機き一つで、一気にノヴゴロドへと進行するだろう』

　面めん倒どうな話だぜ、と輝元は空を見上げた。

「平和だった関かん東とうに有り余っていた備び蓄ちくを、安土城じようで一気にこっちまで運ぶ。

　その途と中ちゆうで柴田勢に補給も行う事で、柴田は上越露西亜スヴイエート・ルーシへの侵しん攻こうを確実に出来るし、羽柴も毛もう利り攻ぜめを確実とする訳わけだ。──厄やつ介かいな大だい規き模ぼ補給だな」

「ただ、未いまだに柴田はノヴゴロドへの侵しん攻こうを開始してませんのよ？　それが始まらないなら、補給の意味も薄いと思いますわ？」

　だから、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは目を細め、手て指ゆびを絡めた。

「柴田のノヴゴロド侵攻は、何が契けい機きとなると思いますの？」

『上越露西亜や奥おう州しゆうが、武蔵むさしと協きよう働どうする事だろうよ』

　巴御前が即そく答とうした。そして、彼女の言葉を受け継ぐように、エクシヴが口を開いた。

「上越露西亜や奥州の松まつ平だいらへの協働は、信長や羽柴の死後の話だ。

　そんなものを行われたら、聖せい連れんを手にした羽柴達は、信長の暗あん殺さつを推すい進しんしなければならなくなる。だからまず、P.A.Odaとしては、信長暗殺に至る歴史再さい現げんを早く終え、その阻そ止しに駆かけつけられるようにしたい筈はずだね。

　ゆえに羽柴は毛利攻めの準備を行い、柴田は上越露西亜侵攻の準備を行う訳わけだ」

　いい答えだ、と、巴御前が鋭い犬けん歯しを見せ、小さく笑った。

『無む論ろん、上越露西亜や奥州が武蔵と協働するには、今行われている臨りん時じ生徒総そう会かいを現げん生徒会が勝ち、更さらには上越露西亜や伊達だて、最上もがみと行われる三さん国ごく会議も良い結果を得なければならん。

　しかし、いいのか毛利勢。──武蔵が上越露西亜と協働すれば、羽柴が毛利侵攻を本格的に開始するぞ』

「対策は考えてある。振り回してやるよ。何しろあたしゃ関せきヶ原はらを振り回す毛利・輝元だからな。それに、武蔵を中心としたP.A.Odaへの対たい抗こうは、マクデブルクでアンヌが決めた事だ。

　──あたし達に異論がある訳ねえだろ」

『すまん』

　黙もく礼れいした巴御前に、輝元が苦く笑しようした。

「気にするな。ただ、全ての運命がこれから決まるってだけだ」

　輝てる元もとが、表示枠シーニヤカドルを展開した。それは、有あり明あけから経けい由ゆされる通つう神しんで、

『────』

　武蔵むさし副会長が、右の手を挙げ、声を作っている。

「いいぞ。……正面から、会ってみたい相手だぜ。武蔵副会長」

　輝元が、眉まゆを浅く立て、そう言った。彼女は、武蔵副会長に視線を固め、

「女が攻め気になっていくのは、ぞっとするほど先行かれた気分になるものさ」
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　白く広大な天てん井じようの下。

　巨きよ大だいな艦かんの後部、教きよう導どう院いんの校舎前の、橋の上。

　正まさ純ずみは、表示枠で諸しよ処しよの情報を確かく認にんしながら、息を吸った。

　今、自分は、大おお久く保ぼの言げんを解かい除じよしに行くところだ。

　大久保がこちらの目的や方法に対して行った苦く言げん。それらを全て外していく。

　……難しいな。

　悟さとるというよりも実感として得られるのは、大久保が完全に自分を賭かけに来ているという事だ。襲しゆう名めい者として、大久保は、自分の失しつ脚きやくの歴史再さい現げんを恐れることもせず、非ひ襲名者のこちらを相手として見み据すえて言げん論ろんを叩たたきつけてくる。

　正純は、そんな彼女に対して、内ない心しんで言葉を作る。

　……大久保。お前、随ずい分ぶんと、この武蔵や極きよく東とうに対し、本気なんだな。

　私もそうだ。そのつもりだ。

　大久保と、そういった事を、話してみたくもある。

　無む論ろん、それは、これが全て、終わってからだ。

　だが、正純は思う。自分にも、今の己おのれを構こう築ちくするいろいろがあったように、大久保にもそれがあった筈はずだ、と。

　それは、何だろうか。

　……それが解わかれば、大久保の真しん意いや、本ほん音ねが理解出来るだろうに。

　告げられている言葉が本ほん物ものかどうか、それが解るだけでも大久保の言げん動どうへの信頼が変わる。

　この、武蔵と極東の運命を決める一いつ端たんとなる中、出来る限りの事はしておきたい。昨夜、準備として御お広ひろ敷しきからの情報を得たり、いろいろと行って来たが、

　……難しいな。

　肝かん心じんの相手については、ガードが堅いとしか言いようがない。

　なあ？　と正純は、大久保の横顔に思った。

　一体お前は、何を思って、ここにいるのだ、と。

　そう、心の中で言葉を作り、正まさ純ずみが一ひと息いきを入れた時だった。

「……？」

　顔よこ横がおに、表示枠サインフレームが出たのに気付いた。見ればツキノワが両の前足で掲げて、

『まー！』

　振っている。早く見てと、そういう指し示じがついたものなのだろう。だから正純は、

・副会長：『何だこれ？　私宛あての限定防護プロテクト付きって……』

・眼　鏡：『やあ武蔵むさし副会長。こちら、馬鹿な作家志し望ぼう者しやを復元中のボランティアだよ』

　……シェイクスピア!?
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　正純の疑問の先、文字が高速で流れていく。

　今、彼女はネシンバラの自宅でプレス状態の彼の復ふく元げんをしていた筈はずだ。だが、

・眼　鏡：『とりあえず、復元進すすめながら情報を分解していたら、一いつ昨さく夜やにまとめられていた通神文メールが出てきてね。──大おお久く保ぼ・忠ただ隣ちか／長なが安やすに対するアイデアノート、ってやつだ。

　この男、眼鏡めがねとみたら誰だれそれ構かまわず手を出す性せい癖へきのようで、まあそれはいいんだけど、あまりよくないけど、まあちょっと見る目を持つべきだよね。だけど、ほら、これ』

　それは、

・眼　鏡：『〝大久保・忠隣／長安の謀む反ほんの可能性と、その真しん意い〟』

　その意味に対し、言葉を失ったこちらの正面。表示枠は告げる。

・眼　鏡：『すまないね。この馬鹿志望者の全ぜん権けんを預かっているのだから、こういうものは早く気付いて君に送るべきだった。そうすれば、君のストレスも随ずい分ぶん緩かん和わされ、政治という創そう作さく活動に数時間は早く悩み無い状態で取りかかれたろう。これはボクのミスだ。

　──だが、一つ、問うていいかい』

・副会長：『何をだ？』

・眼　鏡：『これで、トゥーサンのいる価か値ちは、充分に認められるかい？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．。……大久保の真意を知りたかったところだ。自分の対応を踏み過たないためにな。ネシンバラは、どういう思し考こう回かい路ろの行き過ぎかは知らないが、現状がこうなる事を予測していた訳わけだな？　そして、その真意なども、先に調べていた、と』

　全く、

・副会長：『プレス状態になっていなければ、今の厄やつ介かいは無かったかもな』

・眼　鏡：『足りない作家志望者が、一国の運命を変える存在だったとは驚きだ』

・副会長：『人じん材ざい難なんだと言うか？』

・眼　鏡：『否、──ボクを目標とする人間なら、志望者の段階でそのくらいでいてくれなければ困る。将来的な釣つり合いがとれないからね』

　どういう理り屈くつかは解わからないが、記録しておいて後でハイディかナイトに渡そう。昼飯代だいくらいになると有あり難がたい。

　だが、正まさ純ずみは心に安あん堵どを入れた。

・副会長：『内容は？』

・眼　鏡：『見ていない。トゥーサンから君へのものだ。トゥーサンは馬鹿で足りないし、妄もう想そうのケがあってどうしようもないが、──力の無いものは作らない』

・副会長：『私の、力になるという事か』

・眼　鏡：『Ｔｅｓテスタメント．、全ての創そう作さく物は熱ねつ量りようを持つよ。食えるかどうかは君次し第だいだが』

　じゃあ、という言葉をおいて、シェイクスピアの表示枠サインフレームが消えた。後に残るのは、ネシンバラが作っていた情報を展開していく、一枚のみ。

　それを眺ながめ、内容を粗あら方かたから頭の中に入れていきながら、正純は思った。

　……大おお久く保ぼ。

　この臨りん時じ生徒総そう会かいの真しん意いと、ここ最近にあった幾いくつかの妙みような出で来き事ごと。

　不ふ可か解かいと言える部分の答えを探れる事。そんな安あん堵どをネシンバラに感謝しながら、正純はオリオトライへと振り返る。

　こちらと目を合わせ、ほう、と眉まゆを上げた彼女に対し、

「先生、……ちょっとすいません、自分の中で、情報の整理をさせて下さい」
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「全く、男っていうのは、女の前だとすぐに格好かつこ付けたがるものだね」

　狭い四よ畳じよう部屋の中で、白はく衣い姿すがたのシェイクスピアはベッドに背から倒れ込んだ。彼女はまず大の字になって、毛布を広く摑つかむ。そして丸まって、ベッドの上で左右にローリング。

　しばらくしてから、Ｔｅｓテスタメント．、と言って、シェイクスピアは体を起こした。はあ、と一ひと息いきを入れてから、

「……そろそろスポンサーが放ほう免めんするって話だし、職しよく業ぎよう作家は忙しくなるよ」

　視線の先。あるのは本ほん棚だなばかりの壁と、

「トゥーサン」

　必要以外の部分を切り取られたネシンバラの装そう甲こう板ばんがある。

　シェイクスピアは、口くちの端はを緩め、装甲板に近づき、

「ん」

　口を付けてから、一息を入れる。

「寝ねてる内に、と思ったけど、解かい除じよ準備ももう出来てるし……」

　シェイクスピアは、喉のど、襟えり元もとに手を当て、インナースーツの合わせをほどいた。そして、歯を見せた笑えみで、

「今の内、少しくらいなら、いいよねえ……」

　と、呟つぶやいた時だ。不ふ意いにシェイクスピアが、その長い耳を動かした。二度、三度と震わせ、触れる手と共に呟くのは、

「いいリズムだ。……有あり明あけの上、西側で、誰だれかが踊っているのか」
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　高い空がある。

　青黒く、底が見えないような空だ。白い薄うす雲ぐもが低い位置で渦うずを巻いているが、天上の青には掛かるものがない。

　そんな青の下に、白の板があった。大地の上に浮かぶ広大な平面だった。

　海や山、そして下に広がる町や森と、そういったものと同じ縮しゆく尺しやくで存在する白の上面には関かん東とうIZUMOの名と、〝有明〟という名称がプリントされていた。

　有明表面には幾いくつかの動くものがある。西にし舷げん側がわに多くあるそれは、西部の装そう甲こうや防ぼう護ご術じゆつ式しきのストッカーを入れ替える軽けい武ぶ神しん達たちだ。

　彼らの多くは、三派に分かれた。

　一派は、仕事を続行するもの。数としてはこれが一番少ない。

　もう一派は、有明上部に展開した幾いくつかの表示枠サインフレームから、教きよう導どう院いん前で行われている臨りん時じ生徒総そう会かいを見ている者達だ。数としてはこれが一番多い。

　最後の一派は、『おい』という武神同士の呼び掛けによって、少しずつ増え出した一派。彼らが見るのは西舷側、側面の外がい部ぶ装甲を張り替えるために組まれつつあった足あし場ばの上だ。硬こう化か竹ちく材ざいのパイプの上を、二つの影が移動している。

　どちらも女だった。

　足場の上、縦たてに立つ硬化竹材パイプの断面を好むように、二人はお互いの位置を交換し、移動し合っている。戦せん闘とうというよりも、踊りの練習、または遊んでいるようにも見える。片方、追う側にいる方が、槍やりを振り回していなければ、だが。

　そして彼女達を見ている二人の女がいる。

　組まれた足場の近く。甲かん板ぱん縁べりに立つ片方、BLUETHUNDERのエプロンつきの中年女おんなが、腕を組んだ笑えみ顔で傍かたわらの夏なつ服ふく姿すがたに問いかけた。

「智ともちゃん、浅あさ間ま神社としては、どのくらい荷か担たんしてる訳わけ？」
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　浅間は、問われた意味を一いつ瞬しゆん理解出来なかった。それは、

「喜き美みと二ふた代よの訓練と臨時生徒総会の、どちらに？　ですか？　トーリ君と喜美のお母かあさん」

　ヨシキは苦く笑しようした。そして彼女は、浅間に視線を向けずに言う。

「──私が言ってるのは、両方さ。智ともちゃん何だかんだでベタにうちの子達の味方だし、うちの子達の友達や仲間達の味方でもあるしね。それでまた手を抜かないでしょ？」

「そう言われると性しよう分ぶんとしか……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だったら、トーリの事、宜よろしく頼むよ。ホライゾンも含めて他の娘こ達たちもいるけど、あの馬鹿には王様としての覚かく悟ごも持っとけって事で、そろそろ次の段階の前見みて貰もらわないと駄だ目めなんだよね」

「……次の段階って、何です？　それ」

　Ｊｕｄ．、とヨシキが頷うなずく。

　彼女は、正面、組まれた足あし場ばの上で、喜き美みの髪かみが踊り、二ふた代よの髪が追って流れるのを見て、

「二代ちゃんも結けつ構こう柔らかいねえ。もっと堅い立ち回りかと思ってたけど。……喜美とかいつもくねくねしてるけど、智ちゃんも付き合わされてケッコー曲がるよねえ」

「気を抜くと股また割わり出来なくなってて、喜美に強ごう引いんにやられますけどねー……」

　はは、とヨシキが笑う。そして彼女は、あのさ、と前置きし、

「次の段階、だよ。誰だれも彼も、そうなって行ってると、私にはそう見えるのさ」

　いいかい？

「ホライゾンの奪だつ還かんから始まった武蔵むさしの今だけど、ホライゾンは、いない訳わけじゃない、奪うばわれてる訳でもない。もういるんだよ。一いつ緒しよにいるんだ。うちで店員やって、多た摩まの地下で生活してる。馬鹿の彼女として、ケッコーアクティブにやってもいる。──だったら、ホライゾンを失った事は起き点てんでも、それを機き軸じくに今の物事を考えていたら、今の否定でしかないよね？」

「────」

　浅あさ間まは、鼓こ動どうを一つ速くした。

　前方では、二代が喜美を追っている。

　ヨシキから聞いた話では、自分に限界感かんじて、先を望んでいるのだと言う。

　先を求める事は、〝今〟への対応だろう。ならば、というようにヨシキが言葉を作る。

「基礎ってのは大事だよ。でも、足場だね。今、腕に抱えているものは、障しよう害がいを打ち払って前に進む最新の武ぶ器きでなければならない。そして──」

　そして、

「あの馬鹿は王様になろうってんだ。国を作るんだよ。保つんじゃない。未いまだ無い国、その国が出来るまでは、未来は無む法ほうとも言える。ならば、最善と思えるなら何でも有りだ。

　だから智ちゃん、うちの馬鹿、ホライゾンも喜美も含めて、頼むよ」

「いや、頼むって言われましても私もまだまだ……」

　Ｊｕｄ．、とヨシキが言って、こちらの背を叩たたいた。

「智ちゃん、頼まれると断れないけど、敢あえて頼んどく。──意味解わかるね？」

　強きよう制せい力を上げる、という事ではない。浅間はヨシキの事を知っているから解る。そして彼女がこちらの事を知っているから、尚なお更さら解わかる。

　ヨシキはこう言っているのだ。

　……もし、私が自分で壁を作ったり、感じてしまったら、頼まれた事を言い訳わけにしてでもついていけ、って……。

　いろいろ見み透すかされているのだろう。自分が、巫み女こであり、武蔵むさしの神しん職しよく代表という部分があって、自由に身動きとれない事も。見守る役が多いため、自分から何かを求めて行っていいのかどうか、判はん断だんがつきづらい事も。

　ヨシキは言う。

「他の連れん中ちゆうは自分から動いちゃうのばかりだけど、智ともちゃん、自分から止まりに行く事多おおいからね。うちの馬ば鹿か二人相手だと、止め役が多かった訳だし。だから、動いてみて、そこから決めていくといいよ。以前に言っていたよね、卒業したら本土を回ってみようか、とか。そうすべきかどうか、決める前に、後こう悔かい無ないようにしておくといい。そして──」

　そして、

「浅あさ間ま君や詠えいさんもそうだったけど、智ちゃんもホライゾンと同どう様ように、うちの家族だったようなもんだしね。一番いい答えに、素直に飛び込んで行くといい。他の子達も同様だけどさ、私は応援するよ。でも、そのためにも、ホライゾンを味方につけておかないとねえ」

「い、いえ、あの」

　一応、浅間は問うてみる。

「……今、何の話してましたっけ」

　恐る恐る問うと、ヨシキが横よこ目めでこちらを見た。口くちの端はに笑えみを作り、

「だから頼まないと駄だ目めなんだよねえ。詠さん、そっくり」

　母の名前を平然と出され、違い和わ感の無い相手。そんなヨシキに、浅間は背を叩たたかれる。

「肝かん心じんな、自分を決める勝負どころでもそっくりになりなよ？　受け入れは大だい丈じよう夫ぶだから」

「いえ、だから、あの」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とヨシキが頷うなずいた。彼女は苦く笑しようして、

「真ま面じ目めな話だよ。──と、ほら、向こう見なよ智ちゃん」

　言って、彼女が見る先、喜き美みと二ふた代よの動きがゆっくりと変化しつつあった。

　二人が、お互いの動きを大きくし始めていたのだ。
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　喜美は、口に笑みが浮かぶのを自覚していた。

　……ようやくねえ。ええ、ようやくだわ。

　ようやく自分の方が、ノってきた。大きな、舞まいとして成立する動きがとれつつある。

　何しろ、これは訓練だ。相手に〝合わせ〟る事が必要だ。だから、相手がこちらの動きに着いて来られるまで、本気の動きは封ふう印いんとなっていた。

　今、段々と、それを解かい除じよ出来つつある。相手の実力を計るために始めた足あし場ば上じようの位置取りにおいて、二ふた代よの動きが大きく速くなってきているのだ。

　……だけど、まだまだね。

　こちらは舞のテンポに合わせ、一定のタイミングで大だい跳ちよう躍やくを繰り返しているだけだ。

　二代も、慣れていない大跳躍の連続を行っているに過ぎない。しかし、

「いいわ」

　大好きなものの匂においをかいだ時のような。好きな店のある通りに入った時のような。朝起きたら大事な人がそばにいる事が解わかってしまった時のような。

　そんな入り口の感覚が、自分の動きの中から沸わき出している。

　身体からだに染しみついた舞まいの動き。

　脚をどの順番で動かし、どう身を振るかによって、舞のテーマを表現していく流れ。

　それら全て、一つ一つの動きを〝流れに乗せてまとめる〟ことは、舞が単なる運動ではなく、表現物ぶつそのものだという事を示すものだ。

　今も同じだ。

　喜き美みは思う。今、自分は、〝逃げ続けながらも待っている〟のよね、と。

　カップルが浜はま辺べで追いかけっこするのと同じだ。

　皇おう子じと姫が舞ぶ踏とう会かいで手を取ろうとし合うのと同じだ。

　姉と弟が抱え込んだ御お菓か子しの取り合いをするのと同じだ。

「でも、愚ぐ弟ていはヘタバりやすいものねえ、うん」

　だけど、自分は、〝逃げ続ける〟だけではない。〝待っている〟のだ。

　時とき折おり、跳躍のタイミングを遅くする。

　ただ遅くするだけではない。方向転てん換かんや、以後の跳躍のために全身の動きを整えるのだ。

　そして喜美は動きを繫つなげる事を忘れない。跳躍する。そうすると、

「────」

　二代が跳んで、近づいて来た。彼女の足音は大きくなっている。こちらの動きについてくるため、跳躍に力が入り始めたのだ。

　そうやって距離を詰めてくる二代は、しかしまだ、加か速そく術じゆつを使っていない。

　こちらも同どう様ようだ。

　自分は、大だい跳躍の動きを舞の流れとして行える。舞として考えた時、ステージの端はしから端へと連続で跳ぶのは、初しよ歩ほ卒業のレベルだ。

　だが、どうやら二代の方では、この長さの跳躍を連続するのに慣れていないようだ。

　こちらが身体からだのバネを行きつ戻りつする振り子のように使っているのに対し、二代は、溜ためて弾はじいて、という動きを何度もやり直している。

　理由はよく解わかる。このように、大だい跳ちよう躍やくのみを連続する戦せん闘とうなど、まずあり得ないからだ。そして、もし、二ふた代よがこのような距離を連続で跳躍するのを楽に行いたいならば、

「……フフ、そんな時はどうするべきか、解わかってるでしょう？」

　喜き美みは目を細め、追ってくる二代に振り向いた。

　後ろを向く視し界かいに、光が見える。流りゆう体たい光こう。術じゆつ式しきの宿る光。その正しよう体たいは、

「〝翔しよう翼よく〟。──それで思い切り跳んで来なさいな」
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　二代は、術式を発動させた。

　連続の大跳躍のため、前に出る足先、膝ひざ、肩の前に、〝翔翼〟の術式陣じんを展開する。

　青白い表示枠サインフレームは、一いつ瞬しゆんでこちらの進行方向の禊祓みそぎを行い、

　……Ｊｕｄジヤツジ．！

　二代は身が軽くなった感覚を得る。身体からだの前方に、澄すんだ水の冷たさが空間として発生したような感覚。そこに飛び込めば全てがクリアになるような錯さつ覚かくだ。

　喜美を追う。

　彼女の跳躍技術は、舞による体たい術じゆつだという事は解っている。

　特とく殊しゆな技術だが、一般人に対し、副長ともあろうものが術式を使用して追い掛けねばならないとは、情なさけない以外の何物でもない。

「しかし──」

　今は修しゆ行ぎようの身。師し事じしようと決めたヨシキが、構えてくれた時間だ。

　なりふり構わず、喜美を追うと、二代はそう決めた。

　向こうが大跳躍の連続で来るならば、こちらは、

　……〝翔翼〟による加か速そくで、跳躍を倍ばい加かして追うに御ご座ざる……！

　だから二代は、喜美を追うために加速跳躍を行った。

　直後。二代は見た。喜美が後方に大跳躍を放とうと身を沈めるのを。そして、

「!?」

　喜美に何もされた訳わけでも無いのに、二代は宙に吹っ飛んでいた。
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「誾ぎんさん、……副長は、どうやら、真っ正面から自分の勝負に入ったようですね」

　臨りん時じ生徒総そう会かいの現場。武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの橋きよう上じようの奥おく端はしにて、警けい護ご役の宗むね茂しげは、階段中ちゆう腹ふくにいる誾にだけ届く言葉を送っていた。

　臨時生徒総会は、正まさ純ずみが、己おのれの意見をまとめ直すためのわずかな間を作っている。

　……相あい対たいですね。

　宗むね茂しげにとって、政治系けいの話題は、解わかりはするものの縦じゆう横おうに扱えるものではない。武ぶと智ちには共に技術が要いり、自分が後者を収めるとなれば、それはもっと武を追求してからだと思う。

　だから宗茂は、この臨りん時じ生徒総そう会かいの相あい対たいを、戦せん闘とう行為だと感じている。

　そして、この裏側で進行しているもう一つの戦闘行為についても、

「──どう思います？　副長の訓練について」

　対する誾ぎんが、頷うなずく間も作らず、しかし、

「あの女は、いつも真っ正面過すぎて厄やつ介かいです。下へ手たに技を仕掛ければこちらが食われます」

「誾さんの義ぎ体たいは技ではなくて身体からだですから御ご安心を」

「Ｊｕｄジヤツジ．、武ぶ家けの娘にもっと料理や洗せん濯たくに励はげめと言うのですね」

「朝の鰹かつおは絶ぜつ品ぴんでしたね。人前に出るので昨夜整ととのえた私の制服も、戦闘の事を考こう慮りよした〝当て〟を臨時で入れていますが、これもまた丁ちよう度どいいです、誾さんの夏服も似に合あってますよ」

「……私の事は別べつ件けんとして下さい。宗茂様の寸すん法ぽうは理解しておりますので。それより──」

「Ｊｕｄ．、現状、異常なしです」

　周辺、現げん在ざいのところは、不ふ審しんな存在もない。武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん自体も補ほ修しゆうの対象であり、宿しゆく場ばのような役目を持つため、校内には資材や物ぶつ資しが積んである。それらの間に何もいないかどうかは、犬鬼コボルドや、

『げすい　いつもどおり』

　専門家の黒くろ藻もの獣けものが異い変へん無なしと言うならば、間違いはないだろう。こちらも、任せるべきは任せて、警けい備びを続けるだけだ。ただ、

「聞こえますね、宗茂様。──有あり明あけの装そう甲こうを震わせる、副長と喜き美み様の戦闘音おんが」

「Ｊｕｄ．、……どうなる事でしょうか」

「結果はまだ解りません。しかし、武蔵の住人は人が好よ過ぎますから」

　誾が呟つぶやくように、こう言った。遠く、震しん動どうとして届く訓練の響ひびきを聞きつつ、

「──誰だれも彼も、遊びに誘うように戦せん場じように連れて行く。厄介な国です」
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　浅あさ間まは、目の前で何が起きたか解らなかった。

　生じたのは、〝翔しよう翼よく〟を発動させた二ふた代よが、いきなり彼女の進行方向右みぎ斜ななめ上に〝撥はねられた〟という事だった。

「……！」

　高さ七、八メートル。距離にして二十メートルは飛ぶ放ほう物ぶつ線せん。

　二代が望んでそうなったのではないのは、彼女の身がバタついているのと、横のヨシキが腰に手を当てて笑っている事からでも解る。

「元気でいいねえ、若い子は」

「若いと吹っ飛ぶんです、か……」

　手元、浅あさ間ま神社で契けい約やくを請うけ負っている術じゆつ式しきと拝はい気き関連のリアルタイムデータがある。表示枠サインフレームに映るそれは、二ふた代よと喜き美みのものを映しているが、

「ええと、喜美も二代も、何もしてませんよね？　二代が〝翔しよう翼よく〟を使って、喜美は後方に大だい跳ちよう躍やくしただけで。そうですよね？　トーリ君と喜美のお母かあさん」

「ヨシキちゃんって呼んでくんないねえ」

　苦く笑しようで言われても性しよう分ぶんと習しゆう慣かんだ。

・金マル：『落ちた？　友人に拾わせよっか？』

　見れば、二代は六メートルほどの高さ辺りから、身を回している。

　姿し勢せい制せい御ぎよが出来るなら、意識はあるのだろう。だから浅あさ間まはナイト限定で、

・あさま：『大だい丈じよう夫ぶそうです。ただ、周辺の輸ゆ送そうの方や、警けい備びの魔女テクノヘクセン隊には万まんが一いちを』

・金マル：『りょーかいＪｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、派は手でな訓練、って伝えておくね』

　確かに派手です……、と思う浅間の視線の先。二代が空中で強ごう引いんに側そく転てんを入れ、並ぶ足あし場ばの縁ふちに足あし裏うらをぎりぎり掛けた。だが、角度的にも位置的にも、身体からだを足場の上に持っていくには足りない。だからこちらの視し界かいの中、二代は身を縮め、

「──っ」

　後ろへと大きく跳んだ。

　二代の髪かみが流れ、背後の足場へと至る。その動きを見る自分の横。苦く笑しようが響ひびいた。

　ヨシキだ。

「戸と惑まどってるねえ。というか、こりゃ原因は根が深いよ」

「あの、一体さっき、何があったんですか？」

「Ｊｕｄ．、簡単なことだよ。喜美がジャンプするタイミングをズラしただけ」

　え？　と見る先、喜美は先ほどの足場の上に身を戻し、緩やかに回っている。片脚あしと両腕うでを外に伸ばし身を前後にくねらせて回るその身は、

「大だい跳躍のタメを内ない包ほうしたままかい。ホント、気分屋やじゃなきゃ惜おしい子だよ」

「喜美は昔から凄すごかったですからね……。気分屋じゃなければ」

　だよねえ、と言い合った上で、浅間はヨシキに問いかける。首を傾かしげ、

「──ジャンプのタイミングをズラしたら、どうして二代が吹っ飛ぶんです？」

「腑ふ抜ぬけてるからだよ」

　いいかい？　とヨシキが言った。

「追い掛けていくと、相手が逃げていく。そのテンポが読めてきて、距離も詰められそうな気がしてきた。だから詰めに行こうと、そう思った瞬しゆん間かん。──喜美が一いつ瞬しゆん止まったのさ。

　加か速そく術じゆつを使うタイミングを完全に読み、二代ちゃんが前に出る直前にそれをやった。極きよく東とうの加速術で、禊祓みそぎ式しきのものは、乱されたら終わりだ。だから喜美は終わりにした」

　つまり、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──この戦せん場じようは喜き美みの支配下かにある。単純な理由でね。それは二ふた代よちゃんのスランプの原因。腑ふ抜ぬけの源みなもと。とてつもなく単純な事なんだ。勿もち論ろん、二代ちゃんだってそれに気付いてる。ただ、認めていないだけでね」

　笑い顔で、ヨシキが言った。だから、と彼女は言葉を続け、こう言った。

「喜美、二代ちゃんの弱点、全部さらけ出してやるといいよ。そうしなければ、保守的な女の子は、自分を変えようと思ったとしても、信じられないから」
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　やられたで御ご座ざる、とバックジャンプを放った二代は思った。

　……流石さすがは喜美殿どの……！

　一般人相あい手てに副長が云うん々ぬん、という問題ではない。この相手には、一度負かされているのだ。

　三み河かわ以来、休きゆう憩けい時間に菓か子しを貰もらったり、髪かみ肌はだの手入れなどして貰ったりという友人付つき合いだが、訓練では別だ。

　今、相あい対たいしているのは、強きよう敵てきなのだ。

　……しっかりせねば。

　手の中の武ぶ器き。蜻蛉とんぼスペアには、不安がある。自分に対しても、だ。それが訓練の場で表おもてに出ないようにして、可能ならば払ふつ拭しよくしなければならない。

　そのために行く。

「ならば──」

　二代は〝翔しよう翼よく〟を起き動どう。足先と膝ひざ、前に出る肩に光を展開し、

「……っ」

　行こうとした。その時だった。不ふ意いに、

「遅いわねえ」

　喜美の声を重ね、目の前が白いもので埋まった。
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　二代は、何が何だか解わからなかった。

　いきなりに、目の前に白の丸い立体が来て、

「ほらほらほら、気まずいクッション」

　前に出ようとしていた顔が、埋まる。これは、何かと思えば、

　……喜美殿の胸!?

　有り得ぬ、と二代は思った。デカさの事ではない。浅間殿やメアリ様が上にいる。有り得ぬのは動きだ。喜美の動きは緩やかだというのに、何な故ぜかこちらが動くより先に飛び込んで来たのだ。となると、これは、

　……タイミングを読まれ──。

「ハイ、巨きよ乳にゆうプレス」

　前に出ようとしていた顔が、喜き美みの胸に埋まり、勢いが削そがれる。そのまま彼女がこちらを起こすように腰を立てると、

　……く……！

　前に行こうとしていた勢いが、胸の弾だん力りよくで上に持ち上げられた。

　想そう定ていしていない方向転てん換かんだ。が、〝翔しよう翼よく〟は強ごう引いんに対応しようとする。前に行こうとしていた加か速そくの禊祓みそぎを、使用者の望む上に転てん換かん。

　しかしその願いは、時間的にも、術じゆつの方向性せいとしても成り立たない。〝翔翼〟は砕くだけ、一いつ瞬しゆんだけ力を不ふ均きん衡こう状態で発生させる。結果として、翔翼はこちらの身を上に跳ね上げようとし、自分も押され、そちらに行くとするならば──、

「……！」

　二ふた代よは、喜美から弾はじかれるように宙に吹っ飛ばされた。
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「──今回は飛距離が大分出でてますね」

「智ともちゃん、ソッコで慣れてない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　いやまあ、と浅あさ間まは言って、二代の描く放ほう物ぶつ線せんを見た。

　落ちはしないだろうとは思う。しかし、

「喜美の容よう赦しやなさって、相手の頑かたくな度によって変化しますから。二代、大丈夫でしょうか」

「智ちゃん、うちの子達をよく見てるねえ」

「昔から巻き込まれてますから。ええ、最近はホライゾンも含みで」

　手元の表示枠サインフレームでは、喜美は未いまだに術じゆつ式しき無しだ。ただ彼女は身を回しながら、空から視線を外さない。宙に飛ばした二代を視線で追うように、ぐるりと緩やかな旋せん回かいを続けている。

　ならば、後は、落ちてくる二代に対して、

「喜美、……容よう赦しやなく行きますよ」
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　距離にして約四十メートルを吹っ飛びながら、二代は思う。どういう事で御ご座ざるか、と。

　自分の技が、通じないどころではなく、封じられている。

　何も出来ない。

　戦い方の質が違うのか、レベルが違うのかも解わからない。

　ただ、二代には解る事がある。宙を舞う身で、思える事がある。それは、

　……もし、今までの戦せん闘とうで、一度でも喜き美み殿どののような相手に遭あっていたら──。

　鼓こ動どうの跳ね上がる決意の言葉。それは、口にしてみれば、

「……拙せつ者しやは負けて、極きよく東とうが敗北したので御ご座ざろうな」

　言葉にして、愕がく然ぜんとした。自分の弱さと脆もろさに、だ。だが、

「何浸ひたろうとしてんの？　起きなさい」

　いきなり、宙を落ちる身体からだが回された。

　目の前。半はん回転した自分の足が、足あし場ばに立ってしまう。力無なく正面を見る視し界かいにあるのは、

　……喜美殿!?

　と反射的に顔をあげた瞬しゆん間かんだ。

「こぉ──の根こん性じよう無しが[image: ]」

　頰ほおに、トルネード振りかぶり付きの打だ撃げきを受け、二ふた代よは宙を舞った。
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　……うわ、久し振りに見ましたよアレ……。

　浅あさ間まは呆ぼう然ぜんと喜美のトルネードビンタの動きと、結果を見ていた。

　ナルゼ以来と言ったらナルゼが嫌いやな顔をするだろうか。だが、あれをやる時の喜美は、

「相当に怒ってますよね」

「最高に、って言わないあたり、智ともちゃんはうちの子解わかってるよねえ」

　いやまあ、と誤ご魔ま化かす間、二代が四回転ほど空中でスピンしている。が、喜美は自分の身を回す動きを利用して、二代の襟えり首くびを摑つかんだ。そして、彼女は一度髪かみを大きく振ると、

「……！」

　激げき音おんが響ひびいた。

　喜美が、二代に頭ず突つきをぶち込んだのだ。
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　……く！

　二代は、不ふ可か避ひの打撃を受けた。

　襟首を摑まれ、更さらには身体を振り回されている。だが喜美の腕うで一本で、こちらは襟首だけを摑まれているだけだ。足だって浮いてはいない。しかし、

「……!?」

　足場を踏もうとすればバランスを崩くずされ、浮けば回される。それも喜美の腕の力によるものではない。こちらの離れようとする体重移い動どうや、不ふ用意な動作を用いただけの崩しだ。

　これは、どういう意味か、二代には解る。

　……拙者が、無む駄だな動きをして、乱れて御座るか！

　つけ込まれている、とは思わない。自分はちゃんとしようとしている、なのに、

「アンタね。どうしようもない女になってるわよ」

　頭ず突つきが来た。

「──何でアンタ、他人に合わせてばっかりなの」

　続いて、響ひびくのが眉み間けんに来た。染しみるような痛みが鼻の方にまで届き、

「──どうして、自分の事しか見てないの」

　矛む盾じゆんして御ご座ざる、と二ふた代よは思った。だが、俯うつむいた頭とう頂ちよう近くに一発が入り、

「他人に合わせた事ばかりして、何一つ自分で決めない。だけど、そんな自分については自じ己こ評価しか見ない。──他人を利用した自己中心、サイテーだわアンタ」

「それは……！」

　仕方ないではないかと、二代は思った。自分は未み熟じゆくで、敵は強大な実力者ばかりだ。マクデブルクで柴しば田たと相あい対たいした時のように、防ぼう戦せん一方にならざるを得ない時もあるのだから。

　相手に合わせ、凌しのぐ事も戦せん術じゆつだ。だが、

「アンタの敵がどんなヤツらか知らないわ、私。フフ、だって私はアンタじゃないもの」

　喜き美みが、こちらを突き放すように、一度外そとに振った。だが、すぐに引き寄せながら、

「──だけどアンタの敵は、アンタとまともに戦いたいと、そう思っていた筈はずよ。だけどアンタは、自分の戦い方をしない。いえ、違うわね、アンタはきっと──」

　きっと、

「自分の戦い方を、まだ、持ってないんだわ」
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　二代は、言葉を失った。

　……自分の戦い方を、持っていない？

　思った瞬しゆん間かんだ。衝しよう撃げきが、額ひたいから後こう頭とう部ぶに抜けた。

　視し界かいが揺らぎ、膝ひざから力が落ちるほどの一発だった。

「くあ……」

　どうにかして自分を支えようと足を動かすが、足先は震えて踊る。もはや加か速そく術じゆつの使い手という言葉すら欠けつ損そんしたような状態だ。

　だが、二代は思った。

　……自分の戦い方も持っていないようならば、……無む駄だでは御ご座ざらぬか。

　これから先、武蔵むさしは、きっと強大な敵と相対していく。そんな未来を相手に、未熟で、自分自身をも持っていない己おのれが参さん戦せんして、何になるのか。

　しかし、正面に立つ踊り子は、鋭い視線をこちらに向けたままだ。

　こちらの目どころか、瞳ひとみの奥、脳の中、思し考こうの深部までを見み透すかすような彼女の目は、

「温室育そだちの花は、短いサイクルで枯かれ、しかしまたすぐに咲くものよ」

　だからというように、力が入らぬこちらの身を、喜き美みが上に傾ける。

　すると、目に入るものが、一つあった。

　空に浮かんだ表示枠サインフレーム。そこに映るのは、

　……正まさ純ずみ！

　相あい対たいの場だ。武蔵むさしを再び戦せん場じように送り、自分達の全てを元通りにするため、昔馴な染じみの副会長が、臨りん時じ生徒総そう会かいで言葉を作っている。

「解わかるかしら？」

　喜美が告げる。

「非ひ襲しゆう名めいの貧ひん乳にゆう。幾いく度どとなく潰つぶされ、諦あきらめを感じ、寒いギャグとばして、そして頼ってくる連れん中ちゆうばかりの中で、必死に恐きよう怖ふを堪こらえてやってきてるのよ。

　無む論ろん、別に、あの子になれとは言わないわ。他者比ひ較かくはしてはならない事だし」

　それに、と彼女は言った。

「その程度、うちの愚ぐ弟ていだって、誰だれだって出来る事だしね」
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　喜美の台詞せりふに、二ふた代よは、呆ぼう然ぜんを感じた。

「誰でも……、出来、る？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、馬鹿ね。だからアンタは世せ間けん知しらずのお馬鹿さん。よほど育ちがいいんだわ。よく考えなさいよ。フフ、──〝不可能男インポツシブル〟が王になるなんて、どんだけ挫ざ折せつがあると思ってるの。そして、〝不可能男〟が王になれるなら──」

　ええ、

「誰だって、王になれるわ。それを下げ克こく上じようや群ぐん雄ゆう割かつ拠きよというのよ。──侍さむらいの世界としてね」

「せ、拙せつ者しやは、王になどなるつもりは無いで御ご座ざる！」

「じゃあ何になりたいの？」

　答えられない。

　当然だ。自分の中には、強くなると言う事しかない。

　その先に、何かがあると、探っている段階なのだ。

　だが、強い視線は問うてきた。どうなの？　と。

「何になりたいかが解らないお馬鹿さんが、何かになろうとしている相手と戦うなんて、しかも迷って浸ひたるなんて、アンタどんだけ自分に恵んでるの？　夢見がちな子。温室育ち。でも、それをここでやめさせてあげるわ。フフ。何な故ぜなら──」

　何故なら、

「アンタはきっと、野に放たれる事を望んで育てられ、しかし選択を与えられた花だから。だから私が一つ、アンタの花咲きを試してあげる。ここでアンタを植え替えてあげるわ」

「試す……？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手は言った。

「アンタが、相手のやり方に合わせるタイプなのは解わかってるわ。だから私は、アンタの選択権けんを一つ、これから奪うばうの」

　いい？

「本ほん多だ・二ふた代よ。女おんな侍ざむらい。これから私の舞が終わるまで、──アンタが諦あきらめるかどうかは私が決めるわ。それをもって、考えるといいわ。これからも、相手に合わせるかどうかを、ね」

　直後。二代は一つの色を見た。

　青だ。

　空の色。

　喜美に、爪つま先さき一発で吹っ飛ばされたのだ。

　しかし、二代は見た。空に浮いた表示枠サインフレームの中、自分と同どう姓せいの姿すがたが、声をあげるのを、だ。

　正まさ純ずみが、戦っているのだ。







[image: 第六十三章『点数踏切の正否者達』]
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　耳に、鉄の音が響ひびくのを感じつつ、正まさ純ずみは大おお久く保ぼからの苦く言げんをツキノワと眺ながめていた。





●副会長「抵抗派」

・目的：大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうと末まつ世せの解かい決けつによって極きよく東とうの地位を戻し、平和を獲かく得とくする。

　×：この大たい義ぎ名めい分ぶんは副ふく王おうホライゾン奪だつ還かんのためのものではなかったのか。

　×：武蔵むさしの手に負えるものではない。

１：羽は柴しばの抑よく制せいを行う事。

　×：羽柴に敗戦しているではないか。

　×：羽柴の天下を認めないのは聖せい譜ふに対する反はん抗こうではないか。

２：武蔵の戦せん闘とう力を確かく保ほし、その力で各国に協力していく事。

　×：羽柴の勢せい力りよく下かにある無む数すうの大国との戦闘が不ふ可か避ひである。

　×：武蔵自じ体たいに後がないのに、賭かけのような事をするのか。

３：ヴェストファーレン会議で、暫ざん定てい支配の解かい除じよと、世界の拡大を要よう請せいする事。

　×：各国の協力の確かく証しようがない。

　×：支配解除の気け配はいが一向に無いのに、本当にそれが出来るのか。



　随ずい分ぶんと出てきたものだ、と正純は思う。これらをまとめて見た時に、まず言うべきは、

「生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうの代表として、告げておく事がある」

　それは、

「現状、私達の目的に至る道は、成功の途と上じようにある」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　大久保が、頷うなずきもせず、促うながしのための審しん判ぱんを口にした。

「その証明をどうぞ」

　Ｊｕｄ．、と正純は頷いた。了りよう承しようのための審判を口にした。

「では、まず、〝１：羽柴の抑制を行う事〟について言おう。──〝羽柴に敗戦しているではないか〟との事だが……」

　正純は、階段の下を。そこにいる人々を見渡して言った。

「武蔵は、羽柴に敗戦をしていない。約三週間前に行われたのは三み方かたヶ原はらの戦いだ。歴史再さい現げんによって我々の敗北が決まった戦争。そしてその相手は、──清しん武たけ田だだ」

「現実から目を逸そらしている!!」

　不ふ意いに、大久保が声を強く放った。

　当然だ。敗戦という、最大の攻こう撃げき要よう因いんを、こっちは第一に切り崩くずしに行ったのだ。大久保にとっては読めていたことだろう。即そく座ざに制せい止しをするのも、当たり前の事だ。

　大おお久く保ぼの方を振り向く気は無い。大久保の一いつ喝かつは、人々の注目を、こちらから自分に集めるためのものだ。自分が振り向いたならば、その動きに応じ、どちらを見るべきか迷っている人々の視線が全て大久保に向いてしまう。だから自分は、人々の方に左右の腕を広げ、

「無む論ろん、三み河かわを通つう過かして以降、江え戸ど方面からは、清しん武たけ田だの傭よう兵へいとなった前まえ田だ・利とし家いえと、それに協きよう働どうする羽は柴しばの攻こう撃げきを受けた」

　自分の選択は、話を続け、大久保を無む視しする事だ。

　横にいる大久保が、やはりこちらを見ていないのは視し界かいの隅すみで確かく認にん出来る。

　彼女とて、自分と同じだ。こちらを向いて一喝していたならば、自分が今行った無視が際きわだつことになる。だからこちらを見ず、警けい告こくとしての一喝を行ったのだろう。

　一いつ挙きよ動どうですら、聴ちよう衆しゆうを前に、支持や注目を集める駆かけ引きとなる。それが現状だ。

　……Ｊｕｄジヤツジ．。

　注意を、自分だけではなく、相手にも、眼がん下かの人々にも払いながら、正まさ純ずみは言った。

「一時なりとも清武田麾き下かとなった前田と羽柴、そしてP.A.Oda勢によって武蔵むさしは損害を受けた。だが、……本来、清武田とは、解かい釈しやくによって安全な敗はい戦せんが導かれる予定だった」

「それが崩くずれた理由を説明して下さい」

　やはりそう来たか、と思いながら、正純は言葉を生む。

「改派プロテスタントの協力を得る事、そして、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、諸しよ派はの友好を得るためにマクデブルクの掠りやく奪だつに改派側がわとして参加し、マクデブルク住民の避ひ難なんと、掠奪の安全な完かん遂すいを行ったからだ。

　立場の違うP.A.Oda勢は、報ほう復ふくとして、K.P.A.Italiaの占せん領りようによる教きよう皇こう総そう長ちようの獲かく得とくという禁じ手を用い、武蔵への干かん渉しようを行った」

「成なる程ほど、それはこういう事ですね」

　大久保が、前を、人々を見ながら、どういうことかを言う。

「副会長は、マクデブルクの掠奪に関かん与よする事で、現状がこうなってしまう事を予よ測そく出来なかった。……そういう事ですね？」
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「無む茶ちや言うわね」

　武蔵アリアダスト学院の屋上で、黒の六枚翼よくが呟つぶやいた。

　ナルゼだ。既すでに白嬢ヴアイスフローレン装そう備びの彼女は、屋上を歩き、各所に仕掛けた侵しん入にゆう者しや検けん知ちの符ふが反応していない事を確かめていく。その上で、

「あんな展開になるなんて、予測出来た人間がいると思うの？」

・金マル：『まあ、だからこその物言いだよねえ』

　Ｊｕｄ．、とナルゼは頷うなずいた。手元に広げたトンボ枠わく型がた魔術陣マギノフイグーアに映るマルゴットは、黒嬢シユヴアルツフローレン装備で武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きよう上だ。バイポッド付きでニーリングに構えた箒ほうきの柄えの上には望ぼう遠えん術じゆつ式しきが展開しており、こちらの方に不ふ審しんな動きをする者がいないかを探っている。

　彼女は、いつもの笑えみを、狙ねらいをつけるように細めた上で、

・金マル：『ガっちゃん、そっち上がる前にちょっと化け粧しようした？』

・●　画：『表示枠サインフレームに映る画が像ぞうって、目で見るよりも鮮せん明めいだもの』

　嬉うれしいなあ、と言うマルゴットに、頰ほおの熱は化粧で見えないかもしれない。だからナルゼは、

「ちゃんと見るもの見てよマルゴット。正まさ純ずみは──」

・金マル：『とりあえず、答えるみたい。現状がこうなることが予よ測そく出来なかった事についての釈しやく明めい、かなあ』

・●　画：『何て言うと思う？　ネタになるといいんだけど……』

・金マル：『まあ、大体は、〝そんな予測の出来る人間は何ど処こにもいないだろう〟だよね』

・●　画：『でもそれって、自分の無む能のうを棚たなに上げて、更さらには他の誰だれもが自分と同じ無能だろうって、そう言ってるようなものよ？』

　あ、そっか、とマルゴットが言葉を作る。

・●　画：『ベストは、自分の落ち度だったと認めて、そこから先、どう対策したかを述べて挽ばん回かいしていく事かしら……。一応、対たい応おう自体はちゃんとした訳わけだしね』

　と、そこまで言った時だ。眼がん下かの橋きよう上じようから、正純の声が聞こえた。

「──マクデブルクの掠りやく奪だつに関与する事で、現状がこうなる事を予測出来なかった、か」

　ナルゼは、ふと、検けん知ち術じゆつ式しき確かく認にんのための歩みを止めた。背の翼つばさが揺れるのに押されるようになりながら、正純の背を見る。

　……どうするかしら。

　予測が出来なかった事について、謝しや罪ざいするだろうか。土ど下げ座ざだったらレアだから、急いで上から素そ描びようしておきたい。そして正純に言ってやりたい。〝アンタの土下座は充分に意味があったわ！　私の同どう人じん誌しに！〟と。

　だから翼を構えたこちらの視線の先、正純が動いた。

　彼女は肩を落とすように一ひと息いきを吐き、こう言ったのだ。

「──いいか？　マクデブルクの掠奪に関かん与よして現状がこうなる事など、私には充分に予測出来ていたとも。そのくらいの予測、当然出来るからこそ、武蔵むさしの副会長をやっているのだ」

　言い切った。

「現状も、全て、その予測の上だ」
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　ホライゾンが、横に座る女じよ装そうの肩に、手を置いた。

「トーリ様、あまりに酷ひどい事なので言葉を選んで言いますが、正純様が極度の緊きん張ちよう感かんでトーリ様と同じタイプの馬鹿になりました」

「おいおい、言っておくけど正まさ純ずみは女じよ装そうじゃねえし全ぜん裸らじゃねえぞ。俺おれの方が上だ」

　えっとお……、と俯うつむくミトツダイラの横、笑えみのメアリが口を開いた。

「──流石さすがは、正純様ですね」

　彼女は、横の点てん蔵ぞうに言う。

「正純様は、私達が信じてみたい言葉を、ちゃんと言って下さいました」
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　笑い声が、石作りの広間に響ひびいた。

　はは、と声を並べていくのは、エリザベスだ。彼女は椅い子すの上で脚あしを組み、

「よく言った、政治の場を己おのれの舞台と捉とらえる極きよく東とうの代表者よ!!　〝女王の盾符トランプ〟！　今の武蔵むさし副会長、正純の言葉が、噓うそだと思うか!?」

　皆が、ややあってから○の表示枠サインフレームを掲かかげた。それを見た妖よう精せい女じよ王おうは、笑みの顔になって、

「全員ハズレだ」

　ジョンソンの足あし下もとに穴が空あいてジョンソンが落ちた。

「Ah──……」

　ウオルシンガムが指折り数えている間に、エリザベスは一ひと息いきを入れる。

「全員落おとしてはクイズが続かないからな。全員ジョンソンに感謝しておくがいい」

　と、ずぶ濡ぬれのジョンソンが横の入り口から走って入ってきた。

「申し訳わけない！　速そつ攻こうで戻ってきたともMates！」

「まだ早いぞ」

　ジョンソンの足下に穴が空いて、詩人がまた落ちていった。

「Oh──……」

　と、水泳パンツにゴーグルキャップとスカーフのホーキンスが手を挙げた。

「妖精女王、──ジョンソンよりも、私の方が水に慣れているので、こう言う時は適てき役やくではないでしょうか」

　ホーキンスの足下に穴が空いて、え？　という声つきでホーキンスも落ちていった。妖精女王は首を傾かしげ、

「落ちたいとは、水泳部も奇き特とくだな。他、いるか？」

　皆が急いで首を横に振る中。ウオルシンガムが指折り数え、止めると、下で水音がした。地下の方からは、遠く反はん響きようする声が、

「──おや、Mate！　何なに故ゆえにYouまで落ちてきたのかな!?」

「──何ででしょうね!?　ええ、何ででしょうね!?」

「さて」

　妖精女王は下を無視して、横に立っていたダッドリーに視線を向けた。

「何な故ぜ、武蔵むさし副会長の言げんが噓うそではないと言えるか、答えられる者はいるか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そそそそれは当然の事です。なな何しろ、ふふふ副会長とは政治のかか要かなめ。ならば、ささ最悪の状況はつつ常に想そう定てい！　……セセセセシル！」

「その通りなのー」

　セシルが、ダッドリーとは逆ぎやく横よこで、袋ふくろ入いりのチップスを束たばで口に放り込む。

「さいあく考えててまいにちふあんにもなるのー」

「少しチップスくれるか？」

「女じよ王おうもふあんー？」

「気がかりは多いな。まあ、貴き様さまらに任せておけば大体は済む事だ」

　言って、エリザベスは紙かみ袋からチップスを取って口にする。

「──下の通りに出てる屋や台たいのものか。舌がいいぞセシル」

「ふあんけしとぶのー」

　ほら、とダッドリーにも手渡し、妖よう精せい女王は言う。もう一本を口にして、

「喉のどが渇かわくな。──水」

「ははは！　水浴び気分で戻ってきたともMates！」

「Ｔｅｓ．！　水泳部は水に親しいものです！」

「それでいて持ってこないとは気が利かぬな」

　二人がまた落ちた。そしてエリザベスは、椅い子すに身をよじって腰掛ける。

「最悪の状況を想そう定ていしない政治家はいない。そして政治家とは、その上で存そん続ぞくのために動いていくものだ。ならば正まさ純ずみ、貴き様さまの言う通りだ」

　だから、

「言ってやるといい、正純、全ては自分の想定内だった、と」
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「そう。全ては私が考えていた、最悪の状況の中にあった」

「現状になる事も、予よ測そく出来ていたというのですか？」

　正純は、大おお久く保ぼに振り向かず、しかし答えた。

「最悪に至る状況の一つとして、な。当然、想定している範はん囲い内ないだ」

「だったら何故、それを避けようとしなかったのです？　最悪の状況を避けるようにしていれば、現げん状じようはもっと良くなっていた筈はずでしょうに」

「今が最悪の状況？　──言っている意味が解わからないな」

　正純は、眼がん下かの人々を見た。

「一つ、言っておく。私が考える最悪の状況とは……」

　それは、

「……それは、この武蔵むさしが撃げき沈ちんされる事だ」
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「三み方かたヶ原はらにおける武蔵の撃沈は回かい避ひされた」

　正まさ純ずみは、人々を見渡しながら、本ほん音ねでそう言った。

　何しろ敗はい戦せんが義務づけられた戦いで、聖せい連れんが敵に掌しよう握あくされていたのだ。それを、

「マクデブルクからこちら、よく、凌しのいで、次へと繫つなげてくれた。

　あの時は、武蔵の装そう備びも確かく保ほ出来る状況ではなく、逃とう走そうの一いつ手てしかなかった。

　しかし、それを切り抜けた今後は、もう、こちらが敗戦するという枷かせは無い。心おきなく、こちらの攻こう撃げきを叩たたき込む時代が近づいている。目の前にある」

　だから、改めて正純は言った。

「私達は、三方ヶ原の戦いという歴史再さい現げんを、見事に〝敗戦〟した。だが、あれは〝敗北〟ではない。あれは歴史再現としての〝敗戦〟だ。

　最初で最後とも言える好こう機きを、敵は逃のがしたのだ。歴史が、聖連が、莫ばく大だいな戦力が、全てが敵に回って、それでいて武蔵を捉とらえ切れなかったのだ。

　──よく凌いでくれた、諸しよ君くん。武蔵の改かい修しゆうもほぼ終了し、出しゆつ航こうを急ぐ状況となっているが、その段階までよく持ち直してくれた」

　右の手を、握りながら正純は胸に当てた。頭を下げ、

「敗戦を敗北とせず、次に繫げてくれた武蔵の総そう員いんに、武蔵副ふく会長として礼を言う」
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「この子は、一つ間違うと悪あく女じよだね……」

　セグンドの呟つぶやきに、フアナが眉まゆを上げ、房ふさ江えが小さく笑った。

　フアナは、椅い子すを回してセグンドに身を向けると、

「どういうことですか？　武蔵副会長は、自分視し点てんの現状説せつ明めいをしていると思いますが」

　問いかけに、しかし答えたのはセグンドではない。房江だ。彼女は横のバルデス妹が首を傾かしげているのに対し、手をひらひら振り、

「フーさんも憶おぼえておいた方がいいかもね、と。……あのね？　敗戦した武蔵の中で、皆、不安だったと思うのよ。だからそれを払ふつ拭しよくしようとして、鍛たん錬れんしたり、改修したりとやっていたと思うのよね、と。でも……、何な故ぜ、そういう、形に残る事をしようと思ったか、解わかる？」

「それは……」

　フアナが、俯うつむき、唇くちびるに右の指を当てる。思し案あんを数秒して、

「……アルマダ前の三征西班牙トレス・エスパニアと似ていますね。皆、いろいろと準備をして備えていましたが、今になってみれば解ります。あれは、アルマダの海かい戦せんによって敗戦し、衰すい退たいが見えている未来に対し、──Ｔｅｓテスタメント．、自分達のしている事が、無む駄だではないと信じたかったのです」

「そういう事よね、と。だったら、後は解わかるでしょ？　そんな風ふうに、自分達のしている事が無駄ではないかどうか不安に思っている皆に、武蔵むさし副会長は何て言ったの？」

「礼を言って……」

　呟つぶやき、フアナは、ふと顔を上げた。セグンドに目を向け、

「礼して褒ほめると悪あく女じよになるんですか!?　逆にビシビシいくのが聖せい女じよと!?」

「いや、フアナ君、そういう事じゃなくてね？　微び妙みように掠かすってるけどね？」

　セグンドは、新聞を手にとって、天てん井じようを見上げた。

「マクデブルクからこちら、必死に逃とう走そうし、疲ひ弊へいや損そん害がいを受けながら頑がん張ばって、敗戦して不安になりながら、武蔵を改かい修しゆうした……。そんな彼らの全てを、武蔵の副会長は、褒ほめたんだ。

　彼らが、無駄ではないかとずっと悩み、不安に思っていた事を、そうじゃないと、君達の行いがあるから、武蔵の今があり、未来があると、国の代表が、礼まで告げたんだよ」

　どうなんだろう、と彼は言った。

「武蔵副会長は、全ての不安と疑念を、今の遣やり取りだけでひっくり返してしまった」

　と、自席で野球情じよう報ほう誌しを読んでいた隆たか包かねが、不ふ意いに呟いた。

「俺おれだったら武蔵の代表委員長にはついていかねえな。何しろ、あの代表委員長が言っていた事は、今までの武蔵がやってきた事を全部無しにしようってんだ。

　不安に思っている連れん中ちゆうに対して、諦あきらめをつけさせようって事だろうけどよ」

　しかし、

「誰だれだって、自分のやってた事を、無駄だった、諦めろ、とか言われるより、意味があった、助かった、今後もやっていこうと言われた方が嬉うれしいだろうよ。

　無む論ろん、それによって、……武蔵は今後、地じ獄ごく見るかもしれねえんだけどな」

「────」

　言葉を失ったフアナに、セグンドが言う。

「武蔵の副会長は、ただ、自分に有利な評ひよう価かをして、礼を言っただけだ。──だが、人々はそれを望んでいただろうね。

　もし、解った上でやっているのだとしたら、悪女か、もしくは……」

　どうだろうなあ。

「人じん心しんと自分のやりたい事を重ねられる政治家を、何て言うべきだろうか」
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　頭を上げ、正純は無む音おんを聞いた。

　人々の誰もが、動きを止めている。そして何も言おうとしていない。

　皆、こちらの言葉を待っているのだと、正純がそう理解出来るまで、数すう瞬しゆんが必要になるほどの静けさだった。

　……意味があった、のかな。

　他者のしている事を支し持じし、認めた意味があったと、そう思いたい。何な故ぜなら、

　……これも私の成長だと、そう思うんだよな。

　以前、三み河かわまでは、政治家とは最適な政治と判断を行っていくものだと、そう思っていた。だが、三河で、ホライゾンの死を間ま近ぢかに置かれ、そうではないと悟さとった。

　政治家とは、生き残るための政治を、最さい適てきではない判断も含めて行っていくものだと、そう体感した。だから、ホライゾンを生き残らせるため、最適ではない道を探った時、これでいいのかという不安は確かにあった。自分でいいのかという思いも、だ。

　だが、絶対的な支持を寄よ越こす馬鹿がいた。だから、

　……私とて、馬鹿でいい。

　私の選択で、武蔵むさしが地じ獄ごくを見る事になるかもしれないが、私は生き残らせるための、どんな手だって打っていく。そのために皆が働き、不安になるならば、私は支持で応こたえよう。

　私は、この武蔵の最高権けん力りよく者から、困った事に支持されているのだ。だから、

「言おう」

　私を支持する馬鹿が望む事を、それを叶かなえるために、私は働こう。

　これでいいのかと、自じ問もんはあっても、不安は得ない。逆に、不安に思う誰だれかを、私の支持で救いに行ける。それが私の、ひとまずの成長だろう。だから、

「私達の１に対する苦く言げんについてだが、一つ言っておこう。

　……羽は柴しばの天下を認める事と、羽柴の抑よく制せいは矛む盾じゆんしない、と」

　その理由は、

「私達が抑制するのは、各国側がわの歴史に対する羽柴勢ぜいの横おう行こうと、歴史再さい現げんの行き過ぎや、死の強きよう要ように対して、だ。極きよく東とう側の歴史については、羽柴が天下を取るのは決定事じ項こうなので、それを認めなければ松まつ平だいらの天下も認められない事になる。ダブルスタンダードだからな。

　ただ、歴史再現の行き過ぎや、死の強要は、聖せい譜ふを使用した暴ぼう走そうであり、殺人だ。

　各国は歴史再現というルールを正しく行い、協力せねばならん。

　それを考えるなら、武蔵は孤こ独どくではない。歴史再現の名目の元、それが違反された場合は各国と共に抑よく制せい、抵抗する。そういう、世界に出るための義務の話だ」

　ゆえに、と正純はツキノワに表示枠サインフレームを出させた。

「１に関する苦言を、訂てい正せいする」





１：羽柴の抑制を行う事。

　○：羽柴には歴史再現として敗戦した。今後その機会は無い。

　○：羽柴の抑制は歴史再現を守る事で、各国協きよう調ちようの義務である。



「──さて」

　正まさ純ずみは言った。ツキノワと一いつ緒しよに手を振り、表示枠サインフレームを砕くだくと、

「２、３の方も、砕いていこうか」

「待って下さい」

　大おお久く保ぼの声が、横から飛んだ。

「想そう定ていしていたとか、皆みなはよくやったとか言いますが、不ふ都つ合ごうから目を逸そらしていませんか。三み方かたヶ原はらの戦いや、それに至るまでに、前六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ総そう長ちようのアンヌや、松まつ永なが公こう、義よし経つね公に、里さと見み総そう長ちようまでを失っています。……それの何が、〝想定内ない〟なんですか？」
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　義よし康やすは、重じゆう層そうの街を行く足を止めていた。そして、思わず口から出た言葉がある。

「おい……」

　何が〝おい〟なのかは自分でも解わからない。しかし、

　……やめろよ。

　変な評ひよう価かや、貶おとしめるような事をしないでくれ。

　彼の死を、飾ったり、意味がなかったなどと、勝かつ手てに定てい義ぎしないでくれ。だから、

「────」

　横に並んでいた従じゆう士しが、二歩ほど先に行ってから振り返る。そして、

「あの、義康さん？　顔が真まっ青さおですけど。──まさか高所恐きよう怖ふ症しよう？」

「私の武ぶ神しんは空を飛ぶんだが、……まあ、それとこれは別か」

　と、先を行く笑えみが振り返った。義よし光あきだ。彼女は三み日か月づきの口を扇せん子すで隠かくすと、

「公こう人じんの私し事じは私人のものであろうが、公人の公こう事じは公おおやけのものだぞえ？」

　ふ、と義光が表情から力を抜いた気がした。そして、義康は気付いた。それは、

「すまん」

　出た言葉に、義光が小さな笑い声を零こぼす。

「構わぬぞえ。そんなことで里さと見みに貸しを作る気もない。駒こま姫ひめの事は、な」

　だが、俯うつむいている間に声が聞こえた。それは武蔵副会長の、

『私の想定は、武蔵における最悪の状況だ。それを払ふつ拭しよくするために各国の代表が尽じん力りよくしたのは確かだが、それは私の想定ではなく、彼らや彼女達の想定だろう。

　──彼らは最悪の状況の回かい避ひ法ほうとして己おのれの望むところを為なし、私達は救われた』

　そして、

『私がその意を汲くむ事もあれば、六護式仏蘭西や、里見のように、彼らの意い志しを継ぐ者がいるところもある。彼らは私達のものではない。私達の想定で彼らを語る事は出来ん』

　武蔵副会長の言げんに、義康は内ない心しんで息を大きく吐いた。義光が浅く頷うなずき、

「武蔵むさし副ふく会長は厳きびしいのう。……貴き様さまに、もう先代を継いで動けと、そう言っておるぞえ」
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　さて、と正まさ純ずみは、人々に向かって、右の指を二つ立てた。ツキノワが、同じ動きで表示枠サインフレームを出し、２番目の意見を列記する。





２：武蔵の戦せん闘とう力を確かく保ほし、その力で各国に協力していく事。

　×：羽は柴しばの勢せい力りよく下かにある無む数すうの大国との戦闘が不ふ可か避ひである。

　×：武蔵自じ体たいに後がないのに、賭かけのような事をするのか。






「この二つの苦く言げんに対して続けていこう。まず、前者の大国との戦闘についてだが──」

　眼がん下かの群ぐん衆しゆうが、わずかに身構えた。そんな気がした。

　有あり明あけの者達とて、昨日きのうに戦闘状況に遭あっているし、里さと見みと江え戸どに対する羽は柴しばの攻こう撃げきを理解している。誰だれもが、大国を相手にするという意味を知っている。だが、

「……物もの怖おじせず行こう。臆おく病びようは治せる病だ」

　だから正純は、胸を張って、両の手を浅く広げた。

「──武蔵は今後、大国との戦闘を行う可能性がある。だが、武蔵を松まつ平だいらの歴史再さい現げんに限定するのであれば、もはや大だい規き模ぼな敗戦はない。それ以外の、他国の傭よう兵へいとして働く場合であれば、先に内容確かく認にんは可能だ。大規模な損そん害がいの可能性は著いちじるしく低いと、そう考えている」

　と、正純は周囲を、有明の全ぜん域いきや武蔵を示し、西から北の方へと手を振った。

「三国には大たい使しが外がい交こう役やくとして行っている。そして、自分達がここまで来られたのは、外交の末、英国イギリスや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、改派プロテスタントや、清しん武たけ田だ、里見などの各国の協力があったからだ。

　先さき程ほども言った事だが、私達が歴史再現として正しきを行い、外交をするならば、各国は協きよう働どうし、その成果を応じてくれるのだ、──つまり大たい国こくとの戦闘は調整が利く」

　更さらには、と内ない心しんで正純は言葉を作った。このままもう一つの×もクリア出来る、と。

「──こうして考えると、武蔵自体に後がない訳わけではない事が解わかるだろう。

　各国との協働をすれば、英国の時のようにその懐ふところに入る事も出来るし、以後はそこでの貿ぼう易えきなども有利に行える。中ちゆう間かん貿易で、協働国こくに関係する国とも接する事も出来るのだ」

　だから、と正純は胸に手を当てた。目を浅く伏せ、

「私が、最悪の状況の想そう定ていと、その回かい避ひを思し案あんする限りは、武蔵は沈まない。

　あとは他国との協働を続けていけば、有明のような場は多く得られていく事にもなり、補ほ修しゆうや改かい修しゆうのための費用や、権利も確かく実じつ化か出来る。更には、そうして武蔵が動き続ける事で、武蔵には〝抑よく止し力りよくの常時化〟が生まれていく訳だが、しかし──」

　一ひと息いきを入れて、正純は右手を挙げ、否定するように左右に振った。

「動かなければ、武蔵むさしは抑よく止し力りよくを古びさせ、後が無くなり、相手にされなくなるだけだ」
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　上越露西亜スヴイエート・ルーシの春日山宮殿内ガーラカスガクレムリン。控え室にて、女じよ装そうは首を傾かしげていた。

「セージュンの言ってる抑止力って、何？」

「武蔵が何もせずとも発する威い圧あつの事ですの」

　ミトツダイラが即そく答とうする。

「たとえば、私が総そう長ちようの近くにいた時、誰だれかが総長を攻こう撃げきしようとしても、〝私がいるからやめておこう〟という理由でそれを諦あきらめる事がありますの。その時、私や、私達は何もしていませんが、実際はその実力で争いを止めているのですわね。これが抑止力ですの」

「すげえ俺おれが頼りねえんだが……、でもそれ、危なくね？」

　確かに、とミトツダイラが苦く笑しようで言った。

「強きよう国こくが小しよう国こくを強ごう引いんに従わせようとする時、やはり、その戦力を見せつけて逆らう気を奪うばう事もありますわ。抑止力は、示じ威い力りよくでもありますの。だから──」

　だから、

「持つ力を〝示威〟ではなく〝抑止〟とさせるには、国家間かんにおける信頼が必要ですの。

〝この国は他国に対して、力を見せつけての脅おどしをしない〟

〝この国は他国を、その力をもって侵しん略りやくから守ってくれる〟

　と、そういう信頼を得ていなければ、幾いくら力をもって〝抑止力だ〟と言っても、信じては貰もらえず、恥はじ知しらずという見方をされますわね」

　だとすると、と言葉を継いだのは、メアリだ。

「武蔵は、武蔵自じ体たいを抑止力とするために、他国と関係していき、信頼を得ていかねばならないという事になりますね。更さらには、力を刷さつ新しんしていかねばなりません……」

「そういう事ですわ。……力を多く持つ必要はありませんの。力を、時代に合わせて作り替え、正しく用いる意志を見せる。そうしておかねば、古いままの力は簡単に攻こう略りやくされてしまいますし、抑止を名乗れませんもの。

　──そのためには費ひ用ようも場所も技術も必要。じっとしていてどうにかなるものではありませんのよ？　だから正純は〝抑止力の常じよう時じ化〟をすると言ったんですの」

　と、ミトツダイラが苦笑を笑えみに変えた時だ。表示枠サインフレームに、正まさ純ずみ側からの、苦く言げんに対する訂てい正せいが入った。





２：武蔵の戦せん闘とう力りよくを確かく保ほし、その力で各国に協力していく事。

　○：歴史再さい現げんとしての大国の戦闘が主であり、やはり大国との協きよう働どうが得られる。

　○：武蔵が各国と関係していく限り、存そん続ぞくは可能である。



「──これで１、２とクリアですね。あとは３の×二つと、主しゆ題だい部分ですのね」

　ホライゾンが無表情に頷うなずいた時だ。表示枠サインフレームに、大おお久く保ぼの言葉が映った。

・大久保：『疑問があります』

　それは、

・大久保：『武蔵むさしを抑よく止し力りよくとして存そん続ぞくさせる際、費ひ用ようが莫ばく大だいに必要となりますが、ならば、単に貿ぼう易えき艦かんとして今まで通りに振る舞った方がいいのではないでしょうか。

　戦せん闘とうによる損そん害がいもなく、武蔵の資し産さんが増えます。そして貿易力りよくを拡大して各国に武蔵を保ほ護ごして貰もらうようにする。その方が安全では？』
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　正まさ純ずみは、成なる程ほどな、と思った。

　貿易都と市しとして、三み河かわ以前よりも能のう動どう的てきな発展を狙ねらう、という考えだ。これは、

　……私が英国イギリスで言った案の一つが近い。

　極きよく東とうを一年で一周するルートではなく、拠きよ点てんを設けて効こう率りつのいい貿易を行っていく。武蔵の輸ゆ送そう能力を超える技術が開発されない限り、武蔵は貿易国に保ほ護ごされ、その恩おん恵けいに預かっていく事になる。

　だが、と正純は重ねて思った。

「今の武蔵にとって必要なのは、保護される側となる事ではなく、保護する側になる事だ」

「どういう意味でしょうか」

　大久保がインチキ方ほう言げんを使用していないのは、テンションが高いのか低いのか、よく解わからない。ただ、気を付けておいた方がいいな、という判はん断だんを下しつつ、正純は言う。

「第一に、貿易によって保護される側になるには、その国との関係を深くしていく必要がある。これは時間の掛かる行為で、貿易量りようもだが、回数が必要だ。

　ヴェストファーレンという短期目もく標ひようを視し野やに入れた場合、今からそれは難しいと言える。

　そして第二に、武蔵の輸送量りようは膨ぼう大だいだ。貿易専せん用ようとして輸送量を確かく保ほしなくても、複数国こくと充分に貿易出来る搭とう載さい量りようがあるし、そのように改かい修しゆうしてある」

　更さらには、と正純は、指を三つ立てて見せた。

「抑止力による他国の保護は、貿易品ひんが無くても、武蔵があれば得に行ける。抑止力があれば、その国の近くにいるだけで保護の意味が生まれ、それは信頼となっていくのだ。

　しかし貿易品を必要とする外がい交こうは、貿易品の確保と、その出し入れなど、課題や時間を必要としてしまう。戦時中だとすれば、危険きわまりないな。

　私の望みとしては、抑止力外交を行いながら、武蔵の輸送艦などを使い、武蔵を待たい機き状態にしたまま中ちゆう規き模ぼの貿易を行っていくのが良いと考えている」

「成程、既すでに武蔵改かい修しゆうに重ねてプランが練られていたようですね。では、質問があります」

「何だ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大おお久く保ぼが頷うなずく気け配はいが横にあった。

「一つ、他から提案があったので、考こう慮りよとしてここに上げる事にします。それは、──別に、武蔵が貿ぼう易えきを主としても、抑よく止し力りよくになれるのではないか、という事です」

「は？」

　大久保の言っている意味が、正まさ純ずみには一いつ瞬しゆん、理解出来なかった。

　……貿易が、抑止になる？

　確かに、貿易によって得る金は、戦力増ぞう強きようにも使えるし、外がい交こうなどにも用いる事が出来るものだ。金を有用する事は、確かに武蔵の抑止力を上げる事だともいえる。が、

　……待て。

　何か違う気がする。この違い和わ感かんは何だろうか。否、理解はしている筈はずだ。ただ、認めたくはないだけだ。認めても無む駄だだから。だから、

「また貴き様さまらか!!」

　正純が叫んで後ろに振り向いた時だ。昇しよう降こう口ぐちが勢いよく開いて、

「毎まい度ど──！」

　陸りつ橋きよう上を高速で土ど下げ座ざが滑かつ走そうしてきた。







[image: 第六十四章『急ぎ場の謝罪者』]
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　土ど下げ座ざが突っ走ってくるのを、正まさ純ずみは見た。

　避けるため、わずかにサイドステップした正純の視し界かいの中、疾しつ走そうの土下座が術じゆつ式しきで加か速そく。

　一いつ瞬しゆん、白びやつ狐このオーラをまとった土下座は、陸りつ橋きようの上で軽く跳ね、スキール音をたてながらドリフトを敢かん行こう。そのまま大おお久く保ぼの後ろに回るとアクセルターンで一回転した。

　ストップする。

　そして土下座が人間に変形トランスフオームした。

　各関かん節せつを土下座用から人間用ように伸ばし、曲げながら大久保の背後に立つのは、

「おい、ベルトーニ」

「あ！　何よ正純！」

　昇しよう降こう口ぐちから、大久保の向こうへと、面めん倒どうなのが追加でやってきた。面倒なのの女の方は、元もと土下座と大久保の横に立つと、こちらを両の指で指さし、

「負け犬風ふ情ぜいがシロ君や私達と人間的に対等な貨か幣へい価か値ちだと思わないで！　私達は見れば解わかるけど今回はええとクーデター？　みたいな？　そんな感じで武蔵むさしを貿ぼう易えき専せん用ようの航こう空くう金きん銭せんに変えようと画かく策さく中ちゆうなのよ!!」

「感じで革かく命めいすんな[image: ]」

「待て、正純、言っておくが、これは革命ではない。──金を払えば教えてやろう」

「……じゃあ、いい」

「心配する事はない。幾いくらなら出す？　九八〇円か？」

「無む理りを言うな」

「では三百円ならどうだ」

「昨日きのうの私に言え」

「では八十六円でどうだ？」

「はあ？　夕食抜ぬけってのか？　無む茶ちや言うな」

「あの、副会長、今、議題とは別で物もの凄すごく問題ある発言が連続しとらん……？」

　……ああ、今、私、後こう輩はいに心配される先せん輩ぱいになってしまっているなあ。

　だが、商人どもは攻め方を改めるらしい、二人で身をかがめて相談した後で、女の方がこちらに全ぜん開かい笑えみの揉もみ手を見せる。

「聞いた方がいいよお正純！　だって私達の攻こう略りやく法ほうが解るかもしれないんだよ!?　私達のこの嫌いやがらせみたいなものをクリア出来るかもしれないんだよ!?」

「嫌がらせって言った！　言ったな!!　番ばん屋や呼よぶけどいいな!?」

「あっれ!?　あっれ!?　今、お金でトラブルを解決出来るって言うのに、どうして正純はすぐそうやって法律を頼るの!?　おかしくない!?　バーカバーカ貧びん乏ぼう人にん！」

「それが普通だあ──[image: ]」

　あー、と声を作ったのは背後で審しん判ぱんをやっているオリオトライだ。彼女はひらひらと片手を振りながら、

「あのね正まさ純ずみ、先生、先日の夜にちょっと聴きいてた音楽のノリがよくて結論だけ言うと番ばん屋やで朝あさ御ご飯はん食べたから、あまりここで番屋は呼んで欲しくないのよねー」

「ほうら、ほうら見た正純!?　番屋なんて呼ばせないからね！　つまり先生もこっちの味方って事よ！　何か言う事ある!?」

「すいません、先生、じゃあ、向こうの人数増ふえたので相あい対たい戦せんということで、ナルゼと直なお政まさを呼んで貰もらえますか？」

「な、何を冗じよう談だん利かないような連れん中ちゆう呼よぼうとしてんのよ正純！　私達を殺したいの!?　そうなのか！　そうなのかー！　私達は遂ついに武蔵むさしの政治権けん力りよくに命いのち狙ねらわれるようになっちゃったみたいよシロ君！　金が無い政治家は追い詰まると何するか解わからないわね！」

　あのう、と言ったのは大おお久く保ぼだ。彼女は右の手を軽く上げ、

「一応、私の方で御お二人ふたりに金を払う事で契けい約やくしたので、もうちょっと真剣に」

「契約？」

　正純の問いに、Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保が頷うなずいた。彼女は会計組をちらりと振り返り、

「現げん生徒会から、自分らの方に鞍くら替がえしないかと」

「貴き様さまら……！」

　はあ？　と女商しよう人にんが眉まゆと身をひねる。

「やだ、何その正純の裏切り者を見る目！　待たい遇ぐうの良い方に行くだけだよ！」

「えーと、じゃあ、私も金を払えばいいのか？」

「それは違う。いいか正純、私とハイディが目先の金に目が眩くらんだのは正しい。金は眩まぶしいものだからな」

「前ぜん提ていから理解出来ないんだがどうすればいい」

「最後まで聞いてから判はん断だんしろ。いいな？」

　うん……、と視線逸そらし気ぎ味みになってしまう正純だったが、とりあえず聞く事にした。

　ベルトーニは、ふむ、と顎あごに手を当て、

「簡単に言えば、私達の鞍替えは、武蔵の経済の掌しよう握あく権けんを得る、という条件がついている。つまり、貿ぼう易えき艦かんとなった武蔵の商業を、どのようにしてもいいと言う訳わけだ。

　貴様が私の前に夕食代を置いたところで、比ひ較かくにもならん。無む論ろん、金に貴き賤せんはないので、出された夕食代は有あり難がたく受け取るだろうが、貴様も、そうしないのであるならば、ちゃんと使い道を考えて使え。無む駄だ遣づかいはいかんぞ？　金は計画的に浪ろう費ひすべきだ。溜ため込んでは単なる金属や印いん刷さつ物ぶつでしかない。週末ごとにでも街に出て、なるべく大きく金を使う事でいろいろな勉強も出来るだろう。○べ屋がいいぞ？　金の使い方の話はひとまずこれで終わりだ。明日あしたは実じつ践せん的な金の払い方を伝でん授じゆしてやろう。手首のスナップ一つでレジが高こう速そく化か出来る」

「最後まで聞いたから判はん断だんするが、最初から貴き様さまら馬鹿だったな」

　とりあえず、と正まさ純ずみは一ひと息いきを入れる。右の腰に手を着き、身から力を抜き、

「貿ぼう易えき艦かんにして、どうするつもりだ。防ぼう衛えいから何から、プランを言え」

「簡単だ。武蔵むさしの神しん道とうを全て商業神しんの稲荷いなり系けいで固め直す。つまり、金を払う事であらゆる術じゆつ式しきの代だい演えんを行えるようになる。……言っている意味が解わかるか？」
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「各かく艦、各かく町まちや各区く画かくの自立化が可能ですわ……！」

　思わず声をあげたミトツダイラは、ふと、皆の注目に気付いて肩を小さくした。あ、いえ、と手を左右に振り、

「つまり、あの、……これまで武蔵の防ぼう護ご術式などは、武蔵内の流りゆう体たい燃ねん料りようを使用して、〝武蔵〟を始めとする自じ動どう人形の管かん轄かつで行われて来ましたの。

　それが、神社や、場合によっては表示枠サインフレームや携けい帯たい社しや務むからの振り込みによって流体燃料の代演を賄まかなえるのであれば……」

「──各自治体が、〝武蔵〟様達の代わりに、武蔵の流体燃料を使用せず、金きん銭せんを使用して艦の防ぼう御ぎよ行動などをとれると言う訳わけですね？」

　ホライゾンの言葉に、ミトツダイラは頷うなずいた。表示枠に武蔵各艦の概がい要よう図ずと、収入内うち訳わけなどを出して、

「投とう資し料金と、関係神じん社じやの数次し第だいでは、武蔵上であらゆる神道術式を展開する事が可能だと思いますの。ただ──」

　どうしたものですの、とミトツダイラは思う。

「武蔵は莫ばく大だいな金を消しよう費ひしていく事になりますわ。そしてまた、使用される金は何ど処こから出されるかと言いますと、結局は住民からとなりますのよ？」

「えっ。俺おれ、金かね無ないよ？　エロゲ買ってるから」

「大だい丈じよう夫ぶですトーリ様。ミトツダイラ様がそんなトーリ様のためにエロゲ税を施し行こうしますから。エロゲ一本の値段が５００％ほどの割り増しになりますが、これでエロゲ買い放題です」

「俺の選球眼がんが益ます々ます磨みがかれるだけだぞソレ」

　まあそれはそれとして、とミトツダイラが咳せき払ばらいを一つ入れる。

「Ｊｕｄジヤツジ．、私達領りよう地ち持ちはそれもいいと思いますが、高たか尾おや青梅おうめなど、市民ばかりの艦となるとそうも行かないでしょうね。恐らくは、各艦の自治連れん盟めいが出来、税金からなる防衛費ひを一いつ括かつ管かん理りした上で、各艦ごとの防衛を行うと思いますわ。でも──」

　でも、

「不足分や、想そう定てい外がいの防衛に対する費ひ用ようを払う可能性も含め、上位となる武蔵全ぜん体たいの全ぜん艦かん自治連れん盟めいが必要でしょう。各かく艦かんの防ぼう衛えい費ひの一部や、武蔵むさし全ぜん艦かんの収入から積つみ立たて金きんを作り、各艦防衛費の不足分ぶんや想そう定てい外がいの費ひ用ようを払う、もしくは肩かた代がわりしておくという流れになるかと……」

「だとすると、その全艦自じ治ち連盟が、金と権力の集まるところになるで御ご座ざるな」

「……ハイディもシロジロも、無む茶ちやな案を持ち出すものですわ」

「そうなの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だって、どう考えても武蔵各艦の建造物の防衛管理を、金と人員で出来る訳わけがありませんわ。防ぼう御ぎよのためにいちいち術じゆつ式しきに金を払うよりも、装そう甲こう板ばんを一枚用よう意いした方が効こう率りつ的てき。そういうものですの。

　そして、装甲などと金きん銭せん防御を兼けん用ようするとなると、結局、費用は今と変わらない……、いえ、管理を自じ動どう人形達が行わず、人の手ですれば、今いま以上に金が掛かる事になりますわね」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいたのはメアリだ。彼女は困ったような笑えみで、

「そうなると、各地の領りよう主しゆ様達が疲ひ弊へいしていってしまいますね。……実際、英国イギリスでは、そのように疲弊していった各地の自治権けんを王室が買い取ったり、借しやく用ようする事で、王家直ちよつ轄かつの土地を確かく保ほしていった訳ですが……、シロジロ様達も、そのようにして武蔵全ぜん土どの会計直轄化を考えておられるのでしょうか？」

「……メアリ殿どの、シロジロ殿達は野生の守しゆ銭せん奴どなので、その辺りは考えていないと思うで御ご座ざるよ？　本能的に金を求めているだけなので」

「まあ、だったら安心ですね」

　そういうものなのだろうか、とミトツダイラは内ない心しんで思う。が、

「金銭防御は興味深ぶかいアイデアですわね。一応それによる短期の自立化は可能でしょう。しかし、──継けい続ぞくは難しいですの」

　何な故ぜならば、

「武蔵を潰つぶそうと思ったら、貿易を拒否すればいいだけですの。二、三国がその対応をした後で攻こう撃げきをされたら、保もたないと思いますわ、武蔵は」
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「──という訳わけで、領主や王おう族ぞくの意見を聞いたが、無む理りだろう、武蔵の金銭資し本ほん化かは」

　Ｊｕｄ．、とベルトーニが頷くのを、正まさ純ずみは見た。そしてベルトーニは、こちらに視線を向けると、力強く揉もみ手をして、

「無理と解わかっていても、人は、金のためにやらねばならんことがある……！」

「無いよ！　というか本気で考え無しだろお前ら!!」

　シロ君素す敵てき……！　などと言っている狂きよう人じんの片かた割われを無視する事にして、しかし、正純はふと考えた。

　……防御とか攻撃の形けい態たいとして、研究しておくのは有りかもしれんな……。

　ネシンバラがいれば、いろいろと案も出るだろうか。だが、

「あのなあ、大体お前ら、金きん銭せん系けいの神に一いち元げん管理だなんて言ってるが、武蔵むさしは浅あさ間ま神社が主しゆ社しやだぞ？　どうすんだそのあたり」

「あのね正まさ純ずみ、オッパイ神社よりも金銭神社の方がよくない？　稲荷いなり系けいで可愛かわいいしさ、武蔵用の神社作って貰もらって、シロ君が代理主ぬしになって一元管理は格好かつこいいと思うのね？　ほら、想そう像ぞうしてみてよ、賽さい銭せん箱ばこの向こうに立って、投げられるのを全部キャッチするシロ君」

　想像しない事にして、ふと、正純は上を見た。今いま頃ごろ浅間は何をやっているんだろうなあ、と思った。その瞬しゆん間かんだ。

　正純は、自分と商人達の間に、一本の矢が勢いよく突き刺さったのを見た。
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　光を帯びた高速の一いち撃げきは、震しん動どうを残しながら、堅い音を辺りに響ひびかせる。風まで連れた一発は、上に表示枠サインフレームを出し、

・あさま：『あ、すいません正純、外しました。ダクトからだと誘ゆう導どう難しいですね。次は当てますのでツキノワにハイディ達を見させて下さい』

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、と正純は、一応、確かく認にんのために、オーゲザヴァラーを見た。ツキノワが吊つられて動くのに対し、商人どもは、わああ、と引き、

「し、神しん事じの争いは神様もやってるから撃うっていいんだっけ？　そうだっけアサマチ！」

『ええ、神しん道とう勢せい力りよく内の争いだったらオッケーですから。撃って散らばったらそれが別の神様になる故こ事じもあるので、やるときゃ派は手でにやる方針みたいですね』

「ひ、ひどいこのオッパイ！　そうやってオッパイ勢力伸のばしてきたのね!?」

『いやあ、先夜の話といい、全く否定出来ませんねえ、ええ、あはは』

・●　画：『オッパイが開き直ったわよ』

・○べ屋：『えーと、裏のこっちの方で落としどころを探りたいんだけど……』

・あさま：『ええ、ここのところ皆忙しいから、一ひと息いき吐ついたら皆で御お菓か子しとか食べたいですね。この前の英国イギリスで頼んだの、別のブランデーバージョン出てましたっけ』

・○べ屋：『く……！　マジで高いの選んで来たわねこのオッパイ！』

　矢がオーゲザヴァラーの右靴くつ。親指と人ひと差さし指ゆびの間を縦たてに貫つらぬいた。床まで貫かん通つうしたため、オーゲザヴァラーが慌あわてて靴くつを脱ぐ。

　ふむ、と正純は顎あごに手を当てた。オーゲザヴァラー達に向き直り、

「どうする？」

　問うと、無む言ごんでベルトーニとオーゲザヴァラーがゆっくり歩き、こちらの背後に回ってきた。そして、二人は大おお久く保ぼを見て、

「まさか代表委員長が我々の生徒会に反はん旗きを翻ひるがえすとはな……！　許し難がたい話だ……！」

「そうだねシロ君！　私達を買ばい収しゆうしようなんて、そんな事させる訳わけないじゃない！」

「すいません先せん輩ぱい方がた、昨夜、お二人に切ってもらった領りよう収しゆう証しようがあるんですが」

　大おお久く保ぼの言葉に、正まさ純ずみは会計組を見た。すると二人は顔を見合わせ、男の方がこちらを見て、

「正純、実は我々は騙だまされていたのだ。金に目が眩くらんでな」

「騙されてないだろソレは！」

　ともあれ、と正純は思った。

　……結果的に、貿ぼう易えきでは抑よく止し力りよくや防ぼう衛えい力りよくの代わりにならない事は言えたからいいか。

　ならば、と正純は、会計組に下がるよう手で指し示じをして、眼がん下かの人々に向き直る。

「では、３の苦く言げんについて、話をしようか」
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　鈴すずは、音として、武蔵むさし上の議ぎ論ろんを聞いていた。

　対たい物ぶつセンサーである〝音おと鳴なりさん〟の機き能のうには、文も字じ情報の音声化かもある。浅あさ間まの手て配はいで、口く調ちよう情報の蓄ちく積せきから喋しやべり手の口調再さい現げんを行う術じゆつ式しきも重ねて貰もらっているため、

　……遠くで、話して貰ってる感、じ……？

　筒つつの向こうから反はん響きようしている、というべきか。しかし、正純の言い切り口調は、再さい現げん度どが高くて有あり難がたい。最初に発言者名めいも呼ばれるのは致いたし方かたないとはいえ、

・副会長：『〝各国の協力の確かく証しようがない〟と言うが、ヴェストファーレンで各国の協力が得られるか否いなかは、それまでの積み重ねによる。たとえば、我々は、既すでにマクデブルクにて改派プロテスタントと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、ムラサイ諸しよ派はから、羽は柴しば抑よく制せいによる協力の応答を得ているのだ。

　いいか？　改派も六護式仏蘭西もヴェストファーレンの戦せん勝しよう国こくだ。更さらには、先さき程ほど、別の戦勝国である阿蘭陀オランダからも交流の申し出が来た。彼らとの協力に至るには、為なすべきを果たさねばならないが、それを為す行為である羽柴の抑制には、各国の協力がついてくるのだ。

　つまり、──私達は、今まで通りを為す事で、ヴェストファーレンでの勝利に至る』

　そして、次の〝支配解かい除じよの気け配はいが一いつ向こうに無いのに、本当にそれが出来るのか〟については、

・副会長：『私は、以前から、暫ざん定てい支配の解除と共に、各国の外がい界かい進出を言っている。

　これを行うには、進出の基地となる極きよく東とうの安定が必要だ。進出国への援助をするだけの物ぶつ資しの生産と確かく保ほ、運うん搬ぱん、それらを叶かなえるには、極東が平和である事と、生産と輸ゆ送そうの大だい規き模ぼ手段が確立している事が必要となる。それは、現状のように、二重構こう造ぞうとなっている極東では不ふ可か能のうだが、松まつ平だいらが天下を平へい定ていすれば、別の道も見えるだろう』

・大久保：『異い議ぎがあります』

　相手の人だ、と鈴は身を堅くする。

・大久保：『支配解除のために各国が外界への進出を行う保証はあるのですか？　──羽柴を武蔵に滅ほろぼさせたら、敵はいなくなり、武蔵も疲ひ弊へいしたとして、また暫定支配を狙ねらうのでは？』

・副会長：『暫ざん定てい支配を続けるには人口増ぞう加かが壁になる。──これが、私の言葉の根こん拠きよだ』

　……人口増加で、暫定支配が解かい除じよされる、の？

　鈴すずが疑問した時だ。通つう神しんに別の〝声〟が混じってきた。それは御お広ひろ敷しきのもので、

・礼讃者：『昨夜、小しよう生せいが渡した資料ですね……！』

・貧従士：『まさか、幼よう女じよが増えるんですか!?』

・礼讃者：『だったら凄すごいですけどね！　ね！　やったあ！　……取り乱してすいません。ええと、食料と人口の関係は、未来に抱える問題として調理部ぶや農のう園えん部でも議題となるものです。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、極きよく東とうの人口は、戦せん国ごく時代末まつ期きでは約千二百万人ですが、一六〇〇年代なかばでは二千万人を超えると言われています』

・労働者：『また一気に増えるな』

・礼讃者：『戦国時代で、荘しよう園えん制度が壊こわれ、開かい墾こんと水すい田でんの奨しよう励れいが進むのですよ。そして戦いが無くなった後、食料が潤じゆん沢たくになって人口が増え……、幼女の比率も上がるのです。

　この流れは、歴史再さい現げんの今の世界でも、変わりないでしょうね』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、極東だけではなく、世界各国も同どう様ようの人口増加を続けています。

　英国イギリスや欧おう州しゆう列れつ強きようは、大だい航こう海かい時代以い降こう、大だい規き模ぼな輸ゆ送そうシステムが確立したので、三十年戦争が行われていても右みぎ肩かた上あがりの人口増加を続けているんです』

　でも、と言葉を挟んだのは、アデーレだ。

・貧従士：『でも、その程度の人口だったら、極東上で受け入れられるんじゃないですか？』

・礼讃者：『いえ、稲いな作さくの極東と麦むぎ作さくの各国では生産農のう地ちや必要環かん境きようが違います。人口が爆ばく発はつ的てきに増えた時、食料や資し源げん生産用の土地も莫ばく大だいに増えますが、……さて、極東と各国の農地の、どちらを都市に近く置くか……。また、農地拡かく大だいによる他国との衝しよう突とつをどうするか、という問題も多く発生する訳わけですね』

・銀　狼：『二に重じゆう支配による農地拡大。そうやって広がる国こつ境きようは、しかしヴェストファーレン会議によって、国際的な国境として決定してしまいますのね……。そうなったら、後々の人口に対応した拡大は難しくなり、──結局、土地を極東外に求める結果になりますわ」

・副会長：『そう、それが、人口増加で暫定支配が解除されるという事だ』

・傷有り：『Ｊｕｄ．、ですから、各国は、極東上においても、過か酷こく環かん境きよう下かでの生活や、その解決を忘れてはいませんね。日々、研究や、試験を続けています』

・義　　：『つまり、……この最上もがみの都市計画なども、その研究の一いつ端たんだろうな』

　よく考えてみたら、自分が今いる仙せん台だい城じようもそうだ。

・銀　狼：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとて、母のような異い族ぞく勢力を主力にしたり、自じ動どう人形や武ぶ神しんの開発に勤いそししんでいるのも、ただただ戦いのためだけではありませんのよ？』

・ウキー：『旧派カトリツクは少々出で遅おくれであるがな。……対する改派プロテスタントは、術じゆつ式しきの回かい数すう使用性や、教会勢せい力りよくから自由なので、外界進出が比ひ較かく的てき楽らくに行える筈はずだ』

・ベ　ル：『ウルキアガ君、ゲームはいいの？』

・ウキー：『向むか井い外がい交こう官かん、……拙せつ僧そうも、物事の優ゆう先せん順位は解わかっているつもりだ。そう、姉あねキャラはもうクリアしたのでな、次はこっちだ』

・約全員：『何の優先だよ!!』

　やっぱり凄すごいなあ、と鈴すずは思う。そして首を傾かしげて問うのは、

・ベ　ル：『いずれ、……狭くなっちゃ、う、の？　お別れ、な、の？』

　鈴は問いかける。たとえば、メアリや点てん蔵ぞうは、いずれ英国イギリスに赴おもむき、歴史を担になう役目を持っている。誾ぎん、宗むね茂しげも三征西班牙トレス・エスパニアに対して同様だろう。他にも、このところで出会ったり、言葉交わさずとも、知った人がいる。彼らと、

・ベ　ル：『会えなくなる、の？』

・俺　　：『んー、ベルさん、どっちかって言うと、家に帰るんだと思うぜ、多分』

・ベ　ル：『お家うち……？』

　そうですね、とホライゾンの言葉が聞こえた。

・ホラ子：『ちゃんと帰る場所があるならば、そして集まる場所が魅み力りよく的ならば、帰った人は、また、集まる事でしょう。……店や学校、公園などと同じです』

　言われ、鈴はこう思った。うちの湯ゆ屋やと同じなのかな、と。

　常じよう連れんの客もいれば、一いち見げんの客もいる。また来ると言って来なくなる人もいれば、何も言わずに毎週同おなじ曜日に来る人もいるし、家族連づれになった人もいれば、ずっと一人の人もいる。

　父が言っていた。来ない人についても「またいずれ来ると、そう信じていればいいし、そういう場所であるように保っていけばいいだけさ」と。ならば、来てくれるだけではなく、

・傷有り：『武蔵むさしから、各国に行く事も可能ですよね？　艦かん長ちよう代理』

・ベル　：『……賑にぎやかかな』

・●　画：『騒がしくて迷めい惑わくだし、嫌いやがらせかもしれないわね……』

・金マル：『Ｊｕｄジヤツジ．、下へ手たにいると周囲の気き候こう変かわるもんね、武蔵の場合』

・あさま：『ハイッ、ハイッ、そこ、水差さない!!』

　だけど、と言ったのは直なお政まさだ。

・煙草女：『黎れい明めいの時代にあった通り、聖せい譜ふに従うようになったのは、人口過か密みつによる土地争あらそいが原因さ。二に重じゆう支配を続けて、もう一度それをやるのか、って話にはなるさね。聖譜を盾たてにした大たい義ぎ名めい分ぶんとしては充分だろう』

・あさま：『領りよう土ど戦争を掲げるのはよくないと思いますけどね……』

　だが、鈴は、何となく理解した。正まさ純ずみの事だ。彼女は恐らく、この場を切り抜ける事だけを考えていない。自分達と同じクラスにいる副会長は、きっと、

　……世界征せい服ふくの後の事を考えてる……。

　世界征せい服ふくをして、ホライゾンの感情を取り戻した後の事。世界が平和になって、トーリ君が王様になって、願いを叶かなえた後の事。それを、見ようと、摑つかもうと、信じられる形にしようと、正まさ純ずみは動いている。そして鈴すずは、ふと、正純の言葉を耳にした。

・副会長：『どうだ？』

　言った。

・副会長：『これで、１から３まで、全てつけられた二つの×否定を、解除した。──つまり私の論は無ぶ事じだ』
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　正純は、緩い風の中で、皆の沈ちん黙もくを聞いた。

　この沈黙は、悪いものではないと、正純は思う。私は、私と道を同じくしようとする人に、期待され、支し持じをされているのだろう、と。だから、

「最初の、私達の目的についての苦く言げんに対し、応こたえておく。

〝大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうと末まつ世せの解決によって極きよく東とうの地位を戻し、平和を獲かく得とくする〟という事は、三み河かわで行った副ふく王おうホライゾン奪だつ還かんの入り口であり、その後の極東を武蔵むさしが作っていく事にも繫つながる、必要な目的だ。そして──」

　そして、

「これは、武蔵だけの手に負えるものではない。だから、他国との協きよう働どうを必要とする。

　世界は松まつ平だいらの治ち世せいとして征せい服ふくされ、各国は本来あるべき所に帰る。

　──あるべき姿すがたに行き、戻す。それが私達、生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうの望みだ」

　言って、正純は表示枠サインフレームを出した。そこに映るのは、否定を潰つぶした自分達の目標と指し針しんだ。





●副会長「抵抗派」

・目的：大罪武装の回収と末世の解決によって極東の地位を戻し、平和を獲得する。

　○：この大たい義ぎ名めい分ぶんは副王ホライゾン奪還から始まり、今も続くものである。

　○：武蔵だけの手に負えぬがゆえ、各国との協働を必要とする。

１：羽は柴しばの抑よく制せいを行う事。

　○：羽柴には歴史再さい現げんとして敗はい戦せんした。今後その機会は無い。

　○：羽柴の抑制は歴史再現を守る事で、各国協調の義務である。

２：武蔵の戦せん闘とう力りよくを確かく保ほし、その力で各国に協力していく事。

　○：歴史再現としての大国の戦闘が主であり、やはり大国との協働が得られる。

　○：武蔵が各国と関係していく限り、存続は可能である。

３：ヴェストファーレン会議で、暫ざん定てい支配の解かい除じよと、世界の拡大を要よう請せいする事。

　○：各国と協力の確かく証しようはあるし、他国の協働は既すでに前ぜん提ていとなっている。

　○：支配解除は松まつ平だいらの治ち世せいと共に始まるもので、それは聖せい譜ふに適かなっている。



「どうだ？　武蔵むさしは、各国と対等な位置を保ち、協きよう調ちようする事で、発はつ言げん権けんを正しく得ていく。そのための抵抗の準備は出来ており、最大の〝敗はい戦せん〟は終わったのだ。

　これから先は、私達が主あるじとなっていく番だ。それを総そう員いん、信じなくていい、ただ──」

　正まさ純ずみは、胸に手を当てた。

「ただ、当然の事と、今まで通りの事と、いつもの事と、そう思ってくれ」

「──扇せん動どうやな」

　大おお久く保ぼが、横で、驚くほどの小さな声でそう言った。
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　大久保の声は、小さかった。しかし、張りは失われていなかった。

　声が大きくなく、拡かく散さんが無い分だけ、その言葉は軽く放り投げるように、まるで見えるもののようにして飛んだ。それも、こちらに、だ。

　今までお互いはお互いの方をろくに見ていなかったが、今は違う。大久保が、身をこちらに、顔をこちらに向けている。

　……来たか。

「副ふく会長」

　小さな、しかし言葉として響ひびく声。これが恐らく、

　……本気か。

　正純は思った。討とう論ろんという言葉の通り、論の討うち合いとして、とりあえずこちらの持じ論ろんは守り通した、と。だから、次に来るものは充分に解わかっている。

　お互いの論ではなく、政治に関わる個人としての在り方を、ここからは討ち合うのだ。

　理り屈くつは信しん頼らい出来ると証しよう明めいしたのだ。だから後は、こちらの、政治に向き合う信しん頼らいを図るだけ

「ならば話を聞こう。──大久保」

　正純は、大久保に、身体からだを向けた。





●






　人々は見て、聞いた。眼鏡めがねを掛けた代表委員長が副会長を見上げ、

「理屈はええですわ。前向き思し考こう。武蔵の人々が、自分の信じたい事をしてるとこにお偉いさんが支し持じを表ひよう明めいすりゃ、そらええ気持ちになります。──が、それ、扇動や」

　代表委員長が、肩から羽は織おっていたストールを落とした。下に着ているインナースーツのシャツ、左の長なが袖そでのそれを外し、

「英国イギリス入る前、砲ほう撃げき食ろうたん、憶おぼえてます？」

　左さ腕わんを、肩から先、全て露あらわにする。

「──戦争するとどうなんのんか。私は言えるで」

　大おお久く保ぼの左さ腕わんは、白い義ぎ腕わんだった。





●






　大久保は、憶おぼえている。今でも記き憶おくを確かに言える。

　美び化かも、悪あつ化かもしていない、させないように記録し、反はん復ぷくした記き憶おくがある。

　砲ほう撃げきを食らった区画は、大だい規き模ぼな破は壊かいを受けていて、しかし、作業員はほとんどが無ぶ事じだった。自分が退たい避ひを促うながしたからだ。そして、自分はただ、逃げ遅れたのだ。

　自分のミスだったとは思う。知っているつもりで、深入りし過ぎたのだ、と。

　どうなのだろうか。

　自分の負ふ傷しようは、公おおやけにおいては、公こう務むの負傷だ。公務の僕しもべとして、覚かく悟ごの上の事であり、ゆえに公の側から補ほ償しようが為なされて、終わる。しかし、

　……これは、自分以外の一いつ般ぱん民にも起きる事なんやで……？

　聞いてみたい事がある。

　自分は、二に重じゆう襲しゆう名めいを果たし、公の場に上がっていける人間だ。

　しかし、そんな自分でも、戦争という流れの中で負傷した。

「聖せい譜ふ、あるなあ。せやけど、──聖譜、守ってくれへんねんで」

　二重襲名し、頑がん張ばろうと思った。

　父は襲名者で、しかしそれを自ら辞やめてしまっていた。だから自分は頑張ろうと思った。

　だから、二重襲名の自分を、充分に誇りに思いもしていたのだ。

　だが、三み河かわが消失し、大きく状況が変わった。

　各国が敵となり、現げん場ばは常に動き続けた。それも戦せん闘とうや議ぎ論ろんという、駆かけ引ひきの連続だ。人ひと手でが足りないので、雑ざつ用ようから何でもやって、武蔵むさしを助けていこうと動き続けた。

　それでも、自分は守られなかった。

　三征西班牙トレス・エスパニアの砲撃に被ひ弾だんした際、気が付いたら、自分は、音と視し界かいのブラックアウトに搔かき混ぜられていた。

　初めは、壁に背中から当たったのだと思っていた。左肩が熱いと、そう思っていた。

　左肩は、無くなっていただけだった。

　あたりに自分が落ちていないかと探そうとして、大久保は酷ひどく冷静にこう思った。

　……襲名者ともあろうものが、他の人々より自分を優先するとは。

　そして自分は、左肩を押さえながら、負傷者を探した。中ちゆう間かん船せん殻かく部ぶには人はおらず、内部側では、被弾部の出力管かん理りを行っており、そこにいる作業員達に見つかった自分は、

　……気、失うてな。

　おかしいやろ。

　襲しゆう名めい者しやで、二重で、だから他人よりも頑がん張ばろ思うて、危険なとこ行って、食ろうて、失って、それでも襲しゆう名めい者しややねん、逃げられんのや。せやけど、そう頑がん張ばったって、

　……失ったもん、返らんのや。

「なあ」

　問おう。

「これだけ人を弄もてあそぶ聖せい譜ふって、何やの？」
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　なあ、と大おお久く保ぼは再び言った。

「歴史、先まで決まっとっても、──運命は守ってくれへんのやで」

　おかしいなあ。自分、二に重じゆう襲名や。二重に、運命は守ってくれても良くないか。歴史、二重にこっちは守っとんのや。向こうが守ってくれてもええやないか。

　そうならんのやったら、

「ええやんか、何もせんでも。何やしたところで、頑張ったところで、運命は手て遊あそびにこちらを傷つけるんやで。それこそ運うん任まかせや。

　大体、羽は柴しばが何かすんのんも、末まつ世せまでやろ？　せやったら、ヴェストファーレンまでじっとしてたら、私らの勝ちが転がり込んでくるやないか。……それなのに、そんな短期間で織お田だと羽は柴しばを追いつめるとか……」

　言った。

「……私みたいになったら、どないすんのや」





●






　大久保の言葉に、正まさ純ずみは相あい対たいしていた。そして正純は、安あん堵どを心の中で得ていた。

　……表示枠サインフレームが、来ないな。

　やはり、誰だれも、何も言って来ない。それは、

　……この状況を、皆が避けているという訳わけではないと、そう信じられる。

　任されている。武蔵むさしの政治担たん当とうとして、人々や、クラスの皆や、

「────」

　そうか、と正純は思った。自分は今、充実しつつあるのだろう、と。

　だから、馬鹿が何も言って来ない。だから、そう、だから、だからこそ、

　……大だい丈じよう夫ぶだ。

　真まっ直すぐに、正純は大久保を見み据すえて、言葉を作った。これがきっと、自分の、三み方かたヶ原はらの敗はい戦せんに対する答えだと、そう思いながら、口を開き、確かにこう告げた。

「痛かったろうな」

　だが、

「大だい丈じよう夫ぶだ。──幾いく度どでも、どのような形でも、受け継いででも」

　そうだ。

「……抗あらがい続ける覚かく悟ごを、私達はお互いに支し持じし続ける事が出来る」





●






　正まさ純ずみは、右の手を大おお久く保ぼに差し出した。

　だが、視し界かいの中で、意志が形をとって動いた。大久保が眉まゆを立て、口を開いたのだ。

「何やそれ……！」

　声が震えているのは、怒りか、悲しさか、解わからない。だが、彼女は一度首くびを横に振り、

「傷つくんやぞ！　解ったような事言うて！　実際に傷ついたら──」

　正純は眼がん下かの人々を見た。指を立て、音頭おんどを取るようにしてから、

「ハイ、確かく認にんでーす」

「え？」

　まあこのくらいなら、と思いつつ、正純はタックルするような腕の構えを見せると、

「ハイ、チェック──！」

　いきなり大久保のスカートを摑つかんで引き下ろした。







[image: 第六十五章『頂上の決意者』]
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　大おお久く保ぼは、何が起きたのか理解出来ていなかった。

　腰が軽くなったのは解わかる。サイドスカートを強ごう引いんにハードポイントから外されたからだ。

　左右腰こしと足に、自分の体温をまとっていたものが消え、無む防備を感じ、

「────」

　悲鳴は堪こらえた。それは代表委員長のする事でなければ、襲しゆう名めい者しやのする事でもないからだ。そう、単にスカートを外されただけではないか。

　しかし、と大久保は思った。何な故ぜ、こんな辱はずかしめを受ける事になるのだ、と。

　……これは──。

「あー、すまん、大久保。慣れないので力入れ過ぎた」

　言われ、大久保は下を見た。

　インナースーツの下した腹はら。パンツ部分が、その左右止めを外されて、脚あしの間にめくれ落ちていく。尻しり側は繫つながっているので、それは振り子を落とすような動きで、

　……え？

　ややずり落ちたタイツの下には、襲しゆう撃げきなどの万まんが一いちを考え、サポーターとしての下着を着けている。ふと振り返った副ふく会長が、ほ、と安あん堵どの笑えみになって、

「良かった。紐ひも式しきの女おんな式しきか。あまり売ってないんだよな」

「きゃああああああ!!」

　膝ひざを合わせ、手を脚の間に突っ込み、大久保はしゃがみ込んだ。





●






・あさま：『あのー、意味は大体解るんですが、大久保さんは多分、正しよう気き度ども普通で、狂きよう気き抵抗値ちが低い筈はずなので、あまり無む茶ちやはしない方がいいんじゃないかと』

・賢姉様：『ククク、練習無なしで出来ると思ったのが失敗ね！　今度うちに来なさい。浅あさ間まやミトツダイラと一いつ緒しよに練習台だいになってあげるから！　今なら愚ぐ弟ていの女じよ装そうもつけるわよ！』

・●　画：『あら、練習はなかなか興きよう味み深いわね。──それによって色々得られると思うから、私が描いた通りにするのよ正まさ純ずみ』

・副会長：『何でお前ら頷うなずきづらい事しか言わないんだよ!!』
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　大久保は、しゃがみ込んでインナースーツを直していた。

　手が震えて、上う手まくパンツ部分の左右を止められない。

　……全く。

　この義ぎ腕わんはよく出来すぎている。腕の再生治ち療りようを行おうとしたが出来ず、その途と中ちゆう経けい過かを義腕に作り替えたからだが、感情に揺れる程の出来とは。

　だが、こちらを隠かくすように、正面に副ふく会長が立った。彼女は、あー、と頭を搔かきつつ、

「すまん」

　謝るくらいならしなければいい。しかし彼女は、

「大おお久く保ぼ」

　何やねん、とは言えなかった。びっくりで目め尻じりに浮かんだ涙が、喉のどの震えつきで零こぼれそうになっていたからだ。

　全く、いつからだろう。いつの間に、こんな涙が溢あふれてしまっていたのだ。解わかるのは、

　……痛かったろうな、って。

　自分は甘いと、そう思った。自分の弱みを同意されて、感情を動かしてしまうのだから。

　しかし、副会長は、相変わらずこちらに手をさしのべながら、こう言った。

「気にするな。武蔵むさしの生徒会だと、このくらいは普通の事だ。気にする必要は無い」

「────」

　待てや、と思った。何やねん、とも思った。何か言ってやりたいが、こちらは言えず、ただ、副会長が静かに言葉を作る。

「お前の言った事を、私は否定しない。武蔵を動かす政治側のトップとして、同じ政治を担になうお前の提案を考こう慮りよし、必要ならば組み、不ふ必要ならば外す。──お前も、政治側の身なら、自分の意見が取しゆ捨しや選択される事も含めての仕事だと、それは解っているだろう」

　だから、と彼女は、アリクイに表示枠サインフレームを出させた。そこに映るのは、自分が立てた提案だが、副会長はそれに己おのれの言葉を重ねていく。





●大久保「非ひ戦せん派」

・目的：戦わず、三み河かわ動どう乱らん以前の状況に極きよく東とうを戻し、平和を再さい獲かく得とくする。



「非戦はなるべく堅けん持じしたい。そして、極東の地位を回復した上で、三河から続く歴史の流れに極東を戻し、平和としたい」


１：羽は柴しば勢ぜい、P.A.Odaとの同どう盟めいを経た上で、聖せい連れん指し示じによる歴史再さい現げんを推すい進しんする。



「実際、羽柴と織お田だの歴史再現を急がせる際、前ぜん提てい交こう渉しようは必ひつ須すとなる。同盟を組んで縛しばられるより、お互いが、戦せん闘とうも含み、必要な形を求められる前提交渉を優先としたい」


２：武蔵を有あり明あけに格かく納のうし、それ自体を極東の抑よく止し力りよくとする。



「為なすべきを為した武蔵は、有明だろうと、何ど処こにいようと、抑止力になるだろう」


３：あらゆる戦闘を拒否、ヴェストファーレン会議にて、全て議ぎ論ろんによって決けつ着ちやくを望む。



「非戦は基本だ。そしてヴェストファーレンが議論の決けつ戦せん場じようとなるのは同どう意いだ」




　いいか、と彼女は言った。

「大おお久く保ぼ、お前の望んだプランは、大体において私達と矛む盾じゆんしない。

　その考えを私達は内ない包ほう出来る。だから私達は、幾いく度どでもお前を支える。支し持じする。お前はただ、そのプランを持って、合わせられる部分で私達を手伝ってくれ」

　そして、彼女はこう言った。笑えみになって、

「襲しゆう名めい者しやのお前が生徒会側がわについてくれると有あり難がたい。──出来るか？」
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　大久保は、内ない心しんで息を吐いた。

　……参ったわ。

　こちらの言い分を自分達の側で内包し、支持すると言い、襲名者がいれば有り難いと言う。

　……更さらにはこの人は──。

　ああ、そうだ。忘れていた訳わけではない。気付かなかった訳ではない。

　この人は、かつて、自分の身を、文字通り、削けずったのだ。

　襲名者になろうとして、しかし三み河かわという国の方針がそれを許さなかった。自分のせいではない。ただ、自分の描いていた未来を、どうしようもない力で奪うばわれたという事だ。

「何な故ぜ……」

　言葉が、震えながらも、かろうじて出た。

「何故、そこまで……」

　そこまで、奪われて尚なお、諦あきらめず、己おのれのする事を続けて来られたのか。挫くじけ掛けた事も、諦めようとした事も、無い筈はずが無い。人間なのだから、憤いきどおりはあった筈だ。

　しかし、不ふ意いに副ふく会長が動いた。彼女は、肩のアリクイに、表示枠サインフレームを消させ、こちらにだけ言葉が通じるようにしてから、

「困ったことにな。……中ちゆう途と半はん端ぱでやっていこうと、そうも思っていたんだ」

「……え？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、三河あたりまではな。だけど、……困った馬鹿がいてな」

　それはどんな馬鹿かと言えば、

「その馬鹿は、大事なものを自らのミスで失って、それを忘れもせず、しかし、何とか先に進もうとしていて、恐らくは何度も挫け掛けたり、諦めたり、……否いな、笑われて、馬鹿にされて、諭さとされて、幾いく度どと無く〝殺されてきた〟んだと思うんだよ」

　だけど、

「その馬鹿は、誰だれもの味方なんだ。一人でも、救いに行く馬鹿なんだ」

「────」

「お前だって、被ひ弾だんの現げん場ばに一人で行ったな？　私は知ってる」

　手が伸びてきた。しゃがんでいるので逃げ場はない。

　ただ、身をよじって、光を避けるようにしたこちらの左手を、

「来い」

　取られた。そして右の手も取られ、

「お前はこっちの人間だ。──大おお久く保ぼ」

　両の手を重ねられ、包まれ、引かれ、

「……あ」

　身を起こされる。立ち上がる。視し界かいを高くして、眼がん下か、遠くの方まで武蔵むさしを見渡せば、

「……!!」

　人々が全て、腕を振り上げ、声をあげた。

「……っ[image: ]」
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　誰だれも彼も、おお、とか、ああ、とか、よし、という言葉が重なり、何が言いたいのかは聞き取りようもない。

　しかし、大久保は思った。

　……ああ。

　この人達にも、きっと、やりたい事があって、それを認めて欲しかったのだ、と。

　武蔵の人々が、為なすべき事。それは、

「出しゆつ航こうだ。夜の三さん国ごく会議を終えたら、私達は出航する」

　副ふく会長が、小さくもなく、大きくもなく、しかし遠くまで届く声で言った。

　彼女に手を取られ、大久保は気付いた。この、笑えみを含んだような声が、表情が、この人の本気だったのだ、と。

　それを以前、見た事がある。このところ、見ていなかったように思う。

　ならば、自分がそれを引き出したのだろうか。

　……痛かったろう。

　眼がん下かに、機き関かん部ぶの作業員達たちも来ている。もし彼らがあの時、負ふ傷しようしていたら、自分は今、痛かったろう。

　副会長は、そうではない。三み方かたヶ原はらの戦いで、大事な、将来の仲間となれたかもしれない指し導どう者しや達を失ったのだ。痛い筈はずだ。だが、

「…………」

　副会長は、何も言わない。ただ、あれ以来の強い笑みを皆に向けている。だからだろうか、まるで、代わりというように、大久保は、目め尻じりから頰ほおを何かが落ちるのを感じた。

　止めなかった。

　襲しゆう名めい者しやであろうと、代表委員長であろうと、運命には守られないのだ。

　誰だれも彼も、運命には守られない。

　だから、少なくともこの武蔵むさしでは、それら全てを含めた上で、自分達の為なす事を肯こう定ていとし、

「────」

　見えぬ空。有あり明あけの閉じた天てん井じようから、その向こうへと。

　大おお久く保ぼは小さな、しかし消えぬ声で泣いた。
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　直後。臨りん時じ生徒総そう会かいの終了と同時に、それは、不ふ意いに来た。

　宙だった。

　武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの橋はし上うえの空。そこに、いきなりの人ひと影かげが生じていったのだ。

　それは、相あい対たいが終わった場へと、降ってきた。

　部品や資し材ざいを組み上げて作られた、自じ動どう人形だった。

　三さん体たい全て、手に刃は物ものを持ち、どれもこれも、

「……！」

　大久保と正まさ純ずみに向け、突っ込んでいった。







[image: 第六十六章『渡り場の偽物』]
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　それに最初に気付いたのは、校舎側がわの奥に立っていた宗むね茂しげだった。

　……襲しゆう撃げき！

　疑問詞しはない。このタイミングと、この気け配はいと動き。これで襲撃でなければ、自分の勘かんがおかしい。そういった、刃やいばを懐ふところに差し込んでくるような敵の機き先せんだ。

　影は、上から飛び込んで来る。

　数は三。大きめのものが一つに、細ほそ身みが二つと、宗茂はそこまで見切り、

「現れます！」

　と、宗茂は言って、影の下をくぐるように大おお久く保ぼと正まさ純ずみの方へと身を跳ばした。

　二人を空から守るように腕を広げ、背後の階段から加か納のうが駆かけ上がってくる足音を聞く。

　振り返って〝瓶かめ貫ぬき〟を防ぼう御ぎよ姿し勢せいで構えた直後だ。

　艦かん首しゆ側がわから、宙を貫つらぬき、三つの衝しよう撃げきが突っ走った。

　……第三特とく務む!!

　武蔵野むさしの艦かん橋きよう。その上に狙そ撃げき姿勢で控えていたナイトの射しや撃げきだ。それは確かに命めい中ちゆうし、

「……！」

　しかし、三つの影は衝撃に一度撓たわんだものの、壊こわれなかった。

・金マル：『無傷!?　何それガっちゃん！』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、敵も遂ついに対浅あさ間まクラスの防御を作ったという事かしら……！』

・立花嫁：『無む理りでしょう、それ』

　誾ぎんさん現場でも切れ味いいですね！　とそんな感動を得つつ、宗茂は敵を見た。

　警けい備びをしていた自分達の頭上にいきなり来たもの。

　飛び込みながら受けた狙撃を、一切無む効こう化かした理由。それは、

「糸いと制せい御ぎよの自じ動どう人形です！」
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　階段中央にて、下側警けい戒かいを始めた誾の横、段を駆け上がりながら、加納は敵の正しよう体たいを見た。

　……人形!?

　自分も自動人形だが、生せい体たい式の部分が多く、外見は人に近い。

　しかし、この敵は違った。狙撃を受けても壊れぬその仕掛けは、

「糸によって動き、衝撃を吸収するのですか……！」

　メインの部品となっているのは、今の武蔵むさしにはどこにでもあるものだった。

　木材、鉄てつ材ざい、布、そして校舎内ないにある机や椅い子すの天てん板ばんやフレーム。箒ほうきや雑ぞう巾きんといったものや、屑くず籠かごの形も見える。

　寄せ集めたそれらを人形として動かすのは、

　……糸、ですね。

　超ちよう極ごく細ぼその繊せん維いだ。恐らくは、植物性ではなく、動物性の素そ材ざい。絹きぬなどが該がい当とうするが、それを筋すじ繊維に近くしたいものだろう。敵はそのような極度に収しゆう縮しゆくする糸を操あやつり、更さらには、

「自じ律りつ性を与えて、自じ動どう人形化かしています！」

　昨夜、立たち花ばな・宗むね茂しげが討うち取ったものよりも、技術的には一段上だ。使用されている部品ゆえ、耐たい久きゆう性せいなどは落ちているが、軽量、動どう作さ性などはこちらが上で、

「来ます！」

　狙そ撃げきによって撓たわんだのは、糸と素材の群でしかない。

　それが今、身を締しめるように宙で形を作り、着ちやく地ちする。その姿すがたは、二つは細ほそ身みの木もく材ざい人形。もう一つは、艤ぎ装そうのキャンバスをマントとフードのように被かぶった、

　……二に刀とうの女!?
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　女が、刀を抜いた。両手に提さげるのは鉄のパイプだった。

　が、それは、

「────」

　重力制せい御ぎよで一いつ瞬しゆんの内に潰つぶれ、刃やいばとなる。

　重力制御は術じゆつ式しきだ。マントの裾すそから使い捨てられた神しん道とう式しき術式符ふが幾いく枚まいも散る。が、同どう様ように、左右の木材人形も刃を作り、

「──！」

　三体は、一いつ斉せいに身を低く、突とつ撃げきを掛けた。
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　校舎屋おく上じようにいたナルゼは、敵の正しよう体たいを見切り、息を吸った。

　眼がん下か、直線距きよ離りにして二十メートルもないところで、

　……恐らく、臨りん時じ生徒総そう会かいの勝者を狙ねらった襲しゆう撃げき！

　飛び込めばすぐの位置だ。だがナルゼは、立ち上がり掛けた腰を落とし、姿し勢せいを低くした。

　迎げい撃げきには出ない。自分が行かずとも、あの現げん場ばの者達ならば何とか出来る。だから今、己おのれがすべきは、自分の周囲へと、

「〝周しゆう知ち燃もえ〟！」

　ナルゼは観かん測そく術式を全周に水平展てん開かい。全てに線せん画がの風景を基礎として叩たたき込み、

・●　画：『武蔵むさし野の！　情報送おくるから監かん視しして！　──ここんところで影でこそこそ動いてる連れん中ちゆうを捕とらえるのよ！』

・武蔵野：『好こう位い置ち視点有あり難がとう御ご座ざいます。正直、〝武蔵むさし野の〟も、他ほか艦かん長ちよう式しき自じ動どう人形も、密みつ航こうならぬ不ふ審しん乗じよう船せん者しやについては不ふ理解を得てましたもので。──以上』

　頼むわ、と告げたナルゼは、眼がん下かを見る。

　三体の人形が、下がる正まさ純ずみと大おお久く保ぼ、それを守る宗むね茂しげを追う。

　しかし、ナルゼは、視し界かいの下した隅すみに一つの人ひと影かげを見た。

　オリオトライだ。

　この臨りん時じ生徒総そう会かいの見届け人であり、担当でもある彼女は、襲しゆう撃げきを前に動いていない。

　何な故ぜ、と疑問したナルゼは、即そく座ざの答えを見た。疾しつ走そうする人形三体の内、女型の一体、それがまとったキャンバスに、墨すみ色いろであるものが描いてあったのだ。

　……六ろく文もん銭せん!?

　それが何であるか、ナルゼは知っている。

　……真さな田だ教きよう導どう院いんの校こう章しようよ！

　真田十じゆう勇ゆう士しという言葉がすぐに連れん想そうされた。そして、十勇士が真田における特とく務む以上の役やく職しよく者であり、副会長の正まさ純ずみに対して相あい対たい権けん限げんを持っている事も、だ。

　ならばこの襲撃は、真田側から仕掛けて来た相対だ。

　教導院間抗こう争そうであるため、オリオトライは手出しが出来ない。何しろ既すでに臨時生徒総会は終了し、邪じや魔まをしている訳わけではないのだ。

　やってくれる、とナルゼが思った瞬しゆん間かんだった。

「!?」

　キャンバスに描かれていた墨の紋もん章しようが、光に消えた。高所に掛ける装そう甲こう板ばんなどにマーキングした際、消しに行かずとも自動で消えるように加工した建けん材ざい塗と料りようだ。

　真田教導院という証しよう拠こは、これでもう、自分とオリオトライしか見ていない。

　そして橋はし上うえで動きが生じた。階下から加か納のうが来たのだ。

　濃い色の肌はだをした自じ動どう人形は、階段を上がるなり、身を低く真まっ直すぐに構え、

「暫ざん定てい副長補ほ佐さ！　──御お嬢じよう様さま達を連れて背後へ！」

　一いつ直線に敵へと飛び込んだ。
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　ナルゼの視し界かいの中、カウンターで加納が敵へと突っ込んでいく。

　彼女は無む手てだ。しかし行く先は敵てき三体の内、左の一体だった。

　……何をする気？

　術じゆつ式しきではない。自動人形にとっては、内ない燃ねん拝はい気きによる術式は至し難なんの筈はずだ。だが彼女は左の手を顔がん前ぜんに振りかぶり、

「……っ！」

　砲ほう撃げきと見えるものを、加か納のうが発はつ射しやした。

　大気の震えを纏まとい、加納の腕から放たれたもの。それは一いつ直線に左の人形に飛び、

「──！」

　人形が、回かい避ひとも言えぬ回避を行った。

　木もく材ざいと糸で出来た細ほそ身みの自じ動どう人形は、自らを繫つなぎ構こう築ちくする糸を緩め、衝しよう撃げき緩かん和わに入ったのだ。

　来る飛ひ翔しよう体たいの起こす風ふう圧あつによって、人形の身体からだが撓たわむ。それは人形を、風に踊る枯かれ葉のように揺らし、しかし、

「……!?」

　瞬しゆん間かんという時間の後。自動人形の全身が校舎に叩たたきつけられていた。

　加納の一いち撃げきが命めい中ちゆうしたのだ。それも、対たい衝撃回避を行っていた自動人形を捕とらえ、校舎の壁に叩きつけるという結果をもって、だ。

　風ふう紀き委員長として、あるべき捕ほ獲かく砲ほう撃げき。

　マルゴットの砲撃すら回避した人形相あい手てに、完全な確かく保ほと衝撃を与えた技は、

　……あれは──。

　面を強く張るような音が鳴り、ナルゼは起きた事と、原因を把は握あくする。

　それは、

「──重じゆう力りよく制せい御ぎよ式しきの射しや出しゆつ義ぎ腕わん!?」
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　加納は既すでに次の動きを取っていた。

　風紀委員長として、そして大おお久く保ぼの補ほ佐さとして、

　……自分は敵を相手にする必要があります。

　ただ、銃じゆうなどの携けい行こうは、政治家としての大久保の横にいるには相応ふさわしく無い。刀も、大久保が二に刀とうを提さげてステイタスとしている以上、共の自分が持っては目立たなくなる。

　しかし自動人形は術じゆつ式しきが苦にが手てとなれば、

「この身を武ぶ器きとするしかありませんね」

　加納は、放った左腕のスペアを、スカート裾すそから右手一本で宙に弾はじいた。

　既すでに擦すれ違いつつある残りの二人に振り返りながら、重力制御で左の下腕を宙に止める。

　発射する腕は特とく注ちゆうだ。その手首には、こちらの視し覚かくや測そく方ほう位いシステムが連れん動どうしており、視線に合わせて宙で照しよう準じゆんを精せい査さする。

　定まった。

　狙ねらいは、やはり先程と同じ、細身の自動人形だ。二に刀とうの女型の方が強きよう敵てきだが、物事には順じゆん番ばんがある。

　だから加か納のうは、宙に止まった下か腕わんの、その肘ひじに向かって、

「射しや出しゆつ……！」

　振りかぶった上じよう腕わんを、火ひ打うち石のように叩たたき込んだ。

　直後。二発目が点てん火かし、

「……っ！」

　捻ねじれるような軌き道どうで飛ひ翔しようした射出義ぎ腕わんは、左から大おお久く保ぼ達に襲おそいかかろうとしていた細ほそ身みの自じ動どう人形の胴どうに向かった。

　風を巻いた腕に、人形は反応。やはり全身を撓たわませて凌しのごうとするが、

「────」

　糸や部品ごと毟むしり取るようにホールドした腕は、そのまま人形を宙に押し飛んだ。

　刹せつ那なの後、それは左さ舷げん側がわの校庭端はしにある植木の根本に、校庭を抉えぐって突き刺さる。

　後は、残りの一人だ。二に刀とうを持った女型の敵。それに対する策として、加か納のうは、

　……出すしかありませんね。

　叫んだ。これがいい機会なのだろう、とそう判はん断だんして、

「──出なさい柳生やぎゆう！」

　振り返り、叫ぶまでもなかった。加納が向けた視線の先では、既すでに結果が出ていたのだ。

　青い色。キャンバスが、宙に落ち葉のように散っている。それは、

　……穿うがちましたか！

　二刀の自動人形が、宗むね茂しげと彼女の間に飛び込んだ打だ撃げき武ぶ器きに、真っ正面からぶん殴なぐられていたのだ。
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　……あれは──。

　立たち花ばな夫おつとが全身でカバーする背後、正まさ純ずみは、いきなり飛び込んできた小こ柄がらな影を確かく認にんした。

　少年、と言っていい程ほどの姿すがたは、下級生だ。

　だが、少年は、小柄な身とは別の武ぶ器きを持っていた。それは、

「ハンマー!?」

　知っている。シェイクスピア経けい由ゆで来たネシンバラの通神文メールに、記しるされていたのだ。

　……大久保、加納の後こう輩はいに、一人、忍にん者じやとも侍さむらいとも言えない人材がいる。

　それは、やがて松まつ平だいら家の御お庭にわ番ばんとなる者。諜ちよう報ほう組織を司つかさどり、更さらには剣けん術じゆつ指し南なん役ともなる存在。その姓かばねを、自分ではなく、眼がん前ぜんに立つ立花夫が叫んだ。

「あの神しん格かく武ぶ装そう、……柳生の者ですか！」

「そうだよ！」

　少年が叫んだ。短い髪かみを、身しん体たい動作に強く揺らし、

「姓名は柳生やぎゆう・宗むね矩のり、暫ざん定てい襲しゆう名めいです！　使用武ぶ器きは──」

　既すでに空間打だ撃げきして相手を捉とらえていた一いち撃げきを、彼は振り抜いた。

「穿うがて〝金かな槌づち〟!!」

　過か熱ねつした金きん色いろの流りゆう体たい。その光を纏まとった巨きよ大だいな鉄てつ槌ついが、宙を弾だん劾がいした。

　衝しよう撃げきが広がり、直ちよく撃げきを受けた物体が破は裂れつした。

　食らったのは青のキャンバスと、その中にあった二に刀とうの自じ動どう人形だ。

　顔も、腕も、胴どう体たいも、脚きやく部ぶも何もかも。走る衝撃に震えて、内部から裂さけて千ち切ぎれる。

　部品は爆はぜ、糸は途と切ぎれ、しかしまだ形を伴っていたキャンバスに当たり、

「──っ」

　キャンバスが一いつ瞬しゆんだけ大きく膨ふくらみ、内部に刺さった部品によって弾はじけ散った。

　散る青の色は、失しつ速そくの部品を包むだけではない。宙に舞い、空を飾り、

「ハンタァ──……、チャンス!!」

　大きく広がり、大気を舞った。
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　誾ぎんは、背後の階上で起きた音に、一つの頷うなずきを見せた。

　柳生家けについては、ある程度の腕を持った者ならば、剣けん豪ごう情報誌しなどでよく知っている。そんな家か系けいだ。そして、誾もその例を逃していない。

　……小お野の家が松まつ平だいらの剣けん術じゆつ指し南なんを外れた後、諜ちよう報ほうなどもこなす総合的な警けい備び組織の家系として、松平家は柳生家を採用するのでした。

　小野家の剣術は戦せん国ごく時代からの戦せん闘とう用ようであったが、松平は平和な時代に向け、情報戦せんなどをこなせる忍しのびの技能をも持った組織を欲したと、そういう事だろう。

　思えば、先にあった書しよ記きや副長への襲しゆう撃げきにも、この柳生の少年は介かい入にゆうしていた筈はずだ。

　書記が壁にスタンプされた時、まず相手になったのは、おそらく、今いま襲いかかってきた二刀の自動人形だろう。

　それに追いつめられる形となった書記を救うため、宗矩はあの資し材ざい場ばを崩くずしたのだ。

　これは、

　……代表委員長達は、書記達が狙ねらわれていると、薄うす々うす気付いていたのでしょう。

　ただ、臨りん時じ生徒総そう会かいがあるから、迂う闊かつに距離を縮める訳わけにもいかない。だから副長が二度に渡って襲おそわれた時も、急ぎ宗矩に介かい入にゆうをさせ、敵の邪じや魔まをしたり、副長の命を救っている。

「成なる程ほど」

　副長が一度目の襲撃を受けた時、何な故ぜ、青雷亭ブルーサンダーに戻っていたのか。

　小野家と、柳生の連れん携けいがあったのだろう。

　そしてまた、副長の襲撃を捏ねつ造ぞうとされた時、大久保が表情を変えたのかも解わかる。大久保としては、自分の手配した宗むね矩のりが副長を救った筈はずなのに、それが捏ねつ造ぞうになったから、疑問を感じたのだろう。ならば、

「簡単ですね。……代表委員長達たちは、私達の味方だったと、そういう事です」

　今はまだ、松まつ平だいらが天下を取るかどうかに争点があるため、小お野の家けの存そん在ざい自体も明確になっていない。それなのに、次じ代だいの柳生やぎゆうまでが動き出しているというのは、

「宗むね茂しげ様。時代は、早く私達に舞台へ上がれと、そう言っていますよ」

　そして、

「終了です宗茂様。いい判はん断だんでした。後は──」

　誾ぎんが、相変わらず艦かん首しゆ側を見たまま、通りや公園にいる人々に、一いち礼れいした。

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん所属、暫ざん定てい副長補ほ佐さ、立たち花ばな・宗茂を、宜よろしく御お願ねがい致します」
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　一礼した誾は、顔をあげ、一ひと息いきを吐く。

　眼がん下かの人々も、周囲を窺うかがい、顔を見合わせてからこちらを見上げ、腕を振り上げ、

「……！」

　おお、と改めて声をあげた。空に散る青のキャンバスは風にのって飛んでいくが、今いま更さらながらに、人々は何が起きたかを理解したのだろう。しかし、

　……宗茂様は、堂どう々どうとされてましたね。

　他、上にいる第四特とく務むもそうだ。

　迂う闊かつに前に出たり、敵を追ったりしなかった。

　宗茂は要よう人じん警けい護ごとして副会長や代表委員長を守るために控えていたが、彼の仕事は彼女達の命を守り、生せい還かんさせる事であって、敵の迎げい撃げきではない。逃げられるなら逃がし、いざとなれば彼が壁になるという仕事だ。

　もし、有ゆう事じがあれば、近くに控えている自分や加か納のうが前に出て、宗茂が要人を逃す時間稼かせぎをする。

　風ふう紀き委員長が、こちらを頼らず、柳生やぎゆうの事を呼んだのは、

「ここで、全てを明かすつもりと、そういう事ですか」

　ならば、と誾は思った。

　これで、全てのわだかまりが、終了したのだ。

　臨りん時じ生徒総そう会かいを通し、

「武蔵が、隠かくし事ごと無く、一つとなった訳わけです」
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　臨時生徒総会が決着した。

　浅あさ間まは、その終わり際に、襲しゆう撃げきがあったのを理解した。だが、そんな状況だというのに、　……うわあ。

　視し界かいの中で起きている事に、浅あさ間まは身動きがとれなくなっていた。

　喜き美みが、足あし場ばの上を渡るようにして踊っているのだ。それも、今までの緩やかな、力を溜ためたような動きだけではない。

　喜美が行うのは、瞬しゆん発ぱつと停てい滞たい、高速と弛し緩かん、直接と間接という、相あい反はんする動作を〝舞まい〟という一つの中に収めた動作だ。腕を緩やかに回した後は、一いつ瞬しゆんで身が跳ね、そして着ちやく地ちに緩さを得たら、這はうような身体からだの移動が爪つま先さき一つの高速で行われる。

　次から次へと、メリハリの利いた見せ場が連続する舞を、喜美が踊っている。

　……上じよう機き嫌げんですよね、あれ。

　足あし捌さばきは激しく、しかし全てが繫つながっているため、一見には静かに見えている。

　その足捌きや身のこなしに翻ほん弄ろうされているのが二ふた代よだ。何しろ、先さき程ほどから喜美に連続で宙に舞わされているし、引き戻されてもいる。つまりは、

「大だい丈じよう夫ぶなんですかね、あれ」

　言っている間に、快音が響ひびいた。二代が空中に跳ね上げられた音だ。

　響く打ち鳴らしが、停まらなくなっているのだ。







[image: 第六十七章『渡り場の本物』]
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　浅あさ間まは、喜き美みの攻こう撃げきである〝舞〟を見ていた。

　喜美の攻撃は、単にステップだ。

　二ふた代よが着く足。そこに、タイミングを合わせてステップを踏み込む。

　……出で足あし払ばらいみたいなものでしたっけ。

　相手を吹っ飛ばすには、その重量を超える一いち撃げきを入れる必要はない。相手の動どう線せんを読み、

「身体からだや四し肢しの軸じく線せんを転ばせばいい。舞で、相手をエスコートするのの逆さ。相手の軸線をつまずかせ、力を崩くずして吹っ飛ばす」

　と、横に立つヨシキが言うなり、激げき音おんが響ひびいて二代の身が宙に浮いた。

　それを喜美が、腕を引き、強ごう引いんに元の場所に戻して、

「──!!」

　また飛ばした。

　そして再び喜美は、二代を宙で拾って手を取る。引き戻して飛ばす。が、今度は襟えりを摑つかんで回し、振り回すようにスイングして跳ねとばし、回っていくのを追い掛けてカウンター。

　停まらない。

　そんな動きと音を聴きき、浅間はふと呟つぶやいた。

「これ、喜美が作ってた新曲です」

「ろくに勉強もせずにまーた……」

　厳きびしい……、と思うが、激げき音おんと風を切る音は響き続ける。

　これは、間違いなく、曲を伴った舞だ。いずれ正式版ばんが出来て、自分やミトにフォローを頼みに来るつもりなのだろう。

　……これを奏かなでるのは、学園祭さいかその辺りですかねえ……。

　初夏の空。午後の空。濃のう青せいの空に、喜美が二代で刻むテンポが音楽を奏かなでる。
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　二代は、現状がどうなっているか解わかっていなかった。

　吹っ飛ばされているが、衝しよう撃げきが無い。

　吹っ飛ばされているが、強ごう引いんが無い。

　吹っ飛ばされているが、痛みが無い。

　ただ、自分は、宙を音のように舞わされているだけだ。

　ただ、自分は、空を風のように飛ばされているだけだ。

　ただ、自分は、天を雲のように仰がされているだけだ。

　何もかもの抵抗が無む意味なような、高速で連続する軸線転てん化かのエスコート。

　立たち花ばな・宗むね茂しげがバランス感を己おのれに収める天てん賦ぷを持つならば、この踊り子はバランスを他者に見切る天賦だ。

　だが、そうだと解わかったところで、

「……！」

　現実は、何も変わらない。

　二ふた代よは、悪あく意いも邪じや気きも無く、険けんも威いも無い音と流れの中で吹っ飛ばされ、回される。

　足をついても、爪つま先さきが、踵かかとが、一いつ瞬しゆんでも足あし場ばに触れた瞬しゆん間かんに身体からだの軸じくを回される。

　どう抵抗すればいいのか。それすらも解わからない。ただただ回転させられ、振り回され、テンポとして刻まれるだけだ。しかし、

　……落としてもくれぬで御ご座ざるか！

　拾われる。爪先や踵から跳ね上げられ、腕や肩を取られて振り回された時には、身が立ち、背せ筋すじが伸び、そして顔が前を見るようにされてしまう。

　要は身体の軸じく線せん。姿し勢せいを整える力のラインだ。

　それを、おそらく、喜き美みは正面から軽く突き、力を通して来る。その通し方があまりにも率そつ直ちよくなので、こちらの身体の動きが利用され、姿勢が整うだけではなく、

「──!!」

　吹っ飛ぶ。

　これは、あれに似ている。〝翔しよう翼よく〟を失敗して暴ぼう発はつした時の、あれだ。

　そして二代は、改めて思った。

　……拙せつ者しや、ここまで自分を制せい御ぎよ出来ていなかったので御座るか！

　今まで〝翔翼〟を用いる際、ちゃんと自分の動きを繫つなげていたと、そう思っていた。

　だが、この至し近きん距離で連続の踏み込みを行われるだけで、

　……繫がらぬ……！

　自分の中にある軸を、精せい密みつに通すという事が、出来ていない。

　どうしてかという疑問の答えは、すぐに出る。

　このレベルの近きん接せつ戦せんを、行った事がないからだ。

　父は槍やり使づかいで、鹿か角づのも当然にそれを基礎とした。刀を用いての戦せん闘とう訓練も相当のレベルで行っていたが、やはり槍主体であった事は確かだ。そして、今、こうして行っているのは、槍や刀、打だ撃げきなどよりもっと近いもの。組くみ技わざや投げ技の間合いに近い。

〝翔翼〟や、他の加か速そく術じゆつを、こんな状態で使う事は想定されない。

　だから、こんな状態で、〝翔翼〟が使えても、意味がない。出来なくて当然だ。

「……しかし、この状況でも成せる実力が、必要に御座るか!?」

　必要ではないから出来なくていい、のではない。

　必要ではなくても、出来てなければいけないのだ。

　そして、二ふた代よは思った。自分の不可能を、今、可能に変えようと言う御ご仁じんがいる、と。

　葵あおい・喜き美み。

　こちらの諦あきらめを、己おのれのものにすると言った。これは、あれと同じだ。

「不可能を、持っていくので御ご座ざるか……！」

　考えるまでもない。他人の不可能を持っていく姉と弟。そういうものだ。

　そして二代は、吹っ飛ばされる視し界かいの中で、師し事じの相手を見た。

　小お野の・善ぜん鬼き。

　夫が小野・典てん膳ぜんであるとするならば、その子は松まつ平だいら家けの剣けん術じゆつ指し南なん役やく、小野・忠ただ常つねだ。

　二代は、鹿か角づのから聞いて知っている。小野・忠常は、松平家の剣術指南役として、立たち花ばな・宗むね茂しげ達たちもついた書しよ院いん役やくという警けい護ご役やくの隊たい長ちようを務め、大だい流りゆう派はである一いつ刀とう流りゆうを大たい成せいするのだと。

　馬鹿がそうではないとしたならば、今、目の前にて、こちらの相手をしている喜美が、

「フフ」

　笑う声に、髪かみが踊った。

「難しい事こと考えすぎなんじゃないの、アンタ。言っておくけど、私のコレ、母かあさんからの訓練とか一いつ切さい無しよ？　体育会系けいに巻き込まないで頂ちよう戴だい。私、どっちかっていうと文系だから。

　だからもし、アンタが今、私の事を剣けん豪ごうか何かと勘かん違ちがいしているなら──」

　ならば、

「極きよく東とうの剣豪なんて、私が天てん然ねんの文系センスでこなしてやれる程度のものでしかないわ」

　吹っ飛ばされる視し界かいの中、回るように聞こえる音が、声が、しかし告げた。

「いい？　──私には夢があるわ。今、ここにある程度のものではなくて、ね」

　だから、と彼女は言った。

「反応しなさい女おんな武む者しや。田舎いなか者ものにステップ教えてあげるけど、武者だったら見覚えくらいは出来るんでしょ？　──ほら、声、合わせて、一いち度ど先行くから、いい？」

　は？　と問うても、構う事なく拍ひよう子しをとられた。

「ホラ、３、２、１、──ＧＯ！」

　吹っ飛ばされるなり、二代は、何かが変わった事を悟さとった。

　恐らく、という前まえ振ぶり付きだが、

　……動きが、変わった!?
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「始まった……」

　浅あさ間まは、ハナミに指し示じして、録音と計測の態たい勢せいを取らせる。

　喜美が、術じゆつ式しきならぬ術式を展開しているのだ。それは、

「喜美の舞ぶ台たい術式〝転てん機き編あめ〟」

〝転てん機き編あめ〟は術じゆつ式しきではあるが、単なる音おん響きよう、照明の術式だ。加か護ごも特とく殊しゆ効果も無い。単に音楽と舞まいを飾り、演出するための術式だ。

　幾いくつも立ち上がる表示枠サインフレームには今まで作ってきた楽がく曲きよくや、アドリブのコードパターンが仕込まれており、喜き美みの指し示じや動きによって最適な音と光を提供する。

　……特とく徴ちようとしては、とにかく軽い事。

　余分なものを削そぎ落として作った〝転機編〟は、喜美が他に用いる術式のベースだ。〝高たか嶺ね舞〟も、これの上に加護や効果を乗せるようにして出来ている。

　しかし、と浅あさ間まは思った。単体で〝転機編〟を喜美が出す時は、

「──相当に速い曲の試し打ちですよ、コレ」

「何にでも半はん端ぱはするんじゃないって、言ってあるから大だい丈じよう夫ぶでしょ。あれでも一応、うちの方で弾ひき語りさせたりしてんだし」

　ヨシキが笑って言う。

　そして、声が聞こえた。喜美の声だ。二ふた代よを吹っ飛ばす音を鼓つづみの四よつ打うちとして、テンポは１３５前後。届く声は、

「明日あした　何処どこに行こう　今日きよう　何処にでも

　今日　何処に行こう　あの　場所に行こう」

　軸じく打うちの響ひびきが鳴り、空が音に張りを得え始める。

　音楽だ。重鼓バスドラムの低音がガットの旋せん律りつに重なって、しかし軽快な喜美の声に、

「踊りに行くの　町の何処にでも　貴方あなたのいない　町の何処かへ

　唄うたいに行くの　何い時つでも行ける　貴方を捜す　　明日の場所へ」

　響く。

「手を取って　そして踊って　そして笑って　いつもの我が儘ままを聞いて

　明日もまた　何処かで会い　明日もまた　今日の私の背を押して」

　……高速のループ重じゆう視しのトランスですね。

　表示枠内に、曲名は〝今こん昨さく舞まい〟とある。音の響きは、今年卒業した先せん輩ぱいバンドである〝鑑かがみ〟が広めた雅が楽がくトランスをベースとしたものだ。彼女達の名曲〝決まり事〟に対する、後こう輩はいとしての返へん歌かだろうか。自分達の雅楽バンド〝きみとあさまで〟でコレをやると、相当に大変でしょうねえ、と思うが、それはまだ一番しか無く、だが、音は確かに、

「ララ……」

　間かん奏そうのハミングに、二代が宙を舞う。しかし、浅間は見た。

　……二代の動きが、変わってきてますよ、ね？

　疑問形けいで内ない心しんに問うたのは、まだ、それが定かではないからだ。

　浅間は横のヨシキを見る。と、ヨシキは腕を組み、

「大きな進歩さ。──唄に合わせてだけど、少なくとも、足から落ちるようになってるよ」
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　二ふた代よは、走っていた。

　音が導いてくれる。

　唄うたが、吹っ飛ばされて足を着く事すら定かではない身を、走らせてくれる。

　走るとは、リズムの連続だ。翔しよう翼よくの疾しつ走そうとて同じだ。だが、

　……このリズムは……！

　喜き美みが、こちらの動きに合わせた唄を選択したのだろう。

　それに合わせ、回転しても、吹っ飛んでも、己おのれは常に足からの着ちやく地ちを願い、

「────」

　行ける。

　そして二代は、今いま更さらながらに気付いた。　喜美の右手が、こちらの左手、蜻蛉とんぼスペアを持っていない手を握っているという事に、だ。

　それは、彼女のなりのエスコートであり、

「フフ、三周目行くわよ？　──摑つかめてるわね？」

　手を、離された。そして、

「テンポ上げるわ。着いてきなさいとは言わないけど、意味、解わかるわね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、二代は頷うなずいた。

「必死に、先に応じるで御ご座ざる」

　直後。二代は、今まで以上の速度で吹っ飛ばされた。
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　初めにそれに気付いたのは、浅あさ間まだった。

　喜美と二代の拝はい気き状況などをモニタしていた浅間は、

　……あれ？

　二代が吹っ飛ばされ、身を連続で翻ひるがえしているというのに、

「〝翔翼〟……、使ってないですね」

「一から自分をやり直してるんだよ。いずれ使うだろうけど、基本加か護ごの身しん体たい強化でも、かなりのところまでは行ける。そういう訓練を経ている子だからね、二代ちゃん」

　そういうものなんですか、と思う浅間は、ふと気付いた。

・あさま：『ほ、ほら！　こういうの解らない私、戦せん闘とうセンス無いですよ！　誰だれですか私の事を射しや撃げき巫み女ことか狙そ撃げき巫女とかジェノサイドシャーマンとか言うの!!』

・金マル：『センス無いのにそんだけ破は壊かい出来るから危険なんじゃないかな？』

・●　画：『そうねマルゴット、大事なのはセンスじゃなくて結果よ。危険な巫女だわ……』

・あさま：『危険とか言われました！　言われましたよ!?』

　だが、二ふた代よの動きは、段々と整いつつある。今までは喜き美みに吹っ飛ばされている事が明確な状態だったのが、

「……自分から身を回しているように見えますね」

「喜美が突いてくる軸じく線せんを、位置も、意味も、理解出来て来てるのさ。見ている感じ、精せい度どは粗あらいけど、捉とらえる思い切りがよさそうだね」

「思い切り？」

　問うてみた言葉に、ヨシキが眉まゆを上げ、笑えみをこちらに向けた。

「個性ってヤツだよ。──たとえば、ここんとこで仲間になった立たち花ばな・宗むね茂しげは、天てん賦ぷのバランス感を持ってる。刃やいばの上にずっと立ってるどころか、その上で生活しかねないくらいの、ね。

　これはバランスが〝丁てい寧ねい〟で、どちらかというと、〝受ける〟センスだ。足あし場ばがあったら、それに触れて、読みとり、対たい処しよする訳わけだね」

「喜美の場合は、どうなんです？」

「あれは〝丁寧〟だけど、〝与える〟センスだ。刃があったら、見た時にバランス見切って、でも、受けるというより、自分からそこに乗っていく。喜美の場合、バランスがよくてもじっとしてない。自分のバランスを相手に与えたりして、舞い続ける事でそれを保つ」

　そして、

「二代ちゃんは、二人のそこまで、行けないねえ」

　ヨシキの宣せん告こくが真実である事は、見ていて充分に解わかる。浅間は、わずかに息を詰めたが、

「じゃあ、ここで二代が、今、摑つかもうとしているのは、どういう技なんですか？」

「見ての通りだよ」

　正面。足場の上で、二代が跳ねている。舞う喜美の周囲で、吹っ飛ばされては身を回し、足をついてはまた弾はじかれて、しかし、

「段々と、自分のパターンが出来て来たね。──解るかい？」

　ヨシキが、口くちの端はを上げた。

「神しん道とうの加か速そく術じゆつ。二代ちゃんの用いる〝翔しよう翼よく〟は、加速を繫つなげ続けなければならない。

　ならば、自分で加速ルートを造らねばならない以上、そのバランスは〝受け〟じゃない。自分のバランスを〝与え〟て、あらゆる場所を己おのれの道としなければならない」

　あとは、とヨシキが言うやいなや、堅けん音おんが響ひびいた。

　喜美が、二代の軸を弾はじいたのだ。

　吹っ飛ばされる。が、やはり、そこから先に変化があった。

　……速い!?

　二代の回転が明らかに加速している。それは、

「音楽ももう五周目。どこで何が来るか解ってる。あとは、音がくるのを待って動くのではなく、音楽を超えて先に攻めていくだけさ。

　喜き美みはよくやった。──音楽に合わせて踊らせる事と、先せん手て必ひつ勝しようの意味を重ねたからね。二ふた代よちゃんにとっては、これは〝型〟の演えん舞ぶだが、〝型〟を超えていい演舞となると、……限定条件下の実じつ戦せんそのものだと言っていい」

　堅けん音おんが鳴る。二代が跳ぶ。身を回して、黒の結び髪がみが、

　……あ。

　初めて、綺き麗れいな円えん弧こを描いた。乱れない回かい転てん運動として、それは、

「いつもの二代の動きです……」





●






　二代は、身体からだが動く事を悟った。

　……超えたので御ご座ざるか？

　喜美の舞まいに合わせてはいる。既すでに五周を超えて、曲と舞の流れは解り切ってもいる。

　だが、その流れを先に回り、動けるかどうかは別だ。

　喜美自じ体たいも、動きに対してはわずかなアレンジを加え、単純な上回りが出来ないようにし向けて来る。しかし、その中で、

「……っ！」

　自分の軸じく線せんが見えてきた。

　幾いく度どとなく、喜美に突かれ、吹っ飛ばされる事で、理解出来てきたもの。

　自分の身体が動く時、どのような力の流れを持っているのか、その、細く長い、しかも揺れるようなラインが、見えてきている。

　解る。

　力が、右の足先から、爪つま先さきとくるぶし前を通り、わずかに内うち臑すねに絡むようにして、膝ひざの皿の下を抜けてくる。それは太ふと股ももを上がって、途と中ちゆうから、前に出るときは股の方にねじれ、後ろに行くときは尻しりの方へと絡む。

　力の脈みやく動どうに合わせ、関かん節せつの曲げに合わせ、太さや熱を変えるこの軸線は、しかし、

　……最も、力の通る場所！

　そこから生じるのは、自分を縫ぬい止めるような力。

　その力を放つのではない。足をついた先。床面よりももっと向こうに真まっ直すぐ通すのだ。

　喜美のアタックは、その軸を明確に、こちらの身体に刻んできた。

「喜美殿……！」

　……まさか貴き殿でんは、これを伝えるために、今まで拙せつ者しやを〝諦あきらめさせなかった〟のか！

　正面。しかし踊り子は笑っている。唄うたっている。舞っている。

　ただそれを為なす事だけが、踊り子の役目だと言うように。そして、

「フフ、いい加か減げん、私一人ひとりで踊らせないでよ」

　喜き美みの、伏せ目気ぎ味みの、困ったような表情。そんな顔で言われる言葉の意味は解わかる。

　来いと、そう言われているのだ。だから二ふた代よは、Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、それを用いた。

「──〝翔しよう翼よく〟!!」
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　喜美しかいなくなったと、そんな事を、浅あさ間まは己おのれの視し界かいから思った。だが、

「……え？」

　二代の姿すがたが、喜美の正面や横、後ろへと出現しては回転して消える。

　それは、既すでに残ざん像ぞうで、

　……周囲!?

　舞い、足あし場ばをロングステップして移動する喜美を、二代が追っているのだ。喜美の周囲、一つか二つ離れた足場を使い、反はん射しやするように二代が行く。無む論ろん、それは、

「まだまだ、もっと至し近きんでやらなきゃあ駄だ目めだよ二代ちゃん。そうしなければ、一つ上のステップには進めない。だから──」

　だから、

「荒すさみなよ、速く」





●






　二代は行った。

　喜美の声が聞こえる。歌が届く。響ひびく歌か詞しは、

「手を取って」

　二代は、ここに御ご座ざる、と思った。

　続く歌詞は〝そして　踊って〟だ。この〝そして〟、の〝て〟付近で鳴る重鼓バスドラムが、テンポの捉とらえとして自分には合っているのだ。そこで右足から捻ねじるように飛び込むと、最速かつ最適な角度で行ける、気がする。無論、それは、

　……気がしているだけかもしれぬで御座る。

　本当は行けないのかもしれない。単に勘かん違ちがいなのかもしれない。

　しかし、この〝て〟ならば、行けるのではないかと、そう思える。

　他のあらゆる条件下かよりも、このタイミングを信じる事が出来る。

　もし失敗しても、これだと信じて、また飛び込む事が出来る。

　だから、二代は喜美の声を聞いた。全身の動どう線せんを集中し、

「そ　し」

　て。

　先を読み、喜き美みの動作を超えるために、二ふた代よは飛び込んだ。
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　喜美は、足あし場ばの上に二代が突き刺さったのを感覚した。

　真っ正面からの一発だ。

　鋭い。

　その動きは、殴なぐりつけるような弧こを描き、爪つま先さきから来た。

　更さらには、足先を支点に、身体からだを腰から跳ね上げていく。

　直後に食らう吹っ飛ばしを先読みし、自ら空中前ぜん転てんに入るような動きだ。

　だが、見れば、二代の足や膝ひざには、〝翔しよう翼よく〟の術じゆつ式しき陣じんが出ている。

　このまま前転すれば、前に進もうとしていた〝翔翼〟は進行方向を違たがえられ、暴ぼう発はつする。

　……どうする気!?

　問いかけながら、喜美は足を舞わせた。

　今まで同どう様ように、二代の足を払いに行く。そこはこれからこちらが踏むべき場なのだと、舞台の征せい圧あつに行く。

　これでもはや、二代は回るしかなくなった。

　自ら回って〝翔翼〟の暴発を受けるか。

　こちらの軸じく線せん突きを受けて回り、〝翔翼〟の暴発を受けるか。

　結果は同じだ。ならば、

「どうする気……！」

　問うた瞬しゆん間かんだった。

　喜美は、一いつ瞬しゆん、二代を見失った。

　いなくなった訳わけではない。前転の動きに入ると、そう見えていた二代が、

「……！」

　前に倒し掛けていた身体を背後に振り上げ、強ごう引いんな空中後こう転てんを放ったのだ。
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　高速で前進しながらの、後うしろ一回転の宙返り。

　二代にして、初めて行うような曲きよく芸げい動作だ。

　発想は単純だ。

〝翔翼〟が前に行く事を拒こばまれると自じ爆ばくするならば、跳ちよう躍やく回かい避ひをするには、

　……足から前に出る回かい転てん運動しかないで御座る！

　後転だ。

　前に走りながら、後方への宙ちゆう返がえりを行う。そのためには、前進する脚あしに、それ以上の加か速そくを叩たたき込まなければいけない。そうしなければ、一回転するほどの跳ちよう躍やく力りよくは得られない。

　速度が上がれば上がるほど、跳躍時の力は足りなくなり、身体からだは前に進もうとする。下へ手たをすれば高度が足りず、背や後こう頭とう部ぶから地面に激げき突とつする事になる。

　だが、〝翔しよう翼よく〟がそれを叶かなえた。

　身体を仰のけ反ぞらせれば、上を向く腿ももや膝ひざにとっては、空こそが〝前〟だ。

　……回れ……！

　回った。

　ただ、少し角度が悪かった。膝を浅く曲げるような、前ぜん傾けいだ。しかし、

「……〝翔翼〟!?」

　壊こわれていない。己おのれの加か速そく術じゆつは生きている。光を放ち、こちらの呼び掛けに、


《状態：発はつ動どう──、継けい続ぞく中》

《続ぞつ行こう累積：──可能：確かく認にん》



　二ふた代よは震えを感じた。意味の解わからない身み震ぶるいだ。ただ単に、昔馴な染じみの術じゆつ式しきが低てい速そく域での加速続行可能を知らせているだけだと言うのに。

　だが、それは、初めての事。己に、未知の技が備わったという事であり、

「フフ、新しん技わざ追加出来たなら、──続くわよ」

　喜き美みの脚あしが膝から来た。それも正面から、薙なぎ払うように、だ。
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　そして喜美は見た。

　こちらの回し蹴げりに対し、二代が上半身を倒し、頭から空中側そく転てんに入ったのを、だ。

　彼女は空中で身を横よこ倒だおしに、背はい面めん宙ちゆう返がえりに近い姿し勢せいを取りながら、脚を身体に追わせる。

〝翔翼〟の向きは、基本、胴どう体たい部ぶ正面の軸じく線せんを基礎としている。

　だから喜美の視し界かいの中、二代が動いた。彼女は身体を先に仰け反らせ、脚の行く方向を常に〝前〟にアジャスト。胴どうと腿、膝の捻ひねりによって〝翔翼〟が砕くだけないようにしながら、

「……っ！」

　回転と、交こう叉さする捻りによって、変へん位い型の側転は、着ちやく地ち寸すん前ぜんに胴体先せん行こうのスピンを入れた。

　一いつ瞬しゆん、〝翔翼〟にノイズが走り、流りゆう体たい光こうが散る。

　しかし、

「────」

　成り立った。二代が着地する。

　喜美は見る。二代がこちらの動きを超え、次の動作に入ろうとしたのを、だ。

　だが、不ふ意いに、着地から動こうとした二代が、バランスを崩くずした。

　……あら。

　不ふ慣なれな動どう作さの連続だ。しかし、それよりも、気が抜けたと言うべきだろう。何しろ難なん度どの高い動作をセンスで切り抜けた直後だ。

　二ふた代よの身がどうなるかは、喜き美みには解わかる。

　動きを制せい御ぎよ出来ず、戸と惑まどって吹っ飛ぶのだ。
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　二代は、己おのれの失敗を覚かく悟ごした。

　二度の連続する難なん所しよをクリアした直後の、気抜けだ。

　喜美の動作を超え、己の軸じく線せんも解っているのだから、ここからこそが自分の動作のスタートとなる筈はずだった。

　だが、最初の機会を、失った。

　無む念ねんを感じる。

　無む論ろん、難所越ごえの体験は身体に憶おぼえている。今後は、超ちよう至し近きん距離の〝翔しよう翼よく〟など、今回の記き憶おくを元に行えばいいだろう。しかし、

　……初しよ手てがこれでは……！

〝翔翼〟は砕くだけ、自分は吹っ飛ばされる。

　詰めが甘いと、そんな言葉を思いながら、二代は失敗の覚悟を決めた。

　その時だ。

「フフ、馬鹿ね。忘れたの？　──アンタの諦あきらめの権けん限げんは、私が預かってるのよ」

　直後に、二代は吹っ飛ばされた。しかし、それは〝翔翼〟の暴ぼう発はつ破は損そんによるものではない。

　喜美だ。

　彼女がバックハンドで回した手が、こちらの腕を取り、

「……っ！」

　全身を的てき確かくな形に捻ねじられ、二代は足先の軸線から正しく再さい着ちやく地ちした。それも、次の一歩を踏める姿し勢せい。喜美の正面にて、だ。

「────」

　呆ぼう然ぜんはある。驚きもある。疑問もある。だが、今あるのは、

　……ああ。

　拙せつ者しやは、自分を、諦めなくていいので御ご座ざるか、と二代はそう思った。

　その事に、目め尻じりから不ふ意いの涙がこぼれ、しかし、

「おお……！」

　二代は、喜美によって保たれた速度を行こう使しした。

　狭い足あし場ばの上で、目の前の踊り子に応こたえるように、己の全力を使いに行った。
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　激げき音おんが音楽に重なった。

　既すでに足あし場ばの上、有あり明あけ西にし舷げんの空には、高こう速そく移動と旋せん回かいによる薄うす雲ぐもが巻いている。

　その中央は、無い。動きの中心を作る二人が、足場の上を回り、身を振って飛び移り、追い掛け合ってはステップと手や脚あしの取り合いを行っているからだ。

　だが、移動する中心の二人。踊り子と女おんな武む者しやの動きは、差さ異いがある。

　水平方向への移動と回転、くねるような動きを核かくとする踊り子に対し、女武者は縦たてや側面に高速の旋回を連続してぶち込み、刺すような動どう線せんで機き動どうする。

　だがお互いは、舞っていた。

「手を取って　そして踊って」

　激音が響ひびく。しかし二人は、

「そして笑って」

　強ごう引いんな女武者の動きを、時に踊り子が摑つかみ、回して送る。

「いつもの我が儘ままを聞いて」

　整えれば、流れはまた生まれ、

「明日あしたもまた」

　連続する。

「何ど処こかで会い」

　重なり、手を伸ばし、払われ、しかしその動作で回り込み、

「明日もまた」

　加速する。

「今日きようの私の」

　これ以上にも行けるのだと、

「背を押して」

　行く。





●






「おいおい、何だ……」

　と、浅あさ間まは、周囲で補ほ修しゆう作業を行っていた作業員達たちの声を聞いた。

　彼らが言うのは、何の事か。浅間にはよく見えている。

　舞だ。

　足場の上を回り、まるで飛ぶように踊っている喜き美みの周囲を、二ふた代よの姿すがたが飾っている。それも、残ざん像ぞう含みで二ふた桁けたを超える数だ。

　どれも、喜き美みの手を取ろうとして、動きを追い、捕まえようとして、

「──まだまだ逃げられるねえ」

　踊り子を捕まえようとする武む者しや。

　その構こう図ずが示すものは、喜美が踊りで表現しようとしている事だろうか。

　ああ、と浅あさ間まは思った。

　喜美が唄うたう詞ことばで示されている主人公は、踊りを重ねて見れば、

　……手を取って、先を示して欲しいけど、そうして貰もらうのも怖こわいんですね。

　二ふた代よが、その役だ。

　実力の無い子。自分に自信の無い子。踏み込む事が出来ない子。

　それを見守る存在は、優しく手を差し伸べようとし、言葉を聞こうとするが、

「明日あしたもまた」

　と、その子は拒否をする。いつも通りの、しかし、停てい滞たいでしかないいつもを望み、そうする事で安あん堵どを得る。

　だが、いつしか、手を取ろうとしていた側に、追いつく事もままならなくなって、

「でも──」

　激げき音おんが響ひびいた。

　音の大きさと長さは全てを教えてくれる。二代は、追いつき始めたのだと。

「手を取って　そして踊って」

　幾いく度どとなく繰り返されるフレーズ。幾度となくリピートする望み。それを自分の中の〝得意〟として、不ぶ器き用ような少女は己おのれの動きに覚かく醒せいしていく。そして、

「おいおい……、ちょっと、お前ら！」

　周囲の作業員達たちが、周りの仲間を呼んだ。

「見ろ！　──三み河かわの時とき以上の事になってるぞ！」
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　図形が空に生じた。

　二代が、伸しん縮しゆく機き構こうと〝翔しよう翼よく〟を重ね、行きては戻る高速の交こう叉さを描き始めたのだ。

　喜美を中心に行われるそれは、一つ離れた足あし場ばを用い、連続で各かく方向に跳ねていく。

　二代は、突とつ撃げきし、喜美の手をとろうとし、身を回して後ろに行こうとし、かわされてまた足場へと跳ちよう躍やくする。

　その繰り返しは、二代の残ざん像ぞうを二重に生んだ。喜美周しゆう辺へんで踊ろうとする二代と、外がい縁えんの足場で加か速そくする彼女の、二に重じゆう円えんだ。それは風と流体光を巻き、喜美の動作に合わせて回り、

「おお……」

　見る人々が、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。彼らは皆、弾はじけ飛ぶ雲や風の向こうに目を凝こらし、二代の二重円えんと回る喜き美みが作る全てに対し、

「羅ら針しん盤ばんだ……」

　羅針盤が回る。回す運命の担にない手、踊りの巫み女こは中央にて確かに、

「────」

　手を前に掲げた。

　来い、と。

　この手指の先こそが、羅針盤の指す方向だ、と。

　だからと言うように、二ふた代よが行った。

　蓄ちく積せきした〝翔しよう翼よく〟の速度を全てぶち込み、

「おお……！」

　槍やりを先せん端たんに、舞まい姫ひめの全てを貫つらぬきに行った。
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　行ける、と二代は思った。

　このまま、槍の直線をもって、喜美をぶち抜く事が出来る、と。

　同級生、自分の師し事じの先を槍で貫く事に、抵抗は無い。

　手をここで抜けば、未み熟じゆく者しやが上から目め線せんだったと言う事にもなるからだ。だから、

「喜美殿どの!!」

　叫び、二代が槍をぶち込んだ。

　その時だった。二代は一つの気け配はいを悟さとった。それは、

「……!?」
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　知っている、と二代は思った。

　何だかよく解わからないが、自分はこれを知っている。

　この間合いというか、空気感というか、雰ふん囲い気きだ。

　確実に自分はこれを経験し、そして、〝食らった〟事がある。

　危険を感じた。だから、

「……おお!!」

　二代は、宙で身体からだを捻ねじった。〝翔翼〟を止めぬまま、強ごう引いんに蜻蛉とんぼスペアを下ろし、

「そちらに御ご座ざる!!」

　左手側、有あり明あけの方へと、蜻蛉スペアの一いち撃げきを振り抜いた。

　直後。

　大きく叩たたき込んだ蜻蛉スペアの先せん端たんから、光が生まれた。

　宙を飛んできた一いつ閃せんが、激げき突とつし、迎げい撃げきされたのだ。それは、

「……浅あさ間ま殿どの!?」





●






　二ふた代よは見た。

　有あり明あけの外がい縁えんで、こちらに向けて弓を構えている浅間がいる。

　既すでに矢は発されており、今、こちらが迎撃したのがそれだ。

　威い力りよくのない、訓練用の一発だった。

　だが、意味は、充分に解わかった。今の浅間の射しや撃げきが示すもの。それは、喜美が言うには、

「解る？　──マクデブルクで食らった大罪武装ロイズモイ・オプロ〝飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジア〟。その再現よ」

　高速で、こちらは喜美のいる足あし場ばに届く。その中で、彼女は、こちらに手を差し伸べた。

「良かったわね。もう、二度とあんな事は起きないわ。──アンタが自分で証明したのよ。

　高速の、防ぼう御ぎよ主体で凌しのぐようなものではない、攻め気の中、浅間クラスの射撃手しゆが不ふ意い打うちしたって、もうアンタには通じない」

　さあ、と喜美が、届くこちらの手を取った。

　引き寄せられ、浅く抱かれて、

「最後の試験よ」

「それは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と喜美が言い、こちらの背を押した。

「諦あきらめをアンタに返すわ」

　言われた瞬しゆん間かんだ。二代は、押された背から、全ての速度が失われたのを悟さとった。

〝翔しよう翼よく〟が消える。だが、それは暴ぼう発はつではない。こちらが速度を落としたために、出力の支えを失い、無む効こう化かされたのだ。

　そうやって、緩い惰だ性せいを与えた上で、彼女は言った。

「──諦めないで」

　言葉と共に、二代は、宙に押し切られた。

　喜美が立つ足場。その縁ふちから、足場と足場の間。何もない宙へと。落下の放ほう物ぶつ線せんで、

「────」

　二代は、底の無い空へと、身を突き飛ばされたのだ。





●






　射撃用ようの弓、片かた椿つばきを収めていた浅間は、二代がゆっくりと落下していくのを見ていた。

　喜美が腰を曲げ、額ひたいに手を翳かざして二代の落ちを見下ろしている。

　その光こう景けいに、浅間は自然なものを感じ、

　……ああ、突き落としたんですね。

　ややあってから、

「え!?　ちょ、ちょっと！　落ちましたよ!!」

・金マル：『え？　マジ!?　御ご免めん、ちょっと失念してたかなあ。あはは』

「いや、どうにかしないと駄だ目めですよ！　あの、ほら、喜き美み!!」

　呼びかけた先、喜美は振り向かない。ただ彼女の後ろ姿すがたは、二ふた代よの落ちた先を見て、

「────」

　右手を強く握った。その瞬しゆん間かんだった。

「……!!」

　激げき音おんが響ひびいた。

　全ての答えとする、二代の位置音おんが、空に高鳴ったのだ。







[image: 第六十八章『階層内の展望者』]
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　二ふた代よは、緩やかな意識の醒さめを感じた。

　だが、この醒めは、目覚めるのとは何となく違うと、そんな事を二代は思った。どちらかと言えば疲労からの覚かく醒せい。過か酷こくな訓練を行い、気を失って、しかし身体からだが生きるために醒めるという、そんな醒め方だ。

　昔は、幾いく度どとなく、この〝目覚め〟を得ていた。父が桶おけで井い戸ど水をぶっかけて醒ます時もあれば、鹿か角づのの膝ひざ枕まくらの上で起きる事もあった。だが、どちらも、目が醒める時の感覚は、

　……く。

　痛い。

　この目覚めは、疲労が蓄ちく積せきして、もう、指先一つ動かす事も出来ない身体に対し、鼓こ動どうを入れ直すような覚醒だ。身体は地面に貼はり付いた状態に近い。筋肉よりも骨が先に動く錯さつ覚かくがあり、体中の筋肉が枯かれ枝のように軋きしみを上げる。

　水分も失われていて、目を動かすだけでも辛つらい。

　だが、そんな激げき痛つうの目覚めの後、いつも父や鹿角は、笑えみを見せてくれるのだ。

「よくやった」

　そう言ってくれる理由は明確だ。疲労してぶっ倒れ、意識を失うような訓練は、確実に成果を摑つかんでいるからだ。槍やりの技術、〝翔しよう翼よく〟の獲かく得とく、体たい術じゆつの発はつ揮きなど、夜よ通どおしどころか数日を掛けて身体に染しみ込ませ、疲労によって倒れる事で完成としていたのだから。だから、

「────」

　今、目を開けた先に見えるのは、何だろうか。

　誰だれだろうか。
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　浅あさ間まは、膝の上に乗せた二代の頭が動くのを感じた。

　ほどいた彼女の髪かみが緩く波打ち、開いた目が焦しよう点てんを望み、こちらを突き抜けて、

「────」

　空を見た。

　青の空。雲の薄い高空の空。そこを一いつ緒しよに見上げれば、

「起きたのね？　フフ、可愛かわいい花が咲いたというべきかしら、でも、それよりも何よりも、感心したわ、本ほん多だ・二代」

　喜き美みが、身を曲げて、二代の顔を覗のぞき込んでいく。そして彼女は、笑えみでこう言った。

「よくやったわ女おんな侍ざむらい。アンタ、こっちに上がって来れる人間だったのね」

　その言葉に、二代が息を深く吸った。彼女の背の動き、呼吸で堅くなる肩けん胛こう骨こつの間の締しまりは、浅あさ間まにある結果を見せてくれる。

　二ふた代よの目から、耳の方に、仰あお向むけの涙が落ちたのだ。

　不ふ意いの零こぼれは、浅間も最近得えたものだ。哀かなしいのか嬉うれしいのかは解わからないが、

　……感情が動いたんですよね。

　思うなり、二代が、右手で顔を隠かくした。彼女はそして、

「…………」

　乾いた声で告げられたのは〝忝かたじけない〟だろうか。

　解らないが、しかし、彼女は息を吸い直し、身を起こした。もうちょっと休んでいた方が身体からだにはいいと思うが、浅間は判はん断だんのためにも、右後ろに振り向いた。

「あの」

　そこにいたはずのヨシキが、いなくなっていた。

　何い時つの間に、と思う意味はない。彼女にとっては、二代に今いま教えるべき事は無くなったと、それだけなのだろう。

　二代が身を離す。意い外がいと小さな背と肩だと、浅間は思った。

　同時に、こちらの顔かお横よこに表示枠サインフレームが来た。そこに流れる文字は、

・ホラ子：『浅間様、二代様が奈な落らくの底に落ちたと聞きましたが』

・あさま：『あー、大だい丈じよう夫ぶです大丈夫です、上がって来ましたから。──というか、珍めずらしいですね、ホライゾンからこういう連れん絡らくって』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、通つう神しん環境を整えて頂きましたから。……それに、正直を言いますと、自じ動どう人形の判断能力ゆえ、不安と呼ぶべき〝否定の確かく率りつの存在と懸け念ねん〟は確かにあるのです』

　だから、と彼女は言った。

・ホラ子：『浅間様も、喜き美み様も、二代様も、店主様も、他ほか皆みな様、……否定のありませんように、御お願ねがい致します』

　Ｊｕｄ．、と応じたのは、自分だけではなかった。

　立ち上がり、前を見た二代が、了しよう承ちの言葉を告げていた。そして彼女は、

「応こたえるで御ご座ざるよ。──拙せつ者しやは、きっと今、上がってきたのだと」

　二代は、前を見ていた。

　喜美を横に置き、背を支えられながら、ずっと前を見ていた。

　有あり明あけの西にし縁ふちからここまで、百メートル程はある。二代が落ちた足あし場ばからだと、二百メートル弱といったところだろうか。

　その距離を、計るようにずっと見ている二代に、喜美が言った。

「憶おぼえてないの？　ひょっとして」

「な、何をで御座るか？」

「フフ、こりゃ、もう一回突つき落とした方がいいかしら」

　解わからないの？　と、喜き美みが二ふた代よの肩に身を寄せた。そして彼女は、先程まで自分達がいた足あし場ばからここまでを、指さした爪つめの先でなぞるようにし、

「アンタが、自分でここまで来たのよ。──上がってくるために、ね」
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　義よし康やすは、雪ゆき解どけの水が落ちる重じゆう層そうの街を歩きながら、ゆっくりと表示枠サインフレームを閉じた。

　武蔵むさしにて臨りん時じ生徒総そう会かいが終わり、副長と総そう長ちよう姉の訓練も終了したとの事だ。

　先せん輩ぱい格かくと、そう言っていい連れん中ちゆうが、何らかの結果を出していく。それに対し、

　……くそ。

　何が〝くそ〟なのか、よく解らない。ただ、不明な、自分に対する怒りのようなものが心にあると思う。それは三み方かたヶ原はらの戦い以降にあったものだが、最上もがみに来て段々と大きくなり、

　……くそ。

　何だろうか。胸の奥底。腹の上のあたり。じんわりとした熱のようなものが、ずっと、消えぬ炭すみ火びのように、時とき折おり小さく光を発する。

　つかみ取って表おもてに出してしまいたいが、その一方で、触れれば危険だとも感じている。どうしたものかと、ただそれだけを疑問とすれば、

「クク、里さと見みの、……横の従じゆう士し殿どのが心配しておるぞえ？」

　言われ、自分の眉まゆと肩に力が入っている事に義康は気付いた。従士に振り向けば、

「大だい丈じよう夫ぶですか里見生徒会長、さっき貰もらった二つ目のカードが〝早朝アサヅゲール〟とか、ゲール人モデルのオリジコモンだったのがショックなら、自分が引いたケルト人モデルの〝三分アサヅケルト〟と交換しますか？　こっちは葉は物ものですし、アルトの紫し蘇そ色いろ出ましたし」

「いや、濁だく音おん多い方が強そうだからこっちでいい……」

「そうですか……。力になれずすいません。コモン系けいはこの前一気にトレードしちゃったんで、手元には練り物系しかないんですよね……」

　何か勘かん違ちがいがあるようだが、まあ、気分が変わったのも確かだと、義康は息を入れる。すると先を行く義よし光あきが、振り返りの視し線せんを寄よ越こしていた。

「貴き様さまもまた、面めん倒どうなヤツよのう。燻くすぶりが、強くなっておるのであろう？」

　問われ、否定しても意味がない。だから、義康は頷うなずいた。

「こっちに来てから、ずっとだ」

「それは重ちよう畳じよう」

　義光が、ふと動いた。身軽に、彼女の身を半はん身みにして、こちらに扇せん子すを突き出す。その先せん端たんには、表示枠が乗っていた。

　映るのは武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの右う舷げん側、食堂だ。そこに今、

　……霧きり？　否、隠かくれ里ざとのステルスか。

　夏の午後に生じる筈はずもない、白いたゆたいが、食堂の周辺にて風を表現している。

　来ているのだ。奥おう州しゆう平ひら泉いずみの代表、藤ふじ原わら・泰やす衡ひらが。表ひよう示じされる画面にはテロップで〝副ふく会長、食事か怪かい奇き現げん象しようか。謎なぞの霧きり！〟とあるが、食事と怪奇現象を並へい列れつで語るな。

　何はともあれ、副会長達たちは泰衡との会談に入るのだろう。

　彼らは動いている。恐らくこれまでは、個別の動きばかりだった筈はずだ。しかし、この会議をもって、彼らは副会長を中心に動き出す、と、そう義康は思い、

　……否いな。実際には、副会長が中心ではないのだな。

　副会長が掲げたものも、支えも、全ては元々、馬鹿の示したものだ。

　義よし頼よりが、笑えと言った、あの馬鹿の示したものなのだ。
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　義よし康やすは思う。今の武蔵むさしにおいて、副会長が動きの先せん端たんにいるようには見える、と。

　だが、それを一番後うしろから、皆ごと全て支えているのは、あの馬鹿なのだろう。

　自分の記き憶おくをひっくり返してみても、あの馬鹿は、いつも笑っていたと、そう思う。

　有あり明あけ到とう着ちやく以降。馬鹿は、普ふ段だん通りでいた。態度も、する事も、いつも通りで、覗のぞきとかもしおったなあ……！　が、しかし、それはある一つの意味を持つ。

　……諦あきらめなかったし、焦あせらなかったのだ。

　人々は不安を抱いていたが、有明上じようの生活は忙しさゆえに密みつ度どのあるもので、いつもの騒ぎが起きていて、そして、諦める者がいなかった。自分達が敗はい戦せんした事も、失ったものがあるという事についても、馬鹿はただ笑っていた。

　いつも通りで、不安を作らなかった。だから、

「義よし光あき。……私の燻くすぶりは、何な故ぜ、今、ここで強くなっているのだと思う？」

　ああ、と狐きつねが笑えみを作る。彼女はこちらに対し、表示枠サインフレーム越しに視線を向け、

「──武蔵から離れたからであろう？」

　馬鹿な、と、一ひと昔むかし前まえだったら思っただろう。しかし、

「そうかもな」

　武蔵は、里さと見みとは違う。里見では、北ほう条じようや関かん東とう諸しよ勢せい力りよくとにらみ合い、食料の確かく保ほと武ぶ装そうの強化、そして自分達の存そん続ぞくに全て費ついやしていたのだ。しかし武蔵は、多た国こく間かんの大だい規き模ぼ貿ぼう易えきや、内部から発生する文化や技術があり、人も多い。何よりも、

「武蔵は平和だ」

「幸か不幸か、……無む能のう者ばかりが連続で選出された分もあろうの」

　Ｔｅｓテスタメント．と言って思うのは、無能ばかりが連続してトップにいたとするならば、

　……武蔵の、あの空気は、昔からなのか。

　今の馬鹿は、特とく殊しゆな部分もあるだろうが、今までと全く違うと言う訳わけではない。里見が小国存そん続ぞくのために特とつ化かしていたように、武蔵むさしは昔から、諦あきらめ、焦あせりも知らず、しかし、ただ、

「なあ、義よし光あき。抵抗の意志は、誰だれにでもあり、消えないものだと、そう思うか？」

「奥おう州しゆうに住む者ならば当然のように頷うなずくだけぞえ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と義よし康やすも首を下に振った。

　解わかったと、今、そう思える事がある。

　義よし頼よりの事だ。
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　義頼。彼にとって、武蔵とは、里さと見みと同どう様ように、諦めぬ場所であったろう。そして平和で、焦らず、いい場所だった。だが、それだけだったら、そこで終わりだ。何しろ里見は、平和ではなく、常に動きの求められる土地だ。武蔵に憧あこがれていては滅びるしかないのだ。

　しかし、馬鹿が、武蔵を動かしてしまった。

　知ってか知らずか、馬鹿は抵抗を叫び、失われる運命を否定した。だが馬鹿は馬鹿のままで、平和で、焦らず、他の者達の助けをもって抵抗を始めた。

　義頼が、里見への羽は柴しばの侵しん攻こうが近い事を予期していたのか、義康には解らない。だが、いずれ必ず来るそれは、武蔵の運命が、天下を分ける激げき戦せんに向かう事を示していた。

　そうなったら、武蔵が平和ではなくなり、焦る場になるかもしれない。

　……だから、だ。

　だから、笑えと言った。何があっても、笑えと言った。

　そして馬鹿は、その通りにしていた。武蔵の最大の危き難なんとも言える敗戦と、今までを、いつも通りで過ごしてしまった。そして武蔵副会長の言う通りなら、今後、最大の危き機きは無い。

　最大の敗戦。その戦後を、馬鹿は、義頼に言われた通り、笑って過ごしてしまった。

　ならば、もう、ずっと義頼の言った通りだ。

「くそ」

　卑ひ怯きようじゃないか、と誰にともなく、義康は思った。

　男同どう士しということか。それとも国を預かった者同士ということか。自分が泣いて燻くすぶるしか出来なかった中で、義頼と馬鹿はお互いの望む最さい適てきを確かに送り、受け取った。

　自分は何も解っていない。

　義康は、腰の村むら雨さめ丸まるに手を触れた。柄つかは動かない。刃やいばは抜けない。自分は何も解っていないのだ。だから、抜けない。当然の事だ。そしてもはや義頼はいない。姉もいない。里見も、避ひ難なんした人々は水み戸とや他に住まい、自分の下にはいない。ならば、

「──私は、身み軽がるなのだな」

「そんな、里見生徒会長、自分を卑ひ下げしなくても」

　どういう意味だ。

　ただ、軽くなった分、これからいろいろ抱えていけばいいのかと、そう思えた。良いか悪いかの判はん断だんは、いずれ村むら雨さめ丸まると八やつ房ふさが行ってくれるだろう。今、自分は、自分のなすべきをやっていけばいいのだ。

　では、と義よし康やすは思った。里さと見みの私が馬鹿の国の住人となった時、そこで馬鹿の笑いを止めぬために出来る役目とは何だ、と。今、確かにあるものとしては、

「今夜の会議、楽しみにしているぞ」

「ああ、会場はそこぞえ。──どうじゃ」

　指し示される行き先。そこでは重じゆう層そうの街が途と切ぎれていた。大きな庇ひさしの下には、やはり大型の木造リフトがあり、その行く先、遙か下方の雪の地面は、大きく円形に抉えぐれていた。

「伊だ達て、最上もがみの暫ざん定てい国こつ境きように掛かる〝大おお椀わん〟。直径約十キロ、地下四キロ。賢鉱石オレイ・メタロの大だい産地であり──」

　それは、

「元々、ここにノヴゴロドの母ぼ体たいがあったと言われている。この巨大な場所、月の晩には見み物ものぞえ？　それを見ながら、夏祭りと行こうかえ」
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　アデーレは、義よし光あきが示す広大な椀わん穴あなを見た。

　直径にして、それは武蔵に慣れたアデーレが見ても、

「おお……」

　広大な白の窪くぼみだ。影は

　……何カップですかねえ……。

　大事なのはアンダーとトップの関係だ、と、そんな事を思いながら、しかしアデーレは、

「あれ？　ノヴゴロドは、重じゆう奏そう神しん州しゆうの方で生まれた都市ですよね……？」

「そうだえ？　……だから言うたであろう？　ここにあったのは〝母体〟だ、と」

　クク、と狐きつねが喉のどで笑った。

「重奏神州の出来る以前、奥おう州しゆうで何があったか知らぬ訳わけでもなかろう？　そして奥州の古き者達、……純じゆん系けい長ちよう寿じゆ族ぞくの連れん中ちゆうが、今、どんな生活をしておるか、知らぬ訳でもなかろう？」

　確かに、アデーレは見たことがある。そして横に立つ義康が、頷うなずいた。

「……平ひら泉いずみの連中は、地上側に里を持ちつつ、航こう空くう艦かんを都市のように使っている。それが元々、ここから浮ふ上じようした〝母体〟の風ふう習しゆうだと言うのか？」
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「──そうですな。最上、伊達の間あたりが、黎れい明めいの時代における激げき戦せんの場所であり、その後の北ほつ方ぽう統とう治ちが行われた場所だったのですよ」

　正まさ純ずみは、広い場所で泰やす衡ひらと向き合っていた。

　校舎横よこにある大だい食堂だ。今は会議用として人がおらず、テーブルが幾いくつも並ぶ広い閉へい鎖さ空間となっている。窓や出入り口に指し向こう性つきの防ぼう護ご術じゆつ式しきを掛けておけば、

「フフ、一ひと息いきにいいわね。仕方ないわ。私もちょっと欲しいし、適当に作ってあげる」

　葵あおい姉あねが、髪かみに巻いた術じゆつ布ふを三さん角かく巾きんとして巻き直し、厨ちゆう房ぼうに入る。調理師しとも面めん識しきがあるのか、調理師免めん許きよの表示枠サインフレームを掲げただけで食しよく材ざい置き場を指さされていた。

　ここが開いていると、外の屋や台たいの賑にぎわいが弱くなるとも言うが、

　……食堂で食事だなどと、何と豪ごう勢せいな……。

　野や菜さい関係で大おお皿ざら料理が出たら神だな！　などと思いつつ、正純は横に浅あさ間まを置き、

・副会長：『里さと見み生徒会長、バルフェット、現げん場ばが見えているか』

・貧従士：『え？　あ、はい！　現場のアデーレ・バルフェットです！』

・義　　：『Ｊｕｄジヤツジ．、私の表示枠の追加加か護ごで画が像ぞうを撮さつ影えいして送る。武ぶ神しんで偵てい察さつに出たときなどに使う物だ。低てい解かい像ぞう度どでも補ほ正せいが利く』

・九尾狐：『クク、検けん閲えつ許可出だしてるとは言え、他国の王の前でいい度ど胸きようぞえ』

・義　　：『お前に対してはこのくらいじゃないと馬鹿にされる』

　里見生徒会長の遣やり取りに浅あさ間まが微び笑しようしたのは、いい傾向という事か。

　そして送られてくる映えい像ぞうを、正純は表示枠の中で拡大。ツキノワに幾いく度どか首を傾かしげさせながら拡大の精せい度どを上げて貰もらい、泰衡にそれを見せる。

「……この、巨きよ大だいな丸まる穴あなが、貴女あなた達たちの先せん祖ぞが浮かべた土地か？」

「そうですな。……記録によると、戦中はそこに奥おう州しゆう陣じん営えいの基地があったそうで。そして戦後は、その基地と、そこにある流りゆう体たい関係の設備を制せい圧あつ軍ぐんが利用したとか」

　泰衡の物もの言いいに、正純は首を傾げた。妙みようだな、と思いを動かし、問うてみる。

「長ちよう寿じゆ族ぞくの貴女にしては、随ずい分ぶんと伝でん聞ぶんが多いな」

「長寿族とて不ふ老ろう不ふ死しではありません。私とて昔の事は口く伝でんですから伝聞が基礎ですぞ」

　ただ、と彼女は言った。

「制圧後ごから、当然、記録はしばらく途と絶だえておるのですな。……制圧軍側がわが、恭きよう順じゆんのために奥州の歴史を奥州側に取らせないようにしたと、そんな風ふうにも思えるのですが」

「神しん道とうで言うと、その時代は、世界の姿し勢せいをまとめる前の混こん沌とん期ですね。会議が幾いく度ども設けられ、非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進しん行こうが決まっていくまでの時期です」

　浅間が泰衡の言葉を直接受けず、ただあるがままを言う。その事に安あん堵どし、負ふ担たんを掛けているかと思えば、

・○べ屋：『アサマチ！　受けて立とうよ！　派は手でに行った方がお金になるよ！』

・あさま：『えーと、つまりそっちに向かって射うてばいいんでしょうか』

　元気で何よりだ。何よりだとも。ああそうさ。

　ともあれ正まさ純ずみは、泰やす衡ひらに対して右の掌てのひらを立てて見せた。

「ものの見方と解かい釈しやくは私には必要ない。……だが、非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進しん行こう後ごに、この土地を浮かべたと、そういう事なのか？」

「記録によれば、首しゆ肯こうですな。重じゆう奏そう世界の奥おう州しゆうは極ごつ寒かんの土地。……記録には、基地の返へん却きやくと浮ふ上じよう設備を設け、あの土地を重奏世界に行った者達の助けにしようと。

　──まあ、一説によれば、浮上設備も何も、元々は制せい圧あつ軍ぐんが臨りん時じの航こう空くう母ぼ艦かん戦せん力りよくを現場調ちよう達たつするために用意していたものだそうですが」

・●　画：『羽は柴しばの一いち夜や城じようみたいなものねえ』

・貧従士：『ですけど、あのー』

　何だ？　という間が、表示枠サインフレームに生まれた。そして、三つほど呼吸をした後、

・貧従士：『……何で、奥州の人達の育はぐくんだＺ＋＋＋カップがノヴゴロドに？　この土地は奥州ですけど、ノヴゴロドは近きん畿き方面、かなり西ですよね？』

・義　　：『奥州人じんの判はん断だん理由は解わかる。──源げん平ぺい時代への準備だな？』

「その通り。里さと見みの生徒会長はよく知っておられる」

　と、泰衡が頷うなずいた。

「我ら源げん氏じ側の宿しゆく敵てきとなった平へい家け。その母ぼ体たいの平へい氏しが生まれるのは、８２５年。──聖せい譜ふにはその百年前、７２５年の段階から、傍ぼう論ろん含みですが、〝いずれ、奥州や関かん東とうに残っていた者達が大だい戦せん争そうをする〟ことは予期されておったのですな。

　それをどのような争いにするのか、解釈とするのか、決断のためにも、私達の祖そ先せんは北方の土地から奥州に戻るかどうかの選択をしなければなりませんでしたが……」

　泰衡が、小さく笑った。そして、

「さて、どうしたと思いますかな？」

　問いかけ、彼女が笑えみで黙だまった。だからそのまま、三秒経たってから、正純は言った。

「えっ？」
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・あさま：『──いきなりクイズの時間です！　クイズ！　神しん道とうや仏ぶつ道どうも謎なぞ掛かけ好きですよね！　私も去年、白しら砂さご系けいの神道クイズ番組〝ぴったし神かん神かん〟で司し会かい補助やりましたし！』

・煙草女：『あれ、機き関かん部ぶでも休きゆう憩けい中に見てたけどさ、神様ネタだからって、外れると神しん罰ばつ再現ってのはどうさね。〝荷物背せ負おって川流れ〟とか〝ジャンプで股また割さき〟とか〝尻しりに箸はし〟とか〝塩しお揉もみ〟とか、レアな神罰が見られて面白かったけどさ』

・銀　狼：『極きよく東とうそういうの好きですわよね……。でもまあ、私もこっち来た時、初めて見続けた番組は〝クイズ・エグザゴン〟の極東版ばんでしたけど』

・副会長：『……お前ら、泰衡の問いかけへの答えが解らないの、そうやって遠とお回まわしに回かい避ひしようとしてないか？』

・賢姉様：『やあねえ、私何も言ってないわよ。お馬鹿さん』

・副会長：『そういう意味じゃないんだよ……！』
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　しまった、と正まさ純ずみは、泰やす衡ひらの笑えみを見て思った。

・俺　　：『セージュン！　今こそお前が思っている〝面白いネタ〟を言う時だぜ!!』

・副会長：『はあ？　とっときは無む茶ちや苦く茶ちや笑えるからもっと大事な時に決まってんだろ』

・約全員：『危険な事考えてないですぐ使え!!』

　それは出来ん相談だ……！　と内ない心しんで正純が思っても、どうしようもない。

　正面の笑みは動かないままだし、つまり相当に試されている。この、泰衡の平へい然ぜんを、ずっと平然のままに出来ている内はいい。しかしこれが崩くずれたら危険だ。何な故ぜなら、

　……さっき、大おお久く保ぼに言った「各国の協力」「末まつ世せ解決への進行」が無くなるからなあ。

　どうしたものかと思い、正純は、一応、外交の一いつ環かんとして問うてみる事にした。

「貴女あなたの祖そ先せんが、源げん平ぺい合がつ戦せんの始まりを知って、重じゆう奏そう世界の奥おう州しゆうでどうしようとしたか。……もし、こちらが解わかってなかったらどうする？」

「昨夜から今まで、調べる暇ひまはあった筈はずですなあ」

　……赦ゆるしは一切無ない気がするなー。

　横、浅あさ間まが急ぎ、ハナミを背後に隠かくして検けん索さくをさせている。一種のカンニングだよな、と思う一方で、しかし、泰衡は息を吸った。

「成なる程ほど、昨夜にコンセンサスをとった訳わけですが、やはり短たん命めいの方々は現実主義ですな。こちらの過去の部分まで、なかなか踏み込んで頂け──」

　ない、と言葉が続くところだった。が、しかし、

「は？　まだ回かい答とう時間はあるんだろ？」

　声が来た。

「──奥州の長ちよう寿じゆ族ぞくが八世紀～九世紀に重奏世界のシベリアでどうしたか、って？

　そんなの決まってるじゃないか」

　不ふ意いの声だ。それが、背後にある食堂の正面玄げん関かんから響ひびいた。

　振り向いた視線の先、歩いてくるのは夏なつ服ふく姿すがたの少年だ。彼は眼鏡めがねをかけ直し、

「ノヴゴロドの前身が出来たのは８５４年前後。それが蛮ばん族ぞくに占せん領りようされ、逆にまとまって都市化するのが８６２年。──そして、極きよく東とう側では、平へい氏しの発生が８２５年だ。

　つまり、こういう事だ。

　東とう方ほうシベリア近きん辺ぺんの開かい拓たくは軌き道どうに乗っていたが、西せい方ほう側が上う手まく行ってなかった。

　だから、奥州の長寿族達は、８２５年ねん頃ごろに浮ふ上じよう都市を露西亜ロシア西方にノヴゴロドとして移い譲じようし、自分達は航こう空くう艦かん隊たいを用いて奥おう州しゆうへと戻って来たんだろう。

　そして西方では、受け取った浮ふ上じよう都市を改造。８６２年にそれがノヴゴロドとなり、以降の開かい拓たくを支えていく事になる……。

　どうだい？　奥州の長ちよう寿じゆ族ぞく達は、やはり、浪ろ漫まんを追ってこの極きよく東とうに戻ってきたという訳わけだ。来たる源げん平ぺい合がつ戦せん。奥州が極東の覇は権けんに関わるという、光と闇やみの交こう錯さくする舞台へとね……」

　と、こちらの横でポージングを取った姿すがたがある。それは、自らが名乗るには、

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん、書しよ記き、トゥーサン・ネシンバラだ。──藤ふじ原わら・泰やす衡ひら公こう、サイン下さい。色しき紙しあります」
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・眼　鏡：『また君はそうやって公こう私し混こん同どうを……。あ、でも、ボクの分も頼むよ。術じゆつ式しき解かい除じよした分はちゃんと払って貰もらう』

・未熟者：『別に頼んでないから半額で頼む。あと、僕はこれから君が帰るまで家に戻らないつもりだ。いろいろ諦あきらめたからベッドの下のエロ草そう紙しは回かい収しゆうに出しておいてくれないか』

・●　画：『……何やってんの二人とも、そんなじゃ私が困るでしょうが』

・眼　鏡：『二作前の十二ページ目の右上大ゴマはもっとアップにした方がページ開いた時の驚きがあったと思うけど？』

・●　画：『下のコマで浅あさ間まの尻しりに繫つなげるから、顔のイメージ強くしたら駄だ目めよ』

・眼　鏡：『じゃあ、間を蔓つる草くさでつないだのは誘ゆう導どうと絡め取りのイメージか。納なつ得とくした』

・あさま：『あの！　何だか今、途と中ちゆうで私の名が！　名が！　──というかシェイクスピアさん、そんなすぐ帰っちゃっていいんですか!?　……勿もつ体たいない！』

・眼　鏡：『しつこいのを表おもてに出す人間は、ボク自体、嫌きらいでね。──でも大だい丈じよう夫ぶ、さっきベッド見てたら思い切り鼻はな血ぢ出しちゃって、毛もう布ふ汚よごしたから持って帰る。いいよね』

・約全員：『ひいいっ』
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　さて、と正まさ純ずみは、サインを貰って眺ながめているネシンバラを横に、泰衡を見た。

　携けい帯たい用ようの毛もう筆ひつセットを畳たたんでスカートに収めている彼女に対し、正純は問いかける。

「昨夜の話題の続きだ。……天あま津つ乞ごい神しん令れい教導院。その教導院は、何ど処こにあるんだ？　否、現げん存そんしているのか？」

　正純は、己おのれの問いかけに対し、泰衡が小さく笑うのを見た。

　長寿族の女性は、座り込んだ長身をもって問いかけてくる。

「義よし経つね公こうは何と？」

「それが何処いずこにあるかは知らん、と」

　でしょうなあ、と泰やす衡ひらが笑えみで言った。

「私の知る限りでも、それが何ど処こにあるかは解わかりませんものでな」

・賢姉様：『ハイ　知らない来たあ──ん！　折せつ角かく折角折角昨夜に浅あさ間まがマジになって質問答えたのに知らないとか、浅間、一発撃うち込んでやっていいわよ！　食らったらヤマトタケルの神しん道とう呪のろいで神道オカマになるようなヤツを撃ち込んでやんなさい！　ほら！』

・銀　狼：『あの、流石さすがにそんなイロモノ術じゆつ式しきはありませんでしょう？　ねえ智とも？』

・あさま：『え？　いや、その……、す、すいません……』

・銀　狼：『…………』

・金マル：『……つーか神道の方が奥おう州しゆうとかで消された土ど着ちやく神しんよりイロモノ多くない？』

・●　画：『そうね、まともな土着信しん仰こうに対し、イロモノを押しつけて戦争になったのよ』

　まさかなあ、と思いつつ、正まさ純ずみは問うてみる。

「泰衡公こう、……ふと思ったんだが、こっちの土着の信仰とは、どんなだ？」

　一いつ瞬しゆん考えて、泰衡が答えた。

「ええ、首くび塚づかとか環かん状じよう列れつ石せきとか全ぜん裸ら土ど偶ぐうを奉たてまつったり巨きよ石せき立たてたりとか、擬ぎ音おんで言うとオンバシラァ！　とか、すぐ山昇のぼってみたりとか奇き形けい大好きとか──」

・●　画：『単なる邪じや教きようじゃないの？』

・礼賛者：『アニミズム！　アニミズムですよ！　生命礼らい賛さんかなり近いですよアニミズム！』

・ウキー：『姉あね見みズムだと!?　観察記き録ろく主義か!?　ルネサンスだな!?』

　やかましいよお前ら。自分で振っておいて何だけど。

　ともあれ正純は、かつて義よし経つねが言っていた事を思い出し、考えた。

　……天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんがどこにあるか、解らない、か。

　その答えを思い、ふと、正純は一つのことに気付いた。質問の仕方が違ったのだと。

「泰衡、一つ聞き直そう」

　作り替えの疑問を、正純は口にした。

「──天津乞神令教導院とは、実在したのか？」
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「なかなか鋭い」

　と、泰衡は身を仰のけ反ぞらせながら言った。

　義経公が随ずい分ぶんと言葉を与えたものだと思ったが、何となく解る気もする。このジャンル男だん装そう政治担当者には、一つのセンスがあるのだ。

　……〝疑い〟ですなあ。

　疑ぎ念ねんではない。

　物事に対し、自分の中でそのあり方を決めつけていないという事だ。

　何もかもが、〝在る〟のだが、彼女はその〝在り方〟を定かとしていない。

　何もかもが、〝結果を生む〟が、その〝結果の善ぜん悪あく〟を定かとしていない。

　自分の中で、〝在り方〟も〝善悪〟も決めつけていないのだ。

　だから昨夜、奥おう州しゆうの過去を知っても、意味を理解した上で、しかし必要以上の驚きも、罪ざい悪あく感かんも無い。

　先ほど、こちらの土ど着ちやく信しん仰こうについて聞いてきたが、その行為自じ体たいが驚きだ。

　それは、こちらの過去が〝在る〟事や、それが生んだ〝結果〟を認めた上で、無む視ししないという事だからだ。どう在るべきかや、善悪を考えたならば、奥州の過去についてなどは、神しん道とうがそうしているように、無視し、隠かくしてしまう方が楽だろうに。

　それなのに、

　……無む造ぞう作さに、昔の経けい歴れきを聞くように聞いてきて。

「──っ」

　泰衡は身を起こす。そして今度は前に身を倒し、武蔵むさしの副会長を視し界かいの中央に捉とらえる。息を入れ直し、自分の感情をリセットする。

　参ったものだ。随ずい分ぶんと自分は甘くなったものですぞ義よし経つね公こう、と、そんな事を泰衡は思う。いろいろな情報を義経公が付与したのは、彼女のいつもの気まぐれかと思えば、

　……義経公、貴女あなたは、人については、確実に気まぐれを得ない。

「なあ」

　不ふ意いに声がした。正面、武蔵副ふく会長が、肩の力を抜いて、こう言ったのだ。

「末まつ世せ解決。そのヒントとなるかもしれない天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんについて、聞かせてくれ。

　……それは、一いつ体たい何だったのだ」

　武蔵副会長の言葉に、泰衡は内ない心しんで苦く笑しようした。

　こちらがいろいろと彼女を評しているのに、本人は全く気にせず、自分の欲するところをどんどん摘つまんでくる。

　驚くほどに貪どん欲よくだ。

　だから、そうですなあ、と泰衡は言った。致いたし方かたないと、そう思いながら、

「私の調べる限りでは、──それは、非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進しん行こうが始まった後、各地に作られた初期教導院の基き本ほん名称だったのではないかと」

　つまり、

「極きよく東とうの各地に作られた無む数すうの教導院。その名前を〝天津乞神令教導院〟と言った。

　そういう事なのだと考えております」
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　……そーなのか。

　拍ひよう子し抜ぬけ、という言葉を正まさ純ずみは思った。今、泰やす衡ひらが言った事は、義よし経つねも言っていた事だ。初期の教きよう導どう院いんをそう呼んだ、と。

　だが、

　……あれ？

　変だ、と、正純は思った。

　ふと、確かく認にんのために浅あさ間まを見ると、浅間も頷うなずきを返してくれる。更さらには、奥のミトツダイラも出し、厨ちゆう房ぼうの葵あおい姉あねもオッパイを持ち上げ──、意味解わからないだろ！　無む視しする。

「ええと泰衡。少し確かく認にんさせてくれ。天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんの役目だが……」

「ええ、天津乞──、天は雨に通じるがゆえ、未み開かい地ちを始めとする、生き抜くための雨あま乞ごいを代表とした技ぎ術じゆつ開発の場でしょうな。無む論ろん、天津であり神令……、つまり、神が命じると言うならば、帝みかどの命令で建てたという事になりましょう」

「だったら、いいか？　ええと、浅間」

　正純は、浅間を改めて見た。

　促うながしの会え釈しやくを送ると、浅間は息を吸い、泰衡に視線を向けて疑問を作った。

「ならば、何な故ぜ、神道側がわに、その教導院の記録が残っていないのですか？　帝が作ったもの。雨乞いや技術開発となれば神しん道とうの領りよう域いきです。それが……、何故？」

　そうだよな、という思いを、正純は皆の頷きで共有する。

　応じるように、泰衡も首を下に振った。だが、

「詳しよう細さいはこちらにも解わかりませんのですぞ。何しろ、その教導院はほとんど現げん存そんしておりませんものでな」

「何故？」

　という問いかけに、泰衡が手を振った。彼女の手元に出るのは、極きよく東とうの概がい要よう図ずだ。その上に幾いくつも、赤い点が描かれ、

「ちと、いいですかな？」

　指先でトスされてきた三十センチ四し方ほうの極東概要図を、正純は皆で見た。浅間が急ぎ、会談を聞いてる他の者達にも通神帯ネツトで送るその内容は、

「地面に置かれた赤い点は、私が、そこに天津乞神令教導院があったのではないか、と予測している場所です」

　数は多い。雄ゆうに五十を超えるだろう。

　……しかし何故、これだけあったものが、残っていない？

　その疑問に答える声は、思わぬ所から来た。

・ベ　ル：『これ……』

　鈴すずだ。首を傾ける間を持ちながらも、彼女はこう言った。

・ベ　ル：『重じゆう奏そう領りよう域いき……？』
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　浅あさ間まは、急ぎ武蔵むさしの浅あさ間ま神社の情報帯ネツトに自分の表示枠サインフレームを接続した。

　ハナミを呼び出して防護プロテクトを開けさせ、武蔵の基本航こう路ろなどから重じゆう奏そう領りよう域いきの位置を見る。

『拍はく手しゆ──！』

　有あり難がとう、と頷うなずき、泰やす衡ひらの出してきた概がい要よう図ずを重ねると、赤の点は確かに、

　……一致……！

　赤点が、全て重奏領域に重なっている。

　勿もち論ろん、重奏領域の方が数は多く、赤点を含んでいないものが多い。だが、赤の点は、全て、重奏領域に重なっていた。

　これはどういうことかと、浅間が思った時だ。ふと、浅間は赤の点の規則性に気付いた。赤の点はどれも密みつ集しゆうしておらず、極きよく東とうの島を、奥おう州しゆう北ほく端たんから九きゆう州しゆう先端まで、大だい体たい三さん列れつほどの定期ポイントとして置かれていたのだ。更さらにはこれは、

「神しん道とうで言う、地ち脈みやくの分かれ目や、溜たまりです……」

　かつては、神社が置いてあったとされる場所も多い。今や重奏領域によって潰つぶされてはいるが、確かに赤点があるのは地脈の拠きよ点てんばかりだ。だとすると、

「天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんとは、……地脈を扱う場所だったということですね？」

　それは、

「こちらの世界、現げん世せの神しん州しゆうと、重奏世界の重奏神州を結んでいた〝門〟です」

　赤の点は、海の上にもあった。そして重奏領域も、やはり重なっている。

「恐らく、天津乞神令教導院の役目とは、〝門〟の管理でしょう。それは長い間続き、やがて管理を任された土地の権力者や時代の流れによって、神社や城に変わっていった筈はずです。

　そして、……重奏統とう合ごう争そう乱らんの時、〝門〟を基礎に落ちてきた重奏空間に潰つぶされたんでしょう」

　今でも、その〝門〟は残っている。

「多くは地脈に溶けてしまい、神かみ隠かくしや縮しゆく地ちの原因になったりもしてますが、メジャーなものとしては、九州西部と蝦え夷ぞの東を結ぶ三世西班牙トレス・エスパニア管理の〝門〟として残ってもいますね」

「そういうことですな。──その教導院は、歴史の初期にのみ使用され、極東上じようの環境や地脈の安定、時じ流りゆうによって別のものとなっていき、重奏世界崩ほう壊かいの際に潰つぶれて消えた。

　そう考えるのが良いでしょうな。ただ──」

「──ただ？」

　問いかけて、ふと、浅間は気付いた。

　……あ。泰やす衡ひらさんと謎解きに夢中になってますよ私。

　こちらと同じ気付きを、向かい合う泰衡も得たらしい。お互い、視線を窺うかがうように合わせて、ややあってから、

「…………」

　浅あさ間まは泰やす衡ひらと共に小さく笑い合った。

・●　画：『何!?　何この間ま！　何だか匂におうわ……！』

　やかましい。

　しかし、浅間は笑えみを無む理りに消す事はせず、こう思う。

　……お互いの立場の間にいろいろあっても、謎なぞ解ときは面白いですよね。

　向かい合い、お互いが前のめりになって情報交こう換かんをしてしまっていた。その事に気付いて、向こうが気付いた事にも気付けて、良かったと浅間は思う。

　だから浅間は、襟えり元もとをただしながらも、警けい戒かいは無くし、

「ただ、何でしょう？　泰衡さん」

「ええ、〝門〟の管理場所であった天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんは、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで失われました。

　しかし、可能性として、一カ所だけそれが現げん存そんしているかもしれません」

　その場所は、

「──ノヴゴロドです」
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　義よし康やすは、重じゆう層そうの街の断だん崖がいから、眼がん前ぜんに広がっている巨きよ大だいな椀わん穴あなを見た。白の雪と青の影に作られる椀は、長年の侵しん蝕しよくによってその縁ふちの形状を緩くしている。が、

「ここに、天津乞神令教導院があった、と？」

　可能性はある。奥おう州しゆうの基地であった場所は、地脈の集しゆう積せき地だったろう。そこに制せい圧あつ軍ぐんが来て、建たて前まえとしても平和の〝教導〟を行ったならば、

「……ここにあった天津乞神令教導院は、最さい古この教導院となるな」

　横にいて、いつの間にか三枚目のウエハースを食べている従じゆう士しも頷うなずいた。

「ここにあって、重奏世界側がわに移動して、浮ふ上じよう都市として、英国イギリスみたいに崩ほう壊かいを逃のがれ切ったというところですかねー……」

　従士は、街の端はしであるテラスの手て摺すりからこちらを見た。

「あ、どうぞ。当たりを引くのが我が使命だと思って意い地じ引ひきしました」

「明石あかし・全たけ登のりか……。名前一いつ発ぱつで読めないよな……」

　スーパーレアなのは本当にどういう基準なんだろうか。だが、横に立っている義よし光あきが、己おのれの顔を指さしているのは、

「お前も名前が読みにくいよな……。まさか、お前も」

「レア３ぞえ？　貴き様さまはレア１だがな」

「誰だれだ勝かつ手てにネタにしてるのは!!」

「IZUMOですねえ」

　菓か子しの袋ふくろを見て、従じゆう士しが呟つぶやく。そして、従士は義よし光あきに、

「義光さん、ノヴゴロドが天あま津つナンタラって知ってました？」

「私が知ってる訳わけなかろ？　平ひら泉いずみの泰やす衡ひらも、源げん平ぺい前の出で戻もどり組が親ぞえ？　それに、……奥おう州しゆうの者達にとっては、自分達の土地にあった制せい圧あつ組ぐみの名残なごりは消しておきたいであろうしのう」

「じゃあ、ノヴゴロドに、天津ナンタラ院はもう無いってことですか？」

「それは私には解わからぬ事ぞえ？　ただ、ノヴゴロドは未いまだに浮いておるのよ。それは内部の流りゆう体たい駆く動どう系けいが生きているという事。……他、まあ、面白いものも後で見られようて」

「後で……？」

　義光が言っている意味は解らない。向こうは狐きつねだ。ここで答えるつもりはないらしい。ただ、彼女は、小さく笑えみを作り、

「まあ、楽しみにしておくとよかろ。一応は祭も行われるからのう」

　なあ、と義光が言った。身を引き、軽く滞たい空くう時間のあるステップを入れ、

「本来なら、それが駒こま姫ひめを送る祭となる筈はずだったのだがのう」

「送る……？」

「そうぞえ？　……聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、駒姫は羽は柴しば・秀ひで次つぐに嫁とつぎ、羽柴の怒りに触れた秀次と共に自じ害がいさせられるのよ。故ゆえに、我々はどうしようとしたか、解るかえ？」

　解る。否、解って当然だ。ここは聖せい連れんの意に沿わぬ奥おう州しゆう。抵抗の場所。そこで聖譜に従い死ねと言われたならば、

「解かい釈しやくで、逃がし、その死を切り抜けようとしたのだな……？」

「そうぞえ……？　先に駒姫を〝自害〟とし、最上もがみを出る事で、好きに生活させてやろうとしておったのよ。それも、似た運命を持つ、想おもい人と共にのう」

　え？　と反応したのは、従士だ。彼女は、眉まゆを上げ、

「想い人と共にって、……結婚とか？」

　義光は、目を伏せてから、口に笑みを置いた。そして彼女は言う。

「似た運命……、誰だれだか解るか？」

「……伊だ達て・小こ次じ郎ろうか」

　告げた言葉に、ややあってから、義光が頷うなずいた。そこには驚きも何もない。当然だと言うように、彼女は言葉を作った。

「昼の襲しゆう撃げきで映えい像ぞうを見たであろう？　──小次郎も、駒姫も、今は、羽は柴しばの下で共になっておるのよ」

　それも、

「かつて、皆で交わした約束の通りに、な」
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　影の場所は、やはり、影に満ち、しかしその中央に青の光を置いていた。

　空というものを、周囲を囲む水平の全ぜん域いきに見渡せる場所。聚じゆ楽らく第だい後部の大型展てん望ぼう台だいだ。

　霊れい体たいである駒こま姫ひめと秀ひで次つぐの、その身を保ほ護ごする寝台が置かれたここには、今もまた、少女が立ち、少年が眠る構こう図ずが生まれている。そして、

「昨夜から、眠りが随ずい分ぶんと深くなっていますね」

　懸け念ねんの声を作るのは、P.A.Oda五ご大だい頂ちようのナンバー２、丹に羽わだ。彼女はわずかに眉まゆを立てた顔で、脈みやく動どうの青い光を見ている。と、横の少女、駒姫が力の崩くずれた顔で、

「……大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか、小次……」

　と言いかけ、止める。言い換える言葉は、

「秀次様は、大丈夫なんでしょうか。昨夜から、全く動かないで……」

「解わからない、というのが私の見立てです。私がこちら、関かん東とうの担当を任されているのは──」

　彼女が見る視線の先、展望台から確かく認にん出来る南の空には、巨きよ大だいな長い影がある。

「私は、安土あづち城じようによる補ほ給きゆう役……、つまりは関東で補給物ぶつ資しを搭とう載さいし、上越露西亜スヴイエート・ルーシに侵しん攻こうする柴しば田た勢と、毛もう利り攻ぜめを行う羽は柴しばへの補給を行うつもりで来たのですけどね。

　……ただ、私の持っている技術の範はん疇ちゆうでもありますよ、これは」

　丹羽は視線を戻す。眠っている少年の上、そこには波は紋もんのような流りゆう体たい光こうの動きがある。

　青せい竜りゆうの出入り口となる流体の〝門〟だ。そこは今、明めい脈みやくを持っているが、しかし、昨日きのうに比べると小さく、光も弱い。

「青竜は昨夜の遣やり取りで随ずい分ぶんと消しよう耗もうしたのでしょう。急速な回復を必要とするために、秀次様の持つ内ない燃ねん拝気ブレスを食っているのです。走狗マウスが宿やど主ぬしを行こう使ししているのですね」

「止める方法は？」

「青竜を倒す事です。が、……それは危険です」

　何な故ぜならば、

「伊だ達てに入った間かん者じやの報告に拠よれば、伊達側には実体を持った青竜が出ています。

　対し、こちらに出ているのは霊体のような青竜です。恐らくは、秀次様と政まさ宗むね公こうの〝存在〟に等しい形を取っているのかと思われますが、秀次様は霊体で、青竜との接せつ続ぞく性せいが高い状態にあります。そこで青竜を破は壊かいしたら──」

「秀次様に影えい響きようが……？」

　丹羽は頷うなずいた。

「〝消える〟、のではなく、ダメージを受けて〝消される〟のですからね。憑ひよう依いした霊れいや、強く懐なついた走狗マウスを無む理りに引き剝はがせば、宿やど主ぬしに弊へい害がいが出るのと同じです。

　だから、可能ならば、伊だ達て側で青竜を倒して欲しいと思っています。向こうは実体ですから、倒したところで政まさ宗むね公こうへの反動は小さいでしょうから。そうすれば──」

　彼女は、頭上の波は紋もんに視線を寄せた。

「存在としては弱いこちらの青せい竜りゆうは、消えるか、残ざん滓しだけになる筈はずです」

「……でも、伊達側で、青竜を倒す事は出来るんでしょうか？」

「難しいでしょうね。昨夜の戦せん闘とうで、武ぶ神しん搭とう乗じよう者しやである第二特とく務むの鬼おに庭にわが重じゆう傷しようを負いました。無む論ろん、青竜も相当のダメージを負いましたが……」

　波紋は弱く、力無ない。それは、

「こちらの青竜が、向こうに行っている……、否、呼ばれているというべきですね。実体として破壊された向こうの修しゆう復ふくのために、流りゆう体たいの固まりであるこちらの青竜が伊達に呼ばれているのが現状でしょう」

　つまり、と丹に羽わは、宙に左右の人ひと差さし指ゆびを立て、片方に片方を寄せていった。

「こんな感じで、今、破は損そんした伊達の青竜の下へと、こちらの流体の青竜が重なりに行っています。だから、次は、政宗公の背後の〝門〟から、合ごう一いつした青竜が出現するでしょう」

「それは……」

　駒こま姫ひめは、首を傾かしげながらも、己おのれの言葉を作った。

「合一した青竜を伊達の下で倒し、政宗様のものとする、と？」

「そうでしょうね。伊達の副会長、片倉がよくもまあ仕込んだものだと思いますよ。彼には恐らく、青竜の出現プロセスが薄うす々うす解わかっていて、その確かく認にんのために、昨日きのうの有あり明あけ砲ほう撃げきに乗じて、政宗公を連れてきたのでしょう。

　そして、青竜が、流体と実体と、二つに分かれている事を確認したんです。政宗公には何も知らせず、青竜の登場によって不ふ調ちようを得る事まで計算の内として、ね」

　だけど、と彼女は秀次の眠る寝台に手を掛けた。

　直後、掛けた手の下から、火ひ花ばなにも似た青白い光が上がる。

「丹羽様……！」

　駒姫が、火花の余よ波はを浴び、立ち上がった耳を手で覆おおう。だが、丹羽は、跳ねた光を握るようにして潰つぶし、

「青竜は激げつ昂こうしてますよ。怒りでもない、悲しみでもない、──憤いきどおりです。

　伊達には、戦せん力りよくとして、今、副長しかいないようなものです。それでどうやって激昂した青竜を倒すのか」

　丹羽は、しかし、流体の光が零こばれる握り潰しの手を、眼がん前ぜんに掲げた。水のように、砂のように下っていく光を、ただ彼女は眺ながめ、向こうを透すかし、

「……青竜は、自分が何な故ぜいるのかも解わからず、自分が何をすべきかも解らない。ただ力だけがある事は解っていて、それを使わないと死ぬとでも思っているのでしょう。

　正まさしく、竜とはそういうものです。力を振るい暴あばれる事が目的の武ぶ装そうが青竜。青竜は思っていましょう、竜の本ほん質しつとしてそれは正しく、しかし、そんな風ふうにしか生きていけない自分を、どうして人は認めてくれないのか。止めようとするのか。これは──」

　丹に羽わは、秀ひで次つぐを見ながら、こう言った。

「襲しゆう名めいの運命を患わずらった、望まず者達のようです」

「────」

　駒こま姫ひめの無む言ごんに、丹羽は応じない。ただ彼女は、表示枠インシヤ・コトブを展開し、時刻を確かく認にんした。現在は午後四時三十二分。丹羽は駒姫に軽く頭を下げ、

「……有あり明あけから、ステルス状態の艦かん群ぐんが去ったと聞いています。おそらくは奥おう州しゆう、平ひら泉いずみの者達が協きよう働どうの話し合いを終えたのでしょう」

「武蔵が、奥州勢ぜいを味方につけつつある、と？」

「三さん国ごくは、五時から外がい交こう官かんを招いたパーティを開き、七時から会議に入るそうです。その結果次し第だいでは、この聚じゆ楽らく第だいも、安土あづち城じようも、対抗や警告のために動く可能性があります」

「……覚かく悟ごの上です」

　駒姫が身を堅くして頷うなずくと、丹羽が微笑した。

「駒姫様、御お母かあ様さまを、無む理りに意識しようとせずに、いて下さい。戦せん場じようが生じるならば、それはここではなく、遙か移動した先になると思っていますので」

「……移動？」

　Shaja、と丹羽は頷うなずいた。

「有明から、ノヴゴロドまで、……ちょっとした旅行になりますね」
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「有明からノヴゴロドって、……どーいう単位の移動でしょうかね一体」

「穴あな山やまも嫌いや味みが止まらん状態かー」

　場所はアリアダスト教きよう導どう院いんの前、長い階段の下となる中央通りだ。

　臨りん時じ生徒総そう会かいの後にある三国会議は、極ごく秘ひ会議となるが、その遣やり取り自体は橋はし上うえで行うらしい。ゆえに橋きよう下かの通りは、副会長の成果待まちの場として縁えん日にち状態だ。

「……だけど、さっきの襲しゆう撃げき、あんなんで良かったのかねー？」

　Ｔｅｓテスタメント．、という声を、伊い佐さは聞いた。

「良好すぎますよ伊佐君。臨時生徒総会が終了すれば、副会長側と代表委員長側は和わ解かいし、情報交こう換かんを行う筈はずです。そうなると、介かい入にゆうしてきた柳生やぎゆうや風ふう紀き委員長の持つ情報から私達の襲撃が露ろ見けんしますからね。私達の存在を隠かくしていても、意味がないです」

　ゆ・え・に、と穴あな山やまが苦く笑しようした。

「現在、伊い佐さ君が作った人形やら何やらを武蔵むさしの警けい護ご隊や委員会が精せい査さしているでしょう。私達の学校の方にも、武蔵から抗こう議ぎなどが飛んでいる筈はずですが、ま、知らぬ存ぜぬで押し通すでしょうね。その間、各地の警けい備びなどはフルで稼か働どうせざるを得なくなりますが──」

「真さな田だの狙ねらいは〝要よう人じん暗あん殺さつ〟で、しかし、見せつけはしたものの、失敗した事になる訳わけだ」

　でも、と穴山が言った。

　気け配はいで、周囲の屋や台たいが開店の準備を始めたのを見渡し、

「しばらく、この空気を楽しんだら、動きましょうか。──由ゆ利り君や根ね津づ君にもそのように伝えておきます。動くべき時に動きますよ、とね」







[image: 第六十九章『舞踏会場の準備者達』]
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　正まさ純ずみは、浅あさ間まと共に夕刻の橋の上にいた。

　艦かん首しゆ側がわの下り階段の最さい上段。そこから下を見れば、臨りん時じ生徒総そう会かいのときと同どう様ように、やはり広場や通りには人の群があり、屋や台たいなどが明かりを灯ともしている。

　教きよう導どう院いんの校庭にもそういった流れが生まれていて、人ひと影かげがある。

　だが、橋の部分は通行止どめだ。

「これからの会議に備えないとな……」

　あと一時間もすれば、三さん国ごく会議。既すでに一部は会議前まえのパーティに参加している筈はずだった。

　パーティの段階で、会議自じ体たいは始まっている。英国イギリスでもそうだったが、政治の前の集つどいは、単に踊りや食事を楽しむ場ではない。各かく要よう人じん達たちは、会議の内容に自分達の担たん当とう用件を織り込もうとしたり、または外させようとして、示し唆さを繰り出してくる。本来は、こちらも応答で示唆を出し、〝根ね回まわし〟と言える工作をするのだが、

　……今回出ている皆は、専門の外がい交こう官かんや委員じゃないから、手順が違うな。

　ゆえに、まず、各国から得た根回しは、外交官が判はん断だんせず、暫ざん定てい議員である自分の父達に送る。父達はこれまでの外交を担になってきているだけあって、相手のことをよく知っている。だから、彼らの判断や、各委員の検けん討とうによる答えを外交官に送り、返答とするのだ。

　特に向むか井いがよく働いているらしい。彼女は子供のように見えるため、親切な相手は気き遣づかいを、ナメた相手はブラフを掛けてくる。それに対して、父達による応おう答とうを送るのは相手にとってギャップが酷ひどいものらしく、向井の報告にはどんどん権けん益えきが積み上がっていく。

　……向井がどう受け入れられるかという事と、父達の仕事が重なるとはな。

　手て厳きびしい父だ。向井の事も、相手の事も理解の上で、最さい大だい限げんの効果を得られるように冷静な対たい処しよをしているのだろう。
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「はああ!?　何!?　何だ貴き様さま！　むっちゃんの意見は全部こっちだと言ったろうが馬鹿者ものめが！　委員会!?　やるわけがなかろう！　全部こっちで組み立てる！　あと、通信先の産業委員長！　鈴すずさんとか呼んでいいのは一部の者達だけだ！　向井さんと呼ぶことも恐れ多い！　一字だけで、むっ様と呼ぶがいい！　解わかったか！　──あ！　御おん礼れいの通神文メールがむっちゃんから来たぞ！　正純の一言つきの神かみ文ぶん、見たい者は金と権益を積め！」

「ノブタン！　ノブタン！　こっち、アっちゃんの御ご意見は!?」

「君がやれコニタン……。昨夜の貢みつぎ物の褒ほう美びとしよう……」

「あの！　本多さん！　私の方に来てる忍にん者じやの通神文は──」

「すきにすればああああ？　おとこだしいいいいいいいいー！」

「ノブタン！　ノブタン！　オンオフの切り替えが見事ですぞ！」
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　父達も忙しいんだろうなあ、と正まさ純ずみは通神文メールの遣やり取りをしつつ思う。自分もしっかりせねば、と。だが、そうやって案あん件けんを見つつ、先の事を考えるのも自分の仕事だ。

・副会長：『外がい交こう官かん、これからの三さん国ごく会議について、疑問はあるか？』

・義　　：『一体、どのような話し合いになると思う？』

　漠ばく然ぜんとした問いかけだが、目的は既すでに見えている。だから、

・副会長：『私達の目的は何だ？　思い出して見ろ』

・俺　　：『戦争だっけ？』

・ホラ子：『ええ、世界征せい服ふくとホライゾンの感情戻もどしに快かい進しん撃げきの大だい戦争です』

・副会長：『おい、こら』

・賢姉様：『ククク、でも結局さっきの臨りん時じ生徒総そう会かいも戦争エンドでしょ？　煽あおった！　煽ったわよね！　また勝率アップよ！　各国はうちの副会長に恐れおののくがいいわ！』

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、出しゆつ航こうだ！　まで言ったしね』

・ベ　ル：『だ、大だい丈じよう夫ぶ、か、か、覚かく悟ご、出来て、る……』

・副会長：『待て待て待て貴き様さまら、私が言いたいのはそういう事じゃない！　もっと真ま面じ目めな事だぞ！』

・あずま：『真面目に大戦争をする時期になったという事だね……？』

・金マル：『今まで遊びで戦争してたみたいだけど、それでここまで来られたから凄すごいかな』

・傷有り：『あの、皆さん、正純様の戦争嗜し好こうは事件解かい決けつのためですので、否定されてしまうと私と点てん蔵ぞう様の事も……』

・●　画：『[image: ]この台詞せりふ、後ろの方になると頰ほおに手を当てて赤せき面めんだと私的には美お味いしいわ』

・十ＺＯ：『見ている……！　見ているで御ご座ざるな……！　何ど処こからで御座るか!?』

・貧従士：『……最近、カポー勢が隠かくしませんけど、戦争による焦しよう燥そう感かんですかね』

・銀　狼：『何を言ってますの皆様！　もう会議前まえですのよ!?』

　ミトツダイラが、一ひと息いき入るだけの声を作る。そして、

・銀　狼：『いいですの皆様、時間がありませんし、もう現げん場ばは動いてますのよ!?　しっかりしましょう。で、正純？　真面目に話しますと、どうやって戦争に持ち込みますの？』

・約全員：『最後に一番酷ひどいのが来たぞ!!』

・副会長：『くっそー……、貴様らの頭の中だと、私ってギャグ言って場を和なごませた後に戦争に持ち込む政治家というイメージだろ絶対』

・あさま：『何か！　何かズレがありますよ認にん識しきに！　大丈夫ですか正純！』

　酷い言われようだ。だが、ふと思ったのは、

　……いつも通りに、戻りつつあるのか。

　臨りん時じ生徒総そう会かいが、区切りだったように思う。

　自分のやった事を自じ賛さんするつもりはないが、

・副会長：『こういう空気は久し振りだな』

　何をすべきかは見えていて、余よ裕ゆうが見えてきたからこその、いつもの流れだ。自分がネタになっているのは本ほん意いではないが、いずれクロスユナイトや浅あさ間まに飛び火する。ああそうさ、そうともさ、見えているともさー。だが、

・ホラ子：『そうですね。久し振りです。──戦争も』

・副会長：『そうじゃないよ!!』

　言っておいて、ツキノワの首くび傾かしげを見ながら、正まさ純ずみは言葉を作る。

・副会長：『外がい交こうだ。……今、思し案あんしているものが提てい案あん出来れば、三国はこちらの味方についてくれると思う。そしてこれは、今後、他の国にも影えい響きようを与えるものになる。

　そういう考えが、今、あるんだ』

・義　　：『任せておけと、言う事か？』

・副会長：『そうでもない。……現場の交こう渉しようは、やはりお前達のものだ。私は目標と指し針しん、そしてアプローチを伝えるが、決め手はお前達となる』

　いいか、

・副会長：『何でもいい。外交官達、君らは武蔵や松まつ平だいらの損にならないよう、どんな手を使ってもいいから目的を果たして来い。今回の外交は、武蔵の今後どころか極きよく東とうの未来を決める。ここで勝って、羽は柴しばを倒しに行くぞ』

・●　画：『つまり、……この外交は、戦争だって事ね？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と言いそうになって正純は気付いた。ここで頷うなずくと〝最後が戦争〟になる、と。

　……危うく引っかけに掛かるところだった……！

　急ぎ別のことを言おうとして、思いつかない。だから、

・副会長：『いや、う、うん、違うなあ、それは違うなあ、ああ、ははは、違うぞお』

・約全員：『──無む理りすんなよ!!』

　どういう意味だと思ったが、まあ、意味は伝わったろう。

・副会長：『会議までにプランは固める。途と中ちゆう、方針などを話す事もあると思うが、現げん場ばはいい時間を作っていてくれ』

　戦争の？　と聞かれるかと、正純はそう思った。すると、

・俺　　：『Ｊｕｄ．、──任せたから、任せとけ』

　あっさりと認められ、正純は、逆に言葉に詰まった。だから、正純はややあってから、

「……Ｊｕｄ．」

　とりあえず頷いておく。

　すると、下、通りの方から立たち花ばな夫妻が来た。二人は、それぞれの武ぶ装そうを手に提さげ、

「立花・宗むね茂しげ、立花・誾ぎん、臨りん時じ生徒総そう会かいに続き、今夜の護ご衛えい役として参りました」

　立花嫁よめが、階段下で足を止めて、夫を見送るように一礼する。

「そろそろ、宴うたげも始まりかと」
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　鈴すずは、踊っていた。

　踊りについては詳しくない。喜き美みに聞いてみたら、

・賢姉様：『音楽によるけど、二人で踊る時は相手の引く動きに合わせてれば大だい丈じよう夫ぶよ。失敗したら相手が下へ手ただっただけだから。浅あさ間まとか凄すごいのよ。──踏むわ圧あつ迫ぱくしてくるわで、バンドの時とか迂う闊かつにデュエット出来ないからミトツダイラと唄うたわせたりで』

・あさま：『馬鹿が感覚で喋しやべってますから、とりあえず芸げい能のう神しんによる初しよ心しん者しや向むきのステップ補ほ助じよ術じゆつを送っておきますね？』

　との事で、今、自分がヘッドホンのように着けている〝音おと鳴なりさん〟は、自分がどのようにステップするかを、先回りして教えてくれる。それは大人おとなの録音声ごえで、

『♪はい、それでは左足を前から左にまわ──やっぱ右で──、あ、はい、左、ひひひひだひだ左？　右でしたあオッケ！　オッケ！　次はみー左！　もう一ひと息いきですよお』

　逆をやって補ほ正せいすればいいというのは大体解わかった気がする。

　今は左さ腕わんを前に、右の腕を相手の左腕に回している。相手の左腰こしに二に刀とうがあることを考こう慮りよした、緩やかなダンスだ。相手は、

「政まさ宗むね、さん？」

「何だ？　向むか井い殿どの」

　線の細い声だ。無む理りに保っているのが解る程てい度どの揺れがある。勿もち論ろんそれは、親しい人や、自分のような知ち覚かくのある者に解る事だろう。外に対しては、

　……普ふ段だん通りに聞こえる、筈はず……。

　昨夜、政宗の事を教えてくれた成なる実みと義よし姫ひめが、その後において言っていたのだ。会議が始まる前の時間、近くにいる事になるだろうから、可能なだけ支えて欲しい、と。

　伊達の領りよう内ないも、まだ諸しよ家かが完全に落ち着いたとは言えず、この、奥おう州しゆうの今後を決める可能性が高い会議については、隙すきの無いようにしたいのだ。その手伝いを頼んでくるというのも妙みような話だが、こちらとしても会議前に言葉を交わしておきたいのは確かだ。

　しかし、最初の挨あい拶さつから手を取るまでに、聞いた言葉がこちらの身を震わせた。

　政宗は、こう言ったのだ。

「初めまして、武蔵むさし外がい交こう官かん。──弟の小こ次じ郎ろうも、何ど処こかに行っているようだが、後から来たら挨あい拶さつさせよう」

　実際に会うのは三度目だが、公おおやけの場で正式に出会うのは初めてだ。政まさ宗むねの弟、小次郎が亡くなった事も、対外的には伏せられた状態になっている。

　だから彼女の言う事は、噓うそではない。しかし、

　……本当に、そう思ってる口く調ちよう。

　青せい竜りゆうが来るごとに、政宗の記き憶おくは食われていく。義よし姫ひめはそう言った。

　自分と遭あった事も、政宗の弟、小こ次じ郎ろうが亡くなった事も、政宗の中には無くなっているのか、それとも封じられているのか、鈴すずには解わからない。

　だが、ウルキアガが小さい声で、

「姉あねキャラへの障しよう害がいか……。仕方ない、拙せつ僧そう、布ふ石せきも張ったし本気を出すとするか……」

　よく意味は解らないが、刺し激げきしてもいけない気がしたので了りよう承しようしておいた。

　ただ、政宗と言葉も意志も通じるのは確かだ。だから自分は話す。ただただ話す。

「あの、ね」

　話すのは得意な方ではない。

　目が見えている人は、きっと、自分の口から出た言葉が、相手に伝わる間に、その意味や形となっているかを見えているんじゃないかと、そんな事を思う。それは勘かん違ちがいだと浅あさ間まやネシンバラは笑ってくれるが、例えば二人の言葉は教科書を読んでいる時であっても、背を押してくれるような感覚や、情じよう景けいを思わせてくれる。

　……ネシンバラ君のはちょっとすぐにフとか言ったり悲ひ鳴めいが入ったり、いきなり身み振ぶり入れたり虚こ空くうを見つめたりで、よく解らない時あるけど……。

　概おおむね、間違いではない。だから、

「いろいろ、あったの」

「三み河かわから始まったと、そう聞いている」

　ん、と鈴は頷うなずいた。

　三河のこと。彼が告こく白はくをすると言って、皆が期待や心配をして、町の人ぐるみの前ぜん夜や祭さいとして、教きよう導どう院いんで肝きも試だめしのような事になって、浅間さんが矢をぶち込んで、

「それはまた勇ゆう敢かんだ」

　ここはとてもウケた。浅間さんには悪いけど。でも、話していて思い出したけど、最も早く三河で起きている異常に気付いたのは、番ばん屋やの爆ばく発はつ音に気付いた自分かもしれない。

　もう、三ヶ月近ちかくも前の事になる。

　そして時とき折おり、こちらが話に夢む中ちゆうになると、政宗は足を止めて話に付き合ってくれる。

　休んでいるのは解る。こちらに気け取どられないようにしているのも解る。背後で片かた倉くらや成なる実み達が安あん堵どの息を吐くのも解る。だから自分は話そうと思う。

「あのね」

　不安のようなものがある。政宗の事もだが、このダンスの直前に、正まさ純ずみから伊達だての方針について、予測が来ていたのだ。それは、

　……伊だ達て家けは、恐らく、政まさ宗むね抜ぬきでの国こつ交こうを行おうとする。
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　鈴すずは、こう思う。

　……政宗さんを、騙だます事になるのかな。

　政宗は、青せい竜りゆうの支配下にあるといっていい状態だ。この状態で国交を持っても、政治的な判はん断だんは不ふ備びが生じやすく、諸しよ家かに対しての気き遣づかいも多くなる。武蔵むさし側がわに有利な展開をされる可能性が高いならば、政宗抜ぬきで国交を持った方が安全だという、そんな考えの筈はずだと、正純は言っていた。

　どういう事かは解わからないけど、正純にはいろいろ見えているらしい。

　ならば自分はただ、

　……ん。いろいろ頑がん張ばる。

　と、内ない心しんで気合いを入れて言葉を重ねていきつつ、しかし、ふと、鈴は思った。

　今の政宗には、楽しい事や、語って晴れる思い出とか、そういうものがあるのだろうか。

　今は〝無い〟記き憶おくにも、そんなものがあったら、勿もつ体たいないな、と鈴は思う。

　……ウルキアガ君とか、どうなんだろう。

　姉あねキャラと言っていたから、政宗の事が気になっているんじゃないだろうか。

　だが、当のウルキアガは、成なる実みを相手に、

「馬鹿者！　そっちではない！　貴き様さまは何な故ぜに拙せつ僧そうの脚あしに触れたいのだ……!?」

「何言ってるの……？　貴方あなたがこちらの進しん路ろに踏み込んでくるだけでしょう？」

　ホールを、どう考えても〝高速移動〟という方法で回ったり、縫ぬっている。

　……うん。

　二人とも、結けつ構こう仲がいいんじゃないかな。
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　成実は、完全に戦せん闘とう中だった。

　動く事になるだろう、と余よ裕ゆうのある赤のドレスを自分で選んで着てきて良かった。皆が贈ってくれた細いスカートのものだと、ここまで派は手でに動けない。

　今いま行っているのは、手の取り合いと、足の置き位置の奪うばい合いだった。

　勝利のためにこちらが用いるのは、足あし捌さばきと、義ぎ腕わんの再さい射しや出しゆつも利用した両腕の打だ撃げき。

　向こうは、前腕の縁ふちと、肘ひじによる打撃だ。

　こちらは内から外に弾はじくのが主で、向こうは外から内に叩たたき込むのが主だ。動きとしてはこちらが有利だが、速度としては向こうが有利。そんな状況だった。

　手を取ろうとする。

　一応は舞ぶ踏とう会かいなのだ。手を取り、相手を引き寄せれば主しゆ導どう権けんを握った事になる。

　伊達だて家けの武ぶの代表として、武蔵むさしの第二特とく務むに負ける訳わけにはいかない。だが、

　……面めん倒どうね……。

　よく考えたら、踊りでの勝利とは、目の前にいるこの半はん竜りゆうを自分が抱き寄せるという事にならないだろうか。大体こんなデカブツ、どうやって抱き寄せろというのかしら。

　物理的に無む理りがある。

　……だけど。

　緩く身を回し、打だ撃げきを打ち、払い合い、捌さばき合う。手首に上から手が掛かれば、スナップを返して摑つかみにいき、肘ひじまでを取られ掛かってから、空あいた逆の手を用いて相手の動きを牽けん制せいする。

　時に身を揺らし、手を交こう叉さして、視線を塞ふさいだ下で指を取りに行こうとして、力任まかせに弾はじかれもする。

　そうね、と成なる実みは両者の動作が為なす風の中で、こう思った。この半竜は、異い端たん審しん問もん官かん志し望ぼうだったかしら、と。ならば、こう、手を取り、捕まえようとする技に長たけている筈はずだ。

　武に長けた副長と、縛ばくに長けた第二特務。その専門の技が使える状況でならば、双そう方ほうの差はどれだけあるのか。成実はそんな事を思いながら、攻こう撃げきを打ち合い、緩やかな、引いては押すような位置の取り合いを行い、

「…………」

　成実は、ふと思った。彼と手を取り合いながら、不ふ意いに気付いて、こう思った。彼がいれば、自分と二人で青せい竜りゆうを止められるのではないだろうか、と。

「────」

　目の前、俯うつむき視線で見る彼の足あし下もとは、緩やかにこちらを追い、そして引く。そんな動きを見ながら、成実は明確に思った。このくらいの戦せん力りよくが、自分の味方であればいいのに、と。

　不ふ転てん百足むかでを纏まとった自分と、ほぼ同サイズで、同レベルの機き動どう力りよく。力や硬さも問題ない。戦せん術じゆつ眼がんも確かにあり、こちらとの協きよう働どうにおいては、自分の役目を理解の上で動きもする。

　理想的なパートナーだ。しかし、

　……モロに、利用してるわよね、それ……。

　青竜を倒すだけの関係だ。無む論ろん、伊達としては、ここで武蔵に借りを作りたくない。昨夜の騒そう動どうだって、実際は充分な借りを作ったのと同じ事だ。記録に残せないようなものだからいいが、今後、青竜を封じる作戦上じようであったならば、彼の存在は武蔵の認にん可かと切り離せなくなる。

　傭よう兵へいとして雇やとうという事も考えたが、やはり第二特務クラスになれば、個人契けい約やくとはいかない。国家間かんの承しよう認にんが必要だ。

　ならば、あと、ある方法としては、

　……彼が、伊達に編へん入にゆうされる……。

　どうやって？

　否、やり方は簡単だ。転校してきて、国こく籍せきを変へん更こうすればいい。

　ただ、その場合、彼にとって、伊達だての何が魅み力りよくだろうか。

「……？」

　ふと、成なる実みは思った。政まさ宗むねの事を、だ。

　政宗は、姉あねキャラだ。

　だが、政宗はいけない。本気でいけない。政宗には今後の伊達を引っ張っていって貰もらわなければならないのだ。政宗にはしっかりして貰わないといけない。何しろ、自分は伊達を出ていく必要があり──、

　……え？

　成実は、こう思った。自分は、どうだろうか、と。
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　鈴すずは、不ふ意いに生まれ始めた動きを、知ち覚かくした。

　こちらと踊る政宗も、気付いたらしい。鈴は彼女と一いつ緒しよに、ホールの中央を見た。そこでは未いまだに高速の戦せん闘とうが行われていたが、

「あ……」

　二人の、足と身体からだの動きが違っていた。

　前後に、左右に、高速の力任まかせではなく、ゆっくりとした迷いのある動きが、ウルキアガと成実の両者の間に生うまれている。それも、どちらかと言えば、成実の方から作っているようだ。

　……迷ってる、の？

　だが、その動きは、まるで、

「踊っているようだ」

　政宗が、安あん堵どしたように、そう呟つぶやいた。
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　迎げい撃げきと攻こう撃げきの中で、成実は考えていた。

　自分が犠ぎ牲せいになって、伊達家を救うというのは、有りだろうか、と。

　この半はん竜りゆうはどうしようもないが、戦せん力りよくとして、対たい青せい竜りゆう戦せんのパートナーとして、相あい性しようがいい。それは副長の自分から見て、間違いはない。

　だが、性格などに、難なんがあるとしか言いようがない。

　何しろ、初しよ見けんは有あり明あけの上だったか、あの時、会うなりこちらが姉あねかどうかを聞いてきて、違うと言ったら立ち去ろうとした。

　二度目は航こう空くう艦かん・川かわ井い城じようの上だったが、こちらのスカートが風に煽あおられてめくれるのを見ているだけで、更さらには胸まで揉もまれた。

　三度目は、昨夜だ。非常時じだというのに、こちらに下着を渡し──

　……あら？

　成なる実みは気付いた。彼は、伊だ達てに実じつ害がいのあるような事をしていない、と。

　そうだ。

　初しよ見けんの際は、立ち去り際に「大変だな」と、理解を示されたし、二度目の時に胸を揉もまれたのは事故的なものだし、青せい竜りゆうに攻こう撃げきされた際にはこちらの命を救ってくれた。

　三度目だって、彼は、最初から青竜を倒すつもりでこちらに協力してくれた。

　彼は、ずっと、協力者だ。

　少なくとも、最初から、今まで、彼はずっとこちらを理解しようとして、害を為なさないようにしている。そして、協力をしてくれている。

　今のところ、彼のしてくれた事に、武蔵むさし側から何かを要求するという事もない。彼の協力は個人的なもので、誰だれかの命令によるものではないのだ。

　ならば、と成実は思った。どうしてかしら、とも。

　どうして自分は、この半はん竜りゆうと、敵てき対たい的な関係になっているのだろう。

　……副長だから。

　政宗を守らなければならないし、伊達の武ぶの代表として、意い地じを張らねばならない。

　だから、彼のような人を、見誤る。

　昨日きのうの昼、あのまま青竜と直ちよく撃げきしていたら、助からなかったろう。

　昨夜もそうだ。あのままだったら、事態を解かい決けつ出来ても、仙せん台だい城じようの被ひ害がいは酷ひどかった筈はずだ。

　今、頭を下げて、助力を願えば、彼は助けてくれるだろうか。

　助けてくれるだろう。

　それなのに何な故ぜ、自分は、今、こんな事をしている。こんな風ふうに敵対的な行動を取って、助けてくれる相手に対し、

「貰もらった……！」

　いきなりの声に、成実は身を震わせた。

　俯うつむいていたのが失敗だった。半竜は、足で踏み込むのではなく、その前ぜん腕わんでこちらの身を外から抱え込みに来たのだ。
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　鈴すずの知ち覚かくの中。ウルキアガが大きく動いていた。

　成実の、迷っていた身と心が、彼の腕に摑つかまれ、強ごう引いんに浮かされ、抱き留められたと、そう思った。だが、

「──え？」

　浮いた身が、下ろされる。

　ウルキアガは、成なる実みの身を捕とらえた後、真まっ直すぐ立たせるように置くと、片かた膝ひざをついていた。そして彼は一礼し、

「──拙せつ僧そう、踊りの清せい澄ちようなテンポについていけず、乱してしまった。伊達だて家け副長、そちらの身み振ぶりを崩くずしてしまって申もうし訳わけない」
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　成実は、跳ね上がった鼓こ動どうを抑えるのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　いきなり抱き寄せられ掛けた時、思い出したのは、昨日きのうの昼の事だ。あの時も、横からかっさらうように抱かれ、命を救われたのだ。

　今も、だ。

　気付いてみれば、自分の動きは随ずい分ぶんと乱れた、ハッキリしないものになっていた筈はずだ。

　迷い故ゆえ、と言うところだが、外から見れば、攻こう撃げきの交わし合いとしては不ふ出で来きなものだったろう。見ていて、踊りのようになっていたが、勝敗としては半竜側わがにあった筈だ。

　だから、彼は、自分から勝負を壊こわしてくれた。

　今、目の前に立ち上がり、一ひと息いきをつく半はん竜りゆうに、成実は問うていた。

「……どうしてかしら？」

　小さな声で問う自分は、狡ずるいと思う。だが、鼓動は跳ね上がり、答えを待っている。

　何と言って欲しいのか、自分にも解わからない。だけど、解ってしまった事があるのだ。

　この半竜は、馬鹿ではあるが、

　……絶対に、困こん難なんに当たる人を理解し、救ってくれる……。

　僧そう侶りよということなのか、それとも彼の性格なのかは解らない。だが、だからこそ、

「どうして、救ってくれるの？」

「姉あねキャラ攻こう略りやくのため、──と、そう言いたいところだがな」

　彼は、僅わずかに荒れた息のこちらを、首下から足先まで眺ながめ、こう言った。

「今回は、自分が好きなのを着てきたようだな。それなのに踊れず、ここにいる皆や政まさ宗むね達に自分を見せられないのは不ふ徳とくであろう」

「な……」

　何をいきなり言ってんの、という言葉は出なかった。彼が背を向け、壁かべ際ぎわの休きゆう憩けい所じよに一息を入れに行きながら、こう言ったのだ。

「──昨日のものよりも似に合あっているぞ。拙僧はいいと思う。伊達・成実」
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「いたちはパーティでさいじょうは祭かあ」

　廊下を行く女じよ装そうの呟つぶやきに、横に座る自じ動どう人形の姫ひめが、歩きながら肩を落とした。

「……ふう」

「こ、この女、上から目め線せんの上に溜ため息いきまでつけるようになりやがった！」

　まあまあ、と赤あか絨じゆう毯たんに足あし跡あとも付けずに歩く点てん蔵ぞうが、フォローに入る。

「とりあえず、これから上越露西亜スヴイエート・ルーシの総そう長ちよう兼けん生徒会長である上うえ杉すぎ・〝雷らい帝てい〟・景かげ勝かつ殿どのと会議となって、よう御ご座ざったかと。──トーリ殿、これ、上越露西亜の生徒会サイトに御座る。おそらく〝雷帝〟のイメージ軟なん化かのためか、景勝殿の下、植物園や動物達の世せ話わなども行われているようで御座るな」

　皆が見ると、画面の中、雷らい光こうの逆ぎやつ光こうに長身の魔ま神じんのシルエットが浮かんでいる。その足あし下もとには兎うさぎ達たちがいるが、

「……コレ、逆に恐きよう怖ふ政治が際だつだけではありませんの」

「顔とかよく見えないのがまた一いつ層そう煽あおるで御座るなあ……」

　と、皆から数歩離はなれて前にいた繁しげ長ながが、声を掛けた。

「真剣と崩くずれの差が激しい連れん中ちゆうであるな、貴き様さまら。……先ほど、うちの委員長達と行った挨あい拶さつ会かいでは、そこの女装は別として、確かにやっていたものかと思うが」

「おい、ハンチョー、俺おれの女装は確かだぞ！　折せつ衝しよう相手騙だませたろ!?」

「御お陰かげでうちの連中が落ち込んで、そちら有利に働いた気がするものであるがな!!」

　歯を剝むいて睨にらむ繁長に、点蔵がまあまあと手で制する。彼は、右の人ひと差さし指ゆびを立てて、

「まあ、折衝の現げん場ばから着替えさせて移動で御座るから、男装で御座るよ。大だい丈じよう夫ぶ、ある意味これ以上の異常事じ態たいは無いと思うで御座る」

「本当であろうなあ……」

　彼女は点蔵達に肩かた越ごしの視線を与え、

「とりあえず、粗そ相そうはするな。上越露西亜の総長、上杉・景勝様は、魔ま神じん族ぞくの中でも上位にある。貴様らの知る者では、人狼女王レーネ・デ・ガウルと比ひ肩けんするものである」

「術じゆつ式しき能力においては、遙かに超えている筈はずでは？」

　ミトツダイラの言葉に、繁長が苦く笑しようする。

「他国の事だ。単純な力では、そちらが上であると、立て返しておこうか。お互い異い族ぞくだが、──人類の恐きよう怖ふ心しんを糧かてに存在を強化、確立した人じん狼ろうと、我々のように神しん族ぞくから派は生せいして今の形けい質しつとなった魔神族では、得え手ても違うものであるな」

　と、繁長が言って、皆に背を向けた。

　そして彼女は行き先にあるもの。赤の装そう飾しよくが為なされた大おお扉とびらに向かって手を翳かざす。扉を守る重じゆう装そうの警けい備び員いんに対し、

「武蔵むさしからの来らい賓ひんをお連れしたものである。──通過を」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　扉とびらが開く。その向こうに広がる薄うす闇やみに対し、繁しげ長ながが踏み込んでいく。後から続く武蔵むさしの代表達も、それぞれが真まっ直すぐに、

「────」

　行く。







[image: 第七十章『閉じ場の賢者』]
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　点てん蔵ぞうは、そこに入る瞬しゆん間かんから、異い質しつを感じていた。

　……む？

　忍にん者じやとしての技能を積んでいる自分は、部屋に入るまでもなく、扉とびらから得られる熱や揺れ、空気の動きなどから、内ない部ぶ状況や人がいるかどうかを悟さとる事が可能だ。今回の場合は、扉が開いた事もあり、中の状況はすぐに把は握あく出来る。しかし、

「……？」

　扉の向こうに、薄うす暗ぐらい空間が見えるが、それ以上が解わからない。向こうからは、熱も、空気の揺れも来ない。まるで壁の中に入って行こうとするようだ。

　これは、と点蔵は思った。正まさ純ずみ殿が言っていた〝花園アヴアロン〟というものだろう、と。

　気付けば、横に並ぶメアリが、その身をこちらに近づけている。彼女にとっては、この仕し掛かけは既き知ちである筈はずだ。公おおやけの場所。手を繫つないだり、腕を組んで、というのはやめているが、こちらに身を近づけて来たのは、知る者ゆえの気き遣づかいだろう。

　だから点蔵は、彼女の手を取った。握るではなく、引くようにして、

「エスコートに御ご座ざるよ？」

　問いかけると、メアリが一いつ瞬しゆん驚いた顔をして、笑えみになった。

「御お願ねがい致します」

　言われ、点蔵は物もの怖おじ無く行った。壁に当たるような感覚を堪こらえ、入る。

　暖簾のれんをくぐる、というのに似た感かん触しよくがあった直後、視し界かいが明るくなった。

　……お。

　広い、石造りのホールだと、そう思った時だ。

　音が来た。パイプオルガンの重じゆう圧あつとも言える響ひびきが、正面から、背後から、そして上から、

「……!!」
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　浴びる、という音をミトツダイラは感じた。

　しかしこれだけ大きい音量で、雑ざつ音おんではない。その証しよう拠こに、メアリの周囲に、小さい流りゆう体たいの光が舞い始めている。

　精せい霊れいだ。

　音楽に釣つられて、音や大気の精霊が活性化している。精霊遣つかいのメアリがいるので、構って貰もらえると思ったのだろう。確かに彼女が微笑するだけで、喜びの流体光こうが強くなる。

　自分の周囲も同じだ。

　人じん狼ろうは精霊や神に近い存在。それも人間の恐きよう怖ふ心しんの具ぐ現げん化に近い。だからだろうか、自分の周囲では、精せい霊れいの流りゆう体たい光こうが、遠ざかり、または従うようにして、緩くたゆたうている。

　気付けば、己おのれの王も、だ。彼の場合は、その流体供きよう給きゆう術じゆつ式しき自体が反応し、空中にたなびくラインを幾いく本ほんも作っている。

　と、彼の向こうにいるホライゾンと、彼の背中を通して視線が合った。するとホライゾンは、気になるのか、彼の背を手で払うようにして、しかし流体のラインを捕とらえられない。

　あのラインの行方ゆくえは、誰だれが捕らえる事も出来ない。王だけが決められるものだ。

　そうですわね、とミトツダイラは思った。今、三み河かわから出て、戦いを経て、敗はい戦せんを過ごし、そして尚なお、新しい場所に王が来ているのだと。

「────」

　ミトツダイラは、身を一歩、前に出した。皆の先せん頭とうに立つのは騎き士しの役目だ。

　……ええ。こちらを見ている者達に物もの怖おじ無く行きませんと。

　左右の壁かべ際ぎわには、先ほど折せつ衝しようを行った委員会の代表や、自じ動どう人形達がいる。

　そして正面、赤い絨じゆう毯たんの壇だん上じようには、金色の椅い子すに座った、

　……あれが、上うえ杉すぎ・景かげ勝かつ。

　身長は一八〇センチ程ほどの細ほそ身み。左右の角つのと、青白い肌はだ、黄色い瞳ひとみが、白の髪かみの下にある。

　この極ごつ寒かんの地を治める魔ま神じんの総そう長ちよう。

　彼に対し、しかしミトツダイラは恐れない。浴びる音の中でも沈まない。自分とて人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘であり、極きよく東とうの一いち領りよう地ちを預かる身であり、更さらには、極東の王となるべき者の、

「武蔵むさしアリアダスト学院総長兼けん生徒会長の騎士、第五特とく務むが先に挨あい拶さつ致いたします」

　背後の皆が足を止めたのを確かく認にんしたミトツダイラは、胸に手を当て、己おのれだけが片かた膝ひざをつく。

　一礼に対し、返答は無む音おんだった。パイプオルガンの音が止まったのだ。

　そして景勝が動いた。己の横に立つ自動人形と、こちらの横よこ前まえに立っている繁しげ長ながの方に視線を向け、彼は頷うなずき、

「──Ｔｅｓテスタメント．、よかろう」

　低い、大気がそのまま音を立てているような声が響ひびいた。そして、景勝の周囲に、露西亜ロシア聖せい協きよう式しきのイコン型表示枠サンクト・アクノーが一気に湧わいて出る。

　表示枠の光を下から浴びつつ、景勝は鉄の錫しやく杖じようを右手に取った。それで己の肩を軽く叩たたきながら、彼は言う。

「楽にせよ、武蔵の代表よ。──上越露西亜スヴイエート・ルーシ総長、上杉・景勝が直じき々じきに会談を為なそう……」
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「ほうほう、上越露西亜でも会議が始まったかえ。伊達だてもパーティ会場を片づけ中となると、こちらもそろそろかのう」

　アデーレは、二つの月の下にいた。共にいるのは義よし光あきと義よし康やす、そして、

『鮭しやけ延のべですモン！　御お料理注ちゆう文もん聞きますモン！』

「えーと、じゃあ白の丸まる米こめパン切ったのとカエサルサラダに肩ハムと、ああ、あとこのマヨンソースってマヨネーズですよね？　極きよく東とう式のなら御お願ねがいします。それと鶏にわとりの煮に込こみで」

『多すぎて憶おぼえられませんモン！』

　仕方ないので、アデーレは注文を表示枠サインフレームに書いてから鮭延に渡し、辺りを見回す。

　周囲は、白く、青黒かった。

　南側には重じゆう層そうの街が断だん崖がいのように立っている。そして北側には、ノヴゴロドがあったという広大な窪くぼみがある。しかしどちらも、その上面は雪で覆おおわれている。

　自分達のいる場所。街とノヴゴロド跡あと地ちの間もそうだ。

　この場所は元々、ただただ白いんですね、とアデーレはそんなことを思う。というのも、今は祭として、別の色があるからだ。

　重層の街に住まう大たい半はん。それも、山やま形がた城じよう下かの街だけではない。各地の重層街から来た者達が、ノヴゴロド跡地を半なかば囲むように、火を立て、人ひと影かげを作って踊り、食い、音楽を奏かなでたりしている。

　自分達の居い場所は、一段高たかく盛られた雪の壇だんの上。外がい交こう用ようの航こう空くう艦かんを一つ後ろに置き、敷かれた断だん熱ねつ素そ材ざいの絨じゆう毯たんからそれぞれの祭を見れば、

「どこの踊りも、櫓やぐらを中心に円を描いて、でも、回らないんですね。どちらかというと円の中心に向かって、行っては戻る感じで」

「よく気づいたのう？　まあ、どういう事かは見ていれば解わかるがのう」

「は？　鉱こう掘くつの踊りではないのか？」

　義よし康やすが、屋や台たいや、会かい合ごう所の人ひと影かげと流れを見て呟つぶやく。

「櫓をノヴゴロド跡地の大おお穴あなに見立て、そこに行って戻る……、そういう踊りだろう？。」

　しかし、と義康は、穴の各所を示した。そこには、青い雪ゆき影かげで作られた竪たて穴あなが幾いくつかある。

「大だい規き模ぼな坑こう道どうは継けい続ぞくし、武ぶ装そう類の生産に回していきもする……、と言ったところか」

「使えるものは使うのよな。不ふ吉きつの跡地であろうとも」

「……不吉？」

　アデーレの問いかけの先で、狐きつねが笑った。

「解らぬかえ？　この跡地を有する最上もがみと伊達だてが、どうして他の諸しよ家かよりも大型の戦せん力りよくを持つことが出来るのか。そして最上などは、どうしてあのような重層の街や、燃ねん料りよう生産施し設せつを持つことが出来るのか……」

　それは、とアデーレが首を傾かしげた。

「食しよく糧りようの莫ばく大だいな生産量の確かく保ほと、ここの鉱こう物ぶつ資し源げんがあったから、ですね？」

「武蔵むさし住じゆう人にんは、IZUMOという巨きよ大だいなバックアップがある故ゆえ、気付いておらぬのう」

　クク、と笑われるが、義よし光あきの言う通りなら仕方ないともアデーレは思う。まだまだ武蔵は箱入りなんでしょうね、とも。

　と、義よし康やすが、顎あごに手を当て、ノヴゴロド跡あと地ちを見ていた。

「つまりは、単なる鉱こう石せきではなく、……賢鉱石オレイ・メタロか。この穴から採れるのは」

「ああ、そういうことぞえ。里さと見みの方にも貿ぼう易えきしておるし、関かん東とうIZUMOにも納めておる。

　伊達だての方も同どう様ようで、東側におけるクロヒカネやオモヒカネの生産は奥おう州しゆうが本ほん舗ぽぞえ？」

　成なる程ほど、とアデーレは呟つぶやいた。

「戦争が行われた土地は、流りゆう体たいの影えい響きようを強く受けますから、賢鉱石なんかが出しゆつ土どしやすくなるんですよね。それだけ、奥おう州しゆうの戦せん役えきは……」

　と、そこまで言って、アデーレは気付いた。

　……あれ？

　おかしな部分があると、そう思った。気になって義よし光あきを見れば、彼女は口に扇せん子すを当てて目を細めているし、

「里見生徒会長……」

　と目を向けた義康も、口くち元もとに手を当て、義光を横よこ目めで見ている。それも、強い視線で、だ。

　義康も何かに気付いたのだ。何か、とは自分と同じだろうか。解わからないままに、しかし、アデーレは問いかけていた。

「あの、いいですか？　この、ノヴゴロド跡地なんですけど……、結けつ構こう、深いですよね？　そして、ノヴゴロドが浮ふ上じようしたのは、黎れい明めいの時代にあった戦役の後ですよね？」

　だったら、

「何な故ぜ、戦争跡地でもないのに、賢鉱石がそんなに採れるんです？　……地上側に近いところなら意味が解るんですけど、竪たて穴あな掘ほって、という事になると別です。まるで、この穴の底よりもっと深いところで流体関係の何かが行われたみたいじゃないですか」

「正確には、〝始し末まつ〟であろうと、私は思っておるのよのう」

　クク、と義光が笑った。彼女は扇子を振り、幾いくつもの表示枠サインフレームを出す。そして、

「まあ、もう少し待つといいぞえ？　さすれば、謎なぞが見えるであろうよ」

「謎……？」

「ああ、そう。黎明の時代に何が起き、何処どこへと繫つながっていったのか、この地域の秘ひ祭さいと言っていいものを。後で見せてやろうぞえ」

　さあ、

「それまでは食え、そして会議よのう。……里さと見みの、そして武蔵むさしの、いいか？　伊達も上越露西亜スヴイエート・ルーシも、同どう様ようであろう。特に、──上越露西亜は難なん儀ぎをしておるであろうのう」
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　上越露西亜の会議場、王の間は、冷えた空気に満ちていた。

　その中央付ふ近きん、武蔵むさし勢ぜいを連れてきた繁しげ長ながは、しかし冷ひや汗あせを感じ続ける状態だった。

　……大だい丈じよう夫ぶであろうか。

　自分のいる位置は、武蔵勢と景かげ勝かつの間とも言える場所だ。表示枠サンクト・アクノーを展開し、自分にしか見えないように傾けて、しかし繁長は景勝に視線を向けた。

　すると、景勝も、深く、白くなる息を作りつつ、こちらを見ていた。だから繁長は、武蔵勢に解わからないよう、身体からだを陰にして左手でサインを送る。

　ふ・れ。

　こちらに振れ、という事だ。それを見た景勝は、口を開き、

「──何かあるか？　繁長よ……」

「Ｔｅｓテスタメント．、総そう長ちよう、まずはこの者達からの提案を聞いた方が早いかと」

「ふむ……、そうであるな……。ささて、一体、どのような要よう望ぼうだ……？」

　嚙かむな！　と繁長は思ったが、仕方ない。周囲の重じゆう鎮ちんや委員長達も僅わずかに身をすくめたが、武蔵勢の方は動きがない。何の異い変へんとも思っていないようだ。つまり、

　……上う手まく行っている、か。

　そう、上手く行っている。この場の雰ふん囲い気きと、景勝の喋しやべりなどから、今、彼らの目には〝雷らい帝てい〟である上うえ杉すぎ・景勝が見えているだろう。

　それでいい。それでいいのだ。何な故ぜならば、自分達の総長、上杉・景勝は、

　……魔ま神じん族ぞくにして希まれな、虫も殺せぬほどのいい人であるからな……!!
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　景勝は、暴あばれるような鼓こ動どうをどうにかして抑えようと必死だった。

　……ど、どうしようであるか!?　どうしようであるのか!?

　元々、自分は上越露西亜スヴイエート・ルーシの総長になる気も無ければ、生徒会長になる気も無かった。家いえ柄がらがよく、他た家けの次じ期き総長達との付き合いはあり、己おのれの名前も将来の上越露西亜当とう主しゆのものであり、能力もあったし、人付き合いも良かったが、

　……どうしてそれで総長に推すい挙きよされるのであろう……！

　否、推挙された頃はまだ良かった。奥おう州しゆうが、基本的には他国間かんを談だん合ごうで済ませる仲であったからだ。基本的にP.A.Odaとも平へい穏おんな仲を構こう築ちくしており、全ては上手くまとまっていた。

　だから、謙けん信しんの襲しゆう名めいと、続く景勝の二に重じゆう襲名を行い、安あん泰たいの魔神生を歩むつもりだった。具体的には、政治を行い、極ごつ寒かんの地で働く民みん衆しゆうを労いたわりながら、他国との談合による安定を保ち、趣しゆ味みとしては学問や料理、庭にわ造づくりを嗜たしなみ、出来れば幸せな恋れん愛あい結婚をして、子供は三人くらいがいい。友人も出来れば多い方がいいなあ。老ろう後ごは農園管かん理り職しよくが夢だ……。

　そんな事を思っていたのだが、三み河かわで動どう乱らんがあって以来、否、P.A.Odaで八年前に信のぶ長ながの襲名があった頃から、変化が生じた。P.A.Odaは急速に外部への拡大を始め、歴史再さい現げんの実際的な執しつ行こうを行い出したのだ。

　気付けば、自分が今の位置を下りる訳わけには行かなくなっていた。ゆえに、

　……み、皆が！　皆がフォローをしてくれて、わ、我も頑がん張ばるのであるよ……!!

　能力はあるのだと、自覚はしている。ただ、人と争ったりするのが苦にが手てで、度ど胸きようもないから、

「……ふむ」

　と、景かげ勝かつは低い声を出す。必死に、武蔵むさし勢ぜいが怖こわがってくれるといいと、そう思いながら、表示枠サンクト・アクノーを出し、会議の準備を終えた彼らに対し、

「さあ、要よう望ぼうを言って見るがいい……」
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　武蔵勢は、表示枠上で盛せい況きようだった。

・十ＺＯ：『な、何か機き嫌げん良さそうで御ご座ざるが、一いつ触しよく即そく発はつっぽいで御座るよ!?』

・あさま：『というか、こっちの制せい御ぎよ関係の方、物もの凄すごい流りゆう体たい反はん応のうが検けん出しゆつされてるんですけど！　メアリさんが本気になったりしてませんか!?』

・傷有り：『ふふ、点てん蔵ぞう様さまが告こく白はくして下さった時みたいに、ですか？』

・眼　鏡：『んー、妖よう精せい女じよ王おうには、幸せ満タンだったと報告しておくよ』

・未熟者：『ま、待て！　その英国イギリス側の判はん断だんはクロスユナイト君の命を危険にさらすぞ！』

・銀　狼：『というか、向こうから要求を催さい促そくされましたが、どなたが対応しますの？』

・副会長：『あー、スマン！　ちょっとこっち、準備で手て一いつ杯ぱいだ！』

・俺　　：『は？　何？　こんな時にトイレかオメエ』

・●　画：『え？　……って、何よ階段の上にいるじゃない。デッサンしようと思ったのに』

・約全員：『何を考えてんだよ!!』

・ホラ子：『ともあれ仕方ありません。武蔵代表としてホライゾンがビシビシと行かせて頂きたいと判断出来ます。さあトーリ様、膝ひざを着くのです』

・俺　　：『オメエ何かまた俺おれを超えていくズルいこと考えてね？　……って、あれ？』
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　ミトツダイラが感じたのは、匂においだった。

　……血？

　魔ま神じん族ぞく特とく有ゆうの、重じゆう金きん属ぞく臭しゆうがする血ではない。人間が持つ血の匂いだ。それはこのホールの右手側、並ぶ委員長達の後ろにある、廊下から漂ってきた。そして、

「景勝くぅん！」

　廊下から跳び込んできたのは長身の男だ。上越露西亜スヴイエート・ルーシの制服をＴシャツ半ズボンにソックス運動靴ぐつに改かい造ぞうした彼は、胸と、被かぶっているヘルメットに〝愛〟の紋もん章しようを着けている。

　血ダルマだった。だが、

「やぁあ！　武蔵むさしの皆！　初めましてだねぇ!?　ぼぉくは上越露西亜スヴイエート・ルーシ副ふく長ちよう兼けん副会長の直なお江え・兼かね次つぐ！　元気いっぱい、〝愛あい染ぜんの人〟っていうんですよ!?　アイゼンは独逸ドイツ弁べんで鉄っていう意味！　でもここは露西亜ロシアだから関係ないね!!」

・十ＺＯ：『イトケン殿どの、お友達がここにいるで御ご座ざる』

・いんび：『うん！　何だか気が合いそうな空気がとてもとても伝わってくるよ！』

・粘着王：『くう、やはり我々が上越露西亜スヴイエート・ルーシに行くべきであったか……！』

　凍るんじゃありませんの？　と思ったが、ミトツダイラは言わないことにした。

　だが、爽さわやかな血ダルマは屈くつ託たく無ない笑顔で委員長達たちの前に回り、身を一度翻ひるがえす。そして彼は、両の腕を広げ、

「新発田しばたを襲しゆう名めいしたノヴゴロド勢を追ってたけどさ！　談だん合ごうで済ませられないかと思ったら彼らマジ攻こう撃げきしてきて酷ひどい目にあったよ！　ぼぉくの愛あい攻こう撃げきで骨ほね抜ぬきにしてやったけど、戦せん場じようだと一人を上かみ四し方ほう固がためしてる間に何人かに囲まれるから空気読よまないと駄だ目めだね！」

　でさあ、と愛の血ダルマは言った。

「景かげ勝かつくぅん!?　つい負けて帰ってきちゃったけど、やあっぱ咎とがめる!?」

「きぃ……、さまあああああああ[image: ]」

　魔ま神じんの王が立ち上がった。そして、鉄の錫しやく杖じようを持ち、

「そんな傷を負って帰ってきおって……！　ただでは済まさぬぞ……！」
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　景勝は、必ひつ死しという言葉を己おのれに感じた。

　……兼次君……！

　彼は上越露西亜において、人間でありながら魔神に匹ひつ敵てきする実力を持った希け有うな存在だ。更さらには人ひと柄がらも良く、自分の弱気の理解者でもあり、補ほ佐さ役でもある。

　だから、彼の負ふ傷しようを見み逃のがせない。本来ならば保ほ健けん委員が治ち療りようした後にこちらへ合流する筈はずだったが、戦せん闘とうの情報を自ら急ぎ届けようと思ったのだろう。

　彼を治療せねばならない。治療術じゆつは得意中ちゆうの得意だ。

「貴き様さま……！」

　貴様という言葉は、敬けい語ごであるな、と景勝は思う。皆、汚い言葉だと思っているけど、本当は貴とうとい人となりである事を差す意味だ。だから、

「兼次、貴様あ……！」

　振りかぶった鉄の錫杖に、術じゆつ式しきを宿らせる。

　使うのは光。雷らい撃げきだ。

　露西亜ロシアにて、古来、あらゆる疾しつ病ぺいと痛みは悪あく霊りようのせいだと考えられていた。だから、

「おおお……！」

　雷かみなりを纏まとわせた鉄の治ち療りようが、兼かね次つぐの顔面を真ま横よこからとらえる。

　いい手て応ごたえだ。確実に、芯しんまで治療が入った。

　雷らい撃げきはいい。治療打だ撃げきが入るまでに痺しびれて感覚が無くなるから、痛みも無くなるし、電でん導どう効果で全身に回る。電流で筋肉もほぐれるし、手て元もとも明るくなるからいい事ずくめだ。

　今、兼次が目の前で雷撃を浴びながら石床バウンドしたが、これでとりあえず全身麻ま酔すいと応急処置にはなっただろう。だが、

　……このままでは、まだ駄だ目めである！

　負ふ傷しようという〝悪霊〟を、全身から追い出さないといけない。それが露西亜式しきの治療だ。

　悪霊よ出て行けと、その思いを景かげ勝かつは兼次の身にぶつける。

「お前のような──」

　もっと、もっと汚い言葉で罵ののしらねば、この重じゆう傷しようは追い出せない。だから、

「糞くそ虫むしめが……！」

　景勝は雷撃を連れん打だした。

「これでもかあ……!!」

　治れ──！

「このくらいでもまだ死なぬかあ──!!」

　早く痛いのとんでけであるぞ──!!

「お前のようなのがいるから駄目なのだ……!!」





●






　ホールを幾いく度ども白く浸ひたらせ、轟ごう音おんに震わせる稲いな妻ずまの打撃に、もはや意識を失った兼次が幾いく度どもバウンドし、そのたびに新たな打撃を食らう。

　雷は宙のあらゆる所から召しよう喚かんされ、ホール全体は帯たい電でんと衝しよう撃げきの場となった。

・あさま：『ええ!?　ちょ、ちょっと、止めた方がよくないですか!?』

・十ＺＯ：『ま、正に、不ふ出で来きな者は許さぬという魔神の恐きよう怖ふ政治で御ご座ざるな……！』

・銀　狼：『というか、あの、会議、出来ますの……？』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、参考になりますねえ』

　どこかから湯吞みを出して一息ついているホライゾンに、何が？　と皆が言葉を作る。がその間に、しかし景勝が動きを止めていた。

　最後の雷撃が、杖つえから、打撃に弾はじけ、宙に消える。

　終わったのだ。

　景勝は、目の前で動かなくなった兼次に、一いち度ど錫しやく杖じようを当て、荒い息を整える。

「このくらいで許してやろう……。保ほ健けん委員長、早く運び出すが良い。フフ……、手て篤あつくな？　……いいか？　言葉を取り間違えるなよ……？　手て篤あつくと、我はそう言っているのだ……」

　そして、

「負けて尚なお、生きて帰ってきた事が、そう、幸せだったと、……手篤い看かん病びようをしてやるがいい。フフフ……、美味うまい飯めしでも食わせてやって、な。ハハ……！」

・礼讃者：『う、裏の意味が凄すごいですな！　見事な魔ま神じんっぷり……！』

・未熟者：『くそ！　壁へき画がになんかなってないで、そっち行けば良かった！　格好かつこいいなあ！　景かげ勝かつ様さま！　理想の魔神王おうだよね!!』

・眼　鏡：『また君は……、当とう事じ国こくの家か臣しん団だんの身になってみたら？』

　と言っている間に、景勝が玉ぎよく座ざに戻る。そして彼は、一度、繁しげ長ながに視線を向けた。

「どうだ？　繁長……、今のは？」
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　景勝は、繁長が頷うなずき、

「負けて帰ってきた者には、充分な施ほどこしであった事であるかと……」

・繁　子：『聞くなあ──！　ビックリしたあ！　何で総そう長ちようはそうなのでありますか!?』

・かげＶ：『え!?　ええ？　だ、だって、聞いておかないと、し、失敗してたらって、ええと、でも、あの、繁ちゃん？　ど、どの辺りが、その、〝そう〟なのであるかな？』

・繁　子：『いいからとっとと会議終おわらせてボロ出ない内にシメるでありますよ!!』

・朝の部：『あのう、繁長君？　あまり君、不ふ敬けいはよくないのですぞ？』

　繁長が視線で見る先、廊下の奥には、人間の初しよ老ろうがいる。現げん第一特とく務むの斉さい藤とう・朝とも信のぶだ。彼はこちらを見ると頭を下げ、

・朝の部：『兼かね次つぐには学食特とつ級きゆう券けんを配はい給きゆうすると共に、ウオツカ大だい吟ぎん醸じようも出しておきましょう。ノヴゴロド側だけではなく、P.A.Oda側の戦力検けん分ぶんも行って来ましたので。

　ええと、あと、風呂ふろは何い時つぐらいから入れるでしょうか』

・かげＶ：『え？　今夜から大だい丈じよう夫ぶであるぞ？　怪け我がも痛みも全部とれてる筈はずである。あ、でも、疲れ抜けてるから、御お風呂の中で寝ないようにと。一応、薬も三日分ぶん出しておこう……』

　あと、

・かげＶ：『今いま言うのもなんだが、前に話していた、植物園や動物園の拡かく大だい化かは、どうにか出来ぬか……？　やはりそろそろ、戦せん争そう状態になるのであろう？　ゆえに、その、そういう状況ではないのかもしれぬが、領りよう内ないの子供達たち、不安であろうから、……そのような〝楽しい場所〟が〝作られていく〟のを、毎まい日にち情報を出していったら、子供達の支えになるし、御両親も凄く助かると、そう思うのである……。駄だ目めであろうか？　甘いであろうか？』

・朝の部：『──いえ、戦せん場じように出る者達も子供達への心配を少なく出来る、いい指し示じかと』

　委員長団だんも、頷うなずき、踵きびすを揃そろえた。

「見事な施ほどこしであります……！」

　よかった、と、そう思いながら、景かげ勝かつは内ない心しんで身を小さくする。

　そして景勝は、一応、子供っぽい行いだと解わかりながらも、今の決定を公こう式しきの場にすぐ掲げるよう、指し示じしておく。

　自分の好きな、自分の行いが、現実になる約束として、上越露西亜スヴイエート・ルーシのサイトに即そく座ざアップされるまで、数秒も掛からない。イヴァン四世の〝強きよう権けん〟は叶かなえられているのだ。だから、

　……良かったであるな。

　我は、こういう方が好きなのである。

　今、戦争の状況にあり、我われ以外は戦ってくれ、気を遣つかってくれるけど、我の心は何故なぜかそこに向いてないようで。我は、戦技も修め、自分の得意で彼らの助けが出来ると、嬉うれしく思う一方で、どうしてこういう事が好きなのか、彼らと心を並べられないのかと、小さくなるのだ。

　彼らの助けになればなるほど、自分の本ほん心しんが違うと気付かされ、小さくなるのだ。だけど、

「ふむ……」

　自分は、皆に頑がん張ばって応こたえようと、そう思いながら、景勝は問いかけた。

「改めて聞こう……。何が要よう望ぼうだ？　武蔵むさしの民たみよ……」







[image: 第七十一章『問題点の配点者達』]
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　……要よう望ぼうか。

　と、正まさ純ずみは景かげ勝かつの言葉に対するように、表示枠サインフレームをメイン三枚前に置き、一ひと息いきを入れた。

　……まずは上越露西亜スヴイエート・ルーシから始めよう、というところか。

・副会長：『伊達だて、最上もがみ、上越露西亜、他た諸しよ家か代表、……本日はこのような三さん国ごく同時の個こ別べつ会議が持てた事を感謝する。私が武蔵むさしアリアダスト学院、副会長、本ほん多だ・正純だ。

　現在、武蔵は歴史再さい現げんのために各国の協力を得つつ、羽は柴しばとの交こう戦せん状態にある。この事を前ぜん提ていとしておいて欲しい。そして──』

　息を吸い、心の中で手を挙げ、喉のどで告げる。

・副会長：『伊達、最上、上越露西亜、他諸家、……武蔵は貴方あなた達の協力を得たい。そのための話を、まず、させて欲しい』
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「お待ちを」

　と口を挟む低い声を、ミトツダイラは聞き、そして見た。

　右手側、各かく委員長達たちの前に立つのは、一人の初しよ老ろうだ。確か名は斉さい藤とう・朝とも信のぶと言った。斉藤は、背に長方形の折り畳たたまれた板を背負った姿すがたでこちらに来ると、髭ひげを撫なで、

「協力を得たい、というのはよく解わかります。そちらの方針というのも、先ほどの臨りん時じ生徒総そう会かいをこちらでも見ていましたがゆえ、理解していますぞ。

　しかし、それはそちらの方針というものでしょう。こちらにはまた別の方針があります」　　総そう長ちよう、と斉藤が景勝に呼びかけた。

「──この者達に上越露西亜の方針を」
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・かげＶ：『え!?　ほ、方針って、な、何であるかその無む茶ちや振ぶり!?　我はそんなの聞いてないであるぞ！　一いつ体たい全体どういう事であるか!?　まずいであるぞこれ!!』

・繁　子：『あの、ちょっと！　何やってんでありますか斉藤さん！　後から入って来て打ち合わせに無い事するのやめて下さいであります！　どうするのでありますか!?』

・朝の部：『ええ!?　うっわ御ご免めんなさーいですぞ。マジ御免なさあ──いですぞ！　えーと、広報委員長！　情報をまとめてソッコで総長に御お願ねがいします!!』
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　正純は、上越露西亜側からの応おう答とうを見た。

・雷　帝：『ククク、武蔵むさしの者達よ……。現在、我が上越露西亜スヴイエート・ルーシは、P.A.Odaの柴しば田た勢ぜいを中ちゆう核かくとした戦せん士し団だんと南西部にて抗こう争そう中ちゆうである。そして東部にては、そこの繁しげ長ながが最上もがみ勢ぜいの攻こう撃げきを凌しのいでいると、そういう状況であるぞ……？　これが何を目的としているか、解わかるか？』

　ああ、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

　……解るとも。

・副会長：『上越露西亜は、羽柴の行う極きよく東とうの国こつ境きよう確かく定てい作業〝太たい閤こう検けん地ち〟が上じよう越えつにも及ぶ事を悟さとって、羽柴の歴史再さい現げんに与くみする流れをとった訳わけだな』

　そうだね、と言葉を寄よ越こしてきたのは、ネシンバラだ。

・未熟者：『信のぶ長ながの死後、天下を手しゆ中ちゆうに収めつつあった羽柴は、極東での争いを禁じていく。奥おう州しゆうでは〝奥州惣そう無ぶ事じ令れい〟という戦せん闘とう禁きん止し法ほうが出されるんだが、最上が上うえ杉すぎ側に侵しん攻こうし、伊だ達ても加わって〝十じゆう五ご里りヶ原はらの戦い〟が生じるんだ』

　しかし、

・未熟者：『羽柴の非ひ戦せん指し示じである〝奥州惣無事令〟を無む視しした最上と伊達は、羽は柴しばが北ほう条じよう攻ぜめを行う際に支し持じし、服ふく従じゆうを誓ちかうんだよ。そして、北条滅めつ亡ぼう後ごに羽柴が行った〝奥羽仕し置おき〟で領りよう土どを安あん堵どされる。

　これは上杉側も同じで、上杉も、最上も伊達も、大だい規き模ぼな領土を確立し、大たい国こくとなるんだ』

　これを、奥州、上越勢が身を翻ひるがえすのが上う手まい、というべきか。本ほん拠きよを近きん畿きに持つ羽柴が、奥州まで完全に手を回す事が出来なかったとみるべきか。しかし、

「今の三さん国ごくにとっては、厄やつ介かいなことだな」

　三国にとっては、今の段階で武蔵むさし側がわについたならば、羽柴の代で領土が縮しゆく小しようされるか、何か制せい約やくを受ける恐れがある。更さらには、

・未熟者：『上杉家は、天下分わけ目めの決けつ戦せんである関せきヶ原はらの決戦では、松まつ平だいら家けの敵に回る。

　そして戦後、別の土地に移い住じゆうを命じられ、領土を縮小されるんだ。

　無む論ろん、その移住と減げん封ぽう命めい令れいは、勝者側の松平が出すんだよ』

　解っている。

　羽柴時代の領土確かく定ていと、関ヶ原後ごの松平による領土確定。これが奥州と上越露西亜の版はん図とを決める二つの決定だ。

　上越露西亜としては、最終的に松平側に逆らうため、関ヶ原後には領土縮小の運命が待っている。だから、今ここで羽柴側にまで逆らう訳わけにはいかない。

　……そんな事をすれば、二重に領土縮小が生じるかもしれない、か。

・●　画：『大だい丈じよう夫ぶよ。──戦争すれば解決だから』

・副会長：『くっそ！　今度こそ！　今度こそはな……！』

・金マル：『セージュン段だん々だんと駄だ目めな人になってないかな？』

　不ふ本ほん意いすぎる。だが、問題は、上越露西亜だけではないのだ。

・副会長：『上越露西亜スヴイエート・ルーシと衝しよう突とつ中の最上もがみ家け、そちらはそちらで言い分があるな？』
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「そうよのう」

　二つの月の下。祭まつり囃ばや子しを聴ききながら、義よし光あきは言った。

「最上も伊達だても、羽は柴しば時代の領りよう土ど確かく定ていは別に気にしておらぬぞえ？　何な故ぜなら先にある羽柴の北ほう条じよう攻こう略りやくなどに手を貸すがゆえ、領土は安あん堵どされておるからのう。ただ──」

　義光は、椀わんを掲げた。そこに鮭しやけ延のべが徳とつく利りの酒を注つぎつつ言う。

『その後に、最上も伊達も羽柴勢を裏切りますモン！　駒こま姫ひめ様さまの一件、義光様は憤いきどおりますモン！　そうですモン！』

「鮭延がおるとストレスが無くていいのう」

『照れますモン！』

　あ、と従じゆう士しが言った。彼女は慌あわてて表示枠サインフレームを叩たたき、

・貧従士：『あの、副会長、鮭が酒注いでるとか、そんな事言ったら駄だ目めですよ!?』

・副会長：『やめろバルフェット、考え事してるんだから笑わすな』

　沸ふつ点てん低くないかえ？　と思うが、話は続く。椀の縁ふちに口を付け、酒を、味と言うよりも熱の流れとして喉のどに通し、

「……大たい国こくである上越露西亜との一戦。最上と伊達、上越露西亜にとって最後の大だい規き模ぼ戦せん闘とうとなる〝出で羽わ合かつ戦せん〟は、関せきヶ原はらとセットで行われたものでな？　松まつ平だいらの指し示じによって、我ら最上と伊達が、羽柴側についている上越露西亜の関ヶ原助じよ勢せいを止めるためのものぞえ？

　……ただ、戦闘の勝しよう敗はい判はん断だんはつかぬものとなるがのう」

　しかし、と義光は言った。

「それによって、奥州の戦せん域いきは終わるのよのう……。それはまた、もはや国こつ境きようが確定し、国の発展も何も拡かく大だい主義ではいられなくなると言う事ぞえ？　解わかるかえ？　里さと見みの」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──里見とて、関ヶ原の折には関かん東とうを空あける松平の代わりに、守しゆ護ごとして関東を預かるのだからな。だが……」

　義光は、義よし康やすがこちらを見たのに対し、口くち横よこの笑えみを返す。すると、

「義光、貴き様さまは、何ど処こまでを見ている……？」

　え？　と首を傾かしげる従士の横、義康が何かを言おうとして、

「────」

　口を閉じ、やめた。その際に視線を逸そらされ、義光は笑う。

「……里見の。貴様も里見の生徒会長、政治的な思し考こうはあるであろう？　そうなったら、その時に言えばいいであろうのう。私は、基本、人の足あ搔がきは好きなタチでのう」

「あの、どういう事です？　……最上に、何か将来起おきるんですか？」

　従じゆう士しの問いかけに、義よし康やすが横よこ目めでこちらを見た。鮭しやけ延のべも、困り顔で身を捻ひねっている。

　義よし光あきは、苦く笑しよう一つを先に作った。安心せよ、という息をつけ、

「最上もがみはのう？　私の後、後こう継けいが上う手まくいかず、内部の抗こう争そうを起こした後、……ほぼ改かい易えきとなるのよのう」

「──折せつ角かく、関せきヶ原はらの時代を抜けて、大きな領りよう土どを手に入れたのに、ですか!?」

　ちょっと待って下さい、と従士が言って、表示枠サインフレームの鍵けん盤ばんを叩たたき出した。
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・貧従士：『あの、副会長！　それってどうにかならないんですか!?』

　だよなあ、と正まさ純ずみは思う。最上は基盤があったとはいえ、ほぼ一いち代だいで大だい領りよう土どを獲かく得とくし、内部の整備も行っている。義光の政治手しゆ腕わんや判はん断だん力りよくが高かったということだが、後こう継けい問題だけはどうしようも無い。

・未熟者：『一いつ国こく一いち城じよう、お家断だん絶ぜつ……、松まつ平だいらが関ヶ原の後に決めた〝武ぶ家け諸しよ法度はつと〟だね。親しん松平の家であっても、ルールに基づかねばならない訳わけだ』

・副会長：『一応、フォローとして言わせて貰もらうが、松平は最上にそれなりの思いや重要性を感じていたらしく、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、移い封ふうなどしつつ、最上を存そん続ぞくさせてるぞ』

・銀　狼：『そうですわね。最上の改易後ご、嫡ちやく子し筋すじではない家か系けいは水み戸と松平の家か臣しんとなり、……聖譜記述の傍ぼう論ろんでは、私の目め付つけのような家か老ろうも排はい出しゆつするんですのよ？』

　だが、と言ったのは橋の階段下したに立つ誾ぎんだった。彼女は恐らく、警けい備びのために周囲を観察しているのだろう。四し方ほうを見渡す動きで足音と声が生まれ、

「しかし結局、最上が今まで構こう築ちくしていた領土は、最上のものではなくなるのです」

　やりきれませんね、と声が続き、階段上にいる立たち花ばな夫おつとが視線を上げてきた。

「誾さん」

「解わかっています。……それが戦せん国ごくの習わし、武家の運命です」

「いえ、三征西班牙トレス・エスパニア以外も心しん配ぱい出来る誾さんは、優しい人だと思っただけです」

　正純は戦せん慄りつした。

　……何だこの空気……！　愛か!?　というか間に私や浅間がいるんだぞ!?　いいのか!?

　しかし皆は気付いていないらしい。機き関かん部ぶからは直なお政まさの表示枠が、

・煙草女：『最上は、駒こま姫ひめも死亡し、今は霊れい体たいなんさね？　彼女はもう、羽は柴しばの側になってるとなると、最上としては、後を継がせる者もいないわけさね……』

　そういうことだ、と正純は吐と息いきする。

・副会長：『しかし、だからこそ、最上は身み軽がるだ。羽柴に服ふく従じゆうする意味も無いのだから、後は、自分の思うがままにする。……そういうことだ』

・銀　狼：『では昨日きのう、正純が呼びかけるより先に最上が砲ほう撃げきを行ったのは、心しん境きようの変化という事になりますの？』

　単純に、そうという訳わけではないな、と正まさ純ずみは思った。

・副会長：『駒こま姫ひめだろう』

　残ざん酷こくな台詞せりふを言う事になる。が、言わねば始まらない。義よし光あきもきっとそうだったのだ。だから正純は、肩の力を大きく抜き、

・副会長：『駒姫は、羽は柴しばに赴おもむく前に自じ害がいした。……それは、羽柴の側に行きたくないと、そんな意味ではないだろう？　そうだな？　最上もがみ・義光』
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「そうとも」

　と、義光が眉まゆを立てた笑えみを作るのを、アデーレは見ていた。だが、

　……違うんですか？

　義光が、単純な人じん格かくを持っていない事はよく解わかっているつもりだ。彼女の行動は、経けい歴れきや、昨日きのうの戦せん闘とうなどを見ていると苛か烈れつだが、身み内うちには限りなく優しいのだとも思える。

　この人も、王様なんですよね、と、そこまで認にん識しき出来るくらいにはアデーレも理解している。だが、駒姫は義光にとって最大の身内だろうに、そんな彼女が、何な故ぜ自害をしたのか。

「……最上や、義光さんと離れ、敵てき対たいしたくないから、じゃないんですか？」

「従じゆう士し殿どの、……恐らく、それは合っていて、しかし逆だろう」

　義よし康やすが、こちらの横で一ひと息いきを入れる。

「駒姫は私のような堅かた物ぶつなのだな。……もし自分が羽柴の下に言った場合、義光、お前が羽柴に敵対出来なくなってしまうかと、そう考えたのだろう」

「それは──」

「駒姫は解っているし、信じていた。最終的な極きよく東とうの王は松まつ平だいらだと。松平につき、改かい易えきも何もかも解かい釈しやくして貰もらわねばならない。そのためには羽柴に敵対すべきだと考えていたのだろう」

　だとすると、と呟つぶやくアデーレは、理解した。駒姫の行動の意味。それは、

「……駒姫さんは、義光さんの事、大事に思ってるんですね。だって、自分がいなくなった後の最上を心配するという事は、義光さんの事を心配するのと同じ事ですから。

　だから、自害したんですよね？　自分は死んだものとして貰って、構わず、羽柴と敵対してと、そう言いたくて……」

　ああ、とアデーレは思う。昨日、義光が放った砲ほう撃げきの後、駒姫が一いち礼れいした訳だ、と。あの一いち撃げきと一礼は、義光が、駒姫の思う通りにしたという事だろう。その意い図とは、

「駒姫さんは、……強く、格好かつこいい義光さんに、いつものままでいて欲しかったんですね」

「従士殿は浪ろ漫まんがお好きかえ？」

　言う義光が笑えみを見せる。が、彼女は、ゆっくりと扇せん子すで顔を覆おおう。

　彼女はそして、深く息を吸い、一度、震える吐と気きをする。その上で、また、最上もがみの王は、新たな息を肺に入れ、

「……駒こま姫ひめも好きで、そういう物語を、よくせがんだものよのう」

　はは、と彼女は笑った。

「駒姫が出てきた以上、私は物を語ろうぞ。最上・義よし光あきという物を語ろうよのう。〝羽う州しゆうの狐きつね〟として、相応ふさわしい態度を見せよう。それが最上の在り方。──他はどうだえ？」
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「我が伊達だて家けとしては……」

　鈴すずは、声を聞いていた。踊りの時間を終え、雛ひな壇だんを設けた仙せん台だい城じようの大ホールだ。

　正面、十メートルほど向こうに、壇の上にて椅い子すに座っている政まさ宗むねがいる。彼女は腿ももの上に護ご身しん用ようの短たん刀とうを置き、それを両の手で握りながら、

「──当然、松まつ平だいらとの友ゆう好こうを結べれば、と思っている」

　言った。その内容は、短い言葉だが、大きな意味を持っている。

　……武蔵むさし側がわに、つくって、そういう事……。

　最上同どう様ように、奥おう州しゆうの大たい国こくとなる伊達も、最終的な利を選ぼうとしている。羽は柴しばの領りよう土ど確かく定ていよりも、松平との国こつ境きよう調ちよう整せいを視し野やに入れているという事だ。しかし、

・未熟者：『その言い方だと、友好をいつから結びたいかには触れていないね。

　そして、〝結べれば〟という事は、友好を結ぶには条件が必要だという事だ』

　だけど、とネシンバラが言葉を濁にごした。その意味は、鈴にも充分理り解かい出来る。

　政まさ宗むねの言った内容に対し、周囲の反応が無いのだ。

　先ほどまでホールにいた諸しよ家かの者達は、全員退たい出しゆつさせられている。

　ここにいるのは、片かた倉くらや成なる実み、そして各委員長といった、伊達家の身み内うちばかりだ。彼らは、位置としては会議の配置にいるが、誰だれも彼も身み構がまえのような力の入り方を持っている。

　何な故ぜかと言えば、一つしかない。

　その理由を示すように、政宗が言った。

「伊達家も、お解わかりの通り、これから忙しい。……他た家けとの協きよう働どうも含みで、弟の小こ次じ郎ろうの廃はい嫡ちやく手続きなどを行わねばならないからな。そういったものが一いち段だん落らくしたならば、武蔵側との友好に前向きな乗り出しは可能だろう」

　……やっぱり。

　こちらをいつでも護まもれるように、右後ろに立っているウルキアガが、小さく呟つぶやいた。

「──記き憶おくを食われているのか」

・副会長：『だが、まあ、想そう定てい内ないだ』

　正まさ純ずみが言う。

・副会長：『先ほどまでの父達の折せつ衝しようで、政まさ宗むね公こうの発言における現実的ではない部分は、考こう慮りよしなくていいと、そういう話し合いが出来ている』

　そうなんだ、と鈴すずは安あん堵どの笑えみを内ない心しんに得る。

　……確かに、そうするしかないよね。

　政宗が見ている〝現実〟と、今、自分達が見ている現実は違うものになってしまっている。政宗は、今まで二度会ったこちらの事を、憶おぼえていないのだ。

　そんな状態の長ちようが言う事を真まに受けていたら、交こう渉しようにならない。だから、鈴は思った。御ご免めんなさい、と。

　……きっと、政宗さんは、小こ次じ郎ろうさんが大事だったんだよね。

　政宗にとっては、自分達は、小次郎を殺した状態での話を独どく自じで進めていく事になる。騙だましていると、そう思ってはいけないのだが、自分達の都つ合ごうで彼女を置いていってしまっているのは確かだ。

　後ろめたさを感じる自分は、甘いのだろうか。だが、

・副会長：『すまんな、向むか井い。お前には負ふ担たんを掛けてる。政宗公の事で』

・ベ　ル：『あ、や、か、構わない、よ？　政、むね、さん……、何度でも、その、話してくれる、から』

　話してくれなくなったら哀かなしいけど、そうじゃない。記き憶おくを失っても、会うたびに言葉を交わしてくれる。だから、構わない。

　負担なのは、政宗の方だ。幾いく度ど記憶を失った所で、言葉を交わしたい人はもう伊だ達てにはいないのだから。だから、

　……政宗さんの事、どうにかならないかな……。

　と、思った時だ。ふと、こちらの顔かお近ちかくに表示枠サインフレームが現れた。


《伊達だて家通神帯ネツト：副会長、片かた倉くら様より通つう神しんです》



　向こうは、政宗を外した状態での二に重じゆう会議をするつもりだ。外がい交こう官かんとしては受けるしかない。受じゆ諾だくを小さく告げて回かい線せんを繫つなげると、

・景綱君：『──繫がったようだね。有あり難がたくて涙が出る。で、ここからは、本当の会議と行こうか。いいかい？』

　鈴すずは頷うなずいた。こちらの表示枠からも、正純が言葉を作って寄よ越こしてくる。

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、伊達家の判はん断だんを頼む』

　これで、始まりだ。三さん国ごくと武蔵の将来に向け、既すでに上越露西亜スヴイエート・ルーシも最上もがみも意見を述べている。伊達が、政宗を外しつつ、自分達の意見を述べて、

　……始まりだ、ね。

　そう思い、息を静かにした。すると、片倉の声が、開かい催さいの台詞せりふを告げた。

・景綱君：『では、伊達家の見解を述べようか』

　止めた息の向こうで、無む感情な声が、こう続けた。

・景綱君：『伊達だて家けは、長ちようである政まさ宗むねの意志に準じる。全ての判はん断だんは、今、政宗が希望した通り、小こ次じ郎ろう在ぞん命めい時じを基礎とし、現在の環境を基き準じゆんとしない。つまり、全ては二週間前の状態を前ぜん提ていとする──以上だ』

　片かた倉くらの言った意味が、鈴すずには一いつ瞬しゆん、解わからなかった。

　……それって……。

　伊達家の現状を二週間前のものとし、他国もそのように見る。

　つまり武蔵むさしの現状すらも、二週間前のものを想そう定ていするという事だ。

「それは──」

　拒きよ絶ぜつの決定だった。







[image: 第七十二章『境界線への再起者達』]
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「意味は解わかるが、……本気か!?」

　義よし康やすは、武蔵むさし経けい由ゆで回ってきた伊達だて家けの判はん断だんに、声をあげていた。

　伊達家は、記き憶おくを失う政まさ宗むねに合わせ、武蔵への判断を、小こ次じ郎ろう死亡直前にまで巻き戻して行うと言った。だがそれは、

　……言葉の意味が、伊達には解っているのか!?

「その決断がどれだけの面めん倒どうと遺い恨こんを生むか、馬鹿でも解る事だろうに!!」

　叫ぶと、眉まゆ尻じりを下げた従じゆう士しが右手を挙げた。

「……あのう、すいません、里見生徒会長、自分、解らないので、出来れば解説を……」

　う、と言葉を詰めたこちらの視線の先。従士の耳に、鮭しやけが寄っていって耳打ちする。

『ああいう短たん気きな娘になってはいけないですモン。落ち込む事無いですモン』

「鮭しやけ延のべがいるとストレス無くていいだえ？」

　くそう、私が悪わる者ものか……！　と義康は内ない心しんで拳こぶしを握りつつ、義よし光あきを見る。が、彼女はこちらから視線を逸そらして遠くの祭に目を向けていた。

　説明は任せたと、そういう事らしい。だから、義康は首を傾かしげる従士に、

「えー……、まあ、一般人は解らなくても問題はない。政治的な事だし」

「そ、そうですかっ」

『噓うそですモン。場を取とり繕つくろうだけのトークですモン』

　この野や郎ろう切り身にするぞ、と睨にらむと、鮭は従士の背後に隠かくれる。

　とりあえず視し界かいにはいなくなったか、と、義康は頭を搔かき、

「伊達・小次郎の死亡は二週間前まえだ。その頃まで武蔵の状態を巻き戻すと、どうなる？」

「……武蔵の改かい修しゆうの計画が決まって、動き出して間もなく、という感じですよね？」

「そう。武蔵は敗はい戦せん直後の状態だ。戦せん闘とう力りよくでは羽は柴しばに勝てず、改修も行われていないために戦せん力りよくとしての保証も出来ない」

　つまり、

「先ほどの臨りん時じ生徒総そう会かいで武蔵副会長が示した内、戦闘関係の案あん件けんを交こう渉しよう材料に用いる事が出来ない」
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　……それは、マズイで御ご座ざるな。

　点てん蔵ぞうは冷えた汗あせをかいた。何しろ武蔵は、これから羽柴との戦闘を行っていくのだ。しかし、二週間前の武蔵の状況で判断されたならば、

　……〝戦闘に勝てるとは思えない〟で、全て否決される可能性もあるで御座る。

　そうなったら厄やつ介かいだ。否ひ決けつを全て覆くつがえすために、莫ばく大だいな権けん益えきを差し出さねばならなくなったり、代だい替たい行為を要求される可能性もある。更さらには、

・○べ屋：『ヤバいよコレ。だって、コレ、伊達だてだけの条件じゃなくなるもの……』

　そうだ。今も、正面に立つ斉さい藤とうや、上越露西亜スヴイエート・ルーシの各かく委員長達たちが、

「失礼」

　という言葉をこちらに置くと、景かげ勝かつの周囲で議ぎ論ろんを始めた。読どく唇しん術じゆつが出来る自分に見聞き出来る彼らの台詞せりふは、

　……やはり、三さん国ごく会議として、伊達の条件を自分達に適用しようと……。

　一いつ国こくだけ有利な条件で話をすれば、他た国こくとの差になってしまう。だから上越露西亜も、

・九尾娘：『うちも、そうさせて貰もらった方が面白そうよのう』

　早さつ速そくで御ご座ざるな！　と点てん蔵ぞうは冷えた汗あせの量を背に増やした。

　このままだと、どうなるか。

　……どの国も、武蔵むさしの戦せん力りよく価か値ちを認めないというのに、こちらは羽は柴しばとの戦せん闘とうを前ぜん提ていとした協きよう働どうを求めなくてはいけなくなるで御座る！

　伊達だけならば、権けん益えきや代替行為で通す事も出来るかもしれない。だが、最上もがみが既すでに伊達との同どう条じよう件けん要求を出してきているし、上越露西亜も続くだろう。

　……これは──。

　と、その時だ。ふむ、と頷うなずく声が聞こえた。

　ホライゾンだ。彼女は、立つ姿し勢せいを楽にして、また何処かから湯吞みを出し、

「伊達が、罠わなを仕込んできたと、そういう訳わけですね。根ね回まわしの段階で、こちらと協働するように見せかけておいて、本ほん会議では自国側がわに有利な条件を持ち出してくる。

　本来なら、こちらから会議自じ体たいを流すべきかとも思いますが、──武蔵にとって、奥おう州しゆうと上越露西亜の協働は是ぜが非ひにでも欲しい一品。いや三品。

　足あし下もと見られて超ちよう逆ぎやく御ご奉ほう仕しを迫られているものと判はん断だん出来ます」

　ええ、と彼女は頷き、茶を一口飲んで、こう言った。

「──参考になりますねえ」
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・景綱君：『武蔵の姫ひめに、そう言って貰もらえると幸いだね』

　鈴すずは、片かた倉くらが通つう神しん越ごしに掛けてくる声を、聞いていた。それは、

　……辛つら、い？

　どことなく、後ろめたさに似た、怒りにも近い抑よく揚よう。低く静かに、しかし、確かに、

・景綱君：『記き憶おくを失ってしまう政まさ宗むねに全てを合わせる……。それが僕達の方針。だけど、同どう情じようや茶ちや番ばんとは思わないでくれるかな？　伊達家けとしては、これは駆かけ引きなんだ。何しろ伊達家は最後には松まつ平だいら側がわにつかないといけない。ただ──、いつからそうするか、が問題でね。

　政まさ宗むねの記き憶おくは、小こ次じ郎ろう君が死亡する二週間前まえで停まっている。つまり、武蔵むさしが有あり明あけに入って一週間後ごくらいのところでストップだ。だから考えて欲しい』

　それは、

・景綱君：『敗はい戦せんくらった直後。そんな状況の武蔵が、どうやったら政宗に対し、今からこちらの味方になってくれと言えるのか。

　先ほどの臨りん時じ生徒総そう会かいの話は、政宗には〝武蔵の意志は死んでいない〟として伝えてあるから、君達のやる気や方針は理解出来ている。が、政宗個こ人じんの周しゆう囲い状況は、何もかもが武蔵の敗はい戦せん直後のままだ。そのつもりで話をしてくれ』

　それは、随ずい分ぶんと難しい話なんじゃないかと、鈴すずはそう思う。だって、

・煙草女：『武蔵の戦せん力りよくを交こう渉しよう材料にせず、どうやって羽は柴しばと戦う未来を語るのさ』

　そういうことだ。更さらには、今は三さん国ごく同時の会議だが、この三国はそれぞれが利り益えきや損そん害がいを共に得る関係だと思う。だとすると、

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、……やっぱり来たね。上越露西亜スヴイエート・ルーシから、委員会経けい由ゆで正まさ純ずみ宛あてに来たよ？　ほら、〝伊達だてと最上もがみが提てい示じしている条件をこちらも頂きたい〟、って。斉さい藤とうって人の署しよ名めいまでちゃんとついてる』

　ならば決まりだ。

　ここから先。こちらは、武蔵の戦力を交こう渉しようカードに使ってはならない。

　……それって……。

　羽柴と戦っていくという事を、三国の人達には信じて貰もらえないと言う事だ。

　……皆、頑がん張ばっていたのに……。

　学生の多くは教きよう導どう院いんの校庭に建った天てん幕まくや教室、地下の体育館などで寝ね泊とまりしている者も多い。誰だれも彼かれも、交代制せいではあるが、二十四時間態たい勢せいで働いているのだ。

　皆、仕事の後は鈴の湯ゆ屋やや浅あさ間ま神社の泉いずみなどに風ふ呂ろを借りに来ていたもので、このところはどこの湯屋も二十四時間態勢だ。

　そこで、皆が話し、語る言葉を、鈴は幾いくつも聞いている。それらが全て、ここで使って貰えないとなると寂しいが、

　……あ。

　鈴は、武蔵の戦力が足りないとなると、交渉に一つ変化が生まれると気付いた。それは、

・ベ　ル：『正まさ純ずみ、……戦せん争そう出来ないね』
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・賢姉様：『Yeah！　遂ついに鈴も武蔵の意い志し決定の極ごく意いを悟さとったわね！　いいわ！　後でいっぱいお祝いに揉もんであげるわ！　大おお椿つばきの術じゆつ式しきだと多分おっきくなるわよ!?』

・あさま：『多分って何ですか。でも、正まさ純ずみの戦争が封じられたのは確かな事ですね。残念だと思いますが、頑がん張ばりましょう、正純』

・眼　鏡：『うちはこんな国とよく交こう渉しようしてたなあ……』

・副会長：『くそー！　味方どこだ味方あ──!!』
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　正純は、内ない心しんで吐と息いきをした。

　……伊達だてが、仕込んできたか。

　政宗の事情は知っていたが、先ほどまでの情報交こう換かんと根ね回まわしの中で、

　……小こ次じ郎ろう死亡の時期まで全て戻すとは、聞いてないぞ!?

　今いま更さら言っても仕方ない。父達とて、今回のチェックなどは、各かく家けに慣れた者達が行っていたのだ。それがいきなり覆くつがえされるとは、手て練だれであったこそ受けた陥かん穽せいだろう。

　伊達の狙ねらいは、充分過すぎるほど解わかっている。

「将来の安定のために、貪どん欲よくなる抵抗を、というところか」

　何しろ、奥おう州しゆうにとっては、黎れい明めいの時代に行われた領りよう土ど戦争が、ここでほぼ完全に決けつ着ちやくする事となる。権けん力りよく者に屈する事なく、抵抗を続けた民たみにとって、この決着をどう迎えるかは、自分達が知らぬレベルの過去に対する顔かお向むけだ。

　狙えるだけの、最大の勝利を狙って勝負を掛けに来た。そういう事だろう。

　更さらには、

・未熟者：『青せい竜りゆうの問題がある伊達としては、無む理りにここで会議をしなくてもいい、か』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、元々、この三さん国ごく会議は、三国が〝自分が損をしてはならない〟という事で成立した会議だ。この場合、伊達は、会議を反ほ古ごにするならば、自分だけが下りてはならない。三国同どう時じでなければならないが、……武蔵むさし側がわに下りさせるのが、最さい上じよう等とうの手だろう』

　メンツの問題だ。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最上、伊達という、争いもする国家、教きよう導どう院いんの関係だ。自じ勢せい力りよくのせいで交こう渉しようが反古になったとなれば、三国の中で劣っているという扱いになる。

　こちらの足あし下もとを見ているのは確かだが、それを隠かくさず、無む茶ちや苦く茶ちやを仕掛けてきた。

　……武蔵の戦せん力りよくを認めない、か。

　ならば、三国を相手に、ここからどうやって協きよう働どうを取り付ける。

　会議を反古にすれば、向こうは、もう、羽は柴しば側がわに靡なびいて行くだけだ。よくて最上もがみがこちら側につくだろうが、最上とて、やがて改かい易えきとなる国家なのだ。

　最上だけがバックについていても、他国はそれを時じ限げん的な戦力としか見ないだろう。

　……ならば──。

　正純は、考えた。どうするべきだ、と。
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　正まさ純ずみは思った。この三さん国ごく会議は、戦うための力と、協きよう働どうを願うための会議になる筈はずだった、と。だからこちらは臨りん時じ生徒総そう会かいで全ての問題を正し、武蔵むさしの方向性を確かく認にんしたのだ。

　だが、向こうは、こちらが力を持っていると言う事を、一いつ切せい否定に来た。

　その否定を飲まない限りは、会議を行わないと、そう言ってきた。

　……くそ。

　こちらがやってきた事を、やっている事を、無む駄だだと決めつけ、認めない。こちらがどれだけ声をあげようと、それを認めない事を条件に話をしようと言う。

　卑ひ怯きようと、言える程てい度どに、政治というものを知らなければ良かった。何な故ぜならば、向こうも、自分達なりの損そん得とくがあり、利り益えきと安あん堵どの行き所があるのだろうから。

　その事は、充分に解わかっている。しかし、

　……選択肢しは、……ある。

　あらゆる権益を三国に与え、如い何かなる奉ほう仕しもするつもりで、協働を取り付けるのだ。

　そうやって武蔵を犠ぎ牲せいにして、極きよく東とうを救い、末まつ世せを解決する方法は確かにある。だが、

「……違うな」

　誰だれかを犠牲にして救われるのは無しだ。

　そう。そのように、自分達は決めたのだ。そして、三み方かたヶ原はらで、そう諭さとされたのだ。

　救い、笑え、と。

　……ならば──。

　と、正純は思った。救い、笑うためには、ここでどうすべきだろうかと。

　その願いを預けられた馬鹿に、方法を問う事は出来るだろうかと、正純は迷った。

　その時だ。

・俺　　：『なあ。ちと、いいか？』

　馬鹿が、声を掛けてきた。
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・俺　　：『全員、ちと聞いてくんね？　今、テンゾーに聞いたら、何かやべえ状況になってるみてえじゃん？』

・副会長：『すまん。少々、手て違ちがいがあった。補ほ正せいはする』

・俺　　：『え？　ああ、そうじゃねえそうじゃねえ。そんなのはどうでもいいんだ』

　あのさ。

・俺　　：『──王様って、何だろな』

　あのさあ。

・俺　　：『三み河かわでも、ちょっと、そんなこと思ったりして、大体こんなもんかなあ、って思ってたりもしてさ。英国イギリスでちと考えて、そんで、IZUMOでは太陽全ぜん裸らに会ったり、ネイトママンに話聞きいたり、──マクデブルクや三み方かたヶ原はらでいろいろあってよ。今も、こう、いろいろあり続けてるんだけどよ』

　あのさあ……。
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・俺　　：『セージュン』

・副会長：『何だ？』

・俺　　：『ああ、いる、な？　いなくなってねえな？』

・副会長：『いるとも』

・俺　　：『じゃあ、二ふた代よ』

・蜻蛉切：『すまんが、ちと寝たいで御ご座ざるぞ』

・俺　　：『あ、いるのか。オッケ、──テンゾー、はいるか……。ああ、いるな……』

・十ＺＯ：『な、何で御座るかその消え入りそうなシメ方！』

・俺　　：『気にすんな気にすんな。──で、突っ込みだけどメアリ』

・傷有り：『はい。いつも点てん蔵ぞう様さまともども、御お世せ話わになっております』

・俺　　：『やべえ……、まとも過ぎて返せねえ……。──と、ウッキー』

・ウキー：『Ｊｕｄジヤツジ．、健康だぞ』

・俺　　：『俺おれも負けちゃいねえ……！　──で、いるか？　金マル』

・金マル：『ん？　何かな？　今、仕事中だけど』

・俺　　：『おお、いつも通つう販はんありがとな。──黒マルは？』

・●　画：『Ｊｕｄ．、──いるわよ』

・俺　　：『おお、また同どう人じん横よこ流ながし頼むな。よっし。──じゃあ、直なお政まさいるか』

・煙草女：『仕事中さね。……ただ、いるさ、ここにね』

・俺　　：『オメエは時とき折おり女くせえから怖こええなあ。……シロと、オゲちゃんは？』

・●べ屋：『いるよ？　シロ君も。うん、御お陰かげ様さまで』

・俺　　：『商人の御陰は怖こええなあ。──ネシンバラ』

・未熟者：『何だい？　ああ、壁へき画が以来だね。久し振りだ』

・俺　　：『おお、帰ったらエロ本貸かせよ？　──えーと、ベルさん』

・ベ　ル：『え!?　あ、う、うん、いる、よ……？』

・俺　　：『ああ、悪い悪い、驚かせちまったな。そっち頼む。──ノリキいるか？』

・労働者：『解わかり切った事をいわなくていい』

・俺　　：『俺は言っちまうんだよなー……。って、アデーレ』

・貧従士：『あ、はいはいＪｕｄジヤツジ．、何ですか？』

・俺　　：『ああ、麻ま呂ろがオメエの機き動どう殻かく直してたの、今度見てやれ。──ペタ子ー』

・義　　：『はあ？　何だ一体』

・俺　　：『ちと面めん倒どうくせえだろうけど、そっち頼むわ。──余よ』

・あずま：『あ、うん、ミリアムもいるよ？　頑がん張ばって、って』

・俺　　：『オメエも芸げい風ふう変わったな……。で、御お広ひろ敷しき』

・礼讃者：『Ｊｕｄ．、ここは小しよう生せいにお任せを……！』

・俺　　：『やべえ覗のぞきポイントにいねえだろうなあ？　──ハッサン』

・83　　：『カレーが欲しいのですかネー』

・俺　　：『俺おれん家ちの方に納のう品ひんしといてくれよ。カレーパン用。──で、イトケン』

・いんび：『ははは！　久し振りだね！　本当に久し振りだよ！』

・俺　　：『ああ、何か、こうして全員と話すの、久し振りだな。ネンジもいるか？』

・粘着王：『ああ。貴き様さまも、また、いろいろと思っていたのであろう。三み河かわ以降。我々が集つどう事はあっても、こう、言葉を一つに集めるという事は無かったのだから』

・俺　　：『オメエは喋しやべり過ぎだネンジ。──で、ぺーやん』

・ばけつ：『……♪』

・約全員：『文字だから喋ってもいいよ!?』

・俺　　：『いきなりハキハキされても俺の心しん臓ぞう保もたねえぞ。──姉ねえちゃんいる？』

・賢姉様：『フフ、いるわよ愚ぐ弟てい？　何でも無いのに呼んでも何も出ないけどね！』

・俺　　：『菓か子しくらいくれよ。──じゃあ、ネイト、目の前いるけど』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、……どこにいても、騎き士しは王の呼びかけに応こたえますのよ？』

・俺　　：『昔通りで有あり難がてえ。ずっと頼むぜ。──浅あさ間まいるか？』

・あさま：『ぁえ!?　な、何です!?　いきなり』

・俺　　：『ああ、オメエにゃ昔から世せ話わになってて、あんま言った事なかったけど、うん、──今後も頼むわ』

・あさま：『御お礼れいを言うんですよそこは普通!!』

・俺　　：『巫み女こが催さい促そくしやがった……。あ、で、ええと、ホライゾン』

・ホラ子：『さっきから聞いてると死亡フラグのようですねコレ』

・俺　　：『言った！　自分で思ってても言わなかった事言ったなこの女！』

・ホラ子：『ともあれ何ですか一体。これだけ通神帯ネツトを占せん領りようして』
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　ああ。とトーリは言った。

・俺　　：『今、面めん倒どうな状況ってやつだな？　これ。相当に面倒だろ』

　否、別に、今いま更さらって訳わけでもねえか、と、そんな事を思いもする。だが、

・俺　　：『──よく考えたら、三み河かわからこっち、ずっと面めん倒どうだったろ、オメエら』

・銀　狼：『あの、我が王？　別に私達、面倒とは……』

・俺　　：『ああ、Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、そりゃオメエら、出来るから。でもよ、──ここんとこ、オメエら、考え込んだりしてる時間、多かったろ？　仕事してる時とか、授業中とか、俺おれんとこでメシ食ってる時とか、いつも考え込んだり、近くにいるヤツと話し込んじまったり、そういう事、多かったよな。この三週間。ずっとそうだ。負けてから、ずっとそうだ』

　なあ。

・俺　　：『──それは、オメエらの夢に、必要な事か？』

・あさま：『それは……』

・俺　　：『どっちかっていうと、俺を王様にするために、必要な事だよな。俺が三河で始めて、オメエら引っ張っちまったものを続けるために、やってる事だ』

　だったら、さ、

・俺　　：『俺、何やってんだろな、今。否、──英国イギリスあたりから、ずっと、考えてはいたんだよ。俺の、王様になるってのは、どういう事なんだろう、って。

　義よし経つねは、自分の好きにするだけ、って言ってたし、アンヌってのは、全部を導いて守り継がせる事だ的な態たい度ど見せたし、松まつ永ながなんかは義経系けいで、でも、抗あらがうだけ抗ってな。義よし頼よりなんかは、自分のようにはなるなって、俺の好きじゃねえ方法とりやがった。笑え、って言ってな。

　で、ネイトママンが、さ、言ってたんだ。──皆の夢を叶かなえたかったら、俺自じ身しんの夢を叶えられる王様になれ、って』

　でも、

・俺　　：『俺、皆が夢叶ったら、それでいいんじゃねえかって、そう思ってて、まだ、自分の夢とか、よく解わかってねえんだけど、でも、今でも一つだけ言える事あんだよ』

　それは、

・俺　　：『オメエらが、俺のせいで沈み込んだり、座り込んでちゃあ、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　だって俺ぁ、そうならねえように、浅あさ間まに頼んだんだ。オメエらが自分の夢叶えたり出来る国を作るように、それまで潰つぶれねえように、支し持じしてやるって。だから、まあ、何だ？　ここんとこでケッコー厳きびしい状況になったり、今もまた、メゲそうかもしんねえけどよ？

　オメエら、忘れるな。絶対忘わすれるな。いいか？』

　言ってやる。

・俺　　：『オメエらの不可能は、俺が全部持もっていくんだ。忘れるな。

　俺がオメエらの不可能を担当してやっから、オメエらは、どんな時でも諦あきらめんな。メゲんな。もしそうなっても、俺に預けときゃいいかって、そう思って、俺のとこまで来い。

　──それが、俺の、今いま出来る、王様ってやつだ』

　だから、

・俺　　：『それが出来る今の俺おれは、王様だ。三み河かわ以後の、ニュー王様ってやつだ』

　いいか。

・俺　　：『ネイト』

・銀　狼：『──Ｊｕｄジヤツジ．！』

・俺　　：『オメエが俺の一番の騎き士しで、俺に何をどう預けりゃいいかも知ってるだろ。

　もし、周囲でメゲてんのいても、オメエは、そんなこと無ねえって、言ってやれ。

　姉ちゃんも、そこら辺、ちと頼まあ』

・賢姉様：『フフ、仕方ない子ねえ』

・俺　　：『うん、俺、いろいろと不ふ注意多おおいしな。──で、ええと浅あさ間ま、そういう訳わけで、まあ、改めて今後も頼むわ。俺が王様であるために、オメエとの契けい約やくは大切だけど、俺、兎うさぎみたいなか弱い動物だから、死なないように守ってくれよ』

・あさま：『…………』

・あさま：『……ホント、言い出したら聞きませんものね、トーリ君。──解わかりました。私の方で可能なだけ守りますから』

・俺　　：『すげえ助かる。オメエも、不可能あったら預けろよ？　一種の自じ給きゆう自じ足そくみてえな気もすんけど。有あり難がとな。──で、ホライゾン』

・ホラ子：『何でしょう、この死亡フラグの大おお安やす売うりは』

・俺　　：『ああ、とりあえず、俺の中だけかもしんねえけど、ここからが、三河以後だ。だからホライゾン、俺が、オメエに夢をみさせてやる。お前の奪うばわれた全てを取り戻して、オメエに夢を見させてやる。俺達と同じ夢を見させてやる』

・ホラ子：『感情が揃そろえば、夢を望める、と？』

・俺　　：『Ｊｕｄ．、そうやってオメエが俺達と並んで、初めて、俺の国の始まりだ。少なくとも、そうならねえと、俺の夢は始まらねえんだ』

　つまり、

・俺　　：『俺の夢の正しよう体たいは、きっと、その向こうにあるんだ』

　いいか。

・俺　　：『セージュン、皆、ちと今、面めん倒どうな事になってんだろうけど、俺がオメエらより、ちょっと前に出る。だからオメエら、すぐ俺についてきて、追い抜いて行け。そうしねえと俺、すぐ死ぬしな。──いいか？』

・全　員：『──Ｊｕｄ．！』

・俺　　：『おお。それでいい』

　じゃあ、

・俺　　：『すまね皆、ちと、先行くぞ。その後で、一つ、言う事言うからな』
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「おい、ちと、議ぎ論ろん中ちゆうすまねえけど、聞いてくれっか？」

　と、冷えた空気の中に声が生まれたのを、点てん蔵ぞうは聞いた。

　トーリだ。彼は腕を組み、景かげ勝かつを見た。

「なあ、格好かつこいい兄にいちゃん。ちょっと聞いてくれるか？」

　呼びかけに、景勝は動かなかった。彼はただ、表示枠サンクト・アクノーを見ている。代わりというように、景勝の横、斉さい藤とうが、眉み間けんに明らかな皺しわを寄せ、前に一歩出て来る。

　そして斉藤が、口を開こうとした時だ。表示枠からの、情報収しゆう集しゆうが終わったのだろうか、一つ頷うなずいた景勝が、斉藤を手で制す。

「待て……。ここは会議の場、相手の言葉を止める愚ぐは無い……」

「しかし、総そう長ちよう……！」

「我を小しよう心しん者ものとする気か……？　貴き様さまも直なお江えと共に戦せん闘とうに出て、疲れているのであろう……？　必要ならば、我の雷らい撃げきを存分にくれてやるが、どうだ……？」

　景勝の疑問に、斉藤が即そく座ざの一いち礼れいをして一歩を下がる。フフ、と景勝が笑い、こちらへと視線を向け直す。

「さて、何を言うつもりであろう。武蔵むさし総長……？」

「ああ、Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、オメエもまたいろいろと面めん倒どう囲ってるっぽいな？　俺おれも最近ちと思ったけど、国くに動かしていける王様ってのは、大変なもんだ。その上で、うちはセージュン達がケッコーやってくれっけど、オメエの場合、かなり自分に負ふ担たん多そうだしな」

　トーリの言葉に、点蔵は内ない心しんで頷いた。

　露西亜ロシアの長ちよう、景勝が二に重じゆう襲しゆう名めいしている〝雷らい帝てい〟イヴァン四世は、暴ぼう君くんとの評ひよう価かがある存在だ。彼は粛しゆく清せいを躊躇ためらわず、自分の私し軍ぐんを持ち、気に入らぬ有力者達を処しよ刑けいしたり、多くの私し有ゆう地ちを〝国土〟として没ぼつ収しゆうした。

　部ぶ下か達の裏切りに対し、一時期は首しゆ都とを脱だつ出しゆつするものの、結局は政治が成り行かず、

　……安定を求める民みん衆しゆうの支し持じもあって、また王に立ち返るので御ご座ざったな。

　強きよう権けんが必要な時代。暴君ではあれ、国を滅ほろぼさせないよう強ごう引いんに引っ張っていく長に、皆は従い、ついていったのだ。

　武蔵とは、逆に近い在り方だ。王が何でも決定していき、修正していくのだから。

　こういった事を、トーリが知っているかどうか、点蔵には解わからない。だが、先ほどの直江や、斉藤とのやりとりから、露西亜の王とはそういうものだと、そんな風ふうには思っているのだろう。だから、

「一つ、言っておくわ。他の国行ってる連れん中ちゆうも、聞いとけ」

　トーリが、いつもの笑えみで、口を開いた。

「俺おれには何も出来ねえ。だけど、俺の仲間達たちは何でも出来る。してくれる。そしてそいつらが、極きよく東とうの戦争は全部終おわらせる。

　──さっき、セージュンがそれ確かく認にんしたからな。だから……」

　だから、

「武蔵むさしの戦せん力りよくを、交こう渉しようの当てにするこたねえ。だって、勝つんだからよ。勝ちが決まってるものを、交渉の当てにするこたねえよ。そうだろ？　俺達はもう負けねえ。そういう決まりなんだから、敵も何も気にするこたねえ」

　いいか？

「セージュンがハッキリしたんだから、俺もハッキリしとく」

「何をだ……？」

　景かげ勝かつの問いかけに、自分達の長おさは、ハッキリと応こたえた。

「俺はもう負けねえ」

　彼は、目の前に立つミトツダイラや、こちらを手で示し、言う。

「こいつらが負けさせてくれねえし、俺も、こいつらを負けさせねえ。

　だから、武蔵はもう、そのままだ。たとえどんな事がこの先にあろうとも、武蔵は無くならねえし、抵抗するし、諦あきらめねえ。だから、今から俺達がするのは、抵抗じゃねえ」

　それは、抵抗に続くもの。

「再さい起きってやつだ」
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　ミトツダイラは、王の言葉を聞いた。

「いいか？　──そのつもりで、こっから先は全部の話を頼むわ。そうでなくちゃ、俺が訳わけわかんねえ。俺が俺を信じられるように……」

　彼の声が、こちらを、皆を向いた。

「オメエら、ちと頼むわ」

　……Ｊｕｄジヤツジ．。

　ミトツダイラは、王の言葉に頷うなずいた。心の中で、だからこそ、心から頷いた。

　……良かったですわね。

　いつ頃からなのだろうか。王が、明確に、こちらを頼り、信じるようになったのは、いつからだろうか。それを問えば、王はきっと、こう応こたえるだろう。

「ああ、そりゃずっと昔から」

　と、それは確かにそうだろう。そうでなければ中ちゆう等とう部ぶ時代の自分に干かん渉しようしてこない。だけど、あれは、こちらに対し、ただついてこいと言うものだ。

　だから王は、三み河かわでホライゾンを救いにいく時、一人、先頭に立った。

　皆を頼り、信じていたが、橋の上から下りる時、先に行った。

　危険な場に、なるべく巻き込みたくないと、そう言いたいかのように、

　……呼びかけは、しませんでしたわね。

　きっと、彼には解わからなかったに違いない。自分のする事が、〝あり〟なのだという事は正まさ純ずみ達たちから教えて貰もらい、解ったけど、それに対し、王として、どうしていいか、あの時の彼には解っていなかったに違いない。だけど、

「…………」

　ああ、とミトツダイラは理解した。やはり、始まりは、その時でしたのね、と。

　今でも憶おぼえている。

　王の騎き士しとして、彼を追って、教きよう導どう院いん前まえの階段を駆かけ下り、ついていった時。

　気に掛けてくれていた王に、本当の意味で答える事が始まった瞬しゆん間かん。

　王である者すら、仲間を大事に思い、遠ざけようとする状況。

　世界を敵に回していく事が明確になっていたあの時。

　だからこそ、自らついていかねばならないと、皆がそう思った瞬間だ。

　……王は、何も言いませんでしたけど。

　中ちゆう等とう部ぶの時の約束が自分にはあった。だけど、それとは別で、王を助けに行こうと決めた。一人では何も出来ない王様を、何でも出来るように助けようと、そう決めた。

　だから、この王を、一人にしてはならないと、皆が決めた時。恐らく王も解った筈はずだ。自分は、一人にさせて貰えないし、そうなる必要もないのだと。

　そして、王は、今、遂ついに自覚した。

　敗はい戦せんを過ぎ、鬱うつ屈くつの皆を見て、今までの先せん達だつから学んだ事を、自分に重ねて自じ覚かくした。

　未いまだ、王として、解っていないことばかりだろうが、確かに始まったのだ。

　人助けや、戦争ではなく、それらを全て含む、彼が、自分の王おう道どうを行く歩みが、ここで開始の音を告げたと、ミトツダイラはそう思う。

　今後、王が王であり続けるならば、自分は王の騎士だ。だから、

「Ｊｕｄジヤツジ．……」

　ミトツダイラは聞いた。自分の王が、また、皆を引っ張り始めるための言葉を。

「いいか？　オメエら、よく聞いとけ」

　聞いた。
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「行くぞ世界征せい服ふく。来いよ世界全体。俺達はもう負けねえ。そのつもりで相手してくれ」

　馬鹿は、言った。この閉じた場所から、皆に対してこう言った。

「夢を叶かなえに、──行こうぜ皆」
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　正まさ純ずみは、口くち元もとが緩む自分を自覚した。

　……いかん。

　自分を包む状況が、今、大きく変わったのだ。

　自分達の背後。自分達の隣となりにいる誰だれかや、何か。そういったものが、繫つながった気がする。

　支し持じだ。

　支持を寄よ越こす者がいる。ずっと、どのような状況でも、こちらを信じて支持する者がいる。

　三み方かたヶ原はらの時、少し、その支持を心配させてしまった。らしくないと、そんな事を言われた。いつも通りに楽しめと、そう告げられたのだ。

　その通りだと、今いま更さら思う。あの時、自分は、何を焦あせっていたのかと、そう思う。

　私に支持を寄越す馬鹿は、世界を笑って、敵に回す事すら厭いとわない。人が持つには有り余る権けん力りよくや武ぶ力りよく、能力を持った者が相手であっても、恐れない。

　そんな馬鹿が支持をするというのに、何を恐れたり、焦ることがあろうか。

「……そうとも」

　もう、馬鹿はこちらを心配していない。馬鹿なりの心配すら無い。かつての三み河かわ、英国イギリスでそうであったように、

「どのような状況でも、道をつけてやるよ」

　知ってるか馬鹿。王おう道どうってやつだ。それを私がつけてやる。だから、

・副会長：『ちょっとそこどけ。──私が前に出る』

・俺　　：『おお、セージュン。やる気かよ。……笑ってっか？』

・副会長：『想そう像ぞう通りだと思っておけ。そして──』

　正純は、言った。

・副会長：『では、会議を再開しようか』
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「三さん国ごくに、武蔵むさし副会長として告げさせて貰もらいたい」

　正純は、息を吸い、はっきりと告げた。

「伊達だて家の示した武蔵評ひよう価かの基準。──了りよう承しようした。

　今後の交こう渉しようにおいて、武蔵の戦せん闘とう能力は一切考こう慮りよしない。それを飲もう」
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　仙せん台だい城じようの会議用大だいホール内。片かた倉くらは、壁かべ横よこに委員長達たちと並び、武蔵外がい交こう官かんの言葉を聞く。

　それは、一いち語ご一語息を吸い、ゆっくりと、しかし確かに言われるもので、

「む、武蔵むさしの、戦せん力りよく、てき、な、ものは、……考こう慮りよしな、い、と」

　ふう、と身を起こし、彼女は言った。

「約束する、よ」

　武蔵が、交こう渉しよう内容に武蔵の戦力的価か値ちを認めないと言った。

　自じ滅めつだ、と片かた倉くらは思った。

　国というものを構成する要素には、その独どく立りつ性を守るための戦力が不ふ可か欠けつとなる。それを交渉に用いる事が出来なければ、武蔵は独立した国と認める事すら出来ない。

　単なる、非ひ戦せんの輸ゆ送そう艦かんだ。

　ならば、武蔵に出来る事は、他に何があるか。片倉は思し考こうし、

　……まさか──。

　一つの可能性に思い至った時だ。片倉は見た。武蔵外がい交こう官かんが、

「────」

　微笑している。

　政まさ宗むねに向けて、まるで、期待していいよと、そういう笑えみを彼女は作っている。

　直後に、表示枠サインフレームが展開した。武蔵側がわからのものだ。そこに書かれているのは、武蔵副ふく会長からの言葉だった。

・副会長：『武蔵は提てい言げんする』

　武ぶ力りよくを当てにせず、掲かかげる交渉の図ず案あん。その内容は、

・副会長：『伊達だて、最上もがみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、そして奥おう州しゆうと関かん東とう諸しよ家か。それらが自由貿ぼう易えきを可能な大だい規き模ぼ中ちゆう立りつ商業都市を江え戸どに設け、全国規模での、極きよく東とう東側がわにおける貿易中ちゆう枢すうとする』

　そして、

・副会長：『伊達、最上、上越露西亜に対しては、友好と協きよう働どうのため、武蔵が、陸りく路ろの敷ふ設せつと、三さん国ごくの航こう空くう艦かんの中間駅えきとなる陸りく港みなとを各所に建設しよう。

　奥州と上越露西亜を商業的に一体化し、空路、陸路の輸送を確保。

　三国の資し源げんや生産物、そして江戸に届く他国の物ぶつ流りゆうを、江戸を起き点てんに大規模かつ常じよう時じ輸送、販売と買い取りを可能とする。

　この商業流りゆう通つうには、交通料りようなど諸しよ費ひは掛かるものとするが、極東側としては、歴史再さい現げん以外の関かん税ぜいなどは掛からないものとする。つまり──』

　つまり、

・副会長：『黎れい明めいの時代にあったという、奥州と上越露西亜の共きよう同どう体たい。今の時代における、商業と文ぶん化か交流を中心とした平和なるその再起を、私達は提言する。

　そしてこの事業は、あらゆる戦せん闘とう行為とは無む関係で、急ぎ行われるものとする。

　何な故ぜなら、これは三国の協働がなければ不可能であり、そして、世界の今後の動きに対するならば、今すぐにでも動く必要がある事じ案あんだからだ』
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「成なる程ほどのう……」

　義よし光あきは、口くち元もとに扇せん子すを当て、呟つぶやいた。

「羽は柴しばに与くみするな。しかし、武蔵むさしにも与する必要はない。……三さん国ごくの未来に与し、それがために今から動けと、武蔵副ふく会長はそう言うのかえ？」

　面白い、と義光は思った。上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最上もがみ、伊達だての三国に共通しているのは、貿ぼう易えき力りよくの低さだ。これは三国が長い厳げん寒かんの冬を持つ事もあるが、極きよく東とうの中央を走る山さん脈みやく群によって移動を阻はばまれているという事でもある。

　海かい路ろは三国どれも開けているが、他た国こくの領りよう海かいを通るために、通つう行こう税ぜいや検けん閲えつなどがなされる事もあり、頻ひん繁ぱんという訳わけではない。

　武蔵は別だ。

　通行税や検閲などを受け、尚なお遙はるかな輸ゆ送そう量りようを持っている。そして、無む数すうの国こつ家か間かんを移動するために、国家間トラブルを避けるため、国際的な貿易については検閲なども緩い。

「だが……、江え戸どに貿易拠きよ点てんを設けたら……、次は何処どこに構える気だえ？」

　問いかけた先、義よし康やすが表示枠サインフレームを展開する。彼女は鍵けん盤ばんを叩たたき、数秒してから、

「会計の案では、IZUMO、堺さかい、平ひら戸ど、そして可能ならば三み河かわと言っている……。どうだ？」

「歴史再さい現げん重じゆう視しよの。ただ、悪くはなかろう。何しろ、それらの拠点に絞しぼれば、武蔵の移動距離は短くなり、貿易回かい数すうが増えるからのう」

　つまり、

「つまり、武蔵は、我ら三国相手に、今度は極東全ぜん体たいの貿易を持ちかけて来た訳よのう。

　極東に大だい商業航こう路ろを造り、我ら三国を北方大だい共きよう同どう体たいとして、その参加を促うながす。

　武蔵が無ぶ事じに動き続ければ極東全ぜん域いきが潤うるおって行くが、もし三国が武蔵に協きよう働どうしなくても、武蔵は他国とそれを行うであろう。そうなったら、今度は極東全域レベルで、我ら三国は経済的に落ち込んでいくだけよのう……」

　武力が無くても、関係のない事。

　政治家の図ず案あんよのう、と義光は武蔵副ふく会長の計画に感想を生む。これは、商人が手て元もとの計算から作る計画ではないな、と。

　何しろ、陸りく路ろの開発となると膨ぼう大だいな予算と人員と時間を投とう資しする事になるのだ。

　だが、それをもってしても、充分に意味がある。

「江戸が商業の拠点となれば、そこを有する松まつ平だいらには、常に三国や他た国こく相手の貿易窓まど口ぐちが開いている事になるからのう。……初期投資など、あっという間に回かい収しゆう出来るであろうよ。その回収分を担たん保ほにし、事じ業ぎよう計画を上積みしていく事も可能であろう……」

　この計画。作り上げたのは武蔵副会長だが、基き礎そ部分については、

　……平ひら泉いずみの、泰やす衡ひらとの会談かのう……。

　奥おう州しゆうと上越露西亜スヴイエート・ルーシの共きよう同どう体たい。黎れい明めいの時代にあったものを、再生しようと言う。しかし、輸ゆ送そう路ろや中間駅えきという陸りく港みなとの設置を武蔵むさし側がわが行うならば、これはもう、奥州と上越露西亜だけの共同体ではない。

　……武蔵副ふく会長、貴き様さまは──。

　黎明の時代にあった争いを認めた上で、ここに、極きよく東とう全体と重なっていく大だい共同体を作ろうというのか。

　かつて抵抗し、それを未いまだに捨てようとしない土地を、その一番手の相手に選ぶのか。

「ク……」

「甘いか」

　義よし康やすの言葉は正せい鵠こくだ。だから頷うなずくしかあるまい。

「この理想像ぞうはとてつもなく甘く、だからこそ惹ひかれざるを得まいよのう」

「え？　それって、実は駄だ目めって事ですよね……？」

　従じゆう士しの問いに、鮭しやけ延のべも全身を傾かしげる。

「駄目ですモン？　やっぱり無む理りですモン？　鮭延、たまに別の川とか泳いでみたいですモン。でも駄目ですモン？」

「鮭延がいると優しくなっていかんのう」

　しかし、と義よし光あきは言う。言わねばならない。

「その絵え図ず面めんは、永くは保もたぬ。絵え空そら事ごとよ。──里さと見みの、解わかるであろう？」

「……最上もがみが、やがて改かい易えきになる事か？　それとも、上越露西亜が、関せきヶ原はらの後に減げん封ぽうとなる事か？」

「両方ぞえ？　今、ここで後に生まれる北の大共同体を謳うたったところで、それが出来る頃、最上はほぼ消えており、上越露西亜も力を失っておろう。

　残るのは伊達だてのみ。奥州覇は者しやを名乗るに値あたいするだけの国力を守り通し、生き残る事が出来た伊達家のみが、その共同体の恩おん恵けいを受けるのよのう」

　ならば、

「その、共同体の話に乗る事は出来ぬぞえ？　これは、上越露西亜も同じであろう。そして上越露西亜は、もっと解りやすい対抗の手を、今、とれる筈はずよのう」

「え？　解りやすい対抗って、……何です？」

　この従士は人がいい。だから、敢あえて、優しく教えてやろうと、義光は思った。袂たもとから、米の焼き菓が子しを出して従士に渡し、囓かじり出すまでを確かく認にんして、

「ええかえ？　向こう、上越露西亜には、そちらの総そう長ちよう達が向かっておるのよのう」

　だから、上越露西亜は、一つの手を取れる。それは、

「ひ・と・じ・ちっ」
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「──悪く思うな。これもまた、国家間かんの交こう渉しようとして考えるならば、当然の事である」

　ミトツダイラは、身み構がまえる正面で、繁しげ長ながが腰の一いつ刀とうに手を掛けるのを見た。

　今、自分達の周囲には、左右の廊下から出てきた上越露西亜スヴイエート・ルーシの戦せん士し団だんがいる。三み重えを超える、魔ま神じん族ぞくによる包ほう囲いだ。

　ホールの天てん井じよう付近、通気口こうからもこちらを狙ねらっている者がいる。甲こう殻かく系けいの影が持つ杖つえは露西亜ロシアの術じゆつ式しき工こう房ぼう〝物知り魔女ウームヌイヴエージマ〟特とく有ゆうの六ろつ角かく焦しよう点てん具ぐだ。

　まず、上から一いち撃げきを叩たたき込み、こちらの身構えが上に向かった瞬しゆん間かん、水平から殺さつ到とうする、といったところだろう。解わかりやすいが、それゆえに効果的な戦せん術じゆつだ。

「武蔵むさし一いつ行こう」

　繁長が言う。

「この場所。入り口は限られた空間である。壁を抜いても何も無い。出入り口は押さえており、貴き様さまらに逃げ場は無い。だから──」

「だから、上越露西亜の得にならぬ会議は、ここでやめにしろ、と？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだ。……貴様達たちの副会長が告げた共同体構こう想そうは、上越露西亜にとっては将来の得になるものではない。武蔵が、ただ、今すぐの協きよう働どうを取り付けたいために、美う味まそうな餌えさを手の届かぬ空に掲げたに過ぎぬものである。──違うか？」

　うむ、と頷うなずく姿すがたがあった。正面の雛ひな壇だんの上、景かげ勝かつの前に、守りの役として立つ斉さい藤とうだ。彼は両の腕を自然体たいに下げ、手を軽く広げた姿し勢せいで、

「……武蔵の総そう長ちよう兼けん生徒会長、そして大罪武装ロイズモイ・オプロの姫ひめもいるとなると、人ひと質じちの価か値ちは充分。

　他、二国に対する発言力りよくの確かく保ほとしても上じよう等とうでしょうな」

「卑ひ怯きようだと思いませんの？」

「──勝者が歴史を作り、正当を謳うたう。黎れい明めいの時代に、神しん道とう側がわの者達が行った事でしょう」

　斉藤の言葉に応じるように、繁長が身を低くする。彼女の狙ねらいはこちらではない。背後に立つ我が王そのものだ。

　だからミトツダイラは、前に一歩出る。王に対して無ぶ礼れいを働こうとする者がいるならば、王の盾たてとなり、剣となるのが騎き士しの役目だ。周囲の魔神達たちが身み構がまえを深くするが、恐れる感情は一いつ切さい心の中に無い。何な故ぜならば、

「おーい、囲んでるオメエら。ちょっと気を付けとけ？」

　背後から、王の声が聞こえた。

「俺の一番の騎士は、人狼女王レーネ・デ・ガルウとサシで同等だぜ？」

「わ、我が王、変な褒ほめ方はっ……」

「うん。あと、高いところ登るとテンション上がって、ルルララ謳うたいながら無む茶ちやする」

「ソレは本気で変だし褒ほめてませんのよー!!」

　……あっ、魔ま神じん達たちが微び妙みように引きましたわ……！

　ある意味、結果として正解なのかも、とミトツダイラが思った時だ。

「おやめになった方が、いいかと思うのですが、……如何いかがでしょう？」

　声を作る者がいた。

　メアリだ。
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　メアリは、ようやく理解した。正まさ純ずみが、自分を、この一いつ行こうに加えた意味を、実じつ働どうの意味で確かく信しんした。

「私は、現在亡ぼう命めい先さきである武蔵むさしにて、総そう長ちよう連れん合ごうのお手伝いをさせて頂いております、メアリ・スチュアートと申します」

　息を吸い、胸をゆっくりと張る。

「聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、この時代、イヴァン四世は万まんが一いちの亡命先として英国イギリスを視し野やに入れておられ、両国間かんには貿ぼう易えきが成り立っていました。英国には、露西亜ロシアの周辺国こくから露西亜への貿易をやめるように願う書しよ簡かんが送られもしましたし、イヴァン四世は、結けつ婚こん相手として、妖よう精せい女じよ王おうの侍じ女じよを希望し、しかし、〝寒いところに送るのは忍しのばれぬ〟と、断られてもいる……。そんな両国の仲だったそうですね」

　こちらの言いたい意味は、充分に通じている筈はずだ。

　だからと言うように、正面の雛ひな壇だんに立つ斉さい藤とうが言った。

「英国の後こう継けい者しやの母ですか……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──父もいますよ」

　万が一を考え、彼の手を握って束そく縛ばくする事はしない。ただ、浅く、届かぬ程てい度どに手を伸ばすだけにすると、

　……ん。

　構わぬというように、手を握り返された。

「────」

　いつもよりも強い力の込め方に、意味を感じ、嬉うれしく思うのは卑いやしい事だろうか。しかし彼は、エスコートではなく、離さぬように指を絡めて来て、

「見事に御ご座ざる」

　こちらにだけ聞こえる声で、告げてきた。

「メアリ殿の身み分ぶん、経けい歴れき、そう言ったものがあったがゆえ、自分達は出会い、今のようになっているので御座るから。……それらを正しく前に出せる今のメアリ殿どのは──」

　力が、更さらに籠こもった。

「自分の元にて、前を見られたと、そう胸を張れるものに御ご座ざる」

「……有あり難がとう御座います」

　確かにそうだ。ほんの数ヶ月前まえならば、メアリの名を自分から〝使う〟事など、考えもしなかった筈はずだ。今は、そうする事に忌き避ひを感じず、自分の存在をもって場を救いたいと、そう思う。この行為は、武蔵むさしに来て、いろいろな体験をして、更さらには、昔むかし以上に、大切にされ、……幸いだからです。

　メアリ殿どの、と名を隠かくさず呼んで貰もらえるだけでどれだけ嬉うれしい事か。

　だから、それを与えてくれる人や、場を守りたいとメアリは思う。そして、

「英国イギリスの視線が、この上越露西亜スヴイエート・ルーシには掛かっているものだと、そう思って下さい」

「ならば……」

　と、斉さい藤とうが動いた。右の手を挙げ、周囲の魔ま神じん族ぞくの囲いを遠ざけ、しかしこう言った。

「下がりませ、英国の未来。そして手出しは無む用よう。王賜剣エクスカリバーの加か勢せいも無しとして頂きたい。──それが友好国、露西亜ロシアの気き遣づかいです」

　言った後、音を立てて、彼が一段を下りた瞬しゆん間かん。

　眼がん前ぜんで瞬しゆん発ぱつが爆ばく発はつした。雛ひな壇だんの最さい下か段だん。その縁ふちを蹴けって加か速そくした繁しげ長ながが、一いつ刀とうを下段に立てて飛び込んできたのだ。







[image: 第七十三章『スタートラインの咆吼者』]
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　繁しげ長ながが、魔ま神じんの速度で距離を詰めて来たのに対し、ミトツダイラは焦あせらなかった。彼女はただ一歩を前に出ながら、こう言ったのだ。

「我が王。──前にどうぞ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──任せるわ」

　王が、気き楽らくという身体からだで歩き出す。その前を導く風として、ミトツダイラは行った。

　繁長を見れば、彼女は一いつ刀とうを真正面の垂すい直ちよくに、真ま下したに向けて立てていた。下段から振り上げ、王を股こ間かんから頭とう頂ちよう部ぶまで切り割るような構えだ。それは、刃やいばを盾たてにした突とつ撃げきでもある。迂う闊かつに突っ込めば、こちらも割られる。だからミトツダイラは、

「────」

　迷わず、正面から行った。
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　繁長は銀ぎん狼ろうの速度を見た。

　速い、が、正面過すぎる。視し界かいの中央だ。

　来る。

　狼おおかみが用いるのは、身を低くする事のない、軽いステップのような高速跳ちよう躍やくだ。

　左の膝ひざが上がっている。こちらが正面に立てて構えた剣の横を抜け、膝ひざ蹴げりか直ちよく蹴げりかをぶち込もうというのだろう。

「……甘い！」

　繁長は剣の後ろに隠かくれるように半はん身みとなり、刃を全身で押し込んでいく姿し勢せいをとった。

　狼の正面に、下に立った刃やいばを置き、それを押し込む形で、

「受けろ……！」

　突っ込んだ。その瞬しゆん間かんだった。繁長は眼がん前ぜんに色が広がったのを見た。

　……銀!?

　髪かみだ、と気付いた時には見切れぬ物を一つ得ていた。

　狼の速度だ。

　何が起きたのか、初しよ動どうからは解わかっている。銀狼が、上げていた膝を、臑すねを、足先を真まっ直すぐ下に落として床を蹴り跳び、更さらには逆の脚あしを後ろへと高速で振り放ち、

「前ぜん転てんの大だい跳躍からの踵かかと落おとし!?」
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　ミトツダイラが放った前方回かい転てんからの踵落としは、上から落とした踏ふみ切きりの左足と、背後に振り上げた右足の二に重じゆう加速で果たされた。

　正面からの高速接せつ近きんを捉とらえていた繁しげ長ながは、振り回されて広がった髪かみもだが、狼おおかみの身体からだが高く宙を舞う動きに目を追いつかせる事が出来ない。

　ただ、繁長は迷わなかった。どのような攻こう撃げきを受けようとも、己おのれの任にん務むを果たすべく、

「おお……」

　真まっ直すぐに、己の刃やいばを立て、押し込んだ。

　それが勝負を決めた。

　高速回転して振り下ろされた銀ぎん狼ろうの右みぎ踵かかとは、正確にあるものを打っていた。

　繁長が立てて構えた柄つかの、頭だ。真ま上うえから斧おののように落とされた靴くつの踵が、金きん属ぞく音おんをもって柄つか頭がしらを下に叩たたき込む。

　結果として、繁長の刃が、その先せん端たんを床に深く突き刺した。

　割かつ音おんが鳴り、赤の絨じゆう毯たんの底、床の中へと刃が二十センチほど貫かん通つうした。

　銀狼は柄えの上に片かた脚あしで着ちやく地ちした。回転の動きは片脚に残し、ボールを強く蹴けるような姿し勢せいになっており、

「さて……！」

　直後。繁長は後こう退たいした。否、正確には後退させられたのだ。

　右足で剣を下に打ち込んだ銀狼が、後ろに振った左足を戻し、繁長の腹を真っ正面から打ち抜いたからだ。

　打だ音おんが響ひびき、繁長が身を深く折って吹っ飛んだ。彼女は、腹を右腕うでで抱えたまま、魔ま神じんの牙きばを剝むいて息を入れた。

　狼が反動で空中に後こう転てんする。

　狼が着地する。繁長が身み構がまえを取る。

　そして銀の速度が、再び瞬しゆん発ぱつした。左右に身を振り、繁長への距離を一いつ瞬しゆんで詰める。繁長が身構えを取るのを確かく認にんしたのか、狼は、

「……！」

　突き刺さっていた剣を蹴り飛ばして、俊しゆん足そくの角度を変えた。繁長にとって右に跳ぶ。

　銀狼の右足が上がっていた。蹴りで勝負を決める。刃は使わない。ここは会議の場であり、殺しの場では無いという、

「武蔵むさしの騎き士しとしての矜きよう持じですのよ！」
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　その時、銀狼は見た。繁長が折っていた身、腹を抱えていた腕の向こうにあるのは、

「本ほん庄じよう盾たて……!?」

　小型展てん開かいした流りゆう体たいの盾が、乱れた衣い装しようの内側で繁長を守っていたのだ。

　先ほどの銀ぎん狼ろうの蹴けりは、繁しげ長ながにダメージを与えていない。身を折ったのも、息を入れたのもブラフだ。勝つためにはどのような手段も取る。それを示すように繁長が右腕うでを突き出し、

「本ほん庄じよう盾たて……!!」

　全長三メートルを超える大おお盾だてが、中段正せい拳けん打うちから、三枚重ねで銀狼へとぶち込まれた。
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　ミトツダイラは、思し考こうを切り替えた。

　ここは殺しの場ではない。だが、目の前の障しよう害がいを排はい除じよするならば、

　……刃やいば!!

　左腕を急ぎ背後に振り、銀ぎん鎖さで拾った物がある。

　床に突き刺さった刀だ。それを銀鎖で引っこ抜く。先ほどの方向転てん換かんで蹴り飛ばしていたのが幸いした。刃は抜け、確かに手に飛び込んできて、しかし、

「……跳ねなさいな！」

　握らない。手て指ゆびで鎖くさりごと摘つまみ、鉄輪かなわの振りを利用して、スナップ。

　剣けん先さきが、空中を抜いた。瞬またたきの後で、刃が宙を裂さく音を生み、盾に直ちよく撃げきした。

　一枚を砕くだき、二枚目を、前に踏み込みながら、

「……っ!!」

　砕いた。だが、刃も割れた。一いつ瞬しゆんで、鍛たん錬れんした刃が鞘さや豆まめのように膨ふくらみ、内部の地じ金がねを裂かせ、ひび割れ、

「────」

　宙ちゆう裂さく音が追いつき、刃を先せん端たんから食い散らした。

　鉄の破は片へんが微び細さいとなって宙に散る。が、盾はまだ一つ生きている。己おのれに向かってぶち込まれる一枚に対し、ミトツダイラは、

「……通しますの」

　右足を軽く溜ため、全身のショートダッシュでぶち込んだ。

　カウンターで貫かん通つう撃げきした踵かかとの直ちよく蹴げりは、流りゆう体たいの盾を中央から割った。普ふ段だん、銀鎖で重量物ぶつを吹っ飛ばす時に使用する踵のピック付きだ。瞬しゆん間かん的に打ち込まれたピックは、こちらの蹴りと相まって、長ちよう大だいな盾を四し散さんさせる。

　破は砕さいの流体光こうの向こうに、繁長がいた。

　もはや彼女に武器は無い。本庄盾も、すぐには構えられないだろう。だからこちらは、突き込んだ右足を左前に振り下ろしつつ、身を鞭むちのようにしならせて回し、

　……左脚あしのサバット……！

　回った。

　左脚を高速で後ろに抜き、踵をもって、下から繁長の胸部を刈かりに行く。

　その時だ。上から、影が来た。否、正確には、繁しげ長ながの向こうから、だ。ガード姿し勢せいを取る彼女の上、頭を越える低く重い跳ちよう躍やくで来るのは、

「斉さい藤とう・朝とも信のぶ……！」
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　繁長は、最適の機会を感じた。

　己おのれの三さん連れん本ほん庄じよう盾たては、単なる防ぼう御ぎよのためではない。背後からの斉藤の一いち撃げきを隠かくすため、だ。

　刀が折れるであろう事は予期していたが、三枚目を狼おおかみが砕くだいてくるのは予想外がいだった。本来ならば、二枚目か三枚目を銀ぎん狼ろうに叩たたきつけ、バランスを崩くずさせた後で斉藤が締しめの攻こう撃げきを叩き込む。そのつもりだった。

　しかし、今、狼は三枚目までを砕き抜き、この身への蹴りを届かせようとしている。

　だが、そこまでだ。斉藤の姿すがたに気付くのが早くなったのは確かだが、サバットの回転に入った身では対たい処しよが間に合わない。

　違った。

「……黒!?」

　色が、こちらの左から飛び込んできた。

　それは、回転する銀狼が振り回す銀ぎん鎖さの先。彼女の背後から、円えん弧こを描いて飛ひ翔しようしてきたものがある。黒を基礎とし、しかし白の装そう甲こうを持つのは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟……！」

　繁長は見た。狼の揺れる髪かみの向こうで、武蔵むさしの姫ひめが、何ど処こかから取り出した湯ゆ飲のみの茶を飲んでいる。

　……これは……。

　いつからだ、と言う意味もない。狼は、何な故ぜ、真っ正面から来た？　何故、髪かみを振り回す踵かかと蹴げりを用いた？　何故、左右への身を振り回すフェイントを使用した？　そして何故、直ちよく蹴げりという、こちらを下げるような技を多用した？

　全て、背後を隠し、自分に視線を集中させるため、だ。

　使用しないで済むなら、使わない方がいい奥の手だろう。こちらが斉藤を出したから、向こうも対応をして来た訳わけだ。

　巨きよ大だいな剣が力任まかせの鎖くさり鎚づちとして左から来る。軌き道どうは確実に、空中の斉藤を食う。だから、繁長はガードの左腕を解き、左の宙に掌てのひらを叩き込み、

「本庄盾……！」
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　ミトツダイラは、引き寄せる事で加か速そくした〝悲嘆の怠惰〟を前に振り、新しく展開した本ほん庄じよう盾たてに激げき突とつさせた。

　盾の数は三枚。しかし剣けん砲ぽうは速度もあり、光の固まりを三つ、容易たやすく砕くだいた。

　砕きの音は光の色だ。だが、悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシの軌き道どうが変わっている。黒と白の大たい剣けんは、跳ねて回りながら、繁しげ長ながの頭上へと飛んだ。

　そしてミトツダイラは繁長の顔を見た。

　繁長が、笑っていた。眉まゆを立て、強ごう引いんな笑えみでこちらを睨にらみ、

「斉さい藤とうさん……！」

　今、自分が放っている蹴けりを敢あえて受ける気だ。斉藤を守り、彼に攻こう撃げきチャンスを与える。そういう意味の笑みだ。だが、

　……残念ですのよ！

　ミトツダイラは、腕を振った。前方、宙を行く悲嘆の怠惰を振る銀ぎん鎖さを引き寄せ、

「──前！」

　サバット姿し勢せいのミトツダイラの全身は、宙に軽く浮いている。そんな状態で宙を行く銀鎖を引き寄せれば、悲嘆の怠惰ではなく、こちらの身体からだが向こうに寄せられる。

　だから、その現げん象しようを用いた。

　悲嘆の怠惰側、前へと、身を飛ばしたのだ。

　斉藤が落ちてくる軌き道どうをくぐり、繁長の胸に肉にく薄はくする。上を通過する斉藤と自分の間を悲嘆の怠惰が抜けていく。そして後に残るのは、散る流りゆう体たい光こうの向こうにいる繁長と、サバットをもはや浴びせ蹴りとしてぶち込む自分だけだ。

　ミトツダイラは、蹴りを、全身の加か速そくを入れて放つ。しかし、

「……!?」

　繁長が、不ふ意いに遠くなった。

　こちらの蹴りのリーチから、いきなり彼女が外れる。

　原因は明確だ。斉藤が、空中で姿勢を改め、

「いかんですな」

　こちらの頭上を越えていく筈はずだった身を、彼は無む理りに伸ばしていた。そうする事で脚あしを下に伸ばし、繁長の肩を蹴りつけたのだ。

　己おのれは前に飛ぶため。繁長に対しては、こちらの攻撃を外れるように、と。

　外れた。
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　ミトツダイラが悲嘆の怠惰を抱き寄せるようにしながら、蹴りの空くう転てんから着ちやく地ちしたのと、腰を落とした繁長が身み構がまえるのと、斉藤がゆっくり身を沈めながら着地するのは、ほぼ同時の事だった。

　三人は、誰だれも彼も、この流れを疑問していなかった。

　何な故ぜならば、三人が振り返り、振り仰ぐ視線の先。景かげ勝かつの玉ぎよく座ざがある雛ひな壇だんの上に、

「おう、ちと、邪じや魔まするけど、いいか？」

　武蔵むさしの総そう長ちようが、景勝の正面に立っていた。

　届いたのだ。武蔵の代表が、上越露西亜スヴイエート・ルーシの代表に、直接の言葉を交わせる、そんな状況に全てが届いたのである。
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　繁しげ長ながは、銀ぎん狼ろうの向こうで肩を竦すくめる斉さい藤とうに視線を向けた。

「斉藤さん、……何な故ぜ……？　〝鍾しよう馗き〟の術じゆつが泣くぞ！」

「Ｔｅｓテスタメント．、すまぬが、正直、私も年ねん齢れいが年齢でな。先の先を読むのが〝鍾馗〟としても……」

　斉藤が苦く笑しようした。

「ここから先の戦せん域いきで、君が欠けた状態を〝読む〟と怖こわいのですぞ」

　その言葉を聞いて、銀狼が身を動かしたのを繁長は見た。彼女は悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを左の手から右の手に高速で回すと、こちらの背後にある雛壇に身体からだを向け、片かた膝ひざをつく。

　斉藤も、雛壇の方に顔を向け、狼おおかみと同じように片膝をつく。

　背後、雛壇の上で何が起きているかは確かく認にんしなくても解わかる。

　……景勝……。

　振り返り、雛壇の上を仰いだ繁長は、危険を感じた。

　玉座の前に至った武蔵総長の正面に、景勝が立ち上がっていたのだ。

　距離にして、一メートルも空あけずに、二人が向き合っている。

　片や〝不可能男インポツシブル〟と呼ばれ、片やは〝雷らい帝てい〟と呼ばれる存在ではあるが、

　……大だい丈じよう夫ぶであってくれ……。

　景勝は、王に向いていない、そんな魔ま神じんの王なのだ。
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　景勝は、内ない心しんで、泣き出しそうになっていた。

　どうしたものであるのか。

　近くに誰もいない状態で、向こうの代表と、言葉を交わさなくてはいけなくなった。

　嫌いやである。走り出し、すぐにでもこの場を出ていきたい。そうすれば、もう二度とこんな場所に呼ばれる事も無くなり、自分自身の襲しゆう名めいすら取り消されるのではないかと、そう思う。

　苦く痛つうというよりも、あるのは恐れだ。

　……何故。

　何故であるのか。

　……何な故ぜ、我は、こんな重大な世界の一部を任される……？

　多くの人々の命を預かるのだ。そんな危険な事を、一人の存在に、何故、預ける。

　家いえ柄がらや能力、という答えはすぐに出る。襲しゆう名めい時の時じ流りゆうもあったのだ。だが、

「武蔵むさしの総そう長ちようよ……」

　目の前にいる彼は、どうなのだろう。と、そんな疑問がふと零こぼれた。

「貴き様さまは何故、ここにいる……？」

　答えを知りたいと思う疑問に、武蔵総長は即そく答とうした。

「いねえよ」

　笑って、気き楽らくという顔で、彼は言った。

「通つう過か点てんだ、ここ」

　そうだろ？　と彼は、こちらの肩を叩たたく。恐れず、力まず、まるで何年も知り合いだったように、音を立てて叩き、

「オメエだってそうだろ。座ってねえで、立ち上がった。何ど処こか行きたいとこがあんだろ？

　行けねえなら、俺おれに言え、その不可能も、俺が引き受けるから、ちと行こうぜ。

　何処に行きてえんだ？　何をしてえんだ？　何を思いてえんだ？　俺はまだ解わからねえけど、オメエにはあるなら、それを聞かせてくれよ」

　それ、とは、

「オメエが好きなものを、教えてくれ」
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　景勝は、言葉を作ろうかどうか、迷っていた。

　……我が好きなものか……。

　少なくとも、戦争とか、国同どう士しの削けずり合いとか、権けん謀ぼうとか、そういうものではない。他人の運命を歪ゆがめる力を持っているのだ。それを振るう事には躊躇ためらいがある。

　だが、そういった力を持つ己おのれは、まず、問うてみたい事がある。それは、

「貴様は、我を恐れないのであるか……？」

　雷らい帝ていという強きよう権けん。王という力の固まり。従える者達の全ぜん能のう性。そう言ったものを、

「貴様は、自分の中の我を恐れないのであるか……？」

「恐れたところで、死のうとしたって、許しちゃくれねえ」

　笑って、彼が言う。

「オメエだってそうだろ？　面めん倒どうな事あって、やってらんねえ、って思う事あって、投げ出しそうになる事だって……、あるよな？　な？　あると言って下さい。

　でまあ、そういう時、周りが許してくれねえだろ」

　何故なら、

「面めん倒どうとか、やってらんねえ、ってのは、それが厄やつ介かいだけど放っておけねえから仕方ねえって事だ。だから、自分の力解わかってるオメエは、適てき任にんなんじゃねえの？」

「……適任だと!?」

　思わず、声が挙がった。ホールが震え、皆が身をすくめるほどの声だった。斉さい藤とうまでもが、顔をあげ、こちらを窺うかがうほどの声。

　……やばいであるぞ。

　この咆ほう哮こうは、自分への憤いきどおりと恐れだ。

　嫌いやだ嫌だと思っていた事に対し、適任などと言われたから、

　……まるで、我を言いくるめて、この役に押しつけようとしているような……。

　上う手まい言葉で逃げ場を断たれるという事への、恐きよう怖ふ感かんだ。それを避けようとして、

「雷らい帝ていの力を〝適任〟などと計るのであるか!?　人の分ぶん際ざいで……！」

　ホールが明るくなるのを感じる。全身から、流りゆう体たい放ほう出しゆつによる雷らい光こうが発生しているのだ。

　……うん。

　景かげ勝かつは思った。これできっと、また、元もと通どおりなのであろう、と。

　彼は、こちらに、やりたい事があるかと問うて来た。

　だけど、王の身では出来ない事ばかり、自分は好きなのだ。

　それに、自分には枷かせがある。ずっと昔、雷帝に至る道みち筋すじで得た枷が、だ。

「武蔵むさし総そう長ちよう……！」

　ひょっとしたら、我がもっと、勇気か、身み勝がつ手てか、前向きか、薄はく情じようか、何かがあれば、君と行く事が出来たかもしれない。だが、

「我は、上越露西亜スヴイエート・ルーシの王であるぞ……！」

「でもオメエ、植物園とか動物園とか好きっぽいじゃん」

　笑えみの顔が、傍かたわらに開いた表示枠サインフレームを見て、そう言った。それは上越露西亜のサイトだ。

「──こういう風ふうに、力は、小さく使ったって、いいんじゃねえの？」
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　点てん蔵ぞうは、ホールが暗くなったような錯さつ覚かくを得た。

　違う。雷帝の放つ雷らい光こうが、収まっているのだ。鉤かぎのように放たれていた青白い光が、今、緩やかな、まとうような、

「聖せい者じやの後ご光こうですね……」

　メアリの言葉に、点蔵は小さく頷うなずいた。

　……どういう事で御座ろうか。

　解らない。ただ、自分は、ミトツダイラが破は壊かい衝しよう動どうを爆ばく発はつさせたあたりから、馬鹿でも解るように上越露西亜の最さい新しん情報、それも、景勝に関するものをかき集め、送ったのだ。

　最も新しく作られた情報は、会議前まえに見せた、上越露西亜スヴイエート・ルーシのサイトに掲げられたものだ。

　王の意い向こうで、子供達への福ふく祉しとして、植物園、動物園を造ぞう園えんする予定がある、と。

　雷らい帝ていらしくないと言えば、そうなるのだろうか。しかし、

　未熟者：『聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、雷帝イヴァン四世は、強きよう権けんを振りかざし、気に入らぬ者を粛しゆく清せい、処しよ刑けいするのが日常行こう為いとなっている暴ぼう君くんだったそうだ。激げき情じように駆かられて嫡ちやく子しを殴なぐり殺し、以後の露西亜ロシアは政治的に不安定な期間が生じてもいる。

　だけど、彼は敬けい虔けんで、教会の神しん事じ行為を保ほ護ごし、自らも祈りなどを欠かさなかった。晩ばん年ねん近くには殺さつ害がいした者達への懺ざん悔げを行い、謝しや罪ざいも行っているんだ。

　これについては、解かい釈しやくがいろいろとあるだろうけど、僕は浪漫ろまん脳のうでこう思う』

　それは、

・未熟者：『雷帝は激情に駆られる人だったけど、彼が懺悔し、祈ったのは、──彼がきっと、自分が暴君であるということを、理解していたからだろう』

・煙草女：『発はつ狂きようしそうな話じゃないさね、それ。……強権振ふりかざさないとやっていけない極ごつ寒かんの地で、激情に流される自分を自覚したまま、王を続けるなんて』

・未熟者：『反はん逆ぎやく者しやの死を、国家の発展に繫つながるものとして、神に祈り、懺悔する。……こう言ってはなんだけど、これは禊祓みそぎの考え方に近いと僕は思う。

　だから、浪漫はこう告げる。甘いかもしれないけど、雷帝の本ほん質しつは、どちらにあるかをね。

　──もしも王でなければ、彼は、ちょっと短たん気きな、しかし不ふ屈くつの信しん仰こう者しやだよ。人々のために祈り、どうすれば自分を抑え、周囲をよく出来るかを、ただ考えていた筈はずだ」
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「オメエさ、いろいろ格好かつこいいこと言ってっけど、結けつ構こう、息いき抜ぬきに園えん芸げいやったり、動物世せ話わすんのが好きだったりすんだろ」

　事実をいきなり指し摘てきされ、景かげ勝かつは鼓こ動どうを跳ね上げた。部ぶ下か達の手前、自分の立ち位置確かく保ほのために、口を開く。

「馬鹿なことを……！　それらは当然の福祉というものだ！　王が温おん情じようあることを示し、人々の支し持じを得ようとしているに過ぎぬのであるぞ……！」

「ああもう、兎うさぎちゃん、兎ちゃん可愛かわいい～。あ、そっちいっちゃ駄だ目めでしゅー。とか内ない心しんでやってんだろオメエ」

　ジェスチャー付きでやられて、しかし景勝は思った。

　……やってます御ご免めんなさいであ──る!!

　他にもよ、と武蔵むさし総そう長ちようは、床に何か見えないものを見ている動きで、

「おわあ、お花の芽めが遂ついに出たよ！　これが一いつ杯ぱい咲いたら花か壇だん凄すごいだろうなあ。でも途と中ちゆうで間引くの可哀かわい想そうだから子供達に分けようかなあ。──とか、そんな事を思ってんだろ？」

　確かに、と思った瞬しゆん間かんだ。雛ひな壇だんの下から声が来た。斉さい藤とうだ。彼は片かた膝ひざをつき、俯うつむいた状態で、床に向かって大声をあげる。

「一国の王を、愚ぐ弄ろうするか！　武蔵むさしの王よ！」

「タメだよ馬ばぁ鹿か。俺おれも王様だ。だからタメ口だ。愚弄じゃねえ。俺のこれが愚弄だったら、武蔵とかどうなるってんだ。大体、──これが将来、世界標ひよう準じゆんになんだぜ」

「ほほう、そうなったら、ホライゾンも躊躇ためらい無なくズバズバ言っていいのですね」

「……待て、オメエ、今まで躊躇ってそれか……」

　素すに一いつ瞬しゆん戻った武蔵の長が、しかし、一ひと息いきを入れて言う。彼はこちらの肩を叩たたき、

「つまり、オメエの不ふ可能ってのは、ソレだ。園えん芸げいウフフとか、動物キャッキャとか、やっていたいけど、体たい面めん邪じや魔ますんだよな。──暴ぼう杭くいだっけ？」

　雛壇下したの繁しげ長ながが、小さく言った。

「暴ぼう君くん」

「ああ、そうそう、それそれ。処しよ刑けいとか何とか、ケッコやったんだろ？　で、神様とか祈ってんだろ？　それで駄だ目めだったら、うん、俺が一いつ緒しよに謝り行ってやるよ。

　それでオメエの暴君チャラにして、面めん倒どうごとこなしながら庭いじって兎うさぎ飼かおうぜ」

　……馬鹿な事を……。

　そんな事が出来れば、どれだけいいだろうか。だが、もう、無む理りなのだ。

「無理だ。……我は、暴君の名を外せないのであるからな」

「は？　原因、何よ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と景かげ勝かつは頷うなずいた。

「……ノヴゴロドだ」
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　景勝は言った。

「我、イヴァン四世は、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、……独立性を強くし、他国と結ぼうとした商業都と市しノヴゴロドに恭きよう順じゆんを示させようとして、従わぬ都市側との戦争を起こした。ノヴゴロドはほぼ壊かい滅めつし、人口の四分の三となる六万人を失うほどの大だい粛しゆく清せいとなったのだ」

　吐と息いきする。

「八年前に行ったこれは、上うえ杉すぎ側の後こう継けい騒そう動どうとなる景かげ虎とら事件を前倒しに重ねて行われた。

　我、景勝と争って、自じ害がいに追い込まれた長なが尾お・景虎。……それは、ノヴゴロド市長、マルファが襲しゆう名めいしていたが、聖譜記述の解かい釈しやくとして、彼女に全て重ねて粛清したのだ」

　解わかるか？　と景勝は言った。

「マルファは、魔ま神じんの中でも、不ふ死し型がたでな。身が自然崩ほう壊かいするまでは消えぬし、修しゆう復ふくも利く。だから彼女は言った〝私に全て任せておけ、と〟。だから、談だん合ごうでは、彼女が〝市の代表〟として〝死んだ〟事にする。それだけの筈はずだった。しかし──」

　しかし、

「我が知らされたのは、マルファ以下、命あるものが全て自じ害がいしたとの事だった」
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　景かげ勝かつは、憶おぼえている。

　マルファですら、一度、己おのれの身をほぼ全て砕くだいて、作り替えたという、その報告を、だ。

　ノヴゴロドの民たみは、全員死し亡ぼうし、マルファが、民の身体からだを作り替えた。

　術じゆつ式しきで死体を動かし、他の死体を加工する。その多く、四人分を一人に繫つなぎ合わせ、合成する事によって、〝四分の一の生き残り〟としたものの、

　……その魂たましいは、ほとんど残らず……。

　マルファは、実じつ質しつ、一人だ。時とき折おり、残った残念が霊れいとして姿すがたを見せるが、どれも過去の再生で、言葉を交わせるほどではないと聞く。

　何な故ぜ、マルファがそんなことをしたのか、解わからない。

　だが、彼女の全てを自分の運命が奪うばい、一人にしたのは確かだ。

　彼女一人ひとりだけではない。彼女の周囲の、何もかもを、自分が消してしまったのだ。

　その報告があった日が、自分の全てが決まった日だ。

　ベッドの上で、仮け病びようを使って、一いつ睡すいも出来ず、ただ、こう思った。

　……我は、暴ぼう君くんにならねばならない。

　どうして王になったのか、解らない自分だけれども、もう、自分の好きに、いい王になる事は出来ないのだ。だから、

「我は、……一つの都市にある命を全て奪うばえる暴君なのだ」

「そっか」

　と、目の前で頷うなずきが生まれた。そして勢いよく、肩を叩たたかれた。

「だったら決まりだ。暇ひまな時教えろ。──一いつ緒しよにノヴゴロドに謝り行こうぜ」
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「何故だ!?」

　魔ま神じんは吠ほえた。すると、人が、こう応こたえた。

「オメエの力が必要なんだよ」

「暴君の力が、か!?」

「強くて格好かつこいいじゃねえかよ。だから哀かなしいところ、祓はらってこようぜ。暴君でなきゃいけねえなら、花とか兎うさぎ愛めでてる時みてえに、心の中で泣きゃあいい」

「────」

　いいか？　と、馬鹿が暴ぼう君くんに言った。

「もし、オメエが誰だれかから何か奪うばったなら、俺おれがそいつに取り返してやる。誰も彼もそうだ。失ったり、無くしたり、忘れたものを、俺が取り戻してやるよ。返してやるよ。それは、年月掛かるかもしれねえけど、そのままの形じゃねえかもしれねえけど……」

　笑った。

「ま、俺はそれだけの力がねえから、感じな？　感じ。オメエ、ちょっと力貸かせよ。暴君、いいじゃねえか。オメエがいれば、物もの事ごと相当に早く進むって事だもんな！」
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　肩を幾いく度ども笑って叩たたかれ、景かげ勝かつは、言葉を失った。

　……この人は……。

　こちらの何もかもを、気き楽らくに否定して、気楽に認めて、

　……信じてくれるのであるか。

　自分の持つ、力と、何を望んでいるかを、どれだけ否定しても、信じてくれる。

　共に行こうと、行ってくれる。だから、こちらも、何かを言おうと思った。だが、言葉にならず、景勝は、

「……っ」

　目の前にいる武蔵むさしの総そう長ちようの肩を一度、強く、殴なぐるように叩たたいた。そして、

「戻れ、武蔵の総長……！」

　本心が、言葉にならぬまま、暴あばれそうに、口から漏もれそうになるのを抑え、景勝は言う。

「そこまでこの雷らい帝ていの上越露西亜スヴイエート・ルーシに肩入れするというなら、話を聞いてやらぬ事もない。

　──減げん封ぽうされる上越露西亜を、如い何かに北の大だい共きよう同どう体たいに絡めるか、話して見ろ……！」
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「それはこちらにも興きよう味みのある事だえ？」

　と、義よし光あきが身を起こした。彼女は表示枠サインフレームに対し、

「聞こうかえ？　──嫡ちやく子し問題で改かい易えきとなる最上もがみを、如い何かに北の大共同体に組むのかえ？

　回答次し第だいでは、不備を叫び、武蔵の敵となることも辞じさぬぞえ？」

　彼女は、従じゆう士しと、里さと見み生徒会長に視線を放った上で、口くち端はを上げた。扇せん子すを、抵抗無ない動きで前に差し、

「見えるかえ？」

　祭が、ピークを迎えようとしていた。太たい鼓こを中心とした祭まつり囃ばや子しも、人々の寄せては下がる動きも、屋や台たいの呼び声も、その全てが大きくなろうとしていた。

　彼ら全体、ノヴゴロド跡あと地ちを含む全てを示すように扇子を波打たせ、義光が言った。

「これらの人々の処しよ遇ぐう。如い何か様ようにしていくと貴き様さまらは言うのだえ？」

　彼女の問いかけに対し、答えは即そく座ざに来た。

・副会長：『上越露西亜スヴイエート・ルーシの減げん封ぽう、最上もがみの改かい易えきについてだが……』

　武蔵むさし副会長は、結論を述べた。

・副会長：『減封も、改易も、聖せい譜ふ記き述じゆつに則のつとり、正確に行う事にする。──聖譜記述に従った行動を取る。それが武蔵の基本方ほう針しんである事に変わりはないのだから』





●






「ならば……！」

　上越露西亜の会議場となっているホールで、斉さい藤とうは叫んだ。

「上越露西亜は、何もかもを奪うばわれるというのですか!?」

・副会長：『どうしてそう思うのか、言ってみてくれ』

「外がい界かいへの開かい拓たくです！」

　斉藤は、右手を振り、二メートル四し方ほうの表示枠サンクト・アクノーを展開した。そこに映るのは、極きよく東とうだけではない。全世界の概がい要よう図ずだ。

「武蔵は外界への開拓事じ業ぎようを謳うたっています！　本来、我ら上越露西亜は、上じよう越えつの上うえ杉すぎ家けが減封されても、露西亜ロシア側の歴史再さい現げんをもってこの上越から関かん東とうに掛けてを支配出来る筈はず！

　しかし、開拓事業となれば、露西亜側がわによる安定した上越と関東の支配を放ほう棄きし、外界へと赴おもむかねばなりません……！」

　これは策さく略りやくだ、と斉藤は思った。聖譜記述では、極東側において、放ほう棄きされた土地は諸しよ家かに分けられたり、松まつ平だいらの管理地ちとなるのだ。これは最上も同じで、このように、

「何かと理由をつけ、減封や改易を行い、徐じよ々じよに極東の土地を取り上げて松平の支配力りよくを上げていく……！　そう言われても仕方ありますまい。違いますか!?」

・副会長：『確かに、そのようにして暫ざん定てい支配を解かい除じよしていくのが、歴史再さい現げんとしては問題がないと、私もそう思う』

　だから、と武蔵副ふく会長が言った。

・副会長：『私はここで提案する。上越露西亜、最上、伊だ達ても、──今より強固な国こつ交こうを武蔵と結ぶ気はないか？』

「今より……？」

　疑問する。と、Ｊｕｄジヤツジ．、という言葉で、武蔵副会長が頷うなずきを告げた。

・副会長：『松平は、極東を平へい定ていした後、各国の持つ所しよ領りようの多くを没ぼつ収しゆうしていく。これは英国イギリスでも、露西亜でも行われた中央集しゆう権けん化かの筋みち道すじの一つだ。

　だが、極東はこれでまた広い。武蔵は貿易で拠きよ点てんを行き来せねばならん。だから……」

　一ひと息いきの間が空あいた。続く一ひと呼吸で言われるのは、

・副会長：『上越露西亜スヴイエート・ルーシの上うえ杉すぎ、最上もがみ、伊だ達てを、──松まつ平だいら家けの、北方管かん理り担当者とする』
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　正まさ純ずみは、夜の橋の上、眼がん下かで行われている祭を視し界かいに入れながら、言葉を作った。

「管理地ちからの松平に対する国こく税ぜいは、固定、変へん動どう、ともに年度ごとに収めてもらう。

　他、管理領りよう土どや権けん限げん範はん囲い、地方税ぜいなどについては、関せきヶ原はらの後、松平との話し合いで確かく定ていするが、領土の基本は、それまでの確定領土としよう」

・朝の部：『……もし、我々が外がい界かいへの開かい拓たくを行わねば……？』

「その場合、貴方あなた達が本来得えるはずだった土地は、他国に奪うばわれていく筈はずだ。……私達松平が取り決めているのは、極きよく東とうの行く末であり、外界の行く末ではない。

　そしてもし、他国が外界開拓を進めているのに、その事業を行わないならば──」

　正純は、一ひと息いきを入れて告げる。

「聖せい連れんが、貴方達の〝露西亜ロシア〟としての存在を剝はく奪だつする」

・朝の部：『ほう……』

　驚いて貰もらっては困る。まだ、先があるのだ。

「いいか？　この実じつ施しは、ヴェストファーレン以降だ。その時には極東と武蔵むさしの発言力りよくも高くなっている事を理解して欲しい」

・朝の部：『つまり、力を付けて反はん乱らんを起こそうとすれば、……聖せい連れんや、各国からの攻こう撃げきを受ける事になる、と？』

「極東上じようでそれを行えば、な。何しろ、極東は平和になるのだから」

　正純は、息を吸う。

「だが、外界の歴史は別だろう。だからもし、貴方達が極東や松平に喧けん嘩かを売りたい場合は、外界から頼む。極東と、本来の〝露西亜〟に、そのような歴史があるならば、その通りに私達もまた相あい対たいしよう。──いつだって相手になるとも」
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「成なる程ほど……」

　斉さい藤とうは考える。武蔵副ふく会長の提案を考える。

　……我が上杉が、引き続き、上越露西亜の土地の管理者となるのですか……？

　斉藤は思う。現状、上越露西亜は国内の生産力を安定させているが、極ごつ寒かんの土地と地形ゆえ、その生産性を貿ぼう易えきに発はつ揮き出来ない。これは北方の国につきものの問題だ。

　それが、一気に解決されるとなれば、どうなるか。

「ビッグサクセスって、いやらしい言葉に聞こえねえ!?」

　武蔵総そう長ちよううるさいですぞ。

　ともあれ、極ごつ寒かんの大地を治めるにおいて、劇的な変化を入れるには、いい機会だとも斉さい藤とうは思う。支援つきで歴史再さい現げんに適かなっていて、三さん国ごく同時に行えるなど、そんな機会は、今を除いて今後無ないだろう。

　無む論ろん、その変化には、外がい界かいの開かい拓たくを必ひつ須すとする条件もついている。

　安あん寧ねいという訳わけには行かない。更さらには、

・かげＶ：『管理領りよう土どは、関せきヶ原はら後ごの話し合いが基礎とは、……考えるものである』

　景かげ勝かつが気付いた意味に、斉藤も内ない心しんで頷いた。

・朝の部：『羽は柴しばの事を無む視しして、獲かく得とく出来る最大領土をもって関ヶ原に来いと、松まつ平だいらはそう言っているのです。……無論、これは戦争によるものだけではありませぬぞ。

　国こつ境きようの不ふ確かく定ていな部分を、急ぎ、形だけでも開かい墾こんし、集しゆう落らくを作るのです。伊だ達ても最上もがみも同どう様ようにしてきて、お互いの集落が隣りん接せつするような事にもなるでしょう。

　しかし、これもまた、一種の領土戦せん争そうです。繁はん栄えいという名の』

・かげＶ：『……ああ、それは、いいね。それは、好きである』

　うん、と景勝が、言葉を続けた。

・かげＶ：『我は、そんな戦争ならば、大好きだ。先せん頭とうに立ち、人々を巡じゆん礼れいのように連れ、土地を開き、天候を操あやつり、水を呼ぼう、火を起こそう、夜の不安を聖せい歌かで晴らし、そして季節の変わり目の雷かみなりを呼び──』

　そして、

・かげＶ：『我の作る最さい大だい領土の国境に、花を咲かせ、他国に上越露西亜スヴイエート・ルーシの繁栄を見せてあげたいものである』

「────」

　斉藤は、息を詰めた。

　恐らく、初めてだろう。自分達が王として祭り上げたこの魔ま神じんの長が、他者と歴史への気き遣づかいではなく、自分が望む国の形を述べたのは、きっと初めてだ。

　上越露西亜が、その形を失い掛け、変わろうとする時、ようやくではあるが、

・朝の部：『……間に合いましたか』

・かげＶ：『何がであるか？』

　斉藤はすぐには答えない。この王を、これからもっと、王らしくしていくのは自分達の仕事なのだ。今、この形で、始まったばかりの意識に言葉を掛け、下へ手たな方向を与えたり、固めてしまってはいけない。

　敢あえて言うべきが、今、あるとしたら、

・朝の部：『雷らい帝てい、景勝様、……我ら臣しん下か、委員長、大だい貴き族ぞくともに、総そう長ちようの望みを支えていくものに御ご座ざいます』

　Ｔｅｓテスタメント．、と景勝が頷うなずいた。

　だから決まりだ。まだ、諸しよ問題はあり、その解決が急ぎ必要になるが、決まりだ。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシは、行く道を決めた。何しろ、王が、見てしまったのだ。自分の望む国の形を、だ。ならば、暴ぼう君くんの下、自分達が逆らう意味もない。

・朝の部：『各かく委員長、有りとあらゆる手段で、関せきヶ原はらまでに最大領りよう土どを獲かく得とくする方法を検けん討とうしなさい。即そく座ざに実行に移せるものは、裁さい定てい待ちの段階にまで持ち込む事』

　Ｔｅｓテスタメント．の声が続き、幾いく人にんかの委員長が頭を下げ、会議場から出ていく。

　始まったのだ。

　決まって、始まった。もう、下がる事も、止まる事もないだろう、しかし、

・九尾娘：『──いい空気を吸っておるのう。上越露西亜。……景かげ勝かつの坊ぼうやは、何年ぶりの御ご機き嫌げんとなるのかえ？』

　最上もがみだ。最上・義よし光あき。彼女が、通つう神しんで、文字で笑う。

・九尾娘：『北方の共きよう同どう体たいとして、松まつ平だいらの土地を三さん国ごくで管理。国こく税ぜいさえ納めれば、後は実じつ質しつ自由に近いし、インフラなどの初しよ期き支援もある。なかなかいい条件だえ？　しかし──』

　狐きつねが、問うた。

・九尾娘：『残念よのう。……最上は駒こま姫ひめも失う。嫡ちやく子しも何も無しぞ。現状では、最上として残るものは何も無く、ただただ、松まつ平だいらに吸収ではないかえ？

　──そのような、最上を無む意味とする提案に、私が乗れるというのかえ？』







[image: 第七十四章『終わり場の見者』]
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　義よし康やすは、義よし光あきの言葉を聞きながら、その顔を見ていた。

「──上越露西亜スヴイエート・ルーシは良い。減げん封ぽうで済むからのう。そして、景かげ勝かつもまだ魔ま神じんとして若い。

　しかし、……最上もがみは違うのだぞえ？」

　義光は、表情を消していた。しかし、声は震え、

「駒こま姫ひめはもはや霊れい属ぞく。残ざん念ねんが無くなれば消える身よのう。これは、最上の改かい易えきや、その後の存そん続ぞく、水み戸と松まつ平だいらへの血ち筋すじの仕し官かんなど、全て無む意味とするぞえ？

　何しろ、最上の王は途と絶だえる。新しく王を作り、最上の領りよう土どの管理者とするのか松平よ？

　それは体ていのいい乗っ取りではないかえ？」

　それは違う、と、義康は思った。

　義光は、今、北方共きよう同どう体たいの構こう想そうについて、松平が最上を乗っ取ろうとしていると、そんな風ふうに話を向けつつある。

　違う。そうじゃないだろうと、義康は感じた。思うのではなく、そう感覚したのだ。

　義光が言いたいのは、最上家けがいいようにされるという事ではない筈はずだ。

　……駒姫が失われるのが、嫌いやなのだろう？

　失われる運命に、乗ってしまった。最上の運命に対し、正しく振る舞う事を望み、駒姫は自らの命を絶ってそれを示し、今はただ、残念が祓はらわれるまでの霊れい体たいだ。

　いずれ消える。それも、義光より早く、だ。その事が解わかっているから、義光は言うのだ。どうしようもないと理解していて、だが、辛つらいから、

「────」

　ああ、と義康は思った。

　姉や、義よし頼よりの思いも、また、こうであったのだろう、と。

　失われる運命に、乗ってしまった。駒姫はそこに意味を持ち、救うものを救った筈だが、遺のこされた者達は違う。だから義頼は言ったのだ。「笑え」と。

　義光は表情を消している。いつも笑っている彼女は、ただ表情を隠かくしている。それは、

　……泣いているのと同じだ。

　先に行き、失われる事に意味を見た者に対し、無む念ねんしかない涙だ。

　どうなのだろう。姉も、義頼も、今、自分が、義光のようであったならば、

「……義光」

　我われ知しらずと、義康は言葉を作っていた。

　ふ、と振り返る狐きつねの視線に対し、しかし、恐れのようなものが心に無い。

　同じなのだ。この、狐の女じよ王おうと自分は、等しい部分を抱えてしまっているのだ。そして、

　……そういう事か。

　何な故ぜ、自分がこの最上もがみ担当になったか、義よし康やすは今いま更さらながらに理解した。

　否、大体は解わかっていたのだ。里さと見みの歴史と、最上の歴史を重ねれば、幾いくつかの符ふ号ごうには至るのだから。だから、

「義よし光あき、一つ、里見家けの代表として、お前と、武蔵むさし副会長に提案したい事がある」

「……何だえ？」

・副会長：『私も、か？』

「ああ、そうだ。武蔵外がい交こう官かんではなく、里見の総そう長ちよう兼けん生徒会長として提案したい」

　横、従じゆう士しが、居い場所無なさげに鮭しやけと二人でこちらと義光を見比べているが、気にしない。

　義康は言った。

「里見と最上を、共同統とう治ちとする事は出来ないだろうか」
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　義光は、一いつ瞬しゆん、言われた意味が解らなかった。

　自分の心の中には、今、駒こま姫ひめのことと、最上の行く末があったのだ。そして、ここから先の話し合いは、最上を北方共きよう同どう体たいとしてどうしていくか、という話になる筈はずだった。

　それなのに、

「里見と、最上を……、共同統治……？」

「Ｔｅｓテスタメント．と、ここではそう言おう。正式に、という訳わけではなく、実質上の形で、最上だけではなく、里見の政治もお前に見て欲しい。そして私も、最上の政治を学びたい」

　つまり、

「お互いの家の誰だれかを、共に二に重じゆう襲しゆう名めいする」

　馬鹿な、と義光は思った。言っている意味が、

　……解らぬ。

「駒姫がいなくなった後の最上の権けん限げんを、奪うばおうというのではないのかえ？」

　この義康は、そんな器き用ような人間ではないというのは解っている。が、誰かの入れ知ぢ恵えかもしれないのだ。だから義光は、疑うだけ疑うためにも、言っておく。

「最上は、いずれ多くを失う国だぞえ？　そこから何を学ぶと？」

「──里見は既すでに亡ぼう国こくだ。いずれ、最上と同じように消えていく国でもある」

　義康が、静かに言った。

「私には、姉も、兄のようだった者も、仲間も、何もいない。──何も無いのだ」

「ならば、後こう悔かいするなえ？」

　義光は、反射的に動いていた。懐ふところから鬼おに切きりを抜く。

　……何も無い、か……！

　その言葉が本当であるならば、鬼切は何も切らない。しかし、もし、今の言葉が噓うそであり、ただの同どう情じよう誘さそいや甘かん言げんであるならば、

「失うぞえ里さと見みの……！」

　瞬しゆん間かん的な抜き打ちで、義よし光あきは義よし康やすを断った。

　穏おんを切る。その者自じ体たいではなく、その者を陰で支えている係けい累るいを断つ。

　古こ式しき神しん格かく武ぶ装そう〝鬼おに切きり〟は、正しく義康の穏を割った。
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　アデーレは、強く閉じていた目を開けた。

　義光の一いつ閃せんが走ったとき、間ま近ぢかだった事もあり、顔をガードするのも間に合わなかった。

　しかし、眼鏡めがねには傷も付いておらず、

「ええと」

　鬼切を横よこ一いつ直線に振った義光を眺ながめながら、アデーレは自分の身体からだを触る。

　……首も、腹も、腰も、胸……、ああこれは元から──。

　く、と唸うなりながら確かめる全身は、髪かみにおいても何も無い。それは、

「里見生徒会長……」

　義康は、ただ立っている。遠く聞こえる祭まつり囃ばや子しを背に浴びて、鬼切を振るう義光を見み据すえ、

「義光、お前は勘かん違ちがいをしている」

「何がだえ？」

「私と武蔵むさしの連れん中ちゆうの関係は、今はまだ、支え合うものでも、仲間でもない。

　未み熟じゆくな私であっても、並ぶことを許し、ただ同じ方向に行く。──今は、私の失った者達が見せたものを、共に見ているだけの連中だ。

　慰なぐさめるでも、同どう情じようするでも、諭さとすでもなく、ただ同じ方向を見て、潰つぶされる事があっても、不安に抵抗し、再さい起きを諦あきらめない馬鹿な連中」

　そして、

「いずれ並ばねばと思う私にとっては、その事自じ体たいが大事なんだ」
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・○べ屋：『一歩間ま違ちがうと何で一いつ緒しよにいるのか解わからない不ふ審しんな連中だよね！』

・●　画：『何言ってんの？　利り害がい関係は確実にあるのよ。それを忘れちゃ駄だ目めね』

・あさま：『有ゆう害がい！　有害多いですよね！　何だか害の方が多いですよね!?』
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　表示枠サインフレームでぎゃあぎゃあ言っているのを、コイツらは……、と思いながら、しかし義康は、その賑にぎやかさに安あん堵どもする。

　何かを失った時、これだけ騒がしく引っ張ってくれるのは、確かに有あり難がたかった。

　そして、視線の先、義よし光あきが鬼おに切きりを鞘さやに納めるのが見えた。彼女は苦く笑しようし、

「仲間というよりも〝そうなりたい〟という目標かえ。……確かにそれでは切れぬのう」

　ああ、と義よし康やすは応じた。

「私の言葉は提案という事で考えてくれ。何な故ぜなら、私は里さと見みを奪だつ回かいするつもりだが、その実際はまだ無いし、確かく証しようを得ようにも、信用となる素そ材ざいすら無いのだから」

　腰の村むら雨さめ丸まるを示すと、義光が苦笑を濃くした。彼女はこちらを見て、

「確かに、それでは共同統とう治ちが必要かもしれんのう」

　しかし、と義光が言った。彼女は、肩から力を抜き、

「鮭しやけ延のべ、従じゆう士し殿どのに甘あま酒ざけでも持って来き」

『すぐですモン！』

　主あるじから指し示じを得た、という事に喜びを示しながら、鮭が宙を泳いでいく。それを見ながら、義光が問うてきた。

「何故、私を選んだのかえ？」

「最上もがみを一いち代だいでここまでにした能のうを借りたい。そして、学びたい」

「何故だえ？　里見を奪回した後には、松まつ平だいらの治ち世せいで平和な世がある筈はす。……松平側がわの誰だれかに師し事じをした方が良かろうよ。何故、そうせぬのだえ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と義康は頷うなずいた。

「──ぶっちゃけあいつら、何するか解わからないし」
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・○べ屋：『うっわ、誰？　そんな暗あん躍やくするっぽい人って？』

・礼讃者：『悪いヤツは赦ゆるせませんな！　北方は若い妖よう精せい達の土地なのに……！』

・貧従士：『あの、すいません、現げん場ばで思い切りツッコミたくなる言げん動どうは……』
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　自分からネタを振ってしまった。いかんな、と義康は思う。

「奪回の後、急ぎ里見を復ふつ興こうさせたいのには理由がある。先ほども言った通り、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、里見もまた、改かい易えきをされるからだ」

　解り切っている事だ。関せきヶ原はらの後、一六一四年。里見家けはやはり嫡ちやく子しが無く、改易となる。

「それまでに、里見を復ふつ興こうさせ、集つどってきた人々に生活の保ほ障しようをし、未来を示したい。

　だから、何も知らない私が、平和な世の中で国を作る、という考えは捨てている。意地でも里見を早期に復興させ、示したいのだ。──自分達は、再さい起き出来るのだと。」

「……ならば聞こうかえ、里見の。貴き様さまはそれからどうするつもりぞえ？」

　ああ、と義よし康やすは言った。

「里さと見みが改かい易えきとなっても、里見の血けつ族ぞくは地方にいる。たとえば水み戸と松まつ平だいらにも、多く仕し官かんしているのだ。最終的に、最も上がみの血族が至る水戸に、な」

　解わかるか？　と義康は言った。

「里見は小しよう国こく。いつ消えてもおかしくない。だから、昔から、自分達を少しでも遺のこすにはどうしたらいいかを教きよう導どう院いんで話し合っていた。そのプランの改かい変へんとして私は提案する。

　最上との共同統とう治ちをもって、義よし光あき、お前の政治を教えてくれ。お前が里見を復ふつ興こうさせるのを見て、私は学ぶが、そんな私を見て、もしお前が──」

　迷ったが、言った。

「私がお前の目に、政治家として適かなっているならば、お前の嫡ちやく子しを襲しゆう名めいさせてくれ」

「────」

「解わかるだろう？」

　最上・義よし光あきの嫡子。その人物の名は、

「最上・義康というのだったな。──私が二に重じゆう襲しゆう名めいするに、最さい適てきな名だ」
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　馬ば鹿か者もの、と義光は思った。

　まさか、ここで、義康の名が出てくるとは思わなかった。

　……馬鹿だのう。

　義光は、知っている。最上の嫡子、最上・義康は、後こう継けいとなる前に死亡するのだ、と。

　それも、奸かん臣しんの企たくらみにより、自分と義康の仲が不ふ和わになり、彼はやがて何者かの襲しゆう撃げきを受けて自じ害がいする事になる。

　元々は仲のいい親子だったと、聖せい譜ふには示されている。それが企みによって不和とさせられた事を知った義光は、義康の首が届くと涙を流し、奸臣を探し出して成せい敗ばいした、とも。

　そのような流れがあったから、駒こま姫ひめには最上・義康の襲名を重ねさせていなかった。それなのに、今、義康になろうという者が現れようとは。

「最上・義康と、私、義光の間を不和とした奸臣の事を、知っておるかえ？」

「里見の姓かばねを持っていたな」

　苦く笑しようで言われると、そうだえ、と応じるしかない。

　全て、知った上で、望んできているのだ。もし襲名出来たならば、全てを任せる、と。

　……そうだのう……。

　確かに、考えた事がある。もし、駒姫に、最上・義光の襲名を重ねろと、聖せい連れんからそう言われたならば、どうしたものかと。

　答えは一つだ。意い地じでも、その命を守ろうと、そう思ったのだ。ならば、

「……確かに、貴き様さまが私の目にかなえば、最上もがみ・義よし康やすの襲しゆう名めいも〝あり〟であろうなあ……」

「ならば──」

　苦く笑しようで、義よし光あきは言った。

「駄だ目め。……そうだえ義康。そして武蔵むさし副会長。私は貴様らの提案には乗れぬ。

　何しろ、まだ、駒こま姫ひめは私の目が届くところにいる。後の世の動きもまだまだ明確ではないのだえ。だから、最上は──」

　これが答えだ。

「最上は、──保ほ留りゆうとして、関せきヶ原はらまで、好きなようにするとも」
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　正まさ純ずみは息を吸った。そして、吐きながら、

「礼を言う……、最上・義光」

　最上の決定は、こちらの提案を飲んだも同どう然ぜんだ。実際、ヴェストファーレン後までは何も明確にならない、保留なのだ。だから、ここで最上が、

・九尾娘：『好きにするぞえ？　そう、上越露西亜スヴイエート・ルーシのように、領りよう土ど拡大を狙ねらってな。

　そして、──里さと見みの、貴様も好きにするがいいぞえ？　私に師し事じを請こい、私を手て本ほんとするならば、最上・義光の襲名を狙ってみるが良かろう。そういう未来も、また、ありであろう』

　しかし、

・九尾娘：『今は、駄目』

　ただ、

・九尾娘：『私が、今よりも先を望んだ時、そこに、北の共きよう同どう体たいや、里見の申し出があったことは憶おぼえておくともよ。

　そういった未来もまた、駒姫が望んでいるやもしれぬしのう……』

　告げられる言葉に、ふと、正純は母を思った。

　三み河かみでの、過去の事。

　……そうだなあ。

　母は、いつも、何も言わずとも食事を作ってくれたし、洗せん濯たくや、家事をしてくれた。風か邪ぜをひいた時などは傍そばについてくれていたし、腹ふく痛つうを起こした時にもそうだった。

　身体からだの事や、襲名に失敗した事、父の事を悩むと、やはり傍にいてくれた。

　どれだけ、母と時間を共きよう有ゆうしたのか。そしてまた、母の時間を自分に費ついやさせたのか。

　良かったのか悪かったのか、疑問したところで解るものではないが、

「義光」

　言っておく事がある。

「武蔵は、この先の羽は柴しばとの戦せん闘とうにおいて、一つ、約やく束そく出来る事がある。

　──我々は、駒こま姫ひめに手が届くのならば、必ず奪だつ還かんする。失わせるような事はしない。

　これは武蔵むさしの方針であり、三み方かたヶ原はらで誓ちかった事だ。だから──」

　だから、

「どうなるか解わからないが、その出来を見て、判はん断だんして貰もらっても構わない」

・九尾娘：『……期待値ちの上げ過ぎぞえ？』

　しかし、と義よし光あきが三つほどの息を空あけて、こう言った。

・九尾娘：『その心こころ遣づかいだけでも、……充分、憶おぼえになるともよ』
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　最上の結論が出た。

　そして、Ｊｕｄジヤツジ．、という正まさ純ずみの頷うなずきを、会議場の点てん蔵ぞうは、メアリと共に表示枠サインフレームで見た。

　副会長であり、議ぎ題だい主ぬしである正純の了りよう承しようは、事じ案あんがまとまった事を示す。つまり今は、

　……上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最上もがみ、共に領りよう土ど拡大を基礎とすると決まったので御ご座ざるか。

　歴史再さい現げんとして、両者の行いは正しい。だが、今までとの違いは、

「今後は、羽は柴しばの顔かお色いろを窺うかがわずにそれを行うという事に御座る……」

　聖せい譜ふ記き述じゆつ通りに、上越露西亜も最上も〝領土拡大を行う〟。が、江え戸どと里さと見みを制せい圧あつした羽柴がどのような指し示じや牽けん制せいを送ってきても従わない。

　両国とも、関せきヶ原はらの後にある、松まつ平だいらの領りよう土ど確定と、北の大だい共きよう同どう体たい構こう想そうに目標を定め、今後を過ごしていく。

　これは、現在における明確な協きよう働どうではない。しかし、武蔵としては、二に国こくが、羽柴に荷か担たんしない事と、最終的には武蔵と足並みを揃そろえていくという事を確かく約やくした訳わけだ。

　将来を見み据すえた、擬ぎ似じ的な協働を得たとも言える。

　勿もち論ろん、問題は山さん積せきだ。特に大きいのが、

「対P.A.Odaとの戦せん闘とう関係に御座ろう」

　上越露西亜側も、それを今、この場で話し合っている最さい中ちゆうだ。

　今、こちらは、給きゆう仕じから椅い子すを与えられ、サイドテーブルに茶や菓か子しを並べられている。そうして周囲を見れば、各かく委員長や、斉さい藤とう、繁しげ長なが、そして景かげ勝かつまでもが、立ったまま円を作り、即そく席せきの小しよう会議を行っている。

　彼らの唇くちびるの動きから読めるのは、やはり、

　……P.A.Odaに御ご座ざるか。

　上越露西亜は、羽柴をもはや意識せずに、元々の談だん合ごうや領土拡大をもって、関ヶ原までをやっていく。だが、それは、暗に上越露西亜や奥おう州しゆうを牽けん制せいしていた羽柴と、P.A.Odaに逆らい、彼らの示し威いを無む視しするということでもある。

　P.A.Odaは大たい国こくだ。今や聖せい連れんを自分のものとしており、大だい航こう空くう艦かん隊たいを持ち、竜りゆう脈みやく炉ろもあり、有ゆう能のうな武ぶ将しようも多く従えている。

　現状における、極きよく東とうの半分以い上じようを手しゆ中ちゆうに収めた国。

　それだけの存在を、上越露西亜スヴイエート・ルーシや最上もがみは敵に回す事になる。

　無む謀ぼうとしか言いようが無いが、そこに踏み込めたのには、

「歴史再さい現げんを盾たてにする、というところで御ご座ざろうな。聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、織お田だ家けの上うえ杉すぎ侵しん行こうは途と中ちゆうで止まる事になるし、奥おう州しゆうへの侵攻は無いので御座るから」

「……点てん蔵ぞう様。P.A.Odaは、聖譜記述を守るでしょうか」

「守らざるを得ない、しかし最さい大だい限げんの解かい釈しやくを振るう、というのが現状で御座ろう」

　メアリに、点蔵は表示枠サインフレームを一つ見せる。それは極東の全ぜん域いき概がい要よう図ずを描いたものだ。その中央、近きん畿き方面から、西と北、東へと長い矢や印じるしが伸びていき、その間を埋めるように、小さな矢印が幾いくつか伸びていく。

「これが、現在のP.A.Odaの侵攻状況に御座る。ほぼ、極東の全ぜん域いき近くに伸びて御座るが、しかし、全域を獲かく得とくした訳わけでは御座らん。……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも、三世西班牙トレス・エスパニアも、九きゆう州しゆうや四し国こく勢ぜい、そして関かん東とうと奥おう州しゆうも攻め切れてはおらぬので御座る」

　と、小豆あずきをカステラで挟んだ菓か子しをミトツダイラやホライゾンと食っていた馬鹿が、こちらに振り向いた。

「でも、結けつ構こういい調子なんじゃねえの？　サル子やP.A.Odaって」

「世界各かく国こく側がわと、極東側の歴史再さい現げんで、侵攻の齟そ齬ごが生じているので御座るよ」

　と、点蔵はK.P.A.Italiaの部分と、上越露西亜の部分を個別に拡大する。

「たとえば羽は柴しばがK.P.A.Italiaに侵攻している現在、毛もう利りは北から一気に侵攻し、羽柴を潰つぶす事が可能に御座る」

「何でそれをやらねえんだ？」

「──その聖譜記述が、毛利側に無いからに御座る」
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　いいで御座るか？　と点蔵は馬鹿に前置きした。

「ここで、毛利が、聖譜記述に無い事を行い、羽柴の侵攻を潰したとするで御座る」

「うん、するで御座る」

　……何か腹立つ……!!

　と、馬鹿はこちらの横のメアリに視線を向けた。するとメアリが笑えみになって、

「──するで御座る？」

　……何か心が温かくなったで御座る……！

「トーリ殿どの、今、自分、聖せい者じや並みの心こころ持もちなのでちょっとの事じゃビクともしないで御座るよ？　何でも来いで御座る」

「あー良かった。浅あさ間まに見つからないように買い込んだエロゲ、全部オメエの名めい義ぎでオメエの実じつ家かに送ってたから、保ほ護ごしといてくれ」

「最悪！　思ってもフツーやらない事するで御ご座ざるな!!」

　ともあれ、と点てん蔵ぞうは息を吸った。

「聖せい譜ふ記き述じゆつに無い事を一度すれば、少なくとも、相手側に、一度は同どう様ようのことをさせる口こう実じつを与えてしまうで御座る。羽は柴しばの侵しん攻こうを潰つぶしたところで、仕し返かえしとしてP.A.Odaの歴史にない大だい侵攻を食らったら割りに合わぬで御座ろう？

　これは、P.A.Odaとも同じで御座ってな。あまりゴリ押しは出来ぬので御座る」

　それに、と点蔵は息を吸い、言った。

「P.A.Odaは、自分達の歴史再さい現げんに対し、慎しん重ちようにならざるを得なくなって御座ろう。

　何しろ、そろそろ、P.A.Odaは歴史的な転てん機きを迎えざるを得ないので御座る。

　──織お田だ・信のぶ長ながの、暗あん殺さつによる死し亡ぼうという、最大の転機を」
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　点蔵は思う。信長暗殺という、P.A.Odaにおける最大の転機を、だ。

　……超ちよう大国の指導者の消しよう滅めつ、で御座るか。

　そのときは近づいている。既すでにそれを超えた時代の再現が幾いくつも行われているのだ。

「ゆえにいずれ、信長公こうは消える時が来るので御座る。だからP.A.Odaとしては、その時が何い時つ来るかを制せい御ぎよして置きたい筈はず。ならば──」

「各地の歴史再現を守り、自分達に介かい入にゆうさせる隙すきを与えず粘ねばる、という事ですのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事に御座る。……ゆえに上越露西亜スヴイエート・ルーシは、武蔵むさし側につく事を選せん択たく出来たので御座ろう。何しろ上越露西亜とP.A.Oda、柴しば田た勢との戦せん闘とうは、信長公の死をもって、柴田勢が撤てつ退たいする事で終了するので御座るから」

　だから、

「上越露西亜との大だい規き模ぼ戦闘は、P.A.Odaにとって、信長公の死を近づけるものに御座る。

　避けるか、小出しにしてくるのが常じよう道どうで御座ろうな。一気の侵攻は無いかと」

　と、点蔵が言った時だ。右奥、廊下側から、肌はだを艶つや々つやさせた半はん袖そで半ズボンの愛が飛び込んできた。彼はくるりと回って、二度手を打つと屈くつ託たく無い笑顔で、

「大変だよぉ！　柴田が一気に侵攻してきたよぉ！」

「──これは常道では御座らんよ？」

　即そく座ざにフォローしておかないと被ひ害がいが酷ひどい事になる。が、ミトツダイラが視線を逸そらし、馬鹿とホライゾンが半はん目めを躊躇ためらい無く向けて来るが、メアリだけは首を傾かしげ、

「……どういうことなんでしょう？」

　騒そう然ぜんとし始めた上越露西亜組を見ながら、点蔵は思し案あんした。そうで御座るなあ、と思い至る事を、口に続けて行く。その言葉は、

「……三さん国ごくが武蔵むさしにつくと、そう先さき読よんでの動きで御ご座ざろうな。先せん手て必ひつ勝しよう、その考えで、伊だ達てと武蔵の会議がまとまる前に動き出したので御座ろう」

　そうなると、

「先ほどから、伊達側と、武蔵側からの応答が御ご座ざらぬな。

　……伊達側は交こう渉しよう中ちゆう。武蔵側では、柴しば田た勢の動きに呼こ応おうしたP.A.Oda関かん東とう派は遣けん戦せん士し団だんの動きが見えていると、そう考えてよう御座ろうな」

　と、点蔵が見る手て元もと、武蔵側からの通つう神しんには、こうあった。〝非常事じ態たい・警けい戒かい中〟と。

　関東のP.A.Odaが、動き出しているのだ。







[image: 第七十五章『舞踏会場の出撃者』]
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　有あり明あけ内は、警けい報ほうに満ちていた。

　縁えん日にちのように屋や台たいと人が満ちていた町中は、それぞれが動きを止め、宙に現れる表示枠サインフレームの内容を見ている。

　教きよう導どう院いんの橋の上、座る正まさ純ずみの背を守るように立つ誾ぎんは、宙に展開した表示枠に視線を向け、

「……聚じゆ楽らく第だいを中心とした戦せん闘とう艦かん群ぐんが、北西に航こう行こうを？」

「先せん行こうのようです、誾さん。物もの見みによれば、安土あづち城じようも柴しば田た勢ぜいと羽は柴しばへの補ほ給きゆう物ぶつ資しの搭とう載さいを急ぎ行っているとかで」

　何を目的とした動きかは解わかる。聚楽第などの先行艦隊は対たい上越露西亜スヴイエート・ルーシ。安土城はその補給と毛もう利り攻ぜめに動くのだ。

　江え戸どと里さと見みの防ぼう護ごは、北ほう条じように来ている滝たき川がわ・一いち益ますに任せると言うのだろう。

　表示枠には、速度を上げる聚楽第の艦かん首しゆに立ち、こちらを見ている丹に羽わがいる。そして、月光の下、霊れい属ぞくとして光る身を持った駒こま姫ひめも、だ。

「彼女達の行き先は……」

「ノヴゴロドだ」

　と、眼がん前ぜんに座る正純の背が告げた。彼女は、幾いくつもの表示枠を開いている。その数は、肩のアリクイ任せに無む造ぞう作さとも言えるものだが、更さらに膨ぼう大だいに増えていく。

　しかし、彼女はどれも消さない。指で、要よう点てんと思われる箇か所しよをなぞり、確かく認にんを終えたものをただただ重ねていくだけだ。その数は数百枚を超えるところだが、時たま、分ぶん割かつしたり、間に挟む動きも見える。が、それは、

　……理解し、把は握あくしていると、そう言うのですか？

　フアナも同どう様ようのことを行うが、彼女は莫ばく大だいな情報を展開させ、そこから大事なものを見切り、読みとる方法を使う。情報全ぜん体たいを把握し、要点に見当をつけて抜き出すのには卓たく越えつしたセンスと知ち識しき量りようがいるが、リアルタイムで見えるもの全てを理解はしていない。

　この副会長の場合は違う。恐らく、フアナのように包ほう括かつから要点を抜き出すようなセンスを持っていない。が、代わりというように、

　……速そく読どくと、理解量りようの莫ばく大だい……。

　彼女が、いつも本を読んでいるのは知っている。しかし、

「武蔵むさし、……副会長？」

「え？　ああ、何だ？　ちょっと今、集中してるからあまり構えないが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、一つ疑問なのですが、いつも、そのように？」

「そのように、って？」

　……やはり。

　自分のしている事が、どれだけ異常か気付いていない。つまり、彼女にとっては、この莫ばく大だい量りようのプロファイリングが日常であるという事だ。だから、

「その表示枠サインフレームの重ねですが……」

「ああ、Ｊｕｄジヤツジ．、昔から気付いた事はメモしたりでやってたんだけど、表示枠、便利だよな。ツキノワが最近になってやり方憶おぼえてきて、こっちについてこられるようになってきた感じでな。紙が要いらなくなって有あり難がたい」

　楽しさすら感じる口く調ちようで言われてしまった。まるで、書店で会って、好きな本を紹しよう介かいされているような雰ふん囲い気きだ。そして、

「さて、大だい体たい見えてきたな。……やはりノヴゴロドか」

　副会長が、肩を上げ、下ろす。アリクイが軽く跳ねるような動きをするが、

『まー』

　アリクイが出す表示枠は、上越露西亜スヴイエート・ルーシ周辺を映した概がい要よう図ずだ。今、上越露西亜の西側にあるノヴゴロドへと、柴しば田たの艦かん群ぐんが向かっているのが、リボンラインで見えている。

　それだけではない。上越露西亜南部国こつ境きようからも、そしてこの関かん東とうからも、

「……佐さ久く間まや森もり、そして聚じゆ楽らく第だいの秀ひで次つぐ艦かん隊たい、現在における手て空すきの戦せん力りよくが、ノヴゴロド落としに柴田勢ぜいと合流するつもりですね」

「P.A.Odaは、ノヴゴロドにおいて、私達と、阿蘭陀オランダのオラニエ公の合流する事を恐れたと、そういうべきか……？」

「……確かに、ヴェストファーレンの戦せん勝しよう国こくである阿蘭陀が、私ども武蔵むさし勢と合流するのは、P.A.Odaにとって不ふ都つ合ごうです。だから、恐らくは七なな尾お城じよう、もしくは手て取どり川がわの戦いに繫つながる戦せん闘とうをもって、ノヴゴロドを沈めに入ったのかと」

　Ｊｕｄ．、と副会長が言った。そして彼女は、頭を搔かきつつ、

「ノヴゴロドには、最さい古この天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんが、あるかもしれない。そして、オラニエは、こう言ったんだ。〝創そう世せい計画について、話をしよう〟、と」

　だから、

「ノヴゴロドを沈められたり、P.A.Odaのものにされては、少々困こまるな。……オラニエが囚とらわれたりすれば、ヴェストファーレンの流れ自体が変わってしまう」

「では、副会長、武蔵を出しゆつ航こうさせますか？」

「まだだ」

　副会長は、前まえ髪がみを搔き上げ、手首を軽く振る。

「まだ、伊達だての態度が明確になっていない。……理由は、充分過すぎるほど解わかるがな。

　つまり、三さん国ごく会議はまだ終わっていないんだ。だから──」

　だから、

・副会長：『向むか井い、ウルキアガ、頼むぞ』
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　鈴すずは、一つの人ひと影かげと向かい合っていた。

　距離にして五メートル。相手は両りよう義ぎ腕わんと、両義ぎ脚きやくにドレスを纏まとった、

「成なる実み、さん……」

「……何？　武蔵むさし外がい交こう官かん」

　良かった、と鈴は思った。名で呼ぶ事を許してくれる。だが、

「まだ、駄だ目め、なの？　武蔵と、いっしょ、……駄目、な、の？」

「……Ｔｅｓテスタメント．、そうね。正直、こっちが出した無む理り難なん題だいを、ああいう方法でクリアしてくるとは思わなかったわ。……まさか、武ぶ力りよくなど無む関係に、未来の絵え図ず面めんを描いてくるなんて」

　そうだね、と言ったのは、片かた倉くらだ。彼は、ホールの右端はしに移動しながら、

「武蔵が武ぶ力りよくで何かをするのではない。未来の図を見て、僕達三さん国ごくがどうするのか、どうしたいのかで決断させた。羨うらやましい話だ。だって、そんな交こう渉しよう条件の出し方は、圧あつ倒とう的な勝者の未来を持つ勢せい力りよくにしか出来ない事だからね」

　壁かべ際ぎわに立った片倉が、小さく笑う音が聞こえた。

「勿もち論ろん、──勝者となる武蔵ならば、そのくらいの交渉条件をこちらに見せて貰もらわないと困る。いい交渉だったと思うよ。武蔵の総そう長ちようは、あれ、本気だろうから酷ひどく扱いにくい。将来の勝者になるくせに、自分達が勝つ事を疑ってないだなんて、馬ば鹿か以外の何でもないだろうに」

「褒ほめてる、の……？」

　首を傾かしげて問うと、片倉は頷うなずいた。

「そうだとも。確信した。武蔵は、これからきっと、覇は者しやへの道に挑ちよう戦せんしていく、と。

　今、羽は柴しばが行きつつある道を、その後ろ姿すがたを追うのではなく、追いつき、追い越していくつもりなのだと、ね」

「だけど、今、それじゃあ駄目なのよ、ね」

　成実が言葉を作る。

「解わかるでしょう？」

　問いかけに、鈴は頷いた。

　解る。何故なぜ、武蔵が、今、羽柴を追っては駄目なのか。

「政まさ宗むね、さん……？」

　ホールの奥、玉ぎよく座ざとも見える椅い子すに座っている政宗が、俯うつむいていた。動かず、力無なく、眠っているようにも知覚出来るが、違う。

　彼女の背後、頭上といえる高さに、風の線があるのだ。

　青せい竜りゆうの出口だ。

　鼓こ動どうのテンポで、風と、大気の厚みが流れてくる。それは段だん々だん大きくなってもいる。そして、来る空気の動きを背に浴びた成なる実みが、口を開く。

「正直に言わせてね。……私達、伊達だて家けは、聖せい譜ふ記き述じゆつを鑑かんがみた時、松まつ平だいら無なしではやっていけない。──いえ、正確には、松平抜ぬきでは、最さい大だい勝利を得られないと言うべきかしら」

「だったら……！」

「解わかって。……親しん密みつな関係になるものほど、最初の関係構こう築ちくが大事なの。最初から武蔵むさし側に足あし下もとを見られたような関係ではなく、対たい等とうに、共に歩める関係が必要なの。

　だから解って。……伊達は、同どう情じようも、権けん益えきも、名めい声せいも、安定も欲していないの。

　この奥おう州しゆう、抵抗の土地、歴史ある武ぶ士し達たちの故こ郷きようとして、──伊達家は、将来の極きよく東とう覇は者しやと、肩を並べて行きたい。それで全ては満足なのよ」

　成実が苦く笑しようした。こちらから、顔を逸そらし、

「だけど、無む理りそうね。きっと貴女あなた達は先に行き、羽は柴しばを追い越していく」

　彼女の背後で、圧あつが強くなった。

「ノヴゴロドに向かう聚じゆ楽らく第だい。そこに眠る小こ次じ郎ろう様が離れたが故ゆえ、枷かせを外して青せい竜りゆうが来るわ。恐らく完全実じつ体たい。そして、この青竜がいる限り、伊達はまともな交こう渉しようなど出来ず──」

「駄だ目め……、な、の？」

　ええ、と成実が頷うなずいた。

「残念だけど、……青竜を倒せる明確な戦せん力りよくは、今の伊達には無いの。よくて持ち堪こたえるくらいね。だから言っておくわ。早く、ここから退たい避ひしなさい。そして急ぎ武蔵に戻りなさい。

　伊達は、武蔵と共に行く事が出来ないと、そのことを伝えに帰りなさい」

　言うなり、成実の背後に空気の膨ふくらみが生まれた。自ら上がってくるように姿すがたを出すのは、

「不ふ転てん、むか、で……」

「行きなさい。──手が届かない姿を見せるのは、不本意なの」

　青竜を止められないと、成実は言っている。伊達は武蔵と共に行けぬと、そう言っている。

　そして自分は、こう思う。それは嫌いやだ、と。だから、

・ベ　ル：『トーリ君……！』

・俺　　：『へ？　呼んだ？』

・あさま：『呼んでますよ！　早く！　あ、鈴すずさんもどうぞ！』

・ベ　ル：『う、うん……！　あ、あの、今、だ、伊達、大変、っで、あの……！』

　鈴は叫んだ。

・ベ　ル：『今のままじゃ、……駄、目！』

・俺　　：『オッケオッケ、おい、ウッキー、姉あねキャラ攻こう略りやくの仕上げだろ。俺が許きよ可かするから一いつ丁ちよう派は手でにやってやれよ』

　え？　と鈴は、背後に振り向いた。そこに、壁がある。竜の風に揺がぬ壁がある。

　ウルキアガだ。

　彼は、ゆっくりと前に出ながら、片方の前ぜん腕わんを上げる。こちらの背を軽く叩たたく。そのまま前に一歩を踏みながら、しかし、

「馬鹿だが長の許可が出た。〝護ご衛えいが前に出て事じ件けん解決〟なんて、護衛の仕事じゃないから、なるべく避けたいのだがな。しかし向むか井い、現場指し揮き官かんとしてどうする？　状況判はん断だんを頼む」

「う、うん、Ｊｕｄジヤツジ．」

　鈴すずは言った。

「……説せつ得とく、出来、る？」

「……ふむ、拙せつ僧そう、正まさ純ずみとは違って平和主しゆ義ぎだからそれは有りかもな……」

・副会長：『戦争しなかったろさっきの!?　ちゃんと見てたのかよ!?』

・金マル：『でも結局柴しば田たや丹に羽わが動いたのはこの会議のせいじゃないかな？』

　そうかも。だが、ウルキアガは頭を搔かいた。そのまま、

「さて」

　成なる実みと正せい対たいする。そして彼は言った。

「随ずい分ぶんとヘタレたな、伊達だて・成実。一昨日おとといの威い勢せいはどうした」
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　成実は、半はん竜りゆうを前に、背後からは零こぼれ漏もれる竜の息を感じた。

　まだ、青せい竜りゆうは出てこない。が、こちらにも、実じつ質しつの打つ手は無いに等しい。

　青竜は疲ひ弊へい状態にある。昨夜の戦せん闘とうの損そん害がいは、まだ回復していない筈はずだ。しかし、

　……駄だ目めね。

　青竜は、己おのれの回復と、手て負おいの身で政まさ宗むねを守ろうとして、全力を出して来るだろう。

　実じつ体たいと、流りゆう体たいの青竜が、初めて完全に重なった状態で、出てくるに違いない。

「……凄すごいわね」

〝門〟から漏れてくる流体光こうと風が、昨夜の比ではない。緩やかなスタートとなっているのが何よりの証しよう拠こだ。一気に出現すれば政宗を傷つけると、青竜にも解わかっているのだろう。

　だが、成実には解る。幾いく度どか、この青竜と相あい対たいした成実には、理解出来ている。不ふ転てん百足むかでをもってしても、次に出る青竜を止めるのは至し難なんだと。

　逆げき鱗りんは砕くだいている。昨夜はその時点で青竜が消えたが、完全に青竜を止めるとしたら、

　……そこから喉のど奥おく、延えん髄ずいまでを貫つらぬく。

　大型の武ぶ神しんとはいえ、戦せん闘とう中となれば、そのような事を為なすのは不ふ可能に近い。

　勝負が、打だ撃げき戦せんではなく、一発で決まるのが幸いというところだろう。不転百足をもって、一いち撃げきで逆鱗を貫く。それが伊達側にあるプランだ。

　……でも、駄目ね。

　昨夜とは、向こう側の出力が違う。出現したら、近づく事すら至し難なんだろう。下へ手たをすれば流りゆう体たいの干かん渉しようを受け、不ふ転てん百足むかでも自分の義ぎ体たいも分ぶん解かいするかもしれない。だから、

「ヘタレ、ね。言ってくれるわ」

　こちらのことを解わかっていない、と彼に言いたくなった。だが、それは泣き言だ。自分は伊達だて家けの副長で、最も折れてはいけない人間だ。だから、

「ヘタレてないわ。私は悲ひ観かん的なだけ。──やる事は、やるのよ」

「スカートが風でめくれているぞ」

「慣れたわ」

「恥はじらいは無いと言うのか」

「我が慢まんに慣れただけなの」

「見事だ」

「拝おがまないでいて」

「フ、この短い期間で随ずい分ぶんと強くなったな……」

「誰だれのせいか胸に手を当てて考えなさい」

　言って、ふと、成なる実みは小さく笑いを得た。思わず、というものだ。何しろ、

　……こんな馬鹿な半はん竜りゆうを相手にする事も、もう無いのだろうし。

　隠かくす事はない。

　馬鹿げた、普ふ段だんは起きるはずも無いこういう遣やり取り。何が起きるか読めないような、上下関係もなければ、不ふ要ような気き遣づかいも何もない他た愛あいのない応おう答とう。そして何よりも、こちらとほぼ同どう等とうの力を持ち、平へい然ぜんと突っかかってくる存在。それは伊達家という規き律りつの中では存在しないものであり、それがこちらに触れて来るというのは、

　……そうね……。

　嬉うれしかったのだ。

　自分みたいなのは、独ひとりではないと知らされているようで。

　四し肢しを義体化かし、戦いに望む副長であるがゆえ、共にいられる者を、感じた事がなかった。誰も自分にはついてこられないだろうし、この身体からだだ。好意を持たれても、疑ってしまう。

　彼はどうなのだろうか。

　解らない。

　解っても、いけない気がする。

　だから、成実は彼に背を向けようとした。いつも彼が、自分にとって肝かん心じんな事を言う時のように、視線を逸そらし、

「早く去りなさい。ここは伊達の戦せん場じように──」

「行くな成実」

　声が聞こえた。

「貴き様さま一人では勝てん」
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　言われた言葉の内容は、副長としての恥はじだ。力が無いと言われているようなものだからだ。

　だが、自分ですら、そうだろうと思っていた事でもある。だから、

「拙せつ僧そうが助力しよう」

　言われた言葉に、成なる実みは半なかば反射的に声を作っていた。

「ば……」

　振り向いた。

「馬ば鹿か言わないで頂ちよう戴だい」

　危険だ、という判はん断だんが先に来たのは、何故なぜだろう。

　そして、別の理由が後から来た。これは伊達だての問題なのだ、と。

「青せい竜りゆうの案あん件けんは伊達の長に関わる問題！　会議の時間である今、ここに武蔵むさしの介かい入にゆうを許せば、それは武蔵側がわに借りを作る事になるわ！」

「傭よう兵へいとして拙僧を雇やとえばいいではないか。──そう、解決は単純だ。が、しかしそれでは貴き様さまは納なつ得とくしないだろうな」

「……当たり前でしょう？　都つ合ごういい解かい釈しやくで賭かけ事をするつもりはないのよ」

　と言う前に、彼が全身の加か速そく器きを待たい機き状態に展開した。周囲、温度差さで白い薄うす霧ぎりが立つ。が、彼はそのまま、また一歩をこちらに近づき、

「相あい対たい戦せんを望む。伊達副長。──武蔵の第二特とく務むの申し出、受けてくれるだろうな」

「な……、今がどういう状況か解わかってるの!?」

　問いかけに、半はん竜りゆうはこう応じた。

「貴様と拙僧の、相対の状況だ。負けたら帰る。勝ったら、拙僧の言葉を聞け」

　……この馬鹿。

　どういう事かは解らない。が、こちらにも立場があるのだ。負けたら帰るというのであれば、そうして貰もらった方がいい。

　何しろこちらには不ふ転てん百足むかでがある。昨日きのうの甲かん板ぱん上じようと同じだ。残念だが、彼は不転百足には勝てない。加速や装そう甲こうでは彼の方が上かもしれないが、連続再さい射しや出しゆつの防ぼう御ぎよ術じゆつや、脚きやく部ぶや腕わん部ぶの独どく自じ駆く動どうに対しては、半竜の身では対抗仕し切きれないからだ。ただ、

「──何故？」

「解らないか？　──姉あねキャラ攻こう略りやくのためである」

　……そう……。へえ、そうなの……。

　心の底が、妙みように冷えた。

　そんなにジャンル区分けが好きなのね、ふうん……。そうなの……。男って……。

「いいわ、私にとっては充分な理由になりそうよ。政まさ宗むねを守るため、という、ね」

　全力で勝負をつけるのに、違い和わは無い。

「行くわ」

「来い」

　と言われるより先に、不ふ転てん百足むかでに搭とう乗じようする。赤のドレスは着たまま、巻き込み防止装そう置ちに手て間まを掛けるが、

　……ええ。

　成なる実みは全身を駆く動どうさせた。

　彼と踊るのは、きっとこれが最後だと、そう思いながら。







[image: 第七十六章『知覚外の踊り手達』]
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　戦せん闘とうは、一いち撃げき目めから全速の当たりを放っていた。

　不ふ転てん百足むかでと半はん竜りゆう。両者の身長とリーチは、ほぼ同じ。加か速そくは半竜が上だが、小こ回まわりは百足の方が立つ。そのために、両者の攻こう撃げきの交こう叉さは、

「おお……！」

　基本は、半竜が押す。そして百足が捌さばき、かわすと、

「……っ!!」

　百足が武ぶ器きを使用し、一気に手て数かずで押そうとする。

　広いとはいえ、仙せん台だい城じよう内部のホールだ。縦たて百メートル、横よこ五十メートルほどの中、百足は武器の顎あご刀とうを長ちよう尺じやく状じよう態たいで展開する事は出来ず、連続で高速射しや出しゆつして手数にと変えていく。

　対する半竜は、装そう甲こう任せに顎あご剣けんを弾はじきもするが、

「旧派カトリツクパワァ……！」

　術じゆつ式しき防ぼう盾じゆんだ。やや小型の携けい帯たい式しきを、百足の手数に対応して展開。連続する打だ撃げきを、盾たての破は片へんに散らして受けながら、

「異い端たん審しん問もんキットその三百十一！　〝聖母の踵マリアタコン〟……！」

　服の裾そでから抜き出すのは、長さ一メートルほどの真しん鍮ちゆうハンマーだ。先せん端たんが聖母の踵かかと蹴げり形状をした打だ撃げき物ぶつが左右で二本。半竜はそれを前ぜん腕わん内側の三本指ゆびで摘つまみ、竜の力でスナップ。高速の双そう撃げきとして百足に叩たたき込む。

　速い。が、手数としては百足に対して圧あつ倒とう的てきに足りない。しかし、威い力りよくは上だ。

　そこに、百足が防ぼう御ぎよとする腕をぶつけていく。それも、連続射しや出しゆつを付けて、だ。

　百足の振り払う腕が流りゆう体たい光こうを帯び、震しん動どうにぶれたような見せ方をする。まるで鋸のこぎりの刃はが石に当たったような音とともに、半竜のハンマーが弾はじかれる。

　半竜は止まらない。弾かれたハンマーから手を離し、不転百足の腕を取りに行く。そして、跳ね飛んだハンマーの柄えに前腕を引っかけ、回し直す。

　回し直されたハンマーが前腕を軸じくに下から鉤かぎとして飛ぶ一方、半竜の手は上から三本指で不転百足の防御の腕を確かく保ほに走る。

　不転百足は腕を摑つかまれぬように下に振った。そして百足は、半竜のハンマーが回転を終えて己の腕を殴なぐりにくるより速く、自分の腕に柄を絡めるようにして引っかけ、奪うばい取る。

　そして百足が、ハンマーを己おのれの腕で回し直した。

　百足の腕を伝うように、下から勢いよく回ったハンマーが、今度は半竜の腕をカウンターで殴りつけようとする。

　すると半竜が腕を引き、再び、ハンマーの柄を掬すくい取るように絡めとった。

　摑まない。

　金にも見える真しん鍮ちゆうの打だ撃げき物ぶつが、そうやって攻こう撃げきをかわすお互いの間を回り続ける。それは、

「追加するぞ……！」

　まずは二本、そして続いて二本、更さらには、

「踵かかと踏ふみ踊る事が捕ほ縛ばくの粋いきよ……!!」

　合計で十六の金きん鉤かぎが、両者の攻こう防ぼうの中で舞った。
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　鈴すずは、それを知ち覚かくした。

　鈴には色が解わからない。鈴は音を聴きき、熱と風を感じて生きてきたのだ。そして何よりも、外を感じようとする己の心を信じて生きてきた。だから、

　……凄すごい……。

　ウルキアガと成なる実みの動きが、追えて、捉とらえる事が出来るけど、把は握あく出来ない。

　解らない。が、その不ふ明めいは怖こわくはない。

　鈴は、ウルキアガも成実も好きだ。成実との付き合いはごく短いが、無踏会の前、自分がドレスを着るのを手伝ってくれた。慣れた所しよ作さに鈴が彼女の表情を知ち覚かくしようとすれば、

「政まさ宗むねの着付けを、昔は私が担当していたのよ」

　と、成実は笑った。

　小さな笑えみだった。いつもは作らないであろう。ふと零こぼすような笑い。それは、ずっと笑い続けるのと同じくらいに、意味があると鈴は思う。

　いい笑みだと思った。

　鈴は笑みのいい人が好きだ。

　ウルキアガも、同じだ。時たま、小さく鼻で笑う。いつも不ふ機き嫌げんなのかどうかは解らないが、嬉うれしい時は、そうする。

　そんな二人の攻こう防ぼうは、好きでいいと思う。

　今、恐らく、二人が、立ち回り、高速で打撃や蹴けり、身を回してのフェイントや、距離を取るための一いつ回転からのキックなど、ありとあらゆる攻撃を交わしている筈はずだ。

　……手を、とにかく取ろうとして……。

　その全身に絡み、回り、お互いを行き来するハンマーの数は、十六だろうか。高速で回り、行き来し、交こう叉さするために、数えている間に解らなくなるのだ。

　腕、手首、肘ひじ、脇わき、肩、首や脚あしにまで回るハンマーは、蹴り足の先に引っかけて放たれる事もあれば、それを首で受け、全身の振りと共に放ったり、手首を取ろうとした相手に腿ももからの返しともする。

　手を取ろうとして返し、連続され、振り払いながらも追い掛け、追ってくる腕を片方では逃げながら、もう片方では下からすくい上げようとして、ハンマーの絡みに阻はばまれる。

　二人の動きを飾るように、幾いくつもの風かぜ切きる星が回っているようだ。

　鈴すずは思う。

　この二人の回りを飾る全てが、いいものだといい、と。

　鈴は色が解わからない。光というものも、闇やみというものも、解らない。それらがどういう風ふうに〝綺き麗れい〟かは解るが、その〝綺麗〟をあるがままに知覚出来ない。

　だから鈴は信じた。この高速の、公こう転てんと自じ転てんの遣やり取りと受け渡しの中に起きている事を、綺麗だと信じた。ここで起きている事は、綺麗だと、いつも生きている時と同じように、外にいる二人がどうであるかをただ信じた。

　自分の把は握あくの外にあるもの。口で説明出来ないような事。

　そういう知ち覚かくを、綺麗だと、鈴は信じた。

　そして、二人が更さらに速度を上げた。もはや足あし先さきをぶつけ合うような接せつ近きん状況の満ち引きと打だ撃げきの密みつ度どを上げ、

「……！」

　剣けんと盾たてが、来た。

　否、今までもあったものだ。ただ、密度が上がった十六の転てん輪りんの中で、二人は、

「────」

　連続の剣けん斬ざんと、防ぼう御ぎよの応おう酬しゆうが跳ね上がった。
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　ウルキアガは、手を一切抜ぬかなかった。

　盾たてはもはや防御用ではない。展開後ごに後ろから打撃してシールドアタックとするものだ。

　術じゆつ式しきとはいえ異い端たん審しん問もん官かん用の防ぼう盾じゆんだ。一個作つくれば顎あご剣けんの攻こう撃げきを七発くらいは耐えられる。だからウルキアガはそれを左右に展開し、顎剣に対しての連れん打だを叩たたき込む。

　轟ごう音おんが鳴った。しかしウルキアガは動きを止めない。足あし場ばを確かく認にんするように、成なる実みの横に回ろうとする。彼女の手を両の手で取ろうとして、

「──と」

　顎剣が飛び込んできて、阻そ止しされる。が、ウルキアガは諦あきらめない。

　そう、半はん竜りゆうは諦めない。

　半竜とは、最強の種しゆ族ぞくだと、ウルキアガはそう信じている。魔ま神じんや天使系、精せい霊れいや半はん神しんというものもあるが、航こう空くう系けい半竜は空も高速に飛べて格好かつこいい。

　そう、格好いいのだ。格好いいものは強い。当たり前ではないか。

　強いから、諦める必要がない。たまに負けてもチョイミスだ。全体で負ける事はないのでメゲる必要もない。半竜は強いのだ。身体からだも強けりゃ心も強い。無む敵てきではないか。

　故ゆえにウルキアガは異端審問官を将来の道に選んだ。父が、あやかりとして内ない藤とう・清きよ成なりという、奉ぶ行ぎようの名をくれた意味もある。強いのだから、正せい義ぎをもって裁さばくことで、己おのれの強さに意味を与えるべきだと、かつてそう思ったのだ。

　その一方で、ウルキアガは、人間も好きだ。一いつ説せつには補ほ食しよく対たい象しようとして見ているともいうが、どうだろうか。御お広ひろ敷しきなど見ると食しよく糧りようとしては的てき確かくな気もするが、食う気は起きない。一度見みていたら頰ほおを赤らめおったので、あいつはいずれ地じ獄ごくに叩たたき込んでやらねばな。

「ウルキアガ君──!?」

　いかん、思し考こうにふけっていたら顎あご剣けんが。盾たてで殴なぐってくるりと回ってハイ打だ撃げき。

　ナイスだ向むか井い。だが、残念ながら、貴き様さまもまた、別の〝好き〟だ。

　好きの基準が、拙せつ僧そうは厳きびしい。

　恐らく、自分が強過ぎるのがいかんのだろう。そして心も正義過すぎるのだ。自分より弱いものを前にすると、捕食感かんではなく、守ってやらねばと、そうも思う。このあたり、やはり、天上に人々がいた時代、我々の祖そ先せんも、やはり未み熟じゆくな人類を保ほ護ごし、守る役であったというから、種しゆ族ぞく記き憶おくかもしれん。種族記憶、格好かつこいいなコレ。強さが更さらにアップした気がする。

　つまり半はん竜りゆうは強い。そして拙僧は正義の人だ。弱いものをどうとも出来ぬ。

　だからこそ、強い女が好きだ。ゆえに、

「ああ」

　姉あね好ずきだ。
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　百足むかでと半竜の動きは、速度そのものとなった。

　両者の腕が弾はじき合い、火ひ花ばなを散らし、剣は風となって盾たてを砕くだき、光が迸ほとばしった。全ての要素の軌き跡せきは宙に残り、回る二人の追つい随ずいはそこに咲き開いた巨きよ大だいな花のようになる。

　だが、不ふ転てん百足が、その手て数かずを増やしていた。二人の距離が近づいたが故ゆえに、元より攻こう撃げき回かい数すうの多い不転百足が、

『……っ！』

　変えた。それまで、顎剣を、左右から叩きつけていたのだが、前にも出したのだ。

　正面にまずそれは来て、右、左と続き、正面に出て、

『────』

　高速の三さん方ほう向こう攻撃が確立した。

　打ち放つ。それも連れん射しやする勢いで、だ。

　正面、右、右、正面、右、左、正面、右、右と、更さらなる連続が走り、風を裂さいた。

　しかし半竜は対たい抗こうした。盾を左右だけではなく、正面にも打ち込み、三枚態たい勢せいで打撃する。

　右、左、正面、右、右、正面、右、左、正面、右、右、正面と、呼吸より早く打だ撃げきして、半竜が強ごう引いんに前に出た。しかし、

「ウルキアガ、君！」

　鈴すずの叫びが走った。

「捕とらえられて、る！」





●






　鈴は知ち覚かくした。明らかに知覚した。綺き麗れいが止まったと、そう知覚した。

　今まであった動きとは違い、二人が作る綺麗が、急速にその形と数と流れをこちらに理解させていく。

　何な故ぜかは考えずとも解わかる。同じなのだ。成なる実みが中央にも刃やいばを放ち出してから、ウルキアガへと送る攻こう撃げきが、

　……正面、右、右、正面、右、左、って……。

　パターンだ。ある程度のところでパターンを切って、別べつ位置から始めるから気付かれにくい。しかし、これは意い図とのある繰り返しだと鈴は思った。何故なら、

　……ウルキアガ君にとって、右が多い！

　ウルキアガの右腕うでの振りを多くさせるパターン。その狙ねらいは二つだ。

　まず一つを示すように、快かい音おんが響ひびいた。

　ウルキアガの右腕が押すシールドアタックが、成実の顎あご剣けんを強く弾はじいた音だ。

　だが、それは、仕込まれたものだった。剣は抵抗無なく吹っ飛んでおり、ウルキアガの右腕うでは盾たてごと前に突き抜けていた。

　右腕が、無む防ぼう備びに伸びた。その状況を狙いの一つとして、もう一つは、

「……ハン、マー……」

　同じ動きをする事で、成実が十六の打だ撃げき物ぶつのタイミングを読んだのだ。彼女は一いつ瞬しゆんで、十六の武ぶ器きを己おのれの腕に捉とらえていた。それも、十六の追加召しよう喚かんした腕全すべてに、だ。

　そして成実が、左の腕で、ウルキアガの右腕を捕らえにいった。

　ウルキアガが引こうとする。しかし、それを成美の腕が連続展てん開かいして摑つかみ上げた。

　捕らえたのだ。

　直後。動きを止められたウルキアガに、十六のハンマーと、三本の鉤かぎ剣けんがぶち込まれた。
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　成実は止めない。正式の相あい対たいの場だ。手を抜かない事が礼れい儀ぎであるし、当然の行いだ。

　この相手にとっても、完全に叩たたき潰つぶす事で、多くの事こと柄がらに決けつ着ちやくと諦あきらめがつくだろう。そしてそれは、自分にも、だ。だから、

『終わりよ……！』

　打撃と剣けん戟げきを、成美は時間差さ付つきでぶち込んだ。こちらの左腕うでも巻き込む事を前ぜん提ていだ。そのくらいでなければこの相手は倒せない。

　そして半はん竜りゆうが、左腕を掲げた。こちらへの打だ撃げきではない。鉤かぎ剣けんへのシールドアタックだ。ハンマーよりも鉤剣の方が危険と判はん断だんしたのだろう。

　直後。鉤剣が、突き出された術じゆつ式しき防ぼう盾じゆんに激げき突とつする。

　盾たてが欠けて砕くだけ、そして消えた。散る光の向こうに、真しん鍮ちゆうの踵かかとが一気に落ち、

『決着よ……!!』

　成なる実みは、だが、予測の外の攻こう撃げきを受けた。

　正面に、受けた感覚としては、確かな爆ばく発はつが生じたのだ。

　……何!?

　避ける間もない。霧きりと、圧力の打撃が爆ばく砕さいし、こちらの全身を殴おう打だした。
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　鈴は、知ち覚かくしていた。あれは、

　……飛ぶ……？

　ウルキアガだ。彼が、全身の加か速そく器きの内、右半はん身しんと、前面に該がい当とうするものを開き、

「──ぉ!!」

　飛ひ翔しようの力を、超ちよう至し近きん距きよ離りから成実へとぶちまけたのだ。

　それは、音であり、熱であり、力であった。半竜の全身を空に飛翔させる加か速そく力りよく。本来は、竜であるならば、口からの竜りゆう砲ほうとして敵を穿うがつ爆発力りよく。それが、片かた肺はい分ぶんを確実に消費して、彼諸もろ共ともに相手を打撃する。

　今まで、確かにウルキアガは相手に距離を詰めさせていた。

　足あし捌さばきと体たい捌きで全てをこなしていたのは、恐らく、体内の各部にある加速器の肺に、流りゆう体たいを溜ため込む目的だろう。

　ウルキアガが、左腕を使わなかった意味も解わかる。左腕を機き軸じくとした左半はん身しんの加速器は、開いていなかった。それは、左肺分の加速力を保ほ持じすると共に、右半身から放出する力が逆ぎやく側がわから逃げないように押さえ、全力を相手に叩たたき込むためのものだ。

　爆ばく発はつした。

　成実の左腕が肩から外れて飛び、天てん井じように突き刺さった。その全身も、右半身を殴おう打だされたように歪ゆがみ、しかし、

『く……！』

　右腕も、両脚あしも、一度基き部ぶから外れて新しん規き召しよう喚かんする。外れた左腕も、だ。

　着ちやく地ちまでは一いつ瞬しゆん。そこにウルキアガが飛び込み、

「行くぞ……！」

　左の剛ごう腕わんを加速させた。
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　速度と判はん断だんの中、成なる実みは澄すんだ。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきから、不ふ転てん百足むかでが即そく座ざのアジャストを行い、自分の意志が醒さめたせいもある。だが、それ以上に、

　……負けられないの、よ……！

　自分は伊達だての副ふく長ちようだ。そして、総そう長ちようとしての政まさ宗むねがいる。

　青せい竜りゆうに囚とらわれたような政宗だが、しかし、そこには彼女の決断があった。

　三週間前まえの事だ。

　羽は柴しば側がわから、歴史再さい現げんの確かく認にんがあった時、政宗の弟である小こ次じ郎ろうは、己おのれの自じ害がいを行うべきかどうかに責任を感じていた。彼は表おもて向むきは動じていなかったが、結果はすぐに出た。数日後ご、仙せん台だい城じよう内で使われていなかった茶ちや室しつの中で、小次郎は自害を図ったのだ。

　心配し、探していた政宗と自分が、その第一発見者になった。

　竜りゆうの力を継ぐ身だ。自害には賢鉱石オレイ・メタロの刃やいばを用いていたものの、力が足りなかった。だから幾いくつかの救きゆう命めいを手て配はいしようとしている最さい中ちゆうに、小次郎は自分達に頼んだのだ。

　伊達のために行動して欲しい、と。

　自分も政宗も襲しゆう名めい者しやだ。それが、小次郎自みずから行おうとした歴史再現を阻そ止ししたら、どうなるか。今は関かん東とうに羽柴も来ており、歴史再現を確かく認にんされてもいるのだ。

　動いたのは、政宗だった。聖せい譜ふ記き述じゆつでも、自分が行ったとする説があるとし、それであるならば羽柴も異い論ろんは無いだろうと、自ら弟の命を絶った。

　あの時、自分が動くべきだったのではないかと、成実は今でも思っている。

　自分が動かなかったから、政宗は青竜に囚われ、記き憶おくを失うのではないか、と。

　あの時、自分が小次郎の命を絶っていれば、政宗は私を疎うとんだかもしれないが、伊達だて家けは何の問題もなく、武蔵むさしとの協きよう働どうを果たせたのではないか。だから、

『……教えてあげるわ！』

　成実は動き、思う。彼、半はん竜りゆうの左ひだり突つきに対し、右腕を叩たたき込みながら思う。

『私のこの両腕と両脚あし、失われたのは、子供の時、政宗が誤って呼び出した青竜によるものなのよ！　私が、政宗と訓練中ちゆうにあの子を泣かせてしまった時……』

　言った。

『あれ以来、政宗は青竜を呼び出せなくなった！　それが今、また、青竜を呼び出せているのよ!!　──これは私にとっての柵しがらみ、守るべき罰ばつ則そくよ!!』

　既すでに次の動きとして、左腕に顎あご剣けんを射しや出しゆつしながら成実は思う。

　小次郎の死が、一体、何の伊達家のためになったのだろうか、と。

　歴史に殉じゆんじ、政治的、対外的には、ためになっただろう。しかし、この抵抗の奥おう州しゆうにおいて、誰だれも彼も家族のように、種しゆ族ぞくなど構わず生活する自分達たちにとって、

『答えて……！』

　武蔵むさしよ。極きよく東とうの覇は者しやとなる者達よ。

　私達は失敗したのか。私は後こう悔かいを抱くままなのか。そして政まさ宗むねや、他の皆も、もう、どうしようもない事になっているのか。

　私達は運命を知らない。聖せい譜ふというものも利用出来ればいいとしか考えていない。いつも自分や仲間達が幸いであればいいと、寒い中を肩を寄せ合っていただけだ。

　私は、伊達を出なければならない。しかし、それまでに、伊達の全てを取り戻せるのか。

　……私は……！

　成なる実みは、答えを求めるように、突撃してくる彼の前ぜん腕わんの先せん端たんに、広げた右手をぶち込んだ。

　改めて己の決着のために、高速連続射しや出しゆつによる防ぼう御ぎよを行う。
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　成実は、右の手首から先を連続射出した。広げた手を彼の腕うで先さきにぶつけ、弾はじかれたならば即そく座ざに次の手首を召しよう喚かんする。

　幾いく度どと無くこれを高速で繰り返し、相手の攻こう撃げきを完全に受け止める。

　以前と同じではない。前は、指だった。今回は掌てのひらだ。相手の打だ撃げき力りよくの分ぶん散さんは前より大きく、そして打撃を受け止め次し第だい、ホールドする事が出来る。

　そうすれば、彼は恐らく、逆転の為に、左の加か速そく器き爆ばく発はつをぶつけてくるだろう。

　だが、二度目はこちらも違う。連続射出の準備をし、即座に四し肢しを展開すればいい。そうして加速器爆発をしのいでしまえば、後は、加速力を失った彼が残るだけだ。

　捕まえてしまえば、力だけの存在など、どうにでも出来る。

　だから成美は彼を止めた。手首から先の射出を手て抜ぬき無く行い、彼を受け止めた。そして、

『……？』

　不ふ意いに、成実は、右腕に違い和わ感かんを得た。

　何だろうかと、高速の中で視し界かいを改める。すると、右の腕が、砕くだけていた。

　……え？

　自ら弾はじかせて、受け止める事による破は砕さいではない。

　掌が砕かれ、更さらには手首も、下か腕わんも、全て彼の左腕に破は壊かいされているのだ。

　こちらの連続防御に対し、彼は止まっていなかった。こちらの腕を砕きながら、

「おおお……！」

　どういう事か解わからない。止めた筈はずだ。それなのに彼は来る。だからこちらは、半歩を下がりながら、新しい右腕うでを丸ごと射出し、

『……な』

　何、という疑問の声を発しながら、成なる実みは右腕を彼に叩たたき込む。

　連続射しや出しゆつによる防ぼう御ぎよ術じゆつを行いながら、突っ込んでくる彼の左腕を受けようとして、

『────』

　またも砕くだかれた。連続射出はしている。それなのに、

　……何な故ぜ!?

　その疑問は、視し界かいがすぐに答えてくれた。

　彼の左半はん身しんの加か速そく器きがどれも開き、しかし、その出力は、一気に行われていない。

　各かく部ぶが、短い、断だん続ぞく的な加速の連れん打だを噴ふいているのだ。それは、

　……連続加速!?

　成実は、彼の狙ねらいと結果を知った。この半はん竜りゆうは、こちらが防御に連続射出を行うことを理解すると、その射出に合わせた加速の連続を己おのれに課したのだ。

　一度受うけ止められて減げん衰すいする速度を、即そく座ざに入れ直す。加速の連れん射しやは、別に腕だけではない。左半身の各部。肩や脇わき、腰や足なども、順番に、まるで管かん楽がつ器きのように吹ふき鳴らす。

　その速度は、こちらの連続射出に間に合うものではない。

　しかし成実は知っている。力では、向こうが上なのだ、と。

　足りぬ分を威い力りよくで補い、半竜が来た。

　こちらの右腕が砕かれる。もはや連続射出による防御術は無む意味だ。この半竜には通じない。しかし、彼も、左半身側がわの連続加速を行ったため、内部の流りゆう体たいを消しよう費ひしている筈はずだ。

　彼にも、加速器はもはや使用出来ないのだ。

　ならば、彼はもう動けない。惰だ性せいで突っ走っているだけだ。しかし、

『──百足むかでの顎あごは健けん在ざいなのよ!!』

　左腕一本。突っ込んでくる彼に、斜め打ちで成実は顎あご剣けんを落とす。

　直後。成実は、彼の声を聞いた。

「話をしよう、伊達だて・成実」

　そして、己おのれの両脇に届いた彼の両腕から、あり得ない事が生じた。

　彼が持つ加速器の爆ばく発はつが、両腕側がわを機き軸じくに、全ぜん域いきで爆発したのだ。
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　鈴すずは、勝負の結けつ末まつを知覚していた。

　音が凄すごかった、というのが第一印いん象しようだが、

　……あれは……。

　ウルキアガが放った、二度目の加速器爆発。両腕使用など、本来ならば流体不ぶ足そくで不ふ可能な筈はずの技だろう。ゆえに成実も無む防ぼう備びに受けてしまったのだが、

「────」

　鈴すずは、それに手で触れた。

　どことなく冷たいような、しかし確かに宙を流れるものがある。

　流りゆう体たいだ。

　今、政まさ宗むねの背後にある青せい竜りゆうの門から、こちらへと、流体の波が大きく来始はじめている。

　ウルキアガの、二発目の加か速そく器き爆ばく発はつを支えたのはこれだ。青竜が漏もらす流体を、彼は自分の中に取り込み、そして決けつ着ちやくに用いたのだ。

　勝負は終わった。

　現在、ホール中央から、恐らく、霧きりが生じ、渦うずを巻いている。霧は鈴にとって、温度差さのあるものだが、聞いた話では見み透すかしにくいものなのだと言う。

　ならば、今、ホールの中央、床の上にいる二人は、皆に見えていないのだろう。

　鈴は、両の頰ほおに手を当て、二人のことを知覚していた。

　……成なる実みさん……。

　成実は、両の腕と、脚あしを失っていた。爆ばく圧あつで吹き飛ばされたのだ。そして今、彼女の身体からだは、ウルキアガが床に押さえつけ、

「伊達だて・成実」

　巻く風の中で、彼は静かに言った。

「開けてくれ、話がしたい」
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「馬鹿……」

　成実は、闇やみの中で泣いていた。

　不ふ転てん百足むかでは、超ちよう至し近きん距きよ離りからの爆圧によって、アジャスト中だ。だが、それの承しよう認にんを成実は行っていない。だから、不転百足は起き動どうせず、開かない。そして、

「馬鹿ぁ……」

　息を吸い、頰ほおを流れる涙を拭ふく事も出来ず、ただ、成実は泣いた。

　もう駄だ目めだ。私はもう駄目だ。政まさ宗むねを救う事も出来ず、そして、副長として、伊達の壁になる事も出来ない。失敗した。自分は失敗してしまった。どこで、何い時つ、どのように失敗したのか、それは、おそらく、小こ次じ郎ろうを失ったあの時からで、

「ぁ……！」

　御ご免めんなさい、と、心の中で成実は謝った。政宗や、小次郎や、他の皆に対し、自分が何も出来なかった事を謝った。涙を、頰だけではなく、目め尻じりから髪かみにまで零こぼして、四し肢しのない身を仰のけ反ぞらせて、

「ゃ……」

　悔くやしい。そして情なさけなく、また、後こう悔かいが口を開かせ、声を作る。だが、

「伊達だて・成なる実み……！」

　いきなり、衝しよう撃げきが、喉のどのあたりに来た。

　……っ!?

　遠えん慮りよのない一いち撃げきだった。それは、

「くそ、逆げき鱗りんのシステムはこれには無いのか？」

　彼が、不ふ転てん百足むかでの装そう甲こうを開けようとしている。胸や腹の上、首くび元もとに、硬い彼の手て指ゆびが当たってくる音と感かん触しよくがある。

「ば……」

　馬鹿、と成実は思った。今、自分は、動けないのだ。

　顔も、泣きはらしたようになっているだろう。

　敗はい者しやなのだ。それを敗北に浸ひたらせず、表おもてに無む理り矢や理り出そうなどと、

「無ぶ事じか？」

　問われ、成実は気付いた。彼は、こちらを心配しているのだと。

　……馬鹿。

　先ほどまで戦せん闘とうしていたではないか。こちらは不転百足があるからいいが、彼の方は違う筈はずだ。心配するべきはまず自分だろうと思うが、

「く……」

　参った。いろいろな思いがないまぜになって、どうしたらいいか解わからない。伊達家けの事も、政まさ宗むねの事もあるが、そういう弱みにつけ込むような彼の心配が、しかし染しみる。

　だが、いきなりの強ごう引いんが来た。胸きよう部ぶ下した側がわの装甲を仰あお向むけから持ち上げられ、

「開けるぞ」

　開けられた。
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　薄い闇やみの底。流りゆう体たいの風と波が通り、霧きりがあたりを隠かくす中で、ウルキアガは成実をようやく視し界かいに見つけた。

　開いた不転百足の中、仰向けに、動く事の出来ない女がいる。

　涙に顔を濡ぬらし、髪かみも乱れ、赤いドレスは荒れた呼吸に揺れている。ただ、涙を浮かべた目はこちらを見ており、

「な、……何、よ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、伊達・成実、……貴き様さまに言っておく事がある」

　それは、この状態でようやく言葉に出来る事。このところずっと思っていた事。

「伊達・成実。──拙せつ僧そうは、貴様の事が好きだ」

　だから、

「武蔵むさしに来い。そして共に世界を救おう」





●






　……え？

　成なる実みは、心の中に巨きよ大だいな空白を得た。

　言われている意味が、よく解わからない。ただ、涙は止まって、顔に熱がたまってきて、

「ちょ、ちょっと……」

　震える声も、唾つばを一度飲のむと、別の震えになった。涙によって籠こもらぬ力ではなく、何が起きるのかという緊きん張ちようによる揺れる力が、歯を鳴らし、頭の心を失わせ、

「いえ、あの、姉あねって、貴方あなた……」

「落ち着け。貴様の事は年ねん鑑かんで調べた。誕生日が六月二十一日か」

「そ、そんな事調しらべて、何になると？」

　解らぬか、と半はん竜りゆうが言った。

「拙せつ僧そうの誕生日は九月七日だ。──結婚して家族になれば、拙僧は貴様の夫であり、弟である。つまり貴様は拙僧と結婚して、拙僧の姉になるのだ」
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　成実は思った。思った事を口にした。

「頭おかしいとは思うけど、今いま更さら驚かないわ。……でも、いつからなの？」

「外がい交こう官かんとして来たときだったな。無む論ろん、貴様のような女は、単純に事を運ぼうとすれば逆らうだけだ。フ、だから、政まさ宗むねを囮おとりとして、ツンデレを装い、貴様に近づいた訳わけだ。

　だが、根本的なのは初しよ見けんだ。拙僧が何と言ったか、憶おぼえているな？」

　憶えている。こちらを見て、貴様は姉かと、そんな事を問うたのだ。

　しかし、その時既すでに始まっていたのだろう。何な故ぜなら、姉かと問うたという事は、

　……私が、姉なら、決まりだったと……？

「何故……？」

「美しいと、そう感じた」

「何処どこが?!　昔のミスで、こんな義ぎ体たい化かして、こんな、機き動どう殻かくを纏まとって……」

「だから、だ。伊達・成実。半竜は弱い生物に興きよう味みがない。強く、気け高だかく、そして、……欲を言うと、そう、こういう装そう甲こうを纏って格好かつこいい方が良い。更さらに欲を言うならば──、それでいて中身は柔らかく、捕ほ食しよく感かんを煽あおる方がまた良い」

　と、彼がこちらのドレスに手を掛けた。

「見るぞ」

　自分は負けたのだ。逆らう意味もない。だから、

「いいか？　って問うたら怒るところよ」

　言葉に答えはなく、ただ、ドレスが力任まかせに引きちぎられた。

　晒さらす。

　そして成なる実みは、寒いと、素直にそう思った。

　不ふ転てん百足むかでをベッドに、義ぎ体たいを枷かせに、自分に残っている全身を彼に晒さらけ出す。隠かくすものどころか、隠そうとしても腕すらなく、身もよじれない状態だ。口は震え、涙が浮かび、頰ほおどころか首や、胸にも熱を感じるようになって、しかし、成実は虚きよ勢せいを張った。

「綺き麗れいでしょう……？」

　駄だ目めだと言われたら、どれだけ楽か。自分はこんなものだと落ち着かせ、あるがままにいられるだろうに。しかし、

「綺麗だ。伊達だて・成実。──歴史再さい現げんも、時に良い結果を生む」

　だから、

「武蔵むさしに来い、伊達・成実。拙せつ僧そうは貴き様さまでなければ嫌いやだ」

「ば、馬鹿……！　私は、伊達の……！」

「出しゆつ奔ぽんする歴史再さい現げんがあるのだろう？」
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　違う。そうじゃない。それだけでは、自分が駄だ目めなのだ。

「青せい竜りゆうと、政まさ宗むねの事があるのよ……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうか、ならば──」

　彼が言った。

「それを片づければ、貴き様さまは拙せつ僧そうの元に来るのだな。──よかろう。青竜退たい治じ、拙僧と貴様で成し遂とげるぞ」

　聞けた言葉は、望んでいたものだ。だが、

「馬鹿、武蔵むさしの貴方あなたがこの問題に関われば……」

「何を言っている。青竜を倒せば、貴様は武蔵の住人となるのだろう？　そして、青竜がいなくなれば、伊達だては武蔵と協きよう働どうするのだ。大事なのはそれだ。違うか？」

　強ごう引いんだ。だが、ふと、成実は気付いた。

　彼の身体からだの各かく部ぶにある加か速そく器きが、陽かげ炎ろうを立てている。

　彼もまた、照れているのだ。だから、

　……そうね。

　先がどうなるかは解わからない。だが、

「私は、まだ、失敗してないと、貴方はそう思ってくれるのかしら？」

「拙僧を信じろ、伊達・成なる実み」

　彼が言った。

「拙僧と貴様の間には、まだ、何も始まっていないのだ。──拙僧は、貴様を武蔵に連れて帰る。貴様は伊達の問題を解決する。全てはこれから成功する。そして始まる。そういう事だ」

「じゃあ、私が今、する事は？」

「伊達の仲間達に告げる別れの言葉を考えておけ」

　あと、と、彼はぎこちない手の動きで、こちらの胸の装そう甲こうを合わせようとする。

「そろそろ霧きりが晴れる。他の者達に見せるのは勿もつ体たいない。閉じ方を教えろ」

「……馬鹿」

　苦く笑しようが漏もれ、目め尻じりに残った涙が落ちた。

　しかし、息を吸う肺に震えがない。

　成実は思った。自分は失敗した、と。だけど、

　……取り戻そうとする事を、神様、お許し下さい。

　祈るに相応ふさわしい相手が傍そばにいる。その事を安あん堵どしながら、成実は言葉を作った。

「不ふ転てん百足むかで、──再さい起き動どう」
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　鈴すずは、両の頰ほおに当てた手から、己おのれの熱を感じていた。

　……き、聞いちゃった……！

　凄すごい事になったと、鈴すずはそう思う。

・副会長：『鈴！　そちらはどうなった!?』

　ん、と鈴は頷うなずいた。言いたい事はたくさんある。良かったとか、大だい丈じよう夫ぶとか、頑がん張ばろうとか、いろいろ、多くの言葉が心の中に浮かんでくる。だけど、

「────」

　鈴は知ち覚かくした。

・ベ　ル：『まさ、ず、み』

・副会長：『何だ？』

　こちらの気付きの先で、二つの姿すがたがゆっくりと立ち上がるのが解わかる。

　半はん竜りゆうと、不ふ転てん百足むかでだ。

　二人は肩を並べるように身を起こし、ある方向に全てを向けていた。

　流りゆう体たいの風が流れる源みなもと。このホールの上かみ座ざ側がわ。そこにいて、やはり身を現しているのは、

　……青せい竜りゆう……！

　警けい報ほうが鳴り響ひびいた。仙せん台だい城じよう内ない部ぶ、危険因いん子しが出現した事を示す警報だ。昨夜も主しゆ庭にわで大きく響いたこれは、危険の圧あつ度どを示すものと鈴は捉とらえている。しかし、

・ベ　ル：『大丈夫』

・副会長：『そうなのか』

　何が起きているかを、正まさ純ずみはもう聞いてこない。そして、

・俺　　：『おう、ウッキー。いい空気、吸ってるか？』

・ウキー：『Ｊｕｄジヤツジ．、芳ほう醇じゆんだ。この世界は今、間違いなく拙せつ僧そうと成なる実みのために存在している。何しろ──』

　彼は言った。

・ウキー：『ここから先、何をしても全ては拙僧達の活かつ躍やくだ』

・俺　　：『オメエ、活躍出来んの？』

・ウキー：『貴き様さま、去年の極きよく東とう教きよう導どう院いん対たい抗こうエロゲ甲こう子し園えんで、拙僧が最後のスパート使って皆をトップに導いたのを忘れたか……？　んン？』

・俺　　：『あれはオメエが姉あねキャラ以外を溜ため過ぎてただけじゃねえか』

　でもまあ、と彼が言った。

・俺　　：『任せるわ。ちと伊達だて家け救ってこいよ。ああ、あと、ベルさんも頑張れ』

・ベ　ル：『ん』

　と鈴が頷いた瞬しゆん間かんだ。周囲に、幾いくつもの人ひと影かげが現れ、こちらを囲んだ。

　誰だれも彼も武ぶ装そうを手にしており、自分の方に顔を向けている。

・副会長：『どうした、向むか井い』

・ベ　ル：『大だい丈じよう夫ぶ』

　言うと、頷うなずく動きで、囲みの皆が頭を下げる。そして、一歩を前に、目の前に立った男が、こう言った。

「武蔵むさし外がい交こう官かん。昨夜、貴女あなたは青せい竜りゆうの間ま近ぢかにて、あの暴ぼう圧あつを知ち覚かくしていた筈はず。我らの道を教えて頂けまいか」

「じゃ、一いつ緒しよに、行こ？」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　即そく答とうには、僅わずかな震えを感じた。だが、鈴すずは首を横に振る。自分が行く事で足あし手で纏まといになる部分もあるが、

「それ以上に、正確に行ける、筈」

　最後に自信が無くなるのはどうしようもない。だが、周囲の皆は、顔を向き合わせ、ややあってから、頭を下げた。

「音に聞くアルマダ以降、こちらまであの巨きよ艦かんの運うん航こうを指し揮きし、生存させた武蔵艦かん長ちよう代だい理りの指し示じ下かであるならば」

「えっ」

　実はそんな大した事してない。

・ベ　ル：『あ、あれ、だよ、ね？　た、単に、風とか、他の艦の動きとか、どうなるか、ええと、読んで、模も造ぞうのアレ、動かしてただけで』

・武蔵野：『……少々補ほ足そく致しますと、鈴様は重力航こう行こう時じに基本誤ご差さ二十七センチ前後で艦の挙きよ動どうを管理出来ておりますので……、その、お恥はずかしながら、自分達よりもその曖あい昧まい性せいの許きよ容ようによる……、ええ、とりあえず鈴様いないと三回くらい吹っ飛んでます。──以上』

・浅　草：『そうですとも鈴様。ぶっちゃけ、ネシンバラ様とトーリ様以い外がいであるなら生存確かく率りつは上がるのですが、その代理となられているだけでも意味があります。その上で〝武蔵むさし野の〟が言うような成果も上がっているので、大した事無いなどとは、とてもとても。──以上』

・未熟者：『何か今、明確な人じん格かく否定されたよね僕！　だよね!?』

・眼　鏡：『構って貰もらったからって嬉うれしがっちゃってまあ……』

　よく解わからないけど、とりあえずいつものアレはアレでいいらしい。これからもちゃんとしよう、と鈴は思う。

　そして、ウルキアガの声がこちらに向いた。

「さて、どうキメる？」

　応じたのは、彼の横に立つ不ふ転てん百足むかでだ。彼女は視し覚かく素そ子しの補ほ助じよ光こうを灯ともらせながら、

『武蔵艦長代理は政まさ宗むねの確かく保ほに行って。こちらは──』

　成実の声が聞こえた。

『──青竜を鎮しずめるわ』
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　成なる実みの対たい青せい竜りゆうの作戦は明確だ。

「叩たたきのめせば、それでいいの」

「誰だれが主人かを教えてやると、そういう事か？」

「そう思ってくれればいいわ。既すでに昨日きのう、うちの第二特とく務むと私達で二度鎮しずめているの。現在は破は損そん部ぶも明確で、弱点である逆げき鱗りんも破は砕さい状態。──これ以上、力が通じないという事実を叩き込み、弱じやく体たい化かさせれば──」

　成実は言った。

「政まさ宗むねに主導権が移る筈はず」

「……それでも逆らい続けたら？」

「破は壊かいするしかないわ。無む論ろん、そうするにしても、破損状態の現在こそが好こう機きね」

　でも、と成実は言った。

「手て負おいの獣けものである事も確かなのよね」

「その失しつ念ねんが無いならば大だい丈じよう夫ぶだ。向こうは手負い。こちらは人生幸福絶ぜつ頂ちよう中ちゆうだ。──どちらが強いかは明めい白はく。武ぶ神しんがコンプレックスでパワー増ぞう強きようしてもこちらは勝ち組だからな。

　既すでに勝負はついている……！」

「素す敵てきな理論だわ。──貴方あなたが先せん頭とう行って証明して頂ちよう戴だい」

「Ｊｕｄジヤツジ．、じゃあついてこい」

　半はん竜りゆうが前に一歩を踏む。その動きを見て、成実は苦く笑しようした。

　……全く。

　周囲、武蔵むさし外がい交こう官かんを守るように囲んでいた戦せん士し団だんの皆が〝え？〟という顔をする。

　今の会話の流れで、本当に〝行く〟ものとは思っていなかったのだろう。

　甘い。

「行くわよ、皆」

　告げて、そして一つ、理解した事がある。

　この半竜の唐とう突とつさは、きっと、彼らにとってはいつもの事なのだ、と。何な故ぜなら、先ほど、彼や武蔵外交官が応たい対おうしていた表示枠サインフレームでは、武蔵の総そう長ちよう兼けん生徒会長がこう言っていた。

　……ちと伊達だて家け救ってこいよ、とね。

　伊達家の問題が、まるで、誰か迎えにでも行くかのような扱いだ。

　だが、真剣になれと、今いま更さら言う気も起きない。それに、思い出す事もやはり一つあるのだ。昨日、外交艦かんで合流した時の事。半竜が甲かん板ぱん上じようで言った台詞せりふだ。

　あの時、彼はこう言った。今の自分達、伊達家に対し、

「飾りばかり、……ね」

　そうだろう。

　いろいろな事に囚とらわれ、為なすべき事が出来ず、自じ縄じよう自じ縛ばくになってしまっていた。

　だからこそ飾りを無む視しして本ほん質しつを見み据すえ、しがらみなど構わずに動ける彼らからすれば、

「ちと、救いに行こう、……か」

　悪くない。

　そうね、と成なる実みは流れる流りゆう体たいの風の中で思った。

　きっと私は、伊達だてと離れる向きに心を持って行っている。

　……だから、伊達家けの抱える問題を、中からではなく、正面から見よう。

　現在において為なすべき事。それはただただ、

「青せい竜りゆうを倒すわ」

　今、青竜の上じよう半はん身しんが、警けい報ほう音おんの下、玉ぎよく座ざに座る政まさ宗むねの背後に出現している。装そう甲こうの自動修しゆう復ふくが間に合わず、逆げき鱗りんも砕くだかれた負ふ傷しようの姿すがたで、だ。

　あれが流体の門を開け、前に出たら危険だ。恐らくだが、片かた倉くらの推すい理りでは、

「……青竜は政宗を確かく保ほするつもりよ。下へ手たをすると、展開した流体の門に政宗ごと下がって、二度と出てこないかもしれない」

「……なあ」

「何？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と半はん竜りゆうが頷うなずいた。

「誰だれだあんな厄やつ介かいな武ぶ神しんを政宗に押しつけたの。──企き画かくとして失敗だろ」





●






「……あれ？　義よし光あきさん、今、伊達家の実じつ況きよう、副会長の人が盛り上がってきてるんですが、何で視線逸そらしてるんです？　──え？　鋭い事こと言われた？」

「従じゆう士し殿どの、素そ朴ぼくな疑問にも手て加か減げんをだな……」





●






「一いち応おう言っておくけど、義よし姫ひめ学長の同どう意いがあっての事なのよ？」

「保ほ護ご者しや判はん断だんでは仕方ないな。──困こん難なんに立ち向かうべしと旧派カトリツクも告げている」

　ならば、と彼は言った。

「──今が立ち向かうべきだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と成実は頷いた。暴ぼう竜りゆうを倒す。あれを倒すのだ。青竜を倒し、鎮しずめるのだ。

　それ以外を考える事は無い。

　今、青竜は更さらに前に、このホールへと出てこようとしていた。

　政宗を確保し、彼女からの流体供きよう給きゆうを確実にしようというのだろう。

　こちらは、それを阻そ止しする必要がある。青せい竜りゆうを砕くだき、鎮しずめる必要がある。

　無む論ろん、青竜も、そのような事をさせぬ意志があろう。だから、

「────」

　宙に、青白い光が棚たな引びき始めた。青竜の〝川〟が影えい響きよう力りよくを及ぼし始めている。じきにここは雷らい光こうの走る暴ぼう圧あつの場となるに違いない。ならば、

「行きましょう」

　武蔵むさし外がい交こう官かん側も、準備が出来たらしい。こちらに遅れながらも、先せん頭とうの班はん長ちようが手を掲げて見せた。行けると、そういう事だ。

　距離にしてわずか七十メートルほど。既すでに流りゆう体たいの風は生まれているし、雷光も放ほう電でん現げん象しようを作り出している。しかし、

「──！」

　息は言わなくても合っていた。

　成なる実みは、先行の一歩を踏み、直線軌き道どうを突っ走る半はん竜りゆうの後を、

「……っ」

　もはや迷い無く、全力で不ふ転てんした。







[image: 第七十七章『川縁の宿竜』]
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　鈴すずは、暴ぼう風ふうの中を進んでいた。周囲は伊達だて家けの戦せん士し団だんが術じゆつ式しきの盾たてを構えており、

「──武蔵むさし外がい交こう官かん！」

「……ん！」

　戦士団の問いかけに、鈴は行き先を指で示す。

　それは竜りゆうの威い圧あつの弱いところ。しかし、

　……政まさ宗むねさんに、届くところ。

「頑がん張ばっ、て！」

「応おう……！」

　皆は、術式の防ぼう盾じゆんを前に、風を割っていく。が、風はもはや水のような力を持っており、一歩を進むにもぬかるみの中に全身を行かせるような動きとなる。

　皆に守られている自分がそうなのだから、守しゆ護ごの外で前進しようとしている彼らは、どれだけの圧力を受けているのか。鈴には、知ち覚かくで大だい部分を理解出来ているが、

「御お願ねがい……！」

　政宗の確かく保ほをしなければならない。青せい竜りゆうが出て、彼女を奪うばわれたら終わりだ。

　成なる実みとウルキアガも、隙すきを見ては政宗の確保に行こうとしている。しかし、

「……危ない！」

　青竜は他への圧力を捨ててまで、政宗の防ぼう護ごを行っていた。圧あつ流りゆうと咆ほう哮こう、そして形になり始めている雷らい撃げきは、近づこうとするウルキアガと成実に容よう赦しやなく連続した。

　ならば自分達だ。

　作戦としては、政宗へと距離二十メートルを切った位置で三さん小しよう隊たいに分ぶん隊たい。成実とウルキアガの援えん護ごを得つつ、彼らも含めて、

　……は、早い者勝ち！

　行く。

「急げ！　副長が守っているぞ！」

　言われる通りだ。既すでにウルキアガと成実は青竜の間ま近ぢかに辿たどり着き、攻こう撃げきをかわし合っている。青竜が暴ぼう圧あつと咆哮、雷撃を放つのに対し、二人は、

　……剣と打だ撃げきで、相そう殺さいしてる……！

　自分達が暴風の中を辿たどり着くまで、安全を確保する気なのだろう。

　正面側から来る暴圧と雷撃はウルキアガが前ぜん腕わんと術じゆつ式しき符ふで砕くだき、外から回り込もうとするものに対しては成実が顎あご剣けんを高速で何なん重じゆうにも召しよう喚かんして砕き切る。

　対する青竜は、

『……！』

　咆ほう哮こうをもって全てを押しのけ、前に出ようとする。だが、

「いい声だ！　しかし、もっと鳴けるのだろう!?」

　ウルキアガが竜りゆうの声せい圧あつを正面から前ぜん腕わんの打だ撃げきでぶち割って行く。それは泡あわの破は裂れつのように、八はつ方ぽうへと圧が裂さけ、天てん井じようや床、壁を穿うがつ結果を生む。しかし、

「……処しよ刑けい場じよう転てん化か!!」

　ウルキアガが、爆ばく圧あつの中に聖せい術じゆつの符ふを乗せている。

　風に巻かれて飛ぶ符は、大気の破は裂れつに破れないよう、防ぼう護ご符を重ねた重じゆう符ふだ。鈴すずの知ち覚かくの中では風の中でも〝揺れがない〟木もく片へんに似たものに感じられる。

　それは暴ぼう圧あつや雷らい撃げきの風に敢あえて乗せられる事で、壁や天井、床に貼はり付いた。そして、

　……固まる？

　設置の周囲が、確かに〝張った〟。砕くだかれる接せつ合ごうが元に戻り、確かな足あし場ばを保ち続ける。

　昨夜、青せい竜りゆうが主しゆ庭にわを砕いた事への対たい抗こう策さくだ。竜は存在するだけで周囲を破は壊かいしてしまうのだから、逐ちく一いち封じて行かなければ、皆で対抗する事は出来なくなってしまう。しかし、

　……ウルキアガ君の負ふ担たんが大きいよ、ね？

　思った瞬しゆん間かんだ。

　暴圧の正面から、抵抗をもって行くこちらの眼がん前ぜんに、有るものが突き立った。

　成なる実みの顎あご剣けんだった。

　攻こう撃げき用ようではない、全長三メートル。床や天井に刺さったそれは、表面から過か熱ねつの流りゆう体たいを放ちながらも、刃やいばに彫ほり込まれている術じゆつ式しきを発はつ動どうさせた。その効果は、

　……床が硬く、なった？

　ウルキアガの術式と同じだ。ウルキアガは聖せい術じゆつ式しき、成実は極きよく東とう式しきなのだろう。顎剣は己おのれの力を熱で主張しながら、ホールに対して留とめ具ぐのように連続で突き刺さる。それもメインはこちらの眼前。青竜行ゆきの道を作るように、だ。

　成実も、昨夜の戦せん闘とうから、青竜への対策を講じていたのだろう。しかもそれが、

　……二人とも、似てる。

　部外者であるウルキアガが用意をしていたのはどうしてかは解わからないし、成実の用意がウルキアガのものと似ている意味も、鈴すずには推すい測そくしか出来ない事だ。

　ただ、過去は何もかも無む駄だではないと、そう思うにとどめた。

　今、青竜への距離は、二十メートルを切ろうとしている。

　そろそろ分ぶん隊たいの用意を、と鈴が思った瞬しゆん間かんだった。

『伏せなさい!!』

　成実の叫びが表示枠サインフレームを付けて皆の正面に来た。直後に、

　……わ！

　鈴が感じたのは、雷らい雨うだ。それも、武蔵むさしが航こう路ろ上じようの雷かみなり雲ぐもに入った時に受けるような、水平からの稲いな妻ずまと雨を基礎とする分ぶ厚あついものだった。

　それが、来た。
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　雷らい撃げきが束たばどころか、重じゆう連れんの幕まくとしてホールを洗った。

　極ごく厚あつの滝たきのように、青せい竜りゆうが瀑ばく布ふの響ひびきを叫ぶと、気を失ったまま玉ぎよく座ざに着く政まさ宗むねの直ま上うえから青白い雷らい光こうが怒ど濤とうする。

　それは一いつ瞬しゆんで数十本の横よこ列れつとなりながら、政宗に近づく者達に対して連続で激げき突とつした。

　光はやまず、咆ほう哮こうも止まらず、幾いく度どとなく無む数すうの光こう源げんから弾はじけ照らされるホールは激げき震しんした。既すでに半はん竜りゆうが縫ぬうように打った符ふは焼かれ、百足むかでが刺した刃やいばもその殆ほとんどが砕くだかれた。

　結果として、ホールは留とめ具ぐの術じゆつ式しきの多くを失い、

『──!!』

　青竜の声に、打だ撃げきされたかのような震しん動どうを得た。
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　仙せん台だい城じよう、ホールの内部は、震動に浸ひたされていた。

　そして、波打つように壁の石せき材ざいが揺れ、崩くずれかけた時だ。

『止まれ馬鹿!!』

　片かた倉くらの声と共に、一いつ直線に並んだ表示枠サインフレームがそれを止めた。それは床や天てん井じよう、大気を走る雷撃にも適てき用ようされ、歪ゆがみ掛けた室内はひっぱたかれたように正気に戻る。

　歪みはまた、すぐに青竜の咆哮で始まるが、

『半分は止める！　だから行け!!』

　全面と空中の全ぜん域いきに、防ぼう護ご障しよう壁へきと震動、雷光が激突した。全ては光に散り、しかしすぐにどちらも再さい装そう塡てんされ、お互いがまたぶつかっていく。

　ホールの何ど処こを見ても、光の散らぬ場所はない。

　だが、その光を叩たたき切る影がある。

　雷撃の宙。幾いく枚まいもの防護障壁に守られ、それを重じゆう装そうの鎧よろいのようにした不ふ転てん百足と半はん竜りゆうがいる。百足は顎あご剣けんを幾いく重えにも抜き、半竜は、対たい大だい規き模ぼ霊れい障しよう破は砕さい装そう備ちである大鉄てつ棒ぼうを、

『……何処から出したの？　貴方あなた……』

「神の御み手ては何処にでもあるぞ、知らんのか」

　平へい然ぜんと言う半竜が、三メートルはある鉄棒を二に刀とうに構えた。そして、

「──下、向むか井い達も届いたようだ。一気にカタをつけるぞ」

『聖せい職しよく者しやによる勝利の願がん掛かけは無いの？』

　ああ、よく聞け皆、と半竜が告げた。

「──そんな事しなくても、この程度は我々でどうにか出来る」

『────』

「返答は？」

　問いかけに、眼がん下かから声が来た。

「……Ｔｅｓテスタメント．！　この程度は我々でどうにか出来る……!!」

　そうね、と百足むかでが頷うなずいた。

『有あり難がとう、と、聖せい譜ふに対して言っておくわ』

「良りよう好こうだ。うちも聖譜には世せ話わになっているからな。──では行くぞ」

　半はん竜りゆうが、空中から軽く一歩を踏み出した。

　右へ。

　同じタイミングで、不ふ転てん百足も左へと一歩を踏んだ。

　二人は軽くお互いに手を挙げ、

「じゃ」

　言うなり、二歩目からの全速で青せい竜りゆうに激げき突とつしていった。
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　鈴すずは、前進した。

　今までずっと前に進んできた。ここまでひたすら緊きん張ちように身を包み、息を深く吸い、ただただ歩を踏む事だけを考えてきた。だけどここからは違う。これより先は前に進む道ではない。政まさ宗むねへの距離を詰める道だ。

　お、という声が周囲から聞こえる。おお、という応じも聞こえる。

　皆は三さん隊たいに分かれ、それぞれが壇だん上じようの玉ぎよく座ざへと向かう。

　だが、正面には青竜がいる。吠ほえている。恐らくは、己おのれの存在を自覚して以来、この竜はずっと憤いきどおりの咆ほう哮こうを上げている。

　構わない。

　力しか無く。自分の存在がどうあるべきか解わからず。ただただ力を振るう事で全てがクリア出来ると思い、叫びをあげるとしても。全てを政宗のものと収めればいい。

　竜に同どう情じようする必要はない。

　何な故ぜなら、竜には、政宗という行き場があるのだから。

　政宗は昨夜、こちらの手を取り、引いてくれた。

　蛍ほたるの舞う桜さくら木ぎを見上げ、色について教えてくれた。

　ならば彼女に竜を収めれば、やがて竜を見上げ、力について教えてくれるだろう。

　だから鈴は前進した。

　上空では、二つの力が青竜と激突している。政宗を確かく保ほしようとするこちらに対し、ホールに出てこようとする青せい竜りゆうをウルキアガと成なる実みが止めている。その方法は、

　……両腕うでへの激げき突とつ……！

　不ふ転てん百足むかでとウルキアガは、それぞれ青竜の片腕に武ぶ装そうをぶつけていた。

　鍔つば迫ぜり合うように、火ひ花ばなと軋きしる音を散らし、数十メートルを弾はじき飛ばされながら、

『……!!』

　押すだけではなく、幾いく度どか拳こぶしを叩たたきつけるように振って来る青竜の手を、受けもする。そのたびに金属音おんが響ひびき、二人はしかし、

「おおお……！」

　青竜の腕を、左右に広げていく。それは中央に座る政まさ宗むねを無む防ぼう備びにするという事であり、

「急いで……！」

　鈴すずは、前に出た。皆と共に前に出た。風の底、竜の正面、威い圧あつの中央に飛び込んだ。

　行く。

　壇だんの下に辿たどり着き、玉ぎよく座ざに力を失って座る政宗の元へ、後あと数歩となり、

「────」

　鈴は知ち覚かくした。青竜が両腕を左右に開いたのを、だ。

　ウルキアガと成なる実みが押し込んだのは確かだ。だが今の動きは、まるで胸を開き、

　……息を、吸う？

　爆ばく圧あつ咆ほう哮こうの前ぜん哨しようだ。昨夜の主しゆ庭にわで幾いく度ども放たれたのを、鈴は憶おぼえている。流りゆう体たいの波どころではない、青竜の竜りゆう砲ほうとも言える咆哮攻こう撃げき。

　これから来るのは、それも恐らく、特大の、

「伏せて……！」

　直後に来た。青竜正面に立った自分達に向け、青竜が明確に意識を向け、

『──[image: ]』

　爆圧した。
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　一いつ瞬しゆんで青竜正面の大気が消しよう散さんした。空気中の要素が分ぶん離りし、放ほう電でん現げん象しようと霧きりを生み、しかし水分は全て衝しよう撃げき波はによって拡かく散さんする。

　その動きを司つかさどるのは流体だ。青竜の咆哮は流体砲ほうとも言うべきもので、衝撃性せいをもった流体の波は正面方向へ扇おうぎ状じように拡大。存在するものを打だ撃げきしていく。

　狙ねらいは、足あし下もとに来た人間達だ。

　距離は、近すぎる程だった。

　直ちよく撃げきは免まぬがれない。だからというように、青竜は喉のどを更さらに大きく開いた。全てを巻き込むように。何もかも消すように。

『────』

　叫んだ。

　吠ほえる響ひびきが全てを打だ撃げきし、破は壊かいする。

　同時。青せい竜りゆうの正面に立つものがあった。人ではない。もっと大きな、青竜より頭一つ小さなだけの存在。

　だが、それは武ぶ神しんではなかった。

『おい……！』

　防ぼう護ご障しよう壁へきだ。対たい雷らい相そうではなく、対打だ撃げき型がた。それも反射式しきに組み換えたものが、分ぶ厚あつく重なり、巨きよ大だいな人ひと型がたを作っている。

　片かた倉くらの構こう築ちくした、人型防護障壁だ。
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　その人型防護障壁は、正面からの爆ばく圧あつ咆ほう哮こうに対し、真まっ直すぐに右腕うでをぶち込んだ。四角い柱のようになった防護障壁の腕は、爆圧に当たって砕くだけていくが、

『防いでやるよ……！』

　咆哮が割れた。流りゆう体たいの圧あつが、人型防護障壁の腕を食うように破は裂れつしていくのだ。無む論ろん、腕一本で全体をカバー出来るものではなく、周囲の床や壁は打撃されるが、

『ダーイブ!!』

　腕を砕かれ切ったと同時。人型防護障壁は全身から爆圧に飛び込んだ。

　打だ音おんが防護障壁の数だけ重なり、大雨のような連れん打だとなった。そして甚じん大だいな数量の防護障壁が光に散り、爆圧咆哮の拡かく散さんに乗って全ぜん周しゆうへと散る。その結果として、

『……！』

　爆圧咆哮の中心撃げきが消しよう費ひされ、消えた。

　やった、と誰だれかが叫んだ。これで前に行ける。政まさ宗むねのところへ行ける、と。しかし、

「危な、い!!」

　鈴すずが叫んだ直後だった。

　青の巨きよ体たいが、その足をも流体の門から出したのだ。

　青竜の背後。門が閉じる。

　青竜が、決めたのだ。もはや逃げず、ここを勝負の場にすると。政宗を手しゆ中ちゆうにして、己おのれのものとすると、そう決めたのだ。

　意い志し決定し、踏み込むことで床に衝しよう撃げきを与え、波打たせ、青竜が前に出た。そうすることで、両腕を外に封じられ、一度下さげられた身を強引に前に送った。

　竜は咆哮を放ち、両足を床に着き、

『……!!』

　青せい竜りゆうが、振った両腕うでで、押さえに掛かっていた百足むかでと半はん竜りゆうを突き飛ばす。火ひ花ばなと風を放って二に体たいの抵抗は確かに剝はがれた。そして、

『──！』

　今こそ青竜は踏み込んだ。
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　青竜は見た。正面。眼がん下か。そこに自分の主あるじがいるのを、だ。

　己おのれの力の源みなもと。そして自分の力を用いるべき主。その人を手に入れ、自分を完成させようとして、奪うばうために、青竜は両の腕を突き込んだ。

　風を切り、力任まかせに政宗を確かく保ほする動きは辿たど々たどしく。しかし、こうしなければ抱きしめる事が出来ないと言うような、そんな抱ほう擁ようをもって、青竜は己の主を捕らえに行った。

　その時だった。弾はじいた百足が、壁に叩たたきつけられながらも声を放った。

『留る守すさん!!』

　叫びと同時。ホールが変形した。

　手前側がわ。仙せん台だい城じようの正面側の壁が、爆ばく発はつと共に剝がれたのだ。

　見えるのは夜の空。聞こえるのは仙台城の管理を行うシステム、留守の声で、

『外がい壁へき、内ない殻かく部ぶ、非常用ようパージ致しました!!』
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　ホールの大気が爆発したと、ウルキアガはそう思った。

　竜の咆ほう哮こうと流入する流りゆう体たいによって内ない圧あつが高まったホール内。その外壁がいきなり外されたのだ。破は裂れつするように、気圧差さや流体の密みつ度ど差さで全てが外へとぶちまけられる。

　この事を事前の作戦として理解していた自分達には問題がない。防ぼう風ふう用ようの障しよう壁へき術じゆつは持っているし、半竜の自分にとって、この程度の風は想そう定てい内ないだ。吹き飛ばされた者がいたとしても落下用の補ほ助じよ術じゆつ式しきは完かん備びしている。

　青竜だって同じだろう。大だい重量の武ぶ神しんであり、爆ばく圧あつを堪こらえるだけの膂りよ力りよくがあるのだ。

　だが、青竜は政宗を拾おうとして、身体からだを前に倒し、流していた。

　そこに強ごう引いんな大気の奔ほん流りゆうが生まれ、青竜は前に大きく一歩を乱した。それも、政宗をまたぎ越えるように、だ。

　隙すきだ、とウルキアガは判はん断だんした。だからウルキアガは、大きな声で叫んだ。

「向むか井い！　行け!!」
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　ウルキアガの促うながしの直前。鈴すずは、自分の状況を、よく解わかっていなかった。

　青せい竜りゆうが出てきて、爆ばく圧あつがあったのは憶おぼえている。だが、今、自分は、

　……立って、る？

　否、正確には、宙に浮いて支えられているような状態だ。背に当たるもの、それは、

『大だい丈じよう夫ぶかい武蔵むさし外がい交こう官かんのカワイ子ちゃん。──あ、ぼ、ぼぼぼ僕、仙せん台だい伊だ達て教きよう導どう院いんの副会長、片かた倉くら・景かげ綱つなって、い、言います！　す、すいません、リアル女子と話すのあまりにもレアなのですっかりアガり調子でして！　ぼ、ぼ、僕、おかしくないですよね？　ですよね？　そうでしょう、ええ。おかしくないでしょう？』

　大分変へんかも……、と思ったが、うちのクラスの皆と比ひ較かくすると、

「フツー、かも」

『え!?　フツー！　やった！　告こく白はくして良かった！　ほうらそこの男ども！　羨うらやましいか！　武蔵外交官にフツー認にん定ていされたぞ！　フツー！　フツーだ！　どうでもいいって事だ！　はは！　僕は、どうでもいい人間だった……。何だお前らその同どう情じようの目は──！　──ともあれカワイ子ちゃん、どうでもいい男の言う事を、どうでもいいから聞いてくれ！』

「な、何？」

『ああ、正面、見えるか？　壇だん上じよう、政まさ宗むねがいるの、見えるな？』

　見えない。けど、知ち覚かく出来ている。確かにいる。頭上でバランスを崩くずし、一歩を越えてしまった青竜がいるが、

「見え、る」

　鈴すずは目が見えない。だが、昨夜、政宗に手を引いて貰もらい、色を教えて貰った。

　彼女の髪かみの色も、衣い装しようも、目の色も、教えて貰ったのだ。ならば、知覚の中で、

「見えて、る……！」

『よし、じゃあ行こう！　君は風が見えている筈はずだ。流りゆう体たいの圧あつも、何もかもが知覚出来る。ならば僕がそこをどう行けばいいかを教えよう。──うるさいな外がい野や！　美び腋わきとか言わねえよ美腋とか括かつ約やくとか！』

　あ、授業の処しよ刑けい時じにたまに出る言葉、と鈴は思った。それによって気がほぐれ、

「ん」

　鈴は、一歩を前に出た。

「有りが、と」

　自分が無ぶ事じでいられるのは、恐らく、片倉の指し示じだ。彼が自分の周囲にいた人々に指示して、自分の事を守らせたのだろう。だから、倒れ、身体からだを起こそうとする皆に対し、無事な背を見せられるように、外交として、堂々と行けるように、

「御お願ねがい」

　鈴は、片倉に要求した。

「真まっ直すぐ、行かせ、て」
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　鈴すずは、歩き出した。

　まるで無む風ふうの、無む塵じんの野を行くように、歩き出した。

　歩の進む位置と姿し勢せいの取り方には、わずかな揺れがある。しかし一歩一歩は確実に、時とき折おり来る流りゆう体たいの圧あつに対しては、軽く顔を傾けるだけで、見切りとした。

　髪かみが靡なびく。竜りゆうが頭上で姿勢を戻そうとして唸うなりを上げる。そして風が生じて、

「──ん」

　鈴は見切った。片かた倉くらの指し示じ、己おのれの知ち覚かく能力、身につけている対たい物ぶつセンサーの反応、それら全てを総そう動どう員いんして真まっ直すぐに行く。

　壇だんに足を掛け、

「ん」

　昇のぼった。

　そして次の壇へと、真っ直ぐに鈴は行く。
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　ウルキアガは、向むか井いの前進を確かく認にんしながら、戦せん闘とう状況を再開していた。

　青竜が動いているのだ。

　大きく前に踏み出してしまった一歩ゆえ、青竜はまず姿勢を戻さねばならない。だが、それをさせたら、向井が危険だ。政まさ宗むねだって奪うばわれる事になろう。だから、

「成なる実み！」

　名を呼んだだけで、ウルキアガは青せい竜りゆうに激げき突とつしていった。

　前に踏み出した青竜が、姿勢を戻そうとするのに対し、

　……横！

　前後に伸びたバランスを、横から打だ撃げきして崩くずす。

　推すい力りよく任せの衝しよう突とつは青竜の右みぎ半はん身しん、上じよう腕わんに行った。己の武ぶ装そうを盾たてのように構え、

「……！」

　当たった。

　成実も同時だった。

　激突の直後、力が青竜に通り、緩む感覚を与えてくる。だから後は腰を入れるようにして、

「持っていくぞ！」

　崩した。

　青竜が身を仰のけ反ぞらせ、左へと傾かしぐ。倒れれば充分な時間稼かせぎになるし、

　……逆げき鱗りんを再度穿うがつ隙すきが生じる！

　それは成なる実みの仕事だ。だからここでは、自分が大きく働かなければならない。だが、

「……!?」

　ウルキアガは視し界かいの隅すみで見た。大きく仰のけ反ぞりつつある青せい竜りゆうが、二つの動きを取っているのを、だ。

　一つは、青竜が、足ではなく、背の翼つばさを動かし、崩くずれたバランスを強ごう引いんに取り直そうとしている事。

　もう一つは、青竜が仰け反った動きを利用し、左の打だ撃げきをこちらに見み舞まおうとしている事だ。それも狙ねらいは、右腕うでの陰に入った、

「成なる実み！」
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　成実は、打撃音おんを聞いた。

　そして己おのれが宙を飛ばされるのを感じた。

　……やられた……!?

　青竜が、右腕を陰にして、その左腕の一発をぶち込んで来たのだ。

　瞬しゆん間かん的な連続防ぼう御ぎよも間に合わない、いきなりの一いち撃げきだった。金属音おんが響ひびき、視し界かいが回り、だが、成実は、

『……え？』

　自分は、無ぶ事じだ。宙を一いつ回転しているものの、青竜の攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれてもいる。

　傷きず一つ負っていない。だけど、

『────』

　左手側の壁、石せき材ざいを大きく砕くだいてぶち込まれた姿すがたがあった。

　半はん竜りゆうだ。

　何が起きたのかは解わかる。彼が、青竜の一撃を受けつつ、こちらを突き飛ばした。

　それだけだ。

　……馬鹿……。

　思う事はいろいろある。感情も多く湧わく。だけど、今、青竜は身を起こしている。政まさ宗むねを捕とらえようとして、一歩を下がろうとしている。ならば、

「頼むわよ！　──鬼おに庭にわさん!!」

　直後。身を起こした青竜に、外から一いつ直線の激げき突とつを果たしたものがある。

　重じゆう装そうの武ぶ神しん、左さ月げつだ。
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　激突は一いつ瞬しゆんだった。

　鈴すずと政まさ宗むねの頭上に覆おおい被かぶさろうとしてきた青せい竜りゆうに対し、背後、開いた壁かべ穴あなの向こうから、巨きよ大だいな武ぶ神しんが飛び込んで来たのだ。

　それは無む手てで、青竜をただ押さえるだけの構えで激げき突とつし、

『最後の最後で鬼おに使づかいの荒い家だな！　伊達だては!!』

　装そう甲こうが砕くだけ、割れ、金きん管かん楽がつ器きをぶちまけたような音がした。

　散る涼りよう音おんの向こう、鬼の武神は青竜もろとも奥おく壁かべに激げき震しんする。

　だが、竜は、それすらも押しのけた。

　青竜は、身を張って腰を落とし、両の腕と腰の跳ね上げで鬼を床ゆか側がわに叩たたきつけたのだ。

　吠ほえる。

　咆ほう哮こうが響ひびき、今こそホールが崩ほう壊かいを始めた。

　だが、咆吼と振り返りの下で、一つの成果が生じていた。

「ん」

　鈴が、政宗の目の前に辿たどり着いたのだ。

　彼女は、確かに、政宗の手を取っていた。
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　鈴は、政宗が意識を取り戻しつつあるのを悟さとった。

　手を摑つかみ、絞しぼるように力を込めた時、うなされたような反応があったのだ。それはすぐに声となり、瞼まぶたの動きとなり、

「あ……」

「政宗さん！」

　今、状況は最後を迎えつつある。青竜は乱れ、力任まかせの決けつ着ちやくを望もうとしている。

　だが、青竜が来るのに対し、鈴は恐れなかった。

　政宗がこちらに顔を向けている。そして彼女が問うてくる。

「君は……」

　誰だれ？　と言われるより先に、鈴は声をあげた。

「噓うそ!!」

　おかしい、とすら鈴は思わなかった。

「噓、つかない、で……！　忘れてない！　忘れてなんて、無いよ、ね……」

「何が──」

「昔の事！　哀かなしかった事、嫌いやだった事、辛つらかった事、忘れてないよ、ね……？」

「だから、何を……！」

　政宗が眉まゆを立てた。背後に迫る青竜を置いて、彼女は、こちらの手を引き剝はがそうとした。

　しかし、

「駄だ目め……！」

　鈴すずは離さなかった。両手で摑つかみ、力を込めた。すると、政まさ宗むねは、

「あ……」

　こちらの込めた力に、逆に自分の力を抜いた。

　だからというように、鈴は更さらに力を込めた。届けと込めた。彼女がこの手を通して、自分に何を伝えたのか、返せればいいと、そう思いながら、彼女を自分につなぎ止めた。

　新しい力を、ずっと届けと送り届けた。そして、

「憶おぼえてるよ、ね？　昨日きのう、夜、主しゆにわ、で……、私、いきなり、触れられ、驚いて……」

「し、知らない……、何を一体……！」

「噓うそ！　だって、さっき、踊った時、手をとってくれた！」

　鈴は憶えてる。確かに憶えている。

「手を、手を引くときの、つよ、さ、……同じだ、った！　昨日、橋の上、手を引い、て、蛍ほたる、花、草、木の、い、ろ、教えてくれた……！」

「────」

「忘れ、た、事っ、しないで!!」

　政宗に辛つらい過去があるのは解わかっている。それを忘れたいと、そう思うのも仕方ない事も。

　だけど、と鈴は思う。忘れちゃいけない、と。何故なぜならば、

「忘れたら、本当に、いなくなっちゃう……」

　もう既すでに、彼女の大事な人はいなくなっているのに、その事を忘れてしまったら、どうなるのか。自分の心の中で生きているとしても、それは、

「今じゃない！」

　鈴は叫んだ。鈴は知っている。自分の大事な存在を失った事を忘れずに、しかし、今を思い続けた人がいる事を。だからこそ、彼は後こう悔かいを抱え続けたが、今を見み据すえて、

　……私達と一いつ緒しよにいてくれた……!!

「後悔の、何が、悪い、の……？」

　それは、

「今、を、選ん、だ、証あかしだよ……！」

「だが……！」

　政宗が顔を歪ゆがめた。声も歪み、息が漏もれ、

「私が、小こ次じ郎ろうを殺した事実は変わらないだろう……!!」

　構わなかった。鈴はもう、答えを知っている。過去に浸ひたるのをやめ、今を行く踏ふみ切きり板ばんの上に立とうとする者に対してどうすべきか。それは、

「──ん」

　手を引いた。こちらに身を乗り出すようにしていた政宗がバランスを崩くずし、

「あ……」

　倒れ込んでくるのも構わない。何もかも構わない。

　背後、支えてくれるものがある。片かた倉くらの表示枠サインフレームであり、

「総そう長ちよう……!!」

　駆かけつけてきたのは、戦せん士し団だんの皆だ。彼らに支えられ、その先せん端たんにいる自分は、

「大だい丈じよう、夫ぶ」

　政まさ宗むねを、皆と共に受け止め、抱き締しめた。

　離さない。もはや手ではない。全身で、腕で、辿たど々たどしくも、しかし確かな力が届けばいいと。貴女あなたはここにいるのだと、そんな思いが通じればいいと。

「辛つらい事実が、あった、ら、──もっと、もっと、幸いな、事、実を、重ね、いけばいいよ。だって……」

　彼がそうだった。

「辛いこと、の、上、……幸いは、多く積もる、よ」
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　成なる実みは、豪ごう風ふうの中で泣き声を聞いた。

　政宗の声だ。竜りゆうの力を継ぎ、伊達だての長たる者が、目の見えぬ異い国こくの娘むすめの腕の中、仲間達に支えられるように産うぶ声ごえのような叫びをあげている。

「ぁ……!!」

　終わった、と成実は思った。自分が、伊達家けに残る理由の最たるが終了したと、成実は不ふ転てんの姿すがたで確かく信しんした。

　背後、壁の崩ほう落らくの中から、半はん竜りゆうの動きはまだ生まれていない。だが、きっと無ぶ事じだと、そう信じようと成実は思った。そして彼らに感謝しよう、と。その上で、

「勝負は間ま近ぢかね」

　成実は、政宗達に迫っていく青せい竜りゆうを見て、理解した。

　万ばん全ぜんで行く。

　狙ねらうは、こちらから見て左側。両利き対応は出来るが、根本的には右みぎ利ききの自分にとって、一番安あん全ぜんに出来る位置。だから青竜に対し、左の位置にて、成実は顎あご剣けんを右に倒して構える。

　風はある。咆ほう哮こうもある。圧あつもあれば流れもある。だが、

　……乱れているわね。

　乱れたまま、青竜が来る。しかし、

「副長!!」

　床、崩くずれていく崩ほう壊かいの上にて、仲間達が抵抗する。床を術じゆつ式しきで固め、青竜に向かって射しや撃げき武ぶ器きを連れん射しやする。

　どれだけの意味があるかは解わからない。

　しかし、これが最後だ。伊達だて家けの今までと、これからを明確にする〝最後〟だ。

「そうね……」

　成なる実みは心を醒さました。

　今、武蔵むさしの住人ですら、取しゆ捨しや選択を間違っていない。

　裁さい判ばんという、司し法ほうを扱う第二特とく務むが、今をこう裁さばいたのだ。伊達の副長に決けつ着ちやくを任すと。

　だから成実は、青せい竜りゆうを見み据すえた。

　初めて、真っ正面から青竜を見た。そして、

「行ってくるわ」

　伊達家の全てに告げて、成実は宙を疾しつ走そうした。





●






　成実は加か速そくした。

　正面、青竜がこちらに気付いた。逆げき鱗りんを隠かくすように、首を前に倒し、

『……!!』

　咆ほう哮こう。更さらには、両の翼つばさを広げ、

　……ここで〝川〟を出すの……!?

　既すでに政まさ宗むねは意識を取り戻し、主しゆ導どう権けん自体は彼女に大きく傾いている筈はずだ。だが、内部への蓄ちく積せきがあったのだろう。もはや竜は、独自の動きで政宗を取り戻そうとしているのだ。

　それは、まるで、子供が取りあげられた玩具おもちやを必死に取り戻そうとしているようで。

　しかし、その威い力りよくは確かで、

「おぉ……！」

　振り被かぶり、青竜向むけて抜こうとした顎あご剣けんの柄つか頭がしらで、成実は爆ばく圧あつを砕くだいた。

　水すい蒸じよう気きの爆ばく発はつが起き、ホールの宙に白い帯おびのような掠かすれ雲が何なん重じゆうにも放たれる。その中を来る雷らい撃げきに対し、成実は回かい避ひ専せん念ねんで飛び込んだ。

　青竜に近づき、一いち撃げきを狙ねらうため、成実は竜の周囲を、踊るように飛ひ翔しようし、雷撃をかわした。

　身をくねらせ、数十の雷撃に対し、腕を外し、脚あしを外し、脚きやく部ぶの道を展開し、

「く……！」

　突とつ撃げきの最適ポイントを探し、稲いな妻ずまの群を抜け、回っては近づき、追い越し、

「……！」

　至った。正面やや左。加速と同時の一撃でぶち抜ける位置だ。

　行ける。

　逆鱗を穿うがちに行く。

　だが、対する青竜が、こちらに顔を向けた。口が開き、放たれるのは、

『──!!』

　爆ばく圧あつ咆ほう哮こうだ。

　今までの中で、最大の音。放たれた瞬しゆん間かんに可か聴ちよう域いきを超え、壁や天てん井じよう、床を洗い流す衝しよう撃げき波はとして生まれた一いち撃げきが、流りゆう体たい光こうに乗って来た。

　見れば、こちらに近い右の腕も、雷かみなりの一いつ刀とうを抜いて振りかぶられている。

　爆圧咆哮でこちらの動きを止め、右の雷らい刀とうをカウンターで叩たたき込む。そのつもりだ。

『ならば……！』

　真っ正面から、爆圧咆哮ごと逆げき鱗りんを割るつもりで成なる実みは行った。

　直後。

　眼がん前ぜんで、ある変化が起きた。

　爆圧咆哮が、不ふ意いに消えたのだ。

　否、それは消しよう滅めつではない。収しゆう束そくし、細くなり、正まさに竜りゆうが喉のどから吐く、

「竜りゆう砲ほう……!?」

　爆圧竜砲とも言える流体基き礎その竜砲が、青せい竜りゆうの口こう蓋がいから一いつ直線に放たれた。
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　宙に音が消えた、と鈴すずは思った。

　青竜が、喉からの叫びを変えた、と。

　……あれは──。

　解わかる。青竜が、政まさ宗むねを守ろうとしているのだ。過去に浸ひたるのをやめようとした政宗を取り戻すため、今までの獣けもののような戦い方では抗あらがえないと知って、

　……本来の、四し聖せい武ぶ装そうとしての戦い方を用いる……!?

　突き込む槍やりのように鋭い一いち撃げきが、宙を薙ないだ。
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　仙せん台だい城じようが、その正面上部から真っ正面近ちかくまで一気に切せつ断だんされるのを、見る視線が二つあった。夕食中のラーメン屋から飛び出した佐さ助すけと才さい蔵ぞうだ。

　夜空を距離三キロ程ほどまで断ち割ったのは流体砲ほうに見えた。しかし、

「あんな剣みたいに長時間持じ続ぞくする流体砲がどこにあるってんだいアンタ！」

「それがまあ、目の前に見えてるからなあ……」

　喜き多た方かたラーメンの丼どんぶりを手に表おもてに出ていた二人は、店てん主しゆの「器うつわは返せよ！」という声に頷うなずきながら、

「くそ」

「何だいアンタ、──あ、叉焼チヤーシユーあげる。太るから」

「おうよ。つーか、あれだ。もうちょっと中にいるべきだったな」

「Ｔｅｓテスタメント．、──有りもしない血が騒ぐよ。あの中、間違いなく、歴史が進んでる」

「たまんねえな」

　佐さ助すけは、苦く笑しようした。器うつわからスープを飲みつつ、視線は外さず、

「俺おれ達たちも、いずれ、ああなろうや」
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　ホール上部が、爆ばく圧あつ竜りゆう砲ほうで両りよう断だんされたのを鈴すずは悟さとった。

　力の行き先は、首を振る青せい竜りゆうの視線に等しい。最終的な行き場は、真っ正面から突とつ撃げきを掛ける不ふ転てん百足むかでだ。

　鈴は落ち始めた天てん井じように構う事なく、成なる実みを見上げ、

「……危ない！」

　鈴は知ち覚かくした。頭上、成実の進行方向に、塞ふさぐように天井の石せき材ざいが落ちていく。

　そして、落下の石の向こうで、青竜が首を振り切ろうとしていた。

　本来ならば、青竜の動きは間に合わない。が、落ちてくる石が邪じや魔まだ。あれを避けるか砕くだくかしている間に、青竜の咆ほう哮こうが成実を捕ほ捉そくする。

　そこまでを読んだ青竜の竜砲かどうか、鈴には解わからない。

　だが、鈴は気付いた。自分の腕の中、政まさ宗むねが身み震ぶるいを作ったのだ。

「──ああ」

　彼女は、小さな声で、こう言った。

「迷めい惑わくを掛けた。だから、──幸いを積む歴史を、私から進めよう」
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　目め尻じりに涙を浮かべた顔で、少女は立ち上がった。

　風の中、竜りゆう圧あつの底、星を見ようと思えば遠くに切り取られた夜空が見える場所。そこで彼女はゆっくりと足に力を込め、両の目で夜空を見た。そして、

「有あり難がとう」

　彼女は背後の竜に言った。

「ずっと私を守ってくれて、救たすかった。──これからは、一いつ緒しよに行こう」

　だから、

「誓ちかいとして、私達が欠けたものを共に得よう……！」

　言うなり、彼女は、懐ふところから短たん刀とうを引き抜いた。

　そして少女は、刃やいばを己おのれの右目に突き立て、

「……受け取れ！　独どく眼がん竜りゆうの証あかしだ！」

　引き切った。
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　政まさ宗むねの行為と共に、青せい竜りゆうの右みぎ視し覚かく素そ子しが破は砕さいした。

『……!!』

　それは青竜の首を仰のけ反ぞらせ、右の雷らい刀とうの動きを止めた。

　政まさ宗むね側からのフィードバックがある動きだった。それは既すでに、主しゆ導どう権けんが彼女に移りつつある事を示すものであり、喉のどの逆げき鱗りんを露あらわにするものであり、

『──行くわ』

　不ふ転てん百足むかでが、引き抜いた三十七の顎あご剣けんを、竜の喉にぶち込んだ。

　直ちよく撃げきだった。

　だからというように、喉を塞ふさがれ、行き場を失った爆ばく圧あつ竜りゆう砲ほうが、青竜の胸きよう部ぶを爆ばく発はつさせた。

　青竜が敗はい北ぼくしたのだ。
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　……やったわね……。

　成なる実みは、青竜の姿すがたが流りゆう体たい光こうに消えていくのを、落下の後部視し界かいで確かく認にんした。

　青竜は消しよう滅めつしない。流体の門の向こう、政宗が持つ格かく納のうの二に律りつ空間に封じられ、去っていくだけだ。

　だが、今後は大きく変わる。もはや政宗は衰すい弱じやくも過去に浸ひたる事も無く、青竜は自己修しゆう復ふくさえ済めば彼女をずっと守っていくだろう。

　そして成実は見る。散っていく莫ばく大だいな流体光の向こうで、

　……政宗。

　政宗の背は、泣いているように見えた。

　だが、彼女は虚こ空くうに吠ほえた。涙のように血を衣い装しように散らし、風に舞わせ、

「奥おう州しゆう覇は王おう、伊達だて・〝独どく眼がん竜りゆう〟・政宗……！」

　立てた背が、はっきりと、大きな声で叫んだ。

「ここに己おのれの歴史再さい現げんの確かく認にんを終了し、羽は柴しばからの要よう請せいを果たしたものとする！」

　この宣言は、一つの未来を伊達に示した事になる。

　……羽柴の次、松まつ平だいらとの未来を選択したのね……。

　思う成実は、不転百足の落下に全てを任せた。既すでに不転百足の燃ねん料りよう計けいが危険域いきの赤を示している。数秒の後、自分は床に落ちて動けなくなるだろうが、去っていく青竜と、落ちる天てん井じようが、自分の退たい場じようを隠かくしてくれるだろう。だから、

　……少し、休みたいわ。カップ酒でも焼き鳥と一いつ緒しよにクイっとやって……。

　そんな事を思うと、口くち元もとに笑えみが生まれるのを感じ、

「……え？」

　おかしな事がある。

　不ふ転てん百足むかでの落下が、止まっているのだ。
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　……え？

　成なる実みが慌あわてて状況表ひよう示じ計けいで見ると、今の位置は床の一・五三メートル上。更さらには、


《解かい除じよ：確かく認にん》



「え!?」

　姿し勢せいは仰あお向むけになっている。だからこの状態で解除されれば、背から床に落ちる。

　落ちなかった。

　背と、揃そろえた膝ひざ裏うらを、誰だれかが支え、こちらを抱き上げている。

　散り積もった莫ばく大だいな流りゆう体たい光こうと、荒れた大気の霧きり雲ぐもが巻く中。破れたドレス姿すがたの自分を抱きかかえているのは、

「貴方あなた……」

　半はん竜りゆうではなかった。白の髪かみの男だ。細ほそ身みの、しかし引き絞しぼられた筋きん骨にくの、細ほそ面おもて。こちらを無ぶ愛あい想そうに見る瞳ひとみは、金きん色いろの竜りゆう眼がんで、

　……え？

　思わず目を見開いて視線を合わせた成実は、吐と息いきを聞く。

「全く、竜りゆう神じんの流体を取り入れ過ぎたようだな。格好かつこいい姿が台だい無なしだ」

　喋しやべり方も、声も、まさしく彼だ。成実は、どう言う事か意味が解わからず、

「え!?　ちょ、ちょっといいかしら？　……まさか、中の人とか──」

「失礼な話だ。伊達だて家けの者であろうに、解わからぬのか？　竜神の力を継いだ政宗が人の姿で産まれ出た理由など、悟さとれぬ訳わけではないだろうが」

　彼は言う。

「竜りゆう属ぞくは、条件さえ合えば、人の姿をとる事も可能だ。──貴き様さまのところの学長、間違いで竜神と関係したなど、噓うそだぞアレ。人の姿をとった御ご当とう地ち竜神と、楽しくイチャイチャした後の結論だろうよ。そうでなければ人の姿では産まれん」

「だったら、今、貴方が人の姿なのは……」

「竜神の流体を取り入れた事もあるが、……とりあえず、隠かくし事は無しにしておこうと思って、な。貴様をさっき剝むいたのもあるが──」

　まあ、何だ。

「どっちが格好いい？」

　問われ、成なる実みは小さく笑った。そして、

「さっき、私が突とつ撃げきした時、私をかばってくれた誰だれかがいたようなのよ」

「酔すい狂きような者がいたものだな。馬鹿な御お節せつ介かいだ」

「私は馬鹿な半はん竜りゆうが好きよ」

「じゃあそうするか」

　そうされた。姿すがたは吐と息いきで戻り、馴な染じみの半竜がこちらを抱きかかえている。背や膝ひざ裏うらに当たる感かん触しよくは、先ほどと違い硬く、冷たくなったが、

　……有あり難がたいわ。

　四し肢しを義ぎ体たいとし、副長という役やく職しよくを得た自分にとっては、このくらいが丁ちよう度どいい。

「だけど、貴方あなた、……何ど処こ行くの？」

「皆に挨あい拶さつだ」

「ちょっと、……私、ドレスがこんな状態で、更さらに挨拶って……！」

　あげた声に気付いたのだろう。消えていく流りゆう体たい光こうの向こう。政まさ宗むねが振り向いた。治ち療りよう用ようの符ふを右目の上に貼はり、誓ちかいに使用した短たん刀とうの鍔つばを外し、紐ひもで右目に覆おおいとし、

「似に合あう──」

　か、と眼がん帯たい姿の彼女が言いかけ、しかし、こちらを見て、最後の一いち音おんをこう言い換えた。

「──ぞ」

「その同どう情じようめいた言い方はやめて」

　だが、成実は胸の内からの笑えみを感じた。政宗も同じだろう。

　そして、ホールの扉とびらが開き、外に待たい機きしていた皆が、

「……！」

　爆ばく圧あつとは違う、歓かん喜きの咆ほう哮こうを斉せい唱しようした。
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「決まったのう」

　祭の音を聞きつつ、雪の大地とノヴゴロド跡あと地ちを見み据すえ、義よし光あきが言った。

「伊達だて、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、そして最上もがみが、歴史の羅ら針しん盤ばんを未来に向けたぞえ。後は、行き先に追う風を得られればいいだけかのう」

　彼女を見るアデーレは、煎せん餅べいを囓かじりながら、義光の視線を追う。一体、彼女は、何処を見ているのかと。そんな事を疑問に思ったのには理由がある。

　義光が、ノヴゴロド跡地の地ち表ひよう部ぶではなく、やや上側を見ていたからだ。

　椀わん状じようの底ではなく、水平。それは本来ならば、ノヴゴロドの大地があった場所だ。そこに視線を向けていた義光は、ふと眉まゆを動かし、

「来たぞえ」

　え？　とアデーレが義よし光あきの視線を追い直した時だ。

　……音楽。

　笛ふえだ。ややもすると乱らん暴ぼうな、しかし遠くまで響ひびく、自分達の居い場所を定めるような加か護ごの音ね色いろがどこからか聞こえる。それは、義よし康やすが、慌あわてた視線を向ける先、

「おい、従じゆう士し殿どの、──義光！　あれは、何だ!?」

　ノヴゴロド跡あと地ちの上、大地があったであろう高さに、〝大地〟が生まれていた。

　青白い流りゆう体たい光こうの大地が、月光に照らされて生まれている。そして、その大地の上を、大おお勢ぜいの影が歩いている。

　知らぬ人々だ。

　流体光で出来た人ひと影かげは、人じん種しゆも種しゆ族ぞくも多々あるようだが、装そう備び品ひんが自分達のものと似ているようで違う。俗ぞくにIZUMOラインと呼ばれる楔くさび先せん端たん型がたのものや、ハードポイントらしきものはあるにはあるが、手に提さげているものの多くが、

「あれ……、神しん槍そうや、神しん刀とうと呼ばれるレベルのものですよ!!」

「従士殿は物もの知しりだのう。そう、そのレベルのものを皆が持っていてもおかしくはなかろ」

　何しろ、

「あれは黎れい明めいの時代、環かん境きよう神しん群ぐんに会いに地下六千キロの位い相そう空間に乗り込んだ七百人隊たい。

　その光こう景けいが未いまだにこの空間に刻まれて、このように再生されるのよ」

　おお、とノヴゴロド跡地を囲む祭の踊りが、動き出す。

　列を作り、ノヴゴロド跡地に向かって寄せ、引いてくる動き。これは、

「鉱こう掘くつの祭というだけじゃないですよね……」

　これは、

「……地下に乗り込み、帰ってくる事を願っての祈き願がん祭さい」

「Ｔｅｓテスタメント．、我々の先せん祖ぞが重じゆう奏そう領りよう域いきに行っていた頃は由ゆ来らい不明の踊りとなっていたが、こちらに戻って残りの者達と合流し、意い図とが理解出来てのう。以来、奉たてまつっておる、ほれ」

　七百人の英えい霊れいが行く。帰ってくるのは三十数人にんだとアデーレは知っている。それだけの犠ぎ牲せいを払って、自分達の祖そ先せんは環境神群との確かつ固こたるアクセスを可能としたのだと。

　そんな彼らを先せん導どうする笛の加護に応じるように、祭の中から音が生まれた。

　鼓こ打だ、弦げん楽がく、吹すい奏そう、声、そして踊りが、雪の大地の吸きゆう音おん性せいを吹き飛ばすように重なり、炎ほのおの照明をもって月げつ下かに波は浪ろうする。

　遠くから過去を囲み、今を受け継いだ人々が過去を応援する。

　そして七百人が、大地に設けられた入り口へと入っていく。だが、

　……あれ？

　物語では、彼らが洞どう窟くつに入っていくイメージが一般的だ。しかし、彼らの行くのは、地下に向けて作られた門もん構がまえの入り口で、

「あれって……」

　アデーレは呟つぶやいた。

「教きよう導どう院いんの門、ですよね……」

「解わかったかえ？」

　義よし光あきは言った。

「この土地に作られた世界最初の教導院。それは豪ごう雪せつ地帯を生き延びる意味もだが、後の環かん境きよう神しん群ぐんへの謁えつ見けんと、地下からの妖よう物ぶつや怪かい異いの流りゆう出しゆつを止めるため、地下に設けられた……、と私は推すい測そくしておるのよ。そして、環境神群とのアクセスが可能となったならば、他者がアクセスをせぬよう、洞どう窟くつを封じ──」

　義光は、空を見上げた。

「教導院を、土地ごと空に上げたのだえ」
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「決まりだな」

　夜の色に薄うす暗ぐらく沈み始めた有あり明あけ内部。ドックに設置され、しかし縁えん日にちのような屋や台たい並ならびや照明が淡く照らす武蔵むさしの上。奥おく多た摩まにある教導院前まえの橋はし上うえにて、正まさ純ずみは呟いた。

「葵あおい」

・俺　　：『は？　何？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は言い、ゆっくりと言葉を繫つないだ。眼がん下かの屋台並びと、その間を行く人々の流れを見ながら、

「祭も宴えん竹たけ縄なわだ。使う金は極きよく東とうだけに円えんだけなわけだが」

・ホラ子：『……今、正純様が何か言いませんでしたか』

・俺　　：『うん、俺おれも聞いた……。今、力が、抜け……、て……』

・十ＺＯ：『トーリ殿どの！　トーリ殿！　気を確かに！　ほら、露西亜ロシア製せいのエロゲがここに！』

・副会長：『お前ら真ま面じ目めにやれよ』

・約全員：『お前だあ──!!』

　そうだったっけか。まあいいか。ツキノワも可愛かわいいしな。ええと、伝えるべき用件は、

『葵。武蔵の出しゆつ航こう命令を出してくれ。行き先は上越露西亜スヴイエート・ルーシ、ノヴゴロド。目的は──」

　眉まゆを浅く立て、正純は告げる。

「恣し意い的な歴史再さい現げんを行おうとするP.A.Odaに対し、上越露西亜の歴史再現補ほ助じよのために傭よう兵へいとして参加、抑よく制せいする。尚なお、これは試験航こう行こうであり、全ては〝試験上じよう〟の事だ」

・俺　　：『へえ、やる気かセージュン！　やっぱ戦争だな！』

「Ｊｕｄ．、ああ、そうだ」

　否定する気も起きやしない。

「今は戦争だ。それもまた、政治的解かい決けつの手段だからな」

　口の端はに笑えみが浮かぶ事を恐れもせず、正まさ純ずみは言った。

「出しゆつ航こう命令をくれ、葵あおい。武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長。お前が先せん頭とうにまず出て、私達が共に行き、前に出ていく。そうするためにも──」

・俺　　：『おう、じゃあ、とっとと来いよ。武蔵こっちに持ってな』

「……Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　正純は頷うなずき、右の手を外に振った。通つう神しん用ようの表示枠サインフレームを展開すると、中で〝武蔵〟が頷うなずき、

「各かく艦かんへの一いつ斉せい通神。お手伝いを致します。──以上」

　彼女の後ろ、酒さか井いがこちらを見て軽く手を振っている。任せるよ、とそんな風ふうにくわえた煙管きせるが動くのを見て、正純は頷いた。

　眼がん下か、武蔵上じようにいる全ての人々と、自分を映す表示枠の向こう、何もかもに届くように、正純は声をあげた。

「武蔵乗員総そう員いんに告げる！」

　息を吸い、皆が一斉に振り向くのを正純は確かく認にんした。

　正純は、右の手を振り上げ、外へと振り下ろし、握りながら、

「──武蔵は、試験航こう行こうとして、これよりノヴゴロドへと出航する!!」







[image: 第七十八章『狩り場の証明者』]
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　出しゆつ港こう合あい図ず。

　機き関かん部ぶ内ない、出力区く画かくの中で、女性班はん員いん達たちと持ち場の確かく認にんをしていた直なお政まさは、聞こえてきた正まさ純ずみの声に眉まゆを緩めた。

「一晩で人は変わるねえ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷うなずく。

「女だったら五秒で変わるよ」

　はは、と笑う皆に、通つう神しんの声が来た。それはまず、〝武蔵むさし〟の声で、

『皆様今こん晩ばんは、〝武蔵〟です。現在の当とう艦かんの状況は航こう行こう能力九割二分、武ぶ装そう稼か働どう状態八割七分、居きよ住じゆう系けい七割七分の状態。──出しゆつ航こう可能です。搭とう乗じように間に合わない居住者については水み戸と陸りく港みなとに残ざん存ぞん頂き、また帰き港こうの際に搭乗手続きを取るように手て配はいさせて頂きます。

　ゆえに──』

　武蔵の声が、一いつ拍ぱくの間をもって言った。

『制せい限げん時間二分十二秒です。それまでに搭乗御お願ねがい致します。──以上』

　艦かん外がいから、装そう甲こう板ばんを通して、わあ、という声の群が響ひびいた。そして、地じ響ひびきという、有りうべからざるものが機関部を揺らした。

　有あり明あけに待たい機きしていた人々が、武蔵に乗り込んでくるのだ。重なる足音や踏み込みの響きは武蔵の底にある機関部を震しん動どうさせ、天てん井じようからは雨音のように鳴り、

「おう、おめえら……！」

　機関部中央を渡る橋きよう上じようから、泰たい造ぞうが声を張り上げた。

「──有明はこれから下か方ほう展開する。ぶっ飛ばされるから、逆ぎやく流りゆうしねえよう構えとけ！　武蔵の初はつ御お披ひ露ろ目めだ。綺き麗れいな制せい御ぎよを心がけとけよ……！」
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　大おお久く保ぼは、自分でもよく理解出来ていないところにいた。

　機関部だ。それも出力系けいの大おお本もとという重要位い置ち。しかも、自分は何な故ぜか作業員用ようの装そう備びを身につけ、頭上防ぼう護ぎよ用ようの術じゆつ式しきがついた簪かんざしも、

「おお、嬢じようちゃん、髪かみをまとめると随ずい分ぶんと大人おとなっぽくなるねえ」

「お、おおきに」

　鏡かがみ代がわりに出力器きの白い外そと板いたに映る自分を見る。と、第六女じよ子し班はんの面めん々めんが、髪をまとめて貰もらっているこちらの背後にいる。既すでに用意をした加か納のうが、副ふく班長から作業内容などを聞いており、

「さて機関部ぶ長ちようの号ごう令れいも出ましたが、──御お嬢じよう様、よくお似に合あいだと判はん断だん出来ます」

「え、あー、……柳生やぎゆう君は？」

「宗むね矩のり様も同どう様ように機き関かん部ぶの男子班はんの方で仕事を。振り分け担当の運うん航こう委員会が『可愛かわいいルックスだから衆しゆ道どう班に叩たたき込んじゃおうか』などと言ってましたが、まあ、自じ衛えい出来る実力はありますので大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「あー、学生OB多いから手て練だれ結けつ構こういるよー」

　不安になる台詞せりふが聞こえるが大丈夫だろうか。一応、柳生の家からは護ご衛えいとして預かってるが、自分のせいで変なスキルが身に付かなければいいのだが。しかし、

「御お嬢じようちゃん達、どうしてここに？　左さ遷せん？」

「いえ、──先ほどの襲しゆう撃げきもあったので、用心として一いち番ばん安全な場で、更さらには今、一番、役に立てるところは何処どこかと問うたら……」

「自じ意い識しき過か剰じようだよ過剰!!　いいねえ若い子は自信たっぷりで！」

　年ねん輩ぱいの女性作さ業ぎよう員いんが笑う。そういう反応を受け流すのは大おお久く保ぼにとって常の事だが、

「……そうなんでしょうね」

　大久保は受け流せなかった。ただ、何な故ぜかは解わからないが、

　……受け止めてもうた。

　政治家かとして、一般人に対して、己おのれのネガティブな部分は隠かくさなければならない。

　しかし、政治家としてどうすべきかが、今、心の中に無い。何しろ、

　……受け流したところで、臨りん時じ生徒総そう会かいの後やし……。

　強がっているようにしか、見えないだろう。今までの政治的なパフォーマンスは、もう、自分が弱い事の裏うら返がえしにしかならないのだ。それを感じると、

　……無む駄だやなあ。

　自分を、どうしたものかと思ってしまう。

　が、その反応に、先さき程ほど笑った作業員が、己おのれの感情を止めていた。彼女は振り向き、

「アンタ、頭のいい子だねえ」

「え？」

「自分が強い時は弱いところを見せない。弱い時は強いところを見せない。──ちょっと狡ずるいくらいに頭がいいよ」

　言う口く調ちように、嫌いや味みはない。彼女は腰に手を当て、苦く笑しようし、

「ここにいちゃいけない人間だ。すぐに、上がれるようになりな」

　そうそう、と他の作業員も笑う。

「ここに来て、這はい上がっていった人間は、大当たりを引くんだよ。英国イギリス王おう女じよとか」

　どういう事かは解らない。しかし、加か納のうが表示枠サインフレームを見て、

「御嬢様、仕事のお時間です。──各かく部ぶの点てん検けん。確かく認にん部分は画が像ぞうを頂きましたので、数すう値ち類るいや形状などが確かかどうかを見ていきましょう」

　ええ、と加納は眉まゆを立てて笑えみを作った。

「──競争です」
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　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん前まえ、橋きよう上じようには、無む数すうの表示枠サインフレームが展開していた。

　その一角を受け持つネシンバラは、〝浅あさ草くさ〟からの通つう神しんを聞いていた。

『ネシンバラ様、南、江え戸ど方面の空に動きがありました。観かん測そくによれば、聚じゆ楽らく第だいが出しゆつ航こう。準じゆん重力航こう行こうでノヴゴロド方面へと移動を開始したそうです。──以上』

「Ｊｕｄジヤツジ．、羽は柴しばが江戸に持ち込んだ物ぶつ資しや人じん員いんの中で、ノヴゴロドに急ぎ出せるものを出したと言う事だろうね。丹に羽わと、駒こま姫ひめ、そして秀ひで次つぐも一いつ緒しよか」

『Ｊｕｄ．、武ぶ装そう類るいなどを固定し、戦せん闘とう時じには防ぼう御ぎよ艦かんとしての能を用いるようです。〝聚楽第〟は戦闘外がい交こう艦かん、秀次艦かん隊たいの旗き艦かんですので、防御系けい術じゆつ式しきが高いと、その装そう備び類るいからも判はん断だん出来ます。もしこれが、白しら鷺さぎ城じようクラスの出力を持つならば──』

〝浅草〟の見立てと、一例として送られてきた図ず式しきを、ネシンバラは見た。

『──防御専せん念ねんされた場合、その防御範はん囲いは七キロ範囲に及ぶものと判断出来ます。簡単に言えば、広こう域いき展開した攻こう撃げき艦隊二に艦隊を一いつ艦かんで防御出来ます。──以上』

　馬鹿げたレベルの防御艦かんだ、とネシンバラは眉まゆをひそめた。

　……これは恐らく……。

「安土あづち城じようクラスの艦を一艦で防御する。もしくは、──三み方かたヶ原はらの戦いで生じたような、達たつ人じん級きゆうの単たん騎き突とつ撃げきを単艦防御するためのものだろうね」

『驚くべき事にネシンバラ様の判断が私共どもと一致しました。間違っているのでしょうか。現在議ぎ論ろん──、結けつ論ろん出ました。ネシンバラ様、幸運でしたね。──以上』

「く、くそ、負けないぞ……！」

　と、宙に鉄の匂においが漂い始めた。これは、

「有あり明あけ下か方ほう展開の準備が始まってるね。本ほん多だ君、アリクイに、足あし場ば系けいの術式を展開させた方がいい。下方展開の際、酷ひどい事になるだろうから」

「あ、ああ、Ｊｕｄジヤツジ．」

　と、正まさ純ずみがこちらに振り向き、頷うなずいた。

　その動きを見て、こういう演技が下へ手ただなあ、と思いつつ、ネシンバラは実況通神チヤツトに告げる。正純の足あし下もとに、足あし場ばを固め、身を固定する術式が展開したのを見ながら、

・未熟者：『頼むよ魔女テクノヘクセン。ここが勝負だ』
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「罠わなですね。僕でも解わかりますよ。穴あな山やま先せん輩ぱい」

　薄うす暗ぐらい、しかし淡い照明が連続する通りにて、少年の声が響ひびいた。

　応じるように、真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの一人、穴あな山やまの声が告げる。

「ですけど、今がベストタイミングでもあるんですよ。根ね津づ君。──ここで顔を見せておくのも、また、私達の宣伝になりますしね」

「言っている意味はよく解わかります。仕事の難なん度どが高い事も。だから、祭も終わりですね。僕達が終える。──ここのイカ焼きは好きだったんですが」

「おや、趣しゆ味みが合いますね根津君」

「前ぜん言げん撤てつ回かいします」

「どちらを？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と根津が動いた。

「──祭が終わりだと言う事ですよ。僕達の祭はこれから。その号ごう砲ほうを、一度終おえるきっかけとなった僕が放てるんですから」
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　ナルゼは、アリアダスト教きよう導どう院いんの屋上に伏せていた。

　己おのれの頭上、浅い位置に展開した〝周しゆう知ち燃もえ〟から、手て元もとの魔術陣マギノフイグーアへと情報が送られている。〝周知燃〟から、狙そ撃げき可能な危き険けんポイントに指定した位置の映えい像ぞうを拾い、手元にまとめて表ひよう示じしているのだ。だが、

　……狙撃が何い時つ来るかは予よ測そく可能だけど、どう来るかが不ふ可か解かいね。

　真田十勇士の襲しゆう撃げきが再さい度ど来る、と進しん言げんしたのは、ナルゼだった。

　食堂で、泰やす衡ひらとの会談を終えた後だ。

　皆も、再さい襲撃については薄うす々うすの予よ感かんがあったため、講こう義ぎとして、自分が前に立った。

「二ふた代よが襲おそわれた時の事を考えると、さっきの自じ動どう人形の襲撃では狙撃が行われてないわ。

　狙撃手しゆは既すでに逃とう亡ぼうしたとも言えるけど、──M. H. R. R.神聖ローマ帝国出身の血は悲ひ観かん的なのよね」

　だから、

「人形に襲撃なんて、コケにされて黙だまってる分も無いわ。恐らく、有あり明あけから武蔵むさしが出しゆつ航こうする際の隙すきを狙ねらって、再襲撃がある。それも──、隙だらけの重要人じん物ぶつを狙って、ね」

　言って、ナルゼがマルゴットを見ると、彼女は笑えみで音のない小さな拍はく手しゆを行っている。

　格好かつこいいとか、気き楽がるに行けとか、そういう意味だろう。だからナルゼは言った。既すでに皆は知っている事だし、表おもてにも出した事だと、そう思いながら、

「うちは元々、M. H. R. R.内、対たい魔術テクノマギ部ぶ隊たいの家か系けいよ。黒魔術シユヴアルツテクノによる狙撃や砲ほう撃げき、その辺りへの対抗策は父から子供ながらに教え込まれているわ」

「だよねー」

　と、不意にマルゴットが言った。

「ナイちゃんとこも、そういう部隊の家か系けいでね。専せん科かは違ったけど、ガっちゃんの見立ては保ほ証しようするよん」

「ならば、ナイト様から見ても、再さい襲しゆう撃げきと、狙そ撃げきの可能性は？」

「──セージュンが囮おとりになってくれれば完かん璧ぺきじゃないかなあ」

　マルゴットは時とき折おりズバっと直球をぶち込んで行くから結けつ論ろんだけ言うと素す敵てき。だが、

「私が!?」

　と正まさ純ずみが腰を上げ、己おのれの胸に手を当てる。

「ちょ、ちょっと待て！　襲撃の囮おとりって、大だい丈じよう夫ぶなのか？　防ぼう護ご術じゆつ式しきとかあるよな？」

「そんな事したらバレちゃうじゃん。落ち着こうよセージュン」

「じゃ、じゃあ、護ご衛えい、つくよな!?」

「邪じや魔まがいたら向こうが諦あきらめちゃうって。大事なのはやる気だよセージュン」

「だったらどうすればいい!?」

「ここでの記き憶おくを失ってフツーにしてると恐きよう怖ふ感かんも何も無いと思うかな」

　マルゴットたまに凄すごいわ、とナルゼは思うが、正純の反応も同どう様ようだ。

「無む理り言うなあー！」

　まあまあ、とナルゼは正純に手を振る。

「落ち着きなさいよ正純、──囮に人じん権けん無いんだから」

「言葉の前後を逆にしろよ……！」

「いいから、とりあえず専門に任せておきなさいって。相手の特とく徴ちようは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾ぎんが頷うなずいた。

「狙そ撃げき手しゆは多数の可能性有あり。捕ほ捉そく不能。弾だん丸がんも、何を使用したのかが不明です。現場に弾だん痕こんはあれど、弾丸自体が発見されませんでした」

「こりゃ無理ね……」

「任せろって言ったじゃないか！　言ったじゃないか！」

　囮が元気でいい事だ。ただ、幾いくつかの思う事もある。だから、

「囮は囮として出しておいて、誾の言う事が正しかったら、何とか出来るわ」

「おいおい大丈夫かナルゼ……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、航こう空くう機き動どうと同じよ。──本番に強いヤツが勝つの。そういう事」

　正純が物もの凄すごく嫌いやそうな顔をしたが、そういうものだ。

　練習も事前の打ち合わせも何もかも、本番の空気に敵かなうものではない。本番は練習のように、というのはよく言われる事だが、ある程てい度ど出来るようになってきたら、

「──本番は練習以上に、ね」

　そして、ナルゼは、屋上の自分に意識を戻す。手て元もとの魔術陣マギノフイグーアを見て、思し案あんするのは、

　……さて、囮が上う手まく機き能のうすればいいけど、ね。
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　根ね津づは、祭にも似た流れの中を歩いていた。

　仕込みは充分だと、自分ではそう思う。だが、

　……もっと、万ばん全ぜんを期さないと。

　失敗は許されないと、そう思い、自分を追いつめないといけない。

　追い込んで、追い立てて、ずっと追い切っても足りはしないのだ。何しろ、

「僕のせいで、僕達は〝要いらず〟になったんだから」

　試合とも言える相あい対たい戦せんが、かつてあった。自分のミスを発ほつ端たんに自分達は破れ、本来いるべき場から出る事となった。フォローの手はあったのだが、プライドがそれを許さず、新しい居い場所を求めて、

「真さな田だが、受け入れてくれて……」

　真田教きよう導どう院いんの十じゆう勇ゆう士しは、戦せん国ごく時代の長期化かによって高こう齢れい化かが進んでいた。彼らは自分達が来た事を喜び、〝先生〟となり、自分達が役を継ぐ形となった。

　……だから──。

　祭まつり囃ばや子しが聞こえる。頭上、大型表示枠サインフレームには、出しゆつ航こうまでのカウントダウンが表ひよう示じされている。

　残り一分を切った。

　大通りの方、幾いく度どか聞いた歌が、聞こえている。確か、浅あさ間ま神社の巫み女こを筆ひつ頭とうとした三人組。銀ぎん狼ろうの持ち歌を、踊り子が歌か唱しようで具ぐ現げんし、高こう音おん域いきの響ひびきを通している。

『心の居い場所　世界の手の中　今の響きは　震い立たせていくよ

　あまり先さき無ない　今の足りなさ　過去の光は　翳かげり落とすだけさ』

　言ってくれる。失った事があるのだろうか。

　否、祭の歌にムキになってどうする。ただ、

『眼がん前ぜんに広がる　憤いきどおりに　音が聞こえて　何もかも　いらなくて　だけどただ　乾いてる

　足あし下もとに転がる　燻くすぶりが　熱を感じて　何もかも　邪じや魔まだけど　しかしただ　踏みつける』

「ラララ……」

『それでいい　ひたむきに　焦こがれ揺らぎ　焦あせる心で　もがき切っていけばいい

　それでいい　誰だれだって　焦がれ震え　焦る心を　もう止めるものはない』

　カウントが、５を切った。歌を聴きく道の上、通りの中、自分は祭の中の一人だ。

　燻りを心の中に抱えていても、外からは見えない。

　忍しのびという、言葉通りだ。

　止められはしない。
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　ナルゼは瞬しゆん間かんを読んだ。

　……私の読みが当たれば……！

　カウントがゼロになった直後。それは来る筈はずだ。

　有あり明あけが下か方ほう展開し、武蔵むさしを射しや出しゆつする始まり。そのタイミングで、

「──ゼロ」

　カウントが、ナルゼの告げた言葉を示した。

　直後。ナルゼの耳は、狙そ撃げきの着ちやく弾だんを聞いた。
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「馬鹿な……！」

　震しん動どうを始めた武蔵の上、大通りの路ろ上じようで、根ね津づは声にならぬ声を呟つぶやいていた。

　狙撃のタイミングも、狙ねらいも完全だった。更さらには、

「武蔵副ふく会長……！」

　視線だけで見上げた頭上。武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの姿すがたが見える。

　今、その橋きよう上じようで、武蔵の副会長が転びかけ、座り込んでいた。

　副会長が武蔵上でのバランス慣れしていないのは、先の襲しゆう撃げき現げん場ばに武ぶ神しんで駆かけつけた時に理解している。だから、副会長をターゲットにするのはやめたのだ。

　狙いはもっと、不ふ動どうの、

　……僕達が逃亡した後に犯はん行こうが解わかるような位置にいる者。

　そして、自分達が接近しても気付かないような持ち場にいる者。それは、

「武蔵第四特とく務む……！」

　屋上、そこに色がちらりと見えた。白の色。しかしそれは、武蔵第四特務の魔女テクノヘクセン服ふくの色ではなかった。散って、ゆらりと揺れるのは、

「由ゆ利り……！」
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　ナルゼは、自分の読みが正しかった事を悟さとった。

　今、自分の周囲は、防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきに転てん換かん発はつ動どうさせた〝周しゆう知ち燃もえ〟があり、

　……弾だん丸がん、防ぎ切ったわね！

　飛ひ来らいした弾丸は八発。そのどれもが、

「部品とは、恐れ入るわ……！」

　敵が狙撃に用いるのは、弾丸ではなかった。ネジや釘くぎ、石や硝子ガラス片へんと言った、今の武蔵では何処どこにでもあるものだ。

　先の襲しゆう撃げきの後、周しゆう知ち燃もえの画が像ぞうを〝武蔵むさし野の〟達に精せい査さして貰もらったが、そこに敵はいなかった。だから気付いたのだ。敵は弾だん丸がんを遠えん隔かく操そう作さし、〝狙そ撃げき〟に用いる、と。二ふた代よが青雷亭ブルーサンダーで狙撃された時、弾丸が見つからなかったのは、恐らく硝子ガラス片へんを打ち込んだからだろう。

　そして今、敵が狙ねらったのは、自分だった。

　何しろ、飛んで来た弾丸の発はつ射しや元もとは、屋おく上じようの各所だ。そんな位置から、狙撃として、遠隔操作可能な弾丸を確実に当てる方法がある。

　動かない相手。つまり自分を狙う事だ。

　それが思し案あん出来たので、囮おとりとして正まさ純ずみを使った。

　敵が先の襲撃で正純達たちを狙ったのは、自分を狙うための陽よう動どうだというのは解わかっている。あの時、自分が敢あえて敵を追いに動かなかったところまで確かめ、

　……私が、絶対に無む闇やみな動きをしないと、そう判はん断だんしたのよね。

　だから、こちらは、それに気付いていない振りとして、正純を囮に使った。敵の狙いが正純だと思い込んでおり、彼女をわざと狙わせるように、振る舞ったのだ。

　そして敵は来た。それも狙撃だけでは無く、

「どう？」

　床から振り返り、ナルゼが仰ぐ背後、そこに人ひと影かげがある。

　フードを被かぶった二に刀とうの少女。鋭い目つきの彼女は、

「……く」

　右の脇わき腹ばらが、濃い赤の色に染まっている。清しん武たけ田だの女子制せい服ふくの防ぼう弾だん性能でも防ぎ切れない、マルゴットの狙撃術じゆつ式しきだ。

　強きよう固こな一いち撃げきが、敵の身体からだを砕くだいた。

　自じ動どう人形ではない。生なま身みの人間だ。彼女は衝しよう撃げきに身を震わせ、一歩を下がり掛け、

「……っ」

　堪こらえた。そして右腕の一いつ刀とうを振りかぶり、

　来た。
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　十じゆう勇ゆう士しの一人。由ゆ利り・鎌かま之の介すけは、その一刀に全てを懸かけていた。

　かわされる事の無い一撃。

　それは、まず、相手の懐ふところに飛び込んで突いていく事から始まる。突きの一刀を、しかし敵は当然に回かい避ひする。だから、敵の身体の横を、突いた刃やいばが抜けた後、手首を回す。

　掌てのひらで柄つかを踊るように回しながら、敵の背に、刃を向け直す。

　そして引き切る。すると、

「く……」

　白魔女が、身を回して回かい避ひに入った。

　見事だ、と由ゆ利りは思う。遠えん距離系けい、術じゆつ式しき系けいであるのに、至し近きんの近きん接せつ攻こう撃げきを避けるとは。だが、自分の忍にん術じゆつには、ここからの先がある。それは、

「……！」

　刃やいばを引く動き。その速度と動きを一いつ直線に統とう一いつし、真しん空くうを作るのだ。

　真空の刃。

　先の一発をかわした敵は、動きに伴う気流を得る。それに吸い込まれるように、自分の作った真空は放たれ、

　……切せつ断だんする！

　これが不ふ可か避ひの一いち撃げき。今まで、相あい対たいしてきた敵を敗やぶった背後からの追い打ちだ。しかし、

「……!?」

　真空が、消えていた。

　どういう事か。由利は思い、そして、声を聞いた。

「残念ね。……その仕掛けなら、〝西さい国ごく無む双そう〟が見抜いていたわ。だから後は──」

　黒の翼つばさ。背の主しゆ翼よくが、閉じかかった状態になっている。それは、羽の内側に溜ためた空気を爆ばく発はつさせ、こちらの作った真空を潰つぶし、

「……っ！」

　大気の爆ばく圧あつに、白魔女が宙に舞った。そして押しのけられた自分の身に、衝しよう撃げきが来た。

　刃が砕くだかれ、手から柄つかが離れて飛んだ。右の指が柄に引っかかり、妙みような方向に曲がるのが見えた。だが、

　……あ！

　左の刃も、真ん中から砕け散った。

　狙そ撃げきが、続けられているのだ。
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　ナイトは、武蔵むさしの橋きよう上じよう艦かん橋きようの上に俯うつぶせになり、狙撃を敢かん行こうしていた。

　黒嬢シユヴアルツフローレンは狙撃状態にし、右肩かたのハードポイントに接続している。加か速そく術式と照しよう準じゆん術式を合わせた魔術陣マギノフイグーアを黒嬢の長い船せん首しゆ部ぶに何枚も展開し、そこへと硬こう貨か弾だんを射しや出しゆつする。

　あとは重なる魔術陣で連続加速した弾だん丸がんが、照準の中で、

「Herrlich……！」

　撃うち込む。

　刀を砕き、飛ばし、宙にある内に柄も破は壊かいする。

　人じん体たいも同どう様ようだ。肩を穿うがつ。そして膝ひざを削そぎ、速度を落とした非ひ貫かん通つう弾だんで臑すねを打だ撃げきする。

「膝ひざをついて」

　片膝ひざを落とさせた。

「そうじゃないよ」

　両膝ひざをつかせた。そして、

「上を向いて」

　肩を穿うがって衝しよう撃げきで上じよう半はん身しんを振り仰がせる。その上で、ナイトは、眉まゆを立てて呟つぶやいた。

「仲間が大事だったら、どうするのかな、こういう時」
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　根ね津づは、動きを止めていた。

　……何な故ぜだ!?

　こちらの不ふ手て際ぎわだったら良かった。仕掛けに甘いところがあるなら、まだ良かった。自分達たちの悪い部分を是ぜ正せいすれば、次には勝てると、そう思えるからだ。

　だが、違った。こちらの戦せん術じゆつを、思し考こうを読まれ、上回られた。

「く……」

　何処どこを直しても、悪いところを消しても、勝てないもの。

　純じゆん粋すいに、向こうが〝上〟だという事実。しかし、それを認める事は、

　……僕達は、〝要いらず〟から逃のがれられないと、そう言っているようなものだ！

「────」

　根津は考えた。由ゆ利りを今、すぐにでも救う方法を考えた。

　方法は、ある。

　武蔵むさしの至る所に仕込んだ〝弾だん丸がん〟を、無む差さ別べつに発はつ射しやする。今、縁えん日にちのような雰ふん囲い気きで、町に出ている人々や、出しゆつ航こう用意で走り回っている人員を、区別無なく穿つのだ。

　武蔵上じようは騒そう動どうとなり、由利を救きゆう出しゆつするだけの隙すきが得られるだろう。

　だから根津は右の手を挙げ、各かく地ちの仕込みを一いつ斉せいに発はつ動どうしようとした。しかし、

「駄だ目めですよ、根津君」

　上げた右手に、ハイタッチで通り過ぎる影があった。

「自分の不ふ始し末まつは自分で返す。それが私達のルールです。──由利君の事は由利君に任せましょう」

　穴あな山やまだ。彼は擦すれ違い、こちらについてこいと手て招まねきを寄よ越こす。

「伊い佐さ君も既すでに脱だつ出しゆつの場にいます。私達も行きましょう」

「しかし……！」

「私達は失敗していません」

　穴山が、短く告げた。

「内部の情報は得ました。そして、武蔵むさしは出しゆつ航こうと同時に爆ばく発はつ破は損そんします。それを外から眺ながめましょう」

　彼の言っている意味は解わかる。武蔵の出航と同時に起きる伊い佐さの仕込み。その爆ばく破はを隙すきとして、由ゆ利りの逃とう亡ぼう機会とするのだ。

　由利が逃亡する隙はある。だから、ここで自分達が彼女を救う必要はない。

　そういう事だ。だから根ね津づは、右の手を下ろした。

「……すいません」

「謝るのは、自分が馬鹿な判はん断だんをしようとした事についてですね、根津君。由利君をここで救いに行くなど、恋に狂った痛い少年のする事ですよ。十代、いいですねえ」

「な……！」

　いいから、と、穴山が寄ってきて、背を叩たたく。

「由利君だって、殺されはしません。後は──」

　穴山が言ったと同時。武蔵の床ゆか面めんから響ひびいていた震しん動どうが変わった。

　今までは縦たての小こ刻きざみなものだったのが、横よこ揺ゆれの、

「始まりましたね。……幾いく度どか外から見た事はありましたが、武蔵上じようからは初めてです」

　後ろを、由利を気にしつつ急ぎ足で艦かん首しゆ側がわに行きながら、根津は穴山の声を聞いた。

「有あり明あけによる武蔵の下か方ほう展開。射しや出しゆつつきとなると、本ほん邦ぽう初はつ公開です」
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　夜の空から、また別の夜天を見る視線がある。

　北西の夜に向かって行く戦せん闘とう外がい交こう艦かん。〝聚じゆ楽らく第だい〟と側そく部ぶに刻こく印いんされた艦の甲かん板ばん上、淡く光る人ひと影かげがある。

　狐きつねの耳を持つ少女。駒こま姫ひめだ。彼女は、背後の展てん望ぼう台だいから出てきた丹に羽わに振り向き、

「丹羽様、有明が……！」

「武蔵を射出するようですね。旋せん回かいを開始しています。──秀ひで次つぐ様の代わり、艦かん長ちよう代だい理りとしてはどう思いますか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、あれだけの質量が動けば、大気変へん動どうが生じます。恐らくは下方側に対しては緩かん衝しよう術じゆつ式しきを掛けていると思いますが、水平方向に対しては──」

　来た。

　駒姫が見る視線の先、旋回を行う有明の各部先せん端たんから、白い霧きりの爆発が起きた。それは波打ち、一いつ直線にこちらまで伸びると、

「来ます！　衝しよう撃げきの後、向こうに吸われますから、艦かん隊たい各かく艦かんは後部を有明に向けたら、そのまま惰だ性せい航こう行こうで！　出力入いれていると吸われて失しつ速そくします！　後は──」

　そして揺れが、〝聚じゆ楽らく第だい〟を抜いた。

　艦かんの表面装そう甲こうを一枚一枚震ふるえるような衝しよう撃げきが洗い、続くように、

「引き波が来ます！」

　巨きよ大だい艦かんである〝聚楽第〟が、宙を後ろに滑すべった。まるで大きな手で取りあげられたように、有明方向へと運ばれる。

　周囲の随ずい伴はん艦かんも同じように滑り、しかし傾き、

「緩かん衝しよう術じゆつ式しき展開！　──防ぼう護ご障しよう壁へきを内ない面めん展開で！」

　駒こま姫ひめの指し示じが走ると同時。応じる動きで〝聚楽第〟の艦かん用よう防護障壁が展開した。その数は、数枚というものではなく、一気に数百を宙に並べ、更さらには、

「随伴艦を支えて下さい!!」

　随伴する八艦。〝聚楽第〟に先行するものも、遅れるものも含みで、全てが防護障壁の束たばに支えられた。

　範はん囲いにして〝聚楽第〟の周囲五キロ。そこにいた艦かん群ぐんは、それぞれ、まるで開いた本に挟まれるように支えられた。艦かん体たいはどれも、有明に引き寄せられるのが止まり、

『……！』

　各艦の甲かん板ぱんにいた者達が、夜の中でこちらに向かって手を振り、声をあげた。

　艦かん橋きようからも感謝の意を示す灯とう火か信号が届き、駒姫は安あん堵どの笑えみを作る。

　だが、未いまだに有明は旋せん回かい運動をその三分の一も終えていない。幾いく度どとなく、衝しよう撃げき波はの波が空を来て、軋きしむような大気の動きが天に音として反はん響きようする。

　そんな揺らぎと響ひびきの下で、駒姫は、有明を見み据すえつつ、

「丹に羽わ様、あの、秀ひで次つぐ様は……」

「Shaja、──青せい竜りゆうが消え、静かに眠っておられますよ。青竜から解放されたら消えてしまうかとも思いましたが、そうではありませんでしたね。秀次様の残念は何だと言うのか……」

「伊達だて家けの今後を憂うれえたものだと、私は、そう思ってます」

　だって、

「その心配なら、今後もずっと、消える事なく、秀次様は存在し続けられますから」

「その方が駒姫様にも、都つ合ごうがいいですね」

「え？」

　疑問詞しを放った横で、丹羽が微笑した。

「叶かなわぬ恋ほど、ずっと続けたいものは無い」

「また丹羽様はそういう解わかったような事を……」

　と、半はん目めで告げた駒姫の言葉が、途と中ちゆうで止まった。

　大風の向こうから、音が聞こえたのだ。新しい波を通過させ、聚楽第の装そう甲こう板ばんを洗い流すように来た、有あり明あけの新たな動き。それは、

「下部が、開いていきます……！」
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　武蔵むさしの中央。武蔵中央前ぜん艦かん、武蔵野むさしの艦かん橋きよう内では、〝武蔵野〟を中ちゆう核かくとした自じ動どう人形の指し揮き者達が、各かく艦かん及びその構成員、そして有明側の制せい御ぎよ者達と指し示じの遣やり取りをしていた。

　しかし、中央部にいる〝武蔵野〟は、多くの指示を行わない。彼女が見ているのは、各所の進行状況を知らせる流りゆう体たいの花か壇だんだ。己おのれの周囲に展開した八つの花壇。そこに表示枠サインフレーム付きで、流体の花が茎くきを伸ばし、花か弁べんをゆっくりと広げていく。

　その成長を見る〝武蔵野〟は、手元の表示枠に対し、

「左右一番艦、先行して出力限定解かい除じよ。有明側、左右一番艦ドックに流体プールを御お願ねがい致します。──以上」

　武蔵野は、静かに告げた。

「〝武蔵〟様、──武蔵の呼こ称しようを、共通記き憶おく内で暫ざん定てい的に変へん更こう御願い致します。以前の艦かん体たいに対する記き憶おくが齟そ齬ごを生じる可能性もありますし、比較時にノイズがありますので。──以上」

『Ｊｕｄジヤツジ．、では新規と言う事で、若わか武蔵とか、零ゼロ武蔵とか──』

『武蔵さんどうして年ねん齢れいこだわるの？　意地でもあるの？　やっぱ』

　表示枠内で酒さか井いに半はん目めを向ける〝武蔵〟を見ながら、武蔵野は告げた。

「有明旋せん回かい四割推すい移い。──三分十二秒後に当艦を射しや出しゆつします。──以上」







[image: 第七十九章『破損場所の挽回者』]
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　揺れの底、旋せん回かいの中心軸じくとも言える場所では、作業が続行されていた。

　武蔵むさし野の下部、重力加か速そく機き関かんの制せい御ぎよ区画で行われていた各部の最終調整だ。全ての加速器などをチェックしていくのだが、

「おう、新入り、遅れてるぞ！」

　上を渡る橋からの機関部長の声に、大おお久く保ぼは返答を放った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、急ぎます！」

　おう、と機関部長が、震しん動どうする橋から平然と声を送る。

「ちゃんとやるのが前提だ。急ぐなら正解だ御お嬢じようちゃん。すぐ終わらせる、だと間違いだ」

「Ｊｕｄ．、憶おぼえておきます……！」

　加速器は、巨きよ大だいなパーツだが、殆ほとんどが加速用の鳥とり居い型スラスターだ。制御部分は配線と符ふを束たばねてパレットに収めた基板の接合で、一人でチェック出来るものだった。既すでに加か納のうの方が五つほど先行していて、競争の勝負はついたようなものだが、

　……勝負を捨てるのは性しように合わんわ。

　だから一つ一つ丁てい寧ねいに、自分の仕し草ぐさをコンパクトにしていく。意い外がいと、動きだけで時間短たん縮しゆくになるのは、自分が慣れていないからだろう。だが、二ふた桁けたほどのチェックを終えて見ると、

「……うん」

　大久保は、こう思う。自分、この仕事、出来るんやな、と。

　これより難しい仕事になるとお手上げかもしれない。気持ちが続かないかもしれない。しかし、そんな解わからない未来の事は抜きにして、

　……こういう生活もまた〝有り〟なんやろな……。

　失しつ脚きやくするのも悪くないかも、と、そんな事を思った時だ。

「……？」

　大久保は、チェックの手を止めた。チェック自体は間違っていない。部品も何も、正確にはめ込まれ、締しめ込まれている。だが、おかしな、妙みような感覚が、目の前の加速器にはあった。

　……何や？

　と、原因不明な違い和わ感かんに大久保は首を傾かしげた。すると、

「おう、新入り！　手ー止まってるぞ！」

　Ｊｕｄ．、と大久保は、チェック表に終了の丸円を付けようとした。

　その時だ。床が、ずるりと回った。有明の旋回が始まったのだ。その動きに応じ、大久保は、終了チェックをつけぬまま、加速器に倒れ込んだ。

　危ない、と、大久保は義ぎ腕わんを伸ばし、制御器に手をつく。そして揺れの中、制御器にはめ込まれた部品群が外れもせずに確固していることを確かく認にん。

　……良かった。

　やはり問題はない。だから、先ほどの違い和わ感かんは、自分の勘かん違ちがいだと、そう思い、

「……っ」

　気付いた。違和感の正しよう体たい。有あり得うべからざる事実の正体に。それは、

「機き関かん部長……！」

　勘違いだったら大問題だ。しかし、

「万まんが一いちがあります！　──精せい査さを御お願ねがいします!!」

「どういう事だ!?　説明出来るか御お嬢じようちゃん！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大おお久く保ぼは頷うなずいた。周囲の皆がこちらを見るのに構わず、回り出した動きに振られながら、加か速そく制せい御ぎよ器きを義ぎ腕わんの後ろ手に勢いよく殴なぐりつけた。

　打だ撃げき音が響ひびく。制御器が揺れる。しかし、

「部品が一切ズレません……！　武蔵むさし関係者が作業したものは、どれも後の整備を考え、取り出しや埃ほこりの入り方を前提とした位置にパーツを〝固定〟しています。ですが、これは、──中にあるものを固定するのではなく〝外されないよう〟にしています！」

〝固定〟したならば、〝外す〟事で、〝外せる〟ようにしただけだ。だから今のような揺れがある現在、チェックは必ひつ須すとなる。しかし、それを〝外されないよう〟にするならば、

　……何か、理由がある筈はずや……！

　と、橋きよう上じようから、機関部長が飛び降りる。意い外がいにも軽い足音を立てて着ちやく地ちした彼は、足裏を一度手ではたきながら、

「御嬢ちゃん。……それは、不ふ馴なれな外部から来た者がやったんじゃねえのか？」

「この担当は、チェックシートに拠よれば伊い佐さ美みという女性。──戸こ籍せき上は武蔵むさしの住人です」

　大久保は、膝ひざをついた。

「御願いします。私の恥はじになるなら、構いません。既すでにその身です。この件については、私では解わからないのです。だから、精査の出来る人を、手の空あいてる人を、御願いします」

「あのなあ、御嬢ちゃん……」

　機関部長が、やれやれ、という声で、こう言った。

「そんなの俺おれしかいねえじゃねえか」

　おお、と周囲の皆が声をあげた。遠く、第六特とく務むが武ぶ神しんの肩から、

「かぁ──。ジジイの冷や水……！」

「うるせえ直なお政まさ！　あと御嬢ちゃん、七秒寄よ越こしな。コツがあるからよ。──他、伊佐美ってのがやったのをリストアップしろ！　そして俺以外に手の空いてるヤツも精査に回れ！」

　いいか。

「俺達がテキトーにやってるってのが、政治家の御嬢ちゃんにバレちまってんだ！　今くらいはしっかりやって口止めだぞテメエら!!」
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　旋せん回かいする有あり明あけ内部は、騒そう然ぜんとしていた。

　巨きよ大だいな浮きドックである有明は、人工の建造物だ。移動や旋回などは可能だが、

「おいおい大だい丈じよう夫ぶかコレ！」

　教きよう導どう院いん前の橋きよう上じよう、手て摺すりに身を寄せている正まさ純ずみは、薄うす暗ぐらい有明内部を見渡していた。

　……コレ、まるで祭みたいになってるぞ！

　回る有明内部に、緩かん衝しよう術じゆつ式しきの術式陣じんが、垂たれ幕まくのように何枚も展開していた。多くは天てん井じようや床と壁の接合部だが、壁を支える複合トラスフレームや床の中央付近にも、術式陣は現れては消えている。高速で緩衝アジャストを掛けているのだろう。

　回るのは右へ。時計回りだ。武蔵むさしとドックの間にも緩衝術式が走り、ドック内ない壁へきに押しつけられた武蔵が自じ重じゆうで破は損そんしないようにフォローされていた。

　回っていく。

　行き先はノヴゴロド。西だ。そちらに向けて、有明が武蔵を射しや出しゆつしようとしている。

　時とき折おり、壁際の方で金属の激げき突とつする音が聞こえてきた。

　壁を昇のぼるリフトが、有明の歪ゆがみでレールの確かく保ほを失い、一気に滑すべり落ちたのだ。

　同じように資材置き場の資材が崩くずれる音も、大型木箱コンテナが重じゆう層そうを崩す音も聞こえる。

　それでも回す。

　武蔵のような巨大艦かんは、出しゆつ港こう直後が最も危険だ。速度はすぐに上がらないし、回かい頭とうもままならない。だから、有明に回頭と射出を任せ、

「……目的地に向け、武蔵を出港直後から最大速度で行かせるのか」

　今、ドックの中、武蔵が沈んでいる各かく槽そうに光が満ち始めた。

　術式と流りゆう体たいを溶かした賢水オレイ・ネーロだ。それは武蔵に触れると、莫ばく大だいな浮ふ力りよくを接せつ触しよく面に与え、

　……浮く。

　一いつ瞬しゆん。足あし下もとが揺れた感覚があった。だが、正まさ純ずみは、

「あ……」

　武蔵が浮いている不安定さ。身体からだが下から持ち上げられるような浮遊感に、

　……懐なつかしいと、そう安あん堵どしたよな、今。

　口元に笑えみが浮かぶのがどうしようも無い。

　各ドックが、賢水で武蔵を浮上させる一方、巨大な体積に押され、軋きしみを上げる。その音は旋回の推すい移いの中で更さらに大きくなっていく。

　何しろ、座っている自分ですら、床の上を放り投げられそうな旋回が生じているのだ。

　だが、武蔵自体には軋みが少ない。それは恐らく、下の広場で行われている、

「……浅あさ間まや葵あおい姉あね、ミトツダイラの雅が楽がくによる整せい調ちようか」

　彼女達だけではなく、各かく艦かんの主要広場では縁えん日にちのような舞ぶ台たいから、事前に時間を掛けた整せい調ちようの音楽が奉ほう納のうされている。聞こえるのはロック雅が楽がくの、

『古きに踊らされ　ずっと目の前　たくさんあると　思ってた　勘かん違ちがいの　大たい器き晩ばん成せい

　先を見て舞えば　遙か目の前　何もないと　気付いてた　意い気く地じなしの　大器晩成』

　新しきを唄うたう詞ことばが聞こえてくる。

『新しいものは　足りないけど　抱きしめは　這はう動きで　当たり前だと　強がるよ

　過去の全ては　優しいけど　抱き止めは　払い捨て　身軽になったと　強がるよ』

　これ、昨夜に浅あさ間まが唄ってなかったか、と、そんな事を正まさ純ずみは思う。

　そして、追加の音が響ひびいた。武蔵むさしの側面ブロック。巨きよ大だいな接合が展開し、賢水オレイ・ネーロの中で武蔵むさしが変形する。青白い光を放つ水を搔かき分けるように、重力加か速そく器きを展開したのだ。

　同時に、有明の天面から響きが生じた。広大な天てん井じようが、その縁えん部ぶを開けた動きだ。

　武蔵を下方展開から外に出す時、気き圧あつ差が生じないように大気を取り込むのだろう。わずかに蒸むしたような、濃い空気が空から面圧で降りて来るのを感じる正純は、

「……？」

　妙みような気け配はいを、頭上に感じた。

　振り仰いだ直後、正純は色を見た。白の色と黒の色。白は衣い装しようと装備で、黒は髪かみと翼つばさだ。

「ナルゼ!?」

　旋せん回かい動作の慣かん性せいを得ながら見る先、宙に飛び出したナルゼは屋上を見ている。

　そして艦かん首しゆ側から、一いつ直線の揺らぎのようなものが屋上に飛び込み、爆ばく発はつした。
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　ナイトは狙そ撃げきを準備しながら、遠く奥おく多た摩まの艦かん尾び側に叩き込んだ砲撃の結果を見ていた。

　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの屋上。そこに上がった煙は、旋回の動きで横に、更さらには上からの換かん気きで下に押し流されていく。そして溜たまり零こぼれる爆ばく煙えんの中から、一歩をこちらに出てくるものがあった。

　……武ぶ神しん、じゃないよね。

　思った直後。光が炸さく裂れつした。宙に退たい避ひしたナルゼが、至し近きん誘ゆう導どう弾だんの連れん射しやを煙の中へとぶち込んだのだ。だが、

「ガっちゃん左！」

　ナルゼが左に避けたと同時。二つの攻こう撃げきが交こう叉さした。

　ナイトが放った棒ぼう金がね弾と、煙の上側から発はつ射しやされた光が激げき突とつしたのだ。

　焦しよう音おんが響き、奥多摩と武蔵むさし野のの間の空間に光こう爆ばくが拡散した。

　敵が放った光学砲ほうと、こちらの放った弾だん丸がんが相そう殺さいした結果だ。それは、この狙撃位置がもはや安全ではない事を示すと同時に、屋上にたまっていた煙を吹き飛ばし、

　……見えた！

　いる。屋上に、膝ひざを着いていた真さな田だの女おんな剣けん士しを手にした、武ぶ神しんのようなものがある。

　武神の上半身と縦たてに長い頭部。そして野の太ぶとい腕は、確かにIZUMOで見たものだ。腕は四本になっているが、武神に似た姿すがたの前に立つのは、

「真田十じゆう勇ゆう士しの一人、伊い佐さ……！」
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　伊佐は、右の手てつ甲こうにフィードバックされる巨きよ大だい義ぎ腕わん〝見み越こし入にゆう道どう〟の力を感じた。

　大きな掌てのひら。その中には今、由ゆ利りが握られている。彼女は血ち塗まみれで、しかしこちらを見て、

「先せん輩ぱい……！」

「あー、喋しやべらない喋らない。腕は幾いくつか持ってきているしね。IZUMOと違って、こっちはホームに近いから。それに──」

　伊佐は、由利に眉まゆ尻じりを下げた笑えみを見せた。

「仕込みがどうなるか、確かめておかないと駄だ目めだよねー？」

「……喋るなといって、問いかけないで下さい」

　あはは、と笑って、しかし即そく座ざに伊佐は眉まゆを立てた。

　両の腕を一度交こう叉さし、〝見越入道〟に同じ動きを取らせる。その上で、

「脱だつ出しゆつ。行くよ。目的地は有あり明あけ艦かん首しゆ側通路。──武蔵むさしを放り出す際、大たい気き圧あつ調整のために床面ダクトが開くから、そこだね」

　ここからは遠い位置だ。しかし、見せつけるにはいい。

　だから、伊佐は叫んだ。両の腕を開き、

「真田教きよう導どう院いん！　真田十勇士の四番、──伊佐!!　武蔵の威い力りよく偵てい察さつに行くよ……!!」

　言葉と共に、伊佐は前に出た。

　屋上から、一いつ直線に、武神の腕に投げられ、一いつ瞬しゆんで百数十メートルを跳ちよう躍やくした。
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「……穴あな山やま先輩！」

　道を急ぎながら、前を向きながらの根ね津づの声に、穴山は頷うなずいた。

「言いたい事は解わかっているので、出来れば黙だまっていて下さい」

「無む理りですよ。何な故ぜ、噓うそをついたんですか！」

「Ｔｅｓテスタメント．、君がいてもどうしようもないからです。あ、私も、ですけどね」

　自分が足りないからか、という根津の論を、穴山は自分を重ねる事で封じる。そして、

「由利君の生せい還かん率を上げるには、伊佐君が適任です。というか、今回の戦せん力りよくで考えると伊佐君しかいない、となるんですけどね。それに、彼女自身、自分の仕込みが上う手まく行ったかどうかを確かめる意味もありますから。だから──」

　背後で、轟ごう音おんが響ひびいた。

　伊い佐さが、奥おく多た摩まの後部中央。自然区く画かくに着ちやく地ちした音だ。武蔵むさしの旋せん回かいがあるため、やや右にずれた着地は、

「〝後こう悔かい通り〟と呼ばれる通りを抜けていきますね……！」
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　後悔通りに艦かん首しゆ側で接続する縦たて町まちでは、通りから跳び出してくる伊佐を応おう撃げきするため、黒魔女を中心とした射しや撃げき部隊が待ちかまえていた。

「用──意！」

　隊たい長ちよう役の黒魔女二年生の声と同時に、後悔通りで伊佐を迎げい撃げきしていた射しや撃げき音が止まった。そして後悔通りの端はしに近い森から、通り内の射撃役だった魔女達が空に飛び出す。

　続く動きで、後悔通りの出口から、影が一いつ直線に走り出てきた。

「討て──!!」

　射撃が、二ふた桁けたを超える数でぶち込まれた。それは連れん射しやとなり、飛び出してきた影を砕くだいて穿うがつ。しかし、皆は気付いた。

　後悔通りの木々の屋根から空に飛び出した黒魔女達。その内、左さ舷げん側にあたる三つの影が、

「木……!?」

　空へ飛んだ魔女達に見せかけた、木の幹みき。それが三本、上から降って激げき突とつした。

　射撃専念だった魔女達に回かい避ひは出来ない。仲間だと思っていたものが投とう擲てき武器だったという驚きもだが、

「──隊長！」

　今こそ皆は見た。自分達が射撃を叩たたき込んだ影。伊佐の正しよう体たいが、上着を巻き付けた倒とう木ぼくと、単なる木枝でしかないという事実を、だ。これは、

「変わり身の術じゆつ……」

　伊佐が巨きよ大だいな鉄てつ腕わんで折った木々だろう。そんなものを本物と見せかけるのは、こちらの頭上から降ってきた木々が仲間に見えたのと同じように、

「動きと、出現するタイミングを、本物のように合わせ──」

「御ご名めい答とう──！」

　声が、背後から来た。後悔通りの道ではなく、左舷森側。襲しゆう撃げきの少女を摑つかんだ鉄腕一本で、縦町に飛び出してきた影がある。

　伊佐だ。

　位置は左舷側の通路に展開した魔女達の背後。伊佐は手を振りながら一回転すると、走り、次の横よこ町ちようへと跳び込んで行く。通路は行かない。森の中に跳び込むようにしながら、女おんな忍にん者じやはこう言った。

「悪いね──！」

　伊い佐さが告げた意味は、すぐに具ぐ現げん化した。

　伊佐に振り返っていた魔女テクノヘクセン達の頭上に、折られた木が出現したのだ。

　否いな、それは突とつ然ぜんに現れたのではない。伊佐の飛び出しに合わせ、更さらには音も立てないように緩い勢いで彼女が投げ込んでいたものだ。

　数は五本。どれも、通路左右に展開していた魔女達に激げき突とつする。
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　伊佐は、次の横よこ町ちように跳び込むと同時に、風を感じた。

　重い風。旋せん回かいの動きに追いつくような、分ぶ厚あつい風だ。それは、

「有あり明あけの旋回が制動に向かってるんだ……！」

　制止の風。押さえるような圧あつの風が意味するところは一つしかない。

「有明が、武蔵むさしを下方展開する……！」

　直後。視し界かいの左右から光が来た。武蔵の浸つかっている格かく納のう槽そうを浸ひたす賢水オレイ・ネーロが、下部展開扉とびらの動きに反応し、噴ふき上がったのだ。

　有明内が、武蔵のシルエットを浮かせるように、流りゆう体たい光こうの照明を得た。
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　機き関かん部ぶでは、加か速そく器きの制せい御ぎよ部分に仕掛けられたものについて、判はん断だんが下されていた。

　泰たい造ぞうが部品を解除し、制御部分を外そうとしたところ、

「やってくれるぜ。──迂う闊かつに外すとドカンと行く仕掛けだ、これは」

　うわー……、と駆かけつけてきた大ひろが、泰造の横で肩を落とす。

「伊い佐さ美みって、私が受け持った人だよ。御ご免めん、班はん長ちよう仕事で浮かれてたからだ……」

「浮いてていいから働け大。武蔵の射しや出しゆつは始まってる。──加速器は今すぐにでも使う必要がある。あと一分そこらでどうにかしねえと、武蔵野むさしの左さ舷げんの加速器は爆ばく発はつするって訳わけだ」

「武蔵の射出は止められない？」

「働けって言っただろう？」

　そっか、と大は頷うなずいた。彼女は一度息を吸い、

「爺じいちゃん、……動くのは、どっち方向？」

「基本は前だろ」

　そっか、と大は再び言った。そして視線を、ある人物に向ける。

「──代表委員長」

「……私が？　何か？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっと機き関かん部ぶじゃ出来ない仕事をやって欲しいんだ。とにかく前向きな事だから、御お願ねがい出来る？」
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　伊い佐さは、武蔵むさし野のへと到着していた。

　位置は武蔵野後部。表ひよう層そう部ぶの町の後こう端たんを覆おおうような大だい楼ろう閣かくの屋上だ。

　本来、奥おく多た摩まと武蔵野の距離は遠いが、ドックでは接せつ触しよくしそうなほどに近い位置にある。

　跳ちよう躍やく一発。伊佐は武蔵野の楼閣上に、

「行くよ！」

「先せん輩ぱい……！」

　由ゆ利りが声を生む理由は、伊佐にとっては改めて探る必要もない。

　負ふ傷しようと疲ひ弊へいの、どちらも得ている。そういう事だ。

　無数の弾だん丸がんが来て、爆ばく発はつもあり、何よりもそれらを受けて距離を走っているのだ。無む傷きずで、疲れもなかったら、その方がおかしい。だが、

　……これを走り切ったら、脱だつ出しゆつだね。

　ここまで半分来られたのだ。あと半分、行けると考えるのが当然だろう。

　広い楼閣上。着ちやく地ちからそのまま突っ走る。行く先は楼閣の向こう。そこには武蔵野表層部の町並があり、最さい後こう尾びには小しよう等とう部ぶの校舎がある。

　楼閣の壁上を走り抜きながら、伊佐は武蔵野の町並を見た。

　……おお。

　広がる風景。楼閣の屋上は武蔵野表層部から遙かな高さの位置にある。

　町を見下ろすなど、真さな田だでは、あり得ないアングルだ。更さらにはそこから、伊佐は鉄てつ腕わんに背中を押させて大だい跳躍を放った。

　行く。放ほう物ぶつ線せんの高度は、視し界かいを更に高くする。眼がん下か、艦かんの左右からは下方展開準備として賢水オレイ・ネーロの流りゆう体たい光こうが噴ふき上がっている。その青白い光に下から照らされながら、伊佐は、

「……！」

　落下軌き道どうに入った。町が見える。武蔵野は学生寮りようの多い町だ。武蔵むさしの改修が始まってから、すぐに復ふつ旧きゆうしたのはこの表層部だろう。

　……いいなあ。

　これだけの規き模ぼの、統制された町が、真田にあったならば、と、無い物ねだりと解わかりつつ、近づいてくる小等部の屋上と、浅くなっていく町並の姿すがたに伊佐は笑えみを作った。そして、

「……よっし！」

　武蔵野表層部の最後尾、高台に作られた小等部の屋上に着地した。

　衝しよう撃げきを逃のがす緩かん衝しよう術じゆつ式しきを靴くつの足裏に展開。伊佐は由利を摑つかんだ鉄腕が追つい随ずいしてくる事を振り向いた視覚で確かく認にん。由ゆ利りが目を回しているのも確かめると、前に出る。

　小しよう等とう部ぶの屋上から、校庭に跳ちよう躍やくした。

　そして伊い佐さは視し界かいで確認する。小等部の校庭を囲むように、

　……武蔵むさしの警けい護ご隊たい！

　三み河かわ組を中心として構成された警護隊だ。副長の麾き下かにある彼らは刀とう剣けんや槍やり、長ちよう銃じゆうを持った者達ばかりで、

「撃うて……！」

　着ちやく地ちと同時に鉄てつ弾だんの射しや撃げきが来た。

　ガードする。鉄てつ腕わんで弾だん丸がんを砕くだき、その内側で伊佐は己おのれの腕を振った。それは、

「準備は万ばん端たんだよ……！」

　背後となる小等部校こう舎しや。そこから、一いつ斉せいにあるものが飛び出した。

　硝子ガラスを砕くだいて宙に四し肢しを広げたのは、人形だ。小等部の補強用に持ち込まれていた部品や資材をベースとした人形の数は二百を下らない。それらは全て自じ律りつ状態で、突とつ撃げきを敢かん行こうした。

　だが、伊佐はそこで己を止めない。彼女は、走りながら、

「御ご免めんね」

　小さく言って、由利を逃のがした。

　由利を摑つかんだ鉄腕を、右斜め上、有あり明あけが吸気に開けた大型ダクトに向け、放ったのだ。
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　飛ひ距離約二キロの、鉄腕発はつ射しや。由利は、自分を握る腕ごと飛んでいく視し界かいの中、高加か速そくのブラックアウトに沈みながら、それを見た。

　伊佐と人形達が、こちらの射しや出しゆつに一いつ瞬しゆん気を取られた警護隊に突っ込んでいく光こう景けいだ。

　……先せん輩ぱい！

　二百体の人形が激げき突とつし、隙すきを見せた警護隊の腰が浮いた。

　そこに伊佐が、飛び込み、鉄腕を突き抜かせる。いつもの轟ごう音おんが聞こえ、更さらに、〝見み越こし入にゆう道どう〟の単たん眼がん流りゆう体たい砲ほうが、敵の防ぼう御ぎよ前列を薙ないだ。光の飛沫しぶきが上がり、炸さく裂れつし、

　……先輩。

　御ご無ぶ事じで、と思う視界の向こう。敵が薙ぎ払われる動きを見ながら、由利の視界は二重の闇やみに満ちた。

　ブラックアウトと共に、その身が、伊佐の鉄腕ごと、有明から夜の空に飛び出したのだ。

　意識が完全に落ちる直前。由利はしかし、音で聞いた。自分の浸ひたる夜の空。その中に、莫ばく大だいな水量の爆ばく発はつ音が生じたのを、だ。

　武蔵が、有明の底部から、下方展開によって潜せん行こう出しゆつ航こうしたのだ。
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　それは、宙に広がる光の滝たきだった。

　数は八つ。夜空にある白の平面下から、爆ばく発はつにも見える光の噴ふん出しゆつが生じた。

　光は元々、東西に長い直線のような吹き出し口を持っていたが、やがて広がり、面となり、

『〝有あり明あけ〟より報告。……武蔵むさしを下方展開により出しゆつ港こう補助します。権けん限げん完全独立の後、有明の射しゆ出しゆつ術じゆつ式しきに乗って下さい。──以上』

『〝武蔵〟より報告。武蔵、下方展開により出港次第、権限完全独立。有明の射出術式に乗ります。──以上』

　声が重なる内に、一ひと際きわ大きな滝の爆ばく砕さいが生じた。

　光が咲き、音が震え、有明の底からそれが下降してきた。

　金属音と大気の圧迫音、水を押しのける飛沫しぶきの連続に支えられ、長大な黒塗りの底部を空に露あらわにするのは八はち艦かん。

『武蔵、これより艦かん名めいを正式には武蔵改かい、称しよう呼ことしては武蔵と継けい続ぞくします。──以上』

　緩かん衝しよう術式によって、大気の圧迫破は裂れつを波音に変えながら、それは来た。光る賢水オレイ・ネーロの棚たな引びきを空に伸ばしながら、黒と白の艦かん影えいが、

『武蔵、有明より離り脱だつ。──以上』

　巨きよ大だい艦が、有明の底を、下に通過した。

　同時。武蔵という莫ばく大だいな体積が抜けた補ほ完かんとして、有明に大気が飛び込み、

『有明、武蔵の離脱を確かく認にん。反はん動どう緩衝開始。──以上』

　有明の天てん面めんが金属音と術式の表示枠サインフレームを重ねて、下がった。複合トラスフレームを折り畳たたむ事で、内部の大気を押し、外部からの大気流入を防ぐのだ。

　結果として最も巨大な換かん気き口こうである下部展開口にて、内外の大気が激げき突とつし、有明と武蔵の間の水平域に巨大な水すい蒸じよう気き爆ばく発はつの輪を作った。それは賢水を巻き込み、夜の空の広大範はん囲いに流りゆう体たい光こうの天てん輪りんを見せた。

　光る一輪の下。更さらに動きが生まれていた。

　わずかに後部を下げて降下しながら、重力航こう行こう用に各部を展開していく武蔵と、その降下終しゆう端たんとなる高度に、

『有明。武蔵射出用術式カタパルト〝大だい慧すい道どう四十二式〟展開──』

　武蔵を迎える大きさを持った鳥とり居い型の加か速そく術式が千二百枚。西への誘ゆう導どう路ろとして展開した。

『行き先は上越露西亜スヴイエート・ルーシノヴゴロド。地球面の歪わい曲きよく補ほ正せい順じゆん応のう。有明から武蔵への慣かん性せい残ざん存ぞん計上補正順応。極きよく東とう上、目的地まで観測範はん囲いの天てん候こう良し。──最終誤ご差さ範囲二百メートル内と予測。この不ふ始し末まつ、御お手て前まえで補ほ正せいを御お願ねがい致します。──以上』

『武蔵より報告。充分な自己補正範囲です。見事な誘導、感かん謝しや致します。──以上』

　そして、

『武蔵むさし、順じゆん当とう降下中。……三十七秒後に重力航こう行こうを開始します。──以上』
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　空の高い位置で起きる巨きよ大だい建造物の相そう互ご理解に対し、落下の人ひと影かげは声をあげた。

「穴あな山やま先せん輩ぱい……！」

　根ね津づだ。彼は降下緩かん衝しよう術じゆつ式しきの効果を危険域まで落とし、北方向、由ゆ利りが放たれた方角へと身を流しながら叫ぶ。

「どうして伊い佐さ先輩は降りて来ないんです！　武蔵が出しゆつ港こうしたなら、すぐに側そく弦げんからでも飛び降りればいいじゃないですか！　それが何な故ぜ、未いまだに戦せん闘とうを行っているんです!?」

「簡単な話です。由利君と同じですよ。仕事をやり終えるまでが忍にん道どうです」

　姿すがたの見えぬ穴山が、しかし声でこう言った。

「武蔵を破は壊かいする。それが彼女の役目です。自分の仕込みを見届けるだけではなく、あの場所に居続ける意味があるのです」

「意味!?　何の意味があるんですか！」

「君には解わかる筈はずです。私達が〝要いらず〟ではないと。──歴史に名を刻むためですよ」

　言葉と同時。武蔵の各部から音が響ひびいた。各かく艦かんを結ぶ牽けん引いん帯たいが射しや出しゆ機つきによって発はつ射しやされ、連結したのだ。そして、

『武蔵、全ぜん艦かん連動開始。──以上』

　空にて、全てを押しのけて降下する巨大建造物が、光を得た。

　それだけではない。一つ、妙みような音を、根津は聞いた。

「あれは……！」

　武蔵むさし野のの後部、機き関かん部ぶ所有の射出機による発はつ射しや音だ。

　音の規き模ぼから言って、重量物の射出。今のタイミングならば、

「……第六特とく務むの四し聖せい武ぶ神しんか!!」
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　伊佐は、降下する武蔵上の風の中で、空から降って来た力と激げき突とつした。

　場所は武蔵野後部、小しよう等とう部ぶ校庭。そこにある木々や資材、砕くだかれた人形が、〝見み越こし入にゆう道どう〟の砲ほう撃げきで炎えん上じようする熱気の中心。

　向かい合うのは、朱しゆの装そう甲こう服ふくを纏まとった女性型武神だ。名前は、

「来たね、地じ摺ずり朱雀すざく！」

　左の鉄てつ腕わん、由利と共に発射したものと対ついになっていた腕を、伊佐は宙に格かく納のうする。代わりに展開するのは、腕ではあるが、先せん端たん部ぶが杭くい型となった、

「削さく岩がん用鉄てつ腕わん……！」

　回転しながら射しゆ出しゆつされる先せん端たんは、三メートルのリーチを追加する。だが、向き合う重じゆう武ぶ神しんは、肩に乗った第六特とく務むが身を下げると共に、

「行くよ地じ擦ずり朱雀すざく。ここはあたしの母ぼ校こうさ。──子供の時間はもう終わってる」

　瞬しゆん間かん的な動きで、鉄てつ杭くいの内側に跳び込んできた。

　……速っ!!

　否、これは速度ではないと、伊い佐さは思った。こちらを引きつけ、そして最低限の動きで杭の一発を下にくぐって前に出てきた。下に行く事で杭の陰に一度入るから、続く動きが突とつ然ぜんのように見えるのだ。

　忍にん術じゆつに近い動作だ。しかし、武蔵むさしの第六特とく務むは忍にん者じやではない。格かく闘とう術と体たい術じゆつ、そして、

「舞だね……!?」

「昔から、馬鹿の振り付け手伝わされたり、浅あさ間まのところでバイトしてりゃ、ある程度のものは身に付くさ」

　つまらなそうに言う声が、こちらの懐ふところに来た。自分は武神ではない。人の姿すがただ。だから狙ねらいは低い位置だというのに、朱雀は腰を落とした打だ撃げきで、

　……バランスを崩くずしもせずに……！

　激げき音おんが響ひびいた。
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　直なお政まさは、相手の厄やつ介かいを感じた。

　こちらの一いち撃げき。初しよ撃げきとしてはベストのタイミングになるものだったが、

「……地元に近いか！」

　伊佐が更さらなる鉄腕を召しよう還かんしていたのだ。杭型の腕に続き、杵きね鎚つち型のハンマーを打ち出すタイプの鉄腕だ。恐らくは両方とも整地や開かい墾こん用。

　……生活に根ざした武装さね。

　地摺朱雀の打撃に対し、丸まる太たのような腕をクロスガードで構えた伊佐がいる。しかし、直政が彼女を厄介と思うのは、武装だけではない。

「お前さ……」

　直政は、呟つぶやいた。

「このまま、武蔵むさし野のの機き関かん部ぶに行くつもりだったろ。この小しよう等とう部ぶの正面、縦たて町まちのリフトをその鉄腕で抜けば、一いつ直線に機関部だからさ」

　そこで伊佐が何を望んでいたかは、明確だ。だから、直政は問うた。

「何な故ぜ、そこまでして戦うのさ？」

　言葉を投げかけた先。周囲の火か炎えんに揺れて照らされる伊佐がいる。彼女は鉄腕と同じ、クロスガードの構えを、顔の前でとっている。その表情は見えない。ただ、声が、

「アンタ達には、解わからないし、解って欲しくないね」

　言う台詞せりふの音に応じ、校庭に落ちるものがあった。

　黒いもの。校庭の砂に吸われ、わずかに広がるもの。そして身体からだから零こぼれ落ちるものは、

「流す血よりも、名前は重いんだよね、これが」

「そうかい。言っておくが──」

「解ってる。バレてるんだよね？　私の仕込みが」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と直なお政まさは頷うなずいた。

「お前にとっては残念な結果になるさね」

「──私を捕まえて、解かい除じよ方法を吐かせる。そういう事？」

　直政は応こたえない。ただ、

「それも一つの解決さ」

　打だ撃げきした。
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　金属音が散った。火花が鳴った。

　勢いが叫び、声が動きを制せい御ぎよする。

　小しよう等とう部ぶの校庭。広場とも言える場所だ。そこで伊い佐さは、地じ摺ずり朱雀すざくを相手に立ち回った。

　攻こう撃げきを即そく座ざに防ぼう御ぎよに変え、自ら防御を崩くずして攻撃に移行する。召しよう喚かんした六本の腕は、通常の鉄てつ腕わんが朱雀を捕らえようとし、杭くいが穿うがとうとし、ハンマーが打撃を狙ねらう役だ。

　しかし朱雀を捕らえ切れない。腕は弾はじかれ、杭は避けられ、ハンマーはガードに回される。

　だが、向こうとて同じだろう。

　時間は三十秒弱。それをもって武蔵むさしは重力航こう行こうに移行せざるを得ない。

　自分はその時間を耐え、機き関かん部ぶでの爆ばく発はつが生じなかったら、機関部に乗り込むか、別の方法をもって武蔵を破は壊かいする。

　今、武蔵は高度を下げ、有あり明あけの作った術じゆつ式しき射しや出しゆつカタパルトに載のりつつある。

　カタパルトは、武蔵を前に送り出し、加か速そくしていくものだ。カタパルトから射出され、加速が惰だ性せいになるあたりで、武蔵は重力加速器を全開にし、速度を繫つなげる。

　自分の仕込みは、重力加速器に流りゆう体たい燃料が送られた時に発動する。加速器を選別して連動機関部分に仕込んだので、爆発を恐れて仕込みの加速器を強ごう引いんに停止すれば、それ以外の加速器までもが大部分使用出来なくなる。もしそうなったら、

　……武蔵むさし野のの加速が失われ、武蔵はカタパルト上で大気の衝しよう突とつを食らうだろうね。

　結果として、武蔵はダメージを受け、試験航こう海かいは失敗となる。後にこちらの仕込みを後に解除しても、イメージの失しつ墜ついを回復するには時間が掛かるだろう。

　武蔵むさし側の選択としては、爆ばく発はつか、加か速そくを失うか、だ。

　それを見届けるために、こちらは、三十秒を耐えればいい。

　三十秒を耐えて、得た結果を誇ればいい。爆発にしろ、加速を失うにしろ、それは自分がやったのだと、言い切るために残っている。

　真さな田だの十じゆう勇ゆう士しが、武蔵を手に掛けたのだと、世界に喧けん伝でんしなければならない。

　……自分達は、それだけの力があると、示さなければ……！

「──っ！」

　打だ撃げきした。動きに応じて、身体からだから力が零こぼれていくのが解わかる。

　やられている。

　武蔵の第三特とく務むと第四特務だ。最後に白魔女ヴアイスヘクセンが叩たたき込んできた誘ゆう導どう弾だんは、一度こちらが弾はじいても追つい尾び力を失っていなかった。本来ならば避けられ、迎げい撃げきも可能だったが、そこに黒くろ魔女が一発を叩き込んできた。

　迎撃を〝見み越こし入にゆう道どう〟の単たん眼がん流りゆう体たい砲ほうに任せ、回かい避ひをしたが、遅かった。

　一いつ発ぱつが、脇わき腹ばらを抉えぐっていた。治ち療りようを行えば負ふ傷しようで済んだ傷だ。走り、戦せん闘とうをした今では、

　……くそ……！

　弱気になっている。打撃を交換しつつ、伊い佐さは非常用の七つ道具から、沈ちん痛つう用の符ふを取り出してノースリーブの腕に貼はる。皮ひ下か効果を高めた術式は鼓こ動どうを一つ強く打たせるだけで、

「……っ!!」

　痛みが消え、しかし痛覚減げん衰すいによって五感が鈍らないように、感覚系けいの強化が行われる。それは視覚、聴ちよう覚かくを基礎に、神しん経けい系の反はん射しや速度を上げるものだ。

　周囲の炎ほのおの揺れが、やたらと遅く、明暗がしっかりと見えてくる。

　……全く……。

　伊佐は思う。自分の柄がらじゃないよねえ、と。だが、

「私が、最初なんだよ……」

　真田十勇士として、戦せん国ごくの世に自分達を問うとしたならば。

　要いらずではなく、新しい自分として己おのれを世界に問うとしたならば。

「私が最初なんだよ……！　皆の、行く先のさあ……！」

　効果を発はつ揮きした符が光に散って消えるに任せ、伊佐は身に力を入れ直した。

　三十秒は、どれだけ経たった。

　鉄てつ腕わんの操そう作さ制御の表示枠サインフレームでは、十八秒が経過していた。

　時間が遅い。残り十二秒も、何をしていればいいのか。

　十二秒後。武蔵が加速を開始する。その時に、攻撃を防御しているのでは様さまにならない。やるならば、勝っておかねばならない。だから、伊佐は、

　……遅いなあ。

　昂たかぶりの時間を刻むように、動いた。
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　直なお政まさは、目を鋭く細めた。

　……来るさね！

　敵が己おのれを加か圧あつした。符ふ使用による短時間決戦だ。

　敵が、自分以外の力を借りる事に、直政は疑問を抱かない。直政とて地じ摺ずり朱雀すざくの力を借りているし、伊い佐さ達たち忍にん者じやとは、如い何かなる手段をもっても任務を成功させねばならない戦せん種しゆだ。

　残り十二秒。

　一秒目で打だ撃げきが交こう叉さし、伊佐が前に出てきた。

　二秒目で伊佐が身を振り、右の鉄てつ腕わん三本を重ねてこちらに叩たたき込んできた。

　三秒目で右三連れん射しやを捌さばく。鉄てつ掌ていを左肩で弾はじき、杭くいを左肘ひじで弾き、槌つちを左手首で外に弾く。

　四秒目で伊佐が全身を右に振り、左鉄腕三本をこちらの正面から左に放って来た。

　五秒目でそれらを捌く。右手首のフックで鉄掌を弾き、内側に回す右肘で杭を弾き、

「……っ」

　六秒目で最後のハンマーを、右前の半はん身みになる事で回かい避ひすれば、伊佐が攻こう撃げき手段を失った。

　七秒目で、朱雀が、右前に出す肩から、右のスマッシュアッパーを伊佐に叩き込んだ。

　八秒目で伊佐が両の手に符ふを構えた。十枚を超えていた。それを全て貼った。

　九秒目で伊佐がこちらの打撃を生なま身みで受けた。全身の傷口が開き、血が霧きりに散った。

　十秒目で伊佐が笑った。そして、右腕を振り、

「──あぁ!!」

　鉄腕を召しよう還かんした。仲間を投げ出した鉄腕の逆腕だ。最後の一腕。それを右腕を振る動きに連動させて飛ばし、朱雀の腕を取ろうとする。更さらには、

　……来たさね！

　十一秒目で〝見み越こし入にゆう道どう〟の流りゆう体たい砲ほうが光を得た。朱雀の腕を取ると同時に射しや撃げきする動きだ。

　十二秒目で決着する。
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　最後の一秒。伊佐は、己の動きがいきなり止められたのを悟さとった。

　よくは解わからない。ただ、朱雀の腕を取ろうとした自分の右鉄腕、それを連動制せい御ぎよする右腕に、何かが引っかかって動きが悪くなっている。だから、

　……っ！

　力任まかせに、伊佐は右腕を振り抜いた。

　すると、視し界かいの右に、あるものが飛んでいった。自じ動どう人形のものらしい、下か腕わんだ。

　どうしてそんなものが自分の右腕を摑つかんで押さえていたのか、伊い佐さには解わからない。

　しかし、既すでに地じ摺ずり朱雀すざくが、こちらの鉄てつ腕わんを避ける機き動どうに入っていた。

　逃がしゃしない。流りゆう体たい砲ほうの照準光は、既に第六特とく務むに向いているのだ。だから、

「撃うて……！」

　射しや撃げきした瞬しゆん間かんだった。

　伊佐は、自分と敵の間に、風が跳び込んできたのを見た。風は伊佐にとっては親しみのある形をしていた。

　作業工具。鉄てつ槌ついだ。その持ち主である少年は、鉄槌に水すい蒸じよう気き爆ばく発はつを起こさせながら、

「ハンタァ──チャァンス……[image: ]」





●






　右下か腕わんを失った加か納のうは、柳生やぎゆうが流体砲に鉄槌のカウンターを入れたのを見た。

　小こ柄がらな柳生だが、膂りよ力りよくは充実している。自分達につく警けい護ご役として、日ひ陰かげの身ではあるが研けん鑽さんを積んで来たのだ。そして何よりも、

　……彼は、忠ちゆう義ぎの人です！

　武蔵むさしの改修が始まってから、不ふ穏おんな動きがあると気付いたのは風ふう紀き委員の柳生だった。それは人々の流れがわずかにおかしいという、勘かんのようなもので、しかし自分達のやることに意味があると信じていた彼は、まず上うわ役やくであるこちらに報告した。

　総そう長ちよう連れん合ごう側との連動も考えたが、自分達が今、彼らと親しくなるのは、臨りん時じ生徒総そう会かいを起こす際、市民への違い和わ感かんを与える。だから、柳生には、不穏の調査と、現生徒会、総長連合の警護を任せた。

　第一特務は、書しよ記き襲しゆう撃げきの現場に調査終了後も来ており、恐らく柳生の存そん在ざいに気付いていた筈はずだ。しかし、それでも己おのれを隠かくし通した柳生は、どのような思いだったろうか。

　襲撃者と間違われるかもしれぬ上で、対たい象しようを守らねばならない。

　日陰者の自分達を信じ、ついてきてくれるような彼だが、だからこそ、主流である者達に何も言えないことが、どれだけのストレスであったのか。

　だから、加納は先ほど進言した。

　第六特務が伊佐の迎げい撃げきに出ようとした時、その少年を同行してくれと。

　その成果は、

「……一年、柳生・宗むね矩のり！　行きます！」

　今まで、表おもてに出来なかった事実。

　今まで、声に出来なかった思い。

　今まで、外に出せなかった力を。

　全て柳生は発はつ揮きし、叫んだ。眉まゆに力を入れ、目を細く歪ゆがませ、

「馬ぁ鹿野や郎ろう……!!」

　光砲を、打だ撃げきが上回った。インパクトの貫かん通つうが、己おのれの身を振り回すに任せながら、

「おお!!」

　伊い佐さの背後にて、全てを支えていた〝見み越こし入にゆう道どう〟の鉄の胴どう体たいと頭部を、柳生やぎゆうが撃げき沈ちんした。

　直後。浮いて吹っ飛ぶ〝見越入道〟の前、何が起きたのかを理解出来ていない伊佐に対し、地じ摺ずり朱雀すざくが、

「打撃しろ！　地摺朱雀……！」

　加か納のうは見た。朱雀の左手が、直なお政まさをガードしていたのを。

　……あれは……。

　流りゆう体たい砲ほうの直ちよく撃げきに対し、防ぼう御ぎよをとったと、そう言っていい姿し勢せいだ。だが、朱雀の動きには違い和わがある。その妙みような感覚の正しよう体たいは、

　……地摺朱雀が、自ら第六特とく務むをかばった!?

　答えはない。ただ、朱雀が、その左腕をコンパクトに構え、伊佐を正面から打撃した。
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　水を叩たたいたような音を、伊佐は聞いた。

　何だろう、この音は、と伊佐は思った。

　そして伊佐は気付いた。今の音は、自分の身体からだから響ひびいたのだと。

　符ふによって痛みはない。ただ、全身に今まで受けた傷が、強力な打撃によって開いていた。そこに新たな一発を受けたので、身体に零こぼれていた血が、

　……ああ、そっか。

　全身が、壁に叩きつけられた濡ぬれ雑ぞう巾きんのように、血を飛び散らせたのだ。しかし、

「とっくに、十二秒、過ぎてるよねー……」

　思った瞬しゆん間かんだ。

　周囲が光に満ちた。空、艦かんの左右、全てが光の波に走られ、

　……術じゆつ式しき射しや出しゆつカタパルトが起き動どうする……！

「ははは……！」

　朱雀の拳こぶしを両腕で押し、己の身体を粘ねばり剝はがしながら、伊佐は笑った。

「結果はどうだい!?」

　問うた直後だった。伊佐は、振り仰いだ頭上に光を見た。それは極きよく東とう式の表示枠サインフレームだ。

　加速の風。加速の高圧と、慣かん性せい力を得ていく武蔵むさしの上、幾いく枚まいも開いた表示枠は、そこに一人の人物を映していた。

　大おお久く保ぼだ。

　彼女は、ゆっくりと一礼し、こう言った。

『武蔵むさしはこれより重力航こう行こうに移行します。しかし、その前に、代表委員長の私、大おお久く保ぼが、現生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうの許可を得た上で、武蔵の最終点検を指し揮きさせて頂きます』

　それは、

『以前、英国イギリスで発生しました、重力加か速そく航行時における、加速器破は損そんの修復。あの事件によって、武蔵は長期の航行不能となりました。だから、新しい武蔵は、あの屈くつ辱じよくを払ふつ拭しよく出来る存在であると、証明出来なければなりません。──ゆえにこれより、武蔵野むさしの左さ舷げん加速器群にて、不要加速器の実じつ践せん的破損と、航行時における修復訓練を行います。これは全艦艦かん長ちよう認可、出力調整なども考こう慮りよしたもので、これから行われます重力航行には一切の支し障しようをきたさないものです。──機き関かん部ぶ長ちよう』

　おお、と機関部長が、その孫まご娘むすめと共に表示枠サインフレームに映った。

『大ひろ、言ってやれ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、三み科しな・大が口を開いた。彼女は、緊きん張ちようによってか、わずかに頰ほおを赤くし、

『これは、私達に与えられた課題なんだ。正直、逃げていた部分もあるけど、ある人が私達に課題として与えてくれた』

　それは、

『今後の私達と、武蔵自身が、──どれだけ破は壊かいされても、航行し続けられるかどうか。

　有りとあらゆる破壊と破損を、当然として行けるかどうか。そんな課題だよ。

　だから、この課題を私達に与えてくれた人。今はもう、武蔵の住人ではない、私達の課題者さん。聞いている？』

　大が眉まゆを立て、告げた。

『──応こたえるよ』
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　大久保は、それを見ていた。

　機関部による、最大の抵てい抗こうとして、

「開き直るぞ野や郎ろうども！　機関部は動かすのが仕事だ！　向こうが仕込んできやがったら、それを敢あえて動かしてやれ！　意味解わかるか!!」

　Ｊｕｄ．！　と加速器の一つを担当していた一いつ班ぱんの内、班はん長ちよう役の男性作業員が手を挙げた。

「──仕込み強化しました！　十二器連動で三十三センチ低速砲ほう撃げき、距離三キロからの直ちよく撃げきに等しい結果が望まれます！」

「半はん端ぱぁしてねえな!?」

「俺おれはM. H. R. R.神聖ローマ帝国の炭たん坑こうで発はつ破ぱいじってた男ですぜ！　爆ばく砕さい術じゆつ式しき強化に手ー抜きませんや！」

　え？　と大久保は思った。

　……強化って……。ええ!?

「ちょ、ちょっと機き関かん部ぶ長ちよう。仕込みを更さらに派は手でにして、って、あの！」

「よくやったあ!!　全員手ー貸せ!!」

　聞いてない。一本締じめが行われ、大おお久く保ぼも流れで付き合った。その上で、機関部長が口の右端はしだけに笑えみを作って言う。

「いいか野や郎ろうども！　いい機会だ！　真さな田だの度ど胸きようある技術者が俺おれ達の武蔵むさしを破は壊かいしようとした。意味解わかるか？　──そんな面白え事、俺達だってやってみてえに決まってるだろうにな！　設計、管理、全部において、どうやれば破壊されるかを前提にプランってのは立てるもんだ」

　つまり、

「俺達が一番、武蔵を破壊出来る、って訳わけだ。それがまあ、よりにもよって、一回くらいは側部や後部のテラスから『あのあたり、ドカンってやったらよう』って俺達のところに、破壊工作仕掛けてきたヤツがいる」

　解るか？

「やってやろうじゃねえか」

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

「武蔵破壊の一発。英国イギリスで食らったのと同じレベルの再現。やってやろうじゃねえか。あれは機関部最大の恥はじだ。あれを払ふつ拭しよくしてこそ、──武蔵改かいだ」

　だからな、と機関部長が歯を見せた。

「俺は見てみてえぞ、──武蔵破壊の爆ばく発はつってのをな！　敢あえて受けてこそ武蔵機関部だ！　やっちまえ野郎ども!!」

　Ｊｕｄ．！　と誰だれもが応答するのを大久保は聞いた。そして、防ぼう護ご術じゆつ式しきによるシールドで囲まれた仕込みの加か速そく器きの周囲。各基部の担当をしていた作業員達が防音術式で耳を覆おおった。彼らは対たい爆ばく用の緩かん衝しよう術式や機関部の出力経路を確定した上で、

「加速器への流りゆう体たい燃料供きよう給きゆう来ました！」

「Ｊｕｄ．！　風ふう紀き委員長の姉ねえちゃんも気ー利かせて上行った。悪さすんなら今だ！」

　代表委員長の自分がいるのはいいのだろうかと、そんな事を思った時だ。

　足あし下もと、床の底から、高鳴るような加速器の機き動どう音が響ひびいてきた。

　……来る。

　思わず身をすくめたのと同時。

「該がい当とう器の爆発まで七秒！　六、五、四、三、二……！」

　正確に、零ゼロで爆ばく砕さいが生じた。
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　直後。カタパルト上で加速を始めた武蔵の中央。武蔵むさし野のの艦かん体たいが、跳ねるような震しん動どうを得た。次の瞬しゆん間かんには、左さ舷げん側の重力加速翼よく部ぶと艦かん体たいの隙すき間まから、流体光こうの飛沫しぶきが宙に散った。

　内部で、加か速そく器きの爆ばく発はつが生じたのだ。
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　十二の爆発が、正確に生じた。

　対たい爆ばくシールドとなる防ぼう護ご術じゆつ式しきで覆おおわれた加速器は、制せい御ぎよ基部からの爆ばく砕さいを内部の流りゆう体たい伝でん導どう管かんを通して駆く動どう系けいに浸しん透とう。制御器のみならず、全体が火か薬やく庫ことなり、一いつ瞬しゆんで火か炎えんと破は裂れつの塊かたまりとなったのだ。

　爆発のプロセスは正確に行われた。超高速の延えん焼しようは衝しよう撃げき波はを生み、それが伝導管という細い通路の中で圧迫。蓄ちく積せきされた衝撃は、各所の出力開放部で一気に力を放った。

　加速器は、その加速出力部から裂さけ、熱によって溶解し、力によって破裂しながら衝撃を外に散らす。過か熱ねつした金属片と炎ほのお、それは防護術式のシールド内面に全域となる叩たたきつけを敢かん行こう。音よりも先に、シールドが荷か重じゆうによって白く光り、撓たわみ、

「来るぞ！」

　続く衝撃波の、第二波が、シールドを割った。

　十二発。最後となる衝撃波の第三波が、機関部の内部にて、その力を直ちよく撃げきさせた。

　打だ撃げきが閉へい鎖さの場で反はん響きようする。出力器の上を渡るために仮組みされていた橋が落ち、幾いく人にんかの姿すがたが、わあ、と跳び降りた。そして火炎が床を突っ走り、揺らぎ、

「……！」

　警けい報ほうと消火管理による放水が天てん井じようから放たれる。だが、消えぬ風の中、幾いくつかの加速器が伝導系からの侵しん蝕しよくを受け、新たな爆発を起こす。

　風が力となり、炎を煽あおり、しかし、

「よぉ──し!!」

　誰だれかが叫んだ。放水の雨が打つ床から這はい上がるように身を起こし、ヘルメット代わりの上方防護術式が掛かったバンダナを目ま深ぶかにかぶり、声を作った。

「……こんなもんだ!!　憶おぼえておけよ皆!!」
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　武蔵野むさしの艦かん橋きよう部ぶ。加速する武蔵むさしの管理を確かく認にんしていた〝武蔵野〟は、小さく頷うなずいた。

　武蔵野艦かん底てい部。左さ舷げん後部重じゆう力りよく加速翼よく部ぶに至る加速器の内、十七器が破は損そん。その内、十四器は大たい破は。三器は中ちゆう破は。しかし、

『〝武蔵野〟様！　当艦の左舷出力低下は七パーセント推すい移い！　そこで保たれています！　九パーセントを超えると加速への影えい響きよう有あり。現状は、緩やかに低下しつつありますが、機き関かん部ぶの補修がなされるならば──』

　機関部運うん航こう担当の自じ動どう人形が、皆を見渡し、こう言った。

『──機き関かん部ぶの補修進しん行こう次第で、当とう艦かんはこのまま加か速そく航こう行こうを続行出来ます。どのようになさいますか、〝武蔵むさし野の〟様。──以上』

　問いかけに、〝武蔵野〟は再び小さく頷うなずいた。そして、

「全ぜん艦かんに通達します」
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　正まさ純ずみは、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの橋きよう上じようから、〝武蔵野〟の声を聞いた。

『当艦は、現状の射しや出しゆつカタパルトから射出後。重力加速にてノヴゴロドへと直進します。

　皆様、久し振りの航こう空くうをお楽しみ下さいませ。──以上』

　彼女の言葉と同時に、ここから見える武蔵野が動いた。

　一度跳ね上がった高度を、押さえに掛かったのだ。それは、

　……行けるのか。

「真さな田だの仕掛けた破は壊かい工作を受けて、行けるんだな……!?」

　答えるように、武蔵が、こちらの身を前に押した。

　射出カタパルトだけではなく、もはや、自分の加速力で前に出ていくのだ。

　そして、ふと、橋の側そつ溝こうから、小さな影が出てきた。黒くろ藻もの獣けものだ。

『まさずみ』

「何だ？」

『せーじか　たのしい？』

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　静かに、しかし正純は即そく答とうしていた。すると、黒藻の獣は、ツキノワと視線を合わせて頷き、こう言った。

『うれしーかも』

「かも、って何だ」

　苦く笑しようする。と、黒藻の獣がこう言った。じゃあ、と前置きして、

『うれしいの』

　その言葉に、正純は、一いつ拍ぱくの間を置いた。そして、首を下に振り、

「有あり難がとう」

　言うと共に、武蔵が更さらに、こちらの背を押した。

　加速していくのだ。自分達の行くべき場所に。
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　柳生やぎゆう・宗むね矩のりは、一つの終わりを見ていた。

　己おのれが立つのは右う舷げん側の校庭端はし。そこは、小しよう等とう部ぶの校庭が、広く見渡せる位置だった。

　先ほどまで火か炎えんに照らされていた小しよう等とう部ぶの校庭は、火も消えつつあり、ゆっくりと闇やみに落ちようとしていた。

　警けい護ご隊と外がい縁えんで戦せん闘とうしていた人形達も、動きを失っている。全て、今は糸で結ばれただけの部品や資材となって、砂面の上に崩くずれ落ちた状態だ。

　だが、校庭の入り口付近に、最後の動きがあった。

「あれは……」

　巨きよ大だいな鉄てつ腕わんだ。数は七。それらが全て、一つの人ひと影かげを支えるように、宙を戻っていく。

　応じるように、朱しゆの装そう甲こう服ふくをまとった武ぶ神しんが、正面下段に叩たたき込んでいた腕を引いた。

　残るのは、人影が一つ。その姿すがたは、

「馬鹿だねえ……」

　伊い佐さだ。彼女は動くが、肩をすくめる動作は、しかしぎこちない。自分以外の何かによって、己を動かしているかのような状態だ。だが、それでも伊佐は動いた。肩をすくめ、

「──いいかい？　今のだけじゃない。まだ、爆ばく砕さい術じゆつ式しきは残っているんだよね」

「貴き様さま……！」

　宗むね矩のりは、息を吸って前に出ようとした。

　この忍にん者じやを倒すのは自分の役目だ。今は現生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうがあるが、自分はいずれ、武蔵むさしの警けい護ごを裏うら表おもてに渡って支えていくことになる。そんな役目を持つ柳生やぎゆうの人間なのだ。

　暫ざん定てい襲しゆう名めいのこの名に対し、後こう世せの評ひよう価かは、芳かんばしくない。やった事の実質は認められているが、立ち回り方や、実力よりも、暗あん闘とうの政治力の方が評価される事もあり、

　……汚よごれ役だ！

　解わかっている。だから今は、自分だ。重じゆう傷しようを負った相手。瀕ひん死しの相手だろうと、一いち撃げきを叩たたき込んで鎮しずめる。それを為なすための名が柳生であり、自分なのだ。だが、

「お止やめなさい」

　眼前に、跳び込んできた背がある。加か納のうだ。彼女は左腕一本を横に広げ、こちらを止めると、肩越しに振り返った。

「生せい体たい反応による起き爆ばく術式など、感かん知ちありません。自じ爆ばくというのはブラフです」

「それは一体──」

　と言った瞬しゆん間かんだ。

　伊い佐さが、小さく笑うのを柳生は聞いた。こちらの視線の先、女忍にん者じやはうつむき、

「何だ、やっぱり引っかかってくれないのか。ホント、武蔵勢ぜいは、詰めが厳きびしいよね」

　だって、

「武蔵の方針は、失わせない事だよね？　だから、……自爆する振りして、無む理り矢や理りにでも止めさせて〝失わさせてやろう〟って思ってたのに」

　伊佐は、笑いの肩を落とした。

「──爆ばく砕さいは、全部、使っちゃってたんだよね。ホント、だから要いらずは詰めが甘いんだ」

「ならば、大人おとなしく、縛ばくにつく覚かく悟ごはあるのか？」

　問いかけに、伊い佐さは首を横に振った。その理由は、柳生やぎゆうにはよく解わかる。この相手は、銃じゆう撃げきを受け、身体からだに過か剰じような無む理りを掛ける符ふを多量に用い、そして、戦せん闘とうまでを行ったのだ。だから、

「流石さすがにもう、保もたないね……。符の効力の残り滓かすで動いてるようなものだよ」

　伊佐が、体を前に折り、塊かたまりのような血を吐いた。しかし、上げた顔には笑えみがあり、

「すまないね。私は死に場所を、武蔵むさしにしたくない。忍にん者じやは〝草〟さ。だから──」

「去るのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──頑がん張ばりな。確かに武蔵の生活は楽しかった。笑っていられた。

　私はそれを見送って、退たい場じようさせて貰もらうよ。……真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの一人として」

　と伊い佐さが言った瞬しゆん間かんだった。七本の腕が、地面側に術式陣じんを展開した。

　射しや出しゆつ系けい、機き関かん部ぶが武ぶ神しんを射うち出す際に用いるものと同様だ。

　今、彼女の上方、直上には、武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きようがある。

　そこに向かって、

「……真さな田だ十じゆう勇ゆう士し！　四番！　伊佐！　忍しのびとしての最後の仕事を果たしに行くよ！」

　風を破は裂れつさせ、敵は七つの腕に抱きかかえられるように、宙へと舞った。

　一いつ直線に、武蔵むさし野のの艦橋へと向かっていく。
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　ナイトは、既すでに迎げい撃げき態勢をとっていた。

　武蔵野橋状艦橋の後部面。垂直の壁上にて、直立ポジションの狙そ撃げき体勢をとった彼女を、ナルゼが後ろから腰を抱いて支えている。しかし、ナルゼが下から一気に飛んでくる伊佐を見て、呟つぶやいた。

・●　画：『総長、一人の忍にん者じやが、草に戻り、去って行くのを、私達で見送るわ』

・俺おれ　　：『そいつ、笑ってたか？』

　うん、とナイトが魔女帽ぼうを、軽く下げる。そして、

・金マル：『武蔵に来て良かったと、そう思ってる筈はず』

　そうか、と彼は言った。

・俺　　：『じゃあ、見送り頼む。──もう、ずっと笑ってていいんだと、そう伝えてやってくれ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたナルゼが、腰のポケットから、黒いナイフを取り出した。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の国こく章しようが入ったそれを、彼女は逆さか手てに構え、自分に刃やいばを向ける。

　ナイトも、同じように白のナイフを取り出し、逆手で己おのれに向ける。

　お互い、タイミングと息を合わせ、

「すべからく　戦いにて抵抗しなかった者　背を見せた者は　最低の魔女テクノヘクセンなり」

　逆ぎやく十じゆう字じを切り、

「Nema　全てが逆であった事を頷うなずきます」

　帽ぼう子しの鍔つばに手を当て、下げる。そしてナイトは、下方、迫る敵の姿すがたを見て、こう言った。

「──Herrlich」

　射しや撃げきした。硬こう貨か弾だんが走り、しかしそれが敵に届くより先に、武蔵野むさしの艦かん橋きよう下かで動きが生じた。

　敵の命が、尽き、力を失った鉄てつ腕わん群と伊い佐さが、失しつ速そくして風に去ったのだ。
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　伊佐は、気付くと、真さな田だの教きよう導どう院いんにいた。

　夜の中、暗い中、自分は一人だった。

　見れば、怪け我がも何も消えている。

　そして伊佐はこう思った。何かがまた始まるのかな、と。

　昔もこうだった。ずっと昔。居い場所を逃げるように出て、この真田の教導院に、流れ着いたのだ。本来ならここは隠かくれ里ざとのようなもので、それに気付いた佐さ助すけが、あれは恐らく苛いら立だっていたのだろう。自分達への挑ちよう戦せんのように感じて、強ごう引いんに乗り込んだのだ。

　……あの時……。

　薄うす暗ぐらい校舎の入り口。それを開けると、

「入って来られた私達を、〝先生〟達が待ちかまえ、歓かん待たいしてくれたよねー」

　まさか隠れ里の防備を突とつ破ぱしてくるとは、と。〝十じゆう勇ゆう士し〟は、後こう継けいが出来たと喜び、食事を振る舞って、寝床も用意してくれた。

　光があった。だから伊佐は、校舎の扉とびらに手を掛けた。

　開けると、光があり、

「────」
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　最さい期ごの一いつ瞬しゆん。己おのれの全てを終える鼓こ動どうが、意識を醒さました。

　伊佐は、立ち去りの高空の中で、それを見た。

　巨きよ大だい建造物。武蔵むさしの全容だ。去って行く姿すがたは強大で、揺るぎもしない。だが、

　……そうだよね。

「私は、一いつ矢しを与えた筈はずだ……!!」

　伊佐は思った。この、武蔵という馬鹿げた存在に対し、自分の一いち撃げきは効果が無かったかもしれないが、しかし、

　……あの一撃で、武蔵は自分達を強くした……！

　それは、これから先、極きよく東とうの歴史を作っていく武蔵むさしの中に、己おのれの為なした事が組み込まれたと、そういう事だ。そして、自分は確かに、歴史の本流に関わった。この世界の動きに、確信出来るレベルで介かい入にゆうしたのだ。何な故ぜなら、

「────」

　視し界かいの中。見えるものがある。理解出来るものがある。それは武蔵に新しん規き建造された加か速そく器きや、衝しよう角かくに見えるパーツ群だ。有あり明あけ内で見ていた時には理解が出来なかったが、こうして全体として見れば、伊い佐さには解わかる。

　武蔵が、恐らく、全世界で最高クラスの決戦力を装備した事が、だ。

　伊佐は笑った。心からの笑えみを得た。こんな楽しい事はないと。

　ああ。皆。根ね津づも。由ゆ利りも。心配しなくていいよ。

「私達は、幸いの道にいるさ……！」





●






　伊佐は、校舎の扉とびらをくぐった。

　光の中へ。迎えられていった。そこに、誰だれかがいるような気がした。

　神様だろうか。否、会った憶おぼえも無い、両親だろうか。

　解らない。ただ、何故か嬉うれしくて、笑みがこぼれ、振り向きはせず、伊佐は、

「どうせ、後から、どんな風ふうにか知らないけど、来るだろうしねえ……」

　扉を閉めずに、そのままに。伊佐は笑みのまま、光の中へと進んでいった。
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　由利は、泣き声で目を覚ましていた。

　夜の空があり、自分の身は草くさ群むらに寝かされていて、

　……傷は……。

　引っ張るような突っ張りが、身体からだの各所にある。符ふを張られているのだ。右手が特に固められていて骨折をしていた事を思い出す。そして身を起こせば、自分の傍かたわらに、

「根津君……」

　根津は膝ひざを着き、俯うつむいていた。彼の向こうには、

　……伊佐先せん輩ぱいの鉄てつ腕わん……。

　それが未いまだにあり、伊佐がここにいないという、その意味を由利は理解した。

　……伊佐先輩の生せい体たい反応の感かん知ちも、無いのか……。

　と、その鉄腕に肘ひじをつき、空を見上げている背があった。穴あな山やまだ。彼は、西の空へと遠ざかっていく巨きよ大だいな影に視線を向けたまま、

「伊佐君は、よくやってくれました」

「何がですか!?」

　根ね津づが、震えの消せない声で問う。

「何も、何も出来てないじゃないですか!?　美化して、それでいいんですか!?」

「美化じゃないですよ」

　穴あな山やまが、ゆっくりと言った。

「伊い佐さ君は、忍しのびとしての仕事を全まつとうしました。成果の有う無むではないのです。解わかりますか？　……私達は〝要いらず〟ではなく、真さな田だの忍びとして、自分を終えられるんです」

　つまり、

「私達は、もう、本物です。伊佐君はそれを証明した。……だからもう、根津君、由ゆ利り君も、自分達を〝要らず〟と思ったり、そうなった経けい緯いを悩む必要はありません。

　伊佐君が、私達を本物にしてくれたんだから」

　さあ、と穴山は、言葉を失ったこちらに言った。

「これから先は、本物である事を証明し続けるプレッシャーの日々です。〝要らず〟の方がどれだけ楽だったかと、そういう時間の始まりです。だから真田に戻りましょう。皆に報告をするために。そして……」

　そして、

「武蔵むさしが、ノヴゴロドへ向かう最中から始まる、P.A.Odaと上越露西亜スヴイエート・ルーシ、そして武蔵の戦せん闘とうを、見極めに戻りましょう」
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　午後八時二十一分。

　武蔵が先行する〝聚じゆ楽らく第だい〟を追うように西進を行う先、ノヴゴロドでは、黒のガレー艦かん隊たいが、南部の空から上陸を開始しようとしていた。

　歴史再さい現げんとして、ノヴゴロド中心部を七なな尾お城じように重ねての行いだ。

　七尾城。

　元々は上うえ杉すぎ側であったものが、寝返りによって織お田だ側につき、しかしまた上杉側に奪うばい返されるという城だった。

　柴しば田た勢の内、柴田本人はまだノヴゴロドに上陸しない。柴田勢がノヴゴロドに乗り込むのは、七尾城が上杉側に奪だつ還かんされた後。それをまた取り返そうとする手て取どり川がわの戦いの時だ。

　前線役として出てきたのは、

「佐さ久く間ま先せん輩ぱい。──前まえ田だです。ナっちゃんと一いつ緒しよに世話になります」

「おうおうっ、久し振り。合流早々に迎げい撃げきになりそうだけど。どーする？　飴あめ食う？」

　と、ノヴゴロド南なん端たんの陸りく港みなとにて、小こ柄がらなM. H. R. R.神聖ローマ帝国制服の少女が利とし家いえに駆かけ寄る。そして彼女が差し出した飴あめ玉だまの缶かんに、利家は頭を下げて二つを貰もらう。

「まっちゃんどっちがいい？」

『こっちー！　こっちー！』

　赤い方をまつが選び、利とし家いえは白を選ぶ。彼はそれを口にしながら、召しよう還かんしていた幽ゆう霊れい戦せん士し団だんに、自分の輸ゆ送そう艦かんから有る物を降ろさせていく。それは佐さ久く間まが言うには、

「……？　小こ麦むぎ粉こか何かの袋ふくろ？　あんなたくさん、何にするんだい？」

「ちょっとした防ぼう御ご用ようですね。使う時が無ければいいんですけど。……で、佐久間さんの方、どうです？」

「Ｔｅｓテスタメント．、オラニエ追ってたからこっちに回された感じ感じ。でも、こっちに出してた森もりと合流出来たから面白いよね。ホント、有あり難がたい」

　言っている間に、彼女の背後へと影が来た。停てい泊はくしていたガレーの影から這はって来る姿すがたに、周囲の皆が一いつ瞬しゆん、ひい、と引く。

　来た正しよう体たい。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制服を着ると言うよりも纏まとったのは、

「森もり君、……相変わらず触しよく手しゆっぷりが凄すごいね」
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『あっ！　と、利家様、前線ですか!?　ぼ、僕ぼく、光栄です！』

　無数の蚯蚓みみずが束たばになったような姿。

　触しよく手しゆ系けい種族だ。全長三メートルは下らないそれを、佐久間が見上げ、

「こっち寒かったろー、長なが可よし。羽は柴しばがお前を救助した暗あん黒こく大陸とはえらい違いだもんなあ。垢あか切ぎれとか起こしてないか？」

『あっ、や、やめて下さい佐久間様！　こ、こすられたら、ぼ、僕、変へん貌ぼうしちゃいます！　ビキビキィって来ちゃいますよ！　あ、来てる来てる！　自分で制せい御ぎよ出来ない何かが！』

「わはは森マジで面白いな！　面白ーい」

　やめて下さいっ、と恥ち辱じよくに紅こう潮ちようした森が、身をくねらせて一歩引く。触手で自分の全体を抱き隠かくすようにして、

『ぼ、僕、淫みだらな生活はしないって決めてるんですから！　ほら、今も寒いから全部の先せん端たんにウールキャップ被かぶって！　可愛かわいいでしょう？　粘ねん液えきとか凍ると皮ひ膚ふ呼こ吸きゆう出来なくなっちゃいますからね』

「ははは帽ぼう子しを被った姿すがたも犯罪だよ森君。森で見つかって長くてよっしゃって感じだから森・長可とか、柴しば田た先せん輩ぱいも大たい概がい言い出すかと思ったけど、それが今じゃ主力の一いち翼よくだもんねえ」

『いや、皆様にはよくして頂いております……。もう、暗黒大陸の邪じや神しん教きように捕まってナチュラル素材の薬物操そう作さされて毎昼毎晩酷ひどい目に会わされていた頃とは雲うん泥でいの日々が頂けて……』

「飴あめいるー？　あ、キャップ被ってたら駄だ目めか？」

『いえいえ、先端に穴開あいてますから。どうぞどうぞ』

「森もり君、犯罪度が上がるから穴は閉じられるようにしておいた方がいいよ」

　佐さ久く間まが飴を宙に弾はじいて、森がそれを空中でキャッチする。それは方向を変えて連続された。そして、港で物資の搬はん送そうを行っていた男子生徒達に、女子生徒が、

「あれ真ま似ね出来る？」

「出来ね──よ!!」

「プ、……触しよく手しゆに劣おとるうちの男ども」

「だから生物的に出来ねえんだよ!!」

　と、森がそちらに振り向いた。

『そうですとも！　そちらの御お嬢じよう様さま方、存在の違うものに同じ性能を求めてはいけません。もしそのような場合で等価に求める事が出来るならば──』

　それは、

『心……。そういう、精神的なものではないでしょうか』

　おお、と皆が頷うなずき、森は照れて赤くなって少し堅くなった。

「森ー、存在自体が美お味いしいけど、打ち合わせしよっか。そろそろ上越露西亜スヴイエート・ルーシ来るらしいし」

『そ、そうですね！　利とし家いえ様も、あ、佐々さつさ様も後から来られるんですよね！　ぼ、僕、ドキドキしちゃうなあ。皆様と前列に出られるんですねえ……』

　いそいそと、集合部分の上側を触手で抱いた森が、佐久間についていく。

　佐久間の行き場は、市の側ではない。陸りく港みなとの脇の広場だ。そちらに視線を向けた利とし家いえは、

「──ノヴゴロドは、中ちゆう枢すうに僕ぼく達を入れる気が無い。そういう事ですか？」

「丘きゆう上じようの市街は門もん閉じてるし、その上で防ぼう護ご障しよう壁へきまで掛けてるから、そんな感じかね。マルファ以下、市し役やく所しよに固まってるそうだよ。そして恐らく、そこに、噂うわさにある世界初の教きよう導どう院いんってのがあって……」

　佐久間は、苦く笑しようした。

「そこに、私達の〝創そう世せい計画〟を勝かつ手てにバラそうとする、オラニエがいる」

『け、けしからん人ですね！　ぼ、僕、いけないと思います！　人が大事にしている事を外からバラそうだなんて、ああ、もう、赦ゆるせないなあ！』

　まあまあ、と利とし家いえは言った。打ち合わせの場、広場へと足を向けながら、

「──手て取どり川がわが始まったら、どうとでも出来ますよ、そのあたりは」
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　そして夜八時四十一分。

　ノヴゴロド東の空に、上越露西亜からの無数の艦かん影えいが来た。

　応じるように、ノヴゴロド南に接岸した黒のガレー艦かん隊たいが、砲ほう撃げきを開始した。

　七なな尾お城じようの戦いが、始まったのだ。







[image: 解説　●ノヴゴロドの現状●]







[image: 第八十一章『空上の先駆け者』]
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　北の夜空に、赤の色が咲いた。

　炎ほのおだ。巨きよ大だいな浮ふ上じよう都市の半球の北側で、西に防ぼう御ぎよ展開したP.A.Odaの黒いガレー船と、北側から東に並んだ上越露西亜スヴイエート・ルーシの青いハルク系戦せん艦かんが砲ほう撃げきを交こう叉さする。

　青の艦かん群ぐんの先頭は、艦かん首しゆに展開した巨きよ大だい表示枠サンクト・アクノーに〝愛〟の字を映した直なお江え艦かん隊たいだ。高機き動どう型として、後方よりも両舷に加圧式スラスターを持つ装そう甲こう艦は、左右にステップを踏むようにして全艦群の前を行き、

「さあ！　皆の愛をぼぉくに頂ちよう戴だい──！」

　艦かん首しゆで投げキスする直江の旗き艦かんに、黒のガレー群から実じつ弾だんの連れん射しやがぶち込まれた。

「死ねえ──[image: ]」

「ムラサイでは衆しゆ道どう禁止だ！」

「一いつ夫ぷ多た妻さいはオッケーだがな！」

　黒ガレーの男どもが「そうだよな！」と握あく手しゆをし合う砲撃の行く末、鉄が激げき突とつし、火花が青の旗艦を削けずる。だが、打だ撃げきを受ける艦の艦首で、直江は何故なぜかスクワットを始め、

「いいね皆ぁ！　素す敵てきだよぉ！　素敵な愛の応おう酬しゆうだよこれは！」

　直江機艦の各所に、表示枠が展開していた。それは、

「打撃エネルギーを動力転換する〝愛の体たい罰ばつ〟術じゆつ式しき！　──汝なんじ、右みぎ頰ほおを打たれたら左の頰も差し出しなさい……！　そして汝、隣りん人じんに施ほどこしなさい。隣人……!?」

　直江艦隊は、旗艦が突とつ出しゆつしている。だから直江は、両の人ひと差さし指ゆびでP.A.Oda艦隊を差した。

「君達だったのかあ！」

　直後。直江機艦の全砲ほう門もんが返答の流りゆう体たい砲撃を放った。狙ねらいは正確に、己おのれを撃うったガレー艦全てに向けて。その連射される弾だん丸がんは、流体による、

「ハートマーク型〝愛〟の流体弾だん！　施しを受け取ってくれるね!!」

　五メートル四し方ほうはあろうかというピンクカラーのハートマークが、夜空をワインダーするように幾いく条じようにも飛んだ。結果として、黒ガレーの群は、ピンク弾を連続で叩たたき込まれた。それは着ちやく弾だんの破は片へんも小型のハートマークで、激げき突とつした黒ガレーの装そう甲こうを容易たやすく抉えぐる。

　それだけではない。

　ノヴゴロド西に後退する黒のガレー群の内、遅れるものがあった。

　直江の補ほ佐さが、

「兼かね続つぐ様！　あれはどう考えても囮おとりです！　こちらの先行を押さえるためのものかと！」

「構わないよ！　つまりプレゼントなんだろう!?」

　直江が両腕を回し、広げ、眉まゆを歪ゆがめた伏せ目笑顔でポーズを取った。

　直後。直江艦から、大型の術式弾が放たれた。計八発。それは巨大なハートマークで、遅れた艦かんを包んだ。そして独楽こまのように八枚が回り、

「ハートショック・兼かね続つぐ!!」

　直なお江えが両腕でハートマークを作り、四し股こを開いて腰を落とした瞬しゆん間かん。

　夜の大空にハート形の光が爆ばく散さんした。

「愛って素す敵てきだねぇ！　人には耐えられない力があるからね！」

　轟ごう音おんと共に沈んでいくガレー艦の向こう、しかし、敵の艦かん群ぐんが形を変えていた。ノヴゴロドの西側にて、敵艦隊は壁のような交差陣じんを組んだのだ。

　ほう、と直江が声を漏もらした。

「時間を稼かせぐつもりはないが、ぼぉく達の弾だん薬やくは消しよう費ひさせたい。そして、本隊は下がらせて後々の牽けん制せいに使いたいしぃ、ぼぉく達を北側に布ふ陣じんさせて、進行管理するように攻こう撃げきしたい、という事かなぁ？　今後を見み据すえた防ぼう御ぎよ面の取しゆ捨しや選択が出来ているとなると……」

　ふぅん、と直江は、口くちの端はを緩めた。

「ここの担当は佐さ久く間まさんだね!?　そういうことは、森もり君もいるね!?」
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　佐久間艦かん隊たいは、夜空に大きく映った直江の姿すがたを見ていた。

　直江は、こちらに指火ひ縄なわ銃じゆうを向け、ウインクすると、

『Ba──ng……♪』

　キメた彼に、艦隊後列、佐久間旗き艦かん上では表示枠インシヤ・コトブの中で森が声をあげていた。

『さ、佐久間様！　佐久間様！　ぼ、僕ぼく、あの人苦にが手てです！』

「おうおう、安心しとけー、得意なのいないから」

『フォ、フォローになって無いですよ！　あ、あの人、いつも僕が生なまでいると突っ走ってきて、殴なぐったり蹴けったりするかと思うと術じゆつ式しきベンチ出して隣となりにそっと座ったりするんですよ!?』

「相あい性しよういいんじゃないの？　どうなのよ？　どうなんだろ？」

『ぼ、僕は男です！　それに、僕は、その、じゅ、純愛に生きると決めているんです！　あの暗黒邪じや神しん教きように囚とらわれて四し六ろく時じ中ちゆう犯おかされ続けたトラウマを回復してくれるような！　毎朝目覚めに軽くキスしてくれるような、そ、そんな、ムフフな──、ムフフ違います！　めっ。や、優しく導いてくれる人と僕は、け、結婚するんです！』

「何でか男はハードル上げまくりまくるよねえ。こっちは生活保てりゃいいのに」

『しょ、障しよう害がいが高いほど燃えるんですよ！』

「直江でいいじゃん。障害として凄すごく高くね？　そうじゃね？」

『あ、あっちも男です！』

「捕らえて性転換させようよ。それで解決じゃない？　障害高いじゃない？　そうじゃね？」

　森は考えた。うーん、と自分を三回くらい結ぶようにくねって、

『す、すいません、佐さ久く間ま様、僕ぼくはどうやら、恋愛に対して保守的なようです』

「このタイミングで自分語られてもなー。また合流したら飴あめ食う？」

『あ、い、頂きます！　ハッカがいいですね！　飲むとスっとします！』

　甲かん板ぱん上の男どもが内うち股またになって動きを止めた。女子おなご衆しゆうが、

「そういうもんなの？」

「だから出来ね──よ!!」

　と、艦かんの上空に術じゆつ式しき陣じんによる防ぼう護ご障しよう壁へきが張られた。直なお江え艦かん隊たいを先頭とした上越露西亜スヴイエート・ルーシの艦かん群ぐんが、揚よう陸りくのためにノヴゴロドの北に回り、こちらへの砲ほう撃げきを始めたのだ。

　時とき折おり、というタイミングで、艦群の奥に控えるこちらにも敵てき弾だんが来る。おお、と佐久間が声をあげる頭上、重い響ひびきで露西亜ロシア側からの砲ほう弾だんが砕くだけ散った。

　そして、佐久間の眼前に、利とし家いえ達の映る表示枠インシヤ・コトブが来た。

『佐久間先せん輩ぱい、上越露西亜が南にいる柴しば田た先輩達との直接戦せん闘とうを避けましたね』

「このままぶつかっても、後で柴ちゃんの本隊とも当たるわけだしねえ。キッツい現実は避けたいじゃない？　そうじゃね？」

『佐久間先輩、マルファ市長とオラニエ総そう長ちようは──』

「二人とも、やっぱり市し庁ちよう舎しやの中から動いてないね。地下にいろいろあるんだよね？」

『Ｔｅｓテスタメント．、厄やつ介かいな場所です』

　そっか、と佐久間は言った。

「一応、使えるものは全部使って柴ちゃんには繫つなげるよ。私は九く鬼きや一いち益ますみたいに攻こう撃げき系けいセンス無いから、攻められないけどさ。でも、ゆっくり防ぼう御ぎよ系けいで削けずるのは向いてるほうだと思うんだよね？　だよね？」

　言って、彼女はノヴゴロドの北面に展開していく上越露西亜艦隊を見た。

「──さて、向こうの苦労を、見るとしようか」
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　上越露西亜の先頭。直江艦隊は、ノヴゴロド北部の空を上昇した。

　ノヴゴロドは中央が浅く盛り上がった丘を持っている。丘を越える山なりの艦かん砲ぽう射しや撃げきの応おう酬しゆうは発生しているが、直江には確かく認にんすべき事があった。

　……何故なぜ、簡単に上陸をさせるのかなあ!?

　戦せん場じように乗り込むと言う事は、移動と上陸という二手て順じゆんを踏む上に、上陸直後は人員も少なく、ろくな布ふ陣じんも出来ないのだ。そこを狙ねらうのが常じよう道どうだろうに、と直江は思う。だが、敵は既すでに南からの上陸をした一方で、こちらの上陸を許している。

　北部の陸りく港みなとは空あいたままだ。ただ、佐久間の艦隊が、ノヴゴロドの北西側の空でゆっくりと展開しつつある。防御と殿しんがり務めに定評ある佐久間だけあって、緩やかだが分ぶ厚あつい進行だ。

　……ならば──。

　直なお江えは、表示枠サンクト・アクノーに叫んだ。

「雷らい帝てい！　これは罠わなだよぉ！　だけど敢あえて行くかぁい!?」

『フ、……どういう罠であるか？　言ってみるがいい……』

「Ｔｅｓテスタメント．、単純に考えて地上側と艦かん隊たい側の分離だろうねぇ！　地上部隊の上ー陸完了、もしくは途と中ちゆう段階で、あの佐さ久く間ま艦隊が分ぶ厚あつく押し寄せてくるのさぁ！　そうなったら艦かん砲ぽう射しや撃げきで、上陸も、収納も出来なくなるけど、困った事に佐久間君は防ぼう御ぎよの達人！　砲ほう撃げきは長期化するから、地上部隊はどこにも行けなくなってしまうんだ！　困るよねえ！」

『小こ賢ざかしい話であるな……。防御とは回りくどい。……対応は出来るな？』

「Ｔｅｓ．！　──当然だよぉん！」

　では、と言葉を作ってきたのは、初しよ老ろうの武士。斉さい藤とうだ。彼は後こう続ぞく艦隊の指し揮き官かんとして、

『ノヴゴロドへの一番乗り。させて頂きますぞ！』
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「直江さんが防御対応。斉藤さんの上陸部隊が先行するか。攻撃重視で燃ねん費ぴが悪いが頼りになる連れん中ちゆうばかりである。短期決戦になる今回は、充分に行けるであろうな」

　と、後ご詰づめ艦隊である第四艦隊の先頭艦。繁しげ長ながの〝福ふく島しま城じよう〟は、本来の外がい交こう艦から装備類を換かん装そうし、防御艦となっていた。

　先日に〝挨拶プリヴエート〟を行った甲かん板ぱんは、その表面を平らなまま。しかし下部側面には、甲板を傘かさとして、水平方向への砲ほう門もんが充実されていた。

　甲板上部に開けられたスリット列から、砲門の待たい機き熱の揺らぎが生じているのを見つつ、繁長は背後に問う。

「そちらは武蔵むさし待ちだな？」

　繁長の問いに応じたのは、武蔵の第一特とく務む。忍にん者じやだ。彼は一つ頷うなずき、

「傭よう兵へいの役にしろ、その能力は武蔵を基礎としたもの。そこから離れ、単独で我々が動くのは難しいもので御ご座ざるよ」

　彼の背後、英国イギリス王じよ女おうや、銀ぎん狼ろうがいる。だが、

「あら？　……我が王は何処いずこへ？　あと、ホライゾンも」

「あ、こちらに映ってますよ」

　見ると、艦内の厨ちゆう房ぼうが英国王おう女じよの表示枠サインフレームに映っている。そこでは女じよ装そうが鉄てつ鍋なべを振って、

『おっし、じゃあ今日きようの〝オパイの料理ショー〟はキャベツ料理ってことで。露西亜ロシアだと漬つけ物とかで保存があるから、ちとそれ利用して鶏とりと一いつ緒しよに炊たき込み御ご飯はんな。

　戦せん場じようから帰ってきてガッツリ米食いつつ、家庭の味も一緒ってのは有りだろ。ゴマ油も差しとくから、置いておいてもそこそこ保存利くからよ』

『トーリ様、まず、塩ですが、どのくらいでしょうか』

『ああ、まあ三回くらい摘つまんで──』

　姫ひめが打だ撃げきした。あひん、と女じよ装そうがしなを作って、

『オ、オメエ、今ここで俺おれがオッパイ揉もむタイミングだろ!?　番組名的に』

『独断で番組名を〝厨ちゆう房ぼうdeathぞ〟に変へん更こう致しました。さあ、正確な塩の量を言いなさい』

　擂すり粉こ木ぎを右手に構えた半はん目めの言い分と、後の打音は無視するとして、しかし、馬鹿は通つう神しんで述べた。

『帰ってきたら美う味まいもん用意しといてやっから。全員帰って来いよ』

　その言葉に、別の表示枠サンクト・アクノーで景かげ勝かつが小さく笑った。

『──楽しみであるな。たまには極きよく東とう仕立ての食事も悪くなかろう』

　彼の言葉を許可とするように、上陸していく斉さい藤とうの艦かん群ぐんから、声が挙がった。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]栄光あれ同志……！」

　ほう、と繁しげ長ながが、眉まゆを上げた。横にやってきた銀ぎん狼ろうが、

「何が、〝ほう〟なんですの？」

「栄光あれ武蔵むさしと、そう斉藤さんが言うのだと思っていたのであるが……」

　同志と、そう言った。この状況、景勝の言葉を経て、それでも部下達に言わせるようにしたのは、斉藤なりの照れだろう。ただ、

　……あの人も、奥おう州しゆうや上越露西亜スヴイエート・ルーシの停てい滞たいを嘆なげいていたものであるしな。

　そしてまた、一ひと際きわ大きな声が挙がった。

　ノヴゴロドに、先せん陣じんが上陸したのだ。

　ノヴゴロド北部陸りく港みなと。田でん園えんのある南部側とは違い、この北部側は倉そう庫こ街などが多く、港としては大きい場所だ。揚よう陸りくには向いている一方で高い崖がけに南を阻はばまれており、狙ねらわれやすい場でもある。

　だから上陸部ぶ隊たいは崖ゆえに市街側に南なん進しん出来ず、東への道を選択する。すると、

「──!!」

　陸港の東側、丘の斜面から、上陸部隊に向かってP.A.Odaの砲ほう撃げきが始まった。

　応じるように、繁長も右手を挙げ、

「援えん護ご砲撃を開始せよ同志達……！」

　西の空からは分ぶ厚あつい防ぼう御ぎよの佐さ久く間ま艦かん隊たい。ノヴゴロドの東からはこちらの上陸部隊に向けて敵の応おう撃げき部隊が動く戦せん場じよう。そこに、上越露西亜主力艦隊による北からの砲撃が炸さく裂れつしていく。

　戦場の初期段階が、その準備を終え、次に移行していくのだ。
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　戦場の推すい移いの第一として、上越露西亜戦せん士し団だんは、斉藤・朝とも信のぶを先頭に進軍した。

　行く先はノヴゴロド市し庁ちよう舎しや。そこに至る事が、七なな尾お城じよう奪だつ還かんを為なした条件となるからだ。

　行く先は東側。ノヴゴロドの北側は陸りく港みなとが広く作られており、倉そう庫こ街などもあるが、その分、南の丘は削けずられて崖がけになっている。

　直接に北から、中央のノヴゴロド市し庁ちよう舎しやに行くのは困難だ。

　西は空を佐さ久く間ま艦かん隊たいに制圧されているならば、斉さい藤とうが行くのは、

「東回りですな……！」

　斉藤は、現在の上越露西亜スヴイエート・ルーシにおける最古ふる株かぶだ。魔ま神じん族ぞくではなく人間ゆえ、齢としの年数では魔神達には及ばない事は理解している。が、老を得た事による引き際や思い切りは、〝若い〟上に、元々が強固に出来ている魔神達とは違う質を得ているだろうと、そう思う。

　実際、そのような事を元にした勘かん働きによって、幾いくつかの死地を切り抜けてもいる。

　今もそうだ。

「斉藤様……！」

　走るこちらに、麾き下かの者達が遅れている。

　何故なぜかは、苦く笑しようで振り向けば解わかるものだ。敵の応おう撃げきと、味方の援えん護ご砲ほう撃げきが、今、自分達の行く先や周囲にて破は裂れつしている。

　石が散り、土が雨のように降ってくる。

　夜の浸ひたりがある中では、魔神族といえど、恐きよう怖ふに駆かられるのだろう。だから、

「ほれほれ貴き様さまら、小こ僧ぞうっコどもが！　私のような年長者に先を行かれてどうする？　いつも訓練場で叩たたいてるようなデカい口を示してみせんか？」

　努めて軽口で言う内容。それが出来ぬなら、

「ついて来なさい小僧共！　──私の歩幅は貴様らより小さい。しかし、行く距離と速度は上のようですな。ならば今は、私が先導をするから、ついて来なさい！」

「テ、……Ｔｅｓテスタメント．!!」

　返答があったので、斉藤は、爆ばく風ふうが短い髪かみを靡なびかせる中で、表情を変えた。

　苦笑を笑えみに変え、頷うなずいたのだ。

「では、──参まいりますぞ」
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　斉藤麾下、直属の戦せん士し団だんを先頭とする第一上じよう陸りく部隊は、突とつ撃げき隊としての役を一気に果たしていった。

　ノヴゴロド北から東へ掛けた沿岸ルート、そこを、まず、突っ走るのは斉藤だ。

　初夏の、荒れた草原。元々は麦むぎ畑ばたけであった場所だ。

　今は麦と野草が、膝ひざほどの高さで伸びている。夜の下で、波打っている。

　斉藤は行った。

　斉さい藤とうは、草を踏む時、後ろに向かって踏む。そうする事で草は後ろに倒れ、足の動きを邪じや魔ましなくなるし、起きあがろうとする反動で斉藤の身を跳はね上げる。

　応おう撃げきのM. H. R. R.神聖ローマ帝国長ちよう銃じゆう部隊や、P.A.Oda鉄てつ砲ぽう部隊、そして東側に少数展開した佐さ久く間ま艦かん隊たいの砲ほう撃げき艦かんが、

「狙ねらえ……！」

　照明術じゆつ式しきが、ノヴゴロド上空、夜天に上がった。

　だが、白く尾を引いて落ちる照明に照らされるのは、先行する斉藤だけだ。後続を捉とらえさせぬために一時的に突とつ出しゆつした彼は、右からの軌き道どうで応撃部隊の中に跳び込んだ。

「……！」

　撃うて、という言葉は発されも届きもしなかった。現場は即そく座ざに対応を迫られたからだ。

　M. H. R. R.の射しや撃げき部隊は、射撃用に身を固める機き動どう殻かくを纏まとっていたのが不幸だった。

　P.A.Odaの鉄砲部隊は、軽さ優先で迎げい撃げき武器を短たん刀とうしか持っていなかったのが不幸だった。

　斉藤は跳び込むなり、背から右腕の後ろに、あるものを展開した。

　屛びよう風ぶだ。四枚折り。絵は、

「鍾しよう馗き」

　大陸由ゆ来らいの鬼おに武む者しやだ。邪じや気きを祓はらうとされ、名前から〝勝しよう機き〟の願がん掛かけになるものだが、

「片面展開で充分ですか」

　屛風の絵が、飛んだ。

　否、正確には、屛風の一枚一枚が分ぶ厚あつく四角い刃は物ものとして外れたのだ。底部にある柄つかを斉藤は握り、

「────」

　抵抗の無い、空気を滑すべり抜くような四撃げきが、走りながら放たれた。

　斉藤は行き、そして、

「汚れ無し」

　直後に、彼の駆かけ抜けた背後で破は壊かいと切断が並んだ。

　M. H. R. R.の機動殻は、分厚い刃やいばに防ぼう御ぎよとして何の役にも立たず、P.A.Odaの軽装は滑るような刃に対しては回かい避ひの助力にもならなかった。

　そして斉藤が右腕に束たばね直した屛風刀とうには血も何もついていない。

　だが、前に走る彼に、応撃の列が身構えた。敵は一いち陣じんだけではない。艦かん砲ぽう射しや撃げきも飛んでくるのだ。先ほどの照明弾だんの捕ほ捉そくから、斉藤に向けて一軍匹ひつ敵てきの攻こう撃げきが放たれる。

　対する斉藤は、ただ走った。

　草の上を跳ねるように、時とき折おり、身を反そらし、回して、

「と」

　軽い動きをくわえるだけで、彼は、何もかもを回かい避ひしていく。更さらには後続が、彼の足あし跡あとをついていくだけで、

「おい……」

　後から全力でついてくる魔ま神じん族ぞくの学生達が、息を詰めた声を出す。

「どうして、当たらねえんだ？　俺おれ達も、斉さい藤とうさんも……」

「〝越えち後ごの鍾しよう馗き〟だ」

　一人が、堅い唾つばを飲みながら呟つぶやいた。

「邪じや気きを祓はらう鍾馗。──年ねん季きと経験によって、戦せん場じようを見るだけで何処どこに敵がいるか、どこから攻こう撃げきが来るか、どこが狙ねらわれやすいかが解わかっちまう。斉藤さんにとっては、夜であろうと何であろうと、全部見えてるって事だ……」

　それも、もはや自分の事だけではない。ついていく彼らも無事ならば、

「〝引き際は、齢としで身に付く〟っても、どこまで戦場の先が読めてるってんだよ……」

　彼らの視線の先、斉藤は、淡たん々たんと走っていく。

　そして、敵の二に陣じんへと至る時、

「……！」

　斉藤の右を砲ほう撃げきが通ろうとした。

　大きく避けずとも回かい避ひ可能な、通り抜けてしまえばいい位置だった。

　だが、それをすると、後続が着ちやく弾だん時じの爆ばく風ふうを浴びる。

　だからというように、斉藤は動いた。

　高く飛んで身を独楽こまのように回しながら、彼は屛びよう風ぶ刀とうを展開。四枚にするのではなく、縦たて二枚、横よこ二枚の極ごく厚あつ刃じんを作ると、

「それ」

　艦かん砲ぽうの一いち撃げきを、滑すべるような横よこ薙なぎで割った。

　砲撃弾だんは、割られた事に気付かぬようで。真まっ二ぷたつに分かれたのは、その切断面に大気が入り、浮き上がり、

「散って行け」

　空中で混こん濁だくするように跳ね、上下に分かれた砲ほう弾だんは、自ら大気に激げき突とつして砕くだけた。

　その爆風を利用して、斉藤は斜め上から敵てきの二陣じんに跳び込んだ。

　敵を薙ぎ払うのではなく、ただただ抜き切りながら、斉藤は、

「──副長！」

　夜の空を視し界かいの隅すみで捉とらえ、叫んだ。

「西の佐さ久く間ま艦かん隊たいが動いてますぞ！」

　上陸していく後続と自分達を断ち切るように、西の空から艦かん群ぐんが来る。佐久間の指し揮きするガレー艦隊だ。それはゆっくりとだが、入にゆう道どう雲ぐものように存在感を増し、しかし、

「お見事」

　斉さい藤とうは敵てき陣じんを抜き割りながら感想を述べた。

　直後。佐久間艦隊のいる夜天の中に、赤い花が咲いた。それはP.A.Odaのガレーが幾いく隻せきか、炎えん上じようし、爆ばく発はつする火か焰えんの色だった。

　空咲く火炎の原因は、何かと言えば、

「繁しげ長ながの艦かん隊たいが〝挨拶プリヴエート〟を仕掛けたのだな」
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「なかなか面白い。そう思わないか、トビー」

　白い廊下がある。白しら樺かばを並べ、壁と床を作った廊下だ。

　ノヴゴロド中央。丘の上に立つ白樺の市し庁ちよう舎しや内だった。

　北に面した窓を持つそこから見えるのは、

「マルファ様、──P.A.Oda、佐さ久く間ま艦隊に被ひ害がいが出ておりますぞ」

「当然であろうよ。戦争とは引き算の駆かけ引きだ。お互いの蓄ちく積せきを賭かけ札として、失敗したならば意い固こ地じになるか引くか、それだけだ。P.A.Odaの国力として考えるならば、ここで一艦隊を失ったところで惜おしくも無い。佐久間も、信しげ盛もり、盛もり政まさの二重襲しゆう名めい。〝退ひき〟と〝鬼おに〟の両佐久間だ。ただで済ます考えはなかろう」

　マルファは歩みを止めない。空を轟ごう音おんが行き、ここにまで聞こえる打だ撃げき音おんや喇叭らつぱの応おう酬しゆうが聞こえる事に口を笑えみとする。

「いい音だ。素晴らしい音だ。夜にこれが聴きけるとは流石さすがは繁長」

「対し、こちらは天てん面めん防ぼう御ぎよなど展開完了。今より七時間は市街に物理防御の障しよう壁へきが為なされます」

「どいつもこいつも来る時は徒と歩ほで、丘を登って、か。子供時代の日曜日のようだな。昔もよく、丘の上には何かあるかと休みごとに来ては、何かを得て帰ったものだ」

「当時は何を得たと？」

「今の私を作る全てだよ。現実的でつまらんか？」

　いえ、とトビーは首を横に振った。

「馳はせる思いは詩的でありましょう」

「詩を読めぬ貴き様さまが言う事自体が詩的だな」

　マルファは小さく笑った。それで満足したというように、表情をフラットにして、

「──トビー、客きやく人じんは？」

「Ｔｅｓテスタメント．、地下機き密みつ区画へと向かわれました。鍵かぎに関しては、マルファ様の写しゆえ、この一回のみのものとなっております」

「客人は、私も解わからぬあの場所の意味を、理解出来るのだろうか」

　さて、とトビーは首を傾かしげた。

「おかしな場所ではありましたな。何しろ──」

　外から聞こえる喇叭らつぱの音に、消えそうな声で、彼は言った。

「黎れい明めいの時代。非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進しん行こうを示す図画に、続きがあったとは」

「あれはイメージか象しよう徴ちようか、それとも、……別の何かか、だ。客人が答えを出せるなら、聞いてみたいものだ。歴れき代だい市長の疑問への手た向むけとしてな」

　Ｔｅｓテスタメント．、とトビーは、マルファの前に行き、手である方向を示す。市し庁ちよう舎しやの中央。ホールの方だ。暗い、闇やみに満ちた円形の空間。ただ中央側に、天てん蓋がいからの夜灯あかりが落ちる場所。

　そこへとマルファは向かった。

「トビー、扉とびらは開けておけ。客人がわざわざ来るのだ。尊そん大だいに出迎えてやらねばならんからな。そうしたならば、お前は──」

「Ｔｅｓ．、主敵がここに来る事は解っておりますが、急ぎ、戻らねばならぬ用件が」

「……身内が、死んだか？」

　トビーが、首を下に振った。

「上がった光によれば、充分に己おのれを果たしたものと。……ゆえに、申もうし訳わけ御ご座ざいませぬ。マルファ様の恩に報むくいるため、ここの守りを行いたかったのですが」

「充分だトビー。貴様は外の情報を入れてくれて、景かげ勝かつ達との繫つながりも保ってくれた。聖せい譜ふ記き述じゆつによれば貴様は上うえ杉すぎ家けを追い出される身。それが今までよく仕えてくれた。

　己おのれの行くべきところに行く者を、戦いくさに巻き込む趣しゆ味みは私には無い」

「……赦ゆるしの極きわみに御座います」

　深く一礼したトビーに、マルファは手を寄せた。額ひたいに人ひと差さし指ゆびを当て、

「元気でな」

　頷うなずくように、トビーの姿すがたが消えた。足音も無く、空気も動かさず、しかし去ったのだ。

　だからというように、マルファは苦く笑しようした。髪かみに手を当て、冷えた大気に流しながら、

「さて、北の空、繁しげ長ながは相変わらずと言うべきか。そろそろ、戦せん場じようが変わるぞ。

　そう、──風が変わるのだ」

　ああ、と彼女は言って、髪を振った。身内が一人去った事に、苦笑は続く。

　直後。背後となった廊下。北の空から、大だい音おんが響ひびいた。

〝挨拶プリヴエート〟を仕掛けに行った繁長艦かん隊たいの艦が、宙に激げき突とつし、破は砕さいした音だ。

　鉄の響きと爆ばく発はつ音。そして震えるような落下音を生んだのは、

「広域展開する強固な防ぼう御ぎよ障しよう壁へき。──〝聚じゆ楽らく第だい〟が、こちらに届いたという事だろう」

　それは、

「六ろく天てん魔ま軍ぐんの一人、丹に羽わ・長なが秀ひでが参戦か。これはまた、賑にぎやかになるな」
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　空に激げき突とつ破は壊かいの火が散った。

　大型のハルク系けい戦せん艦かんが仕掛けた〝挨拶プリヴエート〟が、拒否されたのだ。

　クラーケン級、八百メートル弱の巨きよ体たいは天地逆さかさになったまま正面から防ぼう護ご障しよう壁へきに衝しよう突とつした。艦かん体たいは、階かい層そう構造を重ねて砕くだきながら、自分の長さを半なかばにまで縮める。

　そして、艦内の出力が後部機き関かんに逆流。許容量を超えた駆く動どう機きから、活性化した流りゆう体たい燃料が燃料槽そうに流れ込み、一気に反応し、

「退たい艦かん──!!」

〝挨拶〟の後、艦を捨ててぶつけていく策を取っていたのが功こうを奏そうした。操そう艦かんも甲かん板ぱん上で術じゆつ式しき管理によるものだったため、皆は一いつ斉せいに甲板を外へ走り、

「くそ……！」

　巨きよ大だいな防護障壁に照らされながら、乗員達が空へと身を投げる。

　そして、二つの大きな動きが生じた。

　一つは、ノヴゴロドの南に、聚じゆ楽らく第だいが到着した事。

　もう一つは、

「さあて、防ぼう御ぎよ進行！　行って見よーか！　行くしかないよな！」

　佐さ久く間まの旗き艦かん。その船せん首しゆ甲板上にて、佐久間が小こ柄がらな身体からだを回した。拡かく声せい術式の旧派カトリツク聖せい術じゆつ符ふを手元に出すと、それを丸めてメガホンにして、

『前進……!!』

　声と同時。緩やかな風を全面に押して、分ぶ厚あつい壁のようなガレー艦の陣じんが出た。正面には聚楽第から送られる防護障壁を掛け、それゆえに多くの出力を攻こう撃げきに回して、

『総射しや撃げき……！』

　ノヴゴロド北から東に掛け、やや直列に並んでいた上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦かん隊たいを、佐久間艦隊が押し潰つぶすように削けずりに掛かった。
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　西空にて作られた佐久間の援えん護ごと進軍の流れが、ゆっくりと上越露西亜の艦隊を砕いていく。

　上越露西亜側は、しかし、逃げられない。ノヴゴロドの北側から、上陸が行われているからだ。斉さい藤とうの第二艦隊、クラーケン級のハルク系けい十二艦からなる上陸艦隊は、佐久間の有するガレー三十二艦からなる防御艦隊に破は壊かいされていく。

　専せん念ねん防御をしても、上陸部隊への保護を疎おろそかには出来ない。ゆえに動けぬまま、斉藤艦隊は、攻こう撃げき側に出力を回した佐さ久く間ま艦かん隊たいの砲ほう撃げきに削けずられ、食われていく。

　佐久間艦隊は、しかし、必要以上に前に出なかった。

　斉さい藤とうの上陸艦隊に対し、砲撃が有効である距離を保つと、それ以上を率そつ先せんして前に出ず、上越露西亜スヴイエート・ルーシ側の前線が下がるまで、動きを止めたのだ。

「いやらしい動きをするものであるな……！」

　繁しげ長ながは、第一艦隊である直なお江え艦かん隊たいと、砕くだかれていく斉藤艦隊、そして自分達の前に存在する景かげ勝かつ艦隊を最さい後こう尾びから眺ながめ、

「総そう長ちよう……！」

『動くな、繁長。貴き様さまが心配して、斉藤に恥はじを搔かかせる気か』

　景勝の声が、表示枠サンクト・アクノーから飛んだ。

『我が第三艦隊を第二艦隊の保護へ。第一艦隊、──直江は上空から佐久間艦隊を破は壊かいする手て順じゆんをつけろ。命令だ』
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・かげＶ：『うああああ！　斉藤さん！　斉藤さん！　大だい丈じよう夫ぶであるか!?』

・朝の部：『いやあ、それが、もうこっちからだと丘の陰で艦隊見えませんで。何が何やらお任せという以外に無く』

・愛　人：『ははは、ともあれぼぉくがいいトコどりだね!?　人気者だよお！』

・繁　子：『何だか自分、一人損のような気がするのでありますが……』
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　斉藤は、ノヴゴロド東の丘に辿たどり着いていた。

　南では、P.A.Oda陣じん営えい。着陸した黒のガレー船や、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の黒い制服が、シルエットとなって各所に群を作っている。時とき折おり、P.A.Odaの制服が作る月のような色も見えるが、

　……あの位置は、陽よう動どうぞ。

　布ふ陣じんは佐久間が考えたものだろう。やはり分ぶ厚あつく、敵を誘い込んでは撃うつという、〝退ひきの佐久間〟らしい陣じん構がまえだ。

　だが、と斉藤は思った。南の空から西に回っていく聚じゆ楽らく第だいが問題だ。高加か速そくからの制動ゆえ、未いまだに軽く後部側を回す信空旋せん回かいを行っているが、既すでに防ぼう御ぎよ艦としての効果は発はつ揮きされている。

　北西の空。展開した佐久間の防御艦隊が防護壁の強化を得ているのだ。

　そして北部の空では、東西に伸びた自じ陣営の艦かん群ぐんが、防御を強くした佐久間艦隊の砲ほう撃げきを浴び、削けずられ続けている。

　しかし、

　……景勝様は、流石さすがで。

　直江艦隊が佐久間艦隊を上から砲撃している。それは定じよう石せきだろう。防御を固めると言うことは、密みつ度どを上げるという事だから、上下への展開が小さくなる。三十二艦のガレーによる防ぼう御ぎよ陣じん営えいとて、その例に漏もれない。

　無む論ろん、直江艦隊の砲撃は、聚じゆ楽らく第だいの力を借りた佐さ久く間まの艦隊に効果的な打だ撃げきを与えていない。が、その攻こう撃げきが、佐久間艦隊を牽けん制せいし、前に出させないようにしているのも確かだ。

　そして直なお江えが砲ほう撃げきの傘かさを作っている間。ノヴゴロド北部陸りく港みなとにて、景かげ勝かつの艦かん隊たいが上陸部隊の保護に回る。

　景勝の判はん断だんが鋭いのは、

　……私の艦隊を上う手まく見捨てた……！

　陸港に停まっていた自じ艦かんを、無事なものも全て放ほう棄きさせた。それは上陸部隊に対し、景勝艦隊への避ひ難なんを促すものではあるが、放棄艦は地上部隊が佐久間艦隊への壁として使えるだけではなく、佐久間艦隊がもし上陸を望んでも障しよう害がい物ぶつとなる。

　無事な艦があるからと言って、引きずらない。早い段階で動けば、保護に回る景勝艦隊の損そん傷しようも少なくなる。更さらには、

「──見事」

　直江艦隊と景勝艦隊が動いている裏で、幾いくつかの布ふ石せきが打たれているのを斉さい藤とうは見た。

　敵の戦力は、こちらの倍以上ある。それを穿うがつ事を、景勝は諦あきらめてもいないし、不可能だとも思っていない。

　ならば、と斉藤は思った。自分達が時間を進めなければ、と。

　ノヴゴロド市し庁ちよう舎しやへの到達。これを為なせば、七なな尾お城じようの戦いを終わらせる事が出来る。

　織お田だ側に寝返った七尾城の奪だつ還かん。

　その意味は、景勝こそが理解しているだろう。何故なぜならば、

「それは、ノヴゴロドが上越露西亜スヴイエート・ルーシに奪還されると言う事……！」

　逆に言えば、自分達の到達直後から、ノヴゴロドはP.A.Odaと敵対する。

　現状を、有利に進めておきたいと、一番思っているのは、

　……景勝様でしょうぞ……！

　その景勝が、今、耐える戦せん術じゆつを己おのれに強いている。自分が先頭になって、敵の打撃を受ける事を強いている。

　ふむ、と丘の麓ふもとで、斉藤は足を止めた。

　背後、百メートルほど離れた位置で、自分の部下達も足を止める。が、彼らに対して近寄るな、と手で示し、斉藤は前を見た。

　一つの影が立っている。

　位置はノヴゴロドの東の荒れ地。

　ノヴゴロド市街のある、丘上に行く街道が存在する場所だった。

　丘上へと、西に向かう道は、しかしそれも今や手入れをされぬまま、草くさ群むらだ。時とき折おり、雪解けの跡として、土ど砂しやの堆たい積せきが丘上側から棚たなを作っている。

　そんな草くさ群むらの中で相手は、こちらを真まっ直すぐに見ていた。

　P.A.Odaの女子制服を、シンプルに着込んだ女。巻き布を身体からだの各所や、髪かみに巻いた姿すがたは、その制服に〝２〟の字を書いている。

「P.A.Oda、六ろく天てん魔ま軍ぐん、五ご大だい頂ちよう、共に二番を預かる丹に羽わ・長なが秀ひでだ」

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ、第一特とく務む、──斉さい藤とう・朝とも信のぶ」

　斉藤は両腕を浅く広げて、身構えとした。

　風が吹き、空に打だ撃げきの砲ほう音おんが響ひびく。それらを、丹羽は悠ゆう然ぜんと見上げ、

「気にせずやるか？」

「是ぜ非ひも無し」

　Shaja、と丹羽が応じた。そして、

「では──」

　という言葉が終わるりより早く、斉藤が跳び込んでいた。

　屛びよう風ぶ刀とうの左展開。用心のために今まで見せていなかった左を走らせ、

「……！」

　刃やいばを滑すべらせ、叩たたき込んだ。
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　闇やみの中に、色が走った。

　色しき彩さいは、絵によるものだ。斉さい藤とうが左腕に持つ屛びよう風ぶ刀とう。鍾しよう馗きの描かれた四枚刃ばが、先せん端たん部の接合を空あけ、広げた四し指しのような形をもって丹に羽わに走った。

　内から外への斜め打ち。刃やいばはどれも先端高度を変えてある。更さらには、

「それ」

　軽く基部を押す事で、二、四枚目が、腕一本分を遠くに出た。

　リーチは足りている。懐ふところに跳び込まれる事もない。だから、

　……必ひつ中ちゆう！

　斉藤の経験は、丹羽の身体からだを、三枚目が叩たたき切るのを見た。

　しかし切り方が浅い。深さ五センチほどで、腹下を削そいだだけだ。肺はいにも届いていない。

　鍾馗の経験はそれをも読んでいた。だから斉藤は、新たに右の四枚を展開していた。

　外から内へ。先の左を追って交叉するように、しかしこちらは深い四撃げきだ。

　届いた。断った。そして、

「……！」

　斉藤は、丹羽ごと草くさ群むらを割り、地面を抜く双そう撃げきをぶち込んだ。
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　確かに切って、割った。斉藤はそう確信している。

　手て応ごたえもあった。しかし、重ねて双撃を見舞った斉藤は、敵を見ていた。

　丹羽・長なが秀ひで。

　彼女は、斉藤の正面で、長い髪かみを風に揺らしている。

　無傷だった。

「危ないなあ」

　髪の先端側。巻き布の一本が切れ、黒の流れから外れて宙に泳いでいる。

「ただ、おかげで〝入った〟から、有あり難がたい」

　正面に立つ彼女の足あし下もと。右足と左足に、自分の双そう屛風が食い込んでいる。否、あれは、

　……真ま上うえから両断したのに無む効こう化かされた……!?

　どういう理り屈くつか。今、丹羽の身は、夜よ闇やみの中ではっきりと見える。流りゆう体たい光こうを纏まとっているように錯さつ覚かくするが、違う。霊れい体たいというわけでもない。

　……これは……。

　丹羽については、ある程度の情報が聖せい連れん経けい由ゆで年ねん鑑かんを通して開示されている。彼女のいる戦せん場じように出た事がある者達から、話も聞いている。そこで確定した彼女の戦せん種しゆは、

「近接依代士エンチヤント・フオーサー！」

　精せい霊れいや走狗マウスを己おのれに宿らせ、力や加か護ごを得る戦せん種しゆだ。神しん寺じ関係や自然信しん仰こうを認めた教きよう譜ふならばある程度はこなすが、丹に羽わの場合はまた違う。

　耳が獣けもの様ようのものとなり、尻尾しつぽもある。爪つめも伸び、更さらには刃やいばの意味が無いとなれば、

「憑ひよう依いではなく、本当の借しやく体たいか！」

　精霊や走狗の力を借りるのではない。彼らそのものとなるのだ。

　しかも、借体は相当なレベルのものだ。自分の屛びよう風ぶ刀とうとて、経験ゆえの〝全対応〟をするため、対たい霊れい加護は掛かっている。それすらも利かないとなると、

「上位、……否、大精霊クラスを想定した方がいいか。それも恐らく、雷らい獣じゆう系けいと」

　ああ、と言った丹羽が右肩の上、子犬にも、栗くり鼠ねずみにも似た獣を出し、手で撫なでる。

「平安の世を騒がし、渡わた辺なべ・頼より綱つなに諫いさめられた雷獣。それに刃を叩たたき込めばどうなるかまでは、鍾しよう馗きの範はん囲い外だったと言う事だ」

　言った瞬しゆん間かんだ。屛風刀が破は裂れつした。

　そして斉藤の両腕も、手て指ゆびの爪が弾はじけ、手先からの血管が膨ふくらみ、

「……！」

　肩までが裂さけ、破裂した。

　丹羽に宿った雷獣の一いち撃げき。触れただけで反動する雷らい吼こうが、刃から斉藤に通っていたのだ。
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　体温に等しい血の蒸じよう気きを上げ、腰を落とし掛けた斉藤を、丹羽は見た。

　正面、膝ひざで堪こらえる老人の身が、未いまだこちらに視線を向けている。

　ただ、彼の両腕はもはや幾いく条じようにも抉えぐられ、血が止まらぬ状態だ。このまま戦せん闘とうをすれば長くは保もたないと、そう判はん断だん出来る。

　だが、斉藤が、逃げない。だから、対する丹羽は、笑えみもせずにこう言った。

「下がった方がいいぞ。私は柴しば田たほど荒れていないから、そう言っておく」

　丹羽は言って、軽く身を揺らした。

「気付いているだろう？　私と立ち会った時に感じた違い和わを。この要所に、何な故ぜか、私しかいない。……その意味が、解わかっているな？」

　丹羽は、言葉と共に、身を軽く揺らした。続くタイミングで放たれるのは、

「ア……！」

　通る声。身の揺らしに繫つながって作られるのは、舞だ。

「走狗雷獣、稲いな妻ずまの大精霊に風越して奏そう上じようする」

　それは、

「創そう作さく術じゆつ式しき、都市制圧用舞ぶ踏とう〝蒼そう雷らい囲がこい〟」
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　戦せん場じよう。ノヴゴロドの東側にいた者は、ノヴゴロド上も、艦かん上じようも、隔てなくその声を聞いた。

　歌声だが、それは揺らぎ定かなく、駆かけていき、進行に合わせて空気が変わった。

　大気が澄すんだと、誰だれもがそう思った瞬しゆん間かんだった。

　天上に生まれた光が、一気に大地へと落ちてきた。

　翼つばさのように降るのは流りゆう体たいの雷らい撃げき。その全てはノヴゴロドの東を走り抜け、丘を登ろうとしていた者達を焼き、足を止めさせ、更さらには、

「回かい頭とう──!!」

　ノヴゴロド東側の空、対地砲ほう撃げきを行おうとしていた上越露西亜スヴイエート・ルーシの艦かん隊たいにまで稲いな妻ずまの直ちよく撃げきが走った。それは艦かん体たいを舐なめると言うよりも巻く動きで行き、直撃部分の砲ほう台だいを破は壊かいした。

　まるで蛇へびが食いつくように、丹に羽わの放った蒼そう雷らいは艦隊を貪むさぼった。更には、

「おい……」

　防ぼう護ごの光の陰から、望ぼう遠えんと暗あん視し術じゆつ式しきでノヴゴロドを確かく認にんしていた物もの見みが声を作る。

「上陸部隊に信号を送れ！　──早く防ぼう御ぎよ態勢をとれと！」

　その理由は、

「敵の増ぞう援えんが、無限に来るぞ!!」





●






　斉さい藤とう達、上陸部隊は、それを見ていた。

　走り散り、自分達を食おうとする放ほう電でん現げん象しようの下。荒れた風が吹きすさぶ丘の麓ふもとが、今、白の色で埋まっていた。

　その白は、雪ではない。石でもない。白しら樺かばの木材でもなければ、

「前まえ田だ・利とし家いえの、……イタい名前の亡ぼう霊れい戦せん士し団だん」

　既すでに、大おお猿ざるにも似た獣けもの状態のものを中心として、広大な麓は白一色だ。そして雷撃に砕くだかれた骨群から大型骨格が立ち上がる。数は一つ、二つ、三つと行き、放ほう雷らいが走ると増えるペースが上がった。しかし地面から湧わき出る霊れい体たいの軍ぐん勢ぜいはすぐに穴を埋め、

「さて、上に行ける人はいるのかな。応おう援えんするよ。──逆ぎやつ境きよう与える側だけどね」

　白の色の向こう。丘上に行く道の麓に、朱しゆ色いろのM. H. R. R.神聖ローマ帝国制服姿すがたがあった。

　前田・利家。彼は腰の棒ぼう金がね刀とうから、地面に幾いく枚まいもの銀貨を落としつつ、笑えみを作って、

「戦せん闘とうはまだ始まったばかり。……まさか、そろそろ決着だなんて思ってないよね？」
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「団長！　──上陸許可を出して下さい！」

　雷らい撃げき範はん囲いの空の中。走る稲いな光びかりに幾いく方向から照らされながら、繁しげ長ながは部下である戦せん士し団だんの言葉を艦かん上じようで聞いていた。

　魔ま神じん族ぞく戦士団の内、重じゆう装そう、防ぼう御ぎよに優れた者達が、今回は集まっている。

　無む論ろん、彼らとて艦かん砲ぽう射しや撃げきには立ち向かえない。ゆえに斉さい藤とうの突とつ撃げき部隊が道をつけた後、確保された陸りく港みなとを景かげ勝かつの部隊と共に押さえ、各地の展開をする。それが当初の基本戦せん術じゆつだった。

　だが、現状は、理想とは大きく懸かけ離れている。

　今、自分達が慌あわてて四し散さんする事なく自分達を保もっていられるのは、

　……景勝の判はん断だんと、斉藤さんの事前推すい測そくがあったからだな。

　二人を信じるのが第一だ。そして、繁長としては、他に信じるものもある。

　だから、

「待たい機きである。現状、総そう長ちようの指し示じ通りの運行を行いつつ、基本姿し勢せいは待機である」

「団長！　しかし斉藤隊が……！」

「同志を救う事だけではなく、信じる事を第一としろ！　極ごつ寒かんの地、──死地では生存を信じる事がまず第一であろう！」

　だが、繁長の言葉を止めるように、光が発生した。

　ノヴゴロド東にある丘の麓ふもと。そこに、巨きよ大だいな蒼そう光こうが発生したのだ。

　丹に羽わが、斉藤達との戦せん闘とうを再開したのだ。
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　激戦は、雷撃を含んだ一方的な攻こう撃げきの場となっていた。

　中央にいるのは丹羽だ。彼女はステップを踏むように歩き、

「ア……！」

　声を高鳴らせながら、腕を振る。それは宙をただ薙なぐように見え、しかし次の瞬しゆん間かんには数条の雷かみなりが水平を描かき毟むしる。

　焦しよう音おんは大気を裂さき、散る放電と火ひ花ばなは確実に相手を打撃する。

　幾いく人にんもの魔神族が、正面や空からの稲いな妻ずまに打撃され、派は手でな火花とともに打ち倒された。打撃や刃は物ものに強い彼らの甲こう殻かくや肉は、瞬間的な高熱と震しん動どうによって内部から焼かれ、沸ふつ騰とうした血液が身体からだを破は裂れつさせる。魔神族にして、受けた事のないような内破の一いち撃げきだ。

　直ちよく撃げきを食らった者は己おのれでも初めてあげるような声を漏もらし、その破は壊かいに逆らえない。

　そして、砕くだかれた彼らに、白骨の大おお猿ざるや大型骨格が殺さつ到とうする。

　一体ならば相手に出来る。魔神族戦士団、特に斉藤隊の者達は突撃隊として、突とつ破ぱ能力を上げる訓練を必ひつ須すとしていた。だから、マクデブルクの掠りやく奪だつの記録を基礎に、対たい抗こう訓練をこなしてきたのだが、

「くそ……！　雷が邪じや魔まだ!!」

　予測不能ともいえる全周囲から来る雷らい撃げき。それが、ともすれば彼らを焼き、ともすれば邪じや魔まをする。気を取られようものならば、

「右第三小しよう隊たい散開！　第二で吸収します！」

　斉さい藤とう隊は、縮しゆく小しよう傾向にあった。

　すでに全体の数は半減を割っている。しかし、それでも彼らが瓦が解かいしないのは、

「斉藤様！」

　皆の中央、血の気を失いながらも丘上への道に向かって足を進める斉藤がいる。もはや口を動かし喋しやべる事すらしない彼の視線と身の動きは、しかし的確に皆を導いていた。

　草を踏む足は乱れない。風を越す肩は息を忘れない。

　降る雷らい光こうを避け、来る敵の波の最も浅いところを斉藤は行く。皆も行く。だが、

「さあて」

　走る斉藤達の背後から、女の声がした。笑えみを含んだ、愉ゆ悦えつの声だ。

「丹に羽わか……！」

「舞台は出来たよ。自然との合ごう一いつ、見せよう」

　丹羽の髪かみから、巻き布が一枚散った。数にして二枚目。それは術じゆつ式しき符ふであり、

「舞台劇げき限定解かい除じよ、──〝二枚目〟」

　言うなり、丹羽が加か速そくした。

　今までの舞まいの動きだが、速度が違う。その理由は、光だ。

　雷撃を、今まで放出し、投げつけていただけだったのに、それが四し肢しや肘ひじの外にあり、

「宿し、力を重ねて己おのれのものとすれば、──放つ打だ撃げきは雷撃の速度となる」

　これが、

「大だい精せい霊れい、雷らい獣じゆうの格かく闘とう術。鍾しよう馗きの経験の中におありか？」

　一いつ瞬しゆんで、斉藤を守ろうとしていた魔ま神じん族ぞくの精せい鋭えい達が、吹き飛ばされた。

　そして振り向いた斉藤の身体からだ正面ど真まん中なか。そこに丹羽の拳こぶしが突き刺さる。

　斉藤が急ぎ構えた屛びよう風ぶ刀とうごと、胸骨の砕くだかれる音がした。

　斉藤の身が宙に舞う。
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　老ろう骨こつは、まだ、動いた。

　足から落ちようとして、草くさ群むらに膝ひざから落ち、反動で胸が反そり、胸骨の破は砕さいの内側で肺はいに満ちた血を咳せきとして吐き、しかし、

「──皆、先に行け!!」

　血を飲む事で息の代理として、斉藤は身体に力を込めた。

　……数秒ぞ。

　数秒でいい。それだけでも時間を稼かせげば、戦せん場じようでは意味がある行為になるのだ。

　この化け物を、数秒でも引きつける事が出来れば、多くの者達が数歩の距離を前進し、幾いく多たの敵を倒し、そして自分達の目的に近づけるだろう。

　ならば、いずれいなくなる身。ここで、我が見ぬ先の〝いずれ〟を作れるならば、

「本ほん懐かい……!!」

　斉さい藤とうは血を改めて吐いて、身体からだを軽くしながら、前を見た。

　丹に羽わが見える。その筈はずだった。

　だが、斉藤の、血が染しみて暗くなった視し界かいには、別のものが見えた。

　白の半はん袖そで。男子制服。飾りの鎖くさりを纏まとった後ろ姿すがたは、

　……馬鹿な。

　あり得ないものが、そこにあった。いるはずの無い人ひと影かげ。それは、

「武蔵むさし総そう長ちよう兼けん生徒会長……!!」





●






　おう、と、戦場にいる者は、少年の声を聞いた。

　彼は、傍かたわらに並ぶ忍にん者じやと銀ぎん狼ろうを一いつ瞬しゆんだけ見てから、

「悪いな。──死んでもいいや、って空気があったからよ。メアリとホライゾンに許可とって、ここまで三人で先行しちまったよ。これもまあ武蔵の方針ってやつだ。

　……だけどよ、それだけで出て来ちまうのも何だから──」

　なあ、と馬鹿は笑えみで言った。あたりの皆を見渡しながら、

「〝約束〟ってのに、俺おれ達も混ぜろよ。お前ら」

　その言葉に、頷うなずく者はいない。ただ、動く者はいた。

　丹羽だ。挨あい拶さつも声を掛ける事もなく。彼女は、

「──!!」

　両の腕に宿していた加か速そく用の雷らい圧あつを、武蔵の総長兼生徒会長に、叩たたきつけたのだ。

　直径十八メートル。巨きよ大だいな雷らい球きゆうが、彼の左右の二人や、背後の斉藤をも巻き込む勢いでぶち込まれた
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　大雷球が放たれる瞬しゆん間かん。斉藤は見た。己と馬鹿の間に、白の色が跳び込んできたのを、だ。

　それは、上越露西亜スヴイエート・ルーシの制服達。装そう甲こう仕込みのものを着込んだ背が、壁のように並ぶ。

「貴き様さま、ら……」

　自分の部下の、突とつ撃げき隊たいだ。

　何な故ぜ、丘上を狙ねらわず、自分をかばいに来たのか。疑問として問うより先に、一人が言った。

「俺おれ達は、斉さい藤とう隊たいです」

　それだけだった。

　それだけで、彼らは、前に出ようとした。自分達よりも先に前に立った武蔵むさしの総そう長ちようを越え、全てを守るように、前に出ようとした。しかし、

「く……！」

　大だい雷らい球きゆうが、速かった。
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　待たい機きを命じた繁しげ長ながは、斉藤の名を叫ばなかった。

　ただ、勝かつ手てに艦かんを飛び降りていった武蔵の総長の事を、

「馬鹿者ぉ──!!」

　丹に羽わの叩たたきつけた雷球が炸さく裂れつする。その光に、

　……くそ！

　単独で、行けば良かったか。それとも先さき程ほどの自じ陣じんの上陸を許可しておくべきだったか。

　しかし、自分の横。苦く笑しようしている英国イギリス王おう女じよがおり、武蔵の姫ひめがこちらの肩を叩いてくる。

　何事かと姫に振り向けば、彼女は英国王女の出してきた湯ゆ飲のみを手に、

「大だい丈じよう夫ぶです。馬鹿はそんな事では死にませんから」

「い、いや、でも、直ちよく撃げきで……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、よく学んでおきましょう。死なない、とは、死なせない、も含むのだと」

　言われた直後だ。繁長は、視し界かいの中に光を見た。丹羽が叩きつけた大雷球が、

　……え？

　破は裂れつしたのだ。それも、直撃を知らせるものではなく、

「破は壊かい……!?」
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　雷らい圧あつの塊かたまりが、砕くだけ散った。

　広がるのは熱風と火花。そして線のように伸びて裂さけた放電の力だ。

　全てが一度白く染まった跡あと地ち。その中心地には、二つの影が立っていた。

　それは、上から、一いつ直線に飛び込んできたもの。

　直上から、雷球を砕いて地面に激げき突とつし、しかし、平然と立ち上がったもの。

　一つは半はん竜りゆうで、もう一つは緑りよつ黒こくと朱しゆの機き動どう殻かくだった。

　半竜が言う。

「何だ。最近は雷撃が流行か？　楽でいいな、同じ装備と戦い方でいいから」

　そうね、と機動殻が女の声で頷うなずいた。

　彼女は、動きを止めた戦せん場じようにて、周囲を、そして上越露西亜スヴイエート・ルーシの繁しげ長なが艦かん隊たいを見て、口を開く。

「仙せん台だい伊だ達て教きよう導どう院いん、副ふく長ちよう、伊達・成なる実み。──総そう長ちようの命令により、武蔵むさしと合流、そして、総長の〝約束〟を、代理として果たしに来たわ」

　いい？

「奥おう州しゆうの〝約束〟は、今でも生きている。……その事を、誰だれも忘れてはいないわ」





●






　斉さい藤とうは、武蔵総長がこちらに振り向くのを見た。

「なあ爺じいさん、ちょっと上、一いつ緒しよに行こうぜ。今の何かよく解わかんねえ戦場、先進めねえといけねえんだろ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、しかしここは──」

「なあ、爺さん、ちょっと道つけてくれ」

「……何な故ぜだ？」

　斉藤は、問うていた。

「どうして、我々にそこまで荷か担たんする？」

「あ？　そりゃセージュン的には政治的とかナントカ的とかいろいろあるけどよ。俺おれの原動力として考えたら、一番解りやすいのは爺さんが死のうとしたり、あと、──景かげ勝かつな」

「景勝様が……、何を？」

「傷つけた女に、謝りに行こうってじゃねえか」

　馬鹿は笑った。

「俺も同じような事したんだ。景勝と一緒に頭下げに行ってやるよ。だから爺さん、手間だろうけど、アンタ先に言って、マルファってのに教えてやってくれ。呼び鈴りん押すだけでもいいと思うんだ。景勝が来るぞ、って」

　まあ、何だ。

「この戦場は、アンタ達にとって、そういうもんなんだろ？」
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「上に、行かせると思うのかい？」

　響ひびいた声は、丘上に至る登り道の前にあった。

　前まえ田だ・利とし家いえだ。彼は、棒ぼう金がね刀とうから銀貨を落としながら敵を見る。そして、

「現状、見てみようよ。──危き機きってヤツだよ？」

　敵は、上越露西亜の突とつ撃げき隊たいと、武蔵総長と三人の特とく務む。そして伊達家副長だ。

　伊達家副長については、武蔵の第二特務も含めて、

「丹に羽わ先せん輩ぱい、御お願ねがいします」

『しますー』

「……出来ますか？　って問うて欲しかったですけどねえ」

　吐と息いきで言う丹に羽わを、まあまあ、と利とし家いえは笑えみで制する。そして、

「こっちもこっちで頑がん張ばりますから」

　言葉と同時に、色が生はえた。

　白の色だ。丘の中ちゆう腹ふくのみならず、麓ふもとの方も、丘上も、道だけではなく、斜面の草くさ群むらからも波立つように白の骨格が生えた。

　まるで枯かれ木の密集のように、起きあがる霊れい骨こつが丘を埋めていく。更さらには、

「来たね」

　骨達の少ない丘上の道を、ゆっくりと下ってくる者達がいる。

　合ごう成せい死体の戦せん士し団だんだ。

「ノヴゴロド側は、少なくとも七なな尾お城じようの奪だつ還かんまで、上うえ杉すぎ側に心を赦ゆるす事がない。……家の呼び鈴りんを押せばすむ話じゃないんだよ、武蔵むさし総そう長ちよう」

「すげえツンデレってだけじゃねえか、別に」

　武蔵総長が言った。彼は笑みの顔で、

「昔にいろいろあって、本当は一いつ緒しよにいたいけど、納なつ得とく行かねえ部分は納得行かねえ。納得出来るように、うやむやにはしねえ。そういうことだろ。逃げてねえだけさ」

　そして彼は、丘上から降りてくる合成死体の戦士団を見上げた。

「──同じように、アンタ達も、納得したいんだろ。俺おれと似てる。

　アンタ達は、戦って、その結果で、全部の恨うらみを持っていっちまおうとしてるんだ。

　後の恨みも何もかも、自分達が全力で、ここでぶつけるから、以後は無しにしろよ、って」

　それは、

「奥おう州しゆうの黎れい明めいってやつの反省なんかな。──うやむやにしてたら、あんまよくねえって」
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「ほう……」

　夜をも煙らす霧きりの中。白い流れとたゆたいに沈む甲かん板ぱんの上で、長ちよう寿じゆ族ぞくの古こ老ろうである女は、息を吐いた。

　手元の表示枠サインフレーム。IZUMO経けい由ゆで送られてくる武蔵側の通つう神しんから、武蔵総長の声が聞こえる。

『しっかりやろうぜ。後のためにもよ』

「……全く、昨夜は引っかき回して礼を強要したかと思えば」

　藤ふじ原わら・泰やす衡ひら。その証しよう印いんがついた通神文メールを、彼女は各所に送っていく。

「武蔵の望む戦争とは、全力でぶつかり、全力で受ける……。それは、後の憂うれいを無くし、晴らすための、今の闘とう争そうですかなあ」
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　さて、とトーリは言った。

　戦せん場じようの中。敵ばかりの中心で、彼はまずはウルキアガと成なる実みに顔を向け、

「ウッキー、そのゴツイの着てる姐ねえちゃん、オメエの彼女？」

「彼女ではない。──嫁よめだ」

　えっ、という声を向けた成実に、トーリは口笛付きで一つ頷うなずいた。

「姐ちゃん、ウッキー、旧派カトリツクだから浮うわ気きも離り婚こんもねえけどよ。エロゲは許してやってくれ」

『比ひ較かく対象にしないのと、時間決めてるなら、別に構わないわ』

「うむ、いい理解であるな。どうだテンゾー、……嫁が不理解以前の知識量なので、満足に攻こう略りやくも出来ぬ貴き様さまの現状は」

「フ、自分、現状では一本一本を大事にプレイするようになったで御ご座ざるよ」

　そうか、と、男達三人は、三角形を作るように両手で握あく手しゆをした。額ひたいを合わせ、

「我らフライングするときはあっても攻略終了する時は一いつ緒しよ……！」

「先に終了してネタバレされると困りもので御座るしなあ」

　だよなー、とトーリも頷き、手を離す。そして、

「ウッキー、そんじゃそっちのは任すわ。で、ネイト、テンゾー」

「Ｊｕｄジヤツジ．、前に出ますのね？」

　おう、とトーリは言う。するとミトツダイラが、言葉通りに前に出た。

「我が王？」

「ん？」

「こういう闘とう争そうの場において、我が王の道行きの前に立っていいのは、私だけですの？」

「Ｊｕｄ．、俺の正面はオメエに守って貰もらわねえとな」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラが頷いた。彼女は鼻を軽く上に向け、ふふ、と微笑した。

「ようやく、ですわ」
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　ようやくですの、と、ミトツダイラは内ない心しんで言葉を作り直す。

　ようやく、戦場で王の前を行ける。先に行って、この道が正しいかを振り向いて問い、〝そうだそれでいい〟という言葉を聞けるようになる。

　自分が正しいと思って行き進む道を、振り返れば支し持じしてくれる人がいる。

　中ちゆう等とう部ぶ以降、いつかこういう状況が得られる事を期待していた。だが、三み河かわでは視線を同じくしても自分から前に出たとは言い難く、水み戸とに行くまでは自分の不足を改めて思い知らされるばかりで、

　……でも、それも全て、これからの幸いの前では霞かすみますわ。

　銀ぎん鎖さの給きゆう鎖さ装そう置ちは夏服用。排はい出しゆつ機き構こうだけのものなので、引き出し速度がやや遅いのが難ありだ。だが、引き戻しをさせずに出した分を利用するなら変化は無い。

　二本を、まず両腕に構えた直後。敵が動いた。だから、

「行きましょう、我が王」

　ミトツダイラは、王の前を歩き出した。

「道をつけますわ、貴方あなたの騎き士しが。そして支えるために──」

　ミトツダイラは、顔をあげた。

「先ほどから、音が聞こえてますわね？」

「音？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、〝約束〟を果たす高鳴りですわ」

　言ったと同時。正面に立っていた骨の戦せん士し団だんや、大型骨こう格かくが激げき音おんと共に叩たたき潰つぶされた。

　超ちよう重量物ぶつが、降ってきたのだ。

　数は六つ。白の破は砕さいと散る流りゆう体たい光こうの欠片かけらの中、直上の落下から姿し勢せいを起こすものがある。それは、濃い灰色の装そう甲こうを纏まとった武ぶ神しん。六機の、竜りゆうに似た姿すがたは、

「伊達だて家の武神が、加か勢せいに来た。そういう事ですわ……！」







[image: 第八十三章『離れ場の試練者』]
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　丘の中ちゆう腹ふくから下る坂の周辺、既すでに丹に羽わとの戦せん闘とうに入っていた成なる実みは、空から降ってきた加か勢せいを音で聞いた。

　伊達だて家の武ぶ神しん団だん。予備員を入れて主力十八機の内、三分の一までの数が来た。

　……外がい征せいとして、よく出したものだわ。

　伊達家を守るとか、伊達家のための戦闘ではない。上越露西亜スヴイエート・ルーシの援えん護ごに、主戦力の三分の一を割さいたのだ。

　昨日きのうの鬼おに切きりの一いち撃げきを受けなかった者や、青せい竜りゆうとの戦闘に出なかった者。またはそこで負ふ傷しようしても、尚なお動けた者の内、六人。現在の伊達家は、武神戦力による戦闘行為がまず出来ない状態だろう。しかし、

『副ふく長ちよう！』

　戦闘を開始した一人。自分が鬼おに庭にわに、機き動どう殻かく隊たいから武神隊へ推すい薦せんした少女の声が来る。

『総そう長ちようから、〝大だい丈じよう夫ぶだから行って来てくれ〟と、そう言われて来ました！』

『……政まさ宗むねが？』

　Ｊｕｄジヤツジ．！　と彼女が答えた。そして、

『副会長の承しよう認にんつきで、副長の武蔵むさし転出許可が出ています。正式に、副長は出しゆつ奔ぽんとなります。──おめでとう御ご座ざいます』

『一体何がめでたいのかしらね』

　苦く笑しようで言うと、丹羽の雷らい撃げきを砕くだいていた半はん竜りゆうが、フ、と笑ってこう告げた。

「何もかも幸福だと、何がめでたいのか解わからなくなるものだ」

　そうかもしれないわね、と、成実は告げた。そして、

『じゃあ』

　伊達家として、戦いを行うのは、これが当分の事となる。自分の仲間と、戦せん場じようで伊達の名を共にするのも、しばらくのお別れだ。故ゆえに成実は、

『政宗に言っておいてくれるかしら。……伊達・成実は、出奔の際も不ふ転てんであったと』

　言葉を作りながら、成実は前に出た。

　丹羽が作る雷撃の連打に、身を当てるように突っ走った。
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　丹羽は、敵の実力を悟さとった。

　副長という肩書きだけではない。不転百足むかでと呼ばれる機動殻を纏まとったこの相手は、

　……テンションが高いですね……！

　音と動きを司つかさどる丹羽には、よく解る。相手の躍やく動どうが、過か剰じようである一方、その強ごう引いんな動きをも汲くんで制せい御ぎよした状況にある、と。

　こういう時の敵は危険だ。こちらが想定したものより、一つどころか、二つか三つ上を超えてくる。そして、

「……雷らい空くう！」

　叫んで振った腕に応じるように、突っ込んでくる成なる実みの前に、青せい雷らいの縦じゆう列れつが立った。直進すれば五連続で雷らい撃げきを食らう事になる。

　だから左右のどちらかを回ると、丹に羽わはそう思い、しかし、

「──重ね打て!!」

　更さらに、正面に三さん連れん撃げきを重ねた。

　しかし、不ふ転てん百足むかでが、八はち連れん雷撃の下を、真っ正面から突っ走ってきた。

　降る稲いな妻ずまを恐れず、尻しりを上げ、顎あごを落とし、這はうような疾しつ走そうで百足むかでが突っ込んできた。頭上から降る青せい光こうの八発に対しては、

『……！』

　宙に百足が抜いた顎あご刀とうが、連れん射しやをもって降こう雷らいを砕くだいた。三さん節せつ標準の顎刀は宙に跳ね上げられて、避ひ雷らい針しんのように放電を八発受け、火ひ花ばなの飛沫しぶきを上げた。

　光の散さん華げが八連続し、その下を一いつ直線に百足が来た。

　来る、と丹羽が下がりながら思った瞬しゆん間かんだ。

　敵に対し、両りよう翼よくという言葉を、丹羽は不意に感じた。

　……これは──。

　左右だ。身を低く突とつ撃げきしてくる百足の左右から、翼つばさのようにこちらへ放たれたものがある。

　顎刀だ。

　それも、胸の高さで、分離された百足の腕が挟み嚙かむように振られている。

　数は二つに見え、しかしすぐに八つに見え、瞬しゆん時じに百を超えた。伊達だてが極きよく東とう外がい交こう艦かんを受け入れたとき、伊達・成実が川かわ井い城じようの上で見せた義ぎ体たいの展開術。その腕部を使用した、

「〝万ばん千せん道どう百ひやく〟……！」

　剣自体は五ご節せつが限界というリーチの中だ。だが、伊達の副長がその全てをこちらにぶち込んできた。だから丹羽も、

「……発はつ蒼そう!!」

　両の拳こぶしに宿らせた雷撃を、五ご指しを広げた展開で左右に叩たたきつけた。それも百ひやく対ついの義ぎ腕わんと刃やいばではなく、地面に対して、だ。

　大出力の雷撃力が、地面に反はん射しやして空へと跳ね上がる。その音と力は、左右から来る百対を打だ撃げきし、飲み込み、

『──！』

　丹羽の右肩に、雷らい獣じゆうが現出した。主人を守るように、長い尾を立てて咆ほう吼こうする。直後に起きたのは、更さらなる出力展開と、左右への光の爆ばく発はつだ。

　強化された雷らい撃げきが、確実に百ひやく対ついの顎あご剣けんを外へと吹き飛ばす。

　宙に、二百の刃やいばが放電を散らしながら飛んだ。だが、

　……まだまだ……！

　丹に羽わは、相手を見み逃のがしていなかった。何な故ぜなら、

　……今のが本命じゃない筈はずです！

　そして、舞による下がる動きを入れながら、丹羽は見た。

　左右に散らせた百対剣の向こうから、闇やみを抜いて追い打ちの対つい剣けんが来ている事を、だ。
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　丹羽は、敵の攻こう撃げきを見た。

　左右百対を打ち込んだ後で、そこに叩たたき込まれる更なる二に刀とう。

　一体、どれほどの戦せん闘とう意識なのか。

　丹羽の視覚が捉とらえる左右の顎剣。その表面には符ふが張ってある。旧派カトリツクの対たい霊れい術じゆつ式しき、重ね張りだ。標準のものならば位い階かいが違うためにこちらには効かないが、

　……審しん問もん官かん仕し様よう!!

　旧派にとってムラサイは歴史上の怨おん敵てきだ。その対霊術式となれば、

「た……！」

　丹羽は、雷撃を使用しなかった。拳こぶしに巻いた術じゆつ符ふを発動させた。

　防ぼう御ぎよに使用する風ふう術じゆつの紋もん章しようを、己おのれに宿らせた雷らい獣じゆうの流りゆう体たいで展開。左右から短く放った二発の打だ撃げきは、横よこ薙なぎに来る顎剣を真ま下したから正確に打ち抜いた。

　タイミングは合っていた。だから、双そうの顎剣は上に跳ねてぶつかり、

「そこ……！」

　頭上で刃がぶつかる火ひ花ばなの下。正面から来る百足むかでに、丹羽は右みぎ膝ひざをかち上げた。

　見れば、百足が両の腕に刃を抜いている。

　こちらの身体からだを、下から挟み切って両断するつもりだ。

　だから丹羽は、膝を上げ、踵かかとを百足の迫る顔面に向け、

「──こちらが本命でしょう!?」

　丹羽は、百足を踏まなかった。

　頭上でぶつかって堅けん音おんを立てた二つの顎剣。その柄つかを握って、頭上にクロスさせたのだ。

　直後。

　交こう叉さした刃に、正面上側からあるものが激げき突とつした。

　剣けん戟げきではない。雷撃だ。それも、自分が放つものと同じもの。

　自分が最初に放った筈はずの蒼そう雷らい八発。それが多重の打撃として、刃を撃うったのだ。

　何が起きたのかは確かめるまでもない。

　……最初に、百足むかでが雷らい空くうをガードした顎あご剣けん！

　八連れん雷らいを受けた刃やいばを、成なる実みは捨てていなかったのだ。彼女は、頭上に跳ね上げた刃に雷らい撃げきを宿らせた上で、射出した義ぎ腕わんで確保していた。更さらには、それをこちらにぶち込みつつ、

「百ひやく対ついの刃に宿った放電を、収しゆう束そくさせたんですね……！」

　散った一つ一つの雷らい光こうは、一ひと塊かたまりにした八つの雷らい剣けんに誘ゆう導どう。その上での義腕を用いた八斬撃げきだ。空中で八撃を摑つかんだ義腕が砕くだけ散りながら、しかし、確実に八雷撃が真上から降ってきた。

　こちらが放った雷撃が、自分に通じる筈はずもない。だが、同じ雷らい相そうであるという事は、雷撃による防ぼう御ぎよも効かず、刃やいば自体は抵てい抗こう無く通ると言う事だ。

　対たい霊れい術じゆつ式しきの含まれた刃が、こちらに抵抗無く通るとしたら、どうなるか。それは、先さき程ほどのような術式を通した打撃防御も通じず、ただ刃を食らうという事だ。

　敵はそれを狙ねらっていた。

　だから防いだ。腕に力を引き、頭上から降る八の剣を、クロスした刃で受け、

「……！」

　重量と勢いの一いつ瞬しゆんが来た。

　堪こらえれば勝ちに繫つながる。だが、重い。単に叩たたきつけてきた打撃ではなく、押し込むような動きで放たれていた。

　丹に羽わは思う。伊達だて・成実は、史実でも武勇に優れた者だったのだと。

「く……！」

　堪えられない。だから丹羽は一つの判はん断だんを下した。

　肩の関かん節せつを捻ひねり、己おのれで抜いたのだ。

　鈍い音がした。しかし、強固に受け止められた八雷撃は、いきなりこちらの抵抗が抜けたのを受け、乱れた。

　それぞれが力の方向を崩くずし、あるものは逸それ、あるものは激げき突とつし、

「……散りなさい！」

　散った。

　雷撃の刃八つが、クロスした刃の上でその力を爆ばく発はつさせた。

　砕ける。

　反動で広がるこちらの両腕は、肩が抜けているのでどうにもならない。

　だが、敵は眼前に見えていた。

　不ふ転てん百足むかで。顎あご剣けんを左右から引き抜くより、こちらの動きの方が速い。

　だから、丹に羽わは百足を踏んだ。鉄の頭部を踵かかとで打ち抜いた。

　そして丹羽が反動で跳ちよう躍やくし、宙で後方回転を入れる直下。百足が、顎から地面に穿うがたれ、

『──！』

　その上半身から、丹に羽わの足あし下もとを転がっていった。
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　……あれは──。

　ミトツダイラは、その戦いの推すい移いを視し界かいの隅すみに入れていた。

　伊達だて・成なる実み。水み戸と領りよう地ちではたびたび聞く事のある、伊達家の女副ふく長ちようだ。

　彼女が纏まとう機き動どう殻かく。不ふ転てん百足むかでが、今、P.A.Odaの丹羽によって地面へと打ちつけられた。

　しかし、

「不転ですわね。その百足は……！」

　ミトツダイラは見た。丹羽の正面に、二つの影があるのを、だ。

　一つは、丹羽の一撃を受けた不転百足だった。

　地面を深く抉えぐって止まった機動殻は、しかし刺さるように前を向いている。

　そして不転百足の後ろにある、もう一つの影。それは、

「……伊達・成実！」

　成実が、そこにいた。

　丹羽の踵落おとしを受けるより先に、頭部と胴どう体たいを義ぎ腕わんごとパージし、囮おとりにしたのだ。

　彼女は、無む傷きずだった。
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　宙にて、後方回転からの着ちやく地ちを行おうとしていた丹羽は、それを見た。

　踏み砕くだいた不転百足の向こうに、伊達・成実がいる事を、だ。

　成実は、身を起こしていた。

　両の義腕も無く、上半身から上が、赤い千ち切ぎれたドレスを纏まとった身だ。血のようにも見える色を着た彼女の、臍へそから下は、不転百足の下か半身部が覆おおっている。

　それは、何が起きたのかと言えば、

　……不転百足の着ちやく脱だつ……！

　不転百足の頭部と胴体を義腕ごとこちらに飛ばし、囮として踏ませたのだ。

　方法は、単純ではない。

　顎剣の攻撃で、こちらの視し界かいを上に引きつけた後で、下を来る突とつ撃げきに振り向かせた。

「そうやって、正面から意識をそらせた上で……」

　成実の後ろに、道が出来ている。

　不転百足の脚きやく部ぶを並べ、作った道。〝百ひやく道どう千せん万ばん〟と呼ばれる展開術じゆつだ。川かわ井い城じようの上で彼女が見せたのは、加か速そくにそれを用いるものだったが、今は違う。

　脚部は大地に杭くいのように打ち込まれ、

　……身体からだの急速停止を行ったのですね……！

　尻しりを上げた低い疾しつ走そう姿し勢せいを取ったのは、〝万ばん千せん道どう百ひやく〟を隠かくしながら、不ふ転てん百足むかでの前を開け、身体を逃がすためだろう。

　あとは義ぎ脚きやくと機き動どう殻かくの接合部を外し、急速停止すれば、不転百足の上半身は、前へ飛ぶ。

　こちらは、それを本体と思って踏みつけたのだ。

　今、自分は跳ちよう躍やくからの着ちやく地ち姿勢にある。身体は伸び切っている。

　そしてこちらの視線の先で、成なる実みが、両の腕を得た。空中から不転百足の両腕ごと射しゆ出しゆつした義ぎ腕わんは、すでに顎あご剣けんを抜いており、

「──政まさ宗むね。これが手た向むけよ」

　俊しゆん速そくの双そう撃げきが、左右からの斬ざん撃げきとなった。
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「丹に羽わ様！」

　聚じゆ楽らく第だいの甲かん板ぱん上。戦せん闘とうの流れを見ていた駒こま姫ひめは、声をあげていた。

　自分は最上もがみの出身。〝約束〟という言葉を思うならば、丹羽が討うたれるのは喜ぶべき事だ。秀ひで次つぐと自分がどうして霊れい体たいとなったか、という思いもある。

　だが、

　……丹羽様は、秀次様の事もよくして下さって……！

　故ゆえに叫んだ言葉の行く先、ノヴゴロドの草原上じようで、光が生まれた。

　青の光。流りゆう体たい光こうの色だが、光の生まれ方と広がりは、

「雷らい光こう……!?」

　爆ばく発はつした。風が生じ、音が裂さけ、圧あつの大気が聚楽第にまで届く。

　そして風に洗われた草くさ群むらの上には、人ひと影かげが一つ立っていた。その姿は、

「丹羽様……！」
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　成実は、敵を見た。

　P.A.Odaの五ご大だい頂ちようにして、六ろく天てん魔ま軍ぐんの第二位である、丹羽・長なが秀ひで。

　聖せい譜ふ記き述じゆつの史実と重ねるならば、自分達よりも前の世代の武ぶ将しようだ。こうして相まみえる事が出来るのは、

「行ぎよう幸こう、という事かしら」

　告げた言葉に、丹羽が顔を向けてきた。

「時代後おくれと、そう言うのだな」

　言って、彼女が己おのれの身体からだを見た。

　丹に羽わの右の腕が、脇から鎖さ骨こつ辺りまで深く裂さけている。今にも落ちそうな揺れ方をしているが、しかし、血はさほど流れず、千ち切ぎれもしない。左の腰も、大きく抉えぐれているが、同様だ。

　傷口の周辺に流りゆう体たい光こうが宿っている。縫ぬうように、糸状となった光が、傷口を繊せん維いとして結びつけており、

「……走狗マウスの力？」

「大自然の力だよ」

　植物だろう。蔦つたや蔓つるといった様よう相そうが、彼女の傷口を結びつけ、そして丹羽が笑った。千切れ欠かけた腕を曲げ、軽く空中に拳こぶしを放つ。

　彼女は、幾いくつかの表示枠インシヤ・コトブを展開しながら、

「どうせこの身体からだは、入れ物のようなものだ。知ってるか？　丹羽・長秀の死に様ざまを」

　それは、

「聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、胃の死病を患わずらっていた長秀は、羽は柴しばが天下取りの道を歩み、自分を超え、冷れい遇ぐうを始めた事を屈くつ辱じよくに思い、──割かつ腹ぷくし、その内ない臓ぞうを羽柴に送りつけるのだよ」

「再現が大変だと思うわね」

「──割り切りが必要なだけだ」

　丹羽が、笑えみで言う。

「自分の〝器〟を知る事も、自分が〝器〟でしかないと知る事も、共に愛いとしい。

　──伊達だて・成なる実み、貴き様さまは私に近い者だと、そう思っていたがな」

「それは……」

　丹羽が言っている意味は解わかる。自分とて、強さを求める経過で、失った己おのれの身体の一部を替えていったのだ。だからというように、丹羽は笑って、こう言った。

「気楽ではないか？　今、伊達家を抜けた自分が。──何しろ、これからお前は、己の器を入れ替える事が出来る。その思いは、気楽ではないか？　伊達家のしがらみ。政まさ宗むねの世話をせず、ただ自由になれた気楽を、今、感じていないか？」

　何な故ぜなら、と彼女は言った。

「その四し肢しの義ぎ体たい化。噂うわさは本当であろうか。──幼い頃、政宗が誤って召しよう還かんした青せい竜りゆうに、四肢を食われた、と。そんな伊達家けから出られて幸いだろう？」
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　……〝揺らし〟に御ご座ざる！

　先行するミトツダイラとトーリを追い、その背後を守っていた点てん蔵ぞうは思った。

　丹羽は、舞と音楽の使い手。つまりは、

　……演劇や舞台の担にない手にも御ご座ざろう！

　それが、今、成実を〝揺らし〟に来た。

　丹に羽わが言っている事は、戦せん闘とうとは無関係な事だ。それを告げるとなると、成実の意志を乱し、わずかな隙すきを作ろうという望みがあるのだ。

　意味のない言葉。しかし、突き刺さってくる言葉。そこに心を揺らされたら、

「危険で御ご座ざる!!」
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　そして、成なる実みが、口を開いた。告げられる言葉は、

「器、ね」

　ゆっくりと、台詞せりふが重なった。

「馬鹿な話だと思うわ。──器を入れ替えると、そう言ったのね？」

　成実は、宙に手を構えた。虚こ空くうから突き出てきた顎あご剣けんを摑つかみ、

「言わせて貰もらいたいわね」

　それは、

「私の器には、まだ何も満ちていないわ」

　だから、

「私は身軽でも気楽でもない。これから、伊達だてではないところに行く事で、本当に伊達の事を思うようになり、そして、用意されていなかったしがらみを得て、満ちていくの」
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　成実は思った。かつて、半はん竜りゆうが言った事を、だ。

　……飾りばかりの土地ではないか、と、ね。

　その言葉を信じるならば、

「外は飾ってあっても、器は空だったのよね」

　だから、飾りさえも、砕くだかれて無くなったならば、後には何が残るのか。

「伊達・成実。──器一つ、身一つ、さらけ出す事を恐れず、ただ行くわ」

　言葉と共に、成実は前に出た。双そうの顎剣を手首のスナップで振り、踏み込み、走った。

　対する丹羽が身構えるのが見え、しかし、

「羨うらやましい話だ」

　彼女が小さく笑った。そして彼女の身が、光を帯びた。

　大だい精せい霊れいを宿す事による流りゆう体たい化か。木々の精霊を身に〝入れた〟のだ。だが、

　……こちらの剣には、対たい霊れい加か護ごが施ほどこしてあるのよ……！

　打ち込みの速度と勢いは充分。

　しかし、成実は見た。それは、丹羽の右半身が吹き飛んだ光こう景けいだ。

　彼女の破は壊かいの正しよう体たいは、

「……流りゆう体たい砲ほう!?」

　南の空。控えていた聚じゆ楽らく第だいからの一いち撃げきが、丹に羽わを貫つらぬき、成なる実みに直ちよく撃げきしたのだ。
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　聚楽第の甲かん板ぱん上で、駒こま姫ひめは荒れた息を作っていた。

　指し揮きをしただけ、指し示じをしただけだというのに、

　……全く……！

　自分はどれほど甘いのだろうと、駒姫はそう思う。甲板に流体の涙を落としてそう思う。

　砲ほう撃げき命令を出したのは初めてだ。

　それも、数週間前、自分の自じ害がいに繫つながる指し示じをしたP.A.Odaの武ぶ将しようを守るためとは。

　どれほど甘い。母に迷めい惑わくを掛けたくないと思い、自害をし、しかし敵ともいえる陣じん営えいの中、優しくされたら簡単に靡なびく。だが、

「艦かん長ちよう代理！　──大だい丈じよう夫ぶですか!!」

　甲板にいた女子生徒や、男子生徒、誰だれも彼も、自分と共にこの二週間ほどを過ごしただけの者達だ。

　僅わずかな時間。最上もがみにいた期間を考えるならば、ほんの少しの時間の付き合いだ。

　それなのに、彼らは、今、自分を心配してくれている。

　眠ったまま動かない秀ひで次つぐを含み、彼らは自分達に気を遣つかってくれている。霊れい体たいの身では通過してしまうという事を忘れたのか、普通の毛布を持って走ってくる女子もいる。

　皆がこちらに見せている態度は、一つの意味を持つ。

　……いなくなっては駄だ目めだ、と。

「大丈夫ですか艦長代理!!」

　大丈夫。私は大丈夫。ただ、

「──自分が、定まっていなかっただけだから」

　駒姫は顔をあげた。涙を拭ぬぐい、持ってきて貰もらった毛布に手を掛けると、やっぱり貫かん通つうした。持ってきていた女子が、うわあ、と声をあげ、甲板上に笑えみが漏もれる。

　……うん。

　今いま更さら、駒姫は思った。もう、自分は最上と決別したのだと。先日の挨あい拶さつを最後として、自分はもう、P.A.Odaの人間となったのだと。

　だからだろうか。それとも、関係無しに、以前からだろうか。

　皆は私をこの聚楽第の艦かん長ちようとして扱い、気き遣づかってくれる。

　私の器は、P.A.Odaの水を汲くんだのだ。

　丹羽が支えてくれたからだ。こちらを縛しばらず、好きなようにさせてくれて、言わせてくれて、そして自分は、

「丹に羽わ様……！」

　戦せん場じよう、丘の上に、丹羽が立っていた。砕くだけた流りゆう体たいの半身は、ゆっくりと修復しつつある。そして、無事な丹羽の逆の腕は、こちらに対して掲げられていた。

　彼女の正面。流体砲ほうの一いち撃げきが穿うがった跡がある。

　そこに、伊達だて・成なる実みがいたはずだ。

　知らぬ仲ではない。むしろ、よく知っている方だ。成実は、伊達家との会合では常に同席していたし、小こ次じ郎ろうの事を相談する年上の存在として、言葉もよく交わした。誕生日や時じ候こうの贈り物も、お互いに贈り合う仲だった。

　全部、今の自分の器の外だ。

　今、自分に大事なもの。自分をかばって、大事にしてくれるもの。それが自分の味方だ。己おのれの陣じん営えいだ。それらを傷つけるならば、過去の知ち己きであっても、

「……敵です!!」

　叫んだ先に、伊達・成実がいた。

　無傷だった。

　何な故ぜ、と思うまでもない。彼女の前に、一つの影が立っているのだ。

　半はん竜りゆう。巨きよ大だいな対たい艦かん刀とうを、半はん壊かい状態で前に翳かざしているのは、

「武蔵むさしの第二特とく務む……！」
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　丹羽は、目の前に飛び込んで流体砲を砕いた半竜を見ていた。

　こちらのタイミングは万ばん全ぜんだった筈はずだ。戦せん闘とう再開前、幾いくつかの回復手順を表示枠インシヤ・コトブで指し示じしながら、駒こま姫ひめに言葉を送っていた。あとは成実を言葉で揺らし、砲の照しよう準じゆんする時間を稼かせいだ後で、成実を前に出させた。

　カウンターで流体砲をぶち込めば、避けられはしない。その筈だった。

　……まさか、流体砲を砕けるとは。

　幾いくら半竜でも、力だけで出来る事ではない。タイミングや、狙ねらい場所など、指し示じが必要となる筈だ。ならば、

「……貴方あなたか」

　遠い草くさ群むらの中、魔ま神じん族ぞくの数名に囲まれ、一人の老人が立っている。

　斉さい藤とうだ。彼はこちらを見て、眉まゆを立て、

「鍾しよう馗きの力、攻こう撃げきだけのものではないと知れ」

「よく憶おぼえておくとも。そして──」

　丹羽は、後ろへと大きく跳ちよう躍やくした。成実が身を起こし、半竜が身構えるが、

「残念。私の上じよう演えん時間は終わりだ。何しろ、──次の舞台が始まる」

　それは、と丹に羽わが言って、丘の下側に着ちやく地ちした瞬しゆん間かんだ。

　空が行った。そして、大地が動いた。

　P.A.Odaが、新しい動きを開始したのだ。
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　成なる実みは、空と大地に二つの流れを見た。

　来るのは、北西の空にて、予備艦かんも揃そろえた攻撃陣じん形けいを作った佐さ久く間ま艦かん隊たい。

　続いて動くのは、丘の南側、麓ふもとや中ちゆう腹ふくから、この東の戦せん場じように行進してくる巨きよ影えいだ。

　武ぶ神しんの列だった。だが、

「あれは……」

　成実が眉まゆをひそめ、呟つぶやく疑問に、遠ざかる丹羽が答えた。下がり、苦く笑しようしながら、彼女はこう言ったのだ。

「──森もり・長なが可よしの、〝人間無ぶ骨こつ〟だ！」







[image: 第八十四章『到着の追撃者』]
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　ミトツダイラは、丘上に至る道を切り開きながら、一つの動きを見た。

　前まえ田だ・利とし家いえだ。彼が、南の方から来るP.A.Odaの武ぶ神しんの列に振り向くと、

「さて、ここは任せるよ森君！」

「あ、こら！　逃げますの!?」

「戦せん術じゆつ的撤てつ退たいだよ！　おおっと、アピールしておかないとね！　──な、何ぃ！　ここで一時撤退のタイミングだと!?」

『だとー!?』

　何な故ぜかは解わからないが、しなを作ってジャンプ去りをする利家に異常を感じながら、ミトツダイラは皆の先頭で周囲を見渡した。

　現状、丘は中ちゆう腹ふくを中心に大部分を白はつ骨こつと合ごう成せい死体の戦せん士し団だんで埋められている。だが、

「ネイト、……俺おれ達の行く道、ケッコー空あいたっぽいな」

　伊だ達ての武神団のいる意味が大きい。

　主に、小型や大おお猿ざるが合成して生まれる大型骨こつ格かくに対して、彼らは的確だった。

　伊達の竜りゆう騎き士し団だん。聖せい譜ふ記き述じゆつでは騎き馬ば鉄てつ砲ぽう隊たいがそれにあたるものだ。

　彼らは敵が遠とお間まにいれば銃じゆうを使用し、中距離ならば槍やりを用いる。更さらに懐ふところに入られたら、刀を用いてそれに抵抗する。

　一方、利家が去っていった南側の荒野から、あるものが来た。

　後続の成なる実み達が見たP.A.Odaの武神だ。数にして十七。大おお勢ぜいと見えるが、伊達の武神団も練度が高い。更さらには、ミトツダイラの目から見ても、

　……P.A.Odaの武神隊は、動きが妙みようですのね。

　どことなく、脚あしを引きずっているようにも見えるし、腰で歩いているようにも見える。そしてこちらが丘上に登る坂道に至ったと同時。敵の武神団が、伊達側の長ちよう銃じゆう射しや程てい距離に入った。

　距離にして約二百メートル。

　術じゆつ式しき追つい尾びも入れて必ひつ中ちゆうの距離だ。たとえ防ぼう護ご術式などを構えていても、

　……それを撃うち抜けるという距離ですのね？

　思った瞬しゆん間かん。射しや撃げきが列を成して発はつ射しやされた。
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　伊達の武神団は、三機一組で攻撃を行った。敵十七体の内、左右から一体ずつ、三機の交こう叉さ射撃で打ち倒す。

　射しや列れつは術式火か薬やくの吹き上げを連れん射しやし、音が丘に反はん響きようして空に抜けた。

　彼らは中間距離に立ち上がる大型白骨を無視し、

『総員、敵武ぶ神しん団に集中しろ！』

　隊たい長ちよう機きが叫ぶ間に、敵武神団の両りよう翼よくを構える一機が砕くだけた。装そう甲こうが割れ、上半身が仰のけ反ぞって一歩を下がり、そのまま、

『────』

　打ち倒される。その間には、また一機が、そして続く一ひと息いきで、また一機が破は壊かいされた。

　おお、と声をあげたのは、武蔵むさし総そう長ちよう達を追い、カバーに入ろうとしていた魔ま神じん族ぞくの突とつ撃げき隊たいだ。彼らは西の空から北部の上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦かん隊たいに迫る佐さ久く間ま艦隊を気にしつつも、

「こちらは伊だ達てに任せて良さそうだな……!!」

　言っている間にも、P.A.Odaの武神団が飛ひ翔しようした弾だん丸がんに打だ撃げきされ、散っていく。銃じゆう撃げきの音が響ひびき、術じゆつ式しき火か薬やくの符ふが流りゆう体たいの光として散じた。音と光が地じ響ひびきのような震しん動どうを生み、魔神族でさえも聴ちよう覚かく素そ子しを手で押さえた。だが、不意に一人が、

「あれ……？　敵の武神の数が、おかしくねえか？」

　は？　と皆がそちらを見た。二百メートルの先。銃撃を受ける敵武神の数は、倒れたのも含めて、数えてみれば、

「十……、一？」

　おかしいぞ、と誰だれかが言った。十七体だった筈はずだ、と。それが何な故ぜか、

「六体、消えた!?」

　疑問が飛んだや否や、伊達の武神がいきなり動いた。

　後退したのだ。それも、背後の翼つばさを使用しての、強ごう引いんな後退機き動どうだった。
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　風が砕くだけ、巨きよ体たいが動いた。地上での飛翔移動は、大気の爆ばく発はつにも似た効果を生み、

『退たい避ひ……！』

　四機は無事だった。だが、残りの二機が、超重量の落下物によって大地に穿うがたれた。

　伊達の武神。重量級の存在の装甲を砕き、打ち倒したもの。それは上から降ってきた、

「P.A.Odaの武神、六機か！」

　馬鹿な！　と、魔神族の一人が叫ぶ。

「伊達の武神だって大跳ちよう躍やくには飛ひ翔しよう器き使うんだぞ！　それが何だ!?　今の……、織お田だの武神は、どこから跳んだ!?」

　距離にして、二百メートル。それを、

「飛翔器無しだと!?」

　疑問に、しかし彼らは継けい続ぞくを許さない。仕掛けがあったとしても、事実は消えないのだ。

　だから皆は身構える。そして、彼らの鋭い視線の先、敵てき群ぐんは立ち上がった。二機は叩たたき崩くずした武神の上を這はうようにして、回かい避ひされた四機は、大地に半なかば埋まった自分を引き上げて。

　P.A.Odaの武神は、皆、ゆらりと、うねるように立ち上がる。

　そこに、伊だ達ての武神が突とつ撃げきした。狙ねらったのは、二機を打だ撃げきした敵機だ。仲間の保護のためにも、上に乗っている敵の武神を排はい除じよせねばならない。

　槍やりを腰こし溜だめに突撃した彼らは、一いつ直線に突き刺し、しかし、

『……何だこいつら!!』

　言葉と共に、四機中、新たに二機が吹き飛ばされた。

　打撃だった。

　腹や胸に槍を半なかばまで突き刺されたP.A.Odaの武神が、それをものともせず、裏うら拳けん一発で伊達の武神を吹き飛ばしたのだ。

　その、強ごう力りきとも、豪ごう力りよくとも言える膂りよ力りよくの技術は、単純なものだった。

　P.A.Odaの武神は、四し肢しが野の太ぶとく、更さらには、

『何だ、今の感かん触しよくと、あのしなりは……』

　無事だった隊たい長ちよう機きと副ふく隊長機。そして、吹き飛ばされて復帰した一機が、身構える。

　彼らの視線の先。立ち上がる六機は、どれも身体からだに四つの文字を刻こく印いんしていた。

〝人間無ぶ骨こつ〟。それが、その武神の名であり、

『まさか……』

　伊達の隊長機が、この接せつ敵てきで生じている異い変へんの正しよう体たいを告げた。

　二百メートルを超える大跳ちよう躍やくや、槍の一いち撃げきを受けて動く事、そして重量級の武神を一発で吹っ飛ばす膂力は、

『骨こつ格かく無しの、──人工筋きん肉にく主体の武神か!!』
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「そういう事なんだなあ、これが。ちょっと制せい御ぎよ利いてないから危なくてね」

　佐さ久く間ま艦かん隊たいの旗き艦かん、最さい後こう尾びに位置する艦かん上じようで、佐久間は指し揮き関係を扱う表示枠インシヤ・コトブを操そう作さしながら、笑って告げた。

「森もりー、どうよ？　どうなのよ？　メジャーどころとの戦せん闘とう」

・モリー：『あ！　はい！　武神の中は気持ちよくて、ふとすると欲求のままになってしまいそうです！　でも僕ぼく、我が慢まんしますから！』

　触しよく手しゆ生物の森・長なが可よし。彼の全身は、その大部分が筋きん繊せん維いだ。だからというように、彼を保護した羽は柴しばが提案したのだ。機き動どう殻かくか武神に乗せたら、物もの凄すごい事になるんじゃないかと。

　……実際、骨格無しの武神を作るというアイデアに至るまで、苦労したよなあ。

　初めはお安く、利とし家いえのアイデアで機動殻を着せてみたのだが、筒つつ状じようの装そう甲こうが高速移動したり飛び跳ねても意味が解わからないし見た目危険と言う結果になったので却きやつ下かされた。特に、機動殻自体に傷つけられないよう、森専用インナースーツも開発されたのだが、成なり政まさがそれを見て、

「何だこのデカいゴム製品……。ああ、森もりのか。似に合あってんぞ」

　と要いらぬフォローをして森が心に傷を負ったので無しになった。

　結局は専用の武ぶ神しんに乗せてみたのだが、

「まだちょっと乗り慣れないかな？　どーだよその辺り」

・モリー：『いえいえ、単体だとしっかり動かせますよ！　大だい丈じよう夫ぶです！　ちゃんと右曲がりとか左曲がりとか上反ぞりとか万ばん全ぜんです！』

「何かいろいろ駄だ目めな気がするけどまあいいか。いいよな。──でも、単体か？」

　そうですねえ、と森が言う。

・モリー：『まだ、分離体の方は直接意志が届く訳わけじゃないので、不確かですね』

「触しよく手しゆいっぱいあっても、メインで動かせるのって、あんま無いのか？　無いのかー」

・モリー：『ですねえ。……暗黒邪じや神しん教きように囚とらえられていた頃ころは、薬のせいで行動が単純化してましたから全部の本数を動かせましたけど、今はやっぱり十二本くらいがフルでは限界のようです。もっと頑がん張ばって訓練しないと駄目ですね。──あ、でも、この戦せん場じようではしっかり現状で頑張ります！　羽は柴しば様のためにも!!』

　成なる程ほどなあ、と、佐さ久く間まは、砲ほう撃げきの音の向こうで、森の戦せん闘とう音を耳に拾う。

　森の戦闘は、基本的にその四し肢しを用いた格かく闘とうだ。膂りよ力りよくを利用した野の太ぶとい鞭むちのような一いち撃げきは、打だ撃げき力としてドラゴン級の輸ゆ送そう艦かんくらいなら動かす事が出来る。

　……だが、最大の特とく徴ちようは、その防ぼう御ぎよ力だよなあ。

　骨こつ格かくを持たず、筋きん繊せん維いを関かん節せつに該がい当とうする要所で束たばねているだけ。潤じゆん滑かつ系けいも何も、骨格に縛しばらずに一いつ括かつ化出来るため、あとは強度と再生力に全てを費やせた。

　単純な刃は物ものの攻こう撃げきは食らっても再生するし、打だ撃げきを受けても弾だん力りよくある筋繊維の塊かたまりだ。ゴムのように曲がって、打撃も何も通りはしない。逆に、

・モリー：『反動パンチ……！』

　受けた打撃を反動として、そっくりそのまま敵に返す事だってする。

　相あい対たいする方としては、厄やつ介かい以外の何者でもないだろう。

　敵は、未知のモンスターと出会ったようなものだ。それも、モンスター側は対たい武神戦闘の訓練を充分に積んでいて、

「──共通記き憶おくで、何体も同時に動く、か。羽柴の人材選球眼がんは、毎度どうかしてる」
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　森は、戦っていた。

　……頑張ろう!!

　今は夜。自分は武神の中にいる。

　それであっても、自分にとって、ここは充分な〝外〟だ。

　数年までは違った。記き憶おくすら定かではない昔、ずっと長い間、暗い、湿った、時とき折おりに煙に満ちたような、蒸むし暑い中に自分は閉じ込められていた。

　人はいたけど、話し相手ではなく、自分もそのような状態ではなくなっていた。肉と温かみと蠢うごめきと、ただ湿ったものを交換し合うような時間の過ごし方をして、しかし、

　……ある時、光を見たんだ。

　その時の記き憶おくは定かではない。やはり、湿ったままで、自分は疲れ切っていて、しかし、暗がりの中に、光が見えた。

　外光だった。

　生まれて初めて見る光は、白く、しかし、感覚素そ子しが慣れると、蒼あおの色だった。

　空だった。

　思い出すだけで、心が震える。ビキビキ来る。自分がそれまで何ど処こにいたかも解わかっていない生き方をしていて、言葉もろくに知らず、生き方すら考えた事がなかったのに、しかし、

「お目覚め、ですか……？」

　声が、空から聞こえた気がした。

　青い空。何処までも広がる全周囲の透すき通り。それが、高空に浮かぶ船の上からだと気付いたのは後の事だったが、声は確かに、こう言った。

「これが全部、貴方あなたのものです。……奪うばわれていた全部、お返しします」

　どういう意味かは解らない。だが、

　……うん。

　あの暗がりの中の、時間も何もないものと、延えん々えんと続く蠢きが、嫌きらいだったかと言えば、実のところ、よく解らない。あの生活でも、生きて行くには困らないし、自分の種族を思えば、無む理り強じいの部分はあったとしても、あれは良い生き方だったとも思うのだ。

　だけど、森もりはこう思う。あの暗がりの中で、僕に話しかけてくれた人はいない、と。

　自分の事を、この世界の一員として、どこにでも行けて、どこにでも戻れると、そう教えてくれた人はいない。

　……僕ぼくは、あの暗がりに戻ってもいいのだろう。だけど……。

　回復し、そして退出してもいいと言われた時、森は、決意を述べた。

『ぼ、僕、役に立ちます！　た、多分、役に立ちます!!　羽は柴しば様！　仲間にして下さい！』

「……え、ええと、な、何か特技は？」

『は、はい！　──インパクトの瞬しゆん間かんにヘッドが回ります！』

「おもしれえから超採用ー！　俺おれの決断だから皆とやかく言うんじゃねえぞ！」

　柴しば田たの決断に、ええ!?　と疑問する皆に対し、羽柴が、小さく手を挙げてこう言った。

「……インパクトの瞬しゆん間かんにヘッドが回る人がいたら、人材間に合ってるので、ええと、彼の採用を見送りましょう」

　出来る人が誰だれもいなかったので採用になった。

　よかった、と森もりは思う。あれからたびたび、空を見る。昼の空も、夕の空も、夜の空も森は好きだ。遠くまでずっと広がる透すき通りを感じていると、自分が綺き麗れいになった気がする。

　いつか人ひと並なみに恋をして、結婚して、家族が出来るかどうかは解わからないが、幸せになって、羽は柴しば達にその姿すがたを見せたいと思う。そして、かつて自分が過ごしていた暗く狭いあの場所の記き憶おくに、別れを告げようと、そう思う。だから、

　……頑がん張ばろう……。

　小さな言葉を思いながら、森は戦いの身を動かした。

　そして森は、声を投げた。伊だ達ての武ぶ神しんに打だ撃げきしながら、通つう神しんに対し、

『さ、佐さ久く間ま様！　空の方は任せます！』
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　防ぼう御ぎよ陣じん形けいで前進してくる佐久間艦かん隊たいに対し、景かげ勝かつは、上陸する斉さい藤とう艦隊を保護する事を選びながら、全体の迎げい撃げき指し揮きを執とっていた。

　表示枠サンクト・アクノーに映る全艦隊の陣じん容ようを確かく認にんし、景勝は小しよう艦隊レベルで位置を補ほ正せいしていく。

　そうして出来ていくのは、直なお江えの第一艦隊を西に伸ばし、繁しげ長ながの第四艦隊を東に置いた、一いつ直線の陣じん列れつだ。

　佐久間艦隊に対し、被ひ弾だん面積を最小限にする構えだが、

「……地上側では、丹に羽わが随ずい分ぶんと働いたものであるな」

　五ご大だい頂ちようと六ろく天てん魔ま軍ぐんの第二位。伊達・成なる実みに退しりぞけられたものの、彼女はノヴゴロドの東側を空に至るまで雷らい撃げきで制圧していたのだ。

　利家や合ごう成せい死体戦士団が展開するまでの時間を、こちらの艦隊すら届かせぬようにして凌しのぎ切ったと言える。

　現在、ノヴゴロド東側は、利家の霊体戦士団を中心とし、森・長なが可よしの武神団達に押さえられている。それは数を少なくしても、こちらの上陸を阻はばむには充分な量だ。更さらには、

『総そう長ちよう、こちら第四艦隊、本ほん庄じよう・繁長。──南部から敵次じ陣じんが低速で接近中！』

　柴しば田たの艦隊だ。まだ七なな尾お城じようの戦闘が継けい続ぞくしているため、彼は乗り込んでこられない。が、牽けん制せいとしては充分だ。

　だから景勝は言葉を送った。

「東部からの上陸は不可能。──当初予定通りだ。我が上越露西亜スヴイエート・ルーシはノヴゴロド北部からの上陸作戦を継けい続ぞくする。そのために……」

　景勝は指し揮きを放った。

「……全艦隊、ノヴゴロド基準で高度二百を急速降下。その後の機き動どうは各かく小艦隊ごとに指し示じを確かく認にんせよ」

　良いか？

「……これからの戦せん闘とうをもって、上越露西亜スヴイエート・ルーシは、自国と奥おう州しゆう、そして新しい時代を繫つなげる〝約束〟を、ここに提てい示じする」
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　一列になって下降し始めた上越露西亜艦かん隊たいを、佐さ久く間まは東へと押していた。

　上越露西亜側のノヴゴロド東や南への回り込みは、南から緩やかに侵しん攻こうする柴しば田た艦隊が牽けん制せいしている。しかし、上越露西亜艦隊は、北には逃げられない。ノヴゴロド北部の上陸位置を失い、上陸部隊や武蔵むさし総そう長ちよう達を見捨てる事になるからだ。

　……ならば下に逃げると言うのか！　その手で来たか!?

　防ぼう御ぎよ艦隊からの攻こう撃げきは、自艦隊の作る防ぼう護ご障しよう壁へきが邪じや魔まになる。正面撃うちならばまだしも、上下左右への角度がついた砲ほう撃げきは射しや角かくを狭くせざるを得ない。それが、射しや撃げき対たい象しよう自体が上下方向に移動するとなると、全体の射角確保に影えい響きようする。だが、

「無防備晒さらしてどうする!?　ええ!?」

　艦の上面は甲かん板ぱんがあり、艦かん橋きようなどの弱点部が存在する。上越露西亜側がそれを晒すのは、下降してこちらの艦かん底てい部ぶを狙ねらうと言う事だろう。航こう空くう艦の艦底には、仮か想そう海かいを出すために砲ほう台だいはつけられないのが基本だ。だから下降する事で、敵はこちらの砲撃を避け、自分達の打だ撃げきを行うことが出来るようになる。しかし、

「甘いんだよ！」

　佐久間は右腕を上げた。

「防御用の砲撃というものに、何があるか、見せてやるとも。ああ、見せるとも！

　──対たい下降船団用、追つい尾び砲撃用……意!!」
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　佐久間艦隊の各かく艦かんが、変形した。側そく面めん砲撃用の重連無む筒とう砲ほう群。それらが一度交こう互ご並びに外へ突き出し、

「敵位置入力……!!」

　佐久間の指揮に合わせるように、全てが旋せん回かいして空を向いた。直後に、

「射撃──!!」

　砲撃光が、佐久間艦隊の内、前線に出ている十二艦から生じた。

　光はしかし、正面方向に飛ばない。

　真ま上うえだ。

　全ての砲撃が、自軍の防護障壁を飛び越えるように、空へと飛んだ。

　佐久間艦隊の直上、八百メートルの位置まで、術じゆつ式しき砲ほう弾だんが曳えい光こう付つきで飛ぶ。先せん端たんに停まっていたガルーダ達は、高空に達すると、

『……！』

　一鳴きして、術じゆつ式しき砲ほう弾だんを蹴けりつけた。それも下へと、だ。

　急速に降下する光の束たばは、一いつ直線に上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦かん隊たいへと向かった。

　一いつ拍ぱくの後に、直ちよく撃げきする。

　降下速度はあまり乗っていない砲弾だ。だから弾だん丸がんの破は壊かい力りよくではなく、

「新開発の衝しよう撃げき波は弾！　殴なぐられ沈むといいよ！　いいともさ!!」

　佐さ久く間まの視線の先。下降していた上越露西亜艦隊が上面防ぼう御ぎよの障しよう壁へきを出す。だが、それでは足りない。

　曳えい光こうする砲弾は、真上で爆ばく発はつするだけではない。上越露西亜艦隊の隙すき間まを抜け、横や、下でも破は裂れつしたのだ。

「──最大の防御砲ほう撃げき！　腹に響くボディブローさ！」

　多重の爆ばく撃げきが、下降していた上越露西亜艦隊の前線から三分の一ほどを打だ撃げきする。

　連打した。

　甲かん板ぱんも、艦かん側そく部ぶも、艦かん底ていも。殴おう打だされて深く降下する艦もあれば、揺れて傾き、上から降りてくる僚りよう艦かんに激げき突とつしかかる艦もある。

　そして最後の爆ばく圧あつが抜けた直後。佐久間は叫んだ。

「第二撃げき、用……意！」
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　景かげ勝かつの第一艦隊は、衝撃波に揺れ、荒れた風の中を揉もまれていた。

　警けい報ほうが響ひびき、被ひ害がい状況の確かく認にんが各小艦隊から届いてくる。自分の乗る旗き艦かんも、衝撃に傾き、補ほ正せいしながらの降下を続けている状態だ。

　後部から火の手が上がった。衝撃に、側部出力器の一つが破は損そんしたのだ。

　だが、

「上出来である」

　真まっ直すぐに敵を見上げ、景勝は告げた。次の砲撃が来るという事を想定した上で、

「──各艦、砲ほう門もん正面に構えろ。そして上面に……」

　鳴り続ける警けい報ほう音を無視して、景勝は、敵を見み据すえた。指し示じを放つ。

「良いか。……防ぼう護ご障しよう壁へきではない。緩かん衝しよう術じゆつ式しきを展開しろ」
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　佐久間は、二発目の砲撃指示を行う直前に上越露西亜側の判はん断だんを見た。

　……緩衝術式!?

　緩かん衝しよう術じゆつ式しきは、大気の流れや圧あつを変えるものだ。防護障壁が一定面積への攻こう撃げきを弾はじくものならば、緩衝術式は艦かん体たいなどの全体を守り、受け流す効果がある。

　衝しよう撃げき波はの砲ほう弾だんに対する防ぼう御ぎよとしては、確かに緩衝術式は選択肢しとしてあり得る。だが、

「……？」

　佐さ久く間まは、戦せん場じようの視し界かいに、ふと、異い変へんを感じた。

　今までと、見えているものが違う。上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦かん隊たいが降下し、こちらの打だ撃げきによって煙などを吹いているが、

「武蔵むさしだ!!」

　上越露西亜艦隊の遙か後方に見えていた影が、消えている。

　武蔵がステルス航こう行こうに入ったのだ。

「航こう法ほう！　索さく敵てきは!?　風ふう紋もんの最終的な動きを見て、位置予測！」

『無む理りです！　──先ほどの衝撃波弾だんで、艦隊前方の気流が乱れています！　武蔵、完全に反応消失しています！』

　ならば、と佐久間は判断を下した。右手を振り上げ、

「──対下か降こう船団用、追つい尾び砲ほう撃げき用意！　敵位置入力……!!」

　狙ねらいはもはや上越露西亜艦隊ではない。撃うつべきは、下降した上越露西亜艦隊の上を通過し、こちらの上方を行く筈はずの、

「……直上無制限射しや程てい！　狙いは武蔵だ!!」
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　佐久間艦隊から、天上に向けて莫ばく大だい量の術式射しや撃げきが放たれた。

　涼しげにも聞こえる音を群として、真まっ直すぐに光の直線が空を抜く。

　直後に、空に色が見えた。

　白の色。ステルス障壁が解除される際に生まれる流りゆう体たいの雲や飛沫しぶきと言ったものだ。まるで空の一部を白くめくるようにして姿すがたを現すのは、

「武蔵か……!!」

　だが、武蔵は、佐久間艦隊の直上を通過していなかった。

　巨きよ大だい艦は、その先せん端たんを真ま下したに、佐久間艦隊に向けるようにして、倒とう立りつ状態で、

「──側そく転てんだと!?」

　まるで、空から武蔵の全ぜん艦かんが睨にらむような威い圧あつを送ってくる。だが、

「直上に防ぼう護ご障しよう壁へき展開!!」

　武蔵は、戦せん艦かんとして作られたものではない。有あり明あけから出た時点での武装、同クラスの安土あづち城じようと比べれば足りないものだ。ゆえに、この位置からでも致ち命めい打は無いと、佐久間は判はん断だんを下した。武蔵の狙ねらいは、

「こちらを側転で飛び越えての、上越露西亜スヴイエート・ルーシ側との挟きよう撃げきだ！　後部艦かん隊たいは艦隊後部側に防ぼう護ご障しよう壁へきと緩かん衝しよう術じゆつ式しきを展開！　上方の攻こう撃げきを凌しのいだら一気に東へ行く！」

　佐さ久く間まは叫んだ。

「武蔵むさしが西に落下したら、その余波による風を受けて東進！　上越露西亜を押し潰つぶしながら、散らした艦隊を盾たてに南へと回るぞ！」

　指し示じを終えた瞬しゆん間かんだった。

　不意に佐久間は、寒さむ気けを感じた。

　冷気とも言えるものが、空から降ってきたのだ。

　……え？

　顔を向けるのは間に合わない。だから、視し界かいの上うわ隅すみで感じた。

　武蔵が、消えている。
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　武蔵野むさしの艦かん橋きよう内、ウルキアガに運ばれて伊だ達てから到着していた鈴すずは、武蔵野達の出迎えもそぞろに、中央のシートに座った。息を乱したまま、彼女は、

「ど、どうするの!?」

・副会長：『ああ、これから武蔵の主しゆ砲ほうを出力低い状態で試し射しやする』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずく自分に伝わる知覚は、武蔵がステルス状態に入りながら、倒とう立りつしていく姿すがただ。

・副会長：『準備は終わってて、こちらで調整しながら発はつ射しやする。本式は葵あおいがいなければ駄だ目めだから、本当に軽い試射だと思ってくれ。艦かん長ちよう代理の役は、葵の代わりだ』

　と、正まさ純ずみから、言葉が送られてくる。音声化されて告げられるのは、号ごう令れいの言葉だ。

　だから鈴は、急ぎそれを口にした。〝武蔵野〟に肩を支えられながら、

「武蔵主砲〝兼かね定さだ〟、ショートバレル、〝小しよう兼定〟モード──」

　言った。

「発、射……！」
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　それは打だ撃げきではなかった。

　天から叩たたきつけられた、不ふ可か視しの塊かたまりだった。

　佐久間艦隊と、他、合流艦隊、計七十一艦。五キロ範はん囲いで広がる艦かん群ぐんの内、ノヴゴロド北西部に展開していた艦かん群ぐん四十三艦が、崩ほう落らくした。

　それは一いつ斉せいに、上からの打撃で押し潰つぶされ、軋きしみを生み、

『……！』

　上からの圧迫に、艦のフレームが反動した。潰した鞠まりが跳ね上がるように、下から跳ねたのだ。

　金属音の悲鳴が上がり、歪ゆがんだフレームから装そう甲こうが多重に剝はく離りした。

　散る装甲のぶつかり合いが火ひ花ばなを生み、音を震わせ、しかし、

『────』

　崩くずれる全てが、上から追いついた全域の威い力りよくによって、押し切られた。

　防ぼう護ご障しよう壁へきは役に立たなかった。

　空が高度を下げたように、上下の多重構造で組まれていた防御艦かん隊たいは、幾いくつかの艦が下の艦に激げき突とつし、更さらにはそれも、大面積の圧力に潰された。

　落とされる。

　その範囲は、直径にして四キロを超えた。

　ノヴゴロド北西の空、上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦隊に向かっていた数列と、一番後部の佐さ久く間ま旗き艦かんとその周辺。そして聚じゆ楽らく第だいと数艦を除き、まるで超巨きよ大だいな鉄てつ槌ついで打ち抜かれたかのように、全ての艦が空から外れ落ちた。

　そして、力の落ちた証しよう拠こが生まれた。

　空の高い位置から、落らく撃げきの大範囲を、白い霧きりが染めたのだ。まるで白の鉄槌にも似た、柱ちゆう状じようの霧が、ゆっくりと下に届き、落ちていく艦かん群ぐんに届いた瞬しゆん間かん。

　鉄槌が、爆ばく砕さいした。

　上から下に、水すい蒸じよう気き爆ばく発はつの輪を伴い、それを内側に曲げて歪めながら、空が破は裂れつする。

　それは残った艦を大きく揺らし、軽量艦を大気の渦うずに引き寄せた。

　警けい報ほうが今いま更さらに鳴り、空に警けい告こく灯とうの色が咲いた。

　同時に、地上側で、火か焰えんと光こう焰えんが咲き誇った。

　落ちていった艦が、乗員達を脱だつ出しゆつさせながら、爆発していくのだ。赤は焰ほのお、青白は流りゆう体たい光こう。二色の彩いろどりが、確かに夜空を下から照らす。

　その時にはもう、佐久間艦隊の残ざん存ぞんは、聚楽第も含めて十一艦になっていた。

　そして、空に残る事が出来た者達は、多くの艦かん影えいが消えてクリアになった空の向こう、西の夜の中に、一つの姿すがたを見た。

　武蔵むさしだ。

　側そく転てんから身を捻ひねり、艦かん底ていから水平の位置を戻した武蔵が、姿を現している。

　その艦かん首しゆは、東を向いていた。

　残りの佐久間艦隊を、上越露西亜と挟きよう撃げきするように、だ。
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　武蔵は、纏まとっていたステルス障しよう壁へきの最後の欠片かけらを、空に散らした。

　各部に流りゆう体たい出力の明めい脈みやくを入れた武蔵は、既すでに変形していた。

　重力航こう行こう状態から通常航行状態へ。仮か想そう海かいをまとった姿すがたは、ゆっくりと前へと傾きつつある。

　そして武蔵むさしは前進し、佐さ久く間ま艦かん隊たいに向かう。その動きが艦に完全に宿る直前という時間。わずかな間の中で、通つう神しんが武蔵全域と、周辺空域に向かって放たれた。

『市民の皆様、周辺の皆様、準バハムート級航こう空くう都市艦・武蔵が、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの鐘かねで夜九時をお知らせ致します。本艦は現在、上越露西亜スヴイエート・ルーシ南部回かい廊ろうを抜けてノヴゴロドへと到達。これより上越露西亜の御依頼によります商業的傭よう兵へい活動に従事しますので、御協力御お願ねがい致します。──以上』

　鐘が鳴った。九つ鳴った。全てを鳴らして、

『では、始めましょう。──以上』

　武蔵が、前に出た。







[image: 第八十五章『空の脱落者』]
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　佐さ久く間まは、自分の中の熱と冷え込みを、理解しようとしていた。

　警けい報ほうが響ひびき、艦かんが断続的な震しん動どうをする甲かん板ぱん上。佐久間は必死に、自分に理解出来ている事と、理解出来ていない事を判別しようとしていた。

　……何だ!?　何だ一体、今のは!?

　何が起きたのかは解わからない。だが、自艦かん隊たいが壊かい滅めつ的打だ撃げきを受け、武蔵むさしが西に回り込んでいるのは確かだ。

　結果は明確だが、その仕組みが解らない。ただ解るのは、

・モリー：『さ、佐久間様！　大だい丈じよう夫ぶですか!?』

　ああ、と佐久間は応じた。

「解ってるよ、解ってるさ、私は無事で、──戦せん闘とうは続行中だってな！」

　佐久間は気持ちを切り替えた。武蔵が上から何かを仕掛けて自艦隊は大きく削けずられた。

　だが生きている艦はいるし、戦闘は続いている。残ざん存ぞん艦隊は、指し揮き官かんの声を待っている。

　……ならば──。

　既すでに手元にあった表示枠インシヤ・コトブの殆ほとんどが、通つう神しん途と絶ぜつだ。だが、先に各かく艦かん情報の連動を仕込んでおいて正解だった。撃げき沈ちんされた艦のリンクを捨てると、生き残っている艦全てとの連動指し示じがとれるようになった。

　戦える。だから手元に彼らの指揮を確保し、佐久間は声を作った。

『我が艦隊、全艦に告ぐ！　よく聞け！』

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ側に展開していた艦隊は、前線が生き残っている。その前方には、聚じゆ楽らく第だいからの防ぼう護ご力支し援えんを受けた防護障しよう壁へきが分ぶ厚あつく展開している。だから、

『全残存艦、防護障壁を張ったまま東に全速前進をせよ！』

　上越露西亜艦隊の上を行く指示だ。降下した上越露西亜艦隊によって、下からの砲ほう撃げきを受ける筈はずだが、後ろから武蔵に追い掛けられて打だ撃げきされるよりマシだ。上越露西亜側の上を行く事で、武蔵の追走を防ぐ事も出来るだろう。

　問題は、聚楽第がまだノヴゴロドの西側にいることだ。東回りの軌き道どうで武蔵から逃げれば、上越露西亜艦隊の途と中ちゆうを越していく最さ中なかに、聚楽第からの防護加か圧あつは無くなる。

　……無む論ろん、そうなったら各艦の防護障壁頼りで、本来通りか。

　だが、艦を既すでに上越露西亜側を向けている前線艦隊を、西側に回かい頭とうさせる余よ裕ゆうはない。超重量の航こう空くう艦にとって、旋せん回かい運動は隙すきの塊かたまりだ。少々の被ひ弾だんを覚かく悟ごでも前に進んだ方がいい。

　だから、防護障壁を構えた前線艦隊を追うように自艦を出しながら、佐久間は告げた。

『行け……！』

　声を放った直後。動きが二つ、重なった。

　一つは防ぼう護ご障しよう壁へきを前に、前線艦かんが動き出した事。

　もう一つの動きは、

「……!?」

　前線艦かん隊たいの行き先から、強きよう烈れつな衝しよう突とつ音おんが生じた。

　彼らが構えていた分ぶ厚あつい防護障壁。そこに、東の空から飛来した大質量が激げき突とつしたのだ。

　武蔵むさしが随ずい伴はんする輸ゆ送そう艦かんだった。
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　駒こま姫ひめは、聚じゆ楽らく第だいの甲かん板ぱん上で、それを見ていた。

　佐さ久く間ま艦隊の前線艦隊。武蔵の、不明の一いち撃げきを生き延びた艦かん群ぐんに、東から来た武蔵所有の輸送艦が正面激突をしたのだ。

　だが、その激突は意味を持たなかった。残ざん存ぞん艦隊の正面には、自分が乗る聚楽第からの加か圧あつが掛けられた防護障壁が展開しているからだ。

　聚楽第も、先ほどの一撃で艦に相当のダメージを受けた。今、空域は乱れていて、僚りよう艦かんへの防護障壁への加か圧あつは、完全ではない。しかし、そうであっても、聚楽第の庇ひ護ごを得た防護障壁が輸送艦の直ちよく撃げきですぐ壊こわれるような事はない。

　……耐え切ります！

　そんな自じ負ふの証明として、展開していた防護障壁は震え、光を薄くしながらも凌しのぎ切った。

　そして、駒姫の目は見る。直ちよく撃げきの輸送艦が艦かん首しゆ側から砕くだけ、縮み砕けていくのを、だ。

　金属の歪ゆがむ音と、船せん殻かくが崩ほう壊かいしていく音が、一いつ瞬しゆんで立て続けに鳴っていく。

　輸送艦が、防護障壁に負けたのだ。

　防護障壁の勝ちだった。

　今、聚楽第から防護障壁に完全な出力加圧は出来ない。武蔵の攻こう撃げきと余波を凌ぐのに大半の一次出力を使用したからだ。しかし、今、輸送艦の激突から受けている歪みが戻れば、出力の繫つながっている隣りん接せつの障壁から流りゆう体たい燃料を分与され、元通りになる筈はずだ。

　だが、駒姫は、別のものも見ていた。

　防護障壁に激突し、身を縮めた輸送艦の甲板上。砕けた輸送艦の前ぜん縁えんぎりぎりの位置に、立っている人ひと影かげがあるのだ。

　一人の少年。作業ベストを着込んだ彼は、眼前となった防護障壁の前で両の拳こぶしを構えた。

　声が聞こえる。

「──三発殴なぐって、防護障壁を破は壊かいしろ」
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　佐久間の前線艦隊を守っていた防護障壁が、砕かれた。

　本来ならば砕くだかれる事のない障しよう壁へきは、輸ゆ送そう艦かんによる面の打だ撃げきの直後、それを吸収しようと歪ゆがんだところに、少年の点の打撃を穿うがたれ、

「……三発目だ」

　高速のコンビネーションからぶち込まれた最後の一発が、確かに光の大おお盾だてを破は砕さいした。

　一枚だけではない。聚じゆ楽らく第だいからの加か圧あつを得て、全ての防ぼう護ご障しよう壁へきの出力や管理が繫つながっていたため、一枚の破砕は全てに波は及きゆうした。それは、障壁全てを砕くものではなかったが、

「……!?」

　東から飛来した弾だん幕まくが、一いつ斉せいに防護障壁に激げき突とつした。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ側の艦かん隊たいからの砲ほう撃げきだ。

　先に降下した上越露西亜艦隊が、上昇して来ている。

　そして、管かん楽がくの重じゆう奏そうに似た音が鳴った。防護障壁が、一斉に砕かれた証明の音だ。

　佐久間の防ぼう御ぎよ艦隊が、その名を示す証あかしを散らした響ひびきだった。
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　佐久間艦隊が壊かい滅めつするという未来を、駒こま姫ひめは、ゆっくりと自覚した。

　佐久間の防御艦隊が、その防護障壁を砕かれただけではない。

　聚楽第を含め、今、残ざん存ぞん艦隊の正面に、

　……上越露西亜の艦隊が長大な列となって向き合ってる……。

　先に降下した上越露西亜の艦隊。それが、急速上昇を掛けてきたのだ。

　即そく座ざに出来る事ではない。

　上越露西亜側、指し揮き官かんの景かげ勝かつは、恐らく武蔵からどのような攻こう撃げきが放たれるのか、情報を得ていたに違いない。ゆえに高度を落とし、上空から来る武蔵の攻撃を、こちらの艦隊と防護障壁を盾たてにして避け、更さらには、

「……緩かん衝しよう術じゆつ式しきで、大気の乱れを受け止め、艦隊の姿し勢せいを保たもったんですね……」

　そうしながら、景勝は、上昇の準備をさせていた。

　乱れたこちらの艦隊を逃がさないために、だ。

　そして、聚楽第は動けなくなっていた。破は壊かいされた防護障壁の群から、フィードバックが来たからだ。それは聚楽第の全身を震わせ、出力系けいに逆流し、

「……！」

　宙に白の装そう甲こうが吹き飛んだ。出力系が火を噴ふき、聚楽第の後部から爆ばく発はつが生じる。

　そして、駒姫の視し界かいの中、上越露西亜艦隊が、動きを作り始めていた。それは、

「車くるま懸がかりの陣じん……！」

　アルマダの海かい戦せんで、初期にフェリペ・セグンドが行ったものだ。

　上越露西亜の斉さい藤とう・直なお江え艦隊が、前に出た。前進する動きを傾け、こちらの前で水平に巻く動きを取って、

「……！」

　無防備となった残ざん存ぞん艦かん隊たいに、鉄てつ弾だんの応おう酬しゆうが飛んだ。
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　破は壊かいが散る。その中で、一つの直線が存在した。

　佐さ久く間ま艦隊の旗き艦かん。佐久間の乗るクラーケン級だった。

　それは、残っている自艦かん群ぐんに向け、全速で空中を行った。

　行く先は、しかし残存艦隊と合流する東ではない。佐久間は進路をそらし、単独で南東へ向かっていく。それは、ノヴゴロドの上空を通過し、柴しば田た艦隊と合流する疾しつ走そうだ。

　残存艦隊を見捨てたと、そう見える航こう行こう。だが、

『佐久間様……！』

　残存艦隊からの通つう神しんが、旗艦に響ひびいた。

『無む理りです！　我々が引きつけますから──』

「少しはいいところ見せさせろよ！　いいじゃないか！」

　佐久間は、単艦で、東西に長く車くま懸がかりを作った上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦隊に砲ほう撃げきを開始した。

　防御障壁は展開しない。敢あえて無防備を晒さらし、佐久間はこう叫んだ。

「〝退ひき佐久間〟が身を晒すのに、上越露西亜の〝愛〟は応こたえないか!?　どうだ!?」

『その告こく白はく、本気と判はん断だんするよぉう！』

　直なお江えの声と共に、車輪の流れが、こちらを向いた。だから佐久間は叫んだ。

「忝かたじけない！　……砲ほう戦せん、用……意!!」

　直後、莫ばく大だい量の砲ほう弾だんが、実じつ弾だんのみならず、曳えい光こうの流りゆう体たい砲ほうも含めて、夜を抜いて来た。

　撃うたせなければならない。砲撃をこちらに向け、残存の僚りよう艦かんを逃のがす。そのためにも、無防備を晒し、相手が確実に自分を捕ほ捉そくしたと確かく認にんの上で、

「撃て……！」

　同じタイミングで、艦が激げき震しんした。直江艦隊に向けた左さ舷げん側の装そう甲こうが宙に飛び、破は片へんが大気を削けずった。しかし、佐久間は見た。残存艦隊が、回かい頭とうによる退たい避ひなどをせず、急速降下の撤てつ退たいを選んだのを、だ。

　良い判断だ。こちらは指し示じをしていなかったが、下には先ほどの武蔵むさしの攻こう撃げきで撃げき沈ちんされた艦かん群ぐんがある。その乗員達を拾うためにも、ここは単純な退避ではなく、降下だろう。

　いい部下を持った、と佐久間は思った。自分一艦が盾たてになる事で、沈んでいった艦群の乗員達を捕ほ虜りよにさせる事なく、確かく保ほ出来る。ならば、

「〝退き佐久間〟の名に恥はじる事無し……！　無いともさ!!」
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　駒こま姫ひめは、聚じゆ楽らく第だいを西南の空に退たい避ひさせながら、その光こう景けいを見ていた。

　佐さ久く間まの乗る旗き艦かんが、打だ撃げきを受け、右に傾きながら、ゆっくりと落ちていく。

　航こう空くう艦の知識がある駒姫から見て、復帰不能な傾きだった。

　だが、艦かん底ていを上越露西亜スヴイエート・ルーシ側に向けた旗艦。広い甲かん板ぱん上からは、退出の乗員達が飛び降り、去っていく姿すがたも見える。

　あの中に佐久間がいるかどうかは解わからない。ただ、

「あ……」

　旗艦が、甲板の下から火を吹き上げた。流りゆう体たいの光を纏まとった爆ばく炎えんは、艦を揺るがし、

　……落ちて……。

　爆ばく発はつの勢いで、直なお江え艦かん隊たい側に揺れた旗艦は、しかし届く筈はずもない。

　遠い距離を置いて、旗艦が落ちていく。後の空、夜に残るのは、上越露西亜の艦隊と、

「武蔵むさし……！」

　佐久間の旗艦が爆発し、夜の空を赤く照らした。

　その色と揺らぎに下から煽あおられながら、八艦構成の巨きよ大だい艦は、緩やかに上越露西亜艦隊の北側へと合流する。それは、ノヴゴロドの北半球側が、上越露西亜側にほぼ制圧されたという事であり、また、

「武蔵が、上越露西亜や奥おう州しゆうと組んだという事ですね……！」
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　まずい、と不ふ破わは思った。

　今、武蔵がノヴゴロドへと到着した。

　ならば同等速度を持つ安土あづち城じようも、こちらに向かっている筈だった。毛もう利り攻めを行う羽は柴しばへの補ほ給きゆう物資や人員を積み、その内の幾いくらかを自分達にも寄よ越こしていく。その筈だったのだ。

　しかし、柴しば田た艦隊から寄せられる広こう域いき流体反応情報には、安土城の動きがない。ただ、代わりというようにあるのは、奥州側から関かん東とうへ、そして上越露西亜の中央南部へと南なん下かしていく二つの艦隊だった。それは、

「……最上もがみが、上越露西亜南部の空域保護を。伊達だてが、安土城の牽けん制せいと有あり明あけの保護に、南下してきたって言うの!?」
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　晴れた空を行く三さん胴どう艦。山やま形がた城じようの艦かん橋きよう上では、一本の扇おうぎを手に、狐きつねが舞っていた。

　軽く宙を回り、風を揺らす身は、背後に続く警けい護ご艦隊を支えるように舞う。狐の傍かたわら、宙にやはり跳ねて弧こを描く鮭しやけの走狗マウスが、

『義よし光あき様、上じよう機き嫌げんですモン!?　このまま上越露西亜スヴイエート・ルーシ侵しん攻こうも有りですモン!?』

「それは焦あせり過ぎぞえ？」

　義光は、服に風を孕はらませるようにして、身を流し、

「今回の南進は、上越露西亜への攻こう撃げきの歴史再さい現げんを利用した、──上越露西亜南部国こつ境きようの保護よのう。それを行う事によって、関かん東とうからノヴゴロドへの航こう路ろを牽けん制せいする」

　つまり、

「安土あづち城じようや白しら鷺さぎがノヴゴロドに行こうとしたならば、その横よこ面づらを張り飛ばすのよのう。

　無む論ろん、その危険性が排はい除じよ出来たと判はん断だんが成れば……」

『ノヴゴロドの駒こま姫ひめ様に会いに行くモン！』

「鮭しやけ延のべがいると楽でいいのう」

　さあ、と踊りながら、義光は表示枠サインフレームを広げた。その直後に、

・義　　：『風が来た。行くとする』

　表示枠に横から一言が飛び込み、中央甲かん板ぱんから空へと飛ひ翔しようした影があった。

　青の武ぶ神しん。里さと見み生徒会長の〝義ぎ〟だ。それは肩けん上じように大きな風ふ呂ろ敷しき包みを背負った従じゆう士しを乗せており、

・貧従士：『余よ裕ゆうがありましたらノヴゴロドで!!』

　風を打つ大だい音おんを重ね、〝義〟が行く。それを見届けた後で、義光は東の空に視線を向けた。遠く、そちらに見えるのは、白い平面。有あり明あけの形状と、

「伊達だての……、ようやく自由を得て動いたかのう」
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　政まさ宗むねは、低空を航こう行こうする伊達家旗き艦かん、青あお葉ば城じようの甲かん板ぱん上で、風を受けていた。

　青葉城に低高度を行かせるのには理由がある。青塗りにされた伊達家の艦かん隊たいは夜の星灯あかりなどに照らされたところで影にしか見えない事もだが、

「もし、敵が有明に攻撃を仕掛けるとしたら、高空にいる有明に対し、艦を上げるか、砲ほうを上げねばならん。こちらは、そんな敵の下にいれば、自由に撃うてる。

　そしてもし、敵がノヴゴロドに行こうとするならば──」

・景綱君：『西側で最上もがみが突っかけるから、足止め食らった敵の後ろから襲おそえばいい。そういう事だね！　やったね政ちゃん！　卑ひ怯きよう極まりないよ！』

「軍ぐん議ぎは片かた倉くらに習ったからなあ」

・景綱君：『おっと！　初めて言葉のキャッチボール出来ましたね政宗君！　えらい！　でも卑怯って事一切否定しないのは何でですか!?　まるで僕が卑怯みたいじゃないですか！　先日も鬼おに庭にわさんが些さ細さいな事で僕を始し末まつしようとした時、僕は正せい々せい堂々と鬼庭さんの飼い猫ねこを人ひと質じちにとって難を逃のがれたくらいですよ!?　やべえ卑ひ怯きようだ！　頭下げる事だって嫌きらいじゃないぜ！　ほうら背面土ど下げ座ざですよーう。政まさ宗むね君見てますかあ──？　んぅ？』

　政宗は表示枠サインフレームを無言で消した。

　さて、と政宗は腰にしていた大だい刀とうを前に立て、背せ筋すじを伸ばす。

　左の空には、巨きよ大だいな白の平面がある。有あり明あけだ。武蔵むさしを射しや出しゆつした、その余よ波はと緩かん衝しようを消すために、今、各部から補修の煙が上がり、金属音が幾いくつも上がっている。

　そして正面の空、ずっと向こうには、

　……安土あづち城じようか。

　表示枠が正面に展開した。光学による拡大表ひよう示じで、江え戸ど湾わんの空に浮かぶ巨大艦かんの姿すがたを見せている。搭とう乗じよう員いん用の小しよう都市を背負った艦かん影えいは、今、出しゆつ港こう準備を終えた姿だ。シルエットは貨物を搭とう載さいしたことによって上面に平たい部分が生まれており、しかし、

「青あお葉ば艦かん隊たい。──安土城のノヴゴロド最短航こう路ろに、艦かん首しゆを向けたまま駐ちゆう空くう待たい機き」

　政宗は待機指し示じを出して、一ひと息いきを入れた。

　風が冷たい。

　夜の空気だから、という訳わけではない。

　青せい竜りゆうの保護下から、外れたからだ。

　青の武ぶ神しんは、もはや、常に自分を守らない。現在は流りゆう体たいの空間の中で破は損そん修復中だろう。それが終われば召しよう還かん可能だろうが、今は呼んでも出てくるものではない。

　現在、自分は、何ものにも守られていない、そんな貴き重ちような時間を得ているのだ。

　……澄すんでいる、と言うべきか。

　どことなく、空くう虚きよな感があるが、これを寂さびしさと言うのだろうか。

　解わからない。ただ、政宗は、

「小こ次じ郎ろう」

・景綱君：『はァい！　小次郎と小こ十じゆう郎ろうの紛まぎらわしい方でえす！』

「パスで」

　表示枠を消し、政宗は両の肩を軽く回した。背後に絡むものでもあるように。それらを軽く振り落とすかの如ごとき動きで、ゆっくりと身を震わせ、

「……小次郎」

　ただ冷たい。澄んだ空を、政宗は見上げた。

「お前が、奥おう州しゆうを動かしたと、そう言っていいのだぞ」
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「だったら次は俺おれ達の出番、って訳わけだ」

　ノヴゴロドの東の空、控えていた柴しば田た艦かん隊たいの旗き艦かん。甲かん板ぱんの先せん端たんに立つ巨きよ軀くの影、柴田は、腕を組んでこう言った。

「おい、不ふ破わ、羽は柴しばに言ってやってくれ。──七なな尾お城じよう、もう終わりにしようぜ、って」

　え？　と彼の背後で疑問を返す不破に、柴しば田たは振り返った。

　そして彼は、目を弓にして、口も緩やかな三み日か月づきにして、言葉を生む。

「しょうがねえだろう。──戦争、してやんねえとな」

　へへ、と柴田は、微笑した。

「──利とし家いえに壁作らせて森もりと一いつ緒しよに東側を確保。ノヴゴロドを武蔵むさしの変な攻こう撃げきへの盾たてにして、南部と西部、東部の押さえ込めてる地域から上陸させろ。

　これからは地上戦。ノヴゴロドの制圧戦だ。この島を奪うばえば、どっちにしろ上越露西亜スヴイエート・ルーシの西側を押さえられるんだ。それに──」

　それに、

「羽柴言っていたよな。このノヴゴロドの地下に、武蔵勢に見せちゃいけねえものがあって、阿蘭陀オランダの総そう長ちようオラニエってのが、そこに向かったと。

　──羽柴の御お願ねがいだ。ノヴゴロド制圧して、オラニエ吊つるして、ああ、そうだ、あと……」

　満まん面めんの笑えみに、引きつる不破を無視して、柴田が言った。

「武蔵勢、叩たたき潰つぶそうじゃないか。なあ、不破君」
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　上越露西亜とP.A.Odaの戦せん闘とうに対し、正式に聖せい連れんから〝七尾城の戦いの終了〟が告げられたのは、柴田艦隊がノヴゴロド東部から南部に掛けて接岸を終えた後だった。

　以後の戦いは、〝手て取どり川がわの戦い〟の再現という指し示じが、聖連代表として教きよう皇こう総そう長ちようインノケンティウス十世から為なされていたが、それによって、戦せん場じようの意味が大きく変わることになる。

　それまで前まえ田だ・利家の白はつ骨こつ戦せん士し団だんと協きよう働どうしていた合ごう成せい死体戦士団が、白骨の破は壊かいを始め、白骨の側も、門の閉じたノヴゴロド市街外がい壁へきへと殺さつ到とうを開始したのだ。

　敵と味み方かたが入れ替わる一方で、上越露西亜の突とつ撃げき隊たいと合流したトーリ達は、丘上への道を行き始めたが、長い道上を、更さらには、

「……P.A.Oda側からは砲ほう撃げきがあるので御ご座ざるか！」

　白骨の戦士団を砕くだき、上位転化させるため、各地への砲撃が躊躇ためらい無く行われた。上越露西亜側は再上陸からの前線確かく保ほにしか砲撃援えん護ごが出来ないのに対し、丘を越えた砲撃をも行ってくるP.A.Oda側の侵しん攻こう速度は速く、トーリ達は丘を東北側に迂う回かいし、自分達をP.A.Oda側に晒さらさぬようにする一方、その速度を低下せざるを得なくなっていた。そして、

「さあて」

　柴田艦隊が乗り込んできてから十二分後。

　柴しば田た・勝かつ家いえが南東側の平原に足をつく頃ころには、丘上のノヴゴロド市街と市し庁ちよう舎しやは、その市街の周囲に死し体たい戦せん士し団だんを守らせているものの、既すでに白はつ骨こつの戦士団に周囲を包ほう囲いされ、防ぼう護ご障しよう壁へきを頼りに、波は状じよう攻こう撃げきを受けつつあった。

　P.A.Oda主力。柴田の本隊は、マクデブルクの時と同様、目的地への速すみやかな、しかも強力な打だ撃げきを連続していく。その破は壊かいが響ひびきとなるに重ね、合ごう成せい死体の戦士団は数を減らし、ノヴゴロド市街を囲む防護障壁が鈍く光った。

　今や戦せん場じようは、二つに分かれていた。

　一つは、東側にて、上越露西亜スヴイエート・ルーシの侵しん攻こうを防ぐ森もりの武ぶ神しんを中心とした迎げい撃げき部隊の戦場。

　もう一つは、ノヴゴロドの丘上を包囲し、市街の防護障壁を崩くずそうとする戦場。

　上越露西亜は前者を攻こう略りやくしようとし、しかしP.A.Odaは、それを盾たてに、後者の戦場を攻略しようとしていた。

　ノヴゴロドの陥かん落らくは、時間の問題という状況になっていたのである。





●






「全く、貴方あなたも行ったり来たりで大変なものねえ。いいもの食べてよく寝ておかないと駄だ目めですよ？　瘦やせ気ぎ味みなんだから」

　と、掠かすれた老女の声が、赤い部屋に生まれた。

　K.P.A.Italia、現教皇総長パパ・スコウラインノケンティウス十世である、オリンピアの部屋だ。部屋の中、本や玩具おもちや、衣い装しようや模も型けいや楽器が山と積まれ、その堆たい積せき自体が床のようになっている中、用意された赤塗りのテーブルセットには、一人の男がついている。

　現神しん聖せいローマ皇こう帝ていマティアスだ。夏服の彼は、エプロン姿すがたで、テーブルに載のせた鍋なべの蓋ふたを開けながら、

「傀かい儡らいだからね。行ったり来たりも観光のついでに手紙や連れん絡らくを行っているようなものだよ。今も時間を余らせて教きよう皇こう様の御ご機き嫌げん取りと趣しゆ味みの兼かね合いだ」

「あらあらさっきからいい匂におい。何かしら？」

「──乾かん燥そう牛肉の赤ワインとトマト煮だね。赤の好きな教皇様にはこれだろうと、私の独断と言ったところなんだけど、……さて、どうだろう」

　テーブルクロスを一度伸ばした上で、鍋なべ蓋ぶたを外す。と、オリンピアがベッドの縁へりで、

「濃い匂いねえ。でも貴方、これ、仏蘭西フランス系けいの御料理じゃなくて？」

「羽は柴しば君が、そろそろ毛もう利り攻めを開始しようと言うからね。御ご当とう地ち料理のようなものを最近は研究して、試して貰もらっているんだ」

「あらあら、私、二に号ごうさんかしら」

「羽柴君は独ひとり身主義のようだけどなあ……。彼女、P.A.Odaの御お館やかた様に縛しばられてるようなところがあるからね。自分に関する人間は、なるべく少なく生きていたいと、そんな風ふうにも見えるんだ。傀かい儡らいじゃないと、いろいろ大変だと思うよ」

　と、マティアスが器に煮に込こみの内容を移す。艶つやのある煮に汁じるを見て、オリンピアが眉まゆを上げた。彼女は、ベッド縁ふちから立ち上がり、

「小こ麦むぎ粉こを入れたりしないのねえ。王おう宮きゆう風ふう」

「傀儡でも見み栄えを張りたいものだからね」

「だったら料理人を大おお勢ぜい雇やとって贅ぜい沢たくすればいいのに」

「それが贅沢？」

　マティアスは、小さく笑った。

「言えば思った通りの料理が出てくるなんて、子供時代の実家で飽き飽きだったよ。何しろ、自分の好きな料理、自分の口に合うものしか出てこない。それを確かに贅沢だと思っていたから、兄が早くから一人籠こもって生活し始めたのが理解出来なかったけどね」

「あらあら、今、反はん抗こう期き？」

「食べてみれば解わかるよ」

　と、マティアスは器とスプーンをオリンピアに差し出した。

　老女はそれを受け取り、挨あい拶さつも礼も無く、一口を含む。ややあってから、

「辛からいわねえ……！」

「どうだい、贅沢だろう」

　マティアスは笑った。

「自分で食べてみたいと思える料理を探したり、見つけて、自分で最高だと思える素材を探して搔かき集め、最高だと思える調理具を探して搔き集め、そして自分の判はん断だんで調理して、出来はそこそこもしくは失敗、だ。──どうだい。私は昔と違い、思った通りの味を、ずっと理想に出来ている。誰だれかから与えられた現実にはしていない。どう頑がん張ばっても、一流の料理人が作るものには敵かなわないだろうけど、僕ぼくはずっと、理想の味を追っていける。

　追い続けるものがある。幾いくつもある。更さらには僕は、それに執しゆう着ちやくしなくて良い。別のものを求めても、料理自体を放置してもいいんだ。これは贅沢だろう。

　何もかもが手に入って、そこで終わりになったり、縛しばられたりしない」

　うん。

「一流の人達の足あし元もとにも及ばないところで真ま似ね事ごとをしながら、上を見ていられる。

　それが傀儡の贅沢だ。素晴らしいよね」

「へえええ」

　オリンピアが、口くちの端はを笑えみにして肩をすくめた。

「貴方あなた、夢を見る人なのね。そして、見るだけなのね」

「君も贅沢な人なんだろう、オリンピア君」

　さあ、とマティアスは、テーブルの下から籠かごに入ったパンの山を出す。そしてオリンピアに渡した器をそのまま引き寄せ、上から肉にクリームを細く波描くように垂らす。

「これで口に合うようにはなるんじゃないかな。ただ、反則っぽいけど。まあこういうのを繰り返したり、技として持っていって、段々理想に近づいていくのも面白い」

　さて、とマティアスは、器を渡し直し、手元に表示枠カデナフイルマを開いた。

「オリンピア君、君と私は傀かい儡らいだけど、私が伝達して、君が許可したことが、今、また歴史を作ろうとしている」

「私達は、図らずも歴史の許可者ということねえ」

「否定権限がないけどね」

「あら、否定したら歴史が動かないじゃない」

　笑うオリンピアに、マティアスは一度表情を止めた。しかし彼は、すぐに笑えみを生むと、

「君は私以上に傀儡向きだね。素晴らしい！」

「じゃあ教えて欲しいわね。羽は柴しばも向こうの後方援えん護ごに出ているから、三みつ成なりちゃん達の解説役がいなくてね。──今、現場はどのあたりが面白いのかしら」

　そうだねえ、とマティアスは言って、表示枠に映るノヴゴロドの概がい要よう図ずを指さした。それは東部側、丘上に至る中ちゆう腹ふくの、

「ここで、森もり君という、変わった人が頑がん張ばっているようだね」







[image: 第八十六章『足場の確認者達』]
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　森もりは、戦せん闘とうを行っていた。

　……頑がん張ばらないと……！

　頑張らなければならない。今、ノヴゴロドの下の方では、佐さ久く間まが囮おとりとなる事で残ざん存ぞん出来た艦かん隊たいが、落下した彼女の捜そう索さくを行っている。

　佐久間が、ノヴゴロドの制圧をここまで果たしたのだと、森はそう思っている。だから彼女が生せい還かんした時、それ以上の状態にしておかねばならない。

　だから森は動き、分化した自分の宿る武ぶ神しんと共に戦闘した。

　段々と、戦せん場じようでの戦い方は解わかってきている。大事なのは、隙すきを作らない事だ。だから、動きをコンパクトにして、

『そう、コンパクトに突く！　小こ刻きざみに突く！　振り回したりしない！　コレですね！』

「ははは森君、君が言うと説得力があるね。普段から振り回しちゃ駄だ目めだよ」

　利とし家いえも、一時期は様よう子すを見ていたが、今はまた丘上に至る坂に戻ってきている。

　今、自分達の敵は、

「意い外がいと伊達だてが頑張るね」

『よ、四機は破は壊かいしましたけど、二機が、遠距離戦のみに切り替えました』

　今、彼らは、局地戦用の移動砲ほう台だいとして、北から来る突とつ撃げき隊たいの補ほ充じゆうを巻き込まぬように射しや撃げきを行っている。自分は倒されないが、大型骨こつ格かくは砕くだかれるのが問題だ。だが、自分が彼らを追えば、この地域の守りが薄くなる。

　利家は、大型骨こつ格かくについては気にするなと言ってくれる。砕かれたところで、死ではないのだと。だから、自分は、伊達の武神が撃うつ弾だん丸がんを避けられる距離を保ち、

『ど、どうです利家様！　僕ぼく避けてます！　避けてますよ僕！』

「くねくねすごいねえ」

『くねくねー！』

　……まつ様にも大ウケ……！

　森は嬉うれしくて、自分達皆で揃そろってくねくねした。伊達の武神や、上越露西亜スヴイエート・ルーシの術じゆつ式しき隊たいが弾丸や術式弾だんを連れん射しやしてくるが当たるものではない。

　だが、避けているだけで価か値ちがある。敵弾を消しよう費ひさせているという事もだが、武神相手に無敵の自分がここにいる限り、伊達の武神達は前に出られないし、彼らの援護を得られない上越露西亜の戦せん士し団だんも、やはり前に出る事は出来ない。

　隙を見て利家の大型骨格や、大おお猿ざる達が前に出る。そうする事で、敵の前線を疲ひ弊へいさせ、押し返したりもする。

『こ、こういうの、戦せん術じゆつ的てきに何て言うんでしたっけ！　痴ち態たい行動!?』

「遅ち滞たい行動」

『──はっ。あ、あの、利とし家いえ様！　ぼ、僕ぼく、いやらしい男じゃないですよ！　誤ご解かいしないで下さいね!?　い、今のは音おんが同じであっただけですから！』

『まかせとけー』

　まつ様はお優しい……！　と、そんな事を思いながら、森もりは戦う。

　気を付けねばならない。何故なぜなら、敵から離れ過ぎると艦砲射撃が来るからだ。

　今もそうだ。左手側に大だい規き模ぼな着ちやく弾だんがあり、骨が幾いく体たい分も飛び散った。

　危ない、と右にステップ回かい避ひで森は思った。当たったら危険じゃないですか、と。

　その時だった。

「森君！　そっちじゃない！」

『……え？』

　今の着弾に、何か意味があったのだろうか。

　森が、急ぎ振り向いた先。着弾によって地面が粉ふん塵じんとして巻き上がり、夜の中を煙らせている向こう。そこに、

　……朱しゆの色!?

　女性型の武ぶ神しん。それは、

「武蔵むさしの……！」
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　敵の狙ねらいを、森は悟さとった。パターン化されたような砲ほう撃げきに、射しや出しゆつした武神の着ちやく地ちを重ね、こちらの隙すきを突きにきたのだ。

　気付かれぬ不ふ意い打うちならば、自分の軟なん体たい性せいが、少なくとも能動的には発はつ揮きされない。そこを狙ったのだろう、と森は敵の考えを推すい測そくする。

　だが、こちらには利家がいて、彼の言葉が自分を救った。

　……僕は一人じゃない！

　そう思いながら、森は敵に半はん身みで振り返る。

　叩たたきつけるのは、左の腕。充分な旋せん回かいを入れたコークスクリューブローと、それを相手の腕に絡め、投げ飛ばす技だ。

　今まで、伊達の武神達をこれで地面に叩きつけてきた。だから、

『貰もらった……！』
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　丘上に至る道に立っていた利家は、あり得ない光こう景けいを見た。

　武蔵の武神、地じ摺ずり朱雀すざくに触れた森が、消えたのだ。

　……は？

　何が起きたのか、いきなり過ぎて、利とし家いえにすら解わからない。それどころか、

『……？』

　当の地じ摺ずり朱雀すざくも、肩に乗っている武蔵むさしの第六特とく務むと一いつ緒しよに、慌あわてて左右を見渡している。

　よく解らないが、森もりが消えた。否、分離体の武ぶ神しんがいる事にはいる。だが、本体というか、

「一番太い森君はどこだろうね？」

　言った瞬しゆん間かんだ。こちらの右横、七センチほどのところに、空から森が轟ごう沈ちんした。

『はあああんっ』

　土つち塊くれを吹き飛ばして地面に激げき突とつした森は、そのまま起きあがり、しかし、

『あっ』

　身を捻ひねらせて再び倒れた。こちらの左横、三センチの辺りで野の太ぶとい腕を震るわせ、

『く、くそ、衝撃が抜けない！　ひくんひくん言っちゃって、ぼ、僕ぼく、おかしい……！』

「あの、森君、さっきから僕の方、結けつ構こうスリルあるんだけど、いいかな？」

『あっ、す、すいません利家様！　僕がしっかりしないと！』

「いや、しっかりしないで弾だん力りよくあった方がいいんじゃなかったっけ」

　と、言っている間に、こちらに気付いた第六特務と武神が身構えた。距離にして百メートルほど向こう。武神が第六特務を己おのれの顔の陰に隠かくれるようにする。

　そして森も、敵の動きに気付いた。距離は空あいているが、森は立ちあがりながら、

『い、行きますよ……！』

　と、地摺朱雀に、周囲の分離体が突とつ撃げきした。六体。どれもこれも、全身の弾だん性せいを利用した、跳ねるような疾しつ走そうと、丸まる太たのような腕による攻こう撃げきを重ねていった。だが、

　……え？

　利家は、空に六つの影が舞ったのを見た。

　森の分離体だ。地摺朱雀が、触れたかどうか、という動きをしたのは解った。だが、たったそれだけで、

　……何でこんな吹っ飛ぶんだ!?

　思う背後、十五センチほどの位置に、分離体が撃げき沈ちんした。
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　直なお政まさは、よく解っていなかった。

　……どうなってんのさ、コレ。

　こちらは迎げい撃げきとして、投げている筈はずだ。筈というのも、投げた、と自分が思うより先に、この変な武神達が空を飛んでいるからだ。

　ふと思ったのは、

　……コイツら、実はこっちの味方で、わざとやられに来てないさね？

　しかし、どうも主力らしい一体は、本気で突っ込んできて、

『どちょおおおおおおお!!』

　何さね一体、と、直なお政まさは受けて投げようとする。が、地じ摺ずり朱雀すざくの手が触れた瞬しゆん間かん、

『──!!』

　敵の武ぶ神しんが、夜空高くに回転しながら舞い上がった。

　遙か向こう。頭から落ちる音を聞きながら、直政は首を傾かしげる。すると、

・あさま：『あの、マサ？　さっきから何だか無む双そうっぽいんですけど』

・煙草女：『いや、それが実はあたしにもよく解わからなくてさ』

『ぬちょおおおおおおお!!』

　投げるまでもなく吹っ飛ばした。

・銀　狼：『え？　な、何ですの？　下の方、凄すごい音がしてるの、直政ですの？』

・煙草女：『いや、あたしというか、コイツというか。あー、ちょっと御ご免めん、六体来た』

『ぼきいいいいいいいいいん!!』

　触れただけでそれらは吹っ飛んだ。

・ホラ子：『直政様、実はちょっと楽しくなってきてませんか？』

　いや待て、と直政は額ひたいに手を当てた。考える。今、自分と相手に起きている現げん象しようの正しよう体たいは、

・煙草女：『あー……、大体解ったさ』

『ずっこおおおおおおん!!』

　吹っ飛ばして、直政は自分の中の推すい論ろんを確かめる。

・煙草女：『コイツ、あたしが相手の力利用して投げる……、その方向と完全に同じ向きの力の入り方してんだろうさ、多分。──つまり、本来あたしが投げに使用する力を、コイツ自身で賄まかなってるんさ』

　だから、投げるまでもなく、投げる方向に軽く触れるだけで、

『くそおおおおおおおお！』

　敵の武神は、勢いよく宙に舞った。

・煙草女：『あー、やっぱそうさね、コレ。ミトツダイラ、英国イギリスの時のアンタよか遙かに下へ手たっていうか、あたし相手の近きん接せつ戦に向いてないのっているんさねえ』

・銀　狼：『べ、別に、今度試し合あってもいいんですのよ!?　昔とは違いますもの！』

　へいへい、と直政が頷うなずいている間に、再び敵が突っ走ってきた。

　先ほどから同じ事の繰り返しだが、

　……どうもコイツ、吹っ飛んだだけじゃダメージ薄いようさねえ……。

　本来やろうとしていた投げを、直政は地摺朱雀で放った。

　直後。超高速のスピンと、跳ね上がる事のない急きゆう弧こを描き、敵が大地に叩たたきつけられた。
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『……!?』

　森もりの人生にして、初の衝しよう撃げきが全身を襲おそった。

　体中の血が、体の表面側に集まるような高速スピン。そして天地が逆になる旋せん回かいと、全身が潰つぶれて弾はじけるような、

　……叩たたきつけ……!?

　食らった。体が弾だん力りよくでバウンドする事すらない。完全なまでの、叩き込みだ。

　吐き気と言うよりも、全身が外にぶちまけられたような衝撃が森の体に来た。

　息どころか、鼓こ動どうすら揺れた気がする。だが、

『……え？』

　気が付くと、身が、空中に倒とう立りつしている。

　手首一つ摑つかまれ、振られただけで、持ち上げられたのだ。

　そして森は、自分が大の字になって大地に深く食い込む事を知った。
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・お前田：『森君！　森君！　正直百メートルほど逃げたけど、大だい丈じよう夫ぶかい!?』

・モリー：『あ……、ちょ、ちょっと、駄だ目め、かも、です……。大地、あったかい……』

・お前田：『寝たら駄目だよ森君！　気を確かに！　というか、えーと、森君が今戦ってる相手さ。武蔵むさしの第六特とく務むで直なお政まさって言ってね？　ええと、井い伊い・直政、知ってる？』

・モリー：『い、いえ、すいません。こっちに来てから日が浅くて……』

・お前田：『ああ、うん、聖せい譜ふ記き述じゆつによるとね？　小こ牧まき長なが久く手ての戦いっていうのがあってね？　森君、その井伊・直政の手て勢ぜいに狙そ撃げきされて、眉み間けん貫つらぬかれて死ぬんだよね』

・モリー：『ええ!?　何ですソレ！　聞いてないですよ！　というか、僕ぼく、眉間無いですよ！　ど、どうするんですか!?』

・お前田：『ナっちゃん？　美術５だから描く？』

・百合花：『言っておくけど俺おれが５取ったの彫ちよう刻こくだぞ？　彫ほるか？」

・モリー：『いや、ぼ、僕そんなの嫌いやですよ！　この可愛かわいらしい造形とカラーリング気に入ってますから！　だ、大体、僕、武蔵の第六特務って、噂うわさ、聞いた事ありますよ！』

　どんな？　と利とし家いえが聞いてきた質問に、森は答えた。

・モリー：『Shaja！　話によると、武蔵の第六特務って、煙草たばこぷかぷかやって、あたしとか乱暴な言葉遣づかいで、服とかも油で汚れたままで、デカい義ぎ腕わんつけて、戦せん闘とうさせたら半はん端ぱなく強いって！　そんな、悪条件の塊かたまりみたいな人に、僕は殺されるんですか!?』

　言った直後に、森は持ち上げられて地面にぶち込まれた。
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　叩たたきつけられ、呼吸も何も失うような感覚を得て、しかし森もりは見た。

　敵対する女性型武ぶ神しんの肩の上、一人の女が立っている。

　極きよく東とう夏服姿すがたの彼女は、煙管たばこをくわえた口から煙を零こぼしながら、表示枠サインフレームに対して、

「ああ？　別に遊んでないさ。あたしの趣しゆ味みじゃないしさ、そういうの」

　乱暴な言葉遣づかいを用いる彼女の衣服、夏服は所々に油の染しみや、焦こげ跡がある。義ぎ腕わんは朱しゆ色いろの武神の側頭部をホールドしており、人くらいなら殴なぐり殺せそうだ。

　悪条件の塊かたまりと、自分は先ほどそう言った。だが、

　……あ。

　森は、呼吸を詰めた。

　夜の下。戦せん場じようの灯とう火かや、所々にある延えん焼しようの揺れる光の中。

　彼女の黒い髪かみや、切れ長の目も、引き締しまった体たい軀くも、義腕も、

　……それだけじゃなくて。

　胸むね帯おびに押さえつけられた胸も、タイツに絞しぼられたような脚あしも尻しりのラインも、

　……僕ぼくが知ってるものとは違う……。

　自分が知っている女性というもの。それは、P.A.Odaで共に生活し、訓練の日々を過ごしている女性陣じんの事ではない。女性として体感を押しつけられ続けた過去が、森にはあるのだ。

「────」

　森は、一いつ瞬しゆん、思い出したくもない過去を想そう起きした。

　かつての時間。湿った闇やみの中。自分を蹂じゆう躙りんしたのは、ぬめり、柔らかく、こぼれ落ちそうなものばかりだった。柔にゆう和わ、と言えばいいが、ずっとずっとそれがまとわりついてくる事を考えると、ぞっとする。

　皆、初めは着飾って、可愛かわいく振るまい、こちらと自分を大事に大事に扱って、しかし、

　……愛あい玩がんされてただけだ。

　全てが見み下くだしだ。そうしていれば、利用出来るという、それだけだった。

　吐き気がするほどに、優しく、ただただ柔らかいものが、こちらを逃がさない。それがあの場所の、暗さと、湿りと、つきまといだ。

　そういったものを、忘れようと、離れようとして、今がある。そして、

『…………』

　違う、と森は思った。高い位置からこちらを見る彼女は、見下していない。鋭い、敵意すらある視線は、しかし真まっ直すぐにこちらを向いている。

　……似ている。

　羽は柴しばが自分を救い出し、空の下で向き合った時に、似ている。

　羽は柴しばが自分を水平に、正面から見てくれたから、どうしたらいいか困って、自分の視線を横に逸そらしたのだ。だから空が見えた。

　今、自分は地面に埋まっている。顔は動かせない。だから、視線は反らせない。

　羽柴や、P.A.Odaの皆に似ている女の人。だけど、

　……違う人。

　羽柴は綺き麗れいだ。だが、この人は、違う。柔らかさよりも強さがあり、着飾りよりも自分に必要な纏まといがあり、当たりの良い言葉よりも本ほん心しんがある。体も、右腕だけ巨きよ大だいな義ぎ腕わんと言うアンバランスだ。

　この人は、きっと、あんな場所にいない。

　あんな場所など、知りもせず、気にも掛けずに生きていく人だ。それは、

　……僕ぼくが望んでいたのは、こういう人だろうか。

　そんな事を思った瞬しゆん間かんだ。

『……っ!?』

　森もりは、鼓こ動どうが跳ね上がったのを感じた。
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　直なお政まさは、目の前の地面に埋まった武ぶ神しんが、不意に仰のけ反ぞったのを見た。

・煙草女：『おい、皆、変なのがいるさね』

・○べ屋：『P.A.Odaも、うちと大たい概がい変わらないって事？』

・あずま：『それって、どっちが勝っても世の中は凄すごくなるって事？』

・麻　呂：『東あずま君！　東君！　最近少々毒どくされ気ぎ味みではありますまいか！』

　だが、直政が半はん目めで見る先、大だいの字じ武神は、

『あ、や、ま、まさか……！　そんな事って……！』

・●　画：『何コレ』

・金マル：『ガっちゃん見ない方がいいよ？　おかしな人だと思うから』

・未熟者：『え？　おかしくなんかないよ！　知らないのかい!?　これは自分の未知なる血の力に、覚かく醒せいしつつあるんだよ！　その戸と惑まどい、君達には終ついぞ解わからないようだね……！』

・傷有り：『私から見ますと、随ずい分ぶん、感情が喜んでますね』

・女　衆：『つまり変な人だ……！』

・あさま：『マサ、御お願ねがいします。風ふう紀き委員として御願い』

・煙草女：『ろくなもんじゃないさねえ……』
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　森は、戸惑っていた。

　……だ、駄だ目めです！　これは、お、おかしい……！

　鼓こ動どうが、落ち着かない。

　今、目の前の朱あけの武ぶ神しんの肩の上、そこに立つ彼女を意識してしまっている。

　煽あおりで見る胸も、臍へそに下る締しまったラインも、そして武神に話しかけているために半はん身みを捻ひねったウエストからこちらに軽く突き出された尻しりが、風によってスカートをまくられ、時とき折おりに、

　……だ、駄目です！　み、見るなんて淫みだらな！　……ちらっ。ああいやらしい！

　だが、風に、彼女のまとめた髪かみが靡なびき、ほぐれた。抑え込まれていただけの長目の髪が、義ぎ腕わんの接合確かく保ほのため、開けられて見えていた背せ肌はだにかかり、

　……わ。

　鼓動が跳ね上がった。

　おかしい。撃うたれるのは眉み間けんの筈はずだ。それも今じゃない筈だ。それなのに何な故ぜ、循じゆん環かん系けいの中心が、撃たれたように跳ねるのだろうか。これは、ひょっとして、

　……馬鹿な。

　森もりは思った。自分は、もっと女らしく、美しく、穏おだやかで優しい人と恋に落ち、結婚して、残りの人生を歩んでいくつもりではなかったか、と。

　少なくとも、戦せん闘とうに出て、自分の容よう姿しよりも他に優先とするものがあり、戦うような、つまり、自分と同じような人とは、嚙かみ合わない筈ではなかったか。更さらにはこの人は、自分の事を殺すかもしれないのだ。しかし、

　……僕ぼくは──。

　間違っていた、と森は思った。自分の人生設計、そこに描いていた女性像ぞうは、女らしく、美しく、穏やかで優しいかもしれないが、それは、

　……僕のことを、かつて、支配していた人達と同じだ……！

　自分は、それ以外の女性像を知らない。だから、正しい人生設計と思いつつ、単に自分を支配してないだけの、同じものしか望んでいなかった。

　この人が自分を殺すかもしれないならば、別にそれは構わない。だって、あの暗がりの中で、自分は生きたまま死んでいたのだ。ならば、

「……！」

　今、望みもしなかった、違う存在がある。

　自分が知らなかった女性像。それはしかも、

　……綺麗だ……。

　筋肉の質も、動きも、自分とは違うし、それでいて、余分がなく、強化されている。

　だから、ふと、森は思った。もしも、この人が、心許してくれて、

　……ぼ、僕の事を導いてくれたら──。

『だ、駄目っ。そ、そんな事……！』





●






・煙草女：『……またさね』

・●　画：『早く始し末まつした方がいいわよ。多分、叩たたかれると喜ぶタイプ』

・俺　　：『実は直なお政まさに恋してんだったりしてなー』

・女　衆：『ないないそれはない!!』

・煙草女：『つーかトーリ、くだらん冗じよう談だん言ってると張り倒すさね』

・賢姉様：『あらあら、直政は、結けつ構こういい線行ってると思うけどねえ。必要以上の卑ひ下げは自分の価か値ちを落とすわよ？』
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　ひとしきり想そう像ぞうして悶もだえつつ、直政のスカートの裾すそあたりをちらァしながら、森もりは思った。このままでは駄だ目めだ、と。

　このままでは、僕ぼくはおかしくなってしまう。

　だけど、今しかない、と森はそんな事を思った。今、この人を逃のがしたら、今後会えなくなるかもしれない、だから、森は追加でこう思った。何かを言おうと。だけど、

　……な、何て言おう……！

　好きです、と言えるほど、自分の感情に自信はない。相手も迷めい惑わくだろう。話を聞いて下さい、と言うのも、この戦せん場じようの中では通じないだろう。

　大事な話ではあるのだ。そう、人生が懸かかっている。

　今、敵対している彼女の心をほぐす言葉。

　短く、しかし、安心させて、信頼を得る言葉。

　自分は触しよく手しゆだ。正しよう真しん正しよう銘めいの純血種しゆである。する事は大体決まっている。だから相手の心をほぐして安心させる意味と、後の人生の事を考こう慮りよして、森は身を起こしながらこう言った。

『すいません！　手始めに揉もませて下さい！』

　森は叩きつけられた。
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　……駄目か──!!

　森は思った。何な故ぜだ、と。やはり最初からヘッドがインパクトを告げるべきだったか。否、

　……やっぱりこの人は、そういうのとは違う……！

「もう面めん倒どうだし、こうした方が楽かねえ？」

　え？　と疑問した直後。森は、宙を飛ばされていた。

　……あ！

　叩たたきつけられるのではない。全ての力をもって、ノヴゴロド外がい縁えんから、外へと落ちる軌き道どうにぶん投げられたのだ。

　自分の武ぶ神しんには飛ひ翔しよう器きが無い。だから、このままだと、下に落ちるだけだ。

　それは、結果として、一つの状況を生む。

　彼女から、離れてしまうのだ。

　離れたら、離れてしまう。当然の事だが、そうだとしたら、

　……待って。

　森もりは、焦あせりを感じた。投げ飛ばされた空中で、自分の焦りを自覚した。だから森はこう思った。自分は、確かめたいのだと。

　今、会ったばかりの彼女。こちらの事を敵としか思っていないであろう武蔵むさしの第六特とく務むに対し、自分は、どう思っているのだろうか。それを、とにかく示しておきたくて、

『あ、あの！』
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　直なお政まさは、地じ摺ずり朱雀すざくが腕一本でぶん投げた武神が、こちらに呼びかけるのを聞いた。

　先さき程ほどからよく解わからない反応ばかりをしていた相手だ。だが敵は、放ほう物ぶつ線せん軌き道どうを描きながら、確かに自分の方に向かって、

『こ、今度、また僕ぼくと会ってくれますか!?』

・●　画：『再戦希望？　まあ、射しや撃げきの効かない面めん倒どうそうな相手みたいだから、任せるわ』

　そうさねえ、と直政は頷うなずいた。どちらにしろ、自分としては、

「ああ、まあ、アンタとはこっち、相あい性しよういいみたいだし、相手してやるさね」

『ほ、本当ですか!?　相性いいんですか!?　じゃ、じゃあ……』

　こいつ、やられるの好きな変へん態たいなんだろうさねえ、と思うこちらの視し界かいの中、妙みような武神は、遠くの地平の向こうに落ちていきながら、声を作った。

『ま、また今度！』

　おうさ、と頷いている間に、武神がノヴゴロドの縁ふちより下になった。すると、

・あさま：『というか、あの、マサ？　さっきの敵の武神、……何なんです？　あれ』

・煙草女：『うーん、正直よく解らんさ』

　直政は首を傾かしげた。まだ、先ほどの武神の分離体らしい僚りよう機きは生きている。それらを潰つぶさない限りは、ノヴゴロド東を制圧出来ない。だから直政は一ひと息いきを入れ、

・煙草女：『面倒な相手さねえ……』

　と直政は前置きし、北側に布ふ陣じんしていた突とつ撃げき隊たいの補ほ充じゆうと、伊達だての武神達に手を振る。

「とりあえずこっちの障しよう害がいは払い行けるさ！　後は──」

　南側と、丘の上下から湧わいてくる白はつ骨こつの戦せん士し団だんがある。これを放置しておけば、上に行ったトーリ達が危険だ。だから、

「あたし達も上に行きたいところだけど、まずはコレの相手さね……！」

　と、直なお政まさが地じ摺ずり朱雀すざくと共に身構えた瞬しゆん間かんだった。

　空に、傘かさのような光が走った。

「あれは──」

　見た事がある。あの発光は、

・未熟者：『ノヴゴロドの防ぼう護ご障しよう壁へきが砕くだかれたんだ！　柴しば田たの戦せん士し団だんが、〝手て取どり川がわの戦い〟として市街地に突とつ入にゆうを掛けに行くよ！』

「さっきまで七なな尾お城じようの戦いで、ノヴゴロドとP.A.Odaは組んでいたってのにねえ」

・未熟者：『葵あおい君達が市街に近づいているから、P.A.Odaは市街戦を行いたいんだよ。だけどノヴゴロドが市街を開放しないから、強ごう引いんな手に出たって訳わけだね。ノヴゴロドを流れるヴォルホフ川を手取川として、ノヴゴロド市街にて、〝手取川の戦い〟の歴史再さい現げんを行うつもりだ』

　つまり、

・未熟者：『柴田勢が、とうとう乗り込んで来るという事さ』
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　数分前の事だ。ノヴゴロド南部側の丘の上。周囲に合ごう成せい死体の動かぬ骸むくろが転がる中、白しら樺かばの市壁に食い込むようにして発生する大だい規き模ぼ障壁は、ノヴゴロド市街を半球状に覆おおっていた。

　だが、障壁は、接地部周辺では垂すい直ちよくな形となる。発生を仕切る管理結けつ界かい線は地形合わせで等とう高こうをとらないため、地下側に向けて、ある程度の高度からは垂直に落ちるのだ。だから、

「退たい避ひ──！」

　声と共に、南門前から走り出す影があった。

　不ふ破わだ。

　彼女が走るのには、意味がある。

　今、不破の目に見える視し界かいは、浅い谷だ。ノヴゴロドの丘上、市街は丘の地面よりもやや沈んだ位置にある。段差にして二メートル。市門から正面、谷の向こうは夜空だ。

　そしてノヴゴロドの門と水平の空には、あるものが見えていた。

　……柴田艦かん隊たい！

　ノヴゴロドの防護障壁を破は壊かいする方法は、単純だ。

　水平位置から、防護障壁の垂すい直ちよく部分に艦かん砲ぽう射しや撃げきを集中する。

　上や斜めからでは、防護障壁の曲面に力が逸そらされ、最大限の効果を得られない。

　浮ふ上じよう都市であり、艦隊が水平以下に位置出来るノヴゴロド相手だからこそ、出来る戦せん術じゆつだ。

　計算によれば主しゆ砲ほうクラスを瞬しゆん間かん的に二十七発。ほぼ一点に集中して障壁の一部を無効化する。そして約一メートル半の非流りゆう体たい供きよう給きゆう部分が出来る空間を、工こう科か学生で確かく保ほすればいい。

　やる事は単純だが、段取りが難しい。有あり難がたいのは、

　……ノヴゴロドが夜は自転しないって事ね……！

　これだけ巨きよ大だいな存在相手だと、地球側の自転力の影えい響きようも重なってくる。そこにノヴゴロド自体が回られたら、厄やつ介かいどころではない。

　だが、今は夜だ。ノヴゴロドが自転する最大の理由である、日につ照しよう地域の分散は無い。

　用心のため、上越露西亜スヴイエート・ルーシ側の揚よう陸りく艦かん隊たいを北側の陸りく港みなとに多く着ちやつ港こうさせ、ノヴゴロドがもし自転したならば、上越露西亜の方にも被ひ害がいが出るように調整もした。ならば、後は、

「撃うって──！」

　掘り込みから上に駆かけ上がると言うより、転び上がりながら、不ふ破わは耳を塞ふさいだ。

　直後。二十七の圧力が、掘り込みの土ど手てを震わせ持ち上げながら通過した。

　爆ばく発はつの震しん動どう。その響ひびきに尻しりを跳ね上げられながら、しかし不破は見た。

　大威い力りよくの激げき突とつによる発はつ光こう現げん象しようを伴い、

「──！」

　ノヴゴロド南門の防ぼう護ご障しよう壁へきが砕くだかれたのだ。
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「来たか。──マクデブルクの反省を活かし、術じゆつ式しきか何かで来るかと思えば、主力艦隊を破は城じよう杭くいに使うとは、戦せん術じゆつというものは変わっていくものだな」

　暗い市し庁ちよう舎しやの中央ホールにて、大型の椅い子すに座って足を組んでいたマルファは、外の状況を示す表示枠サンクト・アクノーを手元に出した。

「南側の門に開けた穴を拡大。橋きよう頭とう堡ほとなる陣じんを確保した上で本格的な突とつ入にゆうか」

　表示枠を出して計算したところ、敵の市街への浸しん透とうは四分前後に始まる。

　ならば、とマルファは言った。

「こちらも戦せん士し団だんで防ぼう御ぎよの動きを作るか。──戦せん場じようを動かすのは次じ代だいの担にない手だけではない。過去の亡ぼう霊れい、届かぬ筈はずの思いとて、今は届くのだ。それを示してやろう」

　と、マルファが口元に笑えみを作った先。ノヴゴロドの南側で爆発が起きた。

「柴しば田たの〝瓶かめ割わり〟か。あれで一気に道を切り開くというのは、流石さすがは鬼おに柴田。強ごう引いんで泣けてくる。──喜びの涙がな」

　さあ、

「動くぞ。これからの楽しい歴史が！」
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　南門周辺の敵を建物ごと一気に割り砕いた勝かつ家いえは、白しら樺かば材の破は片へんが散る中を前に出た。

　軽い足取りだ。だが、一歩は大きく。

「さあて、真まっ直すぐ行こうか、遊んで行こうか、ってとこだな』

・大先輩：『──利とし家いえ、手て取どり川がわの戦いってあるが、どの辺まで、そうしたらいい？』

・お前田：『それがですね、柴しば田た先せん輩ぱい。──〝手取川の戦い〟では、僕ぼく達は七なな尾お城じようまで侵しん攻こう出来ず、撤てつ退たいした事になっています』

・大先輩：『おいおい、早く解かい釈しやく言えよ。歩いてるだけで端はしまで行っちまうぞ』

・お前田：『いやあ、それがですね柴田先輩。七尾城をノヴゴロド市庁舎としたら、僕達は市庁舎を制せい圧あつ出来ませんし、羽は柴しばの要よう請せいにある、市庁舎地下にある天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんの遺い構こうと、そこにいるオラニエ総そう長ちようを始し末まつする事が出来ません。つまり──』

・大先輩：『つまり？』

　Shaja、と利家が言った。

・お前田：『僕は提案します。この戦いを、──次にある〝魚うお津づ城じようの戦い〟に変へん更こうする事を。〝魚津城の戦い〟では、僕達は二にの丸まるまで占せん拠きよしたという聖せい譜ふ記き述じゆつもありますからね。市し庁ちよう舎しやへの内部侵攻も解かい釈しやく次第で可能でしょう』
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　は？　と声を作ったのは、門の内側に入ったばかりの不ふ破わだった。

　彼女は防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきを構えるM. H. R. R.神聖ローマ帝国戦せん士し団だんや、P.A.Odaの防御隊たいの後ろで、

・ふわあ：『ちょっと待って！　魚津城やったら、御お館やかた様の暗あん殺さつに繫つながるのよ！』

・お前田：『でも、僕達がそれをやらないと、羽柴が次の動きをとれなくなる』

・ふわあ：『え？　私達が、羽柴の動きを縛しばってるって……？』

　それは一体、どういう事か。不破は考えて、顔をあげた。

・ふわあ：『羽柴が毛もう利り攻めに動くという事ね!?』

・百合花：『はあ？　どういう事だ。説明しろよトシ』

・大先輩：『説明ききたくねえ──！　いらねえだろ説明──！』

・お１２：『あらあら、勝かつ家いえさん、それはいけませんよぅ』

・大先輩：『説明聞く！　聞くね俺おれは！　馬鹿と違うもんな！』

　そして利家が説明する事になった。

　いいかい、と彼が前置きした。不破は、射しや撃げき音が、遠く集まっていくのを耳にしながら、

・お前田：『〝七尾城の戦い〟で、羽柴は先に離り脱だつする。けど、一応、羽柴は、後方支し援えんとしてこっちに物資など送ってはくれる。安土あづち城じようを呼び寄せて、関かん東とうで蓄たくわえた物資を持ってきて、そしてそのまま──』

・ふわあ：『琵び琶わ湖この本ほん拠きよに控えた羽柴は、毛利攻めに行く訳わけね？　──鳥とつ取とり城じようの方は？』

　ああ、と利家は表示枠レンネンフイグーアを開く。P.A.Oda連れん絡らく板という掲けい示じ板ばんでは、

・お前田：『無血開かい城じようしたようだね。人狼女王レーネ・デ・ガルウに毛もう利り家の武ぶ将しようである益ます田だ・元もと祥ながを襲しゆう名めいさせる事と引き替えに、鳥とつ取とり城じようを確かく保ほしたそうだ。とりあえず人狼女王レーネ・デ・ガルウが厄やつ介かいだけど、毛もう利り攻めは、次の段階に進める。だけど、そうなったら……』

・百合花：『御お館やかた様の暗あん殺さつか』

・お前田：『Shaja、解わかるかい？　僕が魚うお津づ城じようをやっておこうって意味。そして、羽は柴しばが僕ぼく達に動きを縛しばられないようにするって意味』

　それは、

・お前田：『……羽柴はこう考えているのさ。御館様の暗殺の際、自分が毛利攻めから大返しで一気に駆かけつける事は出来る、と。だけど──』

　だけど、

・お前田：『魚津城で、僕達が上越露西亜スヴイエート・ルーシ側の抵抗に遭あい、駆けつけられなくなったらどうなると思う？　否、聖せい譜ふ記き述じゆつでは、確かにそういう過去があったんだ。しかし今は違う。羽柴の望みも違う。羽柴はこう言っているんだ』

・大先輩：『P.A.Oda総員で全ての準備を終え、──本ほん能のう寺じに駆けつけるべきだ、ってか？』

・お前田：『Shaja、そういう事です。羽柴はこう思っています。御館様の暗殺の際、武蔵むさしや他国の干かん渉しようが必ずある、と。だからその時、駆けつけた総員が、P.A.Odaを守るべきだと、そう思っているんです』

　どうですか、という前まえ田だの声を、不ふ破わは聞いた。

・お前田：『僕達が守るのは、御館様ではありません。これから続いていくP.A.Odaを守る。羽柴や、三みつ成なり君に続く、P.A.Odaの地じ盤ばんを、御館様の暗殺で散らさぬように守る。

　そのためにも、ここで魚津城の再現を行う事を、僕は進言します』
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　成なる程ほどなあ、と勝かつ家いえは、ノヴゴロドの街道の中央で、足を止めた。

　雑ざつ草そうの生はえた道には白しら樺かば材を並べた歩道があり、左右には、やはり白樺材の朽くちかけた家が壁に囲まれた姿すがたで並んでいる。

　死んだ町だと、言っていい。だが、これを、

「P.A.Odaのために、上う手まく活かして使おう、ってか」

　確かに、ここで魚津城の戦いを終えておけば、信長の暗殺の際、すぐに駆けつける事が出来る。この方法のリスクとしては、自分達が魚津城の戦いを終えた事で、

　……他国や聖せい連れんから、御館様の暗殺を早くしろと、そう言われるって事か。

・大先輩：『おう、小こ物もの共。──御館様の暗殺を、これ以上引き延ばす利点って何だ？』

・お１２：『勝家さん』

・大先輩：『おう、御お市いち様、解わかってる、解ってるぜ俺おれはよ。御館様の暗殺が行われたら、──俺達は織お田だ家の中で内ない乱らんのような状態になる。つまり……』

　つまり、

・大先輩：『この楽しい日々も、終わりに向かう』
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　なあ、という声を、利とし家いえは丘の上に至る坂で聞いた。

　眼がん下かでは、上越露西亜スヴイエート・ルーシの突とつ撃げき部隊の増ぞう援えんが、白骨の戦せん士し団だんと戦せん闘とうを行っているのが見え、聞こえていた。だが、一番耳に通るのは、

・大先輩：『おい、利家、小こ物ものも、他のも』

・お前田：『……何ですか？』

・ふわあ：『待って！』

　不ふ破わが声で飛び込んできた。

・ふわあ：『前田！　ちょっと、ちょっと落ち着こうよ！　何で今をやめる必要があるっていうの!?　今、充分強いじゃない私達！』

　そうだねえ、と利家は苦く笑しようした。だが、

・ふわあ：『そうだねえ、じゃないよ！　──今が長く続いた方がいいって、前田が一番解わかってる事じゃない！　それが何で、終わりに行こうって言い出すのよ！』

・お前田：『創そう世せい計画だよ』

　通つう神しん越しだが、皆の反応が停まったと、利家はそう思う。

　だから、一ひと息いきを入れ、銀貨を棒ぼう金がね刀とうから地面に撒まきつつ、こう言った。

・お前田：『創そう世せい計画を進めなければ、末まつ世せが来る。少なくとも僕達は、そういう部分を根本にして繫つながっている筈はずだ』

　いいかい、と利家は言う。

・お前田：『今、極きよく東とうの勢力は確定に向かっている。羽は柴しばが毛もう利りを制圧すれば、既すでに四し国こくと九きゆう州しゆうには羽柴が手を回しているから、西側はほぼP.A.Odaで確定だ。英国イギリスとM. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントもあるけど、P.A.Oda勢力に包ほう囲いされた状態になるから、身動きはとれないだろう。だが──』

　だが、

・お前田：『東側では、奥おう州しゆうと上越露西亜が武蔵むさし側についた。後、未確定というか、流れとしてどちらにつくか解らないのが、三世西班牙トレス・エスパニアと北ほう条じようだけど──』

・百合花：『それが確定したら、P.A.Odaと武蔵側の勢力図が確定するって事か』

・お前田：『そういう事。……奥州と上越露西亜は仕方ないとして、三世西班牙と北条の内、三世西班牙は極東側の歴史再さい現げんから同どう盟めいか中立を引き出せると思う。あとは北条だけど、これを完全に押さえ込めたら、末世に至るまでのP.A.Odaの版はん図とは、最大になるだろうね』

　だから、

・お前田：『P.A.Odaとしては、その時点で末まつ世せを解決した方が、邪じや魔まが入らなくていい。逆に言えば、羽は柴しばが毛もう利りを制圧し、北ほう条じようを押さえ込む以外、今後P.A.Odaがする事はない。

　下手へたに引き延ばし工作を行えば、末世に至る猶ゆう予よを失うだけじゃなく、敵も力をつけてしまうだろうし、それがために、多くの国が〝猶予のないP.A.Odaに協力を〟という交こう渉しよう材料を手に入れる事になる』

　だから、と利とし家いえはもう一度言った。

　吐と息いきをして、彼は周囲を見渡す。ノヴゴロドの丘の上、周囲では白はつ骨こつの戦せん士し団だんがおり、眼がん下かでは彼らが上越露西亜スヴイエート・ルーシの突とつ撃げき隊たいと戦せん闘とうしている。右手側、南の空には柴しば田た艦かん隊たいが浮かんで、断続的な砲ほう撃げきを上越露西亜側に行っていれば、左手側、丘の向こうでは、やはり上越露西亜の艦隊が上陸を敢かん行こうしている。

　それらの動きを見て、利家は思った。そして、こう言った。

・お前田：『楽しく行こうよ』

・百合花：『全く同意見だ』

・ふわあ：『やだ』

　不ふ破わが、小さく告げた。

・ふわあ：『──いろいろ、理由があるのは解わかるし、利点も多いのは解るし、絶対にそっちに振った方が最終的にはよくなるし、何より末世来ないってのが一番ってのは解るの。

　でも、やっぱり、私、今がいいって思っちゃうのよ』

　だろうなあ、と利家は苦く笑しようした。不破の言動が映る表示枠レンネンフイグーアを、まつが引き寄せて軽く撫なでているのを見るに、やはりまつも彼女を心配しているのだろう。しかし、不破は、

・ふわあ：『何か、他の方法って無いの!?　あるよ絶対。こんな戦せん場じようで軽く決めないでさ、大評ひよう定じようちゃんと開いて皆で決めようよ！』

　それをやったら、

　……P.A.Odaの皆が恐らく、こちらに同意する。

　その事は不破にも解っているだろう。

　無む論ろん、時間があれば皆の考えが変わるかもしれないと言う、淡い期待もあるのだろうが、まず何よりも、彼女は、いきなりの決定を飲み込めなくて、否定したいのだろう。

　……だから、大評定で決定というのも、確かに有りかなあ。

　と、利家がそんな事を思った時だ。

・大先輩：『おう、不破』

・ふわあ：『え？　な、何です？』

・大先輩：『お前よう、──結婚しろ』
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　不ふ破わは、市の南門を内側にくぐった位置で、

「ええ!?」

　周囲の射しや撃げき音よりも大きな声に、皆が振り向いた。

　うわあ、と思っていると、皆の内、表示枠インシヤ・コトブで今の会話を見ていた者達が、

「…………」

　皆、一度こちらに頭を下げてから、戦せん闘とうに戻った。

　……な、何!?　この変な気き遣づかい！

・ふわあ：『あの、柴しば田た先せん輩ぱい！　何言ってんですかいきなり！』

・大先輩：『だって毎日楽しいぞ』

・お１２：『やだあ、もう、勝かつ家いえさんたらぁ』

　上役だけど頭おかしいのが夫婦でいる場合、どうしたらいいのかしら、と不破は思った。だが、その上で、不破は進行時間を計りながら問うてみる。

・ふわあ：『先輩達見てると楽しそうでいいですけどねえ。別に結婚は──』

・大先輩：『森もりとかどうだ。末まつ世せまでネタは保つだろ』

・ふわあ：『失礼過ぎますよその振り方！』

・お前田：『言っておくけど、森君、多分巨きよ乳にゆう派はだよ』

・ふわあ：『今度はこっちに対して失礼なのがいるわー!!』

　周囲の皆が更さらに視線を逸そらすのは何故なぜだろうか。

　ともあれ、不破は一ひと息いきをつく。どことなく、沈んでいた気分が崩くずれてしまったのは確かだ。今から駄だ々だをこねても説得力も何も無い。誰だれが悪いのか一体。

　……森君か!!

　新人のくせに破は壊かい力りよくが高過ぎる。だが、

　……うちの柴田組というか、羽は柴しば組含みで、大体こんな感じよねー……。

　だったら、そういうものなのかもしれない。だから、

・ふわあ：『あのさ。大体、……手て取どり川がわの戦いから魚うお津づ城じようの戦いにシフトって、どうするつもり？　一回、撤てつ退たいして反はん撃げきに出ないと駄だ目めでしょ？』

・お前田：『ああ、だから、うちの陣じん営えいの主力が、そこ、門があるよね？　そこ、外に出て戻ってくればそれでいいよ。それで〝敵との境きよう界かいを、去って、戻ってきた〟にするから』

・ふわあ：『うわ強ごう引いん──』

・お前田：『羽柴がK.P.A.Italiaを押さえてるしね。まあ、一度撤退して戻ってくる、というのでもいいけど、丹に羽わさんは治ち療りよう入ったっていうし。だからほら、──ミッチー』

　言われてみれば、門に空あいた防ぼう護ご障しよう壁へきをくぐってくる仲間達はいるが、今、ここにいる主力級は自分だけだ。

　だから、効率を考えたら、自分が門をくぐって戻ってくれば、魚うお津づ城じようの最短距離だ。

・ふわあ：『……って、何で私!?　どっちかっていうと反対派なのよ!?　佐々さつさちょっと来て行ったり来たりしてよ！』

・百合花：『それやったらテメエ絶対に俺おれの事をグチグチ言うだろ』

・ふわあ：『あったり前でしょ！　そのくらい甲か斐い性しようにしなさいよ！』

・百合花：『この女は喧けん嘩か売ってんのか……！』

　と、門をくぐって主力がやってきた。

『どうもー。森もりです！　運うん良よく引っかかった武ぶ神しん捨てて這はい上がってきましたよ！』

「来るなあ──！」





●






　いきなりの不ふ破わの両指さしに、森は戸と惑まどった。

『えっ！　な、何ですかその拒否的言動！　ぶ、武神が無くたって御お役やくに立てますよ!?　たとえば戦せん場じようにおいて急に触しよく手しゆが欲しくなった時とか！』

「急に無いわー」

『な、何言ってるんですか！　ありますよ一回くらい！　酷ひどい話だ!!　プンプン！』

　周囲の皆が振りむきかけて、また戦せん闘とうに戻った。

　あれあれえ？　と思う森の前、表示枠インシヤ・コトブが一つ開いた。

・大先輩：『おい森、その目の前にいる女と結婚する気はあるか』

　え？　と森は前を見た。しかし直なお政まさはいない。

・モリー：『どこに女性が？』

・ふわあ：『来たわ本日の屈くつ辱じよく追加差分アペンド……！』

　え？　と森は再び前を見た。不破がいる。直政ではない。

　……女性。

　ああ、そうか、不破様は女性ですね、と触手は思った。しかし、不破は、体たい脂し肪ぼう率など低めだが、それは筋肉などがついていないからであって、単に細いだけだ。自分が求めているような攻め気で獲かく得とくしていった女性像ぞうとは違う。だから、

・モリー：『いや、あの、……ううん、何て言うんでしょう。不破様、その、先せん輩ぱい格なんで、ええと、言葉を選んで言うと、つまり、──女性的魅み力りよくに欠けるというか』

・ふわあ：『選び過ぎだわこの触手……！』

・お前田：『何言ってるんだよミッチー、仕方ないだろう。森君は巨きよ乳にゆう好ずきなんだって』

・ふわあ：『ハイハイShajaShaja。そんな大きいの好きなの森君』

・モリー：『ええ、だって、一いつ緒しよに眠ってる時に抱きしめて貰もらった時、胸に挟まれて優しく安眠というのは、触しよく手しゆの夢です！　ついでにキスなんかして頂けると有あり難がたい！　で、あの、利とし家いえ様、言っておきますけど、僕ぼく、心に決めた人がいますからね！』

・お１２：『え？　誰だれぇ？』

・モリー：『えっ。そ、それは、そのう、今、言えないっていうか』

・ふわあ：『もじもじするなあ──!!』

・さるこ：『あ、どうも、羽は柴しばです。賑にぎやかなところすいません。……一応、今、森もりさんが原げん隊たい復帰確かく認にんしましたので、それをもって手て取どり川がわから魚うお津づ城じように変へん更こうするよう要よう請せいしてみます』

・モリー：『えっ？　それって、一体、どういう事です？』

　森は不ふ破わを見た。すると不破が、半泣き眉まゆ立ての顔でこちらを指さし、

「アンタのせいだあ──!!」

　ええ!?　と森が仰のけ反ぞった瞬しゆん間かんだった。不意に、森は暗さを感じた。

　漆しつ黒こくではない。夜としての闇やみ。全天が頭上に広がる。それは、

「防ぼう護ご障しよう壁へきが……、予備分も含めて完全に消えた？」
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「これは……、少々厄やつ介かいで御ご座ざりますな。ここの補ほ給きゆう地帯で、羽柴様達と合流をするつもりで御座りましたが……」

　ノヴゴロド西側、市壁沿いの荒れた道を西門に向かう影が呟つぶやいた。続いて来る双そう槍そう持ちの姿すがたが、先行する影に対し、

「ノリ殿どの、どう見ますか？」

　そうで御座りますな、と、十じつ本ぽん槍やりの一番、福島は前置きした。

「恐らく、逆面から上越露西亜スヴイエート・ルーシ勢が流れ込んで来るものと。だからキヨ殿どの──」

　と、彼女は跳ちよう躍やくした。

　白しら樺かば材を立てて作られた高い市壁の上に足をつき、西門へと走り出す。

　その背後に、双槍、カレトヴルッフの加か速そく圧あつで続いた加か藤とう・清きよ正まさが、足音を立てて続く。

　先に行く福島は振り向かない。ただ前を走り、

「柴田様達には申もうし訳わけないが、羽柴様の望みが御座ります。──敵の中ちゆう枢すう、ノヴゴロド地下にある天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんの遺い構こうを破は壊かい。そこにいるオラニエ公こうを確かく保ほする、と」

「確保でいいのですか？」

「致いたし方かたなければ始し末まつも前提に御座ります」

　Ｔｅｓテスタメント．、と清正は頷うなずき、こう言った。

「確保が先に来るならば、失敗による始末は私達の責任範はん疇ちゆうですね」

「キヨ殿はいつも御自分に厳きびしい」

「〝師〟がそうでしたので」

　言って、清きよ正まさが頷うなずき、そして福ふく島しまも同じように首を縦たてに振った。

「──拙せつ者しやもで御ご座ざるよ」

　言葉と共に、二人は西門に辿たどり着いた。西の空、聚じゆ楽らく第だいがいる。福島が左手を挙げると、応じる動きで援えん護ご砲ほう撃げきが来た。

　西門周辺と、西門から市街中央に至る街道へと援護砲撃が来るのだ。

　聚楽第の艦かん長ちようは、現在、最上もがみから転入した駒こま姫ひめだ。

「あの方も、覚かく悟ごを決めたようで御座るな」

　砲ほう弾だんの光が来ると同時に、二人は西門側の街道へと跳ちよう躍やくした。

　直後。二人の見る先。街道の向こうで爆ばく発はつが起きた。援護砲撃が撃うち込まれたのではない。あれは、

「柴しば田た様の、……〝瓶かめ割わり〟に御座りますな!!」

　柴田が、接敵したのだ。その相手は、

「武蔵むさしの第一、第五特とく務むに御座りますか!!」







[image: 第八十七章『戦場の分断者』]
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　点てん蔵ぞうは、人生で一番の無む理りを感じていた。

　ノヴゴロドの中央通り。そのど真まん中なかで、

　……市し庁ちよう舎しやに向かうトーリ殿どの達を守るため、柴しば田た・勝かつ家いえ殿と剣けん戟げきとは……！

　歴史再さい現げんではあり得ない。傭よう兵へいという立場で上越露西亜スヴイエート・ルーシに与くみしているからこそ出来上がる接敵構図だ。正直な事を言えば、歴史再現に則のつとってこの戦いは無しと、そう言いたいが、

「第一特とく務む、今ですの……！」

　後ろのミトツダイラが完全に〝入って〟しまっていて、退ひけない。

　……前門の鬼おに、後こう門もんの狼おおかみ、というヤツで御ご座ざるな！

　黄こう門もんの狼、とか考えもしたが、正まさ純ずみ殿のようなので言わないで御座る。

　ともあれこちらはメアリから借りてきた王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを用い、勝家との剣戟を敢かん行こうしている。そして背後や、時に並び、交代するミトツダイラは、

「……っ！」

　銀ぎん鎖さ四本と両腕に、上越露西亜突とつ撃げき隊たいから借りてきた長ちよう剣けんと槍やりを携たずさえ、銀ぎん狼ろうが突撃する。合計六本の刃やいばが、柴田への攻こう撃げき手段だ。銀鎖による多角的突とつ貫かんと、両の刃による薙なぎ払いや刺し突とつが、母親譲ゆずりの高速スナップで放たれる。

　連れん撃げきという視点で見れば、二ふた代よに比ひ肩けんか超えるのではないだろうか。ただ、

「────」

　高速の瞬しゆん発ぱつを、自分の体のみならず、銀鎖四本にまで強いるのは無む理りがある。元々、持じ久きゆう走そうなど不ふ得え手てなミトツダイラだ。息が切れるより先に、

　……自分が！

　前に出るなり並ぶなりして、援えん護ごから攻撃に入る。

　とはいえ、ストレートな剣技に行くわけではない。柴田に対し、ミトツダイラの陰から飛び出したり、下側から腹を狙ねらったり、後ろに回り込んだり、場合によっては荒れた街道の石を蹴けりつけたり、砂を払ったりして行く。

　汚きたない、という訳わけではない。弱者の手段という訳でもない。これが、

　……忍にん者じやの、勝利に至る効率的戦せん闘とう術じゆつに御座る！

　そして、この戦い方は、

「やるじゃねえか忍者小こ僧ぞう……！」

「好こう評ひように御座るか……！」

「あたりめえだ！　そのくらい、勝つ事への執しゆう着ちやく心しんがあってこその勝負だ。そっちの銀ぎん狼ろうも、確実にこっちに通す事狙った連打だ。──俺おれは高評ひよう価かするしかねえな！」

　好評ならば応こたえるしかない。背の高い相手。忍者の剣技では地面からの足首切りだけではなく、逆ぎやく袈け裟さも、馬上への攻こう撃げきのセオリーも、何もかもが使える。それは、

　……とてつもなく、懐ふところの深い御ご仁じんに御ご座ざるな……！

　何しろ、全てを凌しのがれているのだ。こちらの技の何もかもを受けて、そして攻撃してくるとなれば、これは敵として、一つの理想型だろう。

　だが、今は攻撃を交わし合うべきだ。トーリ達の本隊が市し庁ちよう舎しやに向かっている事もだが、

・傷有り：『点てん蔵ぞう様、頑がん張ばって下さいね？　帰られましたら、御夕食ですから』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．で御座るよ！　楽しみで御座るな！』

・あさま：『ちょ、ちょっと、点蔵君！　今のそれ死亡フラグです！』

・傷有り：『え？　でも浅あさ間ま様、点蔵様とは、帰ったら一いつ緒しよに動画を観みようとも思ってるんです。御お掃そう除じの時に見つけた〝劇場版・いいゴリ戦せん記き〟というのがありまして』

・賢姉様：『あれ？　それって愚ぐ弟ていがタイトル変えてカモフラった金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうのエロ動……』

・あさま：『い、言ったら駄だ目めですよ喜き美み！』

・金マル：『うん、言ったら面白くないよね。目の前で再生されるようじゃないと』

・●　画：『というか何この多角的な死亡フラグ。フザけてんの？』

・十ＺＯ：『さ、最悪！　絶対生きて戻るで御座るよ！』

・銀　狼：『戦せん闘とう中ですのよ──!!』

　いや、ながら戦闘も忍にん者じやの基本技に御座る。と、そんな事を思うなり、風が来た。

　勝かつ家いえが、動いたのだ。それも、今までのような攻撃の交わし合いではなく、

「ちとパターン変えるか」

　前に出てきたのだ。





●






　……こいつぁ面白え。

　勝家は思った。P.A.Odaにも忍者はいるが、自分の周囲では一いち益ますがそうであるように、指し揮き官かんクラスになってしまっているよなあ、と。

　そういう意味では、今の戦せん場じようは楽しい。生きててよかった。だけど、

「年下相手に負ける訳わけにゃいかねえな！」

〝瓶かめ割わり〟と脇わき差ざし両手に、勝家は前に出る。

　と、忍者が攻撃を変えてきた。

　……おお。

　足狙ねらいだ。進行を止めるための技。それも上から下に打つようなものではなく、回かい避ひしにくい、下から上に打つタイプの攻撃だ。

　忍者は、腰を落としつつも、膝ひざから下を柔らかく使って距離を制せい御ぎよ。その上で、引きながらこちらの膝や、臑すね、場合によっては脹ふくら脛はぎを回り込むように打ってきて、

「おお……!?」

　忍にん者じやが、不意に、こちらの右みぎ腿ももに差し込むような一いち撃げきを突き込んできた。

　自分の目から見て、刃やいばは切きっ先さきを正面に見せるような斜め突きだった。

　立体としての距離感が捉とらえにくい一突きだ。威い力りよくよりも当てる事を考こう慮りよしたもの。更さらには、用いる武ぶ器きはこちらの鬼おにの装そう甲こうをも割るであろう、

　……王賜剣エクスカリバーって事か！
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　武器頼りというのは、悪くない判はん断だんだと柴しば田たは思う。何しろ俺おれを相手にしているんだからな、と、そうも思う。だが、こちらとて、当たる気はない。

「──と」

　左足を前に。その足先を軸じくに、体を左前の半はん身みにする。

　忍にん者じやは、突きを外し、半身になったこちらの胸前に踏み込む事になる。後は右手の瓶かめ割わりを置くようにして、薙なぎ切ればいい。

　あっという間に一人撃げき沈ちん、だ。

　簡単過ぎる。だから罠わなだ、と勝家は判断した。ある程度のレベルに達した忍者がこんな簡単な手て筈はずで倒される訳わけがない、と。

　しかし、倒すようにしてやらないと、万まんが一いちもある。ゆえに、

「そら」

　敢あえて、瓶割を手首のスナップで振った。速度をつけ、忍者の腕から胴どう体たいを斜め落としに断ちに行く。低い姿し勢せいの忍者には回かい避ひ不能の一発だ。カウンターで攻こう撃げき力は二倍お得。

　断った。当たった。

　……お？

　手て応ごたえがあった。





●






　勝家は、瓶割を振り抜き、己おのれの手応えの先を確かく認にんした。

　今、自分の手には、忍者の体を断ち割る感かん触しよくがあり、抜けていく刃の実感がある。だが、

　……何だ……!?

　忍者は、断たれていなかった。こちらの刃を食いもしていない。ただ、彼は、

「受けてるだと……!?」

　防ぼう御ぎよだ。こちらの内うち腿ももに差し込もうとしていた王賜剣一型ＥＸ．コールブランドと、腰後ろに隠かくしていたもう一本の短たん刀とう。それをクロスさせて瓶割を挟み、

　……代わり身か!!

　切ったと錯さつ覚かくさせる。忍にん者じやの代だい名めい詞しの一つとも言える忍にん術じゆつだ。

　視覚的、聴ちよう覚かく的、感かん触しよく的なものがあるが、今のは三番目のものだ。忍者は、瓶かめ割わりに対し、クロスさせた二本の刃やいばで受けると、それを鋏はさみのように開閉させながら引き、

「ぶった切る感触を再現したって言うのか!?」
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　点てん蔵ぞうは、細さい心しんという言葉を思いながら、代わり身の術を敢かん行こうした。

　攻こう撃げきの受けについては、多少の自信がある。訓練の時、近きん接せつ班の先頭を突っ走ってオリオトライの攻撃を受け凌しのいでいるのだ。

　……昔は受け切れずにぶっ飛ばされていたもので御ご座ざるが……！

　今は受け切れる。

　王賜剣エクスカリバーに交こう叉さする短たん刀とうも、新規で作ったものだ。グリップを太めの弾だん力りよく素材で作り、刃も切れ味より厚さ重視でIZUMOにオーダーメイドしたもの。忍者のメイン武器を補助武器とするのに迷いはあったが、王賜剣の事を考こう慮りよすれば、的確だった。

　そしてこの状況下、幾いく度どとなく勝かつ家いえと攻撃をかわしているため、彼について理解出来ている事が二つある。

　一つは、勝家の膂りよ力りよくだ。

　そしてもう一つは、勝家の戦いへのこだわりだ。

　この鬼おには、戦いが面白いならば本気を出して長なが引びかせ、楽しもうとするのだ。だから、後は、

　……詰まらない状況を作れば、本気度の薄い、しかし終わらせる攻撃が来るで御座る！

　確かにそうなった。だから受けた。それも変わり身の忍術で、だ。

　変わり身とは錯覚を作る事だ。手て練だれであればあるほど、明確な視覚や聴覚に頼らない。以前も真さな田だの猿さる飛とび・佐さ助すけが、見み栄ばえよりも動きで勝家を翻ほん弄ろうした事がある。

　ならば、この高速の遣やり取りの中、こちらを切断する錯覚を彼の手に与えたらどうなるか。

「……っ！」

　勝家は、確かにこちらを切ったものと錯覚した。だが、勝家の力なら自分を断ち割るのは一いつ瞬しゆんだ。ここで生まれる隙すき自体は、瞬しゆん間かん的なものでしかない。だから、

　……ミトツダイラ殿どの！

　思うなり、鎖くさりの音が跳ねた。

　ミトツダイラが、こちらの左手側、自分を挟んで勝家の身体からだ正面に回り、六重の攻撃を叩たたき込んだのだ。





●






　勝家は、敵の狙ねらいを見た。

　今、自分は、左を前とした半はん身みになっている。

　体の正面側にて、右手で振った瓶かめ割わりを、忍にん者じやが受け、流している。

　そして正面、忍者の向こうで、人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘が、六重の長ちよう剣けんをぶち込んできた。

　自分は、左の脇わき差ざしを半身の前側に出しており、瓶割も振っているので、防ぼう御ぎよ出来ない。

　瓶割を振る右の肩を銀ぎん狼ろうに突き出し、首をガードしても、脇わき腹ばらが無防備になる。ならば、

「かかれ！　……瓶割！」

　既すでにチャージは済んでいる。そして自分は、直ちよく撃げきでなければどうにかなる。だから、受けている忍者や銀狼ごと手首を捻ひねって、瓶割の刃やいばを彼らに向け、

「……！」

　割り砕くだきの力が、三十メートル範はん囲いに走って爆ばく砕さいした。





●






　直ちよく撃げきをミトツダイラは悟さとった。

　……強ごう引いんな！

　勝かつ家いえが自分の瓶割を防御に使うのは、武蔵むさしの早朝襲しゆう撃げきの経けい緯いで知っていた。だが、あれは、逃とう走そうも間ま際ぎわのタイミングだから出来た筈はずだ、

　今はまだ、彼らにとってノヴゴロド襲撃が始まったばかりだ。その段階で、自分が負ふ傷しようする事を前提の回かい避ひ方法をとるとは、無む茶ちや苦く茶ちやな話だが、

　……攻こう撃げきを、捨てないという事ですの!?

　勝家は、負傷しても、こちらを消す事を選んだ。

　だからミトツダイラは理解した。この敵には、防御も回避も無いのだと。

　全ては、こちらを倒す攻撃だ。

　このままでは、割かつ砕さいが直撃する。だから、採とる方法は一つだった。ミトツダイラは六重の攻撃を止めない。自分も同じように、勝家を穿うがつ事を選択しながら、

「メアリには後で謝りますわ！」

　目の前にいる第一特とく務むを蹴けり上げ、勝家に叩たたきつけたのだ。
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　勝家は、笑った。呼吸が乱れるため、表おもてに出さず、心で笑った。

　……やりやがった！

　自分も以前、小こ物ものを盾たてにした事があるが、これはちょっと違う。

　これは面白い。これは結けつ構こういいので、今度自分もやろう。

　今、右の腕から脇に掛けて、武蔵の第一特務の激げき突とつがあった。軽いかと思えば、意い外がいに重い。理由は簡単だ。この忍者自体も、銀狼の動きを悟り、当たりに来たのだ。

　面白い連れん中ちゆうだ。

　無む論ろん、そんな激げき突とつでは姿し勢せいが大きくずれる事はない。

　だが、瓶かめ割わりを相手に向けるため、手首を回していたのが悪い。肘ひじから先の動きが乱れ、

「仕方ねえ！　褒ほう美びをくれてやらあ！」

　割かつ砕さいの力が、右正面から、前に出ようとしていた自分にとって、カウンターで激突した。
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　ミトツダイラにとって、結果は一いつ瞬しゆんで導かれた。

　右の銀ぎん鎖さ二本は割砕の爆ばく発はつに対するガードに変へん更こう。左二本は、そのままで、

「……っ」

　一本が勝かつ家いえの右肩に弾はじかれた。もう一本が、

　……刃やいば!?

　己おのれの右前方で生まれた割砕をガードするためだろう。右肩の上を回るように来た左腕が、手にしていた脇わき差ざしで、銀ぎん鎖さの持つ長ちよう剣けんを弾き切った。

　同時に割り砕くだきの力が、至し近きんで爆ばく発はつした。流りゆう体たい光こうの飛散を含んだ圧あつのある風が、打だ撃げき物のように叩たたきつけてくる。

　勝家には、その端はしが直ちよく撃げきした。

　ガードした左肩が裂さけ、左腕にひびのような断だん裂れつが走る。だが、既すでにミトツダイラは攻こう撃げきを放っていた。左の刃を手首からのスナップで高速投とう射しやしたのだ。

　……行きなさい！

　風を割って、一いつ直線に狙ねらうのは勝家の右みぎ脇わきだ。

　脇わき腹ばらは、肋ろつ骨こつがあり、体の折れ曲がる筋肉の分割部分でもある。その周辺は鍛きたえたとしても、分割のラインに上筋肉の鎧よろいをまとう事は出来ない。

　だから狙った。

　しかし、強圧の風の中で、勝家が動いていた。前に振っていた瓶割を戻すように、右肘を下ろしたのだ。

　こちらの放った長剣を、肘を用い、ガードするか、打ち落とすつもりだ。

　ゆえにミトツダイラは、即座の動きで右の一発を放った。それは、

「穿うがちなさい！」

　先に放った一発。その一直線の柄つか頭がしらを、追い打ちの長剣で突き押したのだ。

　初速後の失速を、追い打ちの突とつ貫かんで無い物とする。勝家にとっては、見切った筈はずの長剣の速度が上がる事になり──、

　……肘の速度が上がった!?

　勝家の肘でガードの構えを取る動き。それが更さらに加か速そくしたのだ。

　恐らく、手に握った瓶割のホールドを緩める事で、肘を軽くしたのだろう。

　……見事な判断ですわ！

　ミトツダイラの納なつ得とくは早かった。母のようなデタラメ極まりない存在がいるのだから、それに近きん似じの技や力を持つ者がいてもおかしくない、と。だから、放った二連の長ちよう剣けんが肘で打ち落とされた時、ミトツダイラは叫んだ。

「第一特とく務む！」

　言葉と同時に、地面から跳ね上がったものがある。

　第一特務だ。勝かつ家いえに激げき突とつし、しかしすぐに下へと着ちやく地ちした彼は、王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを担かつぎ、

　……二度目の変わり身の術じゆつ！

　それは、穏おん形ぎようとして、地面に己おのれを見せかけるもの。

　だからというように、跳ね上がった姿すがたは、ミトツダイラから見ても地面にしか感じられず、

「──!!」

　月を描くように全身で振り切られた王賜剣エクスカリバーが、勝家の右肩を下から断ち落とした。
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　……成した！

　点てん蔵ぞうは、極度の緊きん張ちようの脱だつ出しゆつから、崩くずれそうになる全身を前に出した。

　視し界かいの隅すみ、見える勝家の右腕が、宙に飛んだ。

　脇を、下から狙ねらったがゆえだ。肩周辺の筋肉の殆ほとんどは、上や外から被かぶるようについているが、脇はその接合が弱く、隙すき間まも多い。狙えば、断てる。

　だが、脇を真ま下したから狙える機会はほとんど無い。

　そのような都つ合ごうの良い状況を、しかし確かに作り得たのは、

　……ミトツダイラ殿どのがいたがゆえに御ご座ざる！

　重連の攻こう撃げきを叩たたき込む事で、ミトツダイラは勝家のガード姿し勢せいを誘ゆう導どうした。

　だからぶち込んだ。

　忍にん者じやとして、この全身の一いち撃げきは、馬上相手の攻撃として極きよくとなるもの。暗あん殺さつ術としては、捨て身の一発だ。しかし、

「第一特務！」

　点蔵はミトツダイラの声を聞いた。

　そして、ある光こう景けいを見た。勝家が、巨きよ大だいな武器を振り上げているのだ。

　無事な左手で摑つかむもの。それは、

　……右腕!?

　鬼おにが、裁たち落とされた己の右腕を摑つかみ、振り抜いていた。

　鎖くさりの砕くだける音が鳴り、ミトツダイラが吹っ飛ばされ、そしてこちらに、左腕の握った右腕が握った瓶かめ割わりが、まるで槍やりを振るような軌き跡せきでぶち込まれた。
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「く……！」

　点てん蔵ぞうは、斬ざん撃げきによって前に投げ出していた体を、どうにかして動かそうとした。

　今のままではガードも何も出来ずに勝かつ家いえの攻こう撃げきを受ける。腰後ろに戻した短たん刀とうを抜き、ガードに使おうとしても、

　……間に合わぬで御ご座ざる。

　もう一本の王賜剣エクスカリバーはメアリの守しゆ護ごに回っているので、こちらに来ない。

　いかん、と点蔵は思った。今までの人生、死亡フラグを重ね過ぎたか、と。

　しかし、ここで死ねば、メアリを泣かす事となろう。何しろ死後の慰なぐさめに彼女が見る動画が、タイトル変えてカモフラしたエロ動画に御座る。なるべくメアリ殿似のものを選択していたので、使用意図が伝わるか「男の人って馬鹿ですね」くらいの感想やフォローがあるといいので御座るが、ナルゼ殿辺りが「ヘタレが……！」とか言いそうで困りもので御座る。ひょっとして、死ぬ前に遺ゆい言ごんで、動画は全て処分しておくように告げて置くべきで御座ろうか。あ、否、でも先日の上越露西亜スヴイエート・ルーシ外がい交こう官かんの縁えん日にちのような平和な外交もといメアリ殿の浴衣動画もあるで御座るからなあ……。というかコレ、死ぬ直前の現実逃とう避ひで御座ろうか。

「死ね忍にん者じや……！」

　そう言われましても、と思いつつ、点蔵は、前に振り抜いた王賜剣を引いた。手元に戻すのではなく、己おのれの身をそちらに持っていくために引きつけた。そして、

　……間に合うで御座るか!?
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・●　画：『忍者逝いったあ──！』

　不ふ穏おんな叫びを通つう神しんから聞きつつ、砕くだかれた銀ぎん鎖さと、それでも消し切れなかった衝しよう撃げきを受けながら、ミトツダイラは見た。

　一条の光が、勝家の瓶割を弾はじき反そらしたのを、だ。

　……流りゆう体たい砲ほう撃げき!?

　吹っ飛ばされつつも、近くの家の門壁上を蹴けり、屋根への着ちやく地ちを狙ねらうミトツダイラは、先さき程ほどの光を放った存在を確かく認にんした。

　五軒ほど北東の位置にある家屋の屋根。そこに立つのは、

「……あ」

　いない。だが、だからこそ理解した。

　このタイミングと攻撃と、移動の隠おん密みつ性について、ミトツダイラは知っている。だから、ミトツダイラは、すぐ近く、自分が立つ屋根の、右手側を見た。

　脇に感じる鈍どん痛つうは、肋ろつ骨こつが折れた証しよう拠こ。

　だが、その痛みの向こうにいるのは、

「〝女王の盾符トランプ〟の２、──ウオルシンガム!?」
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　点てん蔵ぞうは、瓶かめ割わりの一いち撃げきを受けつつも、避けていた。

　身を前に、起こすのではなく、這はうように行ったのが行ぎよう幸こうだった。

　逸それて上がった瓶割の切きっ先さきが、こちらの右背を斜め一いつ直線に走る。

　背骨を断たれないように身を捻ひねったのは、忍にん者じやとしての勘かんだ。腰の短たん刀とうが鞘さやを砕くだかれながらも剣先を弾はじき、右背から肩けん胛こう骨こつを削そがれたが、

「動画消去──！」

　生き残ったら何をするかを叫びつつ、点蔵は地面に転がった。

　王賜剣エクスカリバーを抱くようにしながら、背の膂りよ力りよくだけでミトツダイラが跳んだ方、歩道の向こうにある家の並びへと退たい避ひを行う。

　そして点蔵は、振り仰ぐ屋根上に立つ影を見た。

　ウオルシンガムだ。

　……何な故ぜ。ここに英国イギリスが!?

　そう思った瞬しゆん間かんだ。

「やっぱり、……急いで連れてきて頂いて、幸いでした。点蔵様」

　言葉と共に、背後から縛いましめず、ただ身を寄せてくるものがある。

　巨きよ乳にゆうだ。メアリであった。

　一体どうやって、と問う意味はない。頭上を二つの速度が突っ走っていく。南側、柴しば田た艦かん隊たいへの牽けん制せいに向かう白と黒の魔女テクノヘクセンだ。自分とミトツダイラという、移動力のある人員がトーリを運んで先行したが、ノヴゴロドの防ぼう護ご障しよう壁へきが消えたのを機会に、魔女達がメアリをこちらに連れてきたのだろう。そして、

　……英国が来たのは……。

　英国は、上越露西亜スヴイエート・ルーシ側と友好な交流を保っている。更さらには、

「点蔵様」

　メアリだ。

　上越露西亜への友好と、英国の後こう継けい者しやの保護。それを予測したエリザベスが、先にノヴゴロドへと〝女王の盾符〟を派は遣けんしていたに違いない。

　確かに、ノヴゴロドには幾いくつかの国が貿ぼう易えきに来ていて、この戦せん闘とう間ま際ぎわでも、二国ほど、退出しない国の艦があったと聞く。ならばその内一つ、英国は、

　……メアリ殿どのがここに来る事を条件に、介かい入にゆうする、と。

　同時。

『Ｔｅｓテスタメント．』

　屋根上に立つ重力可動式の自じ動どう人形。ウオルシンガム。双そうの十じゆう字じ剣けんを重ねて柄つかを通した槍やりは、流りゆう体たい砲ほうとなる。彼女は、射しや撃げき時の隙すきを無くすように、半はん身みになると、柴しば田たに対し、

『Bite……！』
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　十字砲からの直線を描く一撃が飛んだ。だが、

「すまないけど、ちょっと待って貰もらおうか」

　介入の声が響ひびき、自動人形が勝かつ家いえに放った砲ほう撃げきが、命めい中ちゆうした。しかし、その命中は勝家に対してのものではない。勝家と砲撃の間に立ち上がった、白骨の並びによる物だ。

　白の流体で出来た骨達が弾はじけ、ウオルシンガムの砲撃を減げん衰すいさせる。そして、

「次あたりから改良しないと、時間稼かせぎにもならなくて残念だね。だから──」

　東の通りの向こうから朱色のM. H. R. R.神聖ローマ帝国制服が来た。前まえ田だ・利とし家いえだ。彼は、垂らした両の手先から、

「今回は転機の大おお盤ばん振る舞いだ。この狭い町並み限定で、一気に五万、行ってみようか」

　言うなり、町が白に染まった。

　白骨の群が、ノヴゴロド全域に発生したのだ。





●






「メアリ殿どの……！」

　点てん蔵ぞうは、自分達の周囲、数歩の位置にまで白骨達が湧わいたのを見た。

　彼らがこちらに届かないのは歩道があるからだが、木材を並べて作った歩道は、その下から湧こうとする骨に打だ撃げきされ、

　……く。

　近くの歩道が、下からめくり持ち上げられた。生はえてくるのは、七体ほどの白はつ骨こつだ。狭いところに押し込められていたかのように、自分達の体を砕くだきながら彼らは出てくる。

　彼らは力無いが、武器もあり、こちらも負ふ傷しようしている。それを見て取ったのか、屋根上からミトツダイラの声がした。

「メアリ！」

　解わかってはいるが、自分が呼ばれる計算に入っていないのは微び妙みように落ち込む。しかし、点蔵は気付いた。メアリが身を寄せていると言う事は、

「あ、あの、メアリ殿！」

　退たい避ひのために、彼女に一度離れて貰もらいたい。そのために、点てん蔵ぞうは言う。

「血が、服につくで御ご座ざるよ!?」

「──構いません。今、治ち療りよう中ですから。それに……」

　それに、

「傷きず痕あと、残しませんので。だから、あの、点蔵様？　──前に一歩、出て頂けますか？」

　意味は解わからないが、身を剝はがすというのだろうか。だから点蔵が前に一歩踏むと、メアリもついてきた。

　離れない。

　どういう事かと思う点蔵の視し界かいの中。白骨の群が迫ってくる。どれもこれも、骨の当たる音を立てながら、

『……！』

　殺さつ到とうという言葉を、点蔵が思った瞬しゆん間かんだ。点蔵は、あるものを見た。

　一歩離れた事で、自分達の影が、並ぶ家の門壁に立っている。

　そして、夜よ灯あかりに照らされて生まれた緩く青黒い影が、ふと動いた。それは、手前側に軽く叩たたかれたように揺れ、

「まさか……」

　一人の侍さむらいが、影の中から現出した。それは、

「〝女王の盾符トランプ〟の１、──ウオルター・ローリー殿どのか！」

　長い前まえ髪がみに、高く結ゆった髪。肩などに提さげた重力刀とうと、右肩に担になう大だい重力刀。その持ち主は、無言でこちらに一いち礼れいすると、

「……！」

　周囲の全てを薙なぎ払い、戦せん場じように飛び込んだ。
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「まあ、必要最低限の構成で来てみたけど、要いらぬ助力かもねえ」

　ノヴゴロド西、貿ぼう易えき用の港から、一いつ隻せきの大型輸ゆ送そう艦かんが出しゆつ港こうする。

　その一艦は、しかし、輸送艦の姿すがたから、形を変えていった。外側を覆おおっていた外がい殻かく、木材の張られた姿が、不意に緩み、布として下に落ちる。

　すると、下から代わりに、鋭角な形の帆ほが上がった。

　残りの外殻が布として落ち、残るように姿を現すのは、

「海かい賊ぞく女じよ王おうグレイス・オマリ、──キャベンディッシュ艦にて、出港するよ！」

　高速型のクレイヤー。上方に広がる鋭えい角かく帆の内側から、一度陽かげ炎ろうが噴ふいた。そして高まっていく圧あつと風の揺らぎを受け、周囲の空が高い音をたてていく。

　艦かん首しゆ側のブリッジにいるオマリは、後方の繰そう艦かんクレイドルに浸ひたる人にん魚ぎよに振り向く。

「キャベンディッシュ、──武蔵むさしからの特とく殊しゆ武装は搭とう載さい出来たのかい？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──シェイクスピアも搭とう乗じようしました。ノヴゴロドの解放に向かって下さい」

　そうかいそうかい、とオマリは杖つえを甲かん板ぱんに立てた。

　彼女が両の腕を広げると、杖は、真まっ直すぐに立ったまま、軽く浮く。その先せん端たんからは、絡まり合う蔦つたを文もん様ようとした舵だ輪りん型の術じゆつ式しき陣じんが展開。更さらには四し方ほう角と吹く風の絵も冠かんされ、

「さ……」

　オマリが息を吸って術式舵輪をつかむと、咎とがめるように南からの砲ほう撃げきが来た。

　柴しば田た艦かん隊たいだ。ノヴゴロド南側の空と、沿岸を確かく保ほし、地上側との連れん携けいも取っていた艦隊の内、警けい護ご用として存在していた数艦が、キャベンディッシュ艦に横腹を向ける。側部の重連流りゆう体たい砲ほうをもって、攻こう撃げきしようと言うのだ。

「馬鹿だねえ。意思表ひよう示じが砲撃とは、下へ手た過ぎて涙出るよ」

　オマリは、飛来する砲ほう弾だんに視線をくれると、声を放った。

「行くよどいつもこいつも！　妖よう精せい女じよ王おうの友好国を救いに行くんだ!!」







[image: 第八十八章『逆転劇場の支配人』]
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　空に砲ほう撃げきが音を立て、市街では足音と激げき突とつの音が響ひびき出した。

　立ち上がり、動いていく利とし家いえの霊れい体たい戦せん士し団だんを見ながら、しかし勝家は舌した打うちした。

　……右腕が面めん倒どうでしょうがねえ。

　切断された右肩には、力を込めっぱなしだ。そうする事で筋肉が締しまり、血管が縮んで止し血けつとなる。下へ手たに気を抜けば力が緩んで血が噴ふき出す事になるが、戦せん闘とうの緊きん張ちようを保つ意味ではこの方が都つ合ごういい。

　しかしまあ、片腕切断とはな、と勝家は思った。今まで、打だ撃げきを受けたり、血ダルマになった事はあるが、欠けつ損そんは初めてだ。

　人によっては、事実を受け入れられずに、血圧低下によるショック死をするというが、

　……まあ、こんなもんだろ。

　自分の油ゆ断だんと、相手の組み立ての結果だ。特定条件を重ねまくってこの結果を拾った相手にとっては〝御ご褒ほう美び〟といったところで、自分としては〝残念〟でしかない。

　右腕は、可能ならば捨ててしまいたいが、義ぎ腕わん化するとリハビリが面倒だ。ここから先、P.A.Odaは創そう世せい計画に向けて動くのだから、時間を食う選択は避けたい。

「あー、くそ……。俺おれも、面倒な立場にいるってこったな」

「はあ？　今いま更さらそんな事言ってんじゃねえよ。勝かつ手てに前出て腕ぶった切られて、ようやく目ー醒さめたか馬ァ鹿」

　と、右に並んだのは、成なり政まさだ。

　勝家は、自分の右腕で己おのれの肩を叩たたきながら、成政を見る。そして、

「おやおや、何しに来ましたか小こ物ものクゥン？　先せん輩ぱいが心配ですかあ？」

「ああ？　馬鹿が調子乗って腕切られたから笑いに来てやったんだっつーの。解わかれよ」

「ほう、そんなに俺の事が心配ですかあ……。ほほう……、へえ……、ふうん……」

「もうヤダこいつ本気でウゼぇ……」

「えっ、ウザいですかあ。どうしたらいいですかねえナルナルくぅん？　言ってくれれば直しますよう……？　ほら、教えて下さいよう……」

「ウゼぇ上にキメぇ芸当まで憶おぼえやがった……」

　だけど、と成政は前を見た。

　死体がいる。利家の呼び出した白はつ骨こつの戦士団ではない。ノヴゴロドの擁ようする合ごう成せい死体の戦士団だ。ノヴゴロド市し庁ちよう舎しやの守りについていた精せい鋭えいが、表おもてに出てきたという事だろう。

「おい小物、どのくらいの数に見える？　怯おびえながら告げたら褒ほめてやるぞ」

「三千くらいじゃないスかね。後ろに同じくらいいると思いやスけど」

「うわつまんねえリアクション。──両方合わせて千持ってけ。恐らく羽は柴しばの十じつ本ぽん槍やりが市庁舎に向かってる。俺おれ達が陽よう動どうとして動いた方が、今の状況としてはいいだろうよ」

　勝かつ家いえは告げる。

「創そう世せい計画も、ヤツらの世代のものとなるネタだしな」

　そうスね、と成なり政まさが頷うなずく。そして彼は、前から来る敵の波を見て、

「そっちは？　どのくらい持っていきやスか？」

「そうだなあ──」

　と、勝家は右腕を前に振り抜いた。力の行く先。そこで弾はじけるのは、

「さっきからチョロチョロうるせえぞ子犬」

　飛来した流りゆう体たい砲ほうの光を瓶かめ割わりで砕くだいた向こう。通りの左壁上に、一つの影がある。

　英国イギリスの番ばん犬けん、ウオルシンガムだ。
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　成政の視し界かいの中。英国の自じ動どう人形はこちらを見ると、

『Sight』

　狙ねらいを定めた。そういう事だ。

　……来るってか。

　思う心に対し、ウオルシンガムが、通りを流れて突っ込んでくる合ごう成せい死体戦せん士し団だんの中に軽く飛び込んでいった。自分が巻き込まれ、砕かれると思わない動きだ。そして、

『千本薔薇十字Wars of the Roses』

　空中で、携たずさえた十じゆう字じ槍やりから、番犬は無数の両りよう刃ばナイフを宙に放った。

　消える。彼女自身が死体の群に沈み、ナイフも全て突とつ撃げきの陰に隠かくれた。ほほう、と横の勝家が仰のけ反ぞり、笑う。

「いいねえ暗あん殺さつ仕し様よう！　P.A.Odaのアサシン部隊に参考にさせようぜ！　ヤツら、最近は高いところにばっか登って遊んでるしよ！」

「敵が来てんの見ろ──!!」

　叫んで指さす先には、風が来ていた。重力刀とうの刃やいばだ。それは、

「──山やま中なか・幸ゆき盛もり！」

　見えぬ刃を勝家と共に回かい避ひして、成政は相手を見た。

　英国制服を着き崩くずし動く侍さむらい。彼に対して歯を見せ、

「一時期なりともP.A.Odaの手を借りて御お家いえ再さい興こう狙った事、後こう悔かいしてるか!?」

　問いかけに、ウオルターは応こたえない。ただ彼は、合成死体戦士団の突撃に己おのれを重ねるように、ゆるりとこちらに歩みを作り、

「……！」

　鋭い一いつ刀とうを放ってきた。
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　戦せん闘とうの流れが混こん沌とんとしつつある事を、ナイトは感じていた。

　市街への艦かん砲ぽう射しや撃げきを牽けん制せいするため、ナルゼと二人、英国イギリスのキャベンディッシュ艦と連れん携けいして柴しば田た艦かん隊たいへの射撃を行いながら、しかしナイトはノヴゴロドの動きを見み逃のがさない。

　……こりゃあ、ちょっとやられてるかなあ。

　全体の動きとしては、表向き、こちらに傾きつつある。

　白はつ骨こつ戦せん士し団だんが中央部にいるウオルシンガムとウオルターに向かう事で、戦せん場じようは中央寄りになっている。そこに北側から合ごう成せい死体の戦士団が壁のように押し寄せているため、北や東西から中央へ行こうとしていた白骨戦士団は押さえ込まれているように見える。が、

・●　画：『白骨戦士団が、更さらに湧わいて来てるわね。それも外がい縁えん側。合成死体戦士団の、更に後ろから襲おそおうってつもりだわ』

・御　鞠：『前まえ田だが無限に白骨生ませるからだろ。──おい、帆ほの上停まるな。高圧時は余波があるから吹っ飛ぶぞ』

　上空、時とき折おりに対空射撃が緩い追つい尾びで飛んでくる。誘ゆう導どう指し示じするガルーダに追い掛けられながら、ナイトはキャベンディッシュ艦の前に回り、

・金マル：『舳へ先さきは大だい丈じよう夫ぶ？』

・御　鞠：『船せん首しゆ像ぞうに乗らなきゃ構わんさ。甲かん板ぱん来たらドーナツやるよ』

　と、白の姿すがたが柴田艦隊の方に向かった。ナルゼだ。

　彼女はちらりとこちらを見て、

・●　画：『魔女テクノヘクセンの御茶会するつもり？　私達、翼つばさのせいで消しよう費ひ大きいから結けつ構こう食べるわよ』

・御　鞠：『食いしん坊ぼうんなら、うちにも多量にいるしねえ』

・金マル：『おおお、じゃあ後でガっちゃんとマジパンとか持ってくね』

　オッケオッケ、とオマリが応こたえ、しかしこう言った。

・御　鞠：『ま、とりあえず、白骨共どもを一いつ掃そうする手段はあるから、やってみっか。──キャベンディッシュ！　用意は出来てんだろ!?』

・琴人魚：『──言われなくても行きますよ。大体、今回の私はナンバー５の代表として来ていますから、オマリさんの命令無くても動けます』

　だから、と、キャベンディッシュが告げた時だ。

　キャベンディッシュ艦の左右舷げんで音が鳴った。艦かん側しゆ部にある多量の垂すい直ちよく投下ランチャーがコッキングした音だ。後部の繰そう艦かんクレイドルにいるキャベンディッシュは、

・琴人魚：『武蔵むさしの魔女さん達、あと、オマリさんも、敵の牽けん制せいをどうも有あり難がとう御ご座ざいました。そして武蔵の産業委員の方々、危険な空域を輸ゆ送そう、有り難う御座います。

　キャベンディッシュ艦、新型投下弾だんをノヴゴロドに対し、使用します』
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　空に弧こが走った。無数の直上型射しや出しゆつ煙は、ノヴゴロド上空、そこにあるキャベンディッシュ艦かんの垂すい直ちよく投下ランチャーから発はつ射しやされたものだ。

　数にして三十二。一度天上に上がってから、誘ゆう導どう術じゆつ式しきの表示枠サインフレームを先せん端たんで貫つらぬき、落ちていくものがある。その姿すがたは、しかし高速の一いつ直線で、夜を落ち、

・琴人魚：『──着ちやく弾だん確かく認にん』

　ノヴゴロド市街、三十二方向の端はしで、確かに突き立つものがある。それは、

・琴人魚：『武蔵むさしIZUMO謹きん製せい、竹たけ槍やり投下弾だん三十二本！　全ぜん弾だん誤ご差さ二十センチ内で着弾！　これより対たい霊れい広域武装を展開します！』
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　不ふ破わは、戦せん場じようの中でそれを見た。ノヴゴロド内部を囲むように突き立った二十メートルほどの竹たけ柱ばしらが、その全ぜん節せつを展開したのだ。

　直後に、戦場に大だい規模な破は壊かいが起きた。竹柱の周辺から、広がるように、

『──!!』

　利とし家いえの呼び出した白はつ骨こつ達が、高速に散っていく。それも、両腕を振り上げ、歓かん喜きの状態での成じよう仏ぶつだ。瞬またたく間に広がっていく霊達の破壊と成仏に、不破は鋭い視線を走らせ、

「何この広こう範はん囲い成仏攻こう撃げき!?　化学系けいの広範囲武装でも使ってるの!?」

　だが、不破は敵の攻撃の正しよう体たいに気付いた。遠くから漂って来たものがあるのだ。

　匂におい。鼻に通るその香りは、

「カレ──!?」
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・83　　：『カレーの匂いをクンカクンカしただけで昇しよう天てん確実ですネー』

・不退転：『え？　どういう事……？　何が起きてるかよく解わからないんだけど……』

・ウキー：『フ、まだまだだな成なる実み。このくらいで動じていては武蔵むさしでは生きていけんぞ』

・十ＺＯ：『何が起きたのか全く解説しておらぬで御ご座ざるよ？』

・副会長：『というかコレ考えたの誰だれだ!?　露西亜ロシアでカレーぶちまけるなよ！』

・未熟者：『フ、常識を超えたところに闇やみの中に光るような血色の勝利があるんだよ……』

・副会長：『お前かあ──!!』
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　ミトツダイラは、ノヴゴロド北東の建物の陰でメアリの治ち療りようを受けつつ、白骨戦せん士し団だんの大量成じよう仏ぶつを見ていた。先ほどから鼻にやたらとカレーの匂においが来るのは如何いかんともし難いが、

「……これは友好な対たい霊れい攻こう撃げきですわね！　第一特とく務むもそう思いませんの？」

「いや、以前、ちょっと総そう長ちよう連れん合ごうの方で試験してみたので御ご座ざるが、このカレー、調合方法が謎なぞで、ハッサン殿どのしか作れないと言う……」

「な、何が入ってるんですの!?」

　実用性があるのはあるが、量産性があるかが不明だ。だが、

「あの、ミトツダイラ様、あまり動かないで下さい。痛み止めを施ほどこしてますので」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずくこちらは、夏服用のインナースーツの胸をはだけた状態だ。左胸の下側に、痣あざになりかけた赤い腫はれがある。そこが、

「骨折してますが、背の方から押して吸い出しますので」

「吸う？」

　問うなり、実際を見せるように、メアリがこちらの体を抱きしめた。左の背、肩けん胛こう骨こつの下辺りを押されると、体の前側、骨折した位置の上辺りが、

　……あいたたたたた!!

　アデーレみたいですの！　と思う痛みの表面に、しかし、柔らかい物が当たった。メアリの唇くちびるだ。彼女は、こちらの体を縛いましめるように抱きながら、

「ん……」

　吸われている、と思った時だ。痛みのある部分から、何かが抜けていくのが解わかった。実際には何も抜けたり染しみ出ていないのだが、背を押されてもアデーレにならなくなっていく。

　逆に、今まで痛みのあったところが、酷ひどく軽くなっていって、

「……って、第一特務！　何見てるんですの!?」

「み、見てない！　見てないで御座るよ！　帽ぼう子しの上のは表情の表現で御座って視し界かいはちゃんとこっちにあるで御座るよ！」

　だが、ふ、という息をつけて、メアリが唇を外した。そして彼女は、汗あせを浮かべた笑えみで、口元にスカートのポケットから出した薬草と符ふを編んだ物を重ねる。

　それで口を拭ぬぐい、口内にある物を舌した先さきまで添えてから、

「はい、大だい丈じよう夫ぶだと思います。如何いかがでしょうか」

　言われて左腕を動かし、脇を締しめてみるが、痛みはない。軽さを感じるのは、ナイトの痛覚減げん衰すいとも違う。これは、

「ミトツダイラ様の持つ流りゆう体たいの流れが、怪け我がで滞とどこおっていたので、そこの淀よどみを吸い出したんです。空あいた部分は背中側から押し込んだので、治ち癒ゆしていけばまた広がって元通りの流れになると思います。ただ、肋ろつ骨こつ自体は一応固定してますが、折れている事に変わりはないので、あまり無む茶ちやしないで下さいね？」

「固定って、一体どういう……」

「流りゆう体たいを蔦つたのように絡めるんです。──舌したでチェリーの蔕へたを結んで訓練するんですよ」

　ほう、と第一特とく務むを見ると、既すでに視線を逸そらされている。

・●　画：『以前の帯結び。何かエロい事想そう像ぞうしてたヤツいるわよね絶対』

・あずま：『そんな風ふうに器用な事出来るのが、いやらしい事になるの？　どうして？』

・金マル：『……ガっちゃん、ガっちゃん、戦せん闘とう機き動どう中に鼻はな血ぢヤバいって』

　皆元気で何よりだ。しかし、このまま一時的なれど、白はつ骨こつ戦せん士し団だんを一いつ掃そう出来るなら意味は大きい。市し庁ちよう舎しやの方に向かっている王達の進行も楽になるだろうからだ。しかし、

「……!?」

　ミトツダイラの視し界かいの中に、多量の光が見えた。

　ノヴゴロドの各地、三十二カ所から、四角い檻おりを作るような流体光こうの箱が立ち上がったのだ。いきなり建ったそれは、急速に拡大していくが、

　……これ、両面防壁型の結けつ界かいですのよ!?

　術じゆつ式しきとしては旧派カトリツク型。そうなると武蔵むさしや上越露西亜スヴイエート・ルーシの手によるものではない。M. H. R. R.神聖ローマ帝国側が、何らかの理由で両面型の防ぼう護ご結界を作ったのだろうが、

「おかしいで御ご座ざるな。──今、霊れい体たい戦士団が謎なぞの粉こなによって成じよう仏ぶつしつつあるというのに、それを脱出不能な両面型結界で囲ってどうするつもりに御座るか!?」

　内部には、合ごう成せい死体の戦士団もいるだろう。その状況で脱出不能では、カレーと死体に襲おそわれる白骨戦士団が圧あつ倒とう的に不利だ。だが、

　……まさか……！

　ミトツダイラが、何が起きるかを気付いた瞬しゆん間かんだった。

　ノヴゴロドが爆ばく発はつの色に染まった。三十二の結界の内部で、朱しゆ色いろの爆ばく炎えんが発生したのだ。
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　仕掛けは、手作業による物だった。前まえ田だ・利とし家いえが上陸時に準備していた小こ麦むぎと術じゆつ式しき火か薬やくを中心とした粉ふん塵じんを、霊体戦士団の内、数名が各結界内で袋ふくろからぶちまけたのだ。

　そして、後は、合成死体戦士団を引きつけ、

『……！』

　引いん火かは、術式ではなく、火打ち石によるものだった。

　一いつ瞬しゆんで粉塵に満ちた大気を火が突っ走り、閉鎖空間内に真しん空くうと衝しよう撃げき波はを生んだ。霊体の戦士団は吹き飛び、対する合成死体の戦士団達も、火と風の直ちよく撃げきを受けた。

　死体は、基本的に息をしない。しかし、運動時において、肺はいを動かさなければ、体の中に動かぬ塊かたまりを一つ置く事になる。だから、呼吸と言うよりも、身体からだの動きを確かく保ほするために、死体は肺はい腑ふを開き、気体の出し入れを行っていた。

　利家の霊体戦士団が、合成死体の戦士団を引きつけるように動いたのは、彼らの肺に大気を入れさせるためだ。結果として、粉ふん塵じんは死体の肺はいにも飛び込み、

「……!!」

　火か焰えんと爆ばく発はつに焼かれ、合ごう成せい死体の多くが体内から火を噴ふき、また、肺から胸部を爆発させて、動きを止めた。

　そして結けつ界かいが解けた後、残るのは、砕くだけた霊れい体たい戦せん士し団だんが上位転化して生まれる大おお猿ざる型の霊体戦士や、大型骨こつ格かく。それらが、ノヴゴロドの市街三十二カ所から一気に起きあがった。

　その屹きつ立りつを支え、押し上げるように、利とし家いえの声が響ひびいた。

「どうだ!?　前回からの反省を活かした戦せん術じゆつは！　僕ぼくは、今まさに神の味覚に勝利したよ！　カレーの恐きよう怖ふを克こく服ふくした！　ああ、涙が、涙が流れている！　香こう辛しん料りようがチョイしみてる！」

　さあ、

「ノヴゴロドの戦力は半減した！　こちらは大おお盤ばん振る舞いだ！　一気に行くよ！」
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・御　鞠：『……さっき、こっちの命令無くても動けるとか、偉そうな事言って格かつ好こうつけてた人にん魚ぎよがいなかったか？』

・琴人魚：『ああ、うん……、何かそんな人、いましたよね……。御お菓か子しいります、か？』

・未熟者：『保身のために先に言っておくけど、常識を超えたところに勝利があるというのは、敵にとっても同じだからね!?』

・眼　鏡：『……二度ネタやってハズしてりゃ世話ないね』

・83　　：『カレーを粗そ末まつにする輩やからは赦ゆるせませんネー』

・約全員：『お前だあ──！』

・煙草女：『つーかスマンさ！　こっち、さっきいた武ぶ神しんの分身みたいなの相手にしてるから、上に手が回らんさね！　魔ま神じん族ぞく戦士団が駆かけつけてるけど、そっちからも骨が来てて、トーリ達の方の援えん護ごに回れない！　──誰だれか早くフォローに向かってくれさ！』
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　点てん蔵ぞうは、直なお政まさの言葉に頷うなずき、風の動きと音を読んだ。

　今、トーリ達のフォローに回れるのは、自分達しかいない。ウルキアガと成なる実みが既すでにトーリ達の警けい護ごを行っているが、敵の量が量だ。英国イギリス勢が柴しば田た達を引き受けるというならば、

　……自分達は、トーリ殿どのと合流し、ノヴゴロドの中ちゆう枢すう、地下へ行かねば。

　そういう事だ。そこに何があるかは解わからないが、P.A.Odaの創そう世せい計画にとって、致ち命めいとも言える機き密みつがあるらしい。ならば、

「行きましょう、点蔵様。ミトツダイラ様」

「メアリ殿……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私は点てん蔵ぞう様に守って頂ければ充分です。道を切り開くのはミトツダイラ様にお任せして、私達はそのお手伝いという事で……」

　Ｊｕｄ．、とこちらは頷うなずくしかない。ミトツダイラも、砕くだかれた銀ぎん鎖さをオベリスクに仕し舞まい、残りの二本に長ちよう剣けんを提さげさせると、小さく笑った。

「──行きましょう。私達の本当の戦せん場じように」

　Ｊｕｄ．、と、メアリが笑えみで首を下に振った。その時だ。妙みような音を点蔵は聞いた。これは、と思うより先に、ミトツダイラが北の方を見る。

「泣き声……？　我が王達の侵しん行こうルートの方ですわね」

　震えて、長く響ひびくもの。あれは、

「……上越露西亜スヴイエート・ルーシにて、情報交換の際に聞いた事が御ご座ざる！　P.A.Odaには、泣き叫び、戦場を破は壊かいする狂きよう戦せん士しの婦人がいると！」

　それは、

「御お市いちの方かた！　──浅あさ井い家を単独で滅ぼすだけの戦力に御座る！」
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　武蔵むさし総そう長ちようを連れ、魔ま神じん族ぞく戦士団の精せい鋭えいとノヴゴロド市し庁ちよう舎しやに向かっていた斉さい藤とうは、敵の出現を予測していた。

　御市の方。

　既すでに、先日、上越露西亜の国こつ境きよう警けい護ごの部隊や、一いつ向こう一いつ揆き衆しゆうを重ねた外がい縁えん師し団だんが、この女性一人に対して壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けている。だから、

　……確実に来ると、そう思っていたが……。

「ぁ……！」

　確かに、来た。黒の髪かみの靡なびきが、南側の通りから白の飛沫しぶきを蹴け立たてて突っ走ってくる。手にした長ちよう剣けんを半なかば引きずるようにしながら、彼女は利とし家いえの幽ゆう霊れい戦士団を砕いて駆かけてくる。

　声は泣いていた。

「ひど……、ぃ……、い」

　何が酷ひどいと言うのか。ひ、という音を伸ばしながらの斬ざん撃げきは、しかし、一つの答えを見せていた。仲間であろうとももはや切断する対たい象しようでしかない御市が、今行っているのは、

　……擦すれ違う存在の右腕のみを断つ……!?

　斉藤には解わかる。これは勝かつ家いえの意い趣しゆ返しだ、と。

　先ほど、通つう神しんで連れん絡らくがあったが、武蔵の第一特とく務むと第五特務が、柴しば田た・勝家との戦せん闘とうの結果、彼の右腕を根本から断ち切ったらしい。大だい金星だと、自分はそう思うが、武蔵勢にとってはどうだろうか。だが、その事をきっかけとして、泣き声が聞こえるようになったのだ。

「どうするのよ……」

　正面。距離三十メートルの位置で足を止めた俯うつむきの影が、体を小さく震わせた。

「どうするのよ……？」

　問うてくる。

「もし、勝かつ家いえさんの右腕、満足に繫つながらなかったら、勝家さん、……私の事、殺せないじゃないのよ。──そうなったら、私、自分に終わりがあることを信じられないじゃない……！」

　だから、と言うように、女は泣いた。肩を上下させ、動こうとした。直後に、

「……っ!!」

　御お市いちの左胸に、穴が開いた。

　穿うがたれ、膨ふくらむように広がった穴は、銃じゆう撃げきによるものだ。
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　斉さい藤とうの目は、御市に与えた致ち命めいの一いち撃げきを確かく認にんした。

　こちらの背後、三十人ほどの後ろから、全員の腕や肩、脇の隙すき間まを穿うがって行った狙そ撃げきだ。

　御市の身体からだが揺れ、がくりと力を失う。衝しよう撃げきによって全身の筋肉が震え、力が満足に入らなくなったのだ。ならば後は、

　……今の内に、首を取る。

　先日、命を失った仲間達への手た向むけだ。花としては充分なものだろう。

　だから斉藤は、一歩を前に出る。が、彼はすぐに足を止めた。

　正面。膝ひざから崩くずれ落ちていた筈はずの御市が、そうなっていないからだ。

　御市の身は、左肩で停まっていた。顔は俯き、腕も脚あしも力無くなっているが、空中に穿たれ縫ぬい止められたように身体が吊つられている。そして、

　……傷が……。

　修復していく。回復ではない。散った血が戻り、裂さけた血管が結ばれ、紡つむがれ、肉が閉じていき、そして、

「……ぁ」

　ゆっくりと、身体が起きた。

　直後に銃撃が三発入った。周囲の砲ほう撃げき音すら耳に入らぬような状況の中で、もはや確かく認にん作業という形で御市の身体に弾だん丸がんがぶち込まれる。しかし、

「────」

　御市は、身体を修復して起きあがった。

　背後の誰だれかが言った。再生能力か、と。

　違う、と斉藤は思った。何な故ぜなら御市の背から頭上に、浮き上がって来るものがあるのだ。

　銀色の、羽根を編んだような輪。月げつ桂けい冠かんとも、天使の輪とも見えるものは、斉藤クラスの人間ならば一度は似た形を見た事がある。それは、

「……聖譜顕装テスタメンタ・アルマ！」

　天てん輪りん形状のもの。聖せい連れんの情報では、その聖譜顕装は、

「K.P.A.Italiaの〝天渡りの信仰カプトフアイデス・旧代ウエトウス〟か……！」

　だが、疑問がある。

「聖譜顕装は、所有国内でしか使えない物ではなかったのか!?」
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「〝天渡る信仰・旧代〟、──展開開始してます」

　ノヴゴロド南の門内側にて、不ふ破わは表示枠インシヤ・コトブの操そう作さを行いながら、現状を確かく認にんした。

　……何とかなるものねー……。

　K.P.A.Italiaの聖譜顕装の一つ〝天渡る信仰・旧代〟は、オリンピアから貸し出されたものだ。先日に利とし家いえが持ち込んできたものを、技術者達と研究を行い、

「結局、地ち脈みやくの強ごう引いんな経路循じゆん環かんしか手が打てなかったけど、動いてるならまあいいか」

　聖譜顕装の駆く動どうは、所有国の聖せい譜ふから伝わる流りゆう体たいによって行われる。初めはP.A.Odaの所有する第六聖譜「勇気フオーテイチユード」による駆動を試したが果たせず、K.P.A.Italiaの第一聖譜「信仰フアイデス」の流体パターンをコピー。K.P.A.Italiaからこちらまで要所の市街や集落に流体経路となる要かなめ石いしを打ち込み、三割減げん衰すいでK.P.A.Italiaの聖譜が生む流体を繫つないでいる。

　やや出力が足りないが、効果は充分なようだ。

　聖譜顕装〝天渡りの信仰・旧代〟の能力は、

「信心ある者の命を、信心に預ける事」

　つまり、

「──信心ある限り、その者は負ふ傷しようや病にて死ぬ事が無い」

　そうだよね、と不破は呟つぶやいた。戦地の中、彼女は吐と息いきを漏もらし、

「御お市いち様は Tsirhcツアーク じゃないけど、一つ、聖譜に対して信じてるものがあるのよ」

『それは？』

　横に控える触しよく手しゆの言葉に、不破は頷うなずいた。

「聖譜。……そこにある聖譜記き述じゆつで、自分が柴しば田た先せん輩ぱいの手に掛かって死ぬ事。聖譜に書かれたその内容を信じて、──そう、聖譜に殉じゆん死しするような信仰だわ。御市様の願いは」

　だから、

「いずれプレゼントされる死を信じている限り、──御市様は死ななくなったし、傷一つつかなくなったの」
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　斉さい藤とうは、御市が頭上の天輪に照らされながら立ち上がるのを見た。

　負ふ傷しようを与えたのは確かだ。だが、衣い装しようごと、彼女は修復された。

　……全く。

　と、斉さい藤とうは、本日何度目となろうかという言葉を思った。

「人の戦せん場じよう、鍾しよう馗きの前に、悪あく魔まも神も全て揃そろい試されるか」

　呟つぶやく言葉と時間の経過に、御お市いちが身を戻す。両の足を肩幅に開き直し、踏む。

　来るのだ。

　来るために、彼女が、左手に握っていたものを宙に放った。

　魔ま神じん族ぞくの突とつ撃げき部隊。その一人の、右腕だった。

　自分の体ほどもある一本を、彼女は宙に放り、そして前傾をとり、こちらに出ようとする。

　迎える形となった斉藤は、こう思った。全く、引いん退たい間ま近ぢかだというのに覚かく悟ごばかりを決める事が多くなったものです、と。

「是ぜ非ひも無し」

　恐らく、御市は投げた右腕が落ちた時、その陰から来る。

　左右か。否、上か、または、武器の投とう射しやだ。数手の先を読み、斉藤が身構えた。

　全体が動こうとする。自分も、部下達も、全てが、だ。

　ようやく意識に、周囲の砲ほう撃げき音や、激げき突とつの音、爆ばく発はつで燃える家屋の悲鳴が届いてきた。

　戦せん場じよう礼らい讃さん、だ。

　そして右腕が落ちてくる。と、不意に、

「おいおい粗そ末まつに扱っちゃいけねえ！」

　横手から、気軽な走りで飛び込んできた影が、落ち行く右腕を空中で拾った。

　……は!?

　武蔵むさしの総そう長ちようだ。
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　斉藤の視し界かいの中。馬鹿はキャッチした右腕の重みに引っ張られ、しかし地面にはつけまいとして振り回す。が、斜め軌き道どうで不安定に回転し、

「お、と、と！」

　何とか停まった。そして馬鹿は、こちらを見た。両の腕で、魔神の右腕を掲げ、

「これ誰だれのだー？　俺おれも憶おぼえてねえところで経験あるけど、傷きず痕あと残ったりで面めん倒どうだから、持ち主いたら手ー上げろー」

　気楽な言葉に、皆が視線でお互いを見渡す。すると左横、御市から退たい避ひしてきていた一人が、三本となった腕の左ひだり上うえ側にある一本を上げる。

　負傷した彼は一度、窺うかがうようにこちらを見るが、馬鹿は構わない。こっちの許可などいらないというように、馬鹿は笑えみで頷うなずき、右腕を担かついでくる。

「やっぱデケえなあ。大切にしとけよ？」

　問うて近づいてくる彼の背後。斉さい藤とうは、御お市いちを見た。

　御市が、いた。

　だが、御市も、突とつ然ぜんの事に、動きを止めていた。

　彼女は、最初の一歩を踏む姿し勢せいで、不動となっていたのだ。

　……これは……。

　機を、失ったのだ。馬鹿の乱入が、戦せん場じようの構図を横切り、間まを外していたがゆえに、だ。

　戦いに泣く女が、拍ひよう子しを外された。一歩でも進んでいたら、勢いで行けたかもしれないが、踏むべき足も、障しよう害がい物ぶつとして使おうとしていた右腕も、横から外された。

　だからと言うように、御市が、顔をあげた。

「────」

　涙の顔を、彼女は前に向ける。こちらを泣き顔が見る。それを確かく認にんして、斉藤は息を詰めた。得ている情報によれば、彼女は戦せん闘とう中、動きを止めずにいるというが、

　……動きを柴しば田たに捉とらえられ、止められた時、正気に戻ると。

　馬鹿のやった事は違う。偶ぐう然ぜんかどうかは解わからないが、彼女が動く前に、その起き点てんを止めたのだ。

　……何とも。

　斉藤は思う。己おのれは鍾しよう馗きと呼ばれる身で、経験によって戦闘の先を読む事が出来る、と。

　だが、と斉藤は思いを重ねた。戦闘を、戦わず止める経験は、未み熟じゆくですな、と。

　今、動く事が出来ず、泣き声は正気に戻った。

　そして馬鹿が、御市に振り向き、こう言った。

「早く帰ってやれよ。旦だん那な、治ち療りようしてやっとけ」





●






　御市は無言だった。泣き顔を、こぼれる涙を止める気もない。だから、

「不安、あんのか」

　問われても、御市は無言だった。しかし、馬鹿が台詞せりふを重ねてきた。

「何か怖こわい事、あんのか？」

　問われた意味。怖さというものは確かにある。だから、息を吸い、御市はいった。

「だって……」

　御市は、言葉を、しゃくり上げながら言う。

「勝かつ家いえさん、……腕、元通りは無む理りよ」

　すると、馬鹿が肩をすくめた。おいおい、と前置きして、

「オメエの旦那、俺おれとは違って頑がん丈じようっぽいから、大だい丈じよう夫ぶだろうよ。確証ねえけど。──だけどよ、旦だん那なに殺されるとか、そういう事のために治すなら、ちょっと考えとけ」

「何を？」

　ああ、と馬鹿が言った。

「いつでも殺される準備があるなら、死ぬまで安心して生きてろよ」

　一いつ瞬しゆん。言われた意味が解わからなかった。馬鹿、とすぐに心が反射した。だから御お市いちは、頭上の天てん輪りんを見上げ、

「これが光ってる間は、死ぬつもりなのよ」

「いつそれ消える？」

「死んだ時」

　じゃあ、と彼が言った。

「それがすげえ遅くて、アンタや、誰だれかの選択じゃねえといいな。出来れば、俺おれ達が止められる場なら、尚なお良しだ。頼むぜ」

　だけど、

「そんな未来設計じゃなく、今の不安があんなら、ストレス解消に相手してやるよ。つーか、まあ、あれだ」

　馬鹿が、負ふ傷しようの仲間に、右腕を渡しながら、こちらに言葉をくれた。

「アンタ、いい人だ絶対」

「……？」

「自分が殺されたいって言いい訳わけで、アンタ、旦那の身体からだを心配してる」

「それは──」

「旦那も同じだろ。アンタを殺さなければ、って言い訳で、ずっと一いつ緒しよにいる」

　だから、

「ずっと一緒にいてやれよ。それでも不安ってんなら、アンタ、すげえ幸福欲求高えタイプの人間だと思うんだけど……、まあ当座は相手が俺達だからな、アンタのストレス解消につきあってやるよ」

　待った、と声が生まれた。敵の将しようたる老人だ。彼は馬鹿に声を掛けた。

「今、誰が彼女の相手をすると!?　まさか貴き様さまか!?」

「いや、俺別に一人じゃねえし。呼べば誰か来るってよ」

　と、彼が、手を二度叩たたいた。

「おうい」

　手の音が響ひびいて、しかし、無反応だった。
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　斉さい藤とうの視し界かいの中、馬鹿は首を傾かしげた。あっれー？　と言って、

「おうい」

　また手を叩たたく。が、三秒ほどしても、何の反応も何ど処こからも来ない。

「……おっかしいな。普通、ノリとしてはここで誰だれか来る筈はずだろ」

「ば、馬鹿者！　ええい、ここは私が……！」

「おいおい待て待て、爺じいさんどう見てもRPGだったらMPとかゼロだし〝復活の薬（痛みを感じず気持ちよくなる）〟とか使い切ってるだろ。爺さん死んだら代わりのジジイをキャラメイクする事になるけど、ジジイ作るのはストレスになるから下がってろ爺さん」

　ふ、と笑い声が聞こえた。

　御お市いちだ。彼女は、口に手を当て、

「二人がかりでも、別にいいですよぉ」

「──爺さん、盾たてになれる？」

「諦あきらめ早いぞ貴き様さま！」

「いいいいやいや、あああ諦めてないないない、よく考えろ、盾の分だけ諦めてねえよ！」

「貴様あ──!!」

　説せつ教きようしてやろうかと思う眼前。馬鹿が表示枠サインフレームを開いた。

「──あ!?　セージュン!?　手配ねえのかYO！　って何だよ逆ギレすんなよ！　一人で死ねとか嫌いやでえーす無む理りでえーすだってジジイ一人いるしい～。あ！　切るな！」

　馬鹿は、消えた表示枠に顔を向けたまま、三秒ほどしてから振り向いた。そしてこちらの肩を叩き、

「俺おれがトークで場を和なごますから、爺さんは心おきなく戦ってくれる？」

「貴様！　戦せん場じようを！　戦場の空気という物を！　くそお──！」

　襟えり首くび摑つかんでがくがく揺らすと、動きがあった。

　ふ、と息を吸った御市が、俯うつむき、髪かみで顔を隠かくしたのだ。だが、それは下を完全に向くものではなく、髪の間から、赤い三み日か月づきの口が見えていた。そして、

「ふ」

　軽く、来た。力を抜いて、重さがないかのような動きで、

　……く……！

　報告では、違った。それはもっと勢いのある、重みを振り回す動きだと聞いていた。しかし、今、こちらに突っ込んでくるのは、

　……この敵は、感情に振り回されるのか!!

　喜びの、しかし不安を抱いた、震えるような軽さが、飛びつくように疾しつ走そうした。
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　御市は、混こん濁だくした心の中で、しかし、浸ひたる解放感を得ながら、それを見た。

　飛び込み、右の刃やいばを叩たたきつけた先。そこには二人分の身体からだが転がっている筈はずだった。

　違った。

　……？

　緩い疑問と不満の行く先、こちらの剣を受けているものがある。

　槍やりだ。長い穂ほ先さきの一いつ直線。それは、一人の男が掲げるもので、更さらには、彼の背から、

「お疲れ様です、宗むね茂しげ様。無む理りに背負って頂かなくても、走れましたが」

　女だ。極きよく東とうの夏服。新品で着込んだのは、同色の色で塗られた巨きよ大だいな義ぎ腕わんをつけた少女。

　そして二人が、こちらを押すようにして、距離を取った。

　自分も己おのれの動きを止めず、与えるため、後ろに跳ちよう躍やくする。着ちやく地ちで、ゆっくりと力を溜ためるこちらの正面。先ほど言葉を交わした少年が、こう言った。

「おお！　ムネムネとムネ嫁よめか！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──間に合ったようですね」

　立ち、構えるのは夫婦だろう。

　……いいなあぁ……。

　と、そんな事を思いながら、御お市いちは、また、身体のバランスを前に倒した。地面に落ちている剣を左手に拾い、二に刀とうとなった上で、

「二人がかりで、丁ちよう度どいいですよぉ。──卑ひ怯きような手、ありますからねぇ」

　頭上の天てん輪りん。嫁の方が見て、眉まゆをひそめる。

「あれは……、聖譜顕装テスタメンタ・アルマ？」
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・未熟者：『解説！　解説欲しいよね！　今のタイミングで解説ないと、ちょっと不ふ便べんだよね!?　不便だと思うから解説行ってみようか！』

　誾ぎんは、表示枠サインフレームを音声入力応答にして、こう言った。

「──うるさい」

・未熟者：『ひいっ』

　と、横に立った宗茂が問うてくる。

「誾さん、あれは何ですか？」

　Ｊｕｄ．、と誾は応じた。何しろ聖譜顕装だ。宗茂様にはなるべく詳しよう細さいを説明せねば、と思い、誾は彼に口を開く。敵が持つ、あの聖譜顕装についてだが、詳しく語るならば、

「──あれがあると死にません」

・●　画：『オタクに聞かせたいほど解りやすい説明だわ……』

　成なる程ほど、と宗茂が頷うなずいた。彼は一度考え込むように視線を下げ、そして戻し、

「あれがあると、死なないんですか」

「死なないのです」

「では、〝瓶かめ貫ぬき〟は準神しん格かく武装ですが、これだとどうでしょうか」

「死にます」

「死ぬんですか」

「死ぬのです」

・あさま：『な、何か、私、ちょっと気が狂いそうなんですけど、この流れ……！』

「狂うんですか」

「狂うのです」

　ひい、と浅あさ間まが引くのを気にせず、誾ぎんは言った。

「──気き兼がねなく、行けますね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね」

　だから行った。







[image: 第八十九章『間合い外の無双』]
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　遠く、ノヴゴロドの北側へと、ミトツダイラは走っていた。

　メアリを抱きかかえた第一特とく務むと共に、屋根上を基礎として突っ走る。

　王の匂においがする。それだけではなく、

　……この音！

　剣けん戟げきの応おう酬しゆうだ。少なくとも二対一、二に刀とう使いが確実にいる堅音の連続が来る。更さらには、そこに立たち花ばな夫妻特有の和食の匂いもついてくる。そう、和食なのにハムとか炒いためものの香りがするのが特とく徴ちようで、結けつ構こうたまりませんの。

　だが、連れん撃げきの音が異常だ。自分が銀ぎん鎖さと両腕を使って六重じゆう撃げきを放ったが、それに匹ひつ敵てきする速度の打ち合いが成されている。これは、

　……どういうレベルの高速戦せん闘とうですの!?
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　宗茂は、交こう叉さし続けた。

　最初に理解したのは、御お市いちの動きが、曲線の繫つなぎである事だ。武器を振り回し、身体からだを旋せん回かいさせ、スピンして跳ちよう躍やくする動きも何もかも、自分の動作を途と切ぎれさせず、速度と重さを保ち続ける技に過ぎない。

　こちらは、御市に対し、高速で立ち回る。彼女が身を回す動きに追つい随ずいしてはいけないし、反するような動きもいけない。ついていけば合わせられるし、反すればカウンターだ。

　だから宗茂は、敢あえて直線で、御市が身を回すのを削けずるように突っ込んでいく。

　気を付けるべきは、御市が加か速そく術じゆつを使用していない事だ。

　彼女は純粋に体たい術じゆつだけで戦っている。

　これは、と宗茂は思った。これは本ほん多だ・忠ただ勝かつ様と似ている、と。

　気を付けねばならない。

　忠勝ほどに洗せん練れんをされている訳わけではないが、御市は、自分の動きをとどめず、優勢となるように立ち回る。

　……自分達のような、加速術で勝利をもぎ取っていくのとは違いますね。

　達人や、それに至るものだけが獲かく得とく出来る、ただ戦う事そのもので、勝利の道が開けるような戦い方だ。だが、

「────」

　先ほどの思いを、宗茂は再考した。〝自分達〟の〝達〟とは、誰だれの事か。

　どうだろうか。

　彼女は、来るだろうか。

　横、一いつ瞬しゆんだけ並び、こちらのフォローを行う誾ぎんが言った。

「本ほん多だ・二ふた代よは、来ているのでしょうか」

　もしそうならば、

「宴えん竹たけ縄なわです」
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「祭も大きくなってきたな！」

　勝かつ家いえは、ウオルターとの撃うち合いに応じていた。

　打ち合いではない。ウオルターが宙に放って送ってくる十数本の重力刀とうは、実際の刃やいばが無い。刀で受けようとしても通り抜けてくるだけだ。だから成すべきは、遠距離からの攻こう撃げきか、

　……至し近きんでの遣やり取とりしかねえな！

　右腕は既すでに霊れい体たいに運ばせた。左腕一本、しかし用いるのは瓶かめ割わりではない。

「軽い武器での七本同どう時じ攻撃だぜ!!」

　ウオルターに対抗し、宙にジャグリングするように飛ばしたのは、脇わき差ざしや刀、長ちよう剣けんや短たん剣けんだ。戦せん場じように落ちているもの。合ごう成せい死体戦せん士し団だんのものだけではない。霊体戦士団のものも含めて、勝家はそれを左手で弾はじき、または足でトラップしたり、膝ひざでかち上げ、

「どうだこの野や郎ろう！」

　お互いは全ての刃を、振り、突いては戻し、一瞬で持ち替えては時に投げもする。

　刃を宙に幾いく本ほんも置くようにするのは、理由がある。一本を持って戦えば、相手への攻撃位置を変える際、右から左など、宙にてその武器を運ばねばならない。

　わずかな移動ではあるが、タイムラグだし、手が重くなる。

　だから、スナップして叩たたきつけるようにして、

　……モグラ叩きじゃねえのかコレ。

　そんなことを思いつつ、勝家は前に出た。七連れん射しやの刃でウオルターを攻撃に懸かかる。だが、

「────」

　当たらない。ウオルターはただ、身を緩やかに傾け、重力刀を放つ構えを幾いく度どか直すだけだ。それなのに当たらない。

　……見切れてんのか！

　隙すきのある場所に、こちらは攻撃を行う。ウオルターは、だからこそ、自分の隙のある場所を理解して組み換えていくのだ。重力刀を放とうとする構えを変えるのは、肘ひじや脇に生まれる隙を、位置変へん更こうし、誘っては避けるためだろう。

　ゆえに足あし捌さばきが特とく殊しゆだ。歩くのではなく、踵かかとと爪つま先さきを交こう互ごにズラして滑すべるように移動する。そうする事で、膝や腿ももを自由にし、そこにも隙を作り替えていく。

　そして、組み換えた構えが合っていたら、宙に浮かせた柄つかを握り、

「……！」

　ウオルターが、正面から止めに来た。

　だが、彼が放つのは攻こう撃げきではない。ウオルターは、幾いく本ほんもの重力刀とうの刃やいばをこちらと同じように宙に置くと、ただその柄つか頭がしらに指を添え、

「…………」

　押すのではない。すぐに落ちぬよう、小さな動きを与えるのだ。

　それが、こちらを捉とらえている。自分が力と威い圧あつで押し切ってやろうというのに、その隙すき間まとも言える小さな空間に、ウオルターが見えぬ刃を差し込んでくる。

　進めば、自らカウンターを食らうだけだ。

　そんな小さな攻撃を、ウオルターは行ってくる。そして重力刀の燃料槽そうが空になると、こちらの膝ひざや肘ひじなどを止めるように投じて来て、気を散らせる。

　……コイツ……！

　山やま中なか・幸ゆき盛もり。どちらかというと忍にん者じやの素質を持った侍さむらいだ。撤てつ退たい戦に優れるだけではなく、将しようとしての戦せん場じようにおける現場判はん断だんもあれば、生存への勘かんも鋭い。

　歴史再さい現げんとして尼あま子こ家の御お家いえ再さい興こうをP.A.Odaが手伝った時。結局それは、聖せい譜ふ記き述じゆつ通り、うやむやの無かった事にされたのだが、その経けい緯いにおいて、山中はよく戦った。

　幾いく度どとなく少数であの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの毛もう利り家に当たっていき、捕とらえられる事があっても自力で生せい還かんしてきたのだ。それが今、

「なあ」

　両者共に当たらぬ攻撃を交わし合いながら、勝かつ家いえは呟つぶやいた。

「──昔に、こういう勝負、出来てたらなあ」

　今とは随ずい分ぶん違ったものになったろうし、今の戦いの意味も違ったろう。そうして考えると、どことなく勿もつ体たいない過去を過ごしたと、勝家はそのようにも思う。

　だが、不意にウオルターが、こちらに一いつ刀とうを添えてきた。

　顔面狙ねらいの一発だった。

　いきなりの無言の攻撃。それも顔ど真まん中なかなど、初の攻撃だ。

　だが、勝家には、敵の言わんとする事が、理解出来たような、そんな気がした。

　……そうだよなあ。

「悪かった。俺おれ達ゃ、今が最高の状態。──そうでなければ戦場出ちゃいけねえ」

　右腕は断たれた。だが、今がベストだ。強がりではなく、事実として、

　……右腕があった時以上の攻撃量を、それ以上の集中力と、速度で行う。

　右腕の重量が無いという事は、身体からだのバランスが変わる一方で、身が軽くなったという事だ。重量による〝力〟は無くなったが、瞬しゆん発ぱつ速度は確実に上がる。ならば、

「そうか」

　コイツは何かを狙ねらっていると、そう思った瞬しゆん間かん。勝かつ家いえはふと計算違いを感じた。

　……は？

　何が計算違いかは解わからない。ただ、数が合わないというような、そんなズレを得た。

　何がだ、と戦せん闘とうを重視する思し考こうの裏側、無意識に危険を察さつ知ちしたなり、異い質しつが来た。

　ウオルターが添えてきた顔面狙ねらいの一いち撃げき。それが、不意に刃やいばを縮めたのだ。

　縮しゆく小しようではない。

　燃料切れによる刃の消失だ。
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　勝家は、虚きよを突かれた。

　顔を狙っておきながら、燃料切れで刃が消えるという事実。計算違いを感じたのは、使用回数の計上ズレだ。今までの遣やり取りで、ウオルターの重力刀とうの扱いを理解していた分、回数計算が出来てしまい、

　……何？

　どういう事だという、答えの出ない、危険な疑問が腹に生まれた。

　だからと言うように、勝家は勘かんで動いた。無む手ての左腕を、ただ前に放ったのだ。

　意味はある。

　ウオルターは右利きだ。そして右の背に、長大な重力刀を背負っている。

　何か決め手の攻こう撃げきを放つならば、それを使用する筈はず。

　肩から担かつぐように大だい重力刀を振るならば、その動きよりも速く、

「……!!」

　勝家は左手を軽く握り、インパクトの瞬しゆん間かんに貫ぬき手てとした。

　叩たたき込む一いち撃げきは、硬いものを穿うがった。

　ウオルターが右肩に担いだ大重力刀。その柄つかとなっている燃料槽そうを、突き砕くだいたのだ。

　身を前に出したぎりぎりの一発だった。右腕があったら不可能な、左腕一本だから出来た槍やりのような貫かん通つう撃げき。

　放った勢いは大重力刀の柄を裂さき、散らせた。

　大重力刀の鍔つば側がわ。生まれつつあった巨きよ大だいな不ふ可か視しの刃が、流りゆう体たいの光に散った。手元側もそうだ。貫手を放った位置から、漏もれた流体燃ねん料りようの光が飛沫しぶきとなり、周囲を照らした。

　敵の攻撃を防いだ。が、しかし、勝家はこう思った。

　……やべえ!!

　放った貫手の向こう。大重力刀が砕けていく。

　だが、砕けて散る大重力刀が、宙を浅く飛んでいた。

　こちらの力が強かったというだけではない。ウオルターが、右腕一本だけで、長大な柄を担いでいたからだ。

　敵の左手は、どこに行った。

　見えない。何故なぜならば、大だい重力刀とうが砕くだけ、刃やいばの流りゆう体たいと柄つかの流体燃ねん料りようが光に散って、眼がん下かを明るくしているからだ。

　ウオルターの左手が、下方に広がる光の中へと突き込まれている。

　敵が何をしているか確かめもせず、勝かつ家いえは距離を取ろうとした。だが、身体からだは前に貫ぬき手てを突き込んでおり、

「……！」

　鬼おにの膂りよ力りよくが、強ごう引いんに上半身を引き戻した。後は、足を引けば距離が空あく。

　足を踏まれていた。更さらには、

「ぬ……！」

　足先に、冷たいものが上から下に通り、地面を抜いた。

　ウオルターが何をしたかは解わかる。彼は、こちらの左足を踏んだ己おのれの足ごと、こちらが宙に置いていた脇わき差ざしで上下に貫つらぬいたのだ。

　ウオルターの足と、脇差し。地面に至る二重の縫ぬい止めを勝家は受けた。

　自分は今、身を後ろに仰のけ反ぞらせている。

　対するウオルターが、身を低くしながら、右の重力刀を一本放はなった。

　狙ねらいはこちらの縫い止められた足の上。膝ひざだ。横打ちの一いつ直線が不ふ可か視しの形で来た。

　……やるじゃねえか！

　だから勝家は動いた。

「いいとこ見せてやるぜ！」

　一つの動きを勝家は見せた。仰け反った身体の勢いを利用し、

「……！」

　脇差しで縫い止められた足を気にせず振り上げ、後方一回転の宙返りを放ったのだ。
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　二人の武ぶ将しようが、死者達の戦せん場じようで、夜空を仰ぐような後方一回転を決める。

　既すでにウオルターも勝家の挙きよ動どうに気付いており、自ら跳んでいた。

　ウオルターが差した脇差しは、その刃を己の方に向けていた。だから蹴けり上げる勝家の足先は、刺さった場所から中指と人ひと差さし指ゆびの間まで断たれ、刃が抜け、

「……！」

　一回転した。

　しかし、ウオルターの足には、刃が刺さったままだ。

　だからと言うように、ウオルターは背を反らせ、回転を速め、刃の残る足先を水平に着ちやく地ち。強く踏んだ勢いで、脇わき差ざしが真ま上うえに跳ね上がった。

　だが、脇差しを摑つかみ、右に垂すい直ちよくで構えた眼前。既すでに勝かつ家いえが着ちやく地ちから、

「……どうだ！」

　鬼おにの貫ぬき手てが、ウオルターの顔面狙ねらいで叩たたき込まれた。

　直後。ウオルターの背後から、光が来た。

　彼の後ろ。一人の自じ動どう人形がいる。先ほど合ごう成せい死体の戦せん士し団だんに分解状態で隠かくれていたウオルシンガムだ。彼女は、

「重力刀とうの刃やいばが砕くだけた光に隠れて、組み上げてやがったか！」

『Nice　Answer』

　十じゆう字じ剣けんを合わせた砲ほうから、ウオルターの首を掠かすめ、勝家の顔面狙いで光線が飛んだ。
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　動きが、三つ生まれた。

　一つは、ウオルシンガムの砲ほう撃げき。もう一つはその瞬しゆん間かん、

「百ゆ合り花ばな……！」

　高速で飛び込んできた成なり政まさの蹴けりが、彼女の十字双そう剣けんを砕いていた事。

　そして最後の一つの動きは、勝家が、突きを放つ左腕を強ごう引いんに内側に捻ひねり上げ、肩を持ち上げた事だった。それはわずかな動作だったが、野の太ぶとい鬼の首を傾け、

「よくやったぜ小こ物もの！」

　黒く硬い頰ほお肌はだを削そぎ、番犬の砲撃が、しかし直ちよく撃げきしなかった。

　無む論ろん、勝家の貫手もウオルターの顔に直撃しない。ウオルターもまた、顔を横に逸そらしているからだ。

　だからと言うように、勝家は腕を捻ひねった勢いで、肘ひじを内側に曲げていた。

　尖とがった肘打の一発を、ウオルターにそのまま追い決めるつもりなのだ。

　そこに、新しい動きが入ってきた。

　勝家がウオルターに肘をぶち込む瞬間。横から、

「──あ、すまんで御ご座ざる」

　飛び込んできた足あし蹴げりというよりも疾しつ走そうの足裏が、ウオルターを左に吹っ飛ばしていた。

　……は？

　ウオルターを蹴り倒しながら、しかし身軽に跳ねていく姿すがた。それは、

「武蔵むさし副長か!?」
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　え？　と二ふた代よは、辺りを見回した。

　ここは戦せん場じようで、とりあえず宗むね茂しげ達を追って突っ走って来ては見たものの、途と中ちゆうから「こっちが近道で御ご座ざるかなあ」をやったら、

　……川の流れのように自然に道に迷ったで御座るな……。

　運命というもので御座ろう。つまり迂う闊かつではない。

　よし、と心の中で今日きようはまだ迂闊してないと思いながら、二代は周囲を確かく認にんする。向こう、英国イギリスで見た事のある自じ動どう人形がいて、つい蹴けり飛ばしたウオルターがいて、確か佐々さつさ・成なり政まさとかいうのがいる。IZUMOで見たから一応憶おぼえてるで御座る。しかし、向こうにいるのは、

「…………」

　柴しば田た・勝かつ家いえだと思う。

　しかし、鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくには知り合いがいない。顔の区別がつかないというか、体格とか、個人差が無いような種族であったらどうすべきか。それに自分が知っている柴田・勝家は両腕があったのだが、この鬼型の人はちょっと違うというかどっちかというとかなり違う。

　だから二ふた代よは問うてみた。

「あのう」

　首を傾かしげ、

「どちら様で御ご座ざったか？」

「柴田・勝家だ馬鹿野や郎ろう!!」

　[image: ]しかられたで御座る。しかし、何というべきか。だとすると随ずい分ぶんとルックス変わったように見受けられるが、右腕無いで御座るなあ、というのも難しい。上う手まく言葉を選ぶと、

「サウスポーに転向で御座るか」

「貴き様さまんトコの忍にん者じやに切られたんだよ馬鹿野郎！」

「忍者……。あ、えー……、ああ、メアリ殿どのの横にいる！　あの忍者が！」

　成なる程ほど。

「あの忍者、最近聞いた話だと朝からおちんこ出してたそうで御座るが、それに!!」

「え？　俺おれ……、そんなのに切られたの？」

　勝家が成政の方を見る。と、成政が、

「知らねえー！　ってか知るか馬鹿！　忍者だから見えないようにしてたんだろ!?」

「貴様のちゃんと答えるスキルには俺様ちょっと脱だつ帽ぼうだぜ。……しかし、そっかあ、どうも俯うつむいてたり伏せてたりとか、ああ、俺に激げき突とつしてきたのも、俺の魅み力りよくってヤツか……」

「柴田殿も胸囲的には巨きよ乳にゆうで御座るしなあ」

　ははは、と笑うなり、勝家が瓶かめ割わりを突き込んできた。
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　成政と距離を取り、屋根上に退たい避ひしたウオルシンガムは、それを見ていた。

　勝かつ家いえの一いち撃げきは完全に不意を突いたものだと判はん断だん出来る。だが、

　……What？

　勝家の横に、武蔵むさし副長が回り込んでいた。

　加か速そく術じゆつ、であったように思う。思うというのも、速度が高い時に発される風も何も、起きていなかったからだ。

　ウオルシンガムの目にも、ただ、武蔵副長は歩いたように見えた。だが、武蔵副ふく長ちようの足先に、翔しよう翼よくの術じゆつ式しき陣じんが表ひよう示じされている。

　新しいものだ。先ほど、移動の際に、確かに割ったのだから。しかし、

『……？』

　ウオルシンガムは疑問した。彼女の速度が上がっていないのは何故なぜか、と。

　そして、

　……Light？

　軽い。武蔵副長の動作が、ただ歩いているような動きどころか、立っているだけの動きまで軽い。まるで体重が無いかのように、彼女は勝家の横に立っている。だからと言うように、

「────」

　勝家が、半歩を横に離れた。

　逃げるのではない。表情は目を軽く細め、視し界かいを真まっ直すぐ前に。全域を捉とらえる目つきだ。

　勝家も気付いたのだ。武蔵副長が、以前とは違う事を。それも、

「おい。突っ走って来たって言ったな？　──何歩でここに来た？」

　問いかけの先、武蔵副長は首を傾かしげた。

　馬鹿げた質問だ、とウオルシンガムは基本的な判断を下す。北の空に浮いている武蔵から上陸し、ここまで、どれだけの歩数がいるのか、と。

　相手を惑まどわすための駆かけ引きとしては無む茶ちやがある。が、

　……Answer？

　ウオルシンガムの非常用思し考こう。首後ろからぶら下がる走狗マウスの本体は、告げている。柴田・勝家の問いかけは、

　……Serious！

　告げた思いに答えるように、武蔵副長が動いた。彼女は一いつ瞬しゆんだけ上を見ると、左の手を掲げ、指を折り、

「ひいふうみいよう……」

　数えるその姿すがたに、今こそ勝家が動いた。左手一本、瓶かめ割わりを、横よこ薙なぎに叩たたき込んだのだ。





●






　勝家は、それを見た。

　高速の、大気を滑すべるような横一いつ直線の刃やいばを、武蔵むさし副長が避ける動作を、だ。

　翔しよう翼よくだった。だが、

　……おいおい、何だこの面白えのは!?

　勝かつ家いえは、己おのれが持つ戦せん闘とう経験の中で、翔翼の持ち主と幾いく度ども当たった事がある。翔翼やその派生は神しん道とうとして代表的な加か速そく術じゆつであり、古来から使い手は多かったのだ。

　その特性は、禊祓みそぎによる引き上げ型の累るい積せき加速。だから長いストロークでなければ使えず、短い距離での方向転換などは不可能だ。しかし、

「貴き様さま……！」

　相手は、緩かった。まるで、速度無く、歩くと言うよりも体重移動で、滑かつ車しやの上にでもいるような身のこなしで、

　三十七枚の翔翼を割って、武蔵副長が静かに瓶かめ割わりの刃やいばを避けた。

　遅いのに避けた。

　否、遅いから避けられたのだ。

　……自分の身体からだを、関かん節せつ一つまで完全に制せい御ぎよ出来る速度に落とし、押さえ込む事で、見切りを作りやがった！

　速く動くのではない。遅い中で、よく見て、ちゃんと体を動かし、無む駄だの無い回かい避ひをする。

　見切りだ。

　剣技の中でも無刀の技として、上位クラスの者が可能とする技。

　それを、どういう手しゆ法ほうか知らないが、砕くだけぬ翔翼で成している。

　軽い。

　そして武蔵副長が、こちらの横にまた回った。

　表情を見る。と、視線がこちらに返ってきた。

　……おお。

　眉まゆを立て、目の焦しよう点てんがしっかりこちらに向いている。閉じた口を見るに、相当な緊きん張ちよう下かにあるのが解わかる。

　腑ふ抜ぬけていない。
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　勝家は思い出した。以前、この娘と、マクデブルクで相あい対たいした時がある、と。

　防ぼう御ぎよ主体で、ナメた攻防を行われた憶おぼえがある。

　あの時、この娘が顔に浮かべていたような、冷めた表情はここに無い。

　今、自分の視線の先には、小こ娘むすめの、張りつめた、真剣の顔がある。戦うための自分の技を突き詰める事が、行き過ぎて、一歩間違えば自分を殺しかねなくなっている。そんな、自分自身の実力に恐れを感じつつ、しかし、それを信じている顔だ。

　己おのれの力に油ゆ断だんしない。最大限を常に出す事で、自分を傷つけ掛けもするくらい、己の力を出し切ろうとする。

　そうでなければ、行き着けない場所がある。

　そうであっても行き着けず、死ぬ時だってある。

　その事を理解して、尚なおも、自分の突き詰めと、戦せん場じようを選んだ必死の顔が、そこにある。

　いいじゃねえか。

　勝かつ家いえは思った。貴き様さま、ようやく、こっちに来たな、と。

「なあ」

　誰だれに呼びかけるべきか、勝家は考えた。

　だが、誰に言葉を送ろうとしても、辛しん気きくさくなりそうな気がした。

　御お市いち様と約束しているのだ。最後までずっと楽しく行こう、と。

　だからただ、勝家は動いた。今、敵は、槍やりを既すでに構えている。幾いくら何でも、黙だまって食らうわけにはいかない。

　よし、と勝家は思った。手は抜かねえよ、と。

　今までずっと、手を抜いた事はないのだ。

　何しろ、柴しば田た・勝家は聖せい譜ふ記き述じゆつでは鬼おに柴田と呼ばれる猛もう将しようだ。

　人間の身で、鬼と呼ばれるならば、鬼の身では、どう呼ばれるほどに猛たけるべきか。

　手を抜いては、鬼でしかない。

　故ゆえに、勝家は動く。向こうが見切りと、妙みような動作を用いるならば、

「おう」

　柴田は、敵の突いてきた槍を回かい避ひした。

　ゆっくりと、己の力を最大限に出しつつ、しかし、制せい御ぎよのために用いる。

　鬼の見切りだ。





●






　成なり政まさは、勝家の〝技〟を認にん識しきした。

　武蔵むさし副長が、見切りと判はん断だん出来る動きを取ったのは見た。

　だが、対する勝家も、

　……本気かよ……！

　一いつ瞬しゆんの交こう叉さで、勝家は敵の実力を計ったのだ。だから、彼は、いつもと違い、手を抜かぬどころか、

　……手を加えてきやがった！

　鬼の膂りよ力りよくを、爆ばく発はつ的な運動ではなく、静の技に置き換える。

　最低限の動き。最低限の速度。それゆえに可能な、敵の攻こう撃げきを完全に認識し、捉とらえ、対たい処しよを行うという技術。

　ゆっくりと、武蔵むさし副長と、P.A.Oda副ふく長ちようが、位置を入れ替えた。

　まるで、演えん舞ぶの披ひ露ろうのようだ。あれも、自分が未み熟じゆくな時には茶ちや番ばんに見えたものだったが、ある程度の腕をもって見ると、最善と最短の距離と動作を示すものだと解わかり、そこに多くの参考を感じるものだ。同じように、今、目の前で行われているのも、

「……く」

　相手に致ち命めいの攻こう撃げきを与えるための最善と最短の距離と動作があり、それを回かい避ひするための最善と最さい短たんの距離と動作がある。

　最強の攻撃が、最高の回避によって幾いく度ども成り立つ濃のう密みつな空間。

　勝かつ家いえは、槍やりの突きを顔の皮かわ一枚でかわし、くぐりもせずに沿うように刃やいばを放つ。

　応じる武蔵副長が、刃を髪かみ一本切らせて眼前に通過させ、腰を引く動きを利用して槍をたぐり寄せつつも、鬼おにの胴どうに穂ほ先さきを向け直す。

　動きは緩やかだ。が、完全に無む駄だを無くしているために、張りつめが大きい。しかし、

　……柴しば田た先せん輩ぱいが半はん端ぱねえな！

　武蔵副長は加か速そく術じゆつを使用している。が、勝家は膂りよ力りよくのみ。左腕一本。更さらには、小こ柄がらな相手に合わせてもいる。

　どれだけの力量があるというのか。更には、

「……と」

　勝家が、左から振り上げられる武蔵副長の槍を、右にゆっくり身を反そらして回避した。

　その動きの行き先を、成なり政まさも〝読んだ〟。そして、成政は、こう思った。

　武蔵副長の負けだ、と。

　彼の思いを反映するように、見切りの、最善と最短の動きが、行くべきところに行った。





●






　勝家は動いた。

　武蔵副長の槍を右に身を反らせて避けながら、前へとカウンターで左腕を上げていく。

　力任まかせではない。動き全てに必要以上の力を込めず、急がず、肘を溜ためながら、的確に宙のルートに腕と刃やいばを乗せ、押していく動作だ。

　すると、武蔵副長が、緩やかに、こちらの左に回ろうとする。そうする事で、上がっていく左腕と瓶かめ割わりを回避しようとする。が、

「────」

　武蔵副長の足取りが、緩く静かに、しかし遠回りをした。

　……そうともよ。

　自分は、左肘を外に溜めているのだ。だから、武蔵副長は、こちらの肘を避ける分、時間を食われ、

　……左腕の上がりに間に合わねえだろ。

　だが、自分も、瓶かめ割わりの刃やいばはかわされている。ここで割かつ砕さいを発動するのも、駄だ目めだ。武蔵むさし副ふく長ちようも、身を左外に倒していて、瓶割の放ほう射しや範はん囲いから逃のがれ掛けているからだ。

　だから、使用したのは、鍔つばだった。

　身体からだに沿って上げていく瓶割の鍔。それを、勝かつ家いえは、すれ違おうとする武蔵副長の槍やりに押しつけた。

　そして勝家は、そのまま、

「……さて」

　刀かたな鍔つばに、槍と武蔵副長を乗せるように、投げ飛ばした。

　放る、という動きだった。宙にゆっくりと紙かみ飛行機を押し出すのにも似た動き。

　だが、その動作で、確実に武蔵副長は飛んだ。身を捻ねじって軽く浮くと、持ち上がり、

「────」

　静かに、勝家は、武蔵副長を投じた。
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　距離にして四十メートル。

　放ほう物ぶつ線せんを描いて行く二ふた代よは、最短の足あし場ばとなるものを探した。

　あった。足が行き、乗るのは、

　……柱！

　戦せん闘とうによって砕くだかれた家囲いの壁。白しら樺かば材を立てて作られた壁の内、一本だけが傾かしいで生き残っている。それはもはや不安定で、しかし、

「……っ」

　二代は、構う事なく着ちやく地ちした。

　身を地面と水平にするように、膝ひざを縮め、勢いを殺しながら、だが、

　……翔しよう翼よく！

　足あし捌さばきで、ゆっくりと、確かに二代は柱を踏み直す。

　目は、ずっと前を見ていた。今の姿し勢せいでは上ともなる真っ正面。そこにいる勝家が、こちらに一つの力を向けていた。

　瓶割だ。
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　成なり政まさは、結果を感じた。

　武蔵副長の負けだ。

　彼女の加か速そく術じゆつ、翔しよう翼よくは、禊祓みそぎによって加速の行き先の不純物を祓はらう技だ。

　加速のためには、踏む必要がある。

　今、武蔵むさし副ふく長ちようの立った足あし場ばは、勝かつ家いえに正せい対たいするものだが、

　……倒れるぞ。

　軽く蹴ければ、押され、ひっくり返るように倒れるだろう。今、武蔵副長が着ちやく地ち状態にあるのも、彼女がぎりぎりのバランスを保っているからに他ならない。

　武蔵副長の狙ねらいは解わかる。見切りの動作中、何が行われているのか解らないが、彼女は翔翼を砕くだかず、蓄ちく積せきしているのだ。

　だから彼女は、それを用い、長距離を一気に行く。そういう事だ。が、しかし、

「…………」

　柱が倒れていく。武蔵副長の着地で、消し切れなかった勢いが、押していたのだ。

　ここで、最初の一歩を踏めば、どうなるか。

　確実に、柱が倒れ、足を空から振ぶりした武蔵副長は失速。今まで蓄積した加速が爆ばく発はつし、吹っ飛ばされる事になる。

　もし、前に飛ぶ事が出来ても、瓶かめ割わりのカウンターがある。

　瓶割の発動速度を超えて前に出るのは、翔翼の蓄積があったとしても至し難なんだろう。何しろ、自分の姿すがたを刃やいばに認にん識しきされたら割り砕かれるのだ。

　無む理りだ、と成なり政まさは思った。だが、

「────」

　成政は、声を聞いた。

　歌だった。

　この緩い、濃のう密みつな最善と最短の中で、武蔵副長が、歌を朗ろうじた。それは、

「そして」

　聞こえた。

「踊って」

　瞬しゆん間かん。成政の耳に、勝家の声が聞こえた。

　武蔵副長の歌を断ち切るように、カウンター狙ねらいで、

「かかれ。──瓶割」
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　決着は、破は壊かいの後の、静せい寂じやくで生じた。

　瓶割の割り砕きが、勝家の正面、三十メートルほど先までを割り、砕いて広げていた。

　家屋が散り、道が断たれ、粉ふん塵じんや瓦が礫れきの音が鳴り、やがて音を止めていき、

「さて」

　勝かつ家いえが、左腕に瓶かめ割わりを下げたまま、後ろに振り向いた。

　十数メートル先を、彼は一度見た。だが、すぐに、ふむ、と頷うなずき、

「──そっちか」

　距離にして、三十メートルほど向こうを、彼は見る。

　戦せん闘とうの町の中。一いつ軒けんの古びた家屋の屋根上に、一つの背中が膝ひざを着いている。

　武蔵むさし副ふく長ちようだ。

　荒い息で、自分自身を制せい御ぎよ出来ていないように、彼女は一本の鉄てつ槍やりを己おのれの支えにして、かろうじて倒れずにいた。

　そんな後ろ姿すがたを見て、勝家が問うた。戦せん場じようだが、通る声。その届きをもって、

「その蜻蛉とんぼのスペア、使うにはまだ自分の心が至らねえのか？」

　問うた先、答えはない。だが、勝家は、薄く苦く笑しようした。

「──否、今の貴き様さまの速度だと、俺おれを映すのも難しかろうな。そのあたり、槍の処理速度上げといた方がいいだろ。俺もそうしておこうと思うし」

　何故なぜなら、

「……瓶割の認にん識しき速度を超えてくるってのは、どういう事だ」

　言うなり、武蔵副長の身が前に倒れ掛けた。

　後こう頭とう部ぶ。髪かみを結んでいる鹿か角づの型の髪かみ留どめが割れ、髪が割られ、しかし、

「────」

　そこまでだった。身体からだの倒れを止めるように、武蔵副長が槍やりにすがる。そして、

「は」

　息を入れ、彼女が立ち上がった瞬しゆん間かんだった。

　勝家の左肩。その前面部が裂さけ、血ち飛沫しぶきを破は裂れつさせた。

　鼓こ動どうの一打ちに近い震しん動どうに、勝家が身を揺らす。だが、

「おもしれえなあ」

　左腕が曲がり、肩が膨ふくらむと、血が止まった。脇の筋肉を締しめ込んだのだ。

　しかし、それ以上は動かない。左の腕は、半なかば近くまで断たれている。もはや両の腕は使えないが、しかし、

「もうちょっとやっか？」

「否」

　武蔵副長は、大きく息をしながら、こう言った。

「拙せつ者しや、行くところがあるので御座る」

「俺は途と中ちゆうのついでかよ？」

「否。──何処どこに行こうとも当たる、巨きよ大だいな壁に御ご座ざる」

「じゃあ、また、当たるか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今回は自分の負けなれば、いずれ、勝つために」

　勝かつ家いえは苦く笑しようした。

「確かにな。──俺おれは左肩。貴き様さまは髪かみ。身体からだの中央に近いのは俺の攻こう撃げきだ。

　もう一回今のをやったら、俺が確実に貴様を殺す」

　だがまあ、

「……俺は今度、両腕だ。貴様は蜻蛉とんぼ切きり持ってこい。そしたら相手してやる」

　忝かたじけない、と武蔵むさし副長が頭を下げた。そして、

「────」

　消えた。立ち上がりの動作に重ね、既すでに翔しよう翼よくを蓄ちく積せきしていたのだろう。視線で追うまでもない。彼女は行ったのだ。

「自分が追いつくべき仲間のところに、ってとこか」

　おい、と勝家は背後に振り向いた。すると、成なり政まさが、〝くせえくせえー〟と手を振っていたので、

「この野や郎ろう……！」

　石を投げて勝家は派は手でに再出血した。







[image: 第九十章『間合い中の無双』]
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　戦せん場じように幾いくつもの高速を示す火ひ花ばなが散る。

　ノヴゴロド市街の北東側、道や屋根上、門壁の上を跳ちよう躍やくし、行き交う三つの影の交こう差さが、その速度を上げていた。

　速度を担になう一人、誾ぎんは、今の戦場の厄やつ介かいを知りつつあった。これはもはや、自分が出せる勢いの限界を超えつつある、と。

　膂りよ力りよくでは駄だ目めだ。宗むね茂しげもそれに気付いているらしい。御お市いちの攻こう撃げきを受け、自分の刃やいばを突き打ちながら、宗茂がこちらのカバーをするような位置に来る。

　彼の負ふ担たんになっている、と思いかけ、誾はその思いを捨てた。

　足を引っ張るようでは、二人で戦っている意味がない。

　宗茂は、こちらを信用しているのだ。自分の妻は、二人で戦う意味を理解している、と。それは、役立たずを感じたら自ら去れという事ではなく、

　……そうですね。

　自ら動き、考え、役に立っていかなければならない。そういう事だ。

　だから、門壁の上から屋根上に、誾は御市を長ちよう剣けんで追う。

　御市の武器は全て現地調達だ。身を回す動きで拾い上げ、叩たたき込んでくる。

　必勝法は、まず、御市を地面から遠ざける事だ。宗茂と二人、御市をトスし合うように位置取り、壁かべ際ぎわに追い込み、上に跳ねさせる。

　自分の速度が追いつき切れないと解わかっていても、充分、手はある。

　宗茂との位置を、単純に御市を挟むのではなく、自分が御市を下側から追い込むようにすればいいのだ。

　走っている時でも、真後ろにつけておき、追い込んでいく。自分が下で押さえ、宗茂は駆かけ爪づめを使用して左右から御市を牽けん制せいする動きだ。

　そのようにして御市を上に追い込み、今、誾は屋根上の並びに、着ちやく地ちした。

　屋根の向こうに逃げようとする御市を、宗茂が逆に回って牽制する。

　酒さか井いから預かった瓶かめ貫ぬきの能力は未いまだに不明だ。しかし、貫かん通つう補助の力は、宗茂が御市を突き崩くずすのには有用だった。

　御市の刃の陰を縫ぬい、宗茂は彼女の身へと穂ほ先さきを差し込んでいく。

　真まっ直すぐ、狙ねらい通りに飛ぶ刃に、御市は、

「ひ……!!」

　笑いとも泣き声とも解らぬ声を放ち、身を振り回して回かい避ひする。

　そこに自分が追いつき、双そう剣けんの連れん斬げきを叩たたき込む。

　両腕の剣は、流りゆう体たいの加か護ごを帯びている。

　しかしこれで御お市いちに手て傷きずを負わせる事は難しい。

　かつて〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を受けた時も、削けずられ、刃やいばをほとんど失ったように、聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝天渡りの信仰カプトフアイデス〟の方が流りゆう体たい加か護ごとしては上位存在だからだ。

　傷を負わせても、ゆっくりとそれが縫ぬい合わされるように閉じていくのを幾いく度ども見た。

　ならばとどめは宗むね茂しげの瓶かめ貫ぬきが妥当。

　内ない助じよの功こう、悪くはない言葉です、と誾ぎんは思った。

　だから追い込む。

　門壁の上、足首や膝ひざ、手首という、行動時に僅わずかに遅れる部位を狙ねらい打つ。

　だが、敵は身を回し、跳ね、刃を両手で二重に放ってくる。旋せん回かい動作からの連れん撃げきは見切れるようでいて難しい。御市が、ただ振り回すだけではなく、角度を変えて来るし、

　……場合によってはちゃんと肘ひじや手首を使って〝斬きって〟来ます……！

　速いだけではなく、旋回と、上半身の振りがついた斬ざん撃げきだった。

　魔ま神じん族ぞく達を斬り殺し続けたという技が、

「……これですね……！」

　攻こう撃げきを全身で行いつつ、必要な時には自らの姿し勢せいを崩くずしもする。

　泣き、笑い、身を前に倒して動くのも、重心を敢あえて偏かたよらせる事で、身の振り回しを制せい御ぎよしやすくし、止められないようにしているのだろう。

　もし、身を立たせた人間が彼女と激げき突とつしても、身を倒した彼女の方が勢いが強く、押し切られる。単純だが、身を倒せば腕は前に伸び、武器の慣かん性せい力は上がる。これに旋回の勢いがつけば、もはや止める事は不可能だ。

　これは人の技ではない。下へ手たに、対人仕し様ようの剣で受ければ砕くだかれる。

　だが、御市の高速旋回による打だ撃げきを、自分は剣や、義ぎ腕わんを盾たてにして受ける。

　受け流し、打ち払う。

　人として、どのような力であろうとも払い斬り、魔であろうとも断つのが、極きよく東とうの剣術だ。弓ゆみ矢やは破は魔まであり、刃は断だん魔まの武装であるからこそ、神に捧ささげもする。

　雷らい切きりの娘が、人の化けた魔に屈くつする意味はない。だから、

「……は」

　心を冷たくし、対たい処しよを始めると、口元に笑えみが自覚出来るのは何な故ぜだろうか。

　誾は、久し振りに、あまり深く考えない事にした。

　ただ敵を、空に押し込み、欠けつ損そんさせる。

　それ以上の事は、宗茂がやってくれる。だから、

「────」

　呼び掛けも、合図もしなかった。

　彼は必ずやってくれる。そう思い、誾は行った。
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　構図は単純だった。

　誾ぎんは、屋根の上で御お市いちを追っていた。左は街道。右には宗むね茂しげがいる。

　時とき折おり、御市が街道に降りるような動きをフェイントとして見せてくるが、誾は一いつ切さい無視をした。この敵は他者を切り割る事しか考えていないのだと、そう信じて、切らぬ行動を知覚しないようにした。

　ただ追う。

　敵が使用しているのは、魔ま神じん族ぞく用の長ちよう剣けん二本。厚みもだが、長さもあり、ともすれば右を走る宗茂にまで届きかねないものだ。

　それが、来た。

　旋せん回かいは、こちらから見て、左から右へ。自分を攻こう撃げきして宗茂への牽けん制せいとなるものだ。

　御市の動きは、リズムがある。それは、連れん斬ざんの軌き道どうをいつでも放てるように髪かみを揺らし、全身を統とう御ぎよするもので、

「……っ!!」

　読んだ。髪揺れのタイミングと、鎖さ骨こつ周辺の角度の見え方を見み憶おぼえている。誤差はあるが、高確率で御市が、

　……連斬を出します……。

　来る。

　一度、二度の揺れ。左のバックハンドの横よこ薙なぎが左から右斜めに落ち、それを追うように、身を回しながら、右の横薙ぎがやはり左から右に来た。

　対する誾は、二発目のタイミングを読み、前に出た。

　左の半はん身みで行く。そう決めた。だから、

　……迷いません……！
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　誾は跳び込んだ。

　左の双そう剣けんを前に突き込み、御市の右腹を狙ねらう。

　と、御市が動きを速くした。旋回の中央に上半身を伏せるように、身を沈めていく。

　この動きで、御市がこちらの双剣の右に回った。そのままコンパクトに一回転して、右腕の刃やいばをカウンターで叩たたきつけてくる動きだ。

　だから誾も、半身の姿し勢せいを低くした。踏み込みつつ、かわされた左の刃を前に出す。

　既すでに双剣は御市の右腹の外を通過している。

　当たらない。が、前に突く事で、御市がこちらから見て左へと逃げられないようにする。

　後は御お市いちが一回転して叩たたきつけてくるであろう刃やいばをかわし、前に出ながら、自分の右腕の双そう剣けんを右外から内に叩き込めばいい。

　しかし、誾ぎんの視し界かいの中で、御市の身体からだが予想以上に傾いた。

　こちらから見て右。俯うつむきの身体がサイドステップでもするように外に傾いていく。

「ひ、ぃ……！」

　突き込んだ左双剣と御市の身体の間に隙すき間まが空あいた。

　そこから刃が来た。不意の波飛沫しぶきのように、こちらへと下から刃が発はつ射しやされたのだ。

　身を旋せん回かいさせながらだというのに、自分の左双そう剣けんと彼女の体の間、ほぼ真ま下したからの一発だ。それも振り回しではなく、しっかりと手首のスナップまで入った一いち撃げきだった。

　自分が前に出る事を、読んだ動きではない。

　強ごう引いんに対応したのだ。

　眼がん下か、こちらの顎あごを割るように、真っ正面からのすくい上げで御市の刃が吹っ飛んできた。

　前に出る身にとってはカウンターの一撃。だから、

「……つ」

　誾は、左の義ぎ腕わんを外した。

　身を右に捻ひねる。

　左義腕と肩の間を、御市の刃が抜けていった。

　御市はこちらから見て右奥に回って行きながら、空から振ぶりした刃を上に振り抜いていく。

　だから誾は、右の刃を振った。

　身体のバランスが右の義腕に引かれ、振り回されているが、右みぎ膝ひざを着く事で己おのれを支えた。そして誾は刃を振り、御市の脚あしから腰を刈るようにして、

「────」

　御市が消えていた。

　否。視界の上に影がある。

　跳んだのだ。全身の旋回から、普通ならば不可能な直上への跳ちよう躍やく。それは、

　……下から上に振った刃に、吊つり上げさせた!?

　御市が宙で身を回す。それも高速に、だ。

　宙を落下するより早く、刃を内側に振る低い姿し勢せいのこちらに対し、

「……っ」

　御市の左腕の刃が、バックハンドで、やや左から宙を突っ走ってきた。

　空くう中ちゆうからの一刀。それを顔面狙ねらいだ。

　カウンターとなるタイミングであるために、回かい避ひは出来ない。だから、誾は決めた。

　双剣を空振りした右腕を、肩から外したのだ。

　解除した。

　右腕が飛ぶ。身体からだが軽くなる。だから仰のけ反ぞる。すると御お市いちの刃やいばが眼前を空から振ぶりした。

　御市が着ちやく地ちしながら、先ほどの右剣を振ってくる。

　自分は右腕を振った勢いを消さず、仰け反ったまま身体を左に流す。

　すると左肩の行き先に、

「再接続」

　先ほど外した左の義ぎ腕わんがあった。

　接続する。そして左双そう剣けんを、御市の右剣にカウンターで叩たたき込んだ。

　剣が砕くだかれる。が、構わない。そのまま誾ぎんは五ご指しを開き、

　……一本!!

　力と重量任まかせに、御市の刃を義腕で受けた。

　盾たてにもなりうる巨きよ大だい義腕が、その半なかばまで大たい剣けんの刃をぶち込まれる。

　金属の飛散音が響ひびき、鉄が散った。しかし、

　……止めました!!

　御市の右刃は、動かない。だからというように、御市が右手を空あけた。左腕の刃に、右の手を添え、両腕の旋せん回かい運動に移行しようとする。だが、

「十字砲火アルカブス・クルス」

　左腕制せい御ぎよによる一本。下腕部が破は壊かいされていても、召しよう還かんには困らない。

　だから誾は、至し近きんで召還したそれを、御市に向けた。両手で左手の剣を握り直そうとしている彼女は、身を翻ひるがえそうとしているようにも見える。

　射うてば当たる。

　……無む論ろん、此こ処こで吹き飛ばしても、死なないでしょう。

　しかし、一いつ瞬しゆんでも動け無くすれば、宗むね茂しげが討うち取ってくれる。

　だから、誾は砲ほう撃げきした。叫ぶ言葉は、

「宗茂様!!」





●






　宗茂は、誾に応こたえた。

　十字砲火の攻こう撃げきが当たった直後に、御市へのとどめを放つ。それで終わりとなる。

　だから屋根を駆かけ爪づめで蹴けり、一いつ直線に御市へと跳んだ。

　それで倒せる。

　その筈はずだった。だが、違った。

　十字砲火の砲ほう弾だんが、御市の頭上を抜けていた。

　旋回の動きで、かわす事も出来ない御市が、いきなり身を沈めたのだ。

　……あれは……！

　宗むね茂しげは、光を見た。御お市いちの頭上に輝く羽は根ね飾りの天てん輪りん。〝天渡りの信仰カプトフアイデス〟だ。それは、御市が己おのれを修復する時に光るものだが、

「ひ、は……！」

　宗茂は、御市が自らの姿し勢せいを低くした方法に気付いた。

　彼女は、己の左足を、左の一いつ刀とうで裁たち落としていたのだ。

　御市の持つ刃やいばは、非ひ加か護ご型だ。これで傷つけても、〝天渡りの信仰〟ですぐに修復出来る。だから、彼女は、

　……自らを断ったのですか!!

　疑問するまでもない。左の脚あしが、膝ひざ上うえで裁さい断だんされている。

　そしてズレ崩くずれた御市の身体からだは、回り、

「……！」

　跳ね上がった剣に、十字砲火アルカブス・クルスの弾だん丸がんが掠かすって火ひ花ばなを上げた。

　しかし、本体への直ちよく撃げきではない。

「は……！」

　明らかな笑い声を重ね、膝が吸い付いた。血が糸のように粘ねばり、結ばれ、立ち上がる。

　だが、彼女は単に立ったのではない。空あいていた右手に左の剣を渡し、そして左手に改めて摑つかむのは、

「誾ぎんさんの双そう剣けん！」

　放ほう棄きされた右義ぎ腕わんから、毟むしり取って握ったもの。しかも御市は、それを、飛び込んでいくこちらに叩たたきつけなかった。

　御市は、十字砲火発はつ射しや直後の誾に対して、一歩を大きく跳び離れながら、

「ひぃ……!!」

　投げたのだ。

　義腕を砕くだかれた誾は、簡単には動けない。十字砲火の砲ほう撃げきも、砲ほう弾だんの装そう塡てんが必要だ。

　だから彼女は再び腕を外し、回かい避ひ姿勢に入った。

　そこに、もう一つの刃が飛んだ。

　二発目。

　御市は、もう一方の腕に残していた刃をも、誾に投じたのだ。

　既すでに誾は回避としての余地を失っている。

　武器を完全に捨ててまで、誾を狙ねらう意味。それを宗茂は、二つ悟さとった。

　一つは、自分に迷いを与える事だ。もう一つは、

「武器ですか……！」

　応じるように、御市の背後で、衝しよう撃げきが炸さく裂れつした。

　彼女が背を向けた場所。街道側にて、爆ばく発はつが生じたのだ。大だい音おんを伴った衝しよう撃げき波はの広がりは、術じゆつ式しきや砲ほう撃げきによるものではない。誾ぎんの十字砲火アルカブス・クルスの弾だん丸がんだ。

　御お市いちは、自分の脚あしを叩たたき切った刃やいばで、十字砲火の砲ほう弾だんを弾はじいていた。

　砲弾の跳ねた方向は街道側。そこには、今まで彼女が戦せん闘とうした場所がある。道上、合ごう成せい死体の戦せん士し団だんが、文字通りに散らばっている場所に、砲弾は直ちよく撃げきし、全てを巻き上げ、

「は……!!」

　御市が一人、屋根上で身を回す。その背後の宙へと、街道に落ちていたものが噴ふき上がる。それは土つち塊くれであり、死体の一部であり、更さらには、長ちよう剣けんや、槍やり、斧おのといったものだ。

　莫ばく大だい量の武装が、御市を迎えるように宙に舞った。

　もはや泣き声にとって、武器が足りないと言う事はない。ならば、

「────」

　宗茂は、誾を見た。長剣の飛ひ翔しようを前にした彼女を、だ。

　駆かけつける事が出来れば、救えるだろう。しかし自分は、御市の方へと跳んでいた。

　彼女の方に、行く事は出来ない。

　自分が持つ加か速そく術じゆつの駆かけ爪づめは、宙に浮いている埃ほこりを蹴けりつけ、跳ぶ事が可能だ。しかし、それを行えば、脚をやられ、御市との戦闘続行はほぼ不可能となるだろう。

　だからだろうか。誾が、こちらを見ていた。

　笑えみを作っていた。

　解わかっているのだ。彼女は、自分に全てを任せたのだ。

　任せた結果は、受け入れる。そういう関係だ。ゆえに、宗むね茂しげは決めた。

　彼女を救おう、と。それが、自分の〝任せられた〟だ。

　そして宗茂は、誾を見た。身体からだを捻ひねり、宙を蹴る用意をして、空気抵抗を減らすため、瓶かめ貫ぬきを誾に向けるように抱え、こう思った。

　……もしも。

　もしも自分の抱いている、ある予感が本物ならば、

「行ける筈はずです……！」
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　馬鹿な、と誾は思った。

　宗茂がこちらを選択したのは、感情としては嬉うれしくもあるが、それは甘えだ。戦せん場じようで相手から目を外した事は、軽けい蔑べつに値する行為と言っていい。更さらには、駆爪で足あし場ばのない空中を蹴ったならば、

　……以前のように、また、脚が破は壊かいされます……！

　何を馬鹿な選択をしたのかと、誾は思う。

　しかし、硬い音が響ひびき、彼の身が飛び込んできた。

　そして御お市いちの放った刃やいばは確かに宙に飛んだ。
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　誾ぎんは思った。彼の脚あしは、これでまた砕くだかれた筈はずだと。だが、

「…………」

　誾は、自分の元に来た彼を、抱きしめようとした。後で[image: ]しかる事になるし、いろいろと感情を動かす事になるだろう。だけど今はただ妻として抱きしめようとして、

　……腕が。

　無いのだ。だからだろうか、

「大だい丈じよう夫ぶですよ誾さん」

　宗むね茂しげの声が響き、抱きしめられた。

　何が大丈夫なんですか、と言おうとして、声にならなかった。ただ身が震え、

「え……？」

　思わぬ事が生じた。飛び込んできた彼が、こちらを抱き上げて、数歩を移動したのだ。

　歩いている。更さらには、

「さて」

　下ろされた場所は屋根の上だが、先ほど放ほう棄きした右腕が落ちている場所だ。長ちよう剣けんは御市に奪うばわれて投じられたが、彼は、

「失しつ敬けい」

　言って義ぎ腕わんの角かどを蹴けって起こすと、こちらの身を隠かくすように添えてくれた。

　訳わけが解わからない。脚が破は壊かいされる事をした筈なのに、普通に動き、今まで通りの事をしてくれる。それは一体、

「宗茂様……？」

「あ、すいません。まだ、任された分、終わってませんので」

「あ、はい、……Ｊｕｄジヤツジ．」

　何を言うべきだろうか。頑がん張ばってと、行ってきてと、どう言おうか迷う間に、彼は背を向けて、しかし、こう言った。

「誾さん。貴女あなたは、間違いなく、私の勝利の女め神がみです」

　振り向かずに言うのは卑ひ怯きよう過ぎる。しかし、赤せき面めんより早く、彼は行った。

　こちらが任せた分を、果たしに行った。
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　御市は、宙に舞い上がった武器を手に取った。右の手に握るのは前まえ反ぞりの長剣だ。その柄つかを握り、手首で重さを確かめてから身を回す。そして左の手を上に伸ばし、落下してくる別の武器に手を伸ばす。

　斧おのがあった。だからその柄つかを摑つかもうとして、

「……？」

　斧が、離れた。空中で、鉄の、使い込まれて磨みがかれたようになった柄が、確かに、勝かつ手てに自分で遠ざかったのだ。

　意味が解わからない。しかし、御お市いちはもう斧への執しゆう着ちやくをやめた。武ぶ器きは他にもあるのだ。舞い上がって落下してくるものは、軽く身を回して数歩を行くだけで数十に渡る。

　屋根上に落ちているものも合わせれば、百近くにはなるだろう。

　だから、雨を浴びるように、御市は左の手を伸ばして身を回した。

　すると跳ちよう音おんが響ひびいた。自分の背後。身を回す先から、金属の喝かつ音おんが鳴り、

「……!?」

　武器が、全て遠ざかっていく。

　数十の武装が、全て、金属音と火ひ花ばなを持って宙を去った。

　それだけではない。屋根に落ちていたものも何もかも、鉄の響きで跳ね去ったのだ。

　一つ一つ。全部が、しかし一回ごとに大きく、確かに飛ばされていく。まるでそれは、何かが自分の力を確かめるように。確実に、大きな力を持ち始めていく動きだ。

　そして最後の武器が、宙を跳ねるのを、御市は見た。

「ひ……」

　意味が解らなかった。

　何が起きているのか、理解の外にあった。
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　誾ぎんは、それを見ていた。

　……宗むね茂しげ様。

　彼が空を飛び、全ての武器を弾はじいているように見える。実際は駆かけ爪づめも利用しているのだが、

「あれは……」

　瓶かめ貫ぬきだ。

　御市が飛ばした武器に向けられた瓶貫の穂ほ先さき。それが宗茂の構えによって狙ねらいを定めると、

「────」

　宗茂が跳ぶ。単純な跳ちよう躍やくではない、どちらかといえば、

「瓶貫に、引っ張られていく……？」

　疑問して、誾は理解した。瓶貫の真の能力は、貫かん通つう補助ではない。それは、

「貫通物に対し、距離を縮めていこうとするのですか!!」
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　夜の下。砲ほう撃げきの音が響ひびく空の中で、玉たま砂利じやりを踏む音がした。

　武蔵むさし上、中央後こう艦かん・奥おく多た摩ま後部。右う舷げんにある酒さか井いの屋や敷しきだ。砲撃の光に時とき折おり照らされ、警けい報ほう音や砲撃音に揺れる庭園の中で、彼は呟つぶやいた。

「宗むね茂しげ君、気付いたようだねえ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずくのは、屋敷の軒のき下した。縁えん側がわに座って表示枠サインフレームの管理を行っている〝武蔵〟だ。

　彼女は、瓶貫の出力関係をモニタリングしながら、

「武装なのに、能力はどちらかといえば移動関係ですね。変わった槍やりです。──以上」

　そうだねえ、と酒井が煙管キセルから煙を吐いた。

「貫かん通つう力強化の研究で、対たい象しようをロックオンするところまでは大体行けててね。後は自動で高速に突けるようにすれば、初しよ心しん者しや向きの槍になるんじゃないかと思ったのさ。

　俺おれ、実はあんまり槍の使い方上う手まくなくてさ。ダっちゃん任せだったから。でも、インノケンティウスとやり合う必要出来ちゃったでしょ？」

「現在形で問わないで下さい。──以上」

　悪いねえ、と酒井が苦く笑しようして、〝武蔵〟が小さく息を吐いた。

「……高速で狙ねらった位置に自動で突き込めるように重力操そう作さ系けいの術じゆつ式しきを入れたら、強力な移動力を持った自動突とつ撃げき槍が出来てしまった訳わけですね？　──以上」

「でも、砲ほう弾だんのように使用するには、コストがかかり過ぎるし、避けられる可能性もあるからね。だから持ち手がいないと発動しないようにしたんだ。あとは、〝届け〟という思いに反応して、瓶かめ貫ぬきは主人の願いを果たそうとする。ただまあ、変な事に……」

　酒井が苦笑した。

「ロックオンを精密にしようとしたら、人体みたいな大きくて動くものがロック出来なくてね。先日の薪まきくらいから、長ちよう剣けんとか、そのあたりのサイズのものしかロック出来ない。

　だから、戦せん場じようでは、相手の武器に向かって跳ちよう躍やく補助するような事になるね。

　そういう、ちょっと不良品じみたところがあるんだけど、俺には相あい性しようよくてねえ」

　さて、と酒井は頷いた。顎あごに手を当て、

「頑がん張ばって欲しいねえ。──西さい国ごく無む双そう」
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　勝負は一いつ瞬しゆんだった。

　背後に敵がいると悟さとった御お市いちは、後ろ手に回すように、バックハンドの一いち撃げきを見舞った。

　振り抜く。そして、身体からだが追つい随ずいして高速の旋せん回かいを行う。

　だが、その瞬しゆん間かん。御市は更さらに動きを追加した。

　バックハンドで振った右腕。その手に対し、背後から左手を回し、

「は……」

　柄つかを、左で手に取った。

　受け取った直後。御お市いちは身を加か速そくして、身体からだの前へと刃やいばを振った。

　これで、背後を、右から左へと、完全に斬ざん撃げきした事になる。

　後ろにいる敵を、狙ねらい定めずに切る事は難しいだろう。が、今のは牽けん制せいにはなった筈はずだ。だから御市は、前に出ようとした。

　武器を捨て、前に、街道側へと跳ぼうとする。

　失った武器の群がある道上に、行こうとする。

　しかし、御市は認にん識しきした。正面、自分が回す左手の長ちよう剣けんの向こうに、

「ぁ……!!」

　敵がいる。今まさに投げ捨てようとしていた長剣の切きっ先さきに対し、敵は、穂ほ先さきの先せん端たんを当て、止めるような構えをしていた。

　そして屋根上で正せい対たいする構図が生まれた瞬しゆん間かん。

　御市は長剣から手を離さず、鍔つばを下から右上へと蹴けり上げた。

　長剣が風を切って起きあがり、右上じよう段だんの構えになった。

　前にいる敵に、分ぶ厚あつい刃を叩たたきつけ、新たな旋せん回かいを始めようと、御市は思った。そのために、回る動きを御市は作ろうとして、回り、作り出していきながら、

「──!?」

　敵が正面にいない。

　否、いるのは解わかる。風の気け配はいが右手側にいるのだ。

　敵は、右に振り構え、回し始めた長剣に、突きつけたその穂先で追つい随ずいしていた。

　ロックオンされ、剝はがれない。穂先を支点に、加速術じゆつでこちらの旋回についてくるのだ。

　回る。自分も、敵も、回って、

「……行きます！」

　言われた瞬間。御市は、加速された。

　自分の旋回速度を超える勢いで、敵が、長剣を外から回しに掛かったのだ。

　こちらに対して、圧あつ倒とう的な速度差があるからこそ可能な加速の押しつけ。それに対し、御市は、自分の速度を上げようとして、

「……!!」

　失敗した。
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　御市の旋回を砕くだいたのは、わずかな乱れだった。

　脚あしを先ほど自分で落としたために生じた、力のズレだ。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマによって左脚は修復されている。だが、修復された左脚は、その切断と修復時間において、右脚と同じ時間を過ごしていない。

　同じ身体からだの一部として、動作による疲労と、足あし場ばや敵に対する経験は、僅わずかながらに左脚の方が劣っているし、逆の右脚はあの切断による緊きん張ちようと、その後の安あん堵どを共有していない。

　存在しないと、言っていいほどの乱れだ。

　だが、達たつ人じんである御お市いちと、彼女の動作に対しては、致ち命めいだった。

　微かすかな乱れが、敵の加か速そくに振り回されて、増ぞう幅ふくし、

「────」

　強ごう引いんに自分の速度を上げ、御市は己おのれの乱れを潰つぶそうとした。

　だが、彼女の選択は、旋せん回かいを速くはしたものの、大振りにさせただけで、

「……！」

　押さえ込めないと御市が気付いた時には、遅かった。

　理解しながらも、御市は右の手を柄つかから離し、敵を求めた。摑つかもうと、捉とらえようとして、手を自分の速度の先せん端たんとするように振り回し、

「ひぁ……！」

　御市は、身を跳ね上げられるような一いち撃げきを、加速の中に差し込まれ、確かに食らった。

　欠けつ損そんしたのだ。
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　屋根上。そこに立つ女の影を、誾ぎんは見ていた。

　御市だ。

　彼女は、身を起こし、立っている。正面に立つ宗むね茂しげが、瓶かめ貫ぬきの刃やいばを収めて背負い直すのを、御市はただただ眺ながめるようにして、たたずんでいる。

　そして宗茂が、屋根に落ちていたものを拾い、両手で御市に差し出した。

「……勝かつ家いえ様と、同じものです」

「ん。……有あり難がとう」

　御市は、笑えみでそれを受け取り、左腕で抱いた。

　己おのれの右腕だった。

　直後、右の肩から色の濃い飛沫しぶきが弾はじけた。だが、

「ふふ」

　御市は右腕を抱き、自分の血に押されるように、身を回した。

「良かった」

　彼女は言い、頭を下げた。一礼するように身を倒し、俯うつむき、垂れる髪かみで表情を隠かくすと、

「これで、勝かつ家いえ様と同じ」

　ふ、ひ、と笑い、

「────」

　血ち飛沫しぶきが瞬しゆん発ぱつし、彼女の姿すがたが消えた。

　何ど処こへ、と追うまでもない。宗むね茂しげが虚こ空くうに一いち礼れいし、こう言った。

「……勝家様と、仲なか睦むつまじく」

　それが別れだ。だから、誾ぎんは一ひと息いきを吐き、身を起こした。無事な右腕の接続は正しく行われており、後は彼に近づき、

「宗茂様」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう」

　いろいろと言いたい事はある。先ほど、全て諦あきらめてこちらに跳んできたかと思えば、

　……あれは自分の自惚うぬぼれだったと、そう言うべきなのでしょうね。

　と、そんな事を思いつつ、何かを言おうとした時だ。

「誾さん」

　向こうから、声を掛けられた。その内容は、

「……先ほど、誾さんを一番に跳んできましたけど、あれは、瓶かめ貫ぬきが無くても、そうした筈はずですので、誤ご解かいしないようにして下さい」

　何な故ぜなら、

「誾さんがいれば、私は、幾いく度どでも再起出来るのです」

「……人を回復要員のように言わないで下さい。武ぶ家けの娘です。攻こう撃げき要員です」

「解わかってます」

「解ってません。大体、何ですか今のは、曖あい昧まいな決着を作って……」

「大だい丈じよう夫ぶです。私が両腕を落とすほど必死になったのは、一回だけですからね」

「二回も三回もあって堪たまるものですか」

　誾は、己おのれの赤せき面めんを感じながら、宗茂に視線を向けた。

「何か言う事はありますか？」

「Ｊｕｄ．、──アモーレと」

「五回じゃ駄だ目めです」

　先手を打って、誾は言った。

「小さな声で、一回で充分です。──戦せん場じようですので」
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「戦場の流れが、変わってきたわね」

　ノヴゴロド南部外がい縁えんの空。柴しば田た艦かん隊たいに対し、牽けん制せい砲ほう撃げきを行うキャベンディッシュ艦かんと連れん携けいを取りながら、ナイトとナルゼは南部方面から見た動きを武蔵むさしに送っていた。

　現在、柴しば田た艦かん隊たいは南を堅けん持じしつつも、上陸の動きを止めつつある。二ふた代よや立たち花ばな夫妻からの情報を浅あさ間まがまとめたものによれば、現在の柴田達の状況は、

「忍にん者じやがおちんこ出したのをミトツダイラが蹴けり飛ばしたところ柴田の右腕を切せつ断だんして、二代が負けたら左腕も甘あま切断。立花夫妻は愛の力で御お市いちの右腕切断って、何よコレ一体」

「アサマチが何ど処こ目め指ざしてるか解わからないけど、言葉そのままで理解していいのかなー……」

　しかし、御市は下がったものの、柴田は未いまだノヴゴロド市街に残り、攻こう撃げきの指し揮きを執とっている。利とし家いえと成なり政まさはノヴゴロドの西側から南を押さえており、全体の優勢は柴田側にある。

「……合ごう成せい死体の戦せん士し団だんが、数を減らしているのね。前まえ田だ・利家の加賀百万Ｇカガ・ミリオネンガイストは、金次第で戦士団を徴ちよう用よう出来る訳わけだし」

「──おい！　後こう発はつ魔女テクノヘクセン!!」

「何よ古こ代だい魔女」

　空から見るキャベンディッシュ艦の帆ほの下。オマリが術じゆつ式しき舵だ輪りんを摑つかみながら声をあげた。

「柴田艦隊の動きが変化してる！　意味は──」

　人にん魚ぎよの映えい像ぞうが飛び込んできた。彼女は表示枠サインフレームの中でノヴゴロドと周囲艦隊の概がい要ようを示し、

『現在のP.A.Odaは、ノヴゴロドの向こう、上越露西亜スヴイエート・ルーシの艦隊への牽けん制せい砲ほう撃げきが中心ですね』

「狙ねらいは？」

『撤てつ退たい準備と上越露西亜側の固定です。つまり、撤退時に、上越露西亜からの追つい撃げきを行わせない。そういう構えになりつつあります。しかし──』

　キャベンディッシュが言った。

『ノヴゴロド側でもP.A.Odaが三つの動きを固めつつあります。一つは加賀百万……、プ、す、すいません、素すで言うには修しゆ行ぎようが足りませんで』

・未熟者：『格好かつこいいのに、躊躇ためらっていると損をするよ！　加賀百万Ｇだよ！』

・ホラ子：『饅まん頭じゆう作りますかねえ。さて人魚の方、御説明を』

『Ｔｅｓテスタメント．、──ええと、加賀……、プ、ま、前田勢と佐々さつさ・成なり政まさを中心とするP.A.Oda戦士団が、ノヴゴロド南部から中央を制圧。北東から市し庁ちよう舎しやに向かう上越露西亜突とつ撃げき隊たい……、武蔵総そう長ちようを含む部隊との交戦に入っています』

「そっちには、ミトツダイラやメアリに、ウルキアガ達も合流してる筈はずね……」

　自分に言い聞かせるような口く調ちようで言い、ナルゼが前に出ると、ナイトも続いた。二人は、数キロ先にいる柴田艦隊が確かに防ぼう御ぎよ陣じん営えいを組むのを見ながら、人魚の声を聞いた。

『二つ目の動きとしては、前田勢の本隊が、未いまだ増ぞう殖しよくし続けています。彼らはノヴゴロドの市街東から、やはり東の丘までを制圧。上越露西亜の突撃隊と武蔵側武ぶ神しんの押さえに入っているため、上越露西亜の主力が足止めを受けています』

　眉まゆをひそめるナルゼに対し、更さらに言葉が重ねられた。

『三つ目の動きは、ノヴゴロド北西部。そちらに合ごう成せい死体戦せん士し団だんが集中していたのが、突とつ破ぱされつつあります』

「突破？　少人数なの？」

『武蔵むさし側から得た照合では羽は柴しば麾き下か、十じつ本ぽん槍やりの福ふく島しま・正まさ則のりと、加か藤とう・清きよ正まさです。

　このままでは、彼女達にノヴゴロド市し庁ちよう舎しや入りを先行されるでしょう。そして──』

　現状では、とキャベンディッシュが言った。

『武蔵総そう長ちよう達がノヴゴロド市庁舎に入ったとしても、撤てつ退たいは不可能です』
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　戦せん場じようの中、ノヴゴロド市街北西部を北に疾しつ走そうする視線が二人分あった。

　ノヴゴロド市庁舎へと、合成死体戦士団を切り払い、回かい避ひしながら進む福島・正則と、打ち払い、突とつ撃げきしながら進む加藤・清正の二人だ。

　二人は、清正が街道沿いの壁上を先行し、福島がその後ろに続く流れを取っている。時とき折おり、街道から敵が前や横に飛び込んでくるが、清正は構わない。カレトヴルッフを加か速そくさせて叩たたき込み、散らすようにして敵をラッセルし、前にただ進んでいく。

　屋根は行かない。屋根は足あし場ばとして広く、敵が数体横に並ぶからだ。

　不安定であっても、道が横切って途と切ぎれていても、

「……！」

　清正にとっては、カレトヴルッフの後部加速器きが、身を前に飛ばす事を保証してくれる。

　福島にとっては、〝逆さか落おとし〟の加速術じゆつが、己おのれの身を前に飛ばす事を確かにしてくれる。

　二人は、ただ急ぎ、走っていく。が、後ろの福島が、

「キヨ殿どの！　また前後を交こう代たいするタイミングでは!?」

「駄だ目めです。そろそろ市庁舎、私が前を引きます」

　清正は、跳ちよう躍やくしてくる敵に、右のカレトブルッフを投げつけるような一いち撃げきを打ち込む。

　切ると言うよりも、捻ひねりを入れた攻こう撃げきは敵を砕くだき切る。走りは一いつ瞬しゆんたりとも淀よどむ事なく、彼女はただ前に行き、

「私よりも貴女あなたの方が戦せん闘とう能力が上。だからこその福島の襲しゆう名めい。──私の役目は、今においては貴女をなるべく疲れさせず、傷つけさせずに市庁舎まで届ける事です」

　そして、

「私達の役目、羽柴様の望みは、ノヴゴロド市庁舎の地下にある天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんの遺い構こうを破は壊かいする事。貴女は、それにオラニエの始し末まつ役やくも重なってます、疲労は避けねば」

「忝かたじけのう御ご座ざります」

「そう言わないで下さい。──私達は、全員で一つのチームですからね。創そう世せい計画を信じ、この世界を安全な方に押していく事を望んだのですから」

　言って、清きよ正まさが視線を上げた。すると、

「見えました……！」

　市し庁ちよう舎しや前、馬車の通行を確かく保ほするためのロータリーがある。が、そこにももはや、

　合ごう成せい死体の姿すがたがある。それも大量に、だ。

「ならば、ここは私の持ち場です……！」

　清正が、眉まゆをひそめて言い、跳ちよう躍やくした。取り残されるようになった背後の福ふく島しまが、

「キヨ殿どの！」

「──あれは私が相手をします。ノリさんは奥へ行って下さい。後で上で」

　彼女の言葉に、背後の福島は軽く息を吸った。そして眉をたてると、

「任せるで御ご座ざります……！」

　両者の着ちやく地ちは同時。しかし清正は敵群に向かい、福島はその上を飛び越えて市庁舎の中へ、口を開けるように存在する闇やみの中へと飛び込んでいった。







[image: 第九十一章『集合場所の夢持ち人達』]
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　ノヴゴロド市街の北部から、信号弾だんの白い光が上がった。

　P.A.Odaのものだ。彼らがノヴゴロド市し庁ちよう舎しやに届いた事を示す合図だった。

　それを見る視線の一つ。ノヴゴロド東側の丘中ちゆう腹ふくでは、

「くそ、急がなきゃならないってのに。下に落とすのが面めん倒どうさね！」

　地じ摺ずり朱雀すざくの肩上、直なお政まさが武ぶ神しんの指し示じと制せい御ぎよに手て一いつ杯ぱいとなっていた。

　今の相手は、森もりとか言う、全く相手にならない変な武神の、恐らくは補ほ助じよ機だろう。現在でも七体の武神が、動きは悪く、ややもするとくねくねしながらこちらに向かってくる。

　主人の管理外にあるのは、動きを見れば確かだ。突とつ然ぜん仰のけ反ぞったり、がくがくしたり、

　……挙きよ動どう不ふ審しんさね……。

　しかし、伊達だて武神による砲ほう撃げきを受けても、吹っ飛ぶだけでダメージになっていない。人工筋きん肉にくの束で出来た全身がダメージを逃のがして吸収し、修復機能が治ち療りようしてしまうからだ。

　面倒を感じつつ、直政は近づくものをまずは投げ飛ばし、地面に叩たたきつける。
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「あのね、森君？　さっきから、私の横で不意に仰け反ったりして〝あんっ〟とか、〝んひぃ〟とかビクンビクンするのやめてくれると嬉うれしいんだけど？　計算の邪じや魔まだし」

　ノヴゴロド南門の内側、バリケードの陰にて戦せん闘とうの損そん耗もう率りつ計算をしている不ふ破わに言われ、森は慌あわてて首を横に振った。

『な、何を僕ぼくを見ていやらしい想そう像ぞうをしてるんですか不破さん！』

「いやらしいんじゃなくて下品なのよねー。出来れば声出すのやめてくれる？」

『そ、そんな、僕に皮ひ膚ふ呼吸だけで我が慢まんしろと!?　大体僕は今、制御出来ない分離体の頑がん張ばりを、痛みとしてうけとめああああんっ！　あっ、駄目駄目っ直政さんっ』

「工科に頼んで埋めてもらおっか？」

『あ、無む理りにしなくても、ほどなくそうなりますよ？』
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　直政は、森の補助機を一体、地面に杭くい打うちするようにぶち込んだ。

　本ほん音ねとしては外がい縁えん側に投げ飛ばしたかったが、他の機体の距離が近い。投げている間にタックルでも食らえば、流石さすがに面倒だ。

　だから直政は、地摺朱雀の手首を加か速そくさせ、敵機を頭から腰まで地面に埋める。

　……厄やつ介かいさね。

　最も有効な手段は何かと言えば、やはりノヴゴロドから落とす事だ。外縁から下に落とせば、飛ひ翔しよう能力のない武ぶ神しんなので戻って来られない。今まで九体ほど下に落としたが、最近はなかなか捕まらなくなって来ていて面めん倒どうだ。だが、

　……それしかないなら、そうするしかないさね！

　思い、直なお政まさが身構えた時だった。下にて墜つい落らく部隊の救出を行っていた佐さ久く間ま艦かん隊たいの一いつ艦かんが、上昇しながら、下で拾っていた森もりの補ほ助じよ機を無む造ぞう作さに全部落としていった。

　下に投げ落とした筈はずの九機が、捨てられるように全部戻ってきた事に対し、直政は、

「嫌いやがらせさね──!!」

　叫んでいる間に、落とされた全機と現げん存そんの残ざん機きが、同時に動いてきた。落とされた方は立ち上がるなり跳ちよう躍やくして、現存の方はタックル姿し勢せいで突っ込んできたのだ。

　総掛かり、という言葉そのものの突とつ撃げきに、直政は眉まゆをひそめる。

　全機揃そろった事で、共通意志のようなものが整ったのか。敵は確かに、狙ねらいと動きを明確にして突っ込んでくる。

　伊達だて武神の砲ほう撃げきがあり、二機が宙で吹っ飛んだ。だが、直政は気付いた。

　先ほど、地面にぶち込んだ機体が消えている。這はい出たかと思えば、

　……横か!!

　地面を吹き飛ばして、それが現れた。どういう意味かは全く解わからないが、頭側から身をくねらせ、ミミズのように地面を掘り進んできたのだろう。

　意味が解らない。どう考えても人間のする事じゃないし、無意味だろう。しかし、いきなりの事に、直政の反応が遅れた。横に出てきた武神が、朱雀すざくの腕のぎりぎり届くような距離にいたせいもあり、尚なお更さらの迷いが生じたのだ。

　それゆえに、直政は敵の接近を許した。横に出た一機ではなく、まず、宙から飛び込んでくる四機に対してだ。

　しまった、と、そんな事を直政が思った時だった。

「……は？」

　朱雀が、右手で、左肩上にいるこちらをカバーした。

　命令していない行動。自じ律りつ系けいの制せい御ぎよ情報でも、こちらを気にしないようにはさせている。が、今は明確に、朱雀が自分で動いたのだ。

　……これは……。

　朱雀が、自我のようなものを持ちつつある。恐らく、白びやつ虎ことの戦せん闘とうから始まり、青せい竜りゆうの影えい響きようを受け、朱雀のOSが活性化しているのだ。

　だから直政は思う。これは、朱雀の自我か、眠る妹の自我なのか、

「解らないけど現状ヤバいさね……！」

　叫び、直政は対たい処しよを思し考こうした。結論は、上から来る二機は両手を使って倒せる、という事だ。後の二機と、横の一機が対処不能。ともなれば、

　……なってから考えるさね！

　動こうとする瞬しゆん間かんだった。

　宙にいる四機が、いきなり空中で打だ撃げきされた。

　北の方から、砲ほう撃げきがあったのだ。それは、

・煙草女：『アサマチ！　アンタ四連れん射しやとか、何ハシャいでんのさ!?』

・あさま：『あれえー!?　私、ピンチ救った筈はずですよね!?　何な故ぜにお咎とがめを!?』

　だが、それだけではなかった。宙の四機が吹っ飛んだ空に、声が響ひびいたのだ。

『お前が狙ねらうべき相手は下だ、武蔵むさし第六特とく務む』

　声と共に、無風の巨きよ影えいが空を後ろから前に通過した。

　直後。空中から躍おどりかかってきていた四機が、断だん裂れつした。

　通過した存在が振った刃やいばで、真まっ二ぷたつに断たれたのだ。

　伊達だての武ぶ神しんですら刻めなかったものを、上下に分割してのける存在。それは、

「里さと見み生徒会長さね……!?」
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　夜の野に音もなく着ちやく地ちした義よし康やすは、そのまま〝義ぎ〟の歩みを進めた。

　正面には、タックル姿し勢せいで突っ込んでくる敵武神がいる。

　先ほど、空中で四機を叩たたき切ったが、

・未熟者：『里見生徒会長！　その武神、結けつ構こう弾だん力りよくあって強敵なんだけど、君、平気でぶった切ったね!?　どういう仕掛けだい!?』

・賢姉様：『フフフこれはきっと相あい性しよう！　相性よ！　ペタ子の属性に合う敵が出現したという事ね！　つまりは貧ひん乳にゆう斬ざん撃げきよ……！』

　どんなスキルだ、と思いつつ、義康は〝義〟に片手打ちの構えを取らせる。

・義　　：『先さき程ほど、空中で刃を当てただけで解わかった。この武神、恐らくだが、北ほう条じようの印度インド諸しよ国こく連合に生息するか、それに近きん似じした生物に由ゆ来らいの設計が為なされてる』

・賢姉様：『ああ、蛇じや神しんね。極きよく東とうでも東方は蛇へび信しん仰こう多いし』

・あさま：『えっ？　煩ぼん悩のう系けいのマー……』

・賢姉様：『ララララ言ったわね!?　言ったわね!?　オンバシラァ──！　もうちょっとマイルドに言うと鬼おに公く方ぼう！　鬼公方ね……！』

・あさま：『えっ？　いや、言ってないですよーう何も言ってないでぇーす。ツキノワが〝まー〟って言うの真ま似ねしただけですよ!?　ねえハナミ!?　こっち！　こっちに視線！』

　言いたい事は解わかるが直ちよく撃げきしてから回かい避ひするのはコヤツらの伝統芸能なんだろうか。だが、

・貧従士：『里見生徒会長が鬼公方にマジ対たい処しよ出来るのって、どういう事なんです？』

・義　　：『その隠いん語ごやめろ。──あと、私がぶった切れるのは、その手の連れん中ちゆうを北条が時たま嫌いやがらせに投下していくがための、慣れだ。サイズ的に徒か歩ちで対たい処しよに出るんだが、どいつもこいつも巨きよ乳にゆう好ずきで姉ねえ様ばかり狙ねらって私には目もくれんから、叩たたき切る練習し放ほう題だいでなあ』

　言ってて哀かなしくなってきたのは、姉の事を思い出したからにしておく。あ、でも、よく考えたら義よし頼よりも狙われてた気がする。何でだ。

　だが、切るのは確かにコツがいる。一度刃やいばを当てたら、引き切らず、押し込むのがコツだ。そうやって表面の厚い皮に刃を食い込ませる事で、粘ねん液えきやら何やらを無視して刃が直接触れる事になるからだ。あとは押し込みながら、切ればいい。

　切った。

　二機が両りよう断だんされ、全身の膂りよ力りよくをぶちまけて吹っ飛ぶ。その成果を見ながら義よし康やすは呟つぶやいた。

『──最上もがみ組、帰き還かんした。ここを確かく保ほするが、それでいいな？』
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　外を守る清きよ正まさが響ひびかせ始めた金属音と水飛沫しぶきの連続を、福ふく島しまは背で聞いた。

　今、己おのれが行くのは白の通路。白い石で作られたノヴゴロド市し庁ちよう舎しやの中央通路だ。

　顔前に出した非ひ発光型の表示枠レルネン・フイグーアは、行き先の向こうにメインホールと、地下への通路がある事を教えてくれる。

　ノヴゴロド地下。そこにはこの世界で初めて作られた教きよう導どう院いんがあるという。

　今、その場所に、阿蘭陀オランダ総そう長ちようのオラニエが入ったとも聞いた。護ご衛えいなどつけず、単独行という常じよう軌きを逸いつした行動だが、彼の行動には厄やつ介かいな余よ録ろくがついている。

　武蔵むさしとの邂かい逅こうを望み、彼らにP.A.Odaが進める創そう世せい計画の機き密みつを教えるというのだ。

　そして自分達に指し示じが来た。オラニエを討うつ、というのは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国所属ならば当然の事だ。が、創世計画が掛かっているとなると別だ。

　オラニエの討とう伐ばつと、ノヴゴロド地下遺い構こうの破は壊かい。それが自分達に与えられた指示だった。

　福島は、創世計画について知っている。P.A.Odaの重じゆう鎮ちんや、武ぶ将しようのほとんどは知っている。

　十じつ本ぽん槍やりの面々も同様だ。全員が、理解している。そして、それは、

「妥だ協きよう無しで進めるがゆえ、一切の邪じや魔まは排はい除じよしたいものに御ご座ざります……！」

　だから、干かん渉しようを明言した者は討つ。干渉の原因となる場所は破壊する。

　シンプルだ。

　だが、その単純さを、更さらに干渉しようという者がいる。

「邪魔立てするで御座りますか、元上越露西亜スヴイエート・ルーシ副長、マルファ・ボレツカヤ様……！」

「正直、邪魔するつもりは無い。私が相あい対たいしたいのは、景かげ勝かつ一人だしな」

　声の持ち主がいるのは、正面に見えてくる円形ホールの中央。一いつ刀とうを携たずさえた黒い影がある。

　彼女は背後の壁に開いた大おお扉とびらを守るように両の腕を広げ、口を左右に裂さいて笑う。

「はは、しかし、貴き様さまらのみを通すというのは卑ひ怯きようであろう。──ノヴゴロド歴れき代だい市長、誰だれも彼もがこの深しん淵えんを探り、薄うす々うすに真実に気付いては類るい推すいを重ねてきたものだ。私もそのマンネリの一人に過ぎない。だが──」

　だが、

「恐らく、歴れき代だい市長の見立ては合っていた！　……黎れい明めいの時代、非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進しん行こうで何が行われたのか。恐らくは〝幸い〟。恐らくは〝救きゆう世せ〟。恐らくは〝偽ぎ善ぜん〟。否……」

「何が否に御ご座ざりますか！」

　ホールに飛び込みながら叫んだ福ふく島しまに、マルファが応じた。

「全ては決定的に〝大たい罪ざい〟だ!!」
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　直後。福島は視し界かいにそれを見た。

　闇やみの中。天窓から入る星灯あかりと、外で生じる炎ほのおや光の差す先で、

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ元副長、〝裏切り自由ヴエージマ〟の不自由を受けてくれ」

　マルファの背後の全域に、虎とらが生じた。

　真っ正面から向かう福島には、それは翼つばさにも見えた。

　だが、違った。あれは、

「……腕!?」

「祖先から受け継いできた魔ま神じん族ぞく主しゆ筋すじ、我が家の護ご衛えいの腕の召しよう喚かんだ。死して尚なお、我が守りにつく事を願った者達の腕と技術を揃そろえてある」

　数にして千を超える。そのどれもが、二つの色、どちらかを持っていた。

「死後、保全を望んだものは体液の変成で黄き色いろに。加工を望んだものは血液の凝ぎよう固こで黒に。

　隙すき無いように両者を順じゆん列れつして出来た模様を、先祖は〝虎こ翼よく〟と呼んだが、私は敢あえてこう呼ぼう。──〝影かげ虎とら〟と」

　闇の中で、魔神族の腕がそれぞれに武器を持ち、または無む手てで、

「穿うがて」

　四桁けた超の斬ざん撃げきや打だ撃げきが、虎の咆ほう吼こうとして福島に激げき突とつした。
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　マルファは、己おのれが叩たたきつけた虎の攻こう撃げきを見ていた。

　床を砕くだき、壁を削けずり、ゆっくりと引き戻される千超えの腕の向こう。

「ほう」

　福島が、立っている。髪かみを揺らし、服は装そう甲こうごと千ち切ぎれているが、

「……貴き様さま、己の加か速そく術じゆつをもって、見切りまでを可能とするか」

「未み熟じゆくゆえ、不完全で御座りますが」

　そうか、とマルファは思った。達人級が戦せん闘とうにて行う、自己速度制せい御ぎよの見切りは、それを得る方法が一つではない。体たい術じゆつで得る者もいれば、視覚や聴ちよう覚かくに連動した僅わずかな動作で見切りを行う者もいる。

　言い換えるなら、それは、特とく殊しゆな技ではなく。自己を動作させる事を意識し、習しゆう熟じゆくすれば、やがては至るものだ。だが、

「よほど、師が、良かったのだな。その年ねん齢れいで、しかも人間の身で、未み熟じゆくなれど見切りの一歩を得ているとは、希まれという以外に無い」

「……師は、もうおりませぬ」

「そうか」

　死か、別れかは解わからない。そんな事を聞くつもりもない。だからただ、

「愛されたか」

「仲間がいれば、大だい丈じよう夫ぶなほどには」

　Ｔｅｓテスタメント．、という返答を、鎮ちん魂こんとしてマルファは用いた。と、口くち端はから青白い炎ほのおが出る。不死系けいの魔ま神じん族ぞくにとって鎮魂は己おのれの身体からだを焼くものだ。不要な力があると言葉の端はしだけで浄じよう化かと見なされるから厄やつ介かいだな、とマルファは小さく笑う。そして、

「ならばこれだな」

　マルファは、四桁けた超えの〝影かげ虎とら〟全てに、攻こう撃げき術じゆつ式しきを発動させた。

　見切りも無効な、範はん囲い系けいはおろか、直線形、弾だん丸がん系、浸しん透とう系など全てを重ねた。

「不ふ可か避ひの一いち撃げき、〝影虎咆ほう吼こう〟。──おお、冗じよう談だんでつけた技名を言って笑っているぞ私は」

　直ちよく撃げきした。
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　マルファは、それを見ていた。

　莫ばく大だいな力を翼つばさの羽ばたきとして、敵一人に叩たたきつける。〝影虎〟の技としては、極きよく大だいとなるものだ。

　だが、集中の中央にて、福ふく島しまが動いていた。彼女はただ、平ひら刃ばの穂ほ先さきを正面に向け、

「落とせ、──一いちノ谷たに！」

　言葉と共に、穂先が開いた。それはまるで、Ｔ字の熊くま手でのようにも、トンボのようにも見え、しかし、

　……力が、消える……？

　福島が突き込んでくる展開穂先にぶつかった術式が、消えていく。否、それは消しよう滅めつではない。熱気も凍とう気きも、重力も光も何も、

「蓄ちく積せきされるのか!?」

「Ｔｅｓ．、──それが防ぼう御ぎよ系神しん格かく武ぶ装そう・一ノ谷の力に御ご座ざります！」

　食われ、抉えぐられるように力が刮こそぎ取られた。その向こうにいる福ふく島しまは、左右と上を抜けていく力の余波に、吹き飛ばされそうに見える。

　だが、おお、と目を細め、彼女は言った。

「──〝逆さか落おとし〟!!」

　叩たたきつけるレベルを超え、もはや爆ばく発はつとなったピークの〝影かげ虎とら〟の力の中。福島がこちらに向けて加か速そくした。一歩一歩どころではない。見切りをも可能とする彼女の前進の確かさが、ぬめるような勢いで、しかし真まっ直すぐに、

「……落とせ!!」

　落ち、飛び込んできた。

　だからマルファも動いた。〝影虎〟を羽ばたかせ、収しゆう束そくさせながら、

「成なる程ほど……！」

　口くちの端はをつり上げ、笑った。右の刃やいばを振り上げ、迎げい撃げきの動きとしながら、

「オラニエが言っていた通りだ！　流石さすがは新時代の武ぶ将しよう！　トビーが拘こだわる訳わけだ!!」

　直後に、〝影虎〟の総力が爆発し、二つの刃が交こう叉さした。
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　福島は、一いつ瞬しゆんで世界が光から闇やみに落ちたのを悟さとった。

〝影虎〟の爆発が終了し、市し庁ちよう舎しやのホールが本来の闇に戻ったのだ。

　今、自分はマルファの右後ろの壁に、立っている。壁へき面めん上じように身をかがめるようにして、跳ちよう躍やくの力を溜ためている状態だ。

　ホールの中は、熱気と、分ぶ厚あつい風に満ちていた。

　そして、こちらへと、マルファが振り向いた。

　胸の中央から、左鎖さ骨こつを抜ける黒い線がある。切ったのではなく。裂さいたのでもない。一いちノ谷たにの閉じた穂ほ先さきで斜めに貫つらぬいた貫かん通つう痕こんだ。

　普通の人間ならば、血飛沫しぶきを上げ、失血性の血圧低下によるショックで死亡する。

　だが、マルファは違った。血も流れない、ただただ黒い傷きず痕あとを眺ながめ、そして、

「死者の弱点は、〝魂たましいの骸むくろ〟だ。それは身体からだの中央にある。ゆえに、ここを討うて。胸の中央だ。ここを砕くだかれれば魂の〝型〟は消えるのだから」

　無む論ろん、

「ただではやれぬ死者の心よ」

　頷うなずき、福島は逆落としによって落下した。狙ねらいはマルファの示した位置だ。

　戦せん闘とうに従事する者が、〝狙え〟と言われたならば、それに応じるのが決まりだと、福島はそう思っている。特に命を懸かけた場合は、そのようにしなければならない、と。

　何な故ぜなら、

　……戦せん場じようとは、願いを叶かなえる場所に御ご座ざります。

　戦場での決着は、必ず勝者の願いを叶える。だから、福ふく島しまはこう思う。戦場とは、澄すんだ場所であって欲しいと。全ての願い以外の何もない、そんな場所であって欲しいと、そう思う。

　今、ここは、大気が焼けて凍らされ、流りゆう体たいの風が満ちた場所だ。だが、強大な力に一度洗われており、

「と」

　足を一度ついた時には、距離がもう、半分に詰まっていた。

　相手と自分の願いを叶えるまでに、あと二歩ほど踏んで、身の動きの充実を得たいが、速度がそれを拒否してくる。今、澄んでいるのだから、疾はやく果たせと、速度が言ってくる。

　ゆえに一歩を追加で踏んで、福島はマルファに対し、風の抵抗すら消えた一いち撃げきを貫つらぬいた。

　その時だ。

「すまぬ」

　横からの声が響ひびき、澄み切った己の一撃が、鉄の音に弾はじかれた。
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　マルファは、正面に立つ影を見た。

　黒塗りの上越露西亜スヴイエート・ルーシ制服に身を包んだ、高位魔ま神じん族ぞくの男。

　福島の速度に介かい入にゆうし、錫しやく杖じようでその穂ほ先さきを弾いた者。それは、

「景かげ勝かつ……！」

「すまぬ」

　もう一度、彼は言った。だが、告げる謝しや罪ざいは、こちらに対してではない。

　景勝は、自分を狙ねらい討うとうとしていた福島に、こう言ったのだ。

「──この場は我に譲ゆずれ、人間」
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　福島は、迷った。

　戦闘への介入は無ぶ粋すいな行為だ。が、感情に流されていてはどうしようもない。しかし、

　……上越露西亜総そう長ちよう兼けん生徒会長、上うえ杉すぎ・景勝様に御ご座ざるか……！

　手合わせをしたいと、心から望んだ。上越露西亜は今、P.A.Odaの敵なのだ。戦うにおいては、無む理りもなければ、今後の機会を考えるだに、今こそが機会とも言える。だが、

「この場を、欲するので御座りますか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──先からの予約だ。我が遅れていただけでな」

　つまり、邪じや魔まなのは、自分だ。元よりあった筈はずの、景勝とマルファの相あい対たいの場。そこを澄み渡らせるには、自分が要いらない。そういう事だ。

　……ならば、ここは景かげ勝かつ様に譲ゆずって……。

　と、そこまでを思った時だ。

　左横を、槍やりを持った姿すがたが一いつ直線に通り過ぎていった。

　武蔵むさし副長、本ほん多だ・二ふた代よだ。彼女は「お？」と一いつ瞬しゆんだけこちらを見ると、走りながら、

「地下のナンタラ教きよう導どう院いん跡はこちらの階段で良いので御ご座ざるか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、一番乗りか」

　マルファの言葉に、武蔵副長は首を傾かしげ、しかしすぐに笑えみとなった。

「一番乗りで御座るか……！」

　槍を振り上げ、ホールの奥に跳び込んでいく影を見て、福ふく島しまは、

「……あ」

　慌あわてて彼女の後を追って、突っ走った。

　同時。ホールに、駆かけ込んでくる音と影の群があった。

　振り返るまでもない。武蔵勢だ。

　福島は、武蔵副長を追って地下への虚こ空くうに身を落下させる。

　その瞬しゆん間かんに、福島は一つの声を聞いた。それは、ホールに入ってきた武蔵の連れん中ちゆう、その先せん端たんにいる武蔵総そう長ちようの、

「おお！　景勝！　格好かつこ良くキメたみてえじゃねえか！」
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　景勝は、武蔵総長に言われ、照れた。

　……か、格好良いとか、て、照れるであるぞ……！　葵あおい君……！

　だが、彼らが陽よう動どう役となってくれた御お陰かげで、間に合った。斉さい藤とうの突とつ撃げき部隊と武蔵勢が、追加戦力の補ほ給きゆう線も断たれた状態で尚なおも侵しん行こうしたからこそ、

「フ、上越露西亜スヴイエート・ルーシ主力。北側の断だん崖がいルートより、ノヴゴロド市街に展開中である……！」
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　そして武蔵から、ホライゾンと正まさ純ずみ、浅あさ間まが北部ルートでトーリ達と合流したと同時に、ノヴゴロドは二分された。

　分割ラインは、北ほく端たんから、東とう端たんへの斜線状。北部にある市し庁ちよう舎しやを北西端から南東に、斜めに切るようなラインだ。

　面積としては、分割の下側を占めるP.A.Odaの方が広いが、密みつ度どで言えば、上を占める上越露西亜と武蔵側の方が高い。

　南端側、市門の内側にいる不ふ破わは、上越露西亜本隊が、北部の港から断だん崖がいを登とう攀はんしてきた場合の戦力推すい移いを計算し直し、P.A.Odaの戦力を北部集中とする事で、

「──柴しば田た先せん輩ぱい！　市し庁ちよう舎しやの南面から西面は確かく保ほ出来ます！」

「Shaja！　──ここでの最後の働きだ！　十じつ本ぽん槍やりの福ふく島しまか清きよ正まさから合図があるまで、動けるヤツは稼かせいでこい！」

　勝かつ家いえの号ごう令れい一いつ過か、柴田勢の内、機き動どう力りよくのある者達と、白骨の戦せん士し団だんが北部の密みつ度どを上げた。

　一方、南部の空では女王の盾符トランプの一人、オマリが指し揮きする陽よう動どうが柴田艦かん隊たいの四分の一ほどを引きつけて立ち回っていたが、柴田艦隊は艦かん首しゆを南に向け、撤てつ退たい準備を行った上で、後部艦かん砲ぽうからノヴゴロド越しに上越露西亜スヴイエート・ルーシへの砲ほう撃げきを連続。西部にて浮ふ上じようを保っていた聚じゆ楽らく第だいが、煙を上げながらも中間地点での防ぼう護ご障しよう壁へきを張る事で、上越露西亜艦隊のノヴゴロド上空への多た重じゆう侵しん入にゆうを防ぐ形となっていた。

　ノヴゴロドの表面、上空においては、全ての流れがお互いを止め合い、牽けん制せいするものとなっていたが、

「地下においては、違うわよね……」

　南部の空にて、ナルゼが対たい艦かん砲撃を行いつつ言う通り、ノヴゴロド市庁舎内と地下では、上越露西亜と武蔵むさし側の協きよう働どう隊たいと、柴田側の戦せん闘とうが激化する傾向にあった。

　ノヴゴロド地下、そこにある天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんを巡る戦闘が、最終局面に入ったのである。







[image: 第九十二章『立場の超越者』]
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　二ふた代よが見たのは、闇やみの中にある小さな光だった。

　今、自分は、ノヴゴロド市し庁ちよう舎しや地下にある広大な虚こ空くうの中を落ちて行っている。

　風は下と思われる方から吹き、そして遠くにある光が、段々と大きくなってくる。

「あれは……」

　広ひろ間まだった。直径二百メートルはある円形の、石で出来た広間。しかし、広間の中央には下りの階段を持つスロープがあり、更さらに奥へ、更に下へと行く事が出来る。

　広間には灯あかりがついている。という事は、先に奥へと向かった者がいるのだ。そして、

『ようこそ、世界の深しん淵えんに至る者達よ』

　男の声が響ひびいた。術じゆつ式しきによる拡声だ。反はん響きようし、やや捉とらえにくくもあるが、

『私が阿蘭陀オランダの〝抵抗総そう長ちよう〟オラニエ。正確な名は少々違うが、理由は割かつ愛あいする。現在、私はエントランスホール下の〝教室〟にいる』

　さて、

『ここまで到達して欲しい。見せるべきものがあるのだ。この世界の深淵、深き場所に至る淵ふちに、何が見えるのか。私の師しである──』

　言葉を聞いた。

『松まつ平だいら・元もと信のぶ。……先生の言っていた通りのものがここにあると、不ふ肖しようの弟で子しが教えよう』
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　フ、という小さな笑いが、市庁舎の中央ホールに漏もれた。

　ホール中央で、立った身を景かげ勝かつに支えられているマルファだ。

　ホールは今、西と南の中央通路から、柴しば田た勢の攻こう撃げきを受けている。迎げい撃げきのために術式で氷の壁を張り、上越露西亜スヴイエート・ルーシの魔ま神じん族ぞく戦せん士し団だんが、長ちよう銃じゆうや術式を射しや撃げきする中だ。

　通路際ぎわに防ぼう御ぎよが集中しているため、空あいた状態になったホール中央。射撃音の響く中で、マルファが小さく呟つぶやいた。

「この地下に人を通すのは今回が初めてだ。それは他の市長も同様。……しかし、ノヴゴロドは〝客人〟を迎える場所。先代市長の記録には、歴れき代だい市長達の調査記録を欲する者がたびたび〝客きやく人じん〟として現れるが──」

「それが、松平・元信か」

　恐らくは、とマルファが頷うなずいた。

「先代市長は、地下にある遺い構こうの正しよう体たいと真実を知りたがっていた。無む論ろん、彼も規律ある上越露西亜の一員、私の代で粛しゆく清せいが為なされた時、第一に戦せん士し団だんの素材となったよ。〝このノヴゴロドの全てを守るため〟とな」

　ああ、とマルファは告げた。

「先代。貴き様さまの願いは叶かなう道がついた。──貴様が死という道具を使ってここを守った分、真実に届こうとする者達が、間に合う時間を得たのだから」
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『かつての事を、話そう』

　オラニエの声が反はん響きようする中、ミトツダイラはホールから地下に落ちる大穴に向けて、先頭を突っ走っていた。先に二ふた代よと福ふく島しまが行っているのだ。後を追って銀ぎん狼ろうは先を急ぐ。

　今、自分の背後には銀ぎん鎖さで巻いた自分の王がいる。そして第一特とく務むとメアリに、

「──ホライゾン！」

　浅あさ間まと正まさ純ずみも一いつ緒しよだ。上越露西亜スヴイエート・ルーシの本隊に護ご衛えいされて、北面から合流したのは彼女達三人。ホライゾンは銀鎖が背を支えて自らに座らせた。しかし、銀鎖は二本を砕くだかれているため、浅間と正純に対しては、

『私が預かるわ。──信用出来る？』

　足音もなく追走してきた不ふ転てん百足むかで。ウルキアガと並んで後ろについた伊達だて・成なる実みの言葉に、ミトツダイラは頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　言葉は重なった。自分だけではなく、面識のないホライゾンや浅間も首を下に振り、成実が頷き一つで二人を抱え上げた。

　直後。階段が切れ、踊り場になる。

　正式なルートは、大穴の内面を螺ら旋せんに下っていく階段だ。だが、

　……あら？

　見れば、踊り場にある手て摺すりは、曲がったり、一部が切り取られている。それは腐ふ食しよくし、錆さびたような状態だったが、

・未熟者：『遙か昔の人達も、君達のように馬鹿だったって事だね。そのタイプは何故なぜか高いところを見ると登りたがったり、飛び降りたがる』

・銀　狼：『い、いいじゃありませんの！　気分いいですのよ!?』

　言って、ミトツダイラは銀鎖を引き寄せた。ホライゾンと王を両の肩に担かつぐように抱いて、

「……我が王、何時いつの間に女じよ装そうしましたの？」

「おいおいネイト、騎き士しに抱きかかえられるのは姫ひめの役だろ。俺おれ、今から女臣子おしんこな！」

「ミトツダイラ様、こちらが本物ですので。偽にせ物ものは投げ捨てて下さい」

　どうしたものですの、と思っている間に、階段が終わった。だからミトツダイラは、後ろから来る皆に一度振り向き、

「お先に行きますわ」

　虚こ空くうへと、跳ちよう躍やくした。落下し、浮ふ遊ゆう感が底を抜いていく中で、声が聞こえ、

『あれは三十年ほど昔の事。私達は、ある場所で、末まつ世せ解決の方法を研究していた』

　眼がん下か、落ちる先から、響ひびく声と、

　……金属のぶつかる音？

『各国の優秀な者達が、身分を隠かくし、二年間の期限で集まった。元もと信のぶ公こうが一人一人訪ねて呼び掛け、こう誘ったのだ。──〝新しい聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいになろう〟と、子供のような夢を』

　そして、という言葉と共に、鋭い金属音が響いた。

　二ふた代よだ。彼女が下のホールにて、戦せん闘とうを行っている。

『そして末世を救うために、私達は、ある者と知り合った』

　それは、

『私達が、──公こう主しゆと呼んだ、友人だ』
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　福ふく島しまは、二代との戦闘を行っていた。

　時間がない。その事はよく解わかっている。何しろ、オラニエが余よ計けいな言葉を止めようとしないし、頭上からは武蔵むさし勢の主力が落ちてくるのだ。

　武蔵勢を対空攻こう撃げきで迎げい撃げきすれば、今後の憂うれいは無くなるだろう。しかし、そんな余よ裕ゆうは無い。武蔵副ふく長ちよう、本ほん多だ・二代が、

　……先日と、違うで御ご座ざります……！

　最高速度は、さほど違いはない。だが、低速度において、今の彼女は崩くずれない。

　彼女が使用する加か速そく術じゆつは、禊祓みそぎの累るい積せき型だ。だから、加速方向が乱れれば、術は暴ぼう発はつして吹っ飛ぶはずだ。

　だが、そうならない。慌あわてた動きにも見える、不確かな足の運びも、腕の振り回しも、紐ひもで結んだ髪かみの大きな靡なびきも、どれ一つとっても、緩やかでありながら乱れたように見え、

「……っ！」

　全てが、一人の身に全て収まると、統一される。

　吹っ飛び掛ける身体からだを引き留とめるように、押さえるように、宥なだめるように、そして内から溢あふれる力を丸め、しかし縮めずに他へと転がすように、

　……これは……。

　風のようだ、と福島は感じた。吹き荒すさび、荒れるが散る事なく、何ど処こまでも、手を翳かざしても止められず、ただ行き続ける荒びの風だ。

　回り込むかと思えば、擦すれ違い、ぶつかっては抜けて、絡むように身を寄せる。

　触れられるほどに重く遅いかと思えば、速く。その逆に、軽く速いかと思えば、しかし重くもなる。

　以前と違う。

　以前は、人の動きだった。それが何処どこで風の表現を憶おぼえたのか。予想はつくが、

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　自分は、相手をし、倒す事を願うだけだ。

　戦せん場じようとは、願いの叶かなう場所。ならば、

「逆さか落おとし……！」

　福ふく島しまは、風を回り込むように、自分に落下を叩たたき込んだ。
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　降下速度を上げたのは、成なる実みだった。不ふ転てん百足むかでの背はい翼よくに力を入れ、ウルキアガと共に動力降下パワーダイブを敢かん行こうする。武蔵むさしの巫み女こと副会長を支えているため、着ちやく地ち時に隙すきが生じるのを、

「拙せつ僧そうがカバーする！　全力で降りるぞ！」

・あさま：『え!?　あ、ちょっと、あの──!!』

・副会長：『浅あさ間まが慌あわてるくらいだと私駄だ目めかもなあ──!!』

・月　輪：『ま──』

　いいのかしら、と思いながら、成実は真ま下したへと飛ひ翔しようした。早く下に降りれば、それだけで福島・正まさ則のりへの牽けん制せいになるのだ。だから躊躇ためらうことなく、一気に最短距離の降下を狙ねらう。が、

『あれは……』

　遠い眼がん下かでの戦せん闘とうに、ふと、成実は一つの感想を得た。

　自分は、武蔵副ふく長ちようも、十じつ本ぽん槍やりの福島・正則の事も、よくは知らない。しかし、二人の攻防は、自分の目には、

・あさま：『随ずい分ぶんと、嚙かみ合ってますね……』

　同意だ。お互いが達たつ人じんとして、近きん似じの技と、槍という武器を持っている事もあろう。一度相あい対たいしており、手の内が見えているというのもあろう。だが、

　……綺き麗れいだわ。

　お互いの回かい避ひと攻こう撃げきが、違う動きなのに、嚙み合っている。

　武蔵副長は、身を回し、軽いステップで回り込む。

　彼女の槍捌さばきは基本的に下段から上へと振り上げて一回転するもので、相手が左右に回れば、自分も槍の向こうに身を送ったり、槍の回転はそのままに背後へと振り返る。

　円の動きだ。身は乱れ、ともすると一いつ瞬しゆんで吹っ飛んでしまいそうな不確かさを持っているが、ぎりぎりでそれは耐えられ、そして止まらない。見切りにおいても緩やかに、しかし身体からだ全体は、体重移動として何処かへと回り流れ、時とき折おりに、

「────」

　一いつ直線の、澄すんだ通過を放つ。

　これが武蔵むさしの副長か、と成なる実みは思った。まだ、不安定で、伸び代しろの豊かさすら感じさせる動作と、突とつ然ぜんの緩かん急きゆう。そして、

　……対する福ふく島しまというのも、また……。

　こちらは、緩急の連続だ。逆さか落おとしという落下型の加か速そく術じゆつを、効こう果か距離制限する事で、短距離と長距離に使い分けている。短ければ一歩分、長ければ数メートル。その中で身を回し、やや重さのあるステップで、しかし加速する。

　動きは地面を蹴けり続け、まるで大気に腰掛けるような姿し勢せいで身を飛ばす。攻こう撃げきは横からの薙なぎと、身を回す動きを利用しての突きだ。

　お互いの動きは違うが、嚙かみ合っている。

　突然の緩急と、連続の緩急。

　速度を保ち続ける事と、連続の加速。

　加速を壊こわさぬ体たい術じゆつと、加速を続けるための体術。

　そして縦たての攻撃と、回る攻撃。

　それらはお互いを交こう叉ささせ、足先を絡めるように回しながら、跳んではくぐり、出ては回り込み、まるで、

　……お互いが、稽けい古こをつけているようね。

　政まさ宗むねに対する自分も、あのようだったのだろうか。青葉となった主しゆ庭にわの桜さくらが、まだ花散らしていた頃。あんな光こう景けいがあったようにも思う。そして、

『花が……』

　火ひ花ばなだ。お互いの速度が上がり、触れるところが多くなったのだ。

　自分達が着ちやく地ちするまであと数すう瞬しゆん。他人ながら、もう少し続けていてもいいとは思うが、

　……そうね。

　達たつ人じんならば、自分達が着地するまでに決着するだろうと、そんな事を思いつつ、成実は更さらなる加速を背の翼つばさに入れた。

　直後。眼がん下かで散り咲く花の量が一気に増えた。

　武蔵副長と福島の戦せん闘とうが、完全な嚙み合いを始めたのだ。
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　二人が選んだのは、時計回りだった。

　二ふた代よが追い、福島が下がる。そんな構図が、直径にして五メートルの円上を突っ走る。

　更さらにはその中で、お互いの攻撃が交叉した。

　幾いく度どかの攻防の後、二代が、右みぎ脇わきに構えた蜻蛉とんぼスペアで、己おのれの右下から福島の胸を狙ねらった。すると、対する福島が、己の右から左上に入り込む横よこ薙なぎでその槍やりを払う。

　火花が咲き、払われた蜻蛉スペアを二代が一回転させている間、福島が横薙ぎの一いちノ谷たにを右脇に挟むようにしつつ、全身ごと左に回した。

　福ふく島しまは右みぎ脇わきに挟んだ一いちノ谷たにを右腰で右に押し回し、石いし突づきの払いで二ふた代よを打とうとする。

　対する二代が、己おのれの右で縦たてに回す蜻蛉とんぼスペアを右にくぐった。彼女は、回転させる蜻蛉スペアを左に置くと、その回転の中心で、一ノ谷の柄つかを受けた。

　福島が大きく払う石突き。その柄を受けた二代は、逆らわなかった。

　軽く足を浮かせながら、しかしゆっくりと、蜻蛉スペアを回し、火ひ花ばなを散らしながら、

「────」

　福島の柄に押され、彼女の周りを一周した。

　そのまま押され、離される時には、二代は身を捻ひねり、蜻蛉スペアを己の右に置いている。

　一方の福島は石突きを腰で押し、身体からだの前面を二代に向けた。福島の身の前側には武器はない。そこに二代が、真ま下したから股こ間かんを割るような穂ほ先さきの振り上げを打ち込んだ。

　対する福島は身を加か速そくした。移動回かい避ひではない。回す石突き側、左背の方向に超短距離で落ちる事によって、二代に対する身体を右前の半はん身みにしたのだ。

　福島の右半身にした身体の前側、胸や鼻先をかするようにして、蜻蛉スペアの柄が跳ね上がった。が、当たらない。代わりというように、福島が右脇に挟んでいた槍やりを前に、振り上げ動作でがら空あきになった二代の胴どうに打ち込んだ。

　対する二代は、己が振り上げた槍の穂先が、斜め上を向いた瞬しゆん間かんに、足を浮かせた。

　前上方に振り上げる動きに吊つられるようにして、穂先に軽くぶら下がり、右の半身を作る。爪つま先さきだけがぎりぎり床に着いている動作だ。だが、軽くずらした身体の前を福島の穂先が突っ走る。

　そして二代が蜻蛉スペアの右に姿し勢せいを戻せば、お互いは至近で槍を外にして向き合い、

「……っ」

　二人はぶつかった。共に左の肩を当て押し、そこを軸じくに身を回した。

　お互いは身体を左に傾け、相手の肩を押す力で、攻めに見せかけたフェイントを送り合い、一回、二回、三回転と加速の足あし捌さばきで円を描く。そして、

「──っ」

　同時に肩を弾はじき、距離を取るなり、再び同時に右脇の槍を相手にぶち込んだ。

　直後、お互いが同時に身を左の半身にし、放たれてきた敵の槍を摑つかみ、

「……お！」

　二人は強ごう引いんに身体を左に回し、右半身に移行。全身で相手の槍を左に引いて、奪うばい、振りかぶってから返す左腕を鞭むちのように振り、敵の槍による高速の横よこ薙なぎを左から叩たたきつけた。

　直後に二人が前に出る。敵の放つ横薙ぎの動き、その中央よりも敵側に入り、柄をウエストで受け止める。

　食らう訳わけではない。

　てこの原理で、支点よりも内側に入れば、打だ撃げき力は弱まる。力りき点てん側には負ふ担たんが掛かる。だから相手は自分が持つ柄つかに手を弾はじかれ、離した。そしてフリーになった二本の槍やりは、それぞれ勢いついた状態で、お互いの敵のウエストから背をぐるりと回っていく。

　抜けていこうとする穂ほ先さきを、二人はそれぞれ摑つかんだ。そして、手首を返し、二ふた代よは左下から、福ふく島しまは左上から叩たたきつけた。

　擦すれ違うような二つの斜め軌き道どうは、お互いが前に出る事で受け止められた。福島が右みぎ脇わきで、二ふた代よが右肩で支え受ける構図だ。

　すると二人の肩と脇から、槍が背に沿い回り、対たい角かく線せんの脇と肩へぐるりと抜ける。

　回ってくる石いし突づき側を、二人は手で取り、今度は、

「……!!」

　二代が右下から、福島が右上からぶち込んだ。

　止まらない。

　お互いの身体からだを軸じくに、二本の槍が行き交い、回り、手て捌さばき一つで軌道を変える。その中で二人は文字通りに応おう酬しゆうを交わし合い、回った。

　加か速そくの見切りと、落下の見切りが、もはや手が届く距離で高速の槍を打ち合って凌しのぎ合い、

「おお……！」

　爪つま先さきが当たった。行き先が無いような状態で、しかし二人の加速術じゆつは壊こわれない。

　福島は旋せん回かいするように逆さか落おとしを発動し、二代は、呟つぶやき、唄うたった。

「そして」

　言葉は、自分の好きなフレーズ。足先の軸線を確かに捉とらえ、軸線の僅わずかな移動を加速で叶かなえる技だ。それは、同じフレーズを幾いく度ども繰り返し、しかし、不意に二代が、言葉を変えた。

「──揺らぎ」

　告げた唄に、福島が表情を変えた。

「それは……」

　福島の顔は、眉まゆを上げ、しかし、

「貴女あなたを表現するもので御ご座ざりますか……！」

　口くちの端はが上がった顔。は、と笑い出しそうな、表情だ。しかしそこには、嫌いや味みがない。すぐに奥歯を嚙かむ彼女は、眉を一度詰め、堪こらえが利かぬと言うように、

「その先は……!?」

「──停まらず」

　二代は、ゆっくりと言った。身を回し、背から右脇に回した石突きを前に向け、

「ずっと」

　速度が上がった。

「行く先」

　二代の姿すがたが、福島に寄り添うように、近づいた。前から近づいたのではない。横から、旋せん回かいの速度を上げ、一気に距離を詰めたのだ。
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　福ふく島しまは、左から、降るように来る二ふた代よの身に、息を詰めた。

　現在、自分は逆さか落おとしを制せい御ぎよ限界で使用している。それを容易たやすく無視するだけの速度を、どうして敵は出す事が出来るのか。

　否、理り屈くつは解わかっている。その理屈が引き出された理由も解っている。

　唄うただ。この速度技術を手に入れる際に、タイミングを得るために得た唄だろう。それが引き金となって、彼女は高速域の技を用いる事が出来ている。

　今まで以上の速度を得る技。それは、

「軸じく線せんの先せん鋭えい化……！」
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・あさま：『喜き美み、二代が唄うたっているの、聞こえますか……!?』

　聞こえるわよ、と喜美は教きよう導どう院いんの橋はし上うえで苦く笑しようした。

「テンション上がらないと歌えないのはちょっと駄だ目めね。でも、アンタが管理してる二代の流りゆう体たい出力を横から見せて貰もらってる感じ、安定しているわ。大だい丈じよう夫ぶよ」

「一体、どういう仕掛けなんだい？」

　と問いかけるのは、艦かん首しゆ側の階段上に立っているネシンバラだ。

「今まで使っていた加か速そく術じゆつが、いきなり速度を上げるなんてあり得ない事だ。仕掛けが解れば、全体の戦力の底上げにもなると思うんだけど」

「無む理りよ。私や二代くらいの実力と、〝専門〟のひたむきさが必要だもの」

　何しろ、と喜美は、砲ほう撃げきの応答が響ひびく空を見上げながら、身を回した。

　靴くつの爪つま先さき。その先せん端たんを用いながら、喜美の身は全くブレずに水平を全周し、

「解る？」

「否、全く」

　駄目な子ねえ、と喜美は両足をついて、肩をすくめた。

「今まで二代は、足あし裏うらや爪先で地面を蹴けっていたのね。だけど、今日きようの訓くん練れんで身体からだに憶おぼえ込ませてやったのよ。身体を動かすには、軸線を動かすだけでいいって。そして──」

　そして、

「軸線が細く小さく、鋭利になればなる程ほど、与えた力はその通りに発はつ揮きされるの」

「分散しないという事？」

　違うわ、と喜美は、髪かみを回す。

「生命なんて元々は細さい胞ぼう一個。軸線はそれだけのシンプルなものだったのよ。しかし成長していくと、余よ計けいであったり、己おのれを表現するためのいろいろがくっついてきて、シンプルではなくなっていくのよね。だから、分散させないんじゃないの。本来のシンプルを取り戻していくのよ。そのために……」

　足先で、軽く、リズムを取る。同じフレーズの繰り返し。その響ひびきは、

「鼓こ動どうに等しいリズムを、言葉に置き換えて自分の詞ことばとする。動きはたゆとう止まらぬもの。生まれる前の、というとクサいけどね。でも、誰だれだって懐なつかしい筈はずよ。自分が小さく、すぐに転ぶような子供だった頃ころ。抱かれて揺らされる頃のフレーズ。

　それを思い出す事が出来るなら、シンプルな軸線の取り戻しなんて簡単よ。だって、──生まれて初めて立ち上がるのに比べたら、どんな動作だってチョロいものなんだから」
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　二ふた代よは、追いついた。そして福ふく島しまに問うた。

「拙せつ者しや、……腑ふ抜ぬけて御ご座ざるか!?」

　疑問に、明確な答えはなかった。だが、福島が表情を変えた。一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを跳ね上げ、目を見開き、しかし、次の瞬しゆん間かんには眉を立てた敵の笑えみが見えた。

　答えは得た。だから二代は前に出た。身を一瞬反そらし、

「上等に御座るか!!」

　福島に頭ず突つきをぶち込んだ

　両者の髪が揺れ、身体からだが揺れた。そしてお互いは腰こし溜だめにした石いし突づきを放つ。だが、福島が二代の身体中央を狙ねらったのに対し、二代は別のものを狙そ撃げきした。

　福島が突き込んでくる、一いちノ谷たにの石突きだ。

　激げき突とつした。火ひ花ばなが散り、お互いの身体が更さらに揺れ、しかし、

「……そして」

　二代が、床面につけていた爪つま先さきを捻ねじるように踏み込んだ。

「停まらず」

　揺れる身体が、爪先を基準に踏みこたえる。

「ずっと」

　足先から足首、膝ひざ、腿もも、腰と腹と背、肩と腕が弾はじけるようにアジャストされ、

「行く先」

　回した穂先が、福島に当たった。直ちよく撃げきだが、それは福島が抱くように持ち直した一ノ谷の柄つかを穿うがっていた。しかし、既すでにバランスを崩くずしていた福島は、逆さか落おとしの加か速そく術じゆつを制せい御ぎよ出来ず、

「く……！」

　音が響ひびく。逆落としの術じゆつ式しき陣じんが砕くだけ散った音ね色いろだ。

　直後に光が弾はじけ、福島の全身が飛んだ。

　加か速そくの暴ぼう発はつに押され、吹っ飛ばされたのだ。
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　福島は、空中で己おのれを制せい御ぎよした。

　捻ねじれ回る身体からだを、体たい術じゆつと膂りよ力りよくで引き戻し、足から床に着ちやく地ちを狙ねらい、

「っ」

　膝ひざからになった。

　石の床面を後ろ向きに滑すべり、髪かみが自分を追つい随ずいし、引き寄せられる。その向こうには、身を緩やかに回している敵がいる。距離五十メートル。彼女の背後には、新たな敵が上からの降下を果たし、着地しつつもあった。そして、

　……拙せつ者しやの背後には、地下への入り口があるで御ご座ざります！

　ならばここで勝負だと、福島は腕を前から手元に引き戻した。

　一いちノ谷たにの先せん端たんを展開し、身構える。

　一ノ谷の能力は二つある。

　一つは、展開した内面に、来る攻こう撃げきを吸収し、無効化するという事が一つ。

　そしてもう一つは、

　……吸収した力を、展開面より砲ほう撃げきするという事！

　だから福島は叫んだ。これが今の決着に御座りますと、そう思いながら、

「逆さか落おとせ、──一ノ谷！」
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　成なる実みの動力降こう下かから、しかし衝しよう撃げきの無い着地を得て、浅あさ間まは、ふと、前を見た。

　ほんの一いつ瞬しゆんの事だった。

　着地地点の近く。そこにいた二ふた代よが、消えていた。

　……え？

　と思いながら、浅間は更さらに前を見る。

　すると、二代がいた。五十メートルを一瞬で跳ちよう躍やくした位置。福島の槍やりが砲撃システムを展開し終えるより早く、二代は突とつ撃げきし、

「あ」

　という間もなく、金属の激げき突とつ音が生じた。

　福島の身が地下入り口を越え、その向こうの壁へと撥はね飛ばされた音だ。

　二ふた代よの蜻蛉とんぼスペアの穂ほ先さきが、福島の展開穂先を穿うがち、砲撃を止めたのだ。

　だが、今の彼女の移動は、

　……あれは……。

　浅あさ間まは知っている。喜き美みとの訓練の最後、足あし場ばから虚こ空くうに落とされた二ふた代よが、使ったのだ。落ち行く身が、かろうじて垂すい直ちよくの足場に足裏を掛け、しかし落下は止められない時。二代は無意識に、それを行った。

　爪つま先さきの一点。身体からだの軸じく線せんの集中をそこに行い、加か速そくを全てぶち込む事で、

「八はつ艘そう飛とびって、こういうシステムなんでしょうね……」

　ただ、二代の場合は、加速が鋭い。軌き道どうは一いつ直線に近く、速度も高く、そうやって行われる突とつ撃げきは、敵の飛び道具なども間に合わない程ほどの、

「まさに翔しよう翼よくです」

　勢いを消さず、身を回して着ちやく地ちした二代が、立ち上がった瞬しゆん間かんだった、

　向かいの壁に激げき突とつした福ふく島しまが、

「お……！」

　衝しよう撃げきから身を剝はがすようにして、着地し、二代に攻こう撃げきを仕掛けようとした。

　既すでに福島の槍やりは展開している。そこからの砲撃を重ねた突とつ貫かんだ。

　しかし浅間の視し界かいの中、二代は既に動いていた。

　蜻蛉スペアを縦たてに構えた姿すがた。それが示すのは、

　……使うんですか!?

　問いかけの先で、二代の声が放たれた。予測よりも遙かに澄すみ、落ち着いた、

「結べ、──蜻蛉とんぼスペア！」
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　二代は、迷わなかった。

　蜻蛉スペアが今まで一度も起き動どうした事が無いのは、重じゆう々じゆう理解している。

　翔翼による大跳ちよう躍やくも、今、使ったばかりで、再使用のための姿し勢せい制せい御ぎよが間に合わない。

　だから二代は、着地とともに、蜻蛉スペアの刃やいばに敵を映し、構えを取った。蜻蛉スペアの内部処理速度は翔翼の加速よりも遅い物だが、先手準備をしておけば別だと判はん断だんしたからだ。

　……どうで御ご座ざるか。

　発動の感かん触しよくが、手の中に来ない。

　集中しているせいだろうか。時間がひどく遅く体感されている。

　このまま発動しなければ、負けるだけだ。だから二代の心には、こんな誘いも生まれる。今すぐに翔翼をもって飛び込めばいい、と。しかし、

「────」

　二代は、己の迷いを信じなかった。

　その代わりに、二代は、蜻蛉スペアに疑問を抱くのをやめる事にした。金こん輪りん際ざい、それは無いと。そしてまた、このようにも思った。蜻蛉スペアは、〝発動〟をしない、と。

　蜻蛉とんぼスペアは、〝発動〟をするのではない。

　蜻蛉とんぼ切きりも、そうだったのだ。

　本ほん多だ家に預けられた神しん格かく武ぶ装そうは、その強力な力故ゆえ、主人が自分に相応ふさわしいかを判はん断だんする。

　ならば、と二ふた代よは思った。

　……その武装を疑う者を、意志ある武の器が主人とするで御ご座ざろうか。

　だから二代は考える。今、手の中にあるこれは、蜻蛉スペアではない、と。

　これは、力だ。

　自分に預けられた力。自分の腕や脚あしと同じもの。

　何をすればどういう結果になるか、解わかっているもの。

　発動のための言葉は必要だ。だが、その後に生まれるものは、蜻蛉切や蜻蛉スペアが作るものではない。自分に預けられた力が、表おもてに出るだけだ。

　発され、動く。その意味での力の発動だ。

　動こう、蜻蛉スペア、我が力。手を前に発して伸ばすように。脚を前に動かすように。

　目的は一つだ。本多家の者として、父が、自分に対して絶対的に預けたもの。それは、

「ただ、勝つ事に御座る……！」





●






　直後。

　蜻蛉スペアの穂ほ先さきを囲むように蜻蛉型の表示枠サインフレームが展開した。

　それは刃やいばに映った相手を既すでにロックしており、

『御ご了りよう解かい──』

　穂先に映ったロック表示枠が、割れた。そして、

「……！」

　福ふく島しまが、反はん射しや的に槍やりを立て、防ぼう御ぎよの構えを取ろうとした。

　遅かった。

　槍の柄つかを斜めに割り、減げん衰すいした力が、福島を打だ撃げきした。

　蜻蛉スペアよりも切れ味の悪い、刃としては、砕くだけやすい割かつ断だん力りよくだ。それは斜め打ちに福島を打ち、今度こそ背後の壁に叩たたきつけた。

　力はそのまま壁を三十メートルに渡って砕き、福島を巻き込み、

「……感謝に御座る！」

　二代が一礼し、背を向けたと共に、崩ほう落らくする。
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　二ふた代よは、一つの思いを、小さく得ていた。

　今、蜻蛉とんぼスペアの発動を通して思った事。

　……拙せつ者しやは……。

　襲しゆう名めい者しやを相手に、彼らの覚かく悟ごに臆おくするというならば、自分にもそれを課せばいい。どのような襲名者よりも、強敵といえる、遙か高い位置にいる存在を、自分は知っているのだ。

　本ほん多だ・忠ただ勝かつ。

　その名を、今の己おのれの目的としてみたならば、

　……父は、どう思うで御ご座ざろうか。

　と、前を見た時だ。

　皆がいた。正まさ純ずみがいて、姫ひめがいて、馬鹿もいるが、その馬鹿が手を挙げた。

「おう、ようやく調子戻ったかオメエ。救たすかったぜ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、少々、足あし手で纏まといで御座ったからな。今後は改めて宜よろしく頼むで御座る」

　それだけの言葉が、出るだけの余よ裕ゆうはある。しかし、馬鹿が苦く笑しようした。姫の横に立つように、親指でそちらを示しながら、

「三み河かわでオメエ引き込んでおいて正解な。セージュンから聞いたんだけど、放っておいたら安あ芸きにでも行ってたんだろ？」

「Ｊｕｄ．、警けい護ご隊たい総そう隊たい長ちようとして、そのようにするつもりで御座った」

　言って、二代は思い出した。

　父は、三河で、自分に何と言ったのか。

　……安芸に着いたら、以後は、好きにしろ、と。

　安芸に着く事はない。厳いつく島しまは沈んだのだ。だが、己は武蔵むさしに着き、

「…………」

　心の中で、父や鹿か角づのに頭を下げ、二代は己にこう命じた。

　……好きにするで御座る。

　だから、二代は言った。

「今後の事で御座るが、──拙者、……本多・忠勝の襲名を、目指そうと思うで御座る」
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　そっか、と馬鹿が言う言葉を、正純は聞いた。

　そうか、と自分も思う横、ホライゾンの隣となりに二代が並ぶ。

　本多・忠勝の襲名は、相当な苦労を要するだろうが、覚悟の上でもあろう。二代が今、前を見ているなら、それでいいと正純は思った。

　同級生が、己の進路を定めたのだ。その期待と、喜びと、寂さびしさのようなものを感じ、正純はふと、先さき程ほどの二ふた代よの攻こう撃げきを思い返し、問うてみた。

「さっきのは、割かつ断だんなのか？」

「いや、割って断つというよりも、割って打つ。……割かつ打だで御ご座ざろうな」

「一ひと文字無しではありませんか？」

　メアリが、笑えみで言う。

「〝蜻蛉とんぼ切きり〟から一字とって、〝蜻蛉〟スペア。〝かつだん〟から一字取って〝かつだ〟。

　ただ、これは、極きよく東とう語ごの験げん担かつぎかもしれませんね。〝勝つ・だ〟ですから」

　そうだな、と正純は頷うなずいた。そして口を開き、

「かつだ、という事は、つまり──」

　皆が何故なぜか止めに来た。

「落ち着くのだ正純、今は敵がいない……！」

「そうで御座るよ正純殿どの！　囲まれた時がベストに御座る！」

「でも、ぶっちゃけ定期的にガス抜きしないと暴ぼう発はつするのではと判はん断だん出来ますが」

「お前ら何か勝かつ手てに私の設定作ってるだろ！」

　浅間が視線を逸そらして何かの頻ひん度どのグラフをハナミと見ているが、気にしない事にする。　だが、その時だった。正純は、声を耳にした。オラニエの低い声こわ色いろが、

『さあ、来てくれ。──全ては、ここだ』
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「さあ、地下にて勝敗は決した。後はそこで武蔵むさし勢が何を見るか、だ」

　未いまだホールへの突とつ撃げきをやめぬ柴しば田た勢と、それをバリケードと迎げい撃げきで凌しのぐ上越露西亜スヴイエート・ルーシ戦せん士し団だんの中。景かげ勝かつに支えられるマルファは、彼にこう言った。

「私達も、決着しようか、景勝」

「どうする気だ？　マルファ」

　景勝が言い、しかしこちらの支えを外した。彼としても覚かく悟ごはあるのだろう。だから、マルファは、相手の罪ざい状じようを述べる。

「景かげ虎とらの襲しゆう名めいを私に課した上で、……当時の情勢、P.A.Odaへの対たい抗こうとして聖せい連れんの力を借りるためにも、歴史再さい現げんは正しく行わねばならなかった。だから、ノヴゴロドへの粛しゆく清せいと、上うえ杉すぎ家の跡あと目め争いとして生じた〝御お館たての乱らん〟、その敗北者である景虎派の粛清を同時に行った。

　私が、大事にしていた部下や友を、どれだけ失ったか、理解しているか？」

「君の部下や友は我の部下や友でもあった」

　ならば、とマルファは言った。

「私の心がどれほど怒っているか、解わかっているか？」

「……解っているとも」

　ならば、と再びマルファが言った。

　そして彼女は、背後から一つの武器を出した。

「〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟。──意味は解わかるな？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と景かげ勝かつは頷うなずいた。そして彼は、錫しやく杖じようを目の前に立て、両手を重ねる。

　景勝の動きに、抵抗の色はない。だからマルファは、〝憤怒の閃撃〟を掲げ、彼に向けた。

　と、迎げい撃げき隊たいの指し示じを行っていた繁しげ長ながが振り向いた。彼は眉まゆを立て、

「景勝！　それはしてはならぬ行為であるぞ！」

「いいのだ。恐れる事はない。何故なぜなら──」

　景勝が、マルファの顔を正面から見て言った。

「マルファ、……君は撃うたない」
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「馬鹿な。……この期ごに及んで自惚うぬぼれを聞かされても、心の振れは変わらぬぞ」

「だが君は撃たない、マルファ。それは確かな事だ。もし撃つならば、それは、私の指示を飲み、決断した君に殉じゆんじた君の部下や友、我の部下や友を見み下くだす事となる」

　景勝は、告げた。

「君は、一人、楽になる事を望まない。だから我も言おう」

「何をだ」

「我を撃つなマルファ。我を撃つ事で、……我だけは楽にしてやろうなどと、そのような事を思うな、マルファ」

　だから、

「君は撃たない。マルファ。……我は、我の部下と友、そして君の部下と友に対し、ずっと共にあり続ける。そして──」

　そして、

「我は君と共にある。そういう約束だ、マルファ」

「何時いつの約束だ……。そんな約束、交わした憶おぼえは一いつ切さい無いぞ」

「ここでの約束である」

　景勝は言う。

「約束とは、過去にだけ作られ、今果たすだけのものではない」
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　景勝は、思った。

　ほんの数時間前、出会ったばかりで、しかし、一切を無視してこちらの懐ふところに跳び込んできた馬鹿の事を思った。

　知っている。その馬鹿は、かつて、過去に犯した失敗を後こう悔かいし続け、同じ後悔を得ないようにと、前に出てきたのだと。

　しかし今、その馬鹿は、違うものを自分に見せた。

　後こう悔かいを捨てる事無く、ただ、昔の事として、自分や皆が幸いになる世界を得ようとして、前に出てきたのだ。

　景かげ勝かつは、武蔵むさし総そう長ちようが、自分の過去の払ふつ拭しよくを目的として動いているならば、動じなかった。だが、彼は、こちらと同じものを、後悔として抱えながら、こう言ったのだ。

　……俺おれが、一いつ緒しよに謝ってやるよ、か。

　後悔の払拭ではない。

　後悔を無くしても、そこには何も残らない。

　ならば、後悔をそのままにしてでも、幸いを得る事。

　そのために前に出ていいのだと、後悔を抱えたままでも、未来を見ていいのだと、そして、

　……願う幸いが正しければ、皆はついてくるのだ……！

　後悔基準ではなく、幸い基準の前に行く歩み。

　それをしていいと、武蔵総長は教えてくれた。

　彼は、その事を忘れてしまったのか、仲間達と地下に行った。だが、それでいい。己おのれは、上越露西亜スヴイエート・ルーシの王なのだ。

　前に出る事は、一人でも行けると、教えて貰もらっただけで充分だ。

　自分にとっては大きなきっかけ。それを、確かに、見せて貰ったのだ。過去の後悔に浸ひたるのではなく、未来の後悔を得ぬために、更さらなる幸いを得るために、前に出る事が出来ると。

　だから景勝は、マルファに言った。

「約束は、未来に果たされるまで、我らを繫つなぐものだ。ならば──」

　景勝は、マルファの瞳ひとみを見み据すえる。

「──ならばマルファ、我と共に後悔を懐なつかせ、幸いの手た綱づなを取りに行ってはくれまいか」
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　マルファは、息を詰めていた。

　だが、黙だまっていては肯こう定ていにとられかねない。ゆえに彼女は息を起こし、

「──撃うつぞ」

「何故なぜだ」

「意地だよ、景勝」

　口くちの端はを上げ、マルファは〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟を射しや撃げきした。

　しかし、放つのは、景勝に向けてではない。手首を返し、自分に向け、

「全く。──怒りの最大は、常に愛せぬ己おのれだ」

　発はつ射しやした。

〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟の効果は、相手に対する怒りを、ダメージとして具ぐ現げんする。

　……意地だな。

　過去の粛しゆく清せいに対し、何か言いたいなど、女め々めしいにも程がある。自分は指導者の一人だ。今いま更さらに何かを言うならば、当時、抵抗しておけば良かっただけなのだ。それをせずに、流される事を選び、部下や友に気き遣づかわれて残されるなど、甘え以外の何物でもない。

　解わかっているのだ。自分の怒りは、己おのれに対するものの裏返しなのだと。だから、

「どれだけの効果になるのだろうな」

　思い、目を伏せようとした。だが、マルファは、己の動きを止めた。

〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟を握る自分の手が、外からの力で動かされていたからだ。

　……まさか──。

　正面。立てていた錫しやく杖じようを捨て置き、景かげ勝かつが立っている。

　彼の右腕が、〝憤怒の閃撃〟を握る自分の右手を摑つかんでいる。そして、

「景勝……！」

　彼は、〝憤怒の閃撃〟を、自分に向けていた。

　射しや撃げきは、彼に向かって果たされたのだ。
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〝憤怒の閃撃〟による射撃を己に振り向かせて浴び、景勝は思った。

　……こ、怖こわぁ──！　マジ怖ぁ──！

　この人本気で撃うったよ！　というのもあるが、自分がそんな事をしたのも驚きだ。

　内ない心しんで冷えた汗あせをかいているのはマルファには解っているだろう。そういう付き合いだ。だが、そんな内ない心しんが知られていても、今、言うべきは、もう決まっている。

「マルファ」

　景勝は前に出た。首を下に振って、憤怒の閃撃を右に、一歩を前に出て、

「──痛くはないとも」

　言って、景勝は、彼女を抱き寄せた。

　……怖くなーい！　怖くないのである……！

　緊きん張ちようで相当に動きがぎこちないと解るが、魔ま神じん族ぞくの肌はだは気持ち硬めだ。外から見ている限りでは通常動作に見える筈はず。そういう事にしておくくらいの情なさけは、皆にもあるだろう。

　だが、景勝は気付いた。身をすくめる動きが腕の中であり、抗あらがわれもする事に。

　マルファも、不慣れなのだ。だからというように、彼女が言った。

「馬ば鹿か者めが……。私より先に自分を撃うたせるなど。……英国イギリスと付き合いをもって、理解しておらぬのか。レディファーストと言う文化を」

　知っている。英国女じよ王おうエリザベスは戦時においてとにかく王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを我先にぶち込みたがると言うが、つまりそれだ。

　……物ぶつ騒そうで極まりないのであるよ？

　自分はもうちょっと平和裏りに行きたい。だから、

「解わかっているとも。故ゆえに言おう」

　抱き寄せた彼女を、抱きしめて、景かげ勝かつは告げた。

「我が君を、未来の幸いにする。それが我の幸いである。つまり、君の方が我よりも少しだけ先に幸せとなるのだ、マルファ・ボレツカヤ。

　その抜け駆がけの〝裏切り自由ヴエージマ〟を我は認めるものである」

　一度、失しつ笑しようのような吐と息いきが聞こえたが、抵抗は無かった。

　だからしばらくをそのままにしておく事を望みつつ、景勝は思った。今、ここの地下に向かった我が友は、先に進むための道を見つけたのだろうかと。







[image: 第九十三章『会合場所の先駆者』]











●






　そこは花園アヴアロンだった。

　ノヴゴロド地下。エントランスホールの下に入った二ふた代よは、

「……何で御ご座ざるか、ここは」

　エントランスホールと同どう様ようの広さを持った、円形の空間だ。天てん井じようは高く、入口となるホールからの通路は、坂や階段ではなく、五メートル四し方ほうの黒い〝門〟であった。そして内部は、

「草原に、森に、小川に……」

　足首が埋まるほどの緑があり、葉は陰かげの匂においを寄よ越こす森は本物だ。小川の水は音を立てて循じゆん環かんしており、天井側では、太陽と見まごう灯あかりがゆっくりと公こう転てんしている。

「これは……」

『主しゆ庭にわね』

　背後、草くさ群むらを踏む音と共に、〝門〟から半はん竜りゆうや機き動どう殻かく、そして正まさ純ずみや浅あさ間まに、

「ホライゾン様に、ミトツダイラ様やメアリ様も一いつ緒しよで御ご座ざるか」

　馬鹿と忍にん者じやは割かつ愛あいする。そして正純が、辺りを見回して首を傾かしげた。

「〝花園〟のシステムと同様だな。……それに、主庭、か？」

　そうね、と機動殻が応こたえた。

『主庭自じ体たいが、黎れい明めいの時代から培つちかった環かん境きよう構こう築ちく技術なのよ。私は〝花園〟というのを知らないけど、つまり、ここが、そういった技術の始まり、もしくは、神かみ代よからそういった技術を受け継いだ場所の一つなんでしょうね』

「いい意見だ」

　声が響ひびいた。

　南側、弧こを描く大きな壁の前に巨きよ木ぼくがあり、巨木の幹みきに黒板が掛かっていた。

　屋内だが、青空教室ともいうべき場所。そこに、黒い服の影が立っている。

「来てくれ。……時間がない」

　二代は、正純を見た。すると正純が馬ば鹿かを見た。馬鹿は姫ひめホライゾンを窺うかがい、

「あ、あの、……い、行っていい？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「何ですかその腰の退ひけ方は」

　姫ホライゾンが、銀ぎん鎖さを呼んで任せて、馬鹿を先頭に吊つるしていく。

　そして歩き出そうとした時だった。忍にん者じやがふと、声を作った。

「皆の衆しゆう、……周囲ををよく見るで御座るよ！」
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　浅間は、用心のために左の義ぎ眼がん〝木葉このは〟を発動させた。

　周囲を一いつ瞬しゆんでスキャンして、動どう態たい反応が無いことを確かめる。その際に、壁の表面構こう造ぞうを、木葉このはが捉とらえ、線せん画がとして実じつ像ぞうに重ねてくれるが、

「あれは……」

　全ぜん周しゆうの壁。そこに、模も様ようのようなものがあった。

　彫ほり込まれた絵だ。

　今いる場所、この庭の中央から見ても、全体を捉えるのが難しいほどの巨きよ大だいなレリーフ。円を描く壁は、全体として八つの彫ちよう刻こくに飾られているのだ。

　その内容をメアリが告げた。彼女は目を見開きつつも、やがて首を傾かしげ、

「黎れい明めいの時代の、物語ですね……」

「そうですね。数も八つ。昨夜、衝つい立たてに描いてあるのを見たんですけど、それと枚数も同じです。見たところ、絵の配はい分ぶんと順番もほぼ同じですね……」

　学術的に見たら、大だい発見なのだろう。ただ、銀ぎん鎖さに吊つるされたトーリが天てん井じようを眺ながめながら運ばれていくのを追い、浅あさ間まは一つの異い変へんに気付いた。

　木葉が、反応を止めていない。まだ、スキャンしていないものがあるのだ。

　……え？　何？

　何だか解わからない。見知らぬところに来て、初しよ期き情報を得るために稼か働どうしているのだろうか。だが、浅間は、それとは別で、


《緊きん急きゆう：禁きん忌き第一級怪かい異い：発生推すい移い・──進行》



　緊急事じ態たいを告げる表示枠サインフレームと、それを支えるための補ほ助じよ情報を記しるした表示枠が、いきなり自分の周囲に展開した。

　怪異発生を知らせる警けい報ほうだ。
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　浅間は、息を飲んだ。

　三み河かわ以降、怪異対たい策さくのため、武蔵むさし内の住人には基本的な対たい怪異防ぼう護ご術じゆつを加か護ごとして武蔵側から供きよう給きようしている。ハードポイントパーツに奏塡インストールされるそれは、梅うめ組ぐみの面めん々めんのものにおいては、全ぜん神社仲ちゆう介かいで自分が組んだものだ。公こう主しゆ隠かくしのような引き込み型の怪異の発生を想そう定ていして、流りゆう体たいの断だん絶ぜつによる強制禊祓みそぎを行い、一時なりともの安全を確かく保ほする。

　今、成なる実み以外の皆の背から、光の飛沫しぶきが散った。

　背はい部ぶ空間。障しよう壁へき一枚分ぶんの流体断絶だ。

　そしてまず、浅間神社所しよ属ぞく員いんとして、自分に対して最大の防護が掛かる。その上で左右腰こしのバインダースカートが自動フリー化。左右に仕込まれた片かた椿つばきと片かた梅うめを展開し、ハナミが、

『そこだよー　拍はく手しゆー!!』

　怪異が来ると、そう思った先、目に見える箇か所しよは三カ所。浅間が急ぎ確かく認にんするのは、

「正まさ純ずみ！　メアリ！　──ホライゾン!?」

　何が来るのかは、すぐに見えた。

　……光こう円えん!?

　手で描くような赤い光の円が、三人の背後に生まれた。はっとして振り向いた皆と浅あさ間まの視線の先、円の中央から左右に向かって赤せき光こうの線が延びていく。これは、

「……二に境きよう紋もん!!」

　浅あさ間まは即そく座ざに片かた梅うめと片かた椿つばきを同どう期きさせて構えた。ミトツダイラがこちらを見て、

「智とも!?」

「はい！」

　バインダースカートから禊祓みそぎ加工の矢を抜き、早射ち用の起こしを行おうとした時だ。

　三人の背後に描かれつつあった二境紋が、

「……え？」

　首を傾かしげるように、消えた。

　いきなり現れた公こう主しゆ隠かくしの合図は、やはり不ふ意いに消失したのだ。
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　浅間は、矢を番つがえようとしていた動きを止めた。

　……ど、どういう事です？

　二境紋が、消えている。その判はん断だんが正しいというように、ハナミが辺りを見回し、

『だいじょーぶ　拍はく手しゆー』

　表情を笑えみに変えて、手を打った。

　二境紋はなくなっている。が、不意の消失だ。今まで何かがあったという痕こん跡せきすら残さない。ただ、今は、構えた皆がいて、点てん蔵ぞうに抱きついているメアリに、

　……おおう。メアリさんも大だい胆たんですねえ……。

「その一方で、ホライゾンに対して何もしないんですかトーリ君」

「鎖くさり！　鎖見えねえの!?　巻かれてんだぜ俺おれ！」

　じたばたする女じよ装そうを無む視しした時だ。遠く、大たい木ぼくの陰から、オラニエの声がした。

「公こう主しゆ隠かくしか。──二重の囚とらわれだな。我々の責任ともいえるが」

　……二重の囚われ？

　疑問するが、解わからない。が、正純が巨きよ木ぼくの方を指さすのに従い、浅間は身をそちらに向ける。

　どことなく焦あせりを帯びた急ぎ足で、皆が動き出し、浅間も続く。
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　正純は、ミトツダイラが鎖をほどいて女じよ装そうを下ろすのを見た。

　女じよ装そうは、自分達の前を行く。草原の上を、先に行き、背を見せて、

「なあ、セージュン。〝創そう世せい計画〟の正しよう体たいってのが見えたら、どうする？」

「阻そ止しか協きよう働どうか、どちらかを考える。──未いまだ、大罪武装ロイズモイ・オプロによる末まつ世せ解決の方法も見えていないんだ。そのヒントとなるならば有あり難がたい」

　ネシンバラが好きそうな話だなあ、と馬ば鹿かが笑う。が、しかし、

　……何だったんだ？　さっきの。

　二に境きよう紋もんが自分の背後に出た。否、自分だけではない。他にも、

　……無む差さ別べつに出るものなのか？

　メアリは、父であるヘンリー八世を公こう主しゆ隠かくしで失っている。だから彼女の背後に二境紋が出るのは〝関係〟という言葉を当てはめるなら納なつ得とく出来る。

　自分も、だ。ならば、これは、

　……そういう事、なのかな。

　ただ、今、ここで確かめている意味はない。ホライゾンなどは、昔の記き憶おくが無いのだ。だから今は、馬鹿が先に歩を進めるのに、ついていく事に集中する。

　すると、大たい木ぼくの方から声がした。オラニエだ。

「かつての事だ」

　言葉が響ひびく。

「私達は、公主と、友人になろうとした」

　え、という声を、浅あさ間まやクロスユナイトが漏もらした。だが、オラニエの声は続く。

「私達はそれに失敗してね。別の方法を考える事にしたんだ。そして──」

　そして、

「──私達は無ぶ様ざまな救いを得た」
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　オラニエの言葉が、そこで息を吐くように停まった。

　正純はそれを聞き、硬い唾つばを飲んだ。

　オラニエの言っている意味は解わからないが、起きた事の意味は解わかるのだ。

　……犠ぎ牲せい、か。

　内ない心しんで正まさ純ずみが呟つぶやいた時だ。ミトツダイラが、こちらに問うてきた。

「あの、正純？　オラニエという方は、どのような方なんですの？」

　今いま更さらではあるが、確かく認にんは必要だろう。だから正純は小さく頷うなずき、

「正確には、オラニエ公こうウィレムだ。字あざ名なは〝抵抗総そう長ちよう〟。本ほん名みようではなくオラニエをよく名乗るのは、独立戦争を行う相手である三世西班牙トレス・エスパニアや旧派カトリツク勢ぜいからの〝名を求める呪のろい〟や、暗あん殺さつ避けとか、いろいろ言われてるな。ただ──」

　ただ、

「成績の面など見ても、優秀な総そう長ちようだ。それがここに来ているのは……」

　と言った時だ。正まさ純ずみは、女じよ装そうが足を止めているのに気付いた。動かぬ背中は、

「ウッキー、テンゾー、ちと頼むわ」

「Ｊｕｄジヤツジ．……！」

　足を止めた皆の中から、クロスユナイトとウルキアガが飛び出した。クロスユナイトは低く右から、ウルキアガは高く左から行く。そして二人が交こう叉さするように、巨きよ木ぼくの下へと至る。

　ややあってから、二人が身を起こし、〝来い〟と手て振ぶりした。

　……何だ？

「よく解わかりませんが、行きましょう。我が王、一応、安全確かく保ほしますわね」

　女装がまた鎖くさりに巻かれて安全確かく保ほされるのを、ホライゾンや浅あさ間まと眺ながめた後、正純はもはや軽く走る勢いで巨木の方へと向かった。

　行く。空から降る光に、大きな木の枝葉が影を作るが、その影に入っていきながら、

「一体どうした!?　オラニエは!?」

　問いかけに、ウルキアガが顎あごである方向を示した。

　何だ、と走りながら見たのは、彼が示したもの。巨木に掛かる黒板だった。

　そこに、二に境きよう紋もんが描いてあった。
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　正純は、息を詰めてそれを見た。

　母の時と同じだ。赤黒い、血のような色で描かれた二境紋があり、オラニエがいない。

　そして、二境紋の横には、文字が書いてあった。

　公こう主しゆ隠かくしに付き物の一言。公主が書き残すメッセージだ。それは、

「……みつひでくんはまだ？」
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　……どういう事なんです？

　黒板の上から、ゆっくりと消えていく二境紋を見ながら、浅間は内ない心しんで疑問する。

　傍かたわら、駆かけつけてきたメアリを点てん蔵ぞうが背から軽く抱き寄せるのを見て、おおう、と再度思い、点蔵くんも立りつ派ぱになりましたねえ、と変な感想も得てしまう。が、

　……そーじゃなくて、二境紋の事です。

「何な故ぜ、オラニエさんが……、公主隠しに？」

　否、理由とも思えるものを、彼は先さき程ほど言った。その内容を、ホライゾンが、口にする。

「つまり公主というのとフレンドリーになるとグバーイ。ザッツリーズンですね？」

「軽く来ましたね!?　軽く！」

　ホライゾンが右の親おや指ゆびを上げて見せる。でも、彼女の言う通りだとすると、

「正まさ純ずみのお母かあさんや、メアリのお父とうさんも、公こう主しゆとフレンドリーだったんですか……？」

　問いかけた先、メアリは視線を迷わせた。違う、とも、そうだ、とも言い切る事が出来ず、解わからない、と言いたげに点てん蔵ぞうに視線を向けた。対する点蔵は、一つ頷うなずき、

「メアリ殿どのは、攫さらわれないで御ご座ざるよ。自分が保証するで御座る」

　確かく証しようはない言葉だ。だが、メアリは安あん堵どを得たらしい。Ｊｕｄジヤツジ．、と頷き笑えみを作った。

　しかし、正まさ純ずみが、動かない。

「正純？」

　問いかけても、応答がない。が、肩のツキノワが頰ほおを寄せると、

「え？　あ、ああ。ええと」

　初めてこちらに気付いた、という顔をする。その色は血の気を失っていて、浅あさ間まは謝しや罪ざいのような感情を心に抱く。

　……正純のお母さんは、先年に公主隠かくしにあったばかりなんですよね……。

　思い出すものはリアルで、美び化かも何もまだ無いだろう。

　ここでの追及は出来ないと、浅間はそう判はん断だんした。だから、

「オラニエさんが公主隠しにあったという事は、証しよう拠こを採とっておきます。何しろ一国の総そう長ちようですから。私達が何かしたと思われては困りますし」

「ああ、うん、Ｊｕｄジヤツジ．……」

　と正純が力無く応答した。しかし、

「──ああもう、いかんなあ！　すまん！」
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　正純は両の頰ほおを、両手で強く叩たたいた。

　……ボーっとしてどうする！

　今、武蔵むさしは、未来に向かって進むと、そう決めたのだ。それなのに、いきなり目の前に現れた怪かい異いに対し、過去を思い出して戸と惑まどうなど。一人だったらそれも許されるだろうが、今は違う状況と、時間なのだ。だから、正純はもう一回自分の両頰を強く叩き、

「ホライゾン！　気合い入れに一発叩いてくれ！」

　歯を剝むいた顔で右の拳こぶしを思い切り振りかぶられたので止めた。

「……駄だ目めだホライゾン。それは気合いが入り過ぎて危険だ」

「フ、このホライゾン、才能があり過ぎて恐れられるとはまだまだ未み熟じゆくだと判断出来ます」

「よし！　じゃあホライゾン！　俺おれに一いつ丁ちよう気合いをぐふっ」

　駆かけ寄るカウンターで、股こ間かんに無む造ぞう作さなトゥキックを食らった馬ば鹿かが、一度垂すい直ちよくに跳ねた後で地面に膝ひざを着いた。

　さて、とホライゾンが言い、

「どうなさいますか、正まさ純ずみ様」

　ああ、と正純は消えかけ始めた二に境きよう紋もんと、そこに書かれた文字を見た。

　……みつひでくんはまだ？

　それはつまり、と正純は、場を和なごますためにこう言った。

「光みつ秀ひでくん　浜はま田だ？」

　出力が強過ぎたのか場が凍った。
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「おい！　セージュン！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　全員に分ぶん散さんしたからダメージ少ねえから!!」

「くっそお、結けつ構こうイケたと思ったのになあ!!」

　何な故ぜかミトツダイラが、口を横に開き、立てた指を左右に振る。

「いえ、あの、ちょっと現場の検けん分ぶんをしませんの？」

「え？　ああ、浅あさ間まにまず、現場の実じつ況きようを採とってもら──」

　既すでに浅間とハナミが、熱ねつ源げん探たん知ち術じゆつ式しきを使用し、オラニエのいた位置に人ひと型がたの線を描いて記録にとどめていたりする。随ずい分ぶんと本格的だ、と思う一方、表示枠サインフレームの向こうでは、

・未熟者：『とりあえず上に英国イギリス勢ぜいがいるから、彼らにも証しよう人にんとして浅間君の検分を見て貰もらう事にするよ。既に暫ざん定てい議会の方に話を回して、〝オラニエ公こうと対P.A.Odaの会議を持とうとしたところ、P.A.Odaの侵しん攻こうに遭あい、その最中で彼が公こう主しゆ隠かくしにあった〟と、そんな風ふうに阿蘭陀オランダには伝えてる』

・副会長：『助かる。……何がどうなるかは解わからないが、隠す事なく早めの伝達を行うのが一番だからな』

「浅間、遺い留りゆう品ひんは無いか？」

「あ、はい、上着が落ちてました。あ、あと、インナースーツと、下……、着？」

「……脱いでいたのか」

　皆が、何な故ぜか、合わせたように女じよ装そう中の全ぜん裸らを見た。全裸は股こ間かんにくらった蹴けりのダメージをエビ風ふうその場ジャンプで背後に逃のがしていたが、

「な、何だオメエらその目つきは!?　日光浴よくだろ日光浴！　なあ？」

「自分に振られても解らないで御ご座ざるよ？　ともあれ恐らくは史し上じよう初の全裸公主隠しで御座るが、浅間殿どの、他に遺留品は──」

「はい。この、ペンが落ちていました。恐らくは上着のポケットから、でしょうね」

　と、浅間が指し紋もんを付けないようにハナミにそれを掲げさせる。すると、

・眼　鏡：『待った！　それ、〝第十三無む津つ乞ごい令れい教きよう導どう院いん〟の卒そつ業ぎよう記念品に似てる!!』

　表示枠サインフレームから見たのだろう。シェイクスピアの言葉に、しかし答えたのはウルキアガだ。

「ネシンバラがいた学校は、新しいものではなかったのか？」

　問いかけに、ハナミが首を傾かしげ、身を回す。そして見えるペンは、カートリッジ式のインクペンで、その尻しり側には〝01〟の刻こく印いんがある。更さらには、

・未熟者：『随ずい分ぶんと古いね。修しゆう繕ぜんした跡もある。意い匠しようは角かどを落とした十じゆう字じ型だから三世西班牙トレス・エスパニアのものだろうけど、オラニエは元もと々もと三世西班牙の重じゆう鎮ちんだ。──そういうものを持っていたとしても、おかしくはない。だけど……』

　ネシンバラも、こう言った。

・未熟者：『僕達はその教きよう導どう院いんを脱だつ走そうしてしまったけど、卒そつ業ぎよう式しきにはかならず、それに似たペンを貰もらう習わしだった。だから、ひょっとすると……』

・副会長：『昔にも、そういう教導院があった、と？』

　多分、というネシンバラの答えに、正まさ純ずみは頷うなずいた。

　よくは解わからないが、答えのピースとなるものは幾いくつか得られたように思う。オラニエがいなくなってしまったのは大事件だが、阿蘭陀オランダ側と密みつに連れん絡らくをとるきっかけにもなるだろう。

　前向きに考えていこう、と思い、正純は一ひと息いきを入れた。

　身は、呆ぼう然ぜんとしていない。思いは、過去を見ていない。ならば、

「浅あさ間ま──、も、用意が出来たか。じゃあ、後はノヴゴロド側に任せる事にして、ここを出よう。上でも戦せん闘とうが行われているが、私達が勝った事を知らせれば、魚うお津づ城じようの防ぼう衛えいが成ったとして、終了の合図と出来る筈はずだ」

　だから、

「行こう」
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　浅間は、現場の保ほ全ぜんとして、細ほそ縄なわ型の警けい告こく注連しめ縄なわを宙に張っておく。

　そしてノヴゴロド側に保全と続ぞつ行こう調査の要よう請せいをする書類を作りながら、皆についていく。

　正面、銀ぎん鎖さに巻かれたトーリが、天てん井じようを見上げている。

　何を見ているのか、それとも、囚しゆう人じんごっこで天を仰いでいるのか、昔と変わらない人ですね、とそんな事を思っていると、

「……ん？」

　視し界かいに、白はつ光こう線せんの図形が描かれる。〝木葉このは〟だ。先さき程ほども周囲スキャンの後、稼か働どうしていたが、また今も、よく解らない稼働を始めている。しかし、

　……まさか……。

　浅間は思った。周囲を囲む巨きよ大だいな壁には、彫ちよう刻こくで黎れい明めいの時代の出来事が彫ほられているが、

「天井……！」

　見上げたドーム型の巨きよ大だい天てん井じよう。そこに、あるものが存在していた。

　この場所全すべての大きさと同じ面積を持った、大だい彫ちよう刻こくだ。
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　浅あさ間まは、木葉このはがスキャンする天井の図形を見た。それは、

「削り跡に、……人々？」

　ドーム天井の全ぜん周しゆうには、中央側を見て、手を伸ばしている人々が彫ほられていた。数は、天井の円をぐるりと囲むほど。人種や種族の違いは関係せず、誰だれもが中央にあるものを祝ったような表情をしている。そして、中央側、浅間の目には、

　……何かを削り落とした跡、ですよね。

　先さき程ほど述べた通りだ。囲む人々に対しては小さな図形が、確かに、そこに存在した事を示す削り跡がある。

　そこに彫られていた何かを、皆が祝っていると、そう見える。

「一体、何があの中央に彫られてましたの？」

　ミトツダイラの疑問の答えを、浅間が考えようとした時だ。不ふ意いに、地じ響ひびきが来た。

「地じ震しん……？」

　皆が顔を見合わせる中、否、と浅間は思った。ここが〝花園アヴアロン〟であり、正まさ純ずみが言っていた通りのシステムなら、外部の地ち殻かくからは遮しや断だんされているのだ。ノヴゴロドが揺れても、ここにそれは届かない。しかし、小さな揺れと地響きに、ミトツダイラが、

「あ、……またですわ」

　ミトツダイラの言葉に頷うなずいたのはホライゾンだ。彼女は点てん蔵ぞうの肩に手を置いて、

「股また出ですわ、ですか。……メシの時間はやめましょう。点蔵様」

「自分、先日から何か冤えん罪ざいを掛けられているで御ご座ざるな？　そうで御座るな？」

「おいおい落ち着けよテンゾー。今、地震だぞ？　出すなよ」

「やっぱり何か冤罪！　冤罪あるで御座るよ!!」

　おかしな人達は放っておく事にして、浅間は周囲を確かく認にん。そして、

「上……、否、外部から来ます!!」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。

　いきなり、天井が割れた。そしてその裂さけ目から、一いつ直線の光が壁のように、

「王賜剣エクスカリバー!?」

〝花園〟内の空間に干かん渉しよう可能な、地ち脈みやく由ゆ来らいの刃やいばが、その庭を一気に割り切った。
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　上越露西亜スヴイエート・ルーシの西の空。天を覆おおうように存在するノヴゴロドの頂ちよう上じようから底を、青白い流りゆう体たい光こうの刃やいばが貫かん通つうした。

　持ち主は上方、ノヴゴロド北側、市し庁ちよう舎しやの屋根上にいる。

　加か藤とう・清きよ正まさだった。

　彼女は左右合わせたカレトヴルッフから莫ばく大だい量りようの光こう剣けんを放ち、見えぬ真ま下したの手て応ごたえを、しかし刃の光から確かに得た。眉まゆを立て、

「……至し難なんでしたが貫かん通つうしました！　ノヴゴロド中ちゆう枢すう、出力系けいを──」

　言った清正が、スカートから一メートル強の強化葦あし筒づつを抜き出した。流りゆう体たい燃料槽そうではない。中身は術式制御プログラムを含めた賢水オレイ・ネーロだ。その内容は、ノヴゴロド地下にある駆く動どう系に対し、

「術式で自じ壊かいさせます！　目的はノヴゴロドの落下と破は壊かい！　──当領りよう域いきにいる人々には避ひ難なんを指し示じします！」

　言うなり、彼女はそれを左右合わせにしたカレトヴルッフの柄つか頭がしらに勢いよく嵌はめ、上部の開放栓せんを抜く。本来なら、流体は栓から宙に漏もれていくものだが、

「果てろカレトヴルッフ……[image: ]」

　刃やいばの太さは、変わらない。しかし光量が上がり、

「撃うち抜きなさい……！」

　ノヴゴロド下部、突き出していた光の剣が、ふと、その先せん端たんを内に収めた。だが、一いつ拍ぱくの間の後で、それが来た。

　砲ほう撃げきだ。剣の先端部分を破は裂れつ、砲ほう口こうとした射しや撃げきが、ノヴゴロドの下部半はん球きゆう体たい部分を一いつ瞬しゆん確かに膨ふくらませた。そして、ノヴゴロドが縦たてに激げき震しんした。

　下部半はん球きゆう体たい。その下側が、直径三百メートル単位で崩ほう落らくしたのだ。

　後に残り、見えるのは、ノヴゴロド地下の岩がん盤ばんと、奥側、ノヴゴロドを支える中ちゆう枢すう部ぶから漏れる黄き色いろい流体光こうの怒ど濤とうだった。

　ノヴゴロドを浮かせている駆動系けいが、カレトヴルッフからの砲撃を受けて半はん壊かいした証しよう拠こだ。地ち脈みやくより抽ちゆう出しゆつしている流体が、過か熱ねつし、延えん焼しよう状態になっている。

　だが、清正は手を抜かなかった。カレトヴルッフの柄頭から制御術式槽プログラムタンクを外すともう一本を叩たたき嵌め、更さらにはその上に宙を投げた燃料槽を嵌はめつけて、

「追加します……！」

　叫んだ直後。南の屋根上に飛び乗る影が一つあった。

　色白の魔ま神じん族ぞくの女。角つの無し。それは、

「本ほん庄じよう・繁しげ長なが……！」
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　繁長は、屋根の上で、本庄盾たてを構えた。

　数は十六枚、それを全て真っ正面に重ね、

「砲ほう撃げき状態……！」

　後ろから打だ撃げきし、一気に清きよ正まさにぶつけようとした。だが、

　……ぬ!?

　異い変へんと察さつ知ちしたのは、音だった。屋根下から響ひびいたものではない。近くの天てん窓まどや、外がい壁へきの窓や通つう路ろ出口から、風の動きのようなものに合わせ、音が聞こえたのだ。

　お、とも言うべき声だった。だから、

「く……！」

　正面に、砲撃で無む防ぼう備びな清正がいる。しかし、清正が、一枚の表示枠サンクト・アクノーを広げてこちらを見ているのを、繁しげ長ながは確かく認にんした。

　視し認にんしたものから得た判はん断だんが、全てを決めた。

　繁長は、本ほん庄じよう盾たてに前方への打だ撃げきではなく、広げた五ご指しの叩たたき付けを行う。その勢いと衝しよう撃げきによって、十六枚の盾が分離して下に向かった。市し庁ちよう舎しやの屋根を穿うがつと、そう見えた瞬しゆん間かん。

「やはり来たか！」

　市庁舎の屋根が赤せき熱ねつし、膨ぼう張ちようした。清正のいる中央側から北側を残し、硬こう化か木材で出来た平屋根の内、ホール真ま上うえの部分が下から打撃された。

　屋根は僅わずかな間、抵抗するように軋きしんだが、耐えられなかった。

　下からの砲撃によって爆ばく発はつしたのだ。
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　繁長が見たのは、市庁舎を、地下から穿うがつ砲撃だった。

　魔ま神じん族ぞくの術じゆつ式しきを含み、しかも合成したような威い力りよくの一いち撃げき。

　本庄盾が、砕くだかれると言うよりも、溶け、飛び散るほどの力だ。

　そして屋根に対しては、崩ほう落らくではなく、崩ほう昇しようともいうべき破は壊かいが生じた。高熱で焼けた屋根が崩くずれ砕けて空に舞い上がり、陽かげ炎ろうと風の下に市庁舎の中央ホールを見せた。

　何も残っていなかった。

　床は焼け崩れ落ち、巨きよ大だいな光の刃やいばが、構えた清正から、眼がん下かに落ちる大穴を貫つらぬいている。

　ホールに入る入口、その北側のものには、上越露西亜スヴイエート・ルーシの仲間達が見える。景かげ勝かつも、彼に抱えられたマルファも、斉さい藤とうもいる。彼らは、景勝の頷うなずきと共に、通路の奥に向かった。

　脱だつ出しゆつするのだ。

　斉藤がこちらに向かって〝来い〟と腕を振るが、

　……武蔵むさし勢ぜいがどうなったか……！

　今、ノヴゴロド地下に行くための大おお穴あなも、焼け落ちている。

　そこに至るための階段通つう路ろすらも崩れ落ちたのだ。半はん竜りゆうや伊だ達て・成なる実みの機き動どう殻かくが飛ひ翔しよう出来るが、そもそも彼らは無事だろうか。更さらには、

「止めねばならんよ」

　正面、開いた穴の向こうに、二つの影がある。

　一つは、カレトヴルッフと呼んだ双そうの槍やりから、光こう剣けんをノヴゴロドに突き込んでいる清きよ正まさ。

　もう一つは、彼女の傍かたわらにて、一本の槍を携たずさえた、

「──福ふく島しま・正まさ則のりであるな」

「早々に立ち去るが、よう御ご座ざります。ノヴゴロドは落下の上、消しよう滅めつしますがゆえ」

　確かに、と繁しげ長ながは頷うなずいた。敵が言う通り、既すでに、ノヴゴロドは緩やかな傾きを得つつある。そして、下部から、低く重い音が延えん々えんと響ひびき始めている。

　落下が、体感出来ぬほどの速度で始まり、しかし莫ばく大だいな面積の大気が押され、軋きしみを上げているのだ。

「本格的な落下に至るまで、現状で、あと四分ほどと言ったところでしょうか。

　落下し、大地に激げき突とつの際、蓄ちく積せきされた流りゆう体たいに駆く動どう系けいからの過か熱ねつが循じゆん環かん。ノヴゴロドは爆ばく発はつ消しよう滅めつをすると思われます。これが魚うお津づ城じようの激げき戦せんの結けつ末まつ。──私達は退ひきます。あとは、この〝ノヴゴロドの地〟を、上越露西亜スヴイエート・ルーシは確かく保ほすればいい」

　そうであるか、と繁長は頷いた。

「再さい戦せんの準備をしておけ」

「……上越露西亜とP.A.Odaの戦せん闘とう機き会は、もはや歴史再さい現げん上では無いものですが？」

「違う。──武蔵むさしと、貴き様さまらだ」

「馬ば鹿かな」

　清正が、眉まゆを立てた。

「彼らが、一体、どうやってこの現状を──」

「一度、二度と戦って解わからぬのであるか？　それとも、解りたくないのであるか？　もはや勝ったと、連れん中ちゆうと戦わなくて済むと、そう思いたいのであるか？」

　もしそうならば、

「貴様らは、不ふ屈くつと抵抗、そして、──再さい起きという言葉を、学び直すといい。

　何故なら、武蔵はもはや我らの同志なのだから」

　繁長が言った時だった。

　光が砕くだけた。清正がカレトヴルッフから撃うち込んでいた光こう剣けんが、いきなり割れ散ったのだ。同時にカレトヴルッフの柄つか頭がしらに嵌はまっていた燃料槽そうなども光こう爆ばくし、

「これは……！」

「驚く事はないであろう。……連れん中ちゆうは生きていて、下からその光剣を砕いた。王賜剣エクスカリバーか、また別の力か、解りはしないが、一つだけ確かな事がある。

　──連中は、今後にどのような戦いがあろうとも、貴様らを主しゆ敵てきとする事を忘れない。それはもう、確かな事である」
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「あ、危ないどころじゃなかったな……！」

　正まさ純ずみは、ノヴゴロド地下のエントランスホールにて、息を吐いていた。直径二百メートルほどのエントランスホールは、その中央にカレトヴルッフの光こう剣けんが刺さっていた跡がある。最大幅二メートル。長さ十五メートルほどの鋭い穴は、その向こうに闇やみを見せるが、

「地ち脈みやく系けいの流りゆう体たい剣けんで幸いでしたわね……。〝花園アヴアロン〟への干かん渉しようもされましたし、貫かん通つうして下の地脈炉ろを貫つらぬかれましたが、〝花園〟の直接的破は壊かいは為なされず、刃やいばを砕くだく事も可能でしたわ」

　穴の南側、王賜剣エクスカリバーの片方を持つミトツダイラが、対岸で同じように持つメアリと第一特とく務むと顔を見合わせている。

　そして二ふた代よが、蜻蛉とんぼスペアを手に、上を仰いだ。

「遠いで御ご座ざるな」

　上方、遙かかなたに、光の点が見えている。

　ノヴゴロド市し庁ちよう舎しやのホールではない。その向こうにある夜空だ。ホールの外がい縁えんには砕くだけた石材や階段の瓦が礫れきがあるという事は、

　……福ふく島しまが砕いて行ったか。

「おいセージュン、今、連れん中ちゆうがやろうとしてる事って、どんなだよ？」

・未熟者：『おっと葵あおい君！　僕を忘れては困るよ！　──いいかい!?　P.A.Odaがこのノヴゴロドで狙ねらっているのはね。これはもう、推すい測そくの段階を得ないんだけど──』

・ホラ子：『当とう分ぶん始まりませんからチャンネル変えましょうか』

・煙草女：『つーかこっちもう武蔵むさしに戻る輸ゆ送そう艦かんに乗って出るとこだけど、まだそっち、中でウダウダやってんのさね？　あと四分くらいで落ちてドカンだろうにさ』

・貧従士：『早めに戻ってこないと、最上もがみ土産みやげの御お菓か子し、全部食べちゃいますよ？』

・あさま：『早っ！　というか他ひ人と事ごと過ぎませんか!?』

・副会長：『リアルな話、武蔵側では、ノヴゴロドのこれからと、武蔵の対応を考えておいてくれ。──向むか井い！』

・ベ　ル：『は、はひっ!?』

・副会長：『武蔵の対応、その制せい御ぎよと許可については、艦かん長ちよう代だい理りのお前に一いち任にんする。葵とホライゾンも異い論ろんは無いな？』

　ホライゾンが頷うなずき、葵が表示枠サインフレームを開く。

・俺　　：『ベルさんだったら大だい丈じよう夫ぶだろうからフツーに頼むぜ。久し振りの武蔵だから、楽しんでくれよ』

・ベ　ル：『う、うん、Ｊｕｄジヤツジ．、あと、ヨシナオ、教きよう頭とう先生……』

・麻　呂：『既すでに許可は出しておる。安心したまえ』

・俺　　：『麻ま呂ろ、オメエそういうの早いけど実じつ技ぎ遅えのどうにかしろよ。アデーレの機き動どう殻かく、まだ直し切れてねえだろ。アデーレ、盾たてになれなくて我が慢まんしてんだからよー』

・貧従士：『た、盾になりたい訳わけじゃないですよ！　盾になっちゃうだけなんですよ！』

　結果が同じだ……、と皆が呟つぶやくが、これもいつも通りだと正まさ純ずみは息を吐いた。すると、

・繁　子：『こちら、睨にらみ合ってる最さい中ちゆうだが脱だつ出しゆつ用ようの艦かんが来た。そちらは下から上れるか？』

・副会長：『ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに上がる』

　と、右横、成なる実みの機動殻が手を挙げた。

『一応、出力設せつ定ていや装そう甲こう位置など組み換えて、上じよう昇しよう主体の脱だつ出しゆつ速度でも三人分ぶんは運べるわ。──キヨナリは？』

「拙せつ僧そうも、三人分と言ったところか」

　じゃあ、とミトツダイラが王賜剣エクスカリバーをメアリに返しながら言う。提案の笑えみ顔で、

「メアリと第一特とく務む、二ふた代よを第二特務が運んで下さいな。それでそちらの定員三人。こっち、成実組は、正まさ純ずみと智とも、そして三人目の私が、銀ぎん鎖さで王とホライゾンを連れて──」

　言っていて、ミトツダイラは自分の計算に気付いたらしい。

「…………」

　動かなくなったミトツダイラに合わせるように、皆も動きを止め、

・武　蔵：『鎖くさりでまとめて搭とう乗じよう人数を少なくしても、重量は変わらないのでは？　──以上』

・学　長：『最近、そういう脳のう機き転てん系けいのテスト、増えたよねえ。あれ、どうなの？』

・あさま：『他ひ人と事ごと！　他人事で論ろん評ぴようしてますよね!?　今、そうですよね!?』

・賢姉様：『…………』

・未熟者：『葵あおい姉あね君、何で僕を睨にらむんだよ!?　僕は何もしてないよ!?』

　してないのがいかんのじゃないか、と正まさ純ずみは思う。が、成実が百足むかでの顎あごに手を当て、

『重量的には四人分くらいが限界かしら。ちょっと不安定になりそうね……』

・●　画：『だったらこっちに任せなさい！　──すぐ行くわよ！』

・副会長：『ナルゼか！　そっちは空あけられるのか？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナルゼが答え、ナイトの声が続いてきた。

・金マル：『柴しば田た艦かん隊たいが南に撤てつ退たいし始めてる！　柴田勢もノヴゴロドから脱出してる！

　……早めに離れないとヤバい事になるよ！』





●






　ナイトは、ナルゼを夜空の中で抱きしめていた。

　黒嬢シユヴアルツフローレンと白嬢ヴアイスフローレンの合がつ体たい状態。文字通りの双嬢ツヴアイフローレンとなった高こう加か速そくで、ノヴゴロド市し庁ちよう舎しやへの突とつ入にゆうを敢かん行こうするつもりだ。

　……急がないと。

　今、北部の上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦かん隊たいも、ノヴゴロドから離れ、下降しつつある。ノヴゴロドが爆ばく発はつした際に生まれる暴ぼう風ふうと気流を大きく受けないようにする構えだ。

　既すでにノヴゴロドの下部は、出力系けいのある位置を中心として、光を帯びている。

　と、速度の中で、抱きしめ合う相手が問うてきた。

「マルゴット、……落下が始まってるの解わかる？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、減げん衰すい感かん知ちだと、出力系けいの流りゆう体たいが中ちゆう途と半はん端ぱに抜けてるかな。行き場を失って過か熱ねつ昇しよう華かしてるんだと思う。このままだと、確かに墜つい落らくと同時に残ざん存ぞん燃料に起き爆ばくするよ」

　風を抜き、巨きよ大だいな浮ふ上じよう都市に向かう視し界かいはそれを見ていた。ノヴゴロドの下部から、フレアのような光の弧こ柱ちゆうが、幾いく重えにも生まれ、己おのれを循じゆん環かんさせているのを、だ。

　この繰り返しが、墜落によって内部の燃料に伝でん播ぱした時、ノヴゴロドは巨大な爆ばく弾だんとして吹き飛ぶ事になるだろう。

・武　蔵：『ノヴゴロドの場合、内部の出力系の型式が不明ですが、ノヴゴロド自体の大きさもあり、ノヴゴロドの破は壊かいを第一の被ひ害がいとする一方、周辺にはその破は片へんの飛ひ散さんと、衝しよう撃げき波はによる二次被害の方が大きいと判はん断だん出来ます。──以上』

・●　画：『殺さつ傷しよう能力上げるのに鉄てつ屑くず仕込んだ爆ばく弾だんのようなものじゃない。被害範はん囲いはどのくらいになるの？』

・武　蔵：『これだけの巨きよ大だい建造物が爆ばく破はされた記録は、神かみ代よの抽ちゆう象しよう的なものしか現げん存そんしません。ただ、今までのケースから述べるならば、……最大半はん径けい約七十キロ。有効威い力りよく圏けんは半径二十一キロに及ぶでしょう』

・賢姉様：『フフ、詰んだ！　また詰んだわね！　私、賢かしこい御お脳のうで最近思うんだけど、どいつもこいつも都市破壊するたびに私達の人生って詰みまくるように出来てるんじゃない!?　浅あさ間ま！　これから浅間神社に行ってアンタの部屋に侵しん入にゆうさせて貰もらうけど、詰む前に何かしておいて欲しい事ある!?　派は手で目めの下着の処分とか！』

・あさま：『そんなの無いからいいです。それより、部屋の右に置いてある伝讃筐体ＰＣの横に毒どく味みのエロゲが積んであるんで、全部トーリ君名めい義ぎで焼しよう却きやくしといて貰えますか？　あと、筐きよう体たい内の〝毒味〟封荷フオルダを削さく除じよしておいて下さい』

・俺　　：『や、やめろよう！　俺おれの、俺の……！　えぐっ、えぐっ、ひどい……』

・●　画：『救たすけに行くのが間違いな気がしてきたわ……』

・金マル：『ガっちゃん！　ガっちゃん！　やる気無くすと操そう縦じゆう乱れるよ!!』

　とにかく急ごうかなー、とナイトは思った。ノヴゴロド市し庁ちよう舎しやの直上から行くために、浮上島とうが視し界かいより広くなった時点で上昇を掛け、放ほう物ぶつ線せんを描くように軌き道どうをとる。

　その瞬しゆん間かんだった。自分達の直下を、ノヴゴロドへと突き抜けていくものがあった。

　……え？

　一いつ瞬しゆん、ナイトが戸と惑まどったのは、それが、見た事のあるような形状をしていたからだ。

　あれは、と思った言葉の先を、抱きしめ合うナルゼが叫んだ。

「──双嬢ツヴアイフローレン!?」





●






　金と黒の翼つばさ。白と黒の翼。

　それはナルゼが視し界かいに収めるもの。多重ウイングを有するその形状は合がつ体たい状態で飛ひ翔しようする自分達の姿すがたによく似ている。が、明確な違いが一つあった。

　……重力固こ定てい式しき……！

　翼も、外がい殻かくも、自分達の使用する白嬢ヴアイスフローレンや黒嬢シユヴアルツフローレンのようなボルト固定や展開関かん節せつの固定ではない。加か速そく器きもウイングも重力固定されたもので、全体は鋭く大きい。

「あれは……!?」

　解わからない。

　操そう縦じゆうしている者達も、上からだと見えはしない。しかし、ウイングには〝見下し魔山エーデルブロツケン〟のエンブレムがついていた。ならば、

「……私達のと、別バージョンの黒嬢と白嬢!?」

　その可能性は高い。自分達のものも、性能証明プルーフはとれているが、試し作さく段階なのだ。バージョン違いの競きよう合ごう機きがあったとしてもおかしくない。

　だが、上昇軌き道どうに入ったこちらから見る相手の所属が問題だ。レールウイングや機殻箒シヤーレベーゼンに幾いくつも描かれた紋もん章しようはM. H. R. R.神聖ローマ帝国のもの。更さらにはエンブレムとして示されているのは、〝SPEER-04〟と、〝SPEER-05〟。

　その二つの表ひよう記きが示すのは、十じつ本ぽん槍やりの四番と五番だ。

　更には、もはや眼がん下かを行く敵の双嬢が、

「ガっちゃん、向こう、変形するよ！」

　重力固定式ならば、フレームや展開関節を持っていない。だから加速器やウイングの位置を自由に構成する事が出来る。

　ゆえに敵は、後部側に多くの加速器を集中。後はその大だい加速で、

「……！」

　一いつ瞬しゆんで、距離を空あけられた。

　こちらが上昇軌道に入っていた事など、言いい訳わけにもならない。確実に向こうは、蹴けり飛ばされたような勢いを得て、空に加速の線を残した。

　大気を切り裂さいた白の霧きりと、流りゆう体たいの残ざん光こう線せんだ。

　そして、大気を割った音が後から響ひびいてきた時には、飛翔する敵の姿すがたは、ノヴゴロド直上を通過するところだった。

　撒まかれたのだ。
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　繁しげ長ながは、その一いつ瞬しゆんに立ち会った。

　上空と言うよりも頭上、身をかがめさせるような高さを行くのは、

　……機き鳳ほう!?

　違う。金と黒の翼つばさが見えたが、それは機殻箒シヤーレベーゼンを上下中央に据すえた魔女テクノヘクセンの加か速そく器きだ。

　もはや風を壁のように叩たたきつけ、宙をジャンプしていった鉄の翼は、気が付けば北の空を一いつ直線に上昇している。

　既すでに、正面にいた福ふく島しまと清きよ正まさの姿すがたは消えている。空を上昇し、西回りで南へと去っていく流りゆう体たい光こうの主ぬしが、かっさらっていったのだ。そして、代わりというように、

「武蔵むさしの魔女が来たか!!」

　双嬢ツヴアイフローレンと呼ばれる二人が、市し庁ちよう舎しやの屋根穴あなに、減げん速そく無しで飛び込んだ。

　風が散り、市庁舎の屋根が膨ふくらんで剝はがれ飛ぶ。そんな破は壊かいと音の中で、繁長はしかし、全ての結果を見み届とどけず、立ち去ろうとした。

　急ぎ、北にてまだ自分を待っている輸ゆ送そう艦かんと合流する。そのつもりだ。だが、

　……間に合うか……!?

　北部の輸送艦の出しゆつ港こうが遅れている。

　ノヴゴロドが緩やかな降下を始めているため、桟さん橋ばし式しきで乗り込むのではなく、懸けん架か網あみを使用した確かく保ほに切り替えているせいもある。が、最大の理由は、柴しば田た艦かん隊たいの砲ほう撃げきだ。先に退たい避ひした柴田艦隊は、西から来るキャベンディッシュ艦の牽けん制せいを東に下がって遠ざけながら、上越露西亜スヴイエート・ルーシの主力艦隊を射しや程てい距離に収めていた。

　砲撃は実じつ弾だん。当たるかどうかは照しよう準じゆんよりも密みつ度どで決まるような長距離射しや撃げきだが、時とき折おりの着ちやく弾だんに対し、北部陸りく港みなとを守る上越露西亜艦隊が北部上空を離れられず、全体が停てい滞たいしている。

「……残ざん存ぞんの脱だつ出しゆつを守る主力が、全体の蓋ふたになって動きを止めざるをえないのか！」

　更さらには、新たな動きが生まれていた。

　足あし下もとが浮くような感覚。

　ノヴゴロドが、一気に高度を落とし始めたのだ。





●






　巨きよ大だいな島しま影かげが、一いつ瞬しゆんで百メートルほど落ちた。

　空が鳴り、下に押された大気がノヴゴロドの形に広がって、空に白い霧きりを作った。

　北部、陸港にて、輸送艦群ぐんが安定を失っていた。ノヴゴロドが急きゆう速そく落下しただけならばともかく、それがすぐに元の落下速度に戻ったため、大気が反はん射しやしたのだ。

　上下に振り回された輸送艦達は、懸けん架か中の仲間達を必死に保とうとし、大きく揺れた。

　そして、再び、皆の眼がん下かで光が走った。

　第二の誘ゆう爆ばくだ。先さき程ほどよりも更さらに規き模ぼが大きい。だから、

「……!!」

　ノヴゴロドが揺れ、再び落ちようとした。崩くずれかけた艦かん隊たいにとっては、致ち命めいの状況だ。

　轟ごう音おんが連続し、瓦が礫れきが爆ばく砕さいして滝たきのように散った。しかし、

「……え？」

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの輸ゆ送そう艦かん群ぐんは、惑まどっていたが、落ちていなかった。懸けん架かの戦せん士し団だんも、皆、振り回されてはいたものの、墜つい落らくという状況には陥おちいっていない。

　起きる筈はずだった莫ばく大だいな気流の乱れが生じていないのだ。

　やった、とか、助かった、という声が、魔ま神じん族ぞくの口から安あん堵どとして漏もれ出る中、幾いくつかの声が、同じ言葉を作った。

「どうして……」

　彼らは眼がん下か、ノヴゴロドの下を見ていた。

　崩くずれていくノヴゴロドの底。それを、下から支えているものがあるのだ。

「どうして聚じゆ楽らく第だいが、ノヴゴロドを支えている……!?」







[image: 第九十四章『天気雨の狐』]
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「駒こま姫ひめ……」

　ノヴゴロド北東の空。柴しば田た艦かん隊たいへの牽けん制せいに出ようとしていた最上もがみ艦隊の先頭で、一つの名前を小さく呼ぶ姿すがたがあった。山やま形がた城じようの艦かん橋きよう上。二本の大おお扇せん子すを携たずさえているのは、最上・義よし光あきだ。彼女は、閉じた扇子を額ひたいに当て、目を伏せると、

「……約束よのう」

　そうとも、と、彼女は、ノヴゴロドの落下で生まれた風を浴びる。

　太い風だ。地上を反はん射しやして下から届くそれに髪かみを任せ、彼女は言う。

「奥おう州しゆう、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、そう言ったものを守ると約束し、それがために、自じ害がいを選んだのであったのよのう……」

　ならば、

「駒姫。お前は賢かしこい子よ。その約束、違たがえず果たしてみやれ。……母は逃げず、見届け、見守るとしようぞえ」
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　駒姫は、流りゆう体たい燃料による過か熱ねつ延えん焼しようを始めた艦橋内にいた。

　朱しゆの炎ほのおよりも出力不ふ備びによって破は裂れつした流体燃料管かんが、艦橋内の各所で、光から生まれる熱気と火を上げる。

　それは艦橋のみならず、廊下や階下、各部にて破は裂れつと震しん動どうを起こし、幾いくつもの響ひびきを艦橋へと送ってきていた。

　だが、そんな艦橋の中で、駒姫は一人、聚じゆ楽らく第だいの総そう員いんに緊きん急きゆう退たい艦かん指し示じを出した。

　既すでに皆はそれを汲くみ、脱だつ出しゆつ艇ていで柴田艦隊への発進を行っている。だから今、火を噴ふき、流体光こうの暴あばれる艦橋にて言葉を交わすのは、自分と、通つう神しん用の表示枠インシヤ・コトブだけだ。

　声のみで、脱出艇にいる副ふく艦かん長ちようが言葉を飛ばしてくる。

『艦長代だい理り！　総員確かく認にん。現在、柴田艦隊への合流要よう請せいを出しながら進行中です！』

「Shaja。──ノヴゴロドが落下、爆ばく発はつすれば柴田艦隊の位置でも影えい響きようを受けます。聚楽第の防ぼう護ご障しよう壁へきを全開で掛け、重力航こう行こうの出力を外部展てん開かいすれば、落下速度を落とし、崩ほう壊かいを遅くする事が可能です。だから──」

　だから、

「秀ひで次つぐ様をどうか連れて、安全な場所に！」

『Shaja……！　しかし艦長代理、貴女あなたは──』

「大だい丈じよう夫ぶです。私の残念は、秀次様と共にいたいという事ですから」

　ほんの数分前なら、恥はずかしくて口にも出来ないような台詞せりふだ。だが、今はそれを確かな理由として言う事が出来る。

「──私は霊れい体たいです。死にませんから、大だい丈じよう夫ぶです。それと副ふく艦かん長ちよう」

『何でしょう』

「丹に羽わ様の御お願ねがいもあったんだと思いますけど、皆さん、私にいろいろ教えてくれて、話をしてくれて、有あり難がとう御ご座ざいました。御お陰かげで、各部制せい御ぎよなど、自動設せつ定てい頼みですけど何とかなりそうです」

　告げた言葉に、副艦長がゆっくりと応こたえを送ってきた。

『まだまだです。まだまだ操そう艦かんが荒い。──教えねばならない事はまだあります』

「Shaja、その時はまた、宜よろしく御願いします」

　応答をしながら、駒こま姫ひめは思った。これでいい、と。

　掠かすれ、消えてはまた映る表示枠インシヤ・コトブでは、艦の状況が見えている。既すでに武蔵むさしの一いち撃げきの余よ波はで被害を受けていた聚じゆ楽らく第だいは、ノヴゴロドの落下を支えるという無む茶ちやに対し、

「頑がん張ばって」

　言い聞かせながら、駒こま姫ひめは各部の出力経けい路ろを操そう作さする。崩ほう壊かいや故こ障しよう、過か剰じよう出力で経路が停まった部分を迂う回かいさせ、全体の出力分ぶん配ぱいを守っていく。聚楽第ほどの大型艦では経路は無数にあり、非常時用ようの補ほ助じよ経路もある。だからそれを表示枠で指し示じし、

「頑張って……！」

　通った。幾いくつかはもう使えていないが、主となる部分が七割ほどの回復を見せた。艦かん橋きようの外から、目に見える光として多た重じゆう化かした防ぼう護ご障しよう壁へきが光り、空からは、

「わ」

　甲かん板ぱんに、幾いくつもの巨きよ大だいな瓦が礫れきが落ちてきた。耳を塞ふさぎたくなるほどの大だい音おんが上からの打だ撃げきとして聞こえる。ノヴゴロドの落らつ下か速度が落ちたため、反動で外がい殻かくの破は片へんが落ちてきたのだ。

　しかし、確かに落下速度の停てい滞たいは出来ているらしい。

　衝しよう撃げきで、更さらに聚楽第の中で爆ばく発はつが起き、震しん動どうが生じた。表示枠内ないで、左さ舷げん後部の反応が消えた。それは、左舷側の加か速そく器きをやられたという事であり、

　……もはや、逃げられないですね。

　だから、決めた。やるだけの事をやる、と。

「あと、するべき事は……」

　流りゆう体たい燃料の供きよう給きゆうに、未いまだにリミッターが掛けられている。この数分で全ての燃料を使い尽くすようにしたいのだが、そんな設定は当然、艦側に無い。

　ならば、と駒姫は、天てん井じようから降る火ひ花ばなを手で翳かざして避けながら、艦長が立つべき艦橋奥おく部ぶへと走った。そこには非常用として展開した手動式の各部操そう作さ器きがある。艦橋側の表示枠から伝わる通つう神しん操作が途と切ぎれた時、物理仲ちゆう介かいを用いて直接操作するものだ。

　計けい器き類るいは動いている。補助用の表示枠も展開している。行ける、と駒姫はそう思った。

　動作確かく認にんの上、五つある制せい御ぎよ弁べんの開放を駒こま姫ひめは行う。スライドスイッチのハンドルを摑つかみ、後部側から順に押し込んでいく。

　これが出来れば、今よりも強くノヴゴロドを支えて行ける。だから、

「ちゃんとしないと……」

　完全に支え切れるものではないと解わかっている。きっと、自分はノヴゴロドと共に、この聚じゆ楽らく第だいごと墜つい落らくし、爆ばく発はつに消えるだろうと、そう思う。だけど、

「……秀ひで次つぐ様、無事で逃のがれられればいいし。……確かめるの、怖こわいし」

　秀次が目覚めなかったのは、残念の関係ではないと、駒姫には薄うす々うす解っている。彼が目覚めないのは、青せい竜りゆうに自分を構成する流りゆう体たいを奪うばわれていたからだと。

　だけど、青竜から解放された彼が、もし目覚めたならば、

「私といきなり結婚していて、私の残念が、秀次様といたい事だと解って……」

　どうなんだろう。こんな時に思う事ではないと、そうも考えるが、

　……もう、秀次様は、退たい避ひしているから。

　青竜から解放され、安あん堵どに眠ったような状態の彼が、撤てつ退たいする副ふく艦かん長ちよう達に運ばれていったのを見た。

　もはやここには、自分一人しかいない。だから、

「しっかりしよう」

　ノヴゴロドを限界まで支え、退避の人々がそれを完かん遂すいするまでを応援する。それが今、自分にだけ出来る事だと、駒姫がそう思った時だ。

　……熱？

　背後。不ふ意いの熱気が背を押してきた。何事かと振り返った、その時だった。

　艦かん橋きように入るための扉とびらが真まっ赤かに焼け、

「……!?」

　フラッシュオーバーによる熱気の爆ばく発はつが、駒姫を吹き飛ばし、艦橋内を一気に焼いた。
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　聚じゆ楽らく第だいが、火を噴ふいた。

　ノヴゴロド北部上空。輸ゆ送そう艦かん上からの懸けん架か網あみに右腕一本で摑つかまっていた繁しげ長ながは、聚楽第上部階かい層そうが流りゆう体たい光こうを基礎とした焰ほのおにまみれたのを視し認にんした。

　流体燃料が過か熱ねつし、経けい路ろ不備やその破は裂れつ部から爆発したのだ。

　駒姫がやろうとしているのは聚楽第の出力を全開にする事だと予測は出来る。ならば、逆の結果となっているこの状況の原因は、

　……上空からの瓦が礫れきやダメージによる艦の歪ゆがみであるか！

　聚楽第の防ぼう護ご障しよう壁へきや緩かん衝しよう術じゆつ式しきは、七キロ四し方ほうをカバー出来る聚楽第の出力によって、ノヴゴロド下部を覆おおっている。半はん重力航こう行こうを行うための重力制せい御ぎよも、緩かん衝しよう術じゆつ式しきを介かいして、聚じゆ楽らく第だいの加か速そく部ぶから、防ぼう護ご障しよう壁へきに当てられている。

　聚楽第自じ体たいは、現在、単なる流りゆう体たい燃料庫こであり、防護も移動も出来ない状態だ。浮いているのも、緩かん衝しよう術式で上下に突っ張った制御重力のバランス点にいるからでしかない。

　救いに行きたくても、落ちる巨きよ大だいな瓦が礫れきや重力バランスの軋きしみがある。しかし、また、下方から鉄の悲鳴が響ひびいた。聚楽第の上部甲かん板ぱんが上からの見えぬ重さによって砕くだけ、

「……駒こま姫ひめ！」

　聚楽第が、下か層そう部においても火を噴ふいた。
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　駒姫は、ふと、意識を戻した。

　壁に叩たたきつけられ、気を失っていたと言えばいいのかもしれないが、

　……霊れい体たいですから。

　脳のう震しん盪とうが再現されるのは、加か護ごを得た武器で殴なぐられた時だけだ。今は、流体の炎ほのおなどがある現場だが、

「壁に叩きつけられてビックリして、どうしたらいいか解わからなくなっていただけ、……と」

　身を壁から剝はがして、右手を前に着く。その姿し勢せいから膝ひざを入れ、立ち上がり、

「あ……」

　操そう作さ器きの前に立つ自分。その左腰の辺りが、崩くずれている。衣服のほころびの断面は流体の光を帯びていて、腰のラインを失っている。

　炎に焼かれたか、過か熱ねつした流体燃料によって溶けたのだろう。手で触れてみると、肌はだの感かん触しよくがあり、骨が内側にあるのも感じられる。霊体としての概がい念ねんより、流体の概念として崩れてしまったという事か。

　治るのかな、と思って、ふと、苦く笑しようした。非ひ加護のダメージであっても、流体の型が崩されるほどの強度攻こう撃げきでは霊体を破は壊かい出来るのだ。このまま落下し、艦かんがノヴゴロドと共に爆ばく発はつすれば、自分は確実にいなくなる。

　見み栄ばえなんて気にするなと、そう思って、眼前の操作器に手を着こうとした。

　左腕が無かった。

　気付き、一いつ瞬しゆんだけ床を見たが、どこにも無い。

　駒姫は自分を支えるように、手を操作器に着いた。右奥おく側がわに艦かん橋きようの天てん井じよう構造体が柱のように落ちているが、手動式の操作器は、

「動く……」

　出力経路のレバー。五つの内、まだ二本が動かされていない。だから、

「……ん」

　右腕一本。崩くずれた身体からだを、それでもばねのようにして、一つを押し込んだ。

　堅い。腕一本というだけではなく、何かが引っかかっている。だが、一つを押し込み切って、もう一本に手を掛ける。

　これをやれば終わりだ。だから、

「ん……、っ！」

　押し込んだ。初めの内、押し返されるような反動があり、しかし、

　……行った！

　押し込めた。金属の嚙かむ音が入り、押し切った事が解わかる。

　これで五つ。完全に経けい路ろが成った。だから、

「やった」

　と息を吐き、身を起こした時だ。駒こま姫ひめはそれを見た。

　二つ目の制せい御ぎよレバーが、戻っている。
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　……噓うそ。

　手しゆ動どう操そう作さ器きは、向こうからのフィードバックが無い、一方的なものの筈はずだ。

「だとすると、これは、天てん井じようからの落下物が操作器を歪ゆがめて……」

　二つ目の制御レバーのロックが利かない。レバーは止めを失って落ちてきたのだ。だから押し込み直し、手で押さえつければいい。それは、ここから離れられないという事を示すが、

「……！」

　駒姫は右手でレバーを摑つかみ、押し込んだ。しかし、

　……入らない!?

　艦かんの軋きしみが聞こえると同時に、天井から新しく流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきが上がった。

　艦かん橋きよう自体が歪ゆがみ、操作器も変形を続けているのだ。だから二本目のレバーが、そのスライド途と中ちゆうで緩かん衝しようを受け、動かない。二度、三度、とやっても、ある一定の位置から動かず、

「……っ！」

　駒姫は、全身を振って操作器を叩たたいた。鉄の音が響ひびき、しかし、跳ね返っただけだ。艦が伝える軋みや揺れのような力は自分に無い。

　そして、空を見る窓から、光が消えていく。

　ノヴゴロドを支えるために展開した防ぼう護ご障しよう壁へきが、穴を得るように消えていくのだ。

　その隙すき間まから瓦が礫れきが落ち、ノヴゴロドが大気を押す音が響いてくる。

　このままだと、聚じゆ楽らく第だいはノヴゴロドを支える事も出来ず、共に落ちていく。

「やだ……」

　全身をぶつけるようにして、駒姫はレバーを動かそうとする。が、駄だ目めだ。

「や……」

　何な故ぜに涙が出るのか。脚あしをあげ、レバーを蹴けりつけてもみるが、これも駄だ目めだ。近くにあった、細い構造体を摑つかみ、スイングで叩たたきつけるが、

「っ」

　金属音おんと共に、構造体が指を弾はじいて宙に舞った。

　痛みが手にあり、駒こま姫ひめは、やはり微び動どうだにしないレバーを見るだけだ。

「く……」

　涙が、息を吸うと更さらに大きくこぼれた。応じるように、艦かん橋きようの前半分が焼け落ちた。天てん井じようが崩くずれ、流りゆう体たいの飛沫しぶきが滝たきのように光のカーテンを作った。それに照らされながら、駒姫は、息を更に深く吸い、

「……約束、諦あきらめないから」

　だから、と駒姫は、表示枠インシヤ・コトブを開いた。操そう艦かん制せい御ぎよのものだ。既すでに聚じゆ楽らく第だいの全体は、危険を知らせる赤の表ひよう示じや、制御不能を示す黒の塗り潰つぶしが広がっている。だが、中央の制御系けいは動いている。ならば、

「防ぼう護ご障しよう壁へきへの出力が全ぜん開かい状態に出来ないなら、……艦の重力制御を最大加か速そくにして」

　最小限の防護障壁を重力固こ定ていし、聚楽第をノヴゴロドに激げき突とつさせる。

　打だ撃げきは一いつ瞬しゆんだが、力を失っていくだけの現状よりも、ノヴゴロドの落下力を相そう殺さい出来る。

　無む論ろん、それをやれば、聚楽第は自分の加速力と、重力制御の圧あつ迫ぱくによって自じ壊かいする。自分とて、ここでいなくなる。だけど、

「……約束、ですもんね」

　鮭しやけ延のべさんみたいな口く調ちよう、と思うと、笑えみがこぼれた。

　だけど昔に誓ちかった。奥おう州しゆう、上越露西亜スヴイエート・ルーシを平和なままで保ち、そして、

「──うん」

　名前を捨てて、好きな人と、遠く何処いずこかで、ずっと生き続けようと、そんな事を約束した。

　最後の約束は守れなかったけど、それは、自分にとって都つ合ごういい約束だからだろう。

　自分がいなくなれば、秀ひで次つぐの自じ害がいも間接的に成立出来る筈はずだ。それもあって自害したのに、彼の方も自害するとは計算外だった。

　だけど、霊れい体たいの身として、秀次の襲しゆう名めいから解放されたら、彼は自由だ。伊達だて家けに復帰するのも、他の場に行くのも有りだろう。

　その自由のきっかけを、自分がいなくなる事で作れるなら、これから為なす事に意味もある。

　自分以外のものを守る事が出来たと、駒姫は現状を結論し、

「そうしましょう」

　表示枠に手を掛けた。聚楽第の半はん重力航こう行こうを全速に指定。そして、上昇するために艦の角度を上に傾け、

「……うん」

　ノヴゴロドの底を、正面に見み据すえた。表示枠インシヤ・コトブに掛けた手を、押そうとする。だが、

『最上もがみ・駒こま姫ひめ!!』

　不意の通つう神しんが艦かん橋きよう内に響ひびいた。
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　駒姫にとって、それは、知っているようで、面めん識しきの無い声だった。

　……武蔵むさしの、副会長？

　何な故ぜ、P.A.Odaの聚じゆ楽らく第だいに、通神がオープンで入るのか。しかし、そんな疑問よりも、届いてくる通神の声が身を貫つらぬいた。

『最上・駒姫！　武蔵総そう長ちよう兼けん生徒会長代だい理りとして、武蔵副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみが君に告げる！』

　それは、

『武蔵はこれより、君を失わせないために行動する』
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「そーいう事だ」

　ノヴゴロド北の空、ノヴゴロドよりも速く下降し、遠ざかっていく上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦かん隊たいとは別で、八艦構こう成せいの巨きよ大だい都市艦は、その全ぜん容ようをノヴゴロドと等とう速そくで降下させていた。

　中央艦。奥おく多た摩ま後部の橋はし上うえにて、夏服姿すがたの馬ば鹿かがいる。

　馬鹿は、前に銀ぎん狼ろうを。横に銀の髪かみの自じ動どう人形を。背後に術じゆつ式しき制せい御ぎよの巫み女こと踊り子を置き、そして右手側にいる、

「ネシンバラ、オメエの夢ゆめ設定だとこの先どーすんだ一体」

「簡単だね。ノヴゴロドの駆く動どう系けいを武蔵の主しゆ砲ほうで撃うち抜き、吹き飛ばす。そうする事で、墜つい落らく時の誘ゆう爆ばく要因を無くすんだよ」

「先さき程ほど聞いた距離としては、充分に有効で御ご座ざる」

　と、左手側、　望ぼう遠えん術式でメアリと共に測そつ距きよを行っていた点てん蔵ぞうが言う。

「よし、じゃあ、そーいう事だ」
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『なあ、最上の、えーと』

　聞こえてくる男の声に、駒姫は息を詰めた。

　……失わせないって、そんな……。

　無む理りだと、そう思う。だが、

『おい、ウマヒメ』

「コマヒメです……!!」

『おっし、じゃあオメエ、これからオメエがテンション上げるの手伝ってやるからよ。だけどちょっと時間欲ほしいんだわ。だから、ええと、……セージュン、どのくらい？　二分？　なげえよ一分にしとけよ！　……あ、〝武蔵むさし〟、御ご免めん、え、ええと、一分十七秒？　それでオッケー？　手を打てる？　じゃあウマコ、オメエ、それだけ保もたせろ』

「は？」

　は？　じゃねえよ、と向こうが笑った。

『落ちる前に一分十七秒耐たえろ。俺おれ達ゃオメエを救たすける。だから、オメエも救われるように頑がん張ばれ。何しろ俺達ゃ敗戦で追い詰まった可哀かわい想そうな兎うさぎみてえな動物でよ。バニー系けいでな』

　何な故ぜか打だ撃げき音おんが向こうから響ひびいた。しかし、コマヒメには懸け念ねんがある。

「駄だ目めです！　こっち、機械が動かなくて……！」

『うぉ……、う、いってえ……、って、う、動かせよ？』

「……何故疑ぎ問もん形けい？　……というか、動かすなんて、そんな、無む理りな……」

『壊こわれているのですか？』

　女の声だ。冷静さを感じるが、どことなく、心配のような感情もある。不ふ思し議ぎな声だと、そう思いながら、駒こま姫ひめは操そう作さ器きを見た。

　操作器は壊れていない。ただ、歪ゆがみ、制せい御ぎよレバーが動かなくなっているだけだ。だから、

「壊れてはいないです。動かないというか、動かせないだけで……」

『ならば、大だい丈じよう夫ぶです』

　声が、安あん堵どを含んで、こう言った。

『壊れてないならば、動かす事が出来ます。そして、壊れていても、誰だれかの手があれば、また、動き出す事が出来ます。今、手は貴女あなたのものがあります。それがある限りは、貴女は動かす事が出来ます。駒姫様。諦あきらめは捨て、その手に代わりとなるものを摑つかんで下さい』

「貴女は──」

『軽けい食しよく屋やの店員です。──鉄てつ火か場ばには慣れておりますので』

　よく解わからない。が、

　……そうか。

　右の手は無事だ。ならば、と駒姫は手を動かした。表示枠インシヤ・コトブを出し、通つう神しん制せい御ぎよ出来る出力系けいを見直し、現状に合わせた最大出力を設定していく。

　以前ほどではないが、それでも、防ぼう護ご障しよう壁へきが外に戻ってきた。だが、

「…………」

　重じゆう圧あつが上から来て、軋きしみが鳴った。

　ノヴゴロドの落下速そく度ど自体は上がっているのだ。

　しかし、聚じゆ楽らく第だいで支え切らねばならない。だから、

「やります」

　駒こま姫ひめは、口で右の袖そでをくわえ、引いた。袖を肩まで巻いて、改めて動かない二番目の制せい御ぎよレバーを摑つかむ。

　一度引いて、押し込むと、鉄が嚙かみ合う感かん触しよくがある。これが壁だ、と駒姫は思った。これを抜く事が出来れば、行ける、と。

　通つう神しん制御による出力調ちよう整せいで、ノヴゴロドの落下を何ど処こまで保てるかを計算。その結果を武蔵むさし側に送りながら、駒姫は言った。

「今から四十二秒以内。──それまでに聚楽第が最大出力を出せなければ、ノヴゴロドは落下します。もし四十二秒後にノヴゴロドが落ち始めたら──」

『大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれ達が救えるなら、オメエは出来るさ』

　言っている意味が解わからないが、何な故ぜか、大丈夫な気がした。だから駒姫は、

「く……！」

　右の腕に力を込め、制御レバーを押し込んだ。
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　駒姫の通神途と絶ぜつと同時に、武蔵は変形を開始した。

　全ての始まりに、武蔵野むさしの艦かん橋きよう上、全てを見渡せる位置で、〝武蔵〟が両手を後ろに広げた。

「新しん規き装そう備び、掃そう除じなどには使えないものですが──」

　宙から引き抜かれるのは、黒くろ鞘さやの二に刀とうだ。片方は脇わき差ざし、片方は刀。それは流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきと共に〝武蔵〟の手に引かれ出て、そのまま空中に鞘を固定した。

　横、艦橋の天てん面めんに座って煙管キセルをふかす酒さか井いが呟つぶやく。

「〝武蔵〟さん、実はノリノリでしょ？」

「新しい装備を与えられて使いたがらない航こう空くう艦かんが何処いずこにあると？　──以上」

　言って、〝武蔵〟は告げた。

「──では、武蔵の皆様、武蔵王おう、武蔵副ふく王二名の要よう請せいにより、武蔵前方、現状の進行方向障しよう害がい物ぶつ撤てつ去きよのために主しゆ砲ほうを使用致いたします。試し射しやではなく、正式射しや撃げきです。

　尚なお、当とう該がい行為は障害物所しよ有ゆう権利者、ノヴゴロド市長と上越露西亜スヴイエート・ルーシ総そう長ちようの許可を得たものであり、既すでに示じ談だん成立、よって主しゆ砲ほう発はつ射しやを総そう艦かん長ちよう〝武蔵〟がセイフティ解かい除じよします。

　総そう員いん、対たい航空都市級きゆう障害物重力制御砲ほうACC-GC0021〝兼かね定さだ〟を展てん開かい準備。

　今回の展開はメインバレル状態、ACG-GC0021L〝大だい兼かね定さだ〟にて行います。──以上」

　そして〝武蔵〟が宙に浮かせていた鞘から、二刀をゆっくり引き抜いていく。

　その動きに合わせ、武蔵が展開した

　重力航こう行こう状態をベースにした、主砲発射状態を迎えるのだ。
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　最初の変形は、全ぜん艦かんの重力航こう行こう用よう外がい翼よくが展開する事だった。

　だが、その展開が大きい。今まで基本的に武蔵むさし全艦の外そと舷げん側がわ展開が中心だった。が、今は、

「さっき同どう様ようだが、こんどは全部出すぞ!!　手を抜かず一気に合わせていけ!!」

　機き関かん部ぶ部長の指し示じによって、武蔵が内うち舷げん側にまで翼つばさを出す。そして、

「外舷側加か速そく器き！　上昇指示！　外がい艦かんだけで中央二艦を吊つるぞ!!」
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〝武蔵〟の視し界かいが、下がった。

　重力航行の準備時には、外がい壁へきに纏まとう仮か想そう海かいが消える。浮ふ力りよくが消えた分を、前方への加速で補ほ塡てんし、強ごう引いんに前に出る事で〝落ちない〟ようにするのが重力航行だ。だが、現状、加速器にまだ光は入っていない。全ての艦は、ゆっくりと落ちていく。

　落下の動きが、僅わずかな軽さを身に与えたと同時。〝武蔵〟の周囲に表示枠サインフレームが来た。

『浅あさ草くさ、品しな川がわ共に外舷側重力航行加速器群ぐん、水平射しや撃げき展開準じゆん備び完了……！　──以上！』

『多た摩ま、村むら山やま、同様です！　──以上！』

『高たか尾お、青梅おうめも同様です！　──以上！』

『武蔵むさし野の、奥おく多た摩まも同様！　──以上！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵〟は頷うなずいた。そしてゆるりと刃やいばを抜いていき、

「武蔵総そう艦かん、射撃姿し勢せい固定。──以上」

　直後。武蔵の外舷、左右一番から三番までの艦の外で、光が爆ばく発はつした。

　重力航行の加速光こうだ。しかし、それは、前進のために後ろに爆発するのではない。

　下だ。

　外舷全すべての加速器が下に向けられ、

「上出来です。──以上」

　前進の力が、上昇のために、下へとぶちまけられた。
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　繁しげ長ながは、己おのれの旗き艦かんに向かう輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上から、その光こう景けいを見ていた。

　武蔵八艦。その左右三艦が、外舷側から下に向け、広大な光と揺らぎを生んでいる。

　理り屈くつは解わかる。今まで武蔵は、その重力加速器を全て後部向きに固定していた筈はずだ。だが、それを今は、

「改かい修しゆうで、可か動どう式しきにしたのであるか……!?」

　問いかけは、それ自体が答えのようなものだ。外舷側の加速器は一度表おもてに引き出されてから回転し、下方や、支えるのに必要な方向を向いていた。

　外そと舷げんの下方加か速そくの効果は、緩かん衝しよう術じゆつ式しきで内うち舷げん側にも伝でん播ぱされている。ゆえに段々と武蔵むさしの左右艦かんは、その下に光を帯び、

　……光の海を行くような姿すがたに……。

　だが、加速光こうを得ていない艦がある。中央の二艦だ。自然落らつ下か状態の二艦を支えるのは、重力加速の光ではない。鉄の音を響ひびかせて張り、お互いを結び合う牽けん引いん帯たいだった。

　何な故ぜそんな事を、と思う間もない。鉄の悲鳴にも似た音が上がり、牽引帯に引かれた中央二艦が、空中で震しん動どうする。

　左右艦内うち側がわに見える光は、牽引帯の引き出し部から発される火ひ花ばなだろう。時とき折おり、懸けん架かされて艦が上下に伸びる事で、装そう甲こうが剝はがれ、夜の空に散っていくのが見える。

　それだけの無む茶ちやをやって、どうするのか。

　繁しげ長ながの視線の先、しかし、中央二艦の降こう下か速度は落ちた。

　左右艦に吊つられ、支えられていくのだ。
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　身体からだが浮き、風がすくい上げるような全面を空に返していく中、〝武蔵〟はゆっくりと二に刀とうの刃やいばを抜き切った。

　同時。左右艦から伸びる牽引帯が余よ剰じよう分ぶんも含め、中央二艦を支え切る。

　しかし、武蔵むさし野のも奥おく多た摩まも、左右から引き上げられ、艦かん体たいが浅いＵの字に曲がる。その歪ゆがみを修しゆう整せいしていくのは、〝武蔵〟が、刀の方の兼かね定さだを眼前に立てていく動きだ。

　彼女の構えに応じて、まず武蔵野先せん端たんバウに搭とう載さいされた直ちよつ剣けん状の衝角ラムが光を帯びた。

　そこに生じた光は、前方に長く同じ形を展開。後部側にも、中央二艦を結ぶリボンのように光を走らせる。そして後部側に行った光は、後部で蝶ちように結ばれた。

　その一方で、

「さて〝武蔵〟さん、体重大だい丈じよう夫ぶ？」

「……年ねん齢れいの次は、体重で来ましたか。──以上」

「いや、だって、今、左右は結けつ構こう大変だよね？　さっき、落ちたし」

「落ちていません。降下です。あと、降下したのは武蔵野と奥多摩なので、〝武蔵〟ではありません。つまり〝武蔵〟は関係ありません。──以上」

・武蔵野：『酒さか井い学長、今の総そう艦かん長ちように挑ちよう発はつ行為は避けて頂けませんか。──以上』

・奥多摩：『ですよね……、ええ、うん、確かに重いですよね……。──以上』

　思し考こう経験を積むいい流れです、と〝武蔵〟は内ない心しんでそう思った。

「さて。……後は、砲ほう身しん展開です。仮か想そう砲身。メインバレル展開します。──以上」

　言って、〝武蔵〟は動いた。

　長い一いつ刀とうを、ゆっくりと眼がん前ぜんに向けたのだ。

　切きつ先さきが向くのは、ノヴゴロドだ。

　だが、それを刺すのは、刀の先せん端たんだけではない。

「武蔵むさし〝大だい兼かね定さだ〟、──メインバレル・オープン。──以上」

　武蔵野むさしの艦かん橋きよう下かが、始まりだった。艦橋下に仕掛けられた加か速そく器きから、流りゆう体たいで作られた砲ほう身しんが前後に生じていく。それは防ぼう護ご障しよう壁へきを重ねて出来た交こう互ご旋せん回かい砲身だ。

　高音を立てて軸じく転てんしていく巨きよ大だいな砲身は、相そう互ご旋回の砲ほう軸じくを前後に重ねながら、まるで塔とうを作るように伸びていく。更さらには、

『有あり明あけ、品しな川がわ、多た摩ま、村むら山やま、青梅おうめ、高たか尾お、──メインバレル・サーブ・スタート。──以上』

『武蔵野、奥おく多た摩ま、──メインバレル・サーブ・スタート。──以上』

　左右各かく艦かんの内うち舷げん側の加速器が、内側を向いた。中央二艦のものは上を向き、全てが重力制せい御ぎよによる光の線で、出来ていく砲身を支える。

　前後に伸びていく砲身と、左右艦の内舷加速器は、等しい高さを持っていた。

「酒さか井い様、……降下した意味が理解出来ましたか？　──以上」

「綺き麗れいなもんだねえ」

　言われ、〝武蔵〟はちらりと酒井を見た。そして吐と息いきで、

「皆にそう伝えておきましょう。──以上」

　砲身が、左右の艦の間を前後に貫つらぬいていく。その後部は、しかし、

「武蔵総そう長ちよう、──武蔵の武を預かる最さい高こう位いに献けん上じよう致いたします。各所連れん動どうのため、補助を御お願ねがい致します。──以上」

『おう、任せてくんな』

　言うなり、光が背後から来た。武蔵総長が、流体供きよう給きゆうの術じゆつ式しきを展開したのだ。
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　橋の上は、祭となっていた。

　橋はし上うえに立つ武蔵総長へと、巨大な砲身が届いていくのに合わせ、彼が流体供給の術式で、

「──始めるか」

　左右約やく二十本。流体供給の接続を示すラインが、宙を鞭むちのように突っ走る。それらは、左右艦の内舷や、中央艦の両りよう舷げんにある加速器を叩たたき、光を与え、

「……！」

　彼の背後。巫み女こが弓を奏かなで、踊り子が舞を行い、その術じゆつを加か圧あつした。

　四十本以上を放っていた流体供給が、その倍ばい以上の数のラインを生み、武蔵内舷側の加速器が楽がつ器きを奏でるように一いつ斉せいに鳴き、

「接続──コンターク!!」

　銀ぎん狼ろうが、伸びてきた砲ほう身しんを、銀ぎん鎖さで確かく保ほ。武蔵むさし側に位置調ちよう整せいを知らせるように、その砲身の尻しりを大きな動きで引き寄せた。直後に艦かん長ちよう代だい理りの声が、

『接続、する、よ……！』
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　柴しば田た艦かん体たいの旗き艦かん〝北きたの庄しよう〟甲かん板ぱん上にて、柴田達は皆、それを見ていた。

「おいおい誰だれだよ、極きよく東とうを暫ざん定てい支配していたお偉い国々ってのはよ……。面めん目ぼく丸まる潰つぶれじゃねえかよ、あれは……」

　砲身長８キロを超える大たい砲ほうの形けい成せいに、柴田が奥おく歯ばを嚙かみつぶすような笑えみを作る。

「防ぼう護ご障しよう壁へきと重力加か速そく制せい御ぎよだけであれだけの大たい砲ほうを作れるってのは、どういう事だ」

　その問いかけに応じたのは、不ふ破わだ。彼女は各部の計測を光学、流りゆう体たい反応などから検けん知ちしつつ、口を開く。

「……三十年間、否、正確には百六十年前に武蔵が飛ひ翔しようし始めてからの蓄ちく積せきだと思います。巨きよ大だい艦のバランスや、防ぼう御ぎよのための重力障壁精せい製せい。そして近年の重力加速器きの技術と、その使用蓄ちく積せきによって作れる……。つまりは〝経験による職人技わざ〟です、あれは」

「最後が俺おれに解わかりやすくて良かったぜ。だけどあれ、どうなんだ？」

　Shaja、と不破は頷うなずいた。彼女は、計測値ちの表を眺ながめ、一気にスクロールさせ、

「半はん壊かいのノヴゴロド程度なら、貫かん通つう可能です。弾だん丸がんの性質によっては、完全に破は壊かい出来る可能性もあります。たとえばですが──」

　ええ、

「武蔵は現在、……安あ芸きの厳いつく島しまクラスの浮ふ上じよう島とうを割れるだけの打だ撃げき力を持っています」

　と、不破が言って、柴田が口くち笛ぶえを軽く吹いた時だった。

　ノヴゴロドの下側で、火が上がった。

　聚じゆ楽らく第だいが艦かん後部から炎ほのおを噴ふき上げたのだ。皆が見る先では、防護障壁も少なくなっており、全てが消えかけている。だとすれば、

「……聚楽第が、落ちるぞ！」
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　駒こま姫ひめは、飛びかけた意識を、戻していた。

　上空から降ってきた瓦が礫れきによる、艦かん橋きよう部ぶ直上への打だ撃げき。それによって落ちた天てん井じよう構造材ざいに打たれ、一いつ瞬しゆんではあるが、意識が飛んでいた。

　今、自分が為なすべきは一つだ。頭上にあるノヴゴロドを支えなければならない。

　自分を救うために、頑がん張ばってくれている人達もいる。だから応こたえたいと、そう思う。

　だが、艦は傾きつつあり、足あし下もとの不確かさは落下が始まった事を教えてくれる。表示枠インシヤ・コトブにあるカウントは、20を切っているのだ。

「うん……」

　頷うなずき、駒こま姫ひめは右手で制せい御ぎよレバーを摑つかみ、押し込む。

　動いた。だが、途と中ちゆうで、やはり、停まる。

　押し込む。

　動かない。だが、押し込み続けるしかない。もはやこれしかない。

　……諦あきらめない！

　そう思い、全身を傾けて行く。肩を入れ、押して、

「……っ」

　鉄の軋きしみが、聞こえた気がした。虫が小さく動くような、鳴くような音。それは確かに、制御レバーの根ね本もとから届き、

　……動いて……！

　思った時だ。聚じゆ楽らく第だいが、重い響ひびきと共に跳ねた。足あし裏うらが浮くほどの衝しよう撃げきだ。レバーから手を離しそうになるのを堪こらえ、駒姫は身を操作器きに押しつける。しかし、

「……！」

　風が上に抜けた。天てん井じようが砕くだけ、張り裂さける音がした。そして空が見えた。だが、吹き飛んだ上部装そう甲こうの向こうに見えるのは、夜空ではなかった。

　ノヴゴロドの底面を作る石せき材ざいの敷き詰めだ。

　巨きよ大だいな建造物の空から、石が落ちてくる。迫ってくる。それでもこちらの直ちよく上じようで、

　……く……！

　駒姫は、制御レバーに掛けた手を離さなかった。

「動いて……！」

　石が届く。自分を潰つぶしに来る。その直前だった。

「不ふ要ようかもしれないけど、救たすけに来たよ」

　自分の右手に、誰だれかの左手が乗った。
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　駒姫は、右を見た。

　そこに、あり得ない姿すがたがあった。

　……秀ひで次つぐ様……。

　違う。

「小こ次じ郎ろう様……!!」

「Ｔｅｓテスタメント．、久し振りだね、駒姫」

　僕は、

「約束を、果たしに来たよ」

　片かた竜りゆう角づのの少年は、そう言って、右手をまず挙げた。すると、彼の動きに応じて、頭上を影が走った。流りゆう体たいで出来た巨きよ大だいな腕。青せい竜りゆうの流体状態の右腕だ。

　彼、小こ次じ郎ろうは、青の鉄てつ腕わんを持って、落下する石せき材ざいを打だ撃げきした。

　轟ごう音おんが傘かさとなり、全てが防がれ、守られる。

　そして駒こま姫ひめは、彼がこちらに振り向くのを見た。

　目が、笑っていた。

「発はつ着ちやく場のロビーで寝かされていたんだけど、置き手紙があったよ。丹に羽わという人からの指し示じらしく、……通つう神しんなど、武蔵むさし側と繫つないでおくので、二人で事に当たるようにと。

　それこそが、──夫婦の初めて為なす事だって」

「す、すいません……」

　駒姫は、非常事じ態たいだというのに、居たたまれない心を得る。

「じょ、状況が状況だというのに、勝かつ手てに側そく室しつの座ざに座って……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。僕の残念は、君と同じだ」

「────」

　こちらの手に乗った彼の左手から、青白い光がそよいでくる。

　竜の力だ。本来の、正しくある、青竜に守られた伊達だての眷けん属ぞくの持つ竜りゆう神じんの力。それはこちらの身体からだを覆おおい、

「あ……」

　左腕と、腰が、形作られていく。素すの腕を見せる事を恥はずかしいと思いながら、しかし、駒姫は、小次郎と視線を合わせ、頷うなずいた。

「じゃあ」

　駒姫は、小次郎と二人で、制せい御ぎよレバーを摑つかんだ。

　力強く前に、己おのれを支えるようにした手に。上から巨大な豪ごう腕わんが重なる。

　青竜の右手だ。その光と力に守られるようにして、駒姫は言った。

「行きます……！」
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　関かん東とうIZUMO西部の空。

　有あり明あけの守備についていた伊達家け旗き艦かん〝青あお葉ば城じよう〟の甲かん板ぱん上で、一人の少女が息を吐いた。

　彼女の背後には、青い光の門が、薄く立ち上がっている。だが、それは暴ぼう風ふうも生まず、鼓こ動どうのような明めい滅めつをしているだけだ。

　少女が、手にしていた大だい刀とうを甲板につき、隻せき眼がんを西に向けた。

「小次郎。……青竜の力を正しく使うのは、お前の方が先となったか」

　力の無い、しかし確かな笑えみを、彼女はそちらに送り、こう言った。

「伊達だて家けを救う道をつけたお前の決断に、私達は……」

　首を振り、俯うつむき掛けた顔を上げ直し、こう言った。

「……忘れないとも」
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『トーリ様。浅あさ草くさと品しな川がわより測そく位い判定有あり。ノヴゴロド底部、聚じゆ楽らく第だいが出力復ふつ帰きしました。

　ノヴゴロドの高度が安定します！　──以上！』

〝武蔵むさし〟の通つう神しんと同時に、砲ほう身しんの向きが確定した。

　巨きよ大だいな砲身の底を前にするトーリの正面。そこに、照しよう準じゆんの表示枠サインフレームが展開する。

　おおう、と、自分の正面に来た砲身終しゆう端たん。射しや撃げき部を前に、トーリが笑った。

「俺おれ達、随ずい分ぶんと派は手でなもん作ってたんだなあ」

　と、馬ば鹿かは、背後、皆の後ろで腕を組んでいる正まさ純ずみを見た。

「なあセージュン、どうやって撃うつの？　さっき、オメエ、やったんだろ？」

「指し揮きを執とるには執ったが……、ショートバレルの〝小しよう兼かね定さだ〟の試し射しやは出力三割。真ま下した撃ちだったから砲身の歪ゆがみも無しで、サーブもほとんど無しだった。弾だん丸がんも非ひ貫かん通つうの空くう砲ほうに近い。

　……だから、正式に撃つのはこれが初めてとなる」

　ふうん、と馬鹿が、正純と話すため、後ろを向いた。

　寄りかかるものは、と、馬鹿が近くの表示枠に手を乗せ、

「で、どうやって撃つの？」

「照しよう準じゆんは〝武蔵〟がつけてくれてる」

「じゃあ、何か掛け声とか必要？　〝武蔵ビィーム！〟とか〝点てん蔵ぞう股こ間かんショートバレル光線！〟とか〝侘わび寂さびィ──ム!!〟とか」

「な、何でこっちにネタを振るで御ご座ざるか！　現在、測そつ距きよ継けい続ぞく中なので御座るからネタを振られてもいいリアクションとれぬで御座るよ！」

『おい貴き様さまら、武蔵むさし野の艦かん首しゆで正面測距してる拙せつ僧しやや成なる実みも混ぜろ』

『総そう艦かん長ちようとして言いますが、変な掛け声はお止やめ下さい。特に二つ目は。──以上』

「んー、〝武蔵〟からリテーク来ちまったか。──おっし、じゃあ、皆、三秒以内にいい掛け声考えろ」

「おい待て馬鹿」

「うーん……、セージュン君、それは掛け声としちゃちょっと面白くねえかなあ……」

　いえ、あの、と声を掛けてきたのは、ミトツダイラと、浅あさ間まだ。二人は馬鹿が手を乗せて腰掛けている実体判はん定てい付きの表示枠に視線を向けている。そしてまずミトツダイラが、

「ちょ、ちょっと、それ、我が王？　見て頂けません？」

「え、ええ、トーリ君。ちょっとそれ、あの、マズいかも」

　馬ば鹿かが、ん？　と二人の視線を追う。その先を、正まさ純ずみも改めて指さした。

「おい、よく見ろ、それ」

「んー？」

　馬鹿が覗のぞき込むようにした表示枠サインフレームには、〝承しよう認にん〟の文字と、載のせた形の手て形がたがある。

　あれ？　と自分の手と、承認手形を見比べた馬鹿は、数秒してから、はっとして巨きよ大だいな砲ほう身しんに視線を向けた。

　既すでに砲身が相互旋せん回かいを始め、コッキングをしたのを前に、

「あ、コラ、──おい待て馬鹿[image: ]」

　掛け声に合わせて、武蔵むさしは主しゆ砲ほうを発はつ射しやした。
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　武蔵野むさしの艦かん橋きよう内、鈴すずは据すえ付けられた専用の座席の上で、

「わ」

　先さき程ほど、座席が前後逆ぎやくになるように回転したのは理解していた。その理由は何かを問おうとした時に、それが来た。

　武蔵野と奥おく多た摩まが砲ほう撃げきの反動で下がったのだ。

　牽けん引いん帯たいに釣つり下げられた二艦が、まるでレールを行くかのように宙を後ろへ突っ走る。椅い子すを逆にされた鈴すずにとっては、背もたれに埋まる勢いだった。

　知ち覚かくしていたトーリの流りゆう体たい供きよう給きゆうも寸すん断だんされ、左右艦群ぐんと彼の間に流体の飛沫しぶきが波打った。

　そして、鈴の知覚の中、左右の三艦が、それぞれが扇おうぎ状じように外へと開きながら、砲ほう撃げきの勢いで振られる武蔵野と奥多摩の動きを吸収していく。

　牽引帯の引き出しと、艦の挙きよ動どうが鍵かぎだ。

　鈴は、目の前に武蔵の模も造ぞうを出し、急ぐ手て指ゆびで艦の動きを指し示じした。左右三艦から伸びる牽引帯が切れないように、中央二艦が行き過ぎないように、

　……え、ええと。

　イメージとしては、流れる小川の中で、模も型けいの小こ舟ぶねを引き寄せるような動きだ。強く動かそうとすれば抵抗が大きくなる。だから、

「こ、う、かな」

　伊達だて家けにて、流体の風ふう圧あつなどに触れてきたばかりだ。以前よりも風に対する皮ひ膚ふ感覚が強くなっている。だから、

　……ん。これで、いける、ね。

　そして、武蔵全体が二キロほどを後退しつつ、速度を落とした。左右三艦がやや前になった構成だが、牽引帯たいに引かれて中央二艦は戻ってくる。その間に、役目を終えた砲ほう身しんは莫ばく大だいな光の破は片へんとなって散っていき、全ての艦かんが、周囲に仮か想そう海かいをまとっていく。

　あとは、正面だ。

　ノヴゴロド。その中央部分が、椅い子すごと振り返る形になった鈴すずには、

「空あいた……」

　半はん球きゆう状じようだった底部が、丸く、貫かん通つう穴あなを得ているのだ。
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　義よし光あきは、身動きを止めていた。

　風が起きたのだ。

　武蔵むさしの主しゆ砲ほうによる一いち撃げき。それは緩かん衝しよう術じゆつ式しきによって発はつ射しや時の衝しよう撃げき波はを押さえ込んではいたものの、音と風の発生は避けられず、

「艦かん首しゆ、武蔵砲ほう口こう部ぶに正せい対たい！　乗り切るぞえ……！」

　柴しば田た艦かん隊たいへの接近と、ノヴゴロドへの移動を兼ねている場合ではない。

　こちらから見える柴田勢ぜいも同どう様ようだ。彼らは既すでに南西に退たい避ひしつつあったが、同じ風を受ける事を利用して、更さらなる距離を取っていた。

　しかし、波打つ風を抜け、幾いく度どか艦表ひよう面めんの仮想海を散らされながらも、義光はそれを見た。

　出力系けいを失ったノヴゴロドの下部。力無く落下していく巨きよ大だい建造物ぶつの下から、残ざん骸がいともいえる状態となった聚じゆ楽らく第だいが、姿すがたを現したのだ。

　潰つぶされて平たくなった艦の姿は、各所から噴ふく炎ほのおや、流りゆう体たい燃料の散る光で、舞台のように照らされていた。

　そして、義光は更さらなるものを見る。

　かろうじて形の残った艦首側。甲かん板ぱんの上に、二つの姿が立ったのだ。

　羽は柴しば・秀ひで次つぐと、駒こま姫ひめだった。

　二人は、手を繫つなぎ、こちらを見ていた。
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　駒姫は、自分の終わりを悟さとった。

　死ぬのではない。死は、既すでに得ているのだから。今、あるのは、死を超えたところにあるもの。それは、

「残念が、無くなっちゃいましたね」

　霊れい体たいを存在させる力とは、現げん世せに対する執しゆう着ちやく心しんだ。

　彼と共にいたいと残念していた己おのれがいて。

　私と共にいたいと残念していた彼がいて。

　だから、共にいられると解わかった今、残念が消え、自分達は現世にとどまれない。

　一いつ緒しよにこの世からいなくなっていく。それは、上う手まくは言えないが、

「良かった」

　隣となりの彼が言った。

「やり残した事はたくさんあるけど、やっておかずに後こう悔かいする事が、なくて良かった」

「私もです」

　と、駒こま姫ひめは彼の手を引いた。一緒に北の方角を向いた。そこに浮かぶ巨きよ大だいな存在。武蔵むさしへと笑えみを向ける。

　背後、ノヴゴロドが落ちていく。力を全て失い、骸むくろとして落ちていく。その速度は上がり、風が吸われる水のように動くが、聚じゆ楽らく第だいは耐えた。やがて下方から、石のぶつかり合う響ひびきと、その堆たい積せきが崩くずれ、木々を薙なぎ倒し、谷に落ちていく音ね色いろが届いてくる。

　だが、それらの破は壊かいの音を背後に、駒姫は口を開いた。

「……有あり難がとう御ご座ざいました」
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　浅あさ間まは、大型表示枠サインフレームの中で、二人がこちらに頭を下げるのを見ていた。

　何もしなければ、二人は、一緒になれたかもしれないが、ノヴゴロドと共に落下し、消えていた筈はずだ。

　今、二人がこうしていられるのは、僅わずかな差だろうが、

「トーリ君」

　浅間は、表示枠の二人に対して、頭を搔かいている彼の背を見た。そして、

「ホライゾンも」

　呼んだ名に、彼女がちらりと振り向く。その動きを合図とするように、浅間は言った。

「二人は、失われる事を選択せずに、それに抵抗して、笑ってますよ」

　ああ、と彼が言った。

「笑ってるか」

　そして、

「笑っていられるんだな」

　はい、と浅間は頷うなずき、ミトツダイラも、横に浅く身を寄せてくる喜き美みも小さく笑った。ホライゾンは、笑みを作らないが、皆を見渡し、

「──もっと感情を持っていれば、今、いろいろと思えるのでしょうか。ただ、感情が不ふ揃ぞろいの今でも思います。ホライゾンは、……皆様と共にいたいと。

　感情の不揃いな今も、恐らくは、感情が揃った後も。何な故ぜなら……」

　何故なら、

「ホライゾン一人でも、トーリ様付ふ属ぞくだけでも、こうなる事は出来ませんでした」

　だったら、と浅あさ間まは笑えみでホライゾンに言った。

「……共に行きましょう、ホライゾン」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずく彼女やミトツダイラを見る自分の横。喜き美みが腕を抱いてきた。彼女はこちらの耳に手を寄せ、

「……大おお奥おく宣言に側そく室しつ宣言で返してどうする気？」

「な、何なに言ってるんですか!?　巫み女こですよ私、巫女!!」

「フフ、そうなったら私、女によう房ぼう役やく総そう指し揮きにでもなろうかしら……」

　聞いちゃいない。ホライゾンには聞こえていなかったようで、首を傾かしげられているが、ミトツダイラには反応だけで察せされたらしい。ミトツダイラは、首を傾げているホライゾンに視線をちらりと向けた後、喜美に抗こう議ぎをするかと思えば、背を向けて俯うつむき、座り込んでしまう。

　……ひ、否定しましょうよ!!

　内ない心しんで追いつめられたような焦あせりを感じるのは、どういう理り屈くつか。自分の中に否定と肯こう定ていの素材がどれだけあるかを考えそうになるが、悪い予よ感かんしかしないのでやめておく。

　とりあえず現状の否定としては、昔にも思った通りの、

　……そう、大体、人生の芸げい風ふうが違います！　芸風が!!　変へん態たいと巫女、嚙かみ合いません！　だから離れてますよーう。距離遠とおいですよーう。

　と、後ろから正まさ純ずみがやってきた。彼女は、未いまだ空に散る砲ほう身しんの流りゆう体たい光こうを見て、ふう、と安あん堵どの笑顔を作る。

「──何だか、浅間の派は手でな砲ほう撃げきのアッパーバージョンだったな。葵あおいがまさか、浅間みたいな芸風する役になるとはなあ」

「芸風そっちから来ましたかあ──!!」

　でも私の芸風って何でしょうね、と浅間はふと思う。通つう神しんや整せい調ちようの方が遙かに長い時間やっているというのに、ああ、やっぱりインパクト勝負なんですかね、人生って。

　だが、正面を見せる表示枠サインフレームの中では、状況が進みつつあった。

　聚じゆ楽らく第だいの上に立つ二人の姿すがたが、光を帯びながらも透すけていく。

　残念を失い、いなくなっていくのだ。
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　駒こま姫ひめは、北東の方角を見た。

　そこに、見み慣なれた山やま形がた城じようの姿がある。母は必ず見ている筈はずだ。そして母は、厳きびしい人だ。だから絶対に、今の自分を祝ってくれる。

　何な故ぜなら、大人おとなになった狐きつねは、親から離れていくのだから。だから、

「母かあ様……！」

　駒こま姫ひめは叫んだ。以前、いなくなろうとした時に、言えなかった言葉を叫んだ。

「私、約束、守りました！　後はお任せします！　もはや私は、駒こま姫ひめではなく、小こ次じ郎ろう様でもない人と共に行き、幸せになり、最上もがみには戻りません……！」

　握った手に力を込めた。もはや定かではない手だが、しかし、

「そうとも」

　彼は、強く握り返してくれた。その力に押し出されるように、駒姫は言った。

「今まで有あり難がとう御ご座ざいました……！　これからは──」

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、最上家けは関せきヶ原はらの後に最大領りよう土どを得るが、部下の企みで嫡ちやく子しを失い、その粛しゆく清せいを行うなどして、人材的な面からの衰すい退たいを得ていく事になる。

　その折に、高こう齢れいの義よし光あきは病気がちとなっていくとの事だが、

「お体を御お大事に……!!」

　大だい丈じよう夫ぶだろうと、そう思うが、願う分にはいいだろう。

　そして駒姫は、喉のどを開いた。

　狐きつねが親子の別れを告げる時。合図となる声を作る。それは、

「け……」

　ぇ、と声が、天に伸び、

「……ん」

　響ひびきが終わった時。駒姫は、光を感じた。

　隣となりにいる彼と共に、身体からだが浮き上がっていくような感があり、

「行ってきます」

　彼と共に頷うなずき、駒姫は、去った。
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　義光は、空に昇る光を見た。

　精せい霊れいの命が、人としての型から解放され、二人の場合は昇る事を選んだのだ。

　義光は、目を細め、娘が旅立つ時に挙げた声の余よ韻いんを耳に残す。

　……懐なつかしいのう。

　自分も、かつて、ああいう声を挙げて旅立った事があるのだ。自分は独ひとり身で、母達とは終ついぞ再会せぬままだが、駒姫は夫婦となりつつ、自分と同じ旅立ちを選んだのだ。ならば、

「元気でのう。……駒姫」

　それだけが願いだと、そう思った時だ。

　晴れた夜空から、雨が来た。武蔵むさしの砲ほう撃げきによって高空の大気が乱れ、夜の空に天てん気き雨あめを降らせているのだ。わひゃあ、と背後で鮭しやけ延のべが水に当たる事を喜び、

『義光様！　狐の嫁よめ入いりですモン!?』

「ああ、そうよのう。ふふ、……駒姫は、本当に、優ゆう秀しゆうな子よのう」

　濡ぬれた前まえ髪がみで表情を隠かくし、義よし光あきは言った。

「母は、相手無なしでお前を産んだから、この雨を知らぬのよ。……それを見せてくれるとは、ふふ、嫁よめ入いり気分になってしまうわのう」

　頰ほおを流れる滴しずくを気にもせず、口元を笑えみにした義光は、その口を扇せん子すで隠かくす。そして彼女は、表示枠サインフレームを開き、言葉を作った。

「里さと見み・義よし康やす。──貴き様さまの勝ちでええぞえ」

『別に貴様と勝負したつもりはない』

「ならばこれは自然な流れかえ？」

『そうだ。……あるべきところに、全ては流れていく。それだけだ』

　Ｔｅｓテスタメント．、と義光は言う。その上で、彼女はこう言った。

「これより最上もがみは、全ぜん総そう力りよくをもって、武蔵むさしの支し援えんに入る。それがこの秀ひで次つぐ事件の、最上としての採決としようぞ……」
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　Ｔｅｓ．、と関かん東とうの空で伊達だての当とう主しゆは頷うなずいた。

　背後、先さき程ほどまで存在していた青せい竜りゆうの門が閉じているのを、彼女は振り向き見上げ、

「……伊達も、武蔵を信用し、対たい羽は柴しばの一いち翼よくを担になう事を誓ちかおう」

　ああ、と息をするように肩から力を抜き、政まさ宗むねは前まえ髪がみを搔かき上げた。

　隻せき眼がんの瞳ひとみ。刀かたな鍔つばの眼がん帯たいに右の目を飾った顔に、笑えみを作る。そして彼女はこう言った。背後、自分の仲間達が、甲かん板ぱんに並び、西の方向に一いち礼れいするのを支えとするように、

「小こ次じ郎ろうが望み、果たした約束は、今後我われらの中で未来のものとなる。それが、……もはや奥おう州しゆうと上越露西亜スヴイエート・ルーシを超え、極きよく東とうを跨またぐ武蔵に対する伊達の約束であり、再さい起きだ」
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『上越露西亜も、時が来たら続こう。手付けは今、渡しておくとも』

　という景かげ勝かつの通つう神しんを、正まさ純ずみは教きよう導どう院いん前の橋はし上うえで聞いていた。

　……手付け？

　と思い、辺りを見回したこちらの視し界かいの中。大地のようなものが、眼がん下かから上がってきた。

　船だ。上越露西亜主しゆ力りよくの全艦かん隊たい。それが、しかも、天地逆さかさの状態で浮ふ上じようしてくる。数にして百を超える艦かん群ぐんは、無事なものも破は損そんしたものも、全て揃そろえ、総そう員いんを甲板に並べ、

『また会おう　武蔵の諸しよ君くん……！』

　左の腕にマルファを抱いた景かげ勝かつが、旗き艦かんの甲板上から手を振る。

　その姿すがたに、見上げる皆の内、馬ば鹿かが手を振り返しているのが見えた。

　よく考えると、上越露西亜の代表、上うえ杉すぎ・景勝とタメ口で手を振り返すなど、世界的に見てあり得ない話だ。

　自分がこんな状況にいるのも、およそ半年前では想そう像ぞうも出来ない事だ。

　……無む茶ちや苦く茶ちやだな。

　思っていると、手付けが来た。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの棺かん桶おけ型の投とう下か器きが、景かげ勝かつの傍かたわらから投下されたのだ。

　それは空気を抜いて落ちてきて、

「わ」

　橋はし上うえに落下するなり、快音で分ぶん解かい。花のように広がった中にあるのは、

「……〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟！」







[image: 第九十五章『途上の擦れ違い人』]











●






　正まさ純ずみは、目の前に立った巨きよ大だいな白と黒の弓に息を飲む。

　皆の注目の中。上空を見上げたホライゾンが、膝ひざを折った一いち礼れいを見せた。そして、彼女は、巨大な弓を手に取ると、まるでヘアピンのように軽く手て指ゆびで扱い、

「試し撃うちは誰だれにしますかねえ」

「何で俺おれだけ見て言うんだＹＯ！　俺が何か悪い事したか!?」

　うん、と正純が皆と揃そろえて頷うなずくと、ホライゾンが一発をぶち込んだ。だが、馬ば鹿かは一いつ瞬しゆん胸に両手でハートマークを作ってダメージの仰のけ反ぞり表現をするが、

「あ、あれ？　痛くない！　まさかホライゾン！　俺に対する怒りがねえの!?」

「おかしいですね……。あ、バッテリー切れでした。インジケーターが真っ白に」

　そのようですね、と頷うなずいたのは浅あさ間まだ。彼女は、ホライゾンの周囲に認にん識しき用の表示枠サインフレームが幾いくつも出ては消えているのを確かく認にんしつつ、

「認識進しん行こうも、やや緩めになってますね。意い外がいと生物的というか……。ただ、良かったですねホライゾン。これからトーリ君の事、打だ撃げきしたり責める甲か斐いが出ますよ？」

「フフフこの巫み女こ、自分が何を言ってるのか解わかってるのかしら。ただ、──これで四つ。次に一つでも手に入れれば、折り返しを過ぎた事になるのね。凄すごいわ、折り返し！　逆テーパーだとすれば胸の下のラインね！　浅あさ間まのこことか！　ほらアデーレ、視線逸そらしてないで触っていいのよ！　指を隙すき間まに入れると御ご利り益やくあるわよ！　ペタ子も！」

　狂きよう人じんは無む視しして、正純は空を見上げた。頭上、上越露西亜スヴイエート・ルーシの艦かん隊たいが、逆さのまま、既すでに数キロの向こうに遠ざかっていくのを眺ながめながら、四つ、という大罪武装ロイズモイ・オプロの数字を思う。

「私達の為なすべきも、中ちゆう盤ばんに差し掛かったと言う事か」

〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟を眺ながめ、時に振りかざして皆を、わああ、と逃げさせているホライゾンはいつも通りだ。だが、〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟を含め、極きよく東とうに四つもの大罪武装が集まるとなれば、

　……世界が終わりに近づいて来ているというのは、本当かもしれないな。

　と、そんな事を、正純は今いま更さら思う。そして、

「ノヴゴロドの地下で見たあれは……」

　一体、何だったんだろうか。
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　浅間は、胸の下に手を突っ込もうとして手しゆ刀とうをダブルで構える喜き美みを牽けん制せいしつつ、表示枠で今日きようあった事をまとめていく。

　朝から二ふた代よと喜美の訓練があり、臨りん時じ生徒総そう会かいがあり、泰やす衡ひらとの二度目の会議や、三さん国ごく会議があり、そのまま真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの内ない応おうと、ノヴゴロド戦があり、

「……あれ？　今日きようだけでどれだけイベントこなしてるんですか私達」

・金マル：『ナイちゃんも、ガっちゃんの命救すくったり落ちる浮ふ上じよう都市に飛び込んだりと、何処どこの冒ぼう険けん草そう紙しの主人公こうなのかなコレ』

・俺　　：『あー、俺おれ、意い外がいと平和な流れだった気がすんなあ……。あ、でも、気付くと今回、男やジジイとばっか好こう感かん度ど上がった気がする！』

・十ＺＯ：『ジジイも男で御ご座ざるよ？　でも、平和、いいで御座るなあ。こっちは柴しば田た公こうと激げき突とつで身内から蹴けりは食らうわで……』

・銀　狼：『あれは作戦！　作戦ですのよ!!』

・傷有り：『ふふ、ミトツダイラ様も、後でまた本式治ち療りようしますので、医務室のベッドで服を脱ぐ用意を御お願ねがいしますね？　点てん蔵ぞう様も』

・●　画：『創作センサー立ったあ──！　今日は最後の最後でいい日だわ!!』

・83　　：『良くないですネー。カレーと小こ麦むぎ粉こ、ルーにすべきを、粗そ末まつにされましたネー』

・粘着王：『フ、その分、ノリキが活かつ躍やくしたのでいいであろう』

・いんび：『そうだね！　次は僕達が敵てき艦かんの防ぼう護ごを破る番だよ！』

・礼讃者：『小しよう生せい思いますに、ひょっとしてコレ順番制せい……』

　相変わらずカオスな……、と浅あさ間まが思っていると、ハナミが幾いくつかの情報をまとめてきた。一番大きいのは、やはり、ノヴゴロドで見たものだ。神しん道とう勢力として、黎れい明めいの時代の情報は重要案あん件けんで、今まで不ふ可か侵しんだったノヴゴロドともなれば尚なお更さらだ。

　調書など要求されるかもしれないが、関かん東とうIZUMOや武蔵むさしIZUMOにて、父を調査官かんにして貰もらうべきだろう。武蔵の運うん行こうに関わる身となると、IZUMOや白しら砂さご本社に赴おもむくというのも難しい。反面、当分は武蔵から降りられないという事にもなるのだが、

　……面めん倒どうですねえ……。

　と、ハナミが出してきた資料を、浅間は承しよう認にんしていく。ノヴゴロドの地下で見た、人々に祝しゆく福ふくされるレリーフの削けずり跡は、一体何なんなんだろうか。あと、

　……二に境きよう紋もん……。

　オラニエがそれによって攫さらわれた理由は何だろうか。また、彼が言っていた「元もと信のぶ公こうの作った教きよう導どう院いんで、公こう主しゆと友達になろうとした」とはどういう事か。

　そして、正まさ純ずみ達の背後に出たものは、どういう意味か。あれは、ひょっとすると自分の用意していた防ぼう護ご術じゆつ式しきに阻はばまれて消えたのかもしれないが、その点についても、

「うーん……。あ、コラ、喜き美み、揉もまない」

「駄だ目めよまた一人で考え込んじゃ。──相談なさい」

　そうですねえ、と思った時だ。不ふ意いに武蔵の各所から、防護障しよう壁へきが立ち上がった。

　緊きん急きゆう事態。それを知らせる警けい報ほうと、〝武蔵〟の、

『上じよう方ほう、二次ステルスから出現する艦かん群ぐんがあります！　進行は西北西から南。所しよ属ぞくは──』

　それは、

『羽は柴しばです！　──以上!!』
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　二ふた代よは、夜空を見上げていた。

　砲ほう撃げきを終えた余よ韻いんを、未いまだ艦かん全体に残している武蔵むさしを見下ろすように、羽柴の艦かん群ぐんが東へと向かっていく。それは、こちらの頭上を通り過ぎていく軌き道どうだ。

　先頭集団を支えるような大型艦は、砂さ状じよう障しよう壁へきを構えた〝鳥とつ取とり城じよう〟だ。

　こちらに危き害がいを与える気は無いらしい。

　だが、その行き先は、眼鏡めがねが言うには、

「毛もう利り攻ぜめを本格的に進めるために、一度、P.A.Odaに補ほ給きゆうに戻るんだね。伊達だてが関かん東とうを北から牽けん制せいに入ったから、関東の物ぶつ資しを安土あづち城じようで毛利まで輸ゆ送そう出来なくなった。

　だから、毛利攻めの拠きよ点てんにもなる鳥取城を敢あえて用いて、急ぎ大量物資を持って戻るつもりなんだろう。──毛利からの大おお返がえしの練習も兼ねて、ね」

　成なる程ほど、と頷うなずいた時だった。空に浮いていた白魔女ヴアイスヘクセンが、険けんのある声を作った。

「羽柴がいるわよ……！」

　鳥取城の左さ舷げん甲かん板ぱん。そこに、こちらを見下ろすように立つ羽柴がいる。そして、

「十じつ本ぽん槍やりの、福ふく島しま・正まさ則のりに、加か藤とう・清きよ正まさに御ご座ざるか。あとは──」

　主しゆ力りよく二人の姿すがたと、背後に、幾いくつかの影が見える。二つ、翼つばさの重なりと、砲ほうにも見えるのは、魔女の機殻箒シヤーレ・べーゼンだろう。そして、対するように武蔵上では、

「ホライゾン様!?」

　己の正面、視線の行く先。

　ホライゾンが、〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟を構えていた。頭上、そこを行く羽柴に向かって、眉まゆを立て、鋭い視線を得た表情を、二代は見た。これが姫ひめの怒りに御座るか、と。
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　変形は一いつ瞬しゆんだった。

　顔にも見えるグリップカバーが顎あごを挙げ、張られていなかった弦げんが流りゆう体たいの光で結ばれた。それも単なるラインではなく、炎ほのおのような過か熱ねつ流体として、だ。

　燃料不ふ備びだった〝憤怒の閃撃〟を動かす要因は二つ。

　一つは、同時展てん開かいした〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟。

　もう一つは、トーリの流体供きよう給きゆうのラインが、ホライゾンを、まるで彼女が纏まとうケープのように覆おおっているのだ。そして、


『所有者：ホライゾン・アリアダスト：──認にん識しき』

『個こ体たい感情表現：通常駆く動どう　超ちよう過か駆動：────：コンバットプルーフ済さい可か：自己進しん化か解決』

『個体感情表現：超ちよう過か駆動：出力：外部より完かん備び』

『ホライゾン様：第三セイフティ解かい除じよ〝魂たましいの駆動〟：お願ねがい致いたします』



　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは頷うなずいた。

　そしてホライゾンは思った。怒りとは、何だろうかと。

　……それは──。

　思い出すものがある。今の状況に似た、過去の構こう図ずだ。

　三み方かたヶ原はらの戦いの際、江え戸どの北から奥おう州しゆう側に追われる中で、このように羽は柴しばと向かい合った事がある。あの時、自分達は、多くの人に助けられ、

「……！」

　どうしようもない心。

　喪そう失しつした対たい象しようへの感情とは別に発生する、喪失の原因への感情。

　これを怒りと呼ぶならば、これは、誰だれに向けたものだろうか。

　羽柴だろうか。それとも、不ふ甲が斐いなかった自分達だろうか。それとも、

「ホライゾン、怒りは、己おのれを変える為ために使えよ？　甘く不ふ備びのあった自分を、二度と負けない為に。そして、その事を示す為に、放てよ、ホライゾン。俺達が怒り、打つべきは──」

　彼の声が、自分の背を押す。

「決まり事とか、絶望とか、どうしようもない状況とかを使えば、何もかも失わせる事を認めるだろうと、そんな事を言う、──運命への抵抗を忘れた連れん中ちゆうだ」

「……Ｊｕｄ．!!」

　澄すみました、とホライゾンは思った。自分の中に、三方ヶ原の戦い以降、残っていたような疑問。その内容は、

「人は、抵抗と再起、哀しみと喜びを重ね、しかし……」

　問うた。

「如い何かにして生き、死ぬのが正しいのですか……!!」

　少なくとも、答えを一つ、今の自分は望んだ。それは消しよう去きよ法ほうのようなもの。去っていった者達が、しかし、心に抱いていたもの。

「……運命への抵抗!!」


『セイフティ解除〝魂たましいの駆く動どう〟：認にん識しき』



　ホライゾンが弦げんを引き切っていく周囲、莫ばく大だい量りようの表示枠サインフレームが展開した。

　十じゆう字じと鳥とり居いを重ねた黒い表示枠は、最初の空白に、一いつ瞬しゆんだけ小さな影を映し、その後に、


『──大罪武装ロイズモイ・オプロ統とう括かつOS：Phtonos-01s：第三段階：更こう新しん：認識』

『ようこそ　感情の創そう世せいへ』



　……これは──。

　感情に応じるように、白と黒の弓が張り、弦げんが光を焰ほのおのように噴ふき、ホライゾンは、

「──!!」

　声を高らかに奏でながら、羽は柴しばめがけて〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟を射た。
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　怒りは、不ふ可か視しだった。

　しかしそれは、甲かん板ぱんから見下ろしていた羽柴に、斜め下から一いつ直線に、

「……っ！」

　直ちよく撃げきした。そう見えた。しかし、光が生じた。

　羽柴の真っ正面。ホライゾンと彼女を結ぶ軌き道どう上、それも直ちよつ近きんの位置で、光の大だい規き模ぼな飛ひ散さんが咲いたのだ。

　傘かさのような形で広がる流りゆう体たいの欠片かけらは、火ひ花ばなのように艦かんの表面を跳ねた。しかし、散る光が照らす中央。そこにいる羽柴は、じっと立っている。

　無む傷きずだ。

　ホライゾンは、息を飲んだ。左手に持つ〝憤怒の閃撃〟を握りしめ、

「まさか……、この〝憤怒の閃撃〟が、一発目から宗むね茂しげ砲ほうと同じになってしまうとは……！」

「宗茂様！　宗茂様!!」

・かげＶ：『マルファ！　膝ひざを着いてどうしたのだ！　マルファ！』

「おいホライゾン、オメエ、仲間にダメージ与えてどーすんだ一体」

「いや、一応、宗茂砲も先日には敵てき艦かんぶち抜く働きを見せましたが。ええ、その程度で」

　ホライゾンはトーリに右の親おや指ゆびを上げて見せる。

　だが、頭上を見上げていたウルキアガが、声をあげた。

「おい、羽柴を見ろ。拙せつ僧そうの目には、あの猿さる子こが持っているものが……」

　疑問の色を含んだ声で、彼は言った。

「あれは、大罪武装ロイズモイ・オプロではないのか!?」
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　風の向こう。通り過ぎていく流れの中で、羽柴が身構えを解いた。

　彼女の背中。縦たてに伸びる鉄てつ扇せんに似た翼つばさが、一枚の羽を伸ばし、光っている。そして、彼女が左の腕に掲げているものがあった。それは、

「〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟!?」

　皆が問うた先、十じつ本ぽん槍やりの福ふく島しまがこちらに気付き、立てた右の掌てのひらを〝違う〟と左右に軽く振った。

「軽っ。──でも、それじゃあ、あれは何です!?」

　浅あさ間まの問いかけた先で、〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟の光が、散り切った。

　そして、鳥とつ取とり城じようが加か速そくする。答える事はもう無いと言うように。風を巻き、

「────」

　行く。その甲かん板ぱん上で羽は柴しばが身を起こした。

　そして、ふらふらとする彼女を、周囲の皆が、わあ、と慌あわてて支えるのが見えた。

　大変らしい。

　だが、それだけだった。

　鳥取城は、再びステルスに入り、後こう続ぞく艦かんも続いていく。
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　消えた。

　もはや空にノヴゴロドも無く、上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦かん隊たいや最上もがみ艦隊も北東の空に去り、柴しば田た艦隊も南の空へと移動している。ただ、武蔵むさしだけが冷たい空にあり、

「あの」

　教きよう導どう院いん前の橋はし上うえで、ホライゾンが口を開いた。

　彼女は、言葉を失っている皆の間で、一人、トーリの袖そでを摑つかみ、

「今の羽柴様でしたが……」

　問いかけた。

「何な故ぜ……」

　ホライゾンは、呟つぶやいた。

「何故、羽柴様が、大罪武装ロイズモイ・オプロっぽいものを持っているのです？」

「……ぽいって言われましても」

　浅間を始め、皆が首を傾かしげた。その中で正まさ純ずみが、

「大罪武装だけに、たいざいにせえよ、と……」

　場が、完全に凍った。
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　白の空。ステルスの壁に包まれた風を浴び、福ふく島しまは、一ひと息いきを吐いた。

　いずれ来る戦いの連続に対し、毛もう利り攻ぜめの歴れき史し再現を優先とするため、自分達の長ちようである羽柴は鳥取城での一時帰き参さんを選択した。

　江え戸どに停てい泊はく中の安土あづち城じようが、伊達だて家けの牽けん制せいによって動けないための即そく断だんだ。しかしこれは、

　……屈くつ辱じよくに近い、時間と手て間まの無む駄だに御ご座ざります。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに、しばらくの猶ゆう予よを与えてしまう事になる。だからだろうか、

・三立申：『あー、すまんね羽柴組ぐみの皆、白しら鷺さぎを動かして伊達家の牽制返しに回った方が良かったかねえ、コレ。どう？　フクちゃん』

・一本槍：『い、いえ、滝たき川がわ先せん輩ぱい。現地の御ご判はん断だん、拙せつ者しや達が捌さばけるようなものではないで御ご座ざります』

・三立申：『えーと、じゃあ、羽は柴しば？　いる？』

　福ふく島しまが滝川の映る表示枠レルネンフイグーアを手で摘つまんで向ける先。羽柴がいる。だが、

・三立申：『羽柴──？』

　滝川が窺うかがうような声を送る先。羽柴が甲かん板ぱんの手て摺すりの下で、頭を抱えるようにフードを両手で摑つかんで、しゃがみ込んでいる。

「…………」

　黙だまり込み、動かない羽柴を見て、滝川が福島に問うた。

・三立申：『何してんの？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と福島は頷うなずいた。

・一本槍：『──格好かつこ悪いところ見られて、照れ困りしておられるので御座ります』







[image: 最終章『新しき場所の宿り者達』]
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　ノヴゴロド戦を終え、現地に上越露西亜スヴイエート・ルーシの警けい備び担当艦かん隊たいと、落下したノヴゴロドの回かい収しゆう艦隊がくるのを待った後。武蔵むさしは、〝有あり明あけ〟への帰き投とうを通常航こう行こうで行っていた。

　ステルス航行ではない。上越露西亜、最上もがみ、伊だ達ての三さん勢せい力りよくが順に警けい護ご艦隊をつける、戦せん勝しように近い形での帰き投とうだ。

　だが、午前半ばの光を浴びる武蔵の中。教きよう導どう院いんの前まえ側がわ校舎三階にある生徒会室では、役やく職しよく者しやが机やら棚の整備をしながら、手伝いに来た皆と言葉を交わしていた。

　よく動いているのは、翼つばさがあるために窓からの移動も可能なナイトとナルゼだ。二人は輸送業を営んでいる事もあり、荷物を外に運び出したり、逆の事も行いながら、

「そーいやそろそろ期末テストじゃない？」

「というか、このままだとアデーレの検けん出しゆつ騒ぎもあって修しゆう学がく旅行が無くなる気がするわ……」

「ガっちゃん修学旅行にやっぱ行きたい？」

「だってネタになるじゃない？」

　そうですねえ、と頷うなずくのは、アデーレだ。彼女は、眉まゆを下げて吐と息いきしつつも、

「二度目は本ほん気き出したので大だい丈じよう夫ぶだと思いますから、期待しといて下さい」

「本気で人類範はん疇ちゆう外がいのものが出そうで怖こわいわね……」

「ホライゾンとしては、それらも含め、修学旅行に対して期待と呼んでいいものがありますね。……ホライゾンには、皆様とそういう時間を過ごした記き憶おくが少ないものですから」

　と、ホライゾンが言うのは窓まど際ぎわだ。自分用の机をトーリのものと並べ、正まさ純ずみやミトツダイラ、浅あさ間まや喜き美みのものと隣りん接せつを図っている彼女は、一ひと息いきを入れて腕を組んだ。

「……しかしここ、生徒会室というより、皆の学校用ダベり部屋ですねえ。……梅うめ組ぐみの教室と違うのは、義よし康やす様や大おお久く保ぼ様の机などもある、という事で、今までよりも一いつ層そうの賑にぎわいと、そう考えていいのでしょうか」

「フフ、そうね。教導院だったら、ここか橋の上。外だったら青雷亭ブルーサンダーやうち。そんな使い分けになるんじゃないかしら」

　と、カーテンの仕立てを確かく認にんしていた喜美が、白い布の陰から顔を出す。

　しかし彼女は、ふと、ホライゾンの視線を追った。浅間も、ミトツダイラも、鈴すずも振り返る視線の先、夏服姿すがたの馬ば鹿かがいる。

　彼は、自分の制服に、あるものをつけていた。

　細い鎖くさりだ。一本だが、幾いくつかの鎖を繫つなげて作ったものだった。

　その意味を、問うものは誰だれもいない。ただ、ホライゾンが一つ頷き、

「……浸ひたっていれば格好かつこいいとでもお思いですかトーリ様」

「くっそ！　上う手まいところ突いてきやがったな!?　俺おれにシリアスさせねえ気だな!?」

　まあまあ、と皆が馬ば鹿かを手で制す。そしてホライゾンが、一ひと息いきをつき、

「いろいろとありましたが、このところの結けつ論ろんを言いますと……」

　一応、という形ではあるが、

「抵てい抗こうの末、少しは再さい起きが出来たと、そう思うのは、虚きよ栄えいの大たい罪ざいでしょうかね」
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　浅あさ間まは、ホライゾンの言葉に頷うなずいた。

　今、手元の表示枠サインフレームでは、〝武蔵むさし〟から、有あり明あけへの帰き投とうをするかどうかの判はん断だんが正まさ純ずみ宛あてに投げかけられている。その内容を正純に転送しながら、浅間は笑えみで皆に言った。

「再起のための試し運転として、このノヴゴロド行きは上じよう々じようだったと、そう思います」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……浅間も撃うてたしな。四よん連れん射しやとか、ちょっと溜ため過ぎだよな……」

「ト、トーリ君はマサへの援えん護ごを変な言い方しないっ」

　へえ……、と引く皆の中、表示枠で諸しよ処しよを確かく認にんした正純が、軽く手を挙げた。

「おい。皆、武蔵が有明への帰投ルートに入った。半日後ごには有明だ。そうしたら武蔵各かく部ぶの調整や、得られたデータを元に不ふ備びを修しゆう正せいしつつ、また次の状況に向かわなければならない事を忘れるなよ？　次は──」

　Ｊｕｄ．、と言ったのは、ネシンバラだ。彼は幾いくつもの表示枠を展開し、

「羽は柴しばの動きを追うなら、毛もう利り側に荷か担たんしに行く事になる。追わないなら、関かん東とう解放だね。北ほう条じよう攻ぜめを利用して、松まつ平だいらが関東を掌しよう握あくする流れが組めると思う」

　北条攻めという言葉に、皆がノリキを見た。窓から顔を突っ込んだナルゼが、宙を左右の五ご指しで揉もみながら、

「大だい丈じよう夫ぶ？　アンタ」

「その手は何だ。大体、──俺は武蔵の住人だ。それ以外に無い」

「ならば北条攻めを、会計としても推おしたい。関東を掌握出来れば、閉へい鎖さ的でも広大な商業圏けんが組める。足あし場ばやバックアップを得るには、いい選択だ」

　成なる程ほど、とシロジロに皆が頷うなずいた時だ。水の入ったバケツを義ぎ腕わんに五つほど下げた直なお政まさが、中に入って来て、辺りを見回す。

「……ウルキアガはどうしたのさ？　手伝いじゃないのさね？」

「ウルキアガ君は、成なる実みさん連れて高たか尾おに住まい探しかな」

　ハイディが言って、皆が、ふうん、と頷いた時だった。

　表示枠が生徒会室の窓まど際ぎわ、上側に現れた。中に映るのは、大おお久く保ぼと加か納のうだ。

　まず大久保が、今回の武蔵の航こう行こうにおける結果や諸しよ問題を報告する。

　それは、航こう路ろや戦せん闘とう状況などを加納が出す図ず示しと共に解説し、その後に、

『──最大の成果は、伊だ達て、最上もがみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシという三さん国ごく間かんの関係を修しゆう復ふく出来た事。

　そして、私達が臨りん時じ生徒総そう会かいで懸け念ねんしていた各国の協力の第一として、三さん国ごくの協きよう調ちようを頂ける確かく約やくが得られた事です。これにより──』

　大おお久く保ぼは、まっすぐに画面からこちらを見つめ、こう言った。

『武蔵むさしの方針は、現げん生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうの意い向こうに従うものとなり、委員会連れん盟めいもそれに従います。武蔵は今後、羽は柴しばの抑よく制せいを行いながら、末まつ世せ解決のために大罪武装ロイズモイ・オプロを求め、各国との交こう渉しように向かう事となりました。皆様の御ご協力を、謹つつしんで請こうもので御ご座ざいます』

　と、加か納のうが一いち礼れいし、笑えみの顔をあげた。険けんも無く、準備もない、漏もれたような笑みだと浅あさ間まは思う。うん、ズレは無いですね、と。
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「解わかってて言う事じゃないと思うけど、……不ふ転てん百足むかでと貴方あなたを持ち込める物ぶつ件けんって、早そう々そう無いわね。表ひよう層そう部ぶに無む理りにでも借りる？」

「拙せつ僧そうを持ち込むとか言うな。摑つかみ所のないミステリアスな男であるのだからな」

　冗談のつもり？　と、成なる実みとウルキアガが行くのは、青梅おうめの地下の横よこ町ちよう〝河か辺べ〟の中。なるべく隣りん接せつする縦たて町まちに近い場所を要求した為ため、二人の歩く距離は短い。

　手にした鍵かぎと、部屋のナンバーを見比べ、

「──と、行き過ぎたわ。でも、この部屋って……」

「元々、横町の物ぶつ資しを入れる倉くらだな。扉とびらがとにかく大きいから、有りではあるが……」

　鍵かぎを開けて、扉を開けると、小こ麦むぎ粉この匂においがした。

　中は六畳じよう。床は石造りでベッドも何も無い単なる空間だ。だが、

「どうとでも出来ると、そう考えていいのかしら」

「拙僧、トーリのための毒どく味み部屋が欲しいのだが」

「私が話しかけたら返事するなら、別にいいとも思うわよ？」

「それもまた緊きん張ちよう感かんが無くていかんな……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と呆あきれて言おうとして、Ｊｕｄジヤツジ．、と言い換える。そして成実は、入口の柱を軽く摑つかんで強度を確かく認にんする。いけそうだ。ならば、

　……ここがいいわ。

　と、言おうとして暗い室内を見れば、半はん竜りゆうは既すでに部屋の隅すみに術じゆつ式しきで補ほ強きようを入れ始めている。どこまでマイペースなの、と思いつつ、笑おうとして、

「────」

「どうした？」

　え？　と詰まった声が、ふと、漏れた。

　そして成実は息を吸い、周囲に知ち覚かくを走らせる。今、この周囲にいるのは、自分達だけだ。皆、男は働きに出ていて、女は水みず場ばで洗せん濯たくや調ちよう理りをしている。横町の端はしならば、誰だれにも見られている事はなく、

「……何て言うべきかしら。私、伊達だてにいた頃、外に出る事を望んでいたのよね」

　だけど、

「青せい竜りゆうを退しりぞける時、皆と一いつ緒しよに抵抗して。それで……」

「それで？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成なる実みは応じた。これは咎とが人にんの応答。だからこそ、自分に刻むように成実は言った。

「私一人が、あの場所から逃げようとしていたんじゃなかったか、って。皆、必死に、伊達家けを保とうとして、持ち上げようとしていたのに、私は自分の役目を済ませれば逃げられると、そう思っていたんじゃなかったかと、そうも思ってしまうのよね……」

「貴き様さまの役目は貴様にしか出来ない事だったろう。安心しろ」

「でも、……私が指し示じをしなかったら、政まさ宗むねはああも苦しまなかったわ」

「それはそうだろう」

　認められてしまった。だが、

「だからこそ、政宗はこう思っている筈はずだ。これを、貴様にさせずに良かった、と」

「そんな、自分を誤ご魔ま化かすような事……」

「貴様が〝政宗がかばってくれたんだ〟と、そう思えば全ては丸く収まる。

　貴様らは、否、伊達や、最上もがみや、上越露西亜スヴイエート・ルーシも、……約束の名の下で、誰だれが一番傷つくかを怯おびえ、そして、自分が気き遣づかわれないように振る舞おうとする。

　その差し引きに抵抗するには、否定しようとしても無む駄だだ。お互いに迷めい惑わくを掛けたから、それで両成せい敗ばい。そのくらいに思っておくのが程ほど々ほどというものだ」

「上から目め線せんの裁さばきだわ」

「Ｊｕｄ．、拙せつ僧そうは第二特とく務むで、名のあやかりは内ない藤とう・清きよ成なり。松まつ平だいら政せい権けんにおける奉ぶ行ぎようの長ちようだ」

　だから、と彼は背を向けて作業をしながら、こう言った。

「気分的に面めん倒どうな事の採決は、拙僧の判はん断だんを聞いて、納なつ得とく出来ずとも、それを拙僧に押しつけ、身軽になっていけばいい。拙僧は、面めん倒どうだったらトーリに預ける事も出来るしな」

「総そう長ちようの負ふ担たんが大きくなるんじゃなくて？」

「その分は、拙僧達が成果をもって答える。馬鹿もこちらも負ふ担たんがあり、堪こらえ果たすものがある。──お互い様だ。どちらが不幸とか、幸いという事もない。感情主しゆ義ぎと成果主義の両立は、お互いが利益と負担を交換する事でなければ為なされぬのだ。ならば、馬鹿の負担は我々が成果を持ち帰って……」

　うむ、と彼は頭を搔かいた。

「その時、共に笑って肩でも叩たたき合えばよかろう」

「男の子のルールよ、それ。女の子の場合は？」

「拙せつ僧そう、女ではないからなあ……」

「すさまじい頼りなさだわ……」

　しかし、

「成なる実み。……一つ、拙せつ僧そうを信用して欲しい」

「……何？」

「貴き様さまがもし、今の自分にとって、都つ合ごうの良い運命を今までずっと生きてきたとしよう。幸せ一いつ杯ぱい夢ゆめ一杯。そういう脳のイカレた運命だ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それで？」

「Ｊｕｄ．、──その場合であっても、貴様は今、そこにいるだろう。拙僧が必ず連れてきた」

「────」

　成実は言葉を失った。そして、数秒を息に使って、

「ちょ、ちょっと、飲むものでも買ってくるわね」

　震える口をどうにかして動かし、手で唇くちびるを押さえながら、成実は通りに出た。
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　小こ走ばしりに、成実は横よこ町ちようの端はしを回った。

　横町の端側は、幾いくつかの小さな商店が並ぶ場所だ。角かどを曲がり、彼のいる場所から自分を隠かくし、ようやく足を止めた。

　……どうしたものかしら。

　彼がこちらに抱いている思いに、応こたえられる自信が自分にない。未いまだに、過去を引きずり、それを払ふつ拭しよくしたとしても、自分は、

「絶対ここに来たなんて、どうやって信じれば……」

　本当に、こういうのに不ふ慣なれね、と、そんな事を改めて成実は思う。情なさけないわね伊達だて家副ふく長ちよう、と、そんな風ふうに苦く笑しようも出る。

「だけど」

　時間が解決するものだろうか。これからしばらくすれば夏休み。それが明けて二学期にでもなれば、伊達家側も生活のリズムが変わる時期になる。そうすれば、自分の残ざん滓しも薄くなり、心配したところで意味が無くなっていくだろうか。

　……二学期、ね。

　遠いようで、すぐだろう。だが、九月という言葉に、ふと、成実は彼を思った。

　主しゆ庭にわで下着を貰もらった時に、一つの情報を聞いた。彼の誕生日は九月七日だと。

　六月生まれの自分より年下。だから結婚したら自分が姉あねになるからそれでいいのだと、無む茶ちやな事を言われたものだ。

　ただ、彼が自分と同い年になるその頃には、自分の気分も、伊達の在り方も変わっているだろうか。

　そうだといいわね、と思う視し界かいが、ふと、目の前にある軽けい食しよく屋やではなく、一いつ軒けん隣となりの服屋を見てとった。

　男性物の下着が、吊つるしで売っている。主しゆ庭にわの意い趣しゆ返しに、あれを誕生日というのはどうだろうかと、そんな事を思っていると、

「あら？　成なる実み？　──有あり明あけ入ったら授業再開だけど、そうしたら宜よろしくね？」

　近くの軽食屋の中から、紙かみ袋ぶくろに唐から揚あげを詰めたジャージ姿すがたの女教師が出てくる。長ちよう剣けんを背負った彼女は、こちらの身体からだの向きから隣の店を見て、

「男物？　そっちの方が好き？」

「いえ、そういう訳ではなく。……彼、キヨナリの誕生日プレゼントに」

「あはは、嫌いやがらせ？　でも気き長ながなものねえ」

「気長？　あっという間だと思いますけど……」

「そう？　来年の五月まで、まだまだあるわよー」

「……は？」

　疑問したこちらに対し、女教師は首を傾かしげた。

「何か勘かん違ちがい？　──ウルキアガの誕生は五月だけど？　英国イギリスからIZUMOに行く途と中ちゆう。旧派カトリツクだからって廃はい材ざい燃やすファイアーで肉焼いて火か刑けいごっこして遊んだのよね」
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　成実は笑った。

　首を傾かしげる教師に対し、気にしないで、と片手を上げながら、堪こらえを切った笑いを生んだ。

　……馬ば鹿か!!

　本当に馬鹿。聖せい職しよく者しやが噓うそをつくなんて。それも、今後、辻つじ褄つま合わせをどうするのかというレベルの噓。更さらには、自分の誕生日を年ねん鑑かんで見たとは言っていたけど、主庭の一件の時にはそんな噓を考えていたなんて。

　どれだけ自分は、彼に欲されていたのだろう。だけど、

「有あり難がとう、先生。──自分の不安が、無くなったわ」

「おうおう、意味解わからないけど、Ｊｕｄジヤツジ．って言っておくわ」

　Ｊｕｄ．、と返して、成実は一礼して、背を向けた。Ｊｕｄ．、そうね。咎とが人にんの応答。噓つきには丁ちよう度どいい。だから私も今後はそれを使おう。

　そして歩き出す。自分の住まう今の場所に。

　……私は……。

　彼に思いを寄せられている。それも、どう考えても馬鹿な半はん竜りゆうに。

　馬鹿だ。平気で噓までつく、本当に馬鹿な人。

　私は馬ば鹿かな彼が好きだ。

　これらの思いを、恐れる意味は無いと、そう思った。彼が私を好きである事や、私が彼を好きである事など、不安に思ったり、ネガな事を思う必要はない。

　何故なぜなら、自分の負ふ担たんを、彼は全て受け止めてくれるのだ。

　彼の思いに応こたえる必要なんて無かった。既すでに相そう互ごなのだから。ただ、自分の思うところを送ればいいだけ。相互。循じゆん環かん。竜が二頭で作る竜の輪ウロボロスは永遠の象しよう徴ちようだ。ならば大事なのは思いの総そう量りようが違うかどうかではなく、自分の出力がどれだけ懸かけられているか、だ。

　自分は、好きという負ふ担たんを彼にしっかり預ければいい。そうする事で、負担はお互いの加か速そくになり、身み軽がるになり、成果を出していけるだろう。彼に負担を押しつけた分、自分は、

　……二人で幸いになれるようにしていけば、いいのね。

　そこにはきっと、〝女の子〟の方法もある。

　ならば料理を作ろう。裁さい縫ほうも、掃そう除じも。武蔵むさしには女子も多い。彼女達と話す事が出来ればまたいろいろ楽しい事だろう。そうやって彼に自分の好きを預けた分、幸いを支えていこう。

　きっと、彼らと総そう長ちようも、同じなのだ。

　そして、自分達と、伊達だて家けも、政まさ宗むねや小こ次じ郎ろう達も、同じだったのだろう。

「そうね」

　自分は伊達家が好きだ。だが、今、その負担を伊達家に押しつけられない。

　代わりというように、こちらの負担を受け付けてくれる人がいる。ずっといる。

「キヨナリ」

　誕生日は九月七日だ。そう思いながら、新しん居きよ予定の場に辿たどり着き、中を覗のぞき込む。すると、どこから持ってきたのか、テーブルセットを中に置いている彼がいた。彼はこちらに視線を向けると、

「買ってきたか？　一ひと息いき入れよう」

「え？　あ……」

　飲むものを買ってくると言ったのに、何も買っていない。その事実を、向こうも気付いたらしい。しかし、彼が何かを言う前に、自分は言った。

「貴方あなたの好みを知らないのよ」

　だから、

「一いつ緒しよに、二人で行きましょう。これから先、対羽は柴しばやら何やらで、忙しくなるだろうから、武蔵の事を知っておきたいし、貴方の好みを知っておきたいわ」

「随ずい分ぶんと上じよう機き嫌げんだな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とこちらは頷うなずくしかない。やってくる彼の横に並ぶように、自分の身を置き、

「抵抗を経て、再さい起きしたのよ。──そして決めたの。新しい所へ行くと。馬鹿の導きによって、ね」
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　そういう訳で『境きよう界かい線せん上じようのホライゾン４下』をお届け致します。これにて奥おう州しゆう、上じよう越えつ関係は一ひと段だん落らく。次からは対決や侵しん攻こう、迎げい撃げきやら何やら、といった流れになっていきます。

　作中でも語られていますが、この時期の日本では、各かく大だい名みよう達の持つ土地の「得た。失われた」の問題がとにかく頻ひん出しゆつします。

　家いえ康やすが〝武ぶ家け諸しよ法はつ度と〟で、一いつ国こく一いち城じようや御お家いえ断だん絶ぜつルールなどを持ち出し、中央集しゆう権けん化かをすすめたためですが、皮ひ肉にくな事に、家康側がわを支える家か系けいも、嫡ちやく子し無しで御家断絶を適用せざるをえなくなってしまうとか、そんな事もあったのですな。

　最上もがみはそういった不ふ都つ合ごうをくらってしまった家で、徳とく川がわ幕ばく府ふ初期にそうなったため、羽う州しゆう（東とう北ほく日本海側）は政治的な空くう白はく地帯となり、しかしそれがゆえに生産地ち帯たいとして発展し、明めい治じ維い新しんなども比ひ較かく的てき平和に過ごせたりしました。

　現在の日本の政治家分ぶん布ぷが、この時代に基礎が発生した「御家が残っているかどうか」に結けつ構こう左右されている事を考えても、歴史というのは〝時代区く分ぶん〟で切れるものではなく、連れん綿めんとしていくのだなあ、と思います。

　さてチャット。

「もはやどうでもいいけど何か馬ば鹿かな話ある？　学生時代だといいよ？」

『小学校の時、爆ばく竹ちくとか流は行やってさあ』

「いきなり危険なキーワード来たな」

『うん、それで、ミサイル型で、先せん端たんに火か薬やく仕込んで投げると、地面に落ちてパアンっていうのがあった訳な。で、教室でそれやってたら、窓から外に投げちまって』

「で？」

『三階から下した見たら竹たけ井い（仮名）がヒの字に倒れててこりゃマズイと思って、消したね、証しよう拠こ。本ほん気きで消したね小学生の俺おれ』

「被ひ害がい者の記き憶おくがありまくりだろソレ」

『よくあるよくある』

　ねえよ。しかし今でもああいう火薬玩具おもちやとかあるんでしょーか。

　さて、今回の仕事BGMは、Bivattcheeで「太陽の真まん中で」。とにかく、辛つらかったり哀かなしかったりした事があっても、自分の中にこういう歌を持っているようにしたいものです。

　ともあれ、

「一体誰だれが、最も約束を望んでいたのか」

　という事で。次まで少々お待ちをー。


平成二十三年十月　雨だと言われたのに快かい晴せいの朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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